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テキスト 「熱帯樹種の造林特性」 の発刊にあたって 

私とも国際緑化推進センターては，我が国の国際森林・林業協力を総合的に 

支援するため，協力を担う人材の養成・確保，技術情報の収集・整備・提供， 

NG0 等の民間協力活動の支援， 国際緑化の普及啓発， 熱帯ての植林などの盾 

動を行っております。 

そして，情報活動のーつとして熱帯地域などでの森林造成に必要な技術テキ 

ストとして「熱帯林造成技術テキスト」を発刊し，当センターか行う研修等の 

テキストとして使用するとともに，熱帯地域等で協力活動に従事する方々のた 

めの参考書としても活用頂いているところてあります。 

今回は「熱帯樹種の造林特性」 と題して，熱帯地域での造林対象となる主な 

樹種について，その造林上の特性についてのテキストを発刊することになりま 

した。 

本テキストては約100 樹種について，3回に分けて発刊することにして，今 

回はその第二回目を発刊することになりました。 

ところで，この「熱帯樹種の造林特性」の発刊については，熱帯林の保全・ 

造成か急務となっている今日，当センターでは予てより，熱帯の造林樹種に関 

する情報の集大成の必要を痛感し，その実現を願っていたところてあります。 

この度，浅川澄彦，国際緑化推進センター顧問と森徳典森林総合研究所生物 

機能開発部々長か中心となってのこ尽力の結果，多くの研究者の方々のこ協力 

を得て実現の運ひとなりました。浅川，森の両先生をはじめ編集，執筆にご尽 

力下さいました先生方には衷心より感謝申し上けます。 

また，本テキストの刊行にあたり，その刊行物の利用を快く承諾して下さっ 

たアメリカ合衆国山林局国際熱帯林業研究所に対してもあつく御礼申し上けま 

す。 

おわりに， このテキスト 「熱帯樹種の造林特性」か，今後，我か国の多くの 

協力関係者に座右のテキストとして活用され,我が国の国際森林・林業協力の 

推進に大いに貢献出来れはと願うものてあります。 

1997年3月 

（財）国際緑化推進センター 

理事長 秋山智英 

テキスト「熱帯樹種の造林特性」の発刊にあたって

私ども国際緑化推進センターては,我が国の国際森林・林業協力を総合的に

支援するため, 協力を担う人材の養成・確保, 技術情報の収集 ・整備・提供,

NGO 等の民間協力活動の支援, 国際緑化の普及啓発, 熱帯ての植林などの活

動を行っております。

そして,情報活動の一つとして熱帯地域などでの森林造成に必要な技術テキ

ストとして「熱帯林造成技術テキスト」を発刊し, 当センターが行う研修等の

テキストとして使用するとともに,熱帯地域等で協力活動に従事する方々のた

めの参考書としても活用頂いているところてあります。

今回は「熱帯樹種の造林特性」と題して,熱帯地域での造林対象となる主な

樹種について, その造林上の特性についてのテキストを発刊することになりま

した。

本テキストては約 100樹種について,3 回に分けて発刊することにして, 今
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ところで, この「熱帯樹種の造林特性」の発刊については, 熱帯林の保全 ・

造成か急務となっている今日, 当センターでは予てより, 熱帯の造林樹種に関

する情報の集大成の必要を痛感し, その実現を願っていたところてあります。

この度, 浅川澄彦,国際緑化推進センター顧問と森徳典森林総合研究所生物

機能開発部 長々が中心となってのこ尽力の結果,多くの研究者の方々のこ協力

を得て実現の運ひとなりました。浅川, 森の両先生をはじめ編集, 執筆にご尽

力下さいました先生方には衷心より感謝申し上げます。

また, 本テキストの刊行にあたり, その刊行物の利用を快く承諾して下さっ

たアメリカ合衆国山林局国際熱帯林業研究所に対してもあつく御礼申し上げま

す。

おわりに, このテキスト「熱帯樹種の造林特性」か, 今後, 我が国の多くの

協力関係者に座右のテキストとして活用され, 我が国の国際森林・林業協力の
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4 パ トゥラマッの採種林 (メキシコ, トラスカラ) 3 パ トゥラマッの樹形

2 パ トゥラマッ天然林 (メキシコ, オアハカ)
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5 カ リ ビアマツ（Pinus caribaea var. 
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8 ラジアータマッ人工林（約40年生） 中 

央の木の下に立っ人物（くコ）と比較 

(NZ， カインガロア） 

7 天然更新したラジアータマッ林（約6年生） 

(NZ，カインガロア） 
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78 zbrassiiの芽生え（左）と種子（中央部の石の上に2個ある） 
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花穂：大きな倒卵形の葉 

が枝先に集まってつき， 

花穂も枝先につく 

, 

y 
* 

気 
「 

、
・
、
一
 

、‘二 80 カランノぐヤン 

(Anthocephalus 

chinensお）の 

芽生え 

、、 
、.ーノー 

A 施社, 
忌一 

c 

冒「 叫
 

，、 

尊
鷲
曹
属
 ■
鵬
《
籍
紗
 

,
z
・r
「
、
酬
，
、
i
b
”
●
…
ー
、
j
.

{

‘

ー

●

r
ー
．
ー
 

」
良
〈
運
り
ト
、
，
雄
」
 
‘・〈 

‘ザ・ 

ー
 
ヴ
剥
”
い
‘
 

、ー－ 

，
一
J

で
『
」
H
、・a
乙
慮
サ
サ
い
J

二
【
，
、
（
”
」
尋
一
‘
、
ー
‘
】
‘
）
 

八－ 

「
－
 

・ 

J
一
“
，
、
，
一
，
七
り
m
'p
声．、 

・r
‘
・
．
“
k
(
'
J
P
ー‘（押且11
」
）
v
I
 

書
麟
畿
 a, 

」 

、
 

、，’ ,
 

,
 

j 

I
！
一
，
●
背
●
●
ー
 

ニ
・
（
一
『
ノ
『
篇
）
「
－
 

81 カランパヤン人工林 （フィリピン） 

（加茂皓一氏撮影） 
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82 カランパヤンの造林木（11年生） 

（加茂皓一氏撮影） 

　　
　

　

　
　　

＼ も

　　
　 　　　

.・二¥79 7「8γ“隣れα"α cα云αPPQ の

花穂 :大きな倒卵形の葉
が枝先 に集 まってつ き,

花穂も枝先につく

80 カランノぐヤ ン

　　　　　　　　　　

c崩れ8郡薦) の

芽生え

麟瞳幽艶
81 カランパヤン人工林 (フィリピン) 82 カランパヤンの造林木 (11年生)

(加茂賠一氏 撮影) (加茂鰭一氏 撮影)
22



・ご、 

一
 

(r
 ‘・－ 

、
 

》・ 

e 

'J 

吏 

難
麟
 

鴎
，
 

象霧（』 

驚 
叱軸？ 

ト 

。

〉

 

線 

算 
六 

）騒 

》『」「《宣 

『
離
議
『
●
紺
‘
 

霧
 
' 

議蠹轟 
な善らく 
hっ 

’喫で、・ 

い
！
 

83 メリナ（Gmelina arborea）の20-30年生造林地 84 実を着けたメリナの枝（斉藤昌宏氏撮影） 

（フィリピン，マキリン山）（斉藤昌宏氏撮影） 
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86 メリナの若い造林地
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87 花をつけたカェンボク（Spathodea cainpanuルta) 

（吉川奈々江氏撮影） 
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88 カエンボクの花（吉川奈々江氏撮影） 
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利用される方へ 

樹種の配列は裸子植物・被子植物の順とし，後者については熱帯植物要覧 

(1996 版）によって科を配列した。同じ科の属はABC順，属の中は和名の50 

音順とした。 

学名は属名と種小名をイタリソクて示し，各樹種のヘソトラインのみ，命名 

者名を添えた0 シノニムはてきるたけ収録するようにつとめた。なお，学名に 

は以下のような略号を用いた。Subfam は Subfamily （亜科）, Sect はSecー 

tion（節）の略，spp は複数の種，sp は1種，subsp またはssp はsubspecies 

の略で亜種，var はvariety て変種をそれそれ示す。 

和名は熱帯植物要覧を参考にしたか，一部については必すしも適切てないよ 

うに考えられたのて，近年，関係者の間てよひならされているものなとを選ん 

た。 なお，学名をそのまま読んたものもあるか， この場合にもてきるたけ普通 

の読み方にしたかうようにつとめた。これまてに適当な和名かない場合には， 

種小名のあとに属名をつけるというルールをとることとした。例えは，ユーカ 

リの1種，Eucalyptus tereticornis はテレティコルニスユーカリとした。 

一般名または地方名についても，できるたけ英名と各地の現地名を挙けるよ 

うにつとめたが，必すしも十分てはなく，近い将来に補足してゆかねはならな 

いと考えている。 

カラー写真は冒頭にグラヒア写真としてまとめた。執筆者以外の方か撮影さ 

れたものについては撮影者のお名前を付記して謝意を表した。撮影者名かない 

ものは，その樹種の執筆者か撮影したものか,編集委員か撮影したものてある。 

各樹種末尾の文献リストは， とくにその樹種に関わるものを挙けるようにつ 

とめ，共通的な文献は索引の前に併せて収録した。 

索引は，英文字，カタカナ，かな，漢字の順で，英文字はABC 順，その他は 

50 音順とした。 

本巻の目次のあとに，参考のために第1巻の目次を再録した。 
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第 2 巻 目 次 

1 オーカルパマツ（Pinus oocaゆa Schiede) 1 

2 カリヒアマツ（Pinus caribaea Morelet) 7 

3 パトウラマツ（Pinus patula Schiede & Deppe) 19 

4 ラシアータマツ（Pinus radiata D Don) 26 

5 イトスキ属（Cupressus spp ) 34 

6 ナンョウスキ属 qraucaria spp ) 42 

7 クインスラントカウリ (Agathis robusta F M Bail) 67 

8 マキ属（Podocarpus spp ) 72 

9． パンノキ “rtocarpus altilis (S Park ) Fosb ) 75 

10． ウリン（Eusideroxylon zwageri Teijsm & Binn ) 81 

11 ホペア属（Hopea spp ) 86 

12． サール（Shorea mbusta Gaertn 1 ) 94 

13． オーストラリアのアカシア類(Australian Acacia spp ) 104 

14‘ ヒルマネムノキ qibizia lebbeck (L ) Benth ) 119 

15． アンケリン “ndzra inermis (W Wright) DC ) 125 

16， クアナカステ(Enたγolobium cyclocarpum (Jacq ) Griseb ) 131 

17 クアマ（Inga危gげolia (L ) Wilid ) 137 

18． ファルカタリア（Paraserianthes ルIcataria (L ) Nielsen) 143 
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1. オーカルパマツ（Oocarpa pine) 

学名 Pinus oocarpa Schiede 

マッ科 

加茂 皓一 

中米て最も広く天然分布しているマッ類の1つかオーカルパマツてある。 本 

種はマツ属，複維管東群（または亜属）Serotinae 節 Oocarpa亜節に属してい 

る（Perry 1991)。メキシコとニカラクアてはPine，クアテマラてはPino，ホ 

ンシュラスてはOcote と呼はれている。 本種には3変種 ① oocaゅa var 

ochoterenai, P oocaゆa var trifoliata, P oocaゆa var microphylla) か認め 

られている0 P oocarpαと各変種の形態的特徴を表11に掲けた。 この他, 

Martinez (1940）によって，P oocaゆa var manzanoi（非対称形の球果と非常 

に短い球果の柄か特徴とされる）はP oocaゆa の別種とされたか，形態的特徴 

かP oocaゆa の変異の中にあるとする見方もあり，別種かとうかははっきりし 

ない。また同しOocarpa 亜節のP 彪cunumanu を本種の変種とする説もある。 

表1 l P oocaゆa と各変種の分布と特徴 

P oocarpa va詔ocarpanm v P oocarpah~terenai var trif~liata vaf姦器鉦 
分 布 本文参照 メキンコ・Guerrero, メキノコ・Durango, 

Oaxaca, Chiapas州 Jalisco 州等 
クアテマラ， ヘリー 
ス， ニカラクア， エ 

メキノコ・Zacatecas, 
Jalisco, 
Durango 州等 

ルサルハトル， ホン 
ノュラス 

標 高(m) 200'-'2,500 500-2,600 1,500--2,000 1,000'--1,300 

樹 高(m) 15-'30(35) 30-35(45) 10'-15 15 

針葉の数 5 4か5 3* 5 

針葉の,話） 20-'25 17 -25（幅か狭い＊) 

球果の’島） 6'-'l0 5'-8 3-.5 35-,45 

(S縛語あり なし あり あり 

車各変種の顕著な特徴 

　

1. オー カルパ マ ツ (oocarpa pine)

学 名 Pm “soom ゆα Schlede

マツ科

加茂 鰭-

中米て最も広 く天然分布しているマッ類の 1つかオーカルパマッてある。本

種はマッ属 , 複維管束群 (または亜属 )Serot ・nae 節 oocarpa 亜節 に属 してい

る erryl991) 。 メキ シ コ とニ カ ラ クアて は P1ne, クア テ マ ラて は P1no, ホ

ンシュラスては ocote と呼はれている。 本種には 3変種 (P oom ゆα var

ocねo彰γ卿 の ,P oocαゆα var “坊o為αね ,P oom ゆα var mzc 〆oのれγ夏α) か認 め

られている。 P oocαゆαと各変種の形態的特徴を表 11 に掲げた。 この他,

Mart・nez(1940) によって ,P oocαゆαvar 伽α“即れoz( 非対称形の球果 と非常

に短い球巣の柄か特徴とされる) は P oocqゆαの別種とされたが,形態的特徴

か P oocαゆαの変異の中にあるとする見方もあり,別種かとうかははっきりし

ない。また同 し oocarpa 亜節の P 鷲c“72“物α似 zを本種の変種 とす る説 もある。

表 1 l p oocαゆαと各変種の分布と特徴

P oocα71)α P oocα71湖 P oocα71塙
P oocαゆ α Var ocねα〃劾 の var z"た "のα var mzc γopね〆紅

分 布 本 文 参 照 メ キ ソ コ・Guerrero, メキ ノコ・Durango, メキ ノコ acatecas,
oaxaca, Ch・apas 州 Jallsco 外す等 jallsco,
ク ア テ マ ラ , ヘ リー Durango 州 等
ス , ニ カ ラ ク ア , エ
ル サ ル ハ トノレ, ホ ン
ノユ ラ ス

標 高 (m ) 200~2,500 500~2600 1500~2Poo l,000~1300

樹 高 Gn) 15~3 ○(35) 30~35(45) 10()15 15

針葉の数 5 4か 5 r

針葉の雫 20~瀞 7~獣働)狭ド一 ~=~ 静
球巣の長(を)6~-~8 3~"~45

球果の開き方 あり なし あり あり
(SerotIny)

* 各変種の顕著な特徴
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本書て取り上けるマッ類4種のうちP0つcaゆa, P patula,P radiata の3 

種は，かっては複維管束亜属Pinus節Oocarpa 亜節に位置つけられていた 

(Little & Critchfleld 1969）か， 最近中米のマツ林を詳しく踏査したPerry 

(1991）は，マツ属全体の構成を再検討して複維管東亜属に新たにSerotinae 節 

をたて，この節に属するPatula 亜節にP radiataとP patulaを，Oocarpa亜 

節にP oocaゆaを位置づけた。なお，P caribaca は同じ複維管束亜属のPinus 

節Australes 亜節におかれていたか，Perry (1991）は同亜属のCaribaea 節と 

して区別している。 

樹高は通常15'-'30m て，35m に達することもある。胸高直径は50-70 cm, 

まれにlm になる。円筒形の密な樹冠を形成する。針葉数は普通5てあるか稀 

に3, 4 かあり， 長さは20 -25 cm てある。 壮・老齢木の樹皮は厚さ2-4cm 

て，暗灰褐色である。 

球果は球形～円錐形て， 長さは6-' 10 cm て変異に富む。 球果は11-'l月に 

成熟するか，長期間球果は閉したままて，長く乾燥か続いた時たけ開いて種子 

か飛散する（Serotinous cone)。球果は長く樹上に止まった後，柄かついたま 

ま落下する。種子は暗褐色て長さ4'-7mm，はねの長さは10'-42 mm てある。 

種子の重さは41,000-55,000 粒／kg。子葉は5-7 枚てあるか，多くは6枚てあ 

る0 

材密度は0 45-U 60 てある。材はシロアリに対して抵抗性かあるか，その強 

度はP caribaea より劣るといわれている。建築材，箱材，電柱，杭，パルプ材 

等の用途かある。メキシコ， クアテマラ，ホンジュラスでは広く樹脂か採取さ 

れ，樹脂生産上重要な樹種になっている。 

分布，立地環境 

中央アメ リカ大陸部に分布している本種は，北西から南東3,000 km にわ 

たって分布し，その分布範囲はもっとも長い（図11）。すなわちメキシコ北西 

部ソノーラ州（28。21'N）から太平洋側山岳地帯を通り， クアテマラ， ベリー 

ズ， エルサルバドル， ホソシュラスの山岳地Thを経て， ニカラクア北西部 

(12。30'N）に達し，乾燥した温帯から湿潤な亜熱帯まての広範囲の環境でみら 

れる。巾央アメリカてはP caribaea var hondurensis に次いて南まて分布し 

ている。本種は標高200 m -2,500 m てみられるか，主な分布域は標高700 rn---

1,500m である。たたし，分布の北限近くのメキシコては，標高1,500 m --2,100 

　

本書て取 り上げるマッ類 4種のうち P の cαゆα,P PαZ彰α,P 他山のαの 3

種 は, か っては複維管束亜屈 P1nus 節 oocarpa 亜節 に位 置つ け られて いた

(L 1ttle & Cntchield l969) か , 最近中米 のマッ林を詳 しく踏査 した Perry

(1991)は,マッ属全体の構成を再検討 して複維管束亜属に新たに Serot・nae 節

をたて, この節 に属す る Patula 亜節に P m のα放 と PP の "超 を ,oocarpa 亜

節 に P oocαゆαを位置づけた。なお ,P cαれる解αは同 じ複維管束亜届の P1nus

節 Australes 亜節 におかれていたか ,Perry(1991) は同亜属の Car・baea 節 と

して区別している。

樹高は通常 15~30m て ,35m に達す ることもある。胸高直径 は 50~70cm,

まれに lm になる。円筒形の密な樹冠を形秋する。針葉数は普通 5てあるか稀

に 3,4 かあり, 長 さは 20~25cm てある。 壮 ・老齢木の樹皮 は厚 さ 2~4cm

て , 暗灰褐色である。

球果 は球形 ~ 円錐形て , 長 さは 6~1ocm て変異 に富む。 球果 は 11~1 月に

成熟するか, 長期間球果は閉したままて, 長く乾燥か続いた時たけ開いて種子

か飛散する (Serotlnous cone) 。球果 は長 く樹上 に止 まった後 , 柄かついたま

ま落下する。種子 は暗褐色て長 さ 4~7mm, はねの長 さは 10~12mm てある。

種子の重 さは 41,000~55,000 粒 /kg 。子葉 は 5~7 枚てあるか , 多 くは 6枚てあ

る 。

材密度は 045~060 てある。材はシロアリに対して抵抗性かあるか, その強

度 は P c僻めαeαより劣るといわれている。建築材 , 箱材 , 電柱 , 杭 , パルプ材

等の用途かある。 メキシコ, クァテマラ, ホ ンジュラスでは広 く樹脂が採取 さ

れ, 樹脂生産上重要な樹種になっている。

分布,立地環境

中央アメリカ大陸部に分布 している本種は, 北西から南東 3,00okm にわ

たって分布し, その分布範囲はもっとも長い (図 11)。すなわちメキシコ北西

部 ソノーラ州 (2ず 21′N) か ら太平洋側山岳地帯を通 り, クァテマラ, ベ リー

ズ, エルサルバ ドル , ホ ンシュラスの山岳地帯 を経 て, ニカ ラクァ北西部

(12030′N) に達し,乾燥 した温帯から湿潤な亜熱帯まての広範囲の環境でみら

れる。「巨央 アメ リカては P c僻めαeα var れoれα“だれszsに次いて南まて分布 し

ている。本種は標高 200m~2,500m てみ られるか , 主な分布域 は標高 700m~

1,500m である。たた し, 分布の北限近 くのメキシコては, 標高 1,500m~2,100
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図1 l P oocarul'a の天然分布fPerry (1991）を一部変更］ 

m て主に見られるのに対し，分布南限のニカラクアでは標高600 m -1,700 m 

に出現する。 

生育地は雨季か4月～11月の夏雨季，冬乾季の気候下にあるか，場所によっ 

て年雨量には大きな違いか認められる。メキシコ中北部の各州ては，乾燥温帯 

気候て年雨量か500'-l,OOO mm ，メキシコ南部（約20。 N ）の各州ては雨季か6 

~9 月で年雨量は1,000--4,500 mm ，メキシコ最南州，クアテマラ，ェルサルノ、 

ドルては年雨量か1,500 -'2,000 mm ，ヘリース，ホンシュラス，ニカラクアては 

年雨量か2,000'-3,000 mm てある。 

分布地域の年平均気温は13'-23℃て，最寒月は1月，最暖月は5月てある。 

もっとも高温の所で，最高気温は40℃に達する。また本種は無霜地域に分布し 

ている。各地域ては，生育形も変異に富んているようてある。メキシコ北部て 

は，幹形の悪い小径木てあるか，メキシコ中部ては，樹高，幹形ともや、良く 

なり，メキシコ南部以南ては幹形の優れた，中～大径木になる。 

本種は火山灰起原の瘠悪な砂土てよくみられる。このような立地は広葉樹類 

か成立しにくい所てある。それに対して，高温，多雨で肥沃な土壌て覆われて 

いる所で本種か成立するためには，P caribaea のように山火事か必要てある。 

メキシコ南部以南の本種の分布地域は山火事（地表火）か頻繁に起こる地域て 

ある。成熟木は火事に対してかなり抵抗力かある。乾季に起こる山火事の高温 

によって球果か開き，種子か散布される。山火事跡地は本種のような小さい種 

子にとって絶好の発芽床となる。また，稚樹（2'- 4年生）は，山火事によって 

幹か枯れても，根元から萌芽を発生させる萌芽再生能力をもっている。このこ 

メキシコ
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図 1 l p ooc好 "PQ の天然分布 [Perry(1991) を一部変更 ]

m て主 に見 られるのに対 し, 分布南限のニカラクァで は標高 600m~1,700m

に出現する。

生育地は雨季か 4月~11 月の夏雨季,冬乾季の気候下にあるが,場所によっ

て年雨星には大きな遅いか認められる。メキシコ中北部の各州ては, 乾燥温帯

気候て年雨量か 500~1,00omm, メキシコ南部 (約 20oN) の各州ては雨季か 6

~9 月 で年 雨 量 は 1,000~1,500mm, メキ シ コ最 南 州 , クァ テ マ ラ , エ ル サ ルハ

ドル て は年 雨 量 が 1,500~2,ooo mm, ヘ リー ス , ホ ンシュ ラス , ニ カ ラ クァて は

年 雨量 か 2,000~3,ooo mm て あ る。

分布地域の年平均気温は 13~23oC て,最寒月は 1月,最暖月は 5月てある。

もっとも高温の所で,最高気温は 400Cに達する。また本種は無箱地域に分布し

ている。各地域ては, 生育形も変異に富んているようてある。メキシコ北部て

は, 幹形の悪い小径木てあるか, メキシコ中部ては, 樹高, 幹形ともや 良く

なり, メキシコ南部以南ては幹形の優れた, 中~ 大径木になる。

本種は火山灰起源の椿悪な砂土てよくみられる。このような立地は広葉樹類

か成立 しにくい所てある。それに対 して, 高温, 多雨で肥沃な土壌て覆われて

いる所で本種が成立するためには,P c僻めαeαのように山火事か必要てある。

メキシコ南部以南の本種の分布地域は山火事 (地表火) か頻繁に起こる地域て

ある。成熟木は火事に対してかなり抵抗力がある。乾季に起こる山火事の高温

によって球果が開き, 種子か散布される。山火事跡地は本種のような小さい種

子にとって絶好の発芽床となる。また, 稚樹 (2~4 年生) は, 山火事によって

幹か枯れても, 根元から萌芽を発生させる萌芽再生能力をもっている。このこ
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とも山火事後の更新に有利に働いていると考えられる。また稚樹に萌芽能力か 

あることか本種の分布域か広いことのーつの要因になっているとする見方もあ 

る。このような萌芽力をもっている種は，中央アメリ力のマッ類ては， この他 

には多分P leiophylla かあるたけてある。 

標高か高くなると本種は他のマッ類と混交する。P caribaca か分布してる南 

部の標高600 m -800 m の年雨量1,500 mm 以上のところては， しはしはP 

mnbaea と混交林を形成し，両種の雑種か見られる。ニカラクア，ホンシュラ 

ス，クアテマラ南部の標高1,200m以上では，P pseudostro bus が混ざる。 

生育適地 

もっとも良好な成長か期待てきるのは，天然分布域内ては暖温帯から亜熱帯 

の標高1,500m 付近で，年雨量か1,500-2,000 mm の排水か良好な斜面上てあ 

る。天然分布外のケニア・タンサニアては本種の生育適地は，晦抜高1,000,-

1,500m，年平均気温22'-'30C，年雨量1,000 -2,000 mm であると報告されてい 

る。フラシルては主として標高600m以上のセラード地域の一部に適するとい 

われている。本種は，厳しい乾季に対してP carLbaea より耐性かあるか，乾季 

か6か月以上続く所ては，成長か低下するようてある。また赤道近くの低地て 

も，場所によってはP caribaea と同じように非常に良好な成長を示す。 

種子の取扱い 

他のマッ類と同様，開花してから結実するまて18 か月以上かかる。球果の結 

実は1月から始まり，3月にピークに達する。球果か淡灰褐色になるこの時期 

か種子採集の適期てある。乾季の終わりに成熟した球果の一部は翌年の1月ま 

て種子を保持するのて，1年中成熟した球果か入手てきる。球果は普通，陽光下 

で自然乾燥させ，種子を取り出す0 種子は冷暗所て貯蔵すれは数年保存できる。 

種子の発芽前処理の必要性は低い。 

本種もP caribaea と同様，赤道近くの低地では種子の生産性か悪い。またた 

とえ球果か形成されても, しいなか多い。タイ北部高地ての調査によれは,本 

種はP caribaea よりよく開花した。本種とP carthaea の種子の生産量は，P 

kesiya より年によって変動する傾向か強いといわれている。 

　

とも山火事後の更新に有利に働いていると考えられる。また稚樹に萌芽能力か

あることか本種の分布域か広いことの一つの要因になっているとする見方もあ

る。 このような萌芽力を もっている種 は, 中央 アメ リカのマッ頚ては, この他

には多分 P zgzopれ“幽 かあるたけてある。

標高か高くなると本種は他のマッ頚と混交する。P mγめ解αか分布 してる南

部 の標高 600m~800m の年雨星 1,500 mm 以上 の ところて は, しは しは P

c僻めαeαと混交林を形成 し, 両種の雑種か見 られる。ニカラクァ, ホ ンシュラ

ス, クァテマラ南部 の標高 1,200m 以上では,P 顔貌 dosおo卿 sが混ざる。

生育適地

もっとも良好な成長か期待てきるのは,天然分布域内ては暖温帯から亜熱帯

の標高 i,500m 付近で , 年雨量か 1,500~2,00o mm の排水か良好な斜面上てあ

る。天然分布外 のケニア ・タンサニアて は本種の生育適地 は, 海抜高 i,000~

1,500m, 年平均気温 22~30oC, 年雨量 1,000~2,00omm であると報告 されてい

る。フラシルては主として標高 600m 以上のセラード地域の一部に適するとい

われている。本種は,厳 しい乾季 に対 して P cαれb解αより耐性かあるか , 乾季

か 6か月以上続く所ては, 成長か低下するようてある。また赤道近 くの低地て

も, 場所によってはP c僻めαeαと同じように非常に良好な成長を示す。

種子の取扱い

他のマッ類と同様,開花してから結実するまて 18か月以上かかる。球果の結

実は 1月から始まり,3 月にピークに達する。球果か淡灰褐色になるこの時期

か種子採集の適期てある。乾季の終わりに成熟した球果の一部は翌年の 1月ま

て種子を保持するのて,1 年中成熟した球果か入手てきる。球果は普通,陽光下

で自然乾燥させ,種子を取り出す。種子は冷暗所て貯蔵すれは数年保存できる。

種子の発芽前処理の必要性は低い。

本種もP mγzbq8αと同様,赤道近 くの低地では種子の生産性か悪い。またた

とえ球果か形成されても, しいなか多い。タイ北部高地ての調査によれは, 本

種 は P c僻めαeαよりよ く開花 した。本種 と P c僻めαβαの種子の生産量 は,P

卿 szyαより年 によって変動する傾向か強いといわれている。
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育 苗 

種子の主な供給原はヘリース， クアテマラ， ホンシュラス， ニカラクアてあ 

る。本種のような広域分布樹種は地理的変異か大きいのて，種子産地の違いか 

造林成績に影響しやすいとされている。例えは， コートシホアールやオースト 

ラリアては，ヘリースの山地産のものか植栽後の成長かもっとも良好てあっ 

た。 

発芽は通常播付けから14--21日後に始まる。苗畑て普通6'-8 か月育苗し， 

山出しする。ナイシェリアでは,苗畑て9 か月間育苗し，苗高か30'-'35 cm に 

なった時点て山出ししている。本種は他のマッ類と同様にポノトによる育苗か 

一般的てある。また苗木か良好に成長するためには菌根菌か必要であること 

と，苗木か立枯病菌にやられやすいことは他のマッ類と同してある。苗木の育 

成方法は熱帯のマッ類の間ては大きく違わないのて，他のマツ類の項を参照さ 

れたい（第1巻4, 10, 11頁）。なお本種を含めて亜熱帯，熱帯性マツ類の山出 

し苗の規格はまた定められていないか，一般的には苗高30cm以上，根元直径 

6mm 以上か大さっぱな目安になろう。 マッ類の苗木の規格作りか急かれる。 

P oocaゆαとP caribaea は挿木苗か育成てきる。またこの2 種とP merkusu 

は接木苗か養成可能てある。挿木苗，接木苗の育成方法については山手（1993) 

に詳しい。 

成長，形質 

年材積成長量の平均的な値は10'-'40 m3/haノ年てある。 タイての植栽試験に 

よれは年平均材積成長量は，タイ北部高地て4~12mソha／年てあり，低地より 

成長か不良てあった。優れた系統のものは，9--'26 m3/haノ年の成長か期待てき 

るという。また本種は耕耘，施肥による成長促進効果か大きな樹種のーつてあ 

るとされている。タイでP caribaea と成長を比較したところ，高地て約60%, 

低地て約40％大きかった。本種の幹形はP carthaea より通直てあるか，高地 

ては二又木かやや多い。またP carthaea より材の比重か低く，樹冠か不均一て 

あることか多い。なおフラシルのサンパウロ州ては年材積成長量は8年生林分 

て245m3/ha／年，14年生林分て20 1m3/haノ年てあった。またプェルトリコて 

の産地試験ては，57年生林分の年材積成長量はヘリース産か37 m ソhaノ年，ニ 

カラクア産か308-326mソha／年，ホンシュラス産か108m3/haノ年てあった。 

　

育 苗
種子の主な供給源はヘ リース, クァテマラ, ホンシュラス, ニカラクアてあ

る。本種のような広域分布樹種は地理的変異か大きいのて,種子産地の違いか

造林成績 に影響 しやすいとされている。例えは, コー トシホアールやオース ト

ラリアては, ヘリースの山地産のものか植栽後の成長かもっとも良好てあっ

た。

発芽は通常播付けから 14~21 日後に始まる。苗畑て普通 6~8 か月育苗し,

山出 しする。ナイシェ リアでは, 苗畑て 9か月間育苗 し, 苗高が 30~35cm に

なった時点て山出ししている。本種は他のマッ類と同様にポノトによる育苗か

一般的てある。また苗木か良好に成長するためには菌根菌か必要であること

と, 苗木か立枯病菌にやられやすいことは他のマッ類と同してある。苗木の育

成方法は熱帯のマッ類の間ては大きく違わないのて, 他のマッ類の項を参照さ

れたい (第 1巻 4,10,11 頁)。なお本種を含めて亜熱帯,熱帯性マッ煩の山出

し苗の規格はまた定められていないか, 一般的には苗高 30cm 以上, 根元直径

6mm 以上か大ざっぱな目安になろう。 マッ類の苗木の規格作りか急かれる。

P oom ゆαと P cαγめα鋤 は挿木苗か育成てきる。またこの 2種 と P meγた“szz

は接木苗か養成可能てある。挿木苗,接木苗の育成方法については山手 (1993)

に詳 しい。

成長, 形質

年材積成長量の平均的な値は 10~40m3/ha/ 年てある。 タイての植栽試験に

よれは年平均材積成長量は, タイ北部高地て 4~12m3/ha/ 年てあり,低地より

成長か不良てあった。優れた系統のものは,9~26m3/ha/ 年の成長か期待てき

るという。また本種は耕転, 施肥による成長促進効果が大きな樹種の- ってあ

るとされている。タイで P c僻めαeαと成長を比較 したところ, 高地て約 60%,

低地て約 40% 大きかった。本種の幹形はP c僻めα8αより通直てあるか, 高地

ては二又木かやや多い。また P cαれ加幻 より材の比重か低く,樹冠か不均一て

あることか多い。なおフラシルのサンパウロ州ては年材積成長量は 8年生林分

て 245m3/ha/ 年 ,14 年生林分て 201m3/ha/ 年てあった。またプエル トリコて

の産地試験ては,57 年生林分の年材積成長星はヘリース産か 37m3/ha/ 年, ニ

カラクァ産か 308~326m3/ha/ 年 , ホ ンシュラス産か 108m3/ha/ 年てあった。
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病虫害など 

本種はP caribaea より耐風性か弱く，強風によって傾きやすい。また本種は 

霜害を受けやすい。 アフリカてはヒヒや野生の豚（bush pig）による植栽木の 

根部の食害か広く認められている。病虫害はP caribaea の場合と大体同して 

ある。P caribaea の項（本書16'-'17頁）を参照されたい。 
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病虫害など

本種はP c僻めαeαより耐風性か弱く,強風によって傾きやすい。また本種は

霜害を受けやすい。アフリカてはヒヒや野生の豚 (bush p・g) による植栽木の

根部の食害か広く認められている。病虫害は P c僻めα8αの場合と大体同して

ある。 P cα“加鋼 の項 (本書 16~17 頁 ) を参照 されたい。

文 献
Greaves, A (1979) Descr ・pt・ons of seed sources and collect・ons forprovenance of
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2． 力リビアマツ（Caribbean pine) 

学名 Pinus caribaea Morelet 

マッ科 

加茂 皓一 

マツ類は寒帯から熱帯までの広い範囲に分布し，現在世界て約100 種か知ら 

れている。 その中て中央アメリカには多数の系統からなる約40 種類の，熱帯， 

亜熱帯性のマッ頬か天然分布し，同緯度にある東南アシアに比へて，圧倒的に 

マツの種類か多い。これは，北米から中米に連なる山岳地帯か第四紀の気候変 

動の際に北からのマッ類の移動回廊となり，種の保存と分化の場となったため 

てあると考えられている。第2巻て取り上ける3種類のマツ（Pinus cart baca, 

P oocaゆα，P pamIa）はいすれもこの地域を原産地とし，世界の亜熱帯，熱帯 

地域て広く植栽されている熱帯の重要な針葉樹造林樹種てある。 

Pinus cart baca は，複維管束群，Caribaea 節に属する典型的な熱帯性のマツ 

である。古くは，アメリカ合衆国南東部に分布しているスラノシュマツは本種 

と同種とされていたか，現在では別種（P elliottu） とされている。本種は,中 

央アメリカてはpino de la costa, pino colorado, ocote blanco, pino 

caribaea de Honduras，キューパてはpino macho と呼はれている。英語圏て 

はCaribbean pine か一般的てある。ほとんとの熱帯，亜熱帯性マツは山岳地 

帯に分布の中心かあるのに対し，本種は，熱帯低地～山地を分布の本拠地とし 

ている数少ないマツの1つで， マッ類の中て赤道直下から18。N 付近の熱帯低 

地，侮岸地方のせき悪地て成長かもっとも期待できる樹種てある。 

樹高は通常20'--30m て，30'-'40m に達することも稀てない。直径は50'-80 

cm てあるか，im に達することもある。幹は通直て，枝下高か高く，樹冠はや 

や疎な円錐形てある。樹皮は灰色て厚く，長い鱗状の突起と深い溝かあり，内 

樹皮は赤褐色てある。通常3針葉て，2, 4 あるいは5針葉のものもある。針葉 

は長さは15-22 cm，幅は10'--d6mm て，暗緑色または黄緑色て少々尖る。雄 

花は無柄て，細い円筒形を呈し，樹冠下部の枝先端近くに群生する。長さ20 --

32mm，幅5mm てある。雌花は樹冠上部の伸長している枝の先端部に1-3 個 

つく。成熟した球果は円錐形て，長さ5---42cm，幅3-8cm てある。球果は成 

熟後,早期に落下する。種子は狭い卵形て，2枚の長いはね（20mm）を持ち， 

7

2. カ リビアマツ (Caribbean pine)

学 名 Pm “sc 僻 めα8α Morelet

マッ科

加茂 緒-

マッ類は寒帯から熱帯までの広い範囲に分布し, 現在世界て約 100種か知ら

れている。その巾て中央アメリカには多数の系統からなる約 40種類の, 熱帯,

亜熱帯性のマッ頚か天然分布し, 同緯度にある東南アシアに比へて, 圧倒的に

マッの種類か多い。これは, 北米から中米に連なる山岳地帯か第四紀の気候変

動の際に北からのマッ類の移動回廊となり, 種の保存と分化の場となったため

てあると考え られている。第 2巻て取 り上 げる 3種類のマッ (凡れαsc僻めα8α,

P oocαゆα,PP の彰α) はいすれもこの地域を原産地とし,世界の亜熱帯,熱帯

地域て広く植栽されている熱帯の重要な針葉樹造林樹種てある。

Pm αsc僻めαeαは,複維管束群 ,Car・baea 節 に属す る典型的な熱帯性のマッ

である。古くは, アメリカ合衆国南東部に分布しているスラノシュマッは本種

と同種とされていたか,現在では別種 メムo"“) とされている。本種は, 中

央 ア メ リカて は plno de la costa, pmo colorado, ocote blanco, plno

carlbaeadeHonduras, キ ューバ て は plnomacho と呼 はれ て い る。英 語 圏 て

は Car・bbean plne か一般的てある。 ほとんとの熱帯 , 亜熱帯性マッは山岳地

常に分布の中心かあるのに対し, 本種は, 熱帯低地 ~ 山地を分布の本拠地とし

ている数少ないマッの 1つで, マッ類の中て赤道直下から 18oN 付近の熱帯低

地, 海岸地方のせき悪地て成長かもっとも期待できる樹種てある。

樹高 は通常 20~30m て ,30~40m に達す ることも稀てない。直径 は 50~80

cm てあるか,lm に達することもある。幹は通直て,枝下高か高く,樹冠はや

や疎な円錐形てある。樹皮は灰色て厚く, 長い鱗状の突起と深い薄かあり, 内

樹皮は赤褐色てある。通常 3針葉て,2,4 あるいは 5針葉のものもある。針葉

は長 さは 15~22cm, 幅は 10~16mm て ,暗緑色 または黄緑色て少 々尖 る。雄

花は無柄て,細い円筒形を呈 し,樹冠下部の枝先端近くに群生する。長さ 20~

32mm, 幅 5mm てある。雌花は樹冠上部の伸長している枝の先端部に 1~3 個

つ く。成熟 した球果 は円錐形て , 長 さ 5~12cm, 幅 3~8cm てある。球巣は成

熟後, 早期に落下する。種子は狭い卵形て,2 枚の長いはね (20mm) を持ち,
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長さ6mm，幅3mm て暗灰色あるいは淡褐色てある。 

材の気乾比重は，075前後，強度は高い。材の耐久性は樹脂の含有量により 

まちまちてある。菌に対する心材の抵抗性は中庸てある。本種は一般建築材， 

箱材，室内指物細工，ホート，土木用材，パルプ材等として用いられている。 

一般目的のパルプ用材には適していないか，他の樹種のパルプと混ぜると， 十 

分利用可能て，引裂き強度か増加する。波形板紙の生産に適する。 

分布，立地環境 

分布はカリフ晦諸島から中央アメリカ山地におよひ， 緯度的には12。 N から 

27。 N の範囲にある（図2 1)。分布地域によって次の3変種か認められている。 

P caribaea var bahamensis .パハマ諸島， カイコース諸島か原産地てある 

（図2 1)。石灰質のサンゴ礁岩に発達したリ トソルに分布する。年平均気温25 

~26℃，年雨量1,200- 1,400mmて，乾季は12月～4月てある。 

P caribaea var caribaea‘キューバ島西部とピナス島の標高30-'350m の 

波状地形地と丘陵地か本種の原産地てある（図2 1)。しはしはPtropicalis と 

混交する。年平均気温は24 5 -25C，年雨量は1,200-'1,600 mm て，乾季は12 

月～4月てある。3変種中，樹形はもっとも良いか，成長はもっとも悪い。特に 

P carthaca var caribaea 

矯： 
メキシコ ／了 

ーー一ー‘．」、J' 
ノ ‘ 

、 ， f ・ 
／一ー」ノノノ‘i 

ノグ7テマえ ー‘ノーノ、 

\- '鳶郵、 
、ち万- 、 j\ 7 \ 

（こ＼

蹴》七tでぐコ 

、）さ、、 

P carthaea var\響 
牛か、 
P car零,ミlvar hondurensis 

こ、、、 

92。 90。 88。 86。 84。 82。 80。 78。 76。 74。 72。 

図2 1 P caribaca の天然分布［Lamb (1973）とPerry (1991）より描く】 

　

長さ 6mm, 幅 3mm て暗灰色あるいは淡褐色てある。

材の気乾比重は,075 前後, 強度は高い。材の耐久性は樹脂の含有量により

まちまちてある。菌に対する心材の抵抗性は中庸てある。本種は一般建築材,

箱材, 室内指物細工, ホート, 土木用材, パルプ材等として用いられている。

一般目的のパルプ用材には適していないか, 他の樹種のパルプと混ぜると, 十

分利用可能て, 引裂き強度か増加する。波形板紙の生産に適する。

分布,立地環境

分布はカリフ海諸島から中央アメリカ山地におよひ, 緯度的には 120N から

270N の範囲にある (図 21)。分布地域によって次の 3変種か認められている。

P c僻 めα8α var ゐαれαme 〃szs ‐バ ハ マ諸 島 , カ イ コー ス諸 島 か原 産 地 て あ る

(図 21)。石灰質のサンゴ礁岩に発達したりトソルに分布する。年平均気温 25

~26 ℃ , 年雨星 1,200~1,400mm て , 乾季 は 12月 ~4 月てある。

P c僻めα8α var c僻めαeα‐キューバ島西部 とピナス島の標高 30~350m の

波状地形地と丘陵地か本種の原産地てある (図 21)。しはしは P かopzc錫zsと

混交する。年平均気温 は 245~2 庁C, 年雨星 は 1,200~1,600mm て , 乾季 は 12

月 ~4 月てある。3変種中 , 樹形 はもっとも良 いが , 成長はもっとも悪い。特 に

92o 9oo 880 860 840 820 800 780 760 740720

図 21 P c僻めαβαの天然分布 [Lamb(1973) と Per (i991) より描く]
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初期成長か遅い。 

P carthaca var /wndurenszs メキシコのキンタナロー州，ヘリース（旧英 

領ホンシュラス）北部と海岸低地，東部クアテマラ，ホンシュラスの北部沿岸 

と山地，ェルサルパトル，ニカラクアの低地から山地か天然分布地域てある 

（図2 1)。年平均気温は20-'27℃て，無霜気候てある。本変種は他の2つの変 

種に比へて成長は優れているか，幹の形質か悪く，風によって傾きやすい性質 

を持っている。 

標高lOOm以下の低地や，まれにl,000m の高地でもみられるが，通常の分 

布域はlOO-700 m て，分布域内の立地，気候に大きな違いか見られる。分布の 

中心の1つはカリビア侮沿岸から低山帯にかけての地域てある。年雨量は 

2,600 mm '-4,000 mm で，5月にもっとも乾燥するか，3 か月以上の乾季はな 

い。本来の植生は熱帯雨林と考えられている。ニカラクアのカリフ海沿岸地帯 

からホンシュラスにかけての広大な純林はその代表的なものてある。ヘリース 

の低地にも比較的まとまった天然林か認められるか，メキシコ・キンタナロー 

州の林分は小さな, ノぐノチ状のものてある。これらの低地マッ林はマツのサバ 

ンナといわれており，主として疎林を形成している。熱帯雨林地帯にこのよう 

なマッ林かみられるのは,土壌的要因というよりは乾季に発生する山火事（地 

表火）によるところか大きい。これらのマッ林は山火事妨害極相林と考えられ 

る。山火事は落雷なとの自然現象て起こるより，むしろ人為の影響か強いとい 

われている。 したかってP caribaea の分布域は人間か火の使用を始めてから 

拡大したとする考えもある。これらのマッ林は適度の間隔て山火事か起こるこ 

とによって維持されているか，山火事か頻繁に起こると，マツに代わって低木 

性のAcacia pennatula 等か優占し，放牧による食害か加わると草原に変わる。 

逆に最近山火事かなかった所や山火事の発生を防いでいる所ては，熱帯雨林樹 

種の稚樹が侵入し，マツの稚樹は成立てきなくなる。また山火事の頻度によっ 

て，マッ林の蓄積か異なり，山火事の比較的少ない所では，閉鎖した蓄積の高 

いマッ林かみられる。なお本変種は中米太平洋側の低地には全く見られす，ハ 

リケーンの襲来地帯にあたる力リフ海沿岸から山地にかけて天然分布している 

ことは興味深い事実てある。この地帯ては過去にハリケーンによって大規模な 

森林破壊か起こっているか，森林の破壊後，山火事か発生しやすい。 

一方中央アメリカ内陸部山地ても，本変種の比較的まとまった林分かみられ 

る。その中てニカラクア北部の林分は比較的規模の大きなものであるカ、 最近 

　

初期成長か遅い。

P c僻 めαeα var ね伽 α“78“szs メ キ シ コの キ ンタナ ロー州 , ヘ リー ス (旧英

領ホンシュラス) 北部 と海岸低地 , 東部 クァテマラ, ホ ンシュラスの北部沿岸

と山地, エルサルバ トル, ニカラクァの低地から山地か天然分布地域てある

(図 21)。年平均気温は 20~27 ℃て, 無霜気候てある。本変種は他の 2つの変

種に比へて成長は優れているか, 幹の形質か悪く, 風によって傾きやすい性質

を持 っている。

標高 loom 以下の低地や, まれに 1,00om の高地でもみられるが, 通常の分

布域は 100~700m て,分布域内の立地,気候に大きな蓮いか見られる。分布の

中心の 1つは力 リビア侮沿岸から低山帯にかけての地域てある。年雨量は

2,600 mm~4,ooomm で ,5 月に もっとも乾燥す るか ,3 か月以上 の乾季 はな

い。本来の植生は熱帯雨林と考えられている。ニカラクァのカリフ海沿岸地帯

からホンシュラスにかけての広大な純林はその代表的なものてある。ヘリース

の低地 にも比較的まとまった天然林が認 め られるが , メキシコ ・キ ンタナロー

州の林分は小さな, パ ノチ状のものてある。これらの低地マッ林はマッのサバ

ンナといわれており, 主として疎林を形成している。熱帯雨林地帯にこのよう

なマッ林かみられるのは,土壌的要因というよりは乾季に発生する山火事 (地

表火) によるところか大きい。これらのマッ林は山火事妨害極相林と考えられ

る。山火事は落雷なとの自然現象て起こるより, むしろ人為の影響か強いとい

われている。 したかつて P cαγぬα鎚 の分布域は人間か火の使用を始めてから

拡大 したとする考えもある。これらのマッ林は適度の間隔て山火事か起こるこ

とによって維持されているか, 山火事か頻繁に起こると, マッに代わって低木

性の Acαcm 膨れれ鯛“卿等か優占し, 放牧による食害か加わると草原に変わる。

逆に最近山火事がなかった所や山火事の発生を防いでいる所ては,熱帯雨林樹

種の稚樹が侵入し, マッの稚樹は成立てきなくなる。また山火事の頻度によっ

て, マッ林の蓄積か異なり, 山火事の比較的少ない所では, 閉鎖した蓄積の高

いマッ林かみられる。なお本変種は中米太平洋側の低地には全く見られず,ノ、

リケーンの襲来地帯にあたるカリフ海沿岸から山地にかけて天然分布している

ことは興味深い事実てある。この地帯ては過去にハ リケーンによって大規模な

森林破壊が起こっているか, 森林の破壊後, 山火事か発生しやすい。

一方中央アメリカ内陸部山地ても, 本変種の比較的まとまった林分かみられ

る。その中てニカラクァ北部の林分は比較的規模の大きなものであるか, 最近
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人口増により破壊の脅威にさらされている。これらの林も山火事によって維持 

されている二次林て，本来の植生はカシ類等か混さった広葉樹林てあると考え 

られている。気候的に内陸部はカリフ海沿岸地方より乾燥しており，年雨量は 

1,600mm以下て乾季は4か月ある。ホンシュラスの内陸部では年雨量はL000 

mm 以下て乾季か6 か月の所もある。たたし乾季か5 か月以上になると，十分 

な成長は期待てきないといわれている。分布の上限近くでは，上部に出現する 

P oocaゆαと分布か重なっている所かある。そのような所てはP caribaea var 

hondurensls と P oocaゆaおよひP oocaゆa var ocho記renaiの間に自然雑種 

か形成され，その雑種は両親よりも形質，成長か優れていると報告されている。 

本種は，肥沃な土壌てもっとも成長量か大きいか，放棄農耕地のような養分 

の乏しい土壌ても良く成長する。プェルトリコての植栽試験ては，土壌タイプ 

の違い（インセプティソル（Inceptisols) , ウルティソル（Ultisols) ，オキシソ 

ル（Oxisols) ）は成長にあまり影響しなかった。 

生育地の土壌のpH は，バハマ諸島て75-'85，キューハ，中央アメリカでは 

45'-65である。中央アメリカ原産のP caribaca var hondurensis は 70以上 

ては成長か悪くなるか，枯死するといわれている。本種は排水の悪い沼沢地等 

ては生育てきないか， 1年のある期間下層土に滞水する所ては良好な成長を示 

す。成長かもっとも良好な立地は，年雨量2,000'-3,000 mm て，下層土の排水 

か良い，肥沃な立地てある。 

キューバ西部の蛇紋岩に由来するオキシソルては純林を形成している。 ニカ 

ラクアては珪土質岩石地帯に広く分布し，マツ林の土壌は大部分酸性で砂質て 

ある。深い砂質土壌ては直根か深くまて伸ひるのに対して，通気性の悪い埴土 

ては根系か浅く，側根か発達し，各個体の根かしはしは癒合しているのか観察 

される。商業的な造林に適した立地は，地形か平坦て通気性か良く，酸性で深 

い土壌で覆われた所てある。急傾斜地てももちろん成長するか，傾斜地ては造 

林，保育，伐出等のコストがかかりすきる。 

外来樹種としての造林 

1930 年前後に南アフリカやオーストラリアで植林されて以来，現在本種は熱 

帯各地（東・西アフリカ，南アメリカ，カリフ海諸島，イント，東南アシア， 

太平洋諸島，オーストラリア）て植林されている（クラヒア5)。 ケニア， タン 

サニアては，晦抜高1,000'-1,500 m ，年平均気温21-'27C，年雨量1,000'-2,000 

　　

人口増により破壊の脅威にさらされている。これらの林も山火事によって維持

されている二次林て, 本来の植生はカシ頚等か混ざった広葉樹林てあると考え

られている。気候的に内陸部はカリフ海沿岸地方より乾燥しており, 年雨星は

1,600mm 以下て乾季 は 4か月ある。 ホ ンシュラスの内陸部では年雨星 は 1,00o

mm 以下て乾季か 6か月の所もある。たたし乾季か 5か月以上になると, 十分

な成長は期待てきないといわれている。分布の上限近 くでは, 上部に出現する

P oom ゆαと分布か重なっている所かある。そのような所ては P mγz加鋤 var

なoれα加 数 s乙s と P oocαゆαお よひ P oocαゆα var ocれozeγeれα乙の間 に 自然 雑 種

か形成され,その雑種は両親よりも形質,成長か優れていると報告されている。

本種は, 肥沃な土壌てもっとも成長星か大きいか, 放棄農耕地のような養分

の乏しい土壌ても良く成長する。プエルトリコての植栽試験ては, 土壌タイプ

の違 い (イ ンセ プ テ ィ ソル (lncept ・sols), ウル テ ィ ソル (U1t・sols), オキ シ ソ

ル (ox・sols)) は成長にあまり影響しなかった。

生育地の土壌の pH は, バハマ諸島て 75~85, キューハ , 中央 アメ リカでは

45~65 である。中央 アメ リカ原産の P c僻めα8α var ゑ鯛α“だれszsは 70 以上

ては成長か悪くなるか, 枯死するといわれている。本種は排水の悪い沼沢地等

ては生育てきないか,1 年のある期間下層土に滞水する所ては良好な成長を示

す。成長か もっとも良好な立地 は, 年雨量 2,000~3,00omm て , 下層土の排水

か良い, 肥沃な立地てある。

キューバ西部の蛇紋岩に由来するオキシソルては純林を形成 している。ニカ

ラクァては珪土質岩石地帯に広く分布し, マッ林の土壌は大部分酸性で砂質て

ある。深い砂質土壌ては直根か深くまて伸ひるのに対 して, 通気性の悪い埴土

ては根系か残く, 側根か発達し, 各個体の根かいましは癒合しているのか観察

される。商業的な造林に適した立地は, 地形か平坦て通気性か良く, 酸性で深

い土壌で覆われた所てある。急傾斜地てももちろん成長するか, 傾斜地ては造

林 , 保育 , 伐出等のコス トがかか りす きる。

外来樹種としての造林

1930年前後に南アフリカやオーストラリアで植林されて以来,現在本種は熱

帯各地 (東 ・西アフ リカ, 南 アメ リカ, カ リフ海諸島 , イ ント, 東南アシア,

太平洋諸島 , オース トラ リア) て植林 されている (クラヒア 5)。ケニア, タン

サニアては,海抜高 1,000~i,500m, 年平均気温 21~270C, 年雨量 1,000~2,000
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mm の立地か生育適地とされている。またオーストラリアての3変種の造林試 

験によれは，各々の変種はそれらの原産地によく似た気候，立地条件下て造林 

成績かもっとも良かった。新たに本種の導入を考える場合，原産地の気候，立 

地を考慮する必要かあろう。 

開花・結実・種子の取扱い 

受粉から球果の結実まで18-2 1 か月かかる。同し地域てあれは，個体の受粉 

時期か異なっても，全ての球果はほほ同し時期に結実する。天然分布地域ての 

結実の最盛期はノ、ノ、マ諸島で8月，キューハて6, 7月，ベリース・ホンシュラ 

スで7月,ニカラクアで5, 6月てある。なお天然分布地域外のプェルトリコて 

は9月てある。オーストラリアのクインスランドて3変種の開花・結実時期か 

調べられている。それによれは，開花期は，P cart baea var cart bacaて6, 7 

月，P cart baea var hondurensisで3'--6 月，P carthaea var bahamensisて4 

月中旬～6月中旬で，結実期は，各々1月，2月，2月てあった。 

P caribaea var hondurensis の種子生産は， マレーシア， イントネシア， 

コートシホアール，フラシル北部等の熱帯低地（9。N-9。S）ては不良てあり， 

かりに球果か形成されても充実した種子は少ない。花，特に雄花か熱帯低地て 

うまく形成されないことかこの原因の1つと考えられる。開花期に空気か乾燥 

しないと，P cart baea var hondurensts の種子生産か減少する可能性かあるこ 

とも指摘されている。フィシー，オーストラリアー北部クインスラント， シャ 

マイカ，ケニア， タイ低地等，開花期に乾燥しやすい所ては，通常の開花・結 

実かおこり，場所によっては天然更新かみられる0 

種子の主な供給原は，P cart baea var bahamensts 力ュノ、ノ、マ諸島， オースト 

ラリア，フラシル，P cart baea var caribaea かキューハ，オーストラリア，P 

cart baea var hondurensis かホンジュラス， クアテマラ，ヘリース，南アフリ 

カ, フィシー，オース トラ リアてある。たたし本種の種子， とりわけP 

cart baea var bahamenstsとP caribaea var hondurensts の種子は入手しにく 

い。これは種子の主な供給源であるカリフ海諸島や中米て天然林の伐採か進ん 

ていることと，種子採取か組織化されていないため，増大する需要に種子の供 

給か追いつかないためてある。とりわけ，充実した種子か現地て入手しにくい 

赤道近くの熱帯低地ては，種子の入手難か本種の造林を制限している1つの要 

因になっているといわれている。これは，P oocaゆa, P patula, P kesりαて 

　　

mm の立地か生育適地とされている。またオーストラリアての 3変種の造林試

験によれは, 各々の変種はそれらの原産地によく似た気候, 立地条件下て造林

成績かもっとも良かった。新たに本種の導入を考える場合, 原産地の気候, 立

地を考膚する必要かあろう。

開花・結実・種子の取扱い

受粉から球果の結実まで 18~21 か月かかる。同し地域てあれは,個体の受粉

時期か異なっても, 全ての球果はほほ同し時期に結実する。天然分布地域ての

結実の最盛期 はハハマ諸島で 8月 , キューハて 6,7 月 , ベ リース ・ホ ンシュラ

スで 7月 , ニカラクァで 5,6 月てある。なお天然分布地域外のプエル トリコて

は 9月てある。オース トラリアのクインスラン ドて 3変種の開花 ・結実時期か

調 べ られ て い る。 そ れ に よれ は , 開 花 期 は ,P c好 めαeα var cαγめ解 αて 6,7

月 ,P 餌γめ解 α var 左鋤 〆加 e硲 zsで 3~6 月 ,P 似γめ解 α var 蹴 れα粥 eれszs て 4

月中旬 ~6 月中旬で , 結実期 は, 各々 1月 ,2 月 ,2 月てあった。

P cの めα8α var ねoれα“陀れszs の種 子 生 産 は , マ レー シア , イ ン トネ シア ,

コー トシホアール , フラシル北部等の熱帯低地 (90N~ ず S) ては不良てあ り,

かりに球果か形成されても充実した種子は少ない。花,特に雄花か熱帯低地て

うまく形成されないことかこの原因の 1つと考えられる。開花期に空気か乾燥

しないと,P c僻めαeαvar ね鯛α"γ靴 szsの種子生産か減少する可能性かあるこ

と も指 摘 され て い る。 フ ィシー , オ ー ス トラ リア ・北 部 クイ ンス ラ ン ト, シ ャ

マイカ, ケニア, タイ低地等 , 開花期に乾燥 しやすい所ては, 通常の開花 ・結

実かおこり, 場所によっては天然更新かみられる。

種子の主な供給源は,P c僻めαeαvar bαれαm 鎚 szsかバハマ諸島 , オース ト

ラ リ ア , フ ラ シ ル ,P cαれゎαeα var cαγめα8α が キ ュ ー ハ , オ ー ス ト ラ リ ア ,P

cの めαeα var た伽 dα惚れszs か ホ ンジ ュ ラス , ク ァ テ マ ラ , ヘ リー ス , 南 ア フ リ

カ, フ ィシー, オー ス トラ リアて あ る。たた し本 種 の種 子 , と りわ け P

cαれ加 鋤 var bαねαme れszs と P cαγめ解 α var ねoれdα陀れszs の種 子 は入 手 しに く

い。これは種子の主な供給源であるカリフ海諸島や中米て天然林の伐採か進ん

ていることと, 種子採取か組織化されていないため, 増大する需要に種子の供

給か追いつかないためてある。とりわけ, 充実した種子が現地て入手しにくい

赤道近くの熱帯低地ては,種子の入手難か本種の造林を制限している1つの要

因 に な って い る といわ れ て い る。 これ は ,P oocαゆα,P Pの“α,P 卿 szyq て
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も同してある。 

球果の形成は人工林ては通常3-,4年生から始まるか，ヘリースての調査に 

よれは，10年生以下の林分ては高い稔性を持った種子の生産は期待てきないと 

されている。球果か褐色になってから2'-'3 週間後に種子か飛散する。球果の採 

取は，球果か緑色から褐色になった時点て始める。採取した球果か緑色の場合， 

30-60℃て乾燥すると容易に種子か取れる。人工乾燥によって出した種子の盾 

力は，従来からの陽光による乾燥て出した種子とかわらない。種子の含水率を 

8％以下にして，低温（通常- 10oc,-0℃）におけは，8-9年間の貯蔵は可能て 

ある。種子重は5,200'-'8,100 粒ノkg である。 

苗木生産 

発芽は播種後平均12 日目に始まる。発芽率は種子の状態によって大きく異 

なる。5 mmol (5 x 346 mg /i）のシベレリン処理によって発芽率か5％から 

25％に改善された例もあるが，通常は冷処理等の前処理をする必要はない。播 

種前に数時間種子を水に浸すのは発芽日数を揃えるのに有効てある。 

育苗期間は，マレーシアて6 -'8 か月 （苗高 20-30 cm）あるいは8- 10 か 

月（30 -'50 cm)，イントネシアて9 か月（25-30 cm)，パプアニューキニアて 

4,-5 か月（30 cm)，ナイシェリアて9 か月（40 cm)，オーストラリアて10'-'12 

か月てある。 

プラスチソクバソクを用いたポソト苗か広く用いられている。ポソト苗は大 

苗の生産か可能てあるか，運搬にかさはり，根の発達が悪くなる欠点かある。 

種子は発芽床（箱）に播き付け，発芽後2-3 日経ってポソトに移植する。ポッ 

トの土は，森林の土壌や砂土に肥料を混せたものより，砂質土壌の方か適して 

いる。乾燥しやすい所ては大きなポソトを，湿潤な所では小さいポットを用い 

る。 ポソト苗による詳しい育苗方法は，マッ類の間では大きく違わないのて， 

他のマッ類の項を参照されたい（第1巻4, 11頁）。 ここては，ポノト苗に比べ 

てコストか安い裸根苗についてふれる0 植栽後の裸根苗の盾着率は苗畑ての施 

肥や密度管理に強く影響される。例えは苗畑て苗木密度を156 本／m2以上にす 

ると,不良苗の比率か著しく増加した0 ホンジュラスては，苗畑て裸根苗の根 

切りを頻繁に行うことによって，T/R 率の小さな苗木か生産され，山出し後の 

活着率か向上した。またホンシュラスては裸根苗は苗畑て5~6 か月間，苗高か 

15-25 cm，根元直径が3mm以上になるまて育苗するのか普通てあるか， 苗 

　　

も同してある。

球果の形成は人工林ては通常 3~4 年生から始まるか, ヘリースての調査に

よれは,10 年生以下の林分ては高い稔性を持った種子の生産は期待てきないと

されている。球果か褐色になってから2~3 週間後に種子か飛散する。球果の採

取は,球果か緑色から褐色になった時点て始める。採取した球果が緑色の場合,

30~60oC て乾燥すると容易に種子か取れる。人工乾燥によって出した種子の活

力は, 従来からの陽光による乾燥て出した種子とかわらない。種子の含水率を

8% 以下 に して , 低温 (通常 -10OC~ooC) におけは ,8~9 年間の貯蔵 は可能て

ある。種子重は 5,200~8,100 粒 /kg である。

苗木生産
発芽は播種後平均 12日目に始まる。発芽率は種子の状態によって大きく異

なる。 5 mmol(5 ×346mg/Z) の シベ レリン処理 によ って発芽率か 5% か ら

25% に改善された例もあるが,通常は冷処理等の前処理をする必要はない。播

種前に数時間種子を水に浸すのは発芽日数を揃えるのに有効てある。

育苗期間は, マ レーシアて 6~8 か月 (苗高 20~30cm) あるいは 8~10 か

月 (30~50cm), イ ン トネ シアて 9 か 月 (25~30cm), パ プ ア ニ ューキ ニ アて

4~5 か月 (30cm), ナイシェ リアて 9か月 (40cm), オース トラリアて 10~12

か月てある。

プラスチ ンクバ ソクを用いたポソト苗か広 く用い られている。 ポソト苗 は大

苗の生産か可能てあるか, 運搬にかさはり, 根の発達が悪くなる欠点がある。

種子は発芽床 (箱) に播き付け,発芽後 2~3 日経ってポソトに移植する。ポッ

トの土は, 森林の土壌や砂土に肥料を混せたものより, 砂質土壌の方か適して

いる。乾燥しやすい所ては大きなポソトを, 湿潤な所では小さいポットを用い

る。ポソト苗による詳しい育苗方法は, マッ類の間では大きく違わないのて,

他のマッ類の項を参照 されたい (第 1巻 4,11 頁 )。ここては, ポ ノト苗に比べ

てコストか安い裸根苗についてふれる。植栽後の裸根苗の活着率は苗畑ての施

肥や密度管理に強く影響される。例えは苗畑て苗木密度を 156本/m2以上にす

ると, 不良苗の比率か著しく増加 した。ホンジュラスては, 苗畑て裸根苗の根

切りを頻繁に行うことによって,T/R 率の小さな苗木か生産され,山出し後の

活着率か向上した。またホンシュラスては裸根苗は苗畑て 5~6 か月間,苗高が

15~25cm, 根元直径が 3mm 以上になるまて育苗するのか普通てあるか, 苗
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高16'-32 cm，根元直径45mm以上の苗木か， 山出し後もっとも良好な成長 

か期待てきるといわれている。また植栽後の裸根苗の生存率は，キューパては， 

植栽後21か月て75--91％の値か得られている。またタンサニアの植栽試験 

て，植栽後の苗木の生存率は，ポノト苗か79-98％てあったのに，裸根苗の場 

合48％と低かった。たたし成長率には顕著な差はなかった。裸根苗については 

その保存も試みられている。プラスチソクハノクに裸根苗を入れて密閉し，3'-, 

9℃て1か月保存した場合， 苗木の盾力はほとんと低下しなかった。またプラ 

スチノクハソクの中て7か月，3'-4℃て保存した苗木の山出し後の生存率は， 

保存しなかった場合か80％てあったのに対して64％てあった。 

本種の場合も，他のマッ類と同しように菌根菌か苗木の成長に影響するよう 

てある。マッ類か天然分布していないプェルトリコで，造林を成功させるため 

には，苗木に菌根菌を接種する必要かあるとされている。 すてにマッ林か成立 

しているフラシル， プェルトリコ， オーストラリア， メキシコに植栽されたP 

caribaea の根にはPisoli坑us tinctorius か共生している。 また菌根菌の種類に 

よって苗木の成長に違いか認められている。発芽後11か月の苗木の苗高は， 

Pisolithus arrhizusを接種した方か，Telcphora 加γrestris を接種した場合より 

31％大きかった。 

植栽，保育 

一般に直播きはされていないか，直播き造林か成功した例かホンシュラスて 

報告されている。直播きにあたっては種子に防虫剤や忌避剤を処理する必要か 

ある。また種子を全面にはらまくよりスポソト状に散布する方か成功する確率 

か高いとされている。 

植栽密度は，パルプ生産か目的の場合10年伐期て800 '-900 本／ha てある。 

スリナムては2,500 本ノha の植栽密度かとられたことかあるC 用材生産の場合 

は200'-700 本ノha である。植栽間隔は，フラジルで25mX25m，フィジーの 

生育不良地て3m X2 Sm，オーストラリアのクインスランドて45mX30m て 

ある。スリナムては機械耕耘を行う場合，植栽間隔は35mX22m (1,300 本ノ 

ha）とする。 

北部タイにおける機械耕耘試験によれは， P caribaea は， P んasUa, P 

merkusu,P oocarpa 等とともに，機械耕耘によって成長か促進された。 その 

方法は以下の通りてある。ます残存木を伐採，焼却した後， ファームトラクタ 

　　

高 16~32cm, 根元直径 45mm 以上の苗木か, 山出し後もっとも良好な成長

か期待てきるといわれている。また植栽後の裸根苗の生存率は,キューバては,

植栽後 21か月て 75~91% の値か得られている。またタンサニアの植栽試験

て,植栽後の苗木の生存率は, ポノト苗か 79~98% てあったのに,裸根苗の場

合 48% と低かった。たたし成長率には顕著な差はなかった。裸根苗については

その保存 も試み られている。プラスチ・ノクハ ノクに裸根苗を入れて密閉 し,3~

9oCて 1か月保存した場合, 苗木の活力はほとんと低下しなかった。 またプラ

スチ ノクハ ,ノクの中て 7か月 ,3~40C て保存 した苗木の山出 し後の生存率 は,

保存 しなかった場合か 80% てあったのに対 して 64% てあった。

本種の場合も,他のマッ類と同しように菌根菌か苗木の成長に影響するよう

てある。マッ類が天然分布していないプエルトリコで, 造林を成功させるため

には, 苗木に菌根菌を接種する必要かあるとされている。すてにマッ林か成立

して い る フ ラ シル , プ エ ル トリコ , オ ー ス トラ リア , メキ シ コに植 栽 され た P

c好めαeαの根 には Pzsoz乙zたαs れれαoγz那 か共生 している。 また菌根菌の種類 に

よって苗木の成長に違いか認められている。発芽後 11か月の苗木の苗高は,

Pzsαzzた“sα“膚2婚 を接種 した方か ,Te ‘8Pたom 彰γ陀szれs を接種 した場合より

31% 大 きか った。

植栽, 保育

一般に直播きはされていないか, 直播き造林か成功した例かホンシュラスて

報告されている。直播きにあたっては種子に防虫剤や忌避剤を処理する必要か

ある。また種子を全面にはらまくよりスポソト状に散布する方か成功する確率

か高いとされている。

植栽密度は, パルプ生産か目的の場合 10年伐期て 800~900 本 /ha てある。

スリナムては 2,500本 /ha の植栽密度かとられたことかある。用材生産の場合

は 200~700 本 /ha である。植栽間隔は, フラジルで 25m ×25m, フィジーの

生育不良地て 3m ×25m, オース トラリアのクイ ンスランドて 45m ×30m て

ある。スリナムては機械耕転を行う場合, 植栽間隔は 35m ×22m(1,300 本/

ha) とす る。

北部 タイにおける機械耕転試験 によれは,P cαγめα鋤 は,P たeszyα,P

meγた“szz,P oom ゆα等 とともに, 機械耕転によって成長が促進 された。その

方法は以下の通りてある。ます残存木を伐採, 焼却した後, ファームトラクタ
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を使って耕耘し，苗木を植栽（3mX3m）する。植栽後3年間に列間耕耘を4 

回，苗木周辺のスポソト耕耘を2回，人力による苗間刈払いを5回実施する。 

4年目はロータリスラソシャによる刈払いと苗間の人力による刈払いを各1回 

実施する。5年目以降は， 防火を目的にロータリスラソシャによる刈払いをお 

こなう。なお地拵えの耕耘と植栽後の列間およひ苗木周囲のスポソト耕耘は省 

略することもある。 

放棄農耕地ては多くの場合，植栽後の除草の必要性は低いか，肥灰な立地て 

は，かなり頻繁な除草を必要とする。 プェルトリコの肥沃な立地では，植栽後 

17か月間に5回の除草と2回の除草剤散布か行われたか，苗木は被圧されたと 

報告されている。 

天然林てフォソクステイルか現れるのはきわめて希てあるか，肥沃な熱帯低 

地に人工植栽した場合， フォノクステイルか出やすいといわれている。 また 

オーストラリアの低地ての調査によれば， 3変種の中ては， P caribaca var 

hondurensis かフォックステイルか出現する頻度か最も高かった。 

本種の枝は枯死後，P patula よりは短いか，2--3年間残る。無節の材を生産 

するためには枝打ちが必要な場合もある。 

フィシーての間伐予定表によれは，24mX3m て植栽し，6-8 年生で一回目 

の間伐をおこなって，立木密度を740 本／ha に減らし，次に9'- 11年生の2回 

目の間伐て445 本／ha に減らし，伐期時には300 本ノha とする。伐期はオース 

トラリアのクインズラント州ては25-33年てある。 

現存量，成長量 

胸高断面積合計は，山火事が頻発する天然林て5mヲha以下，成熟した閉鎖 

林分て25mヲha程度てある。熱帯各地の人工林の中て， 蓄積の高い林分の材 

積は6---25年生て135'-867 m3/haてある。その中でプェルトリコの12年生林 

分の646 m3/ha と18年生林分の867 m3/ha という材積は驚異的てある。 

天然林の年材積成長量は， ニカラクアの二次林て2-8 m3/haノ年， ホンシュ 

ラスの土壌条件の悪い無手入れの林分で25-30m3/haノ年てあった。よく手入 

れされた林分では6-il mソhaノ年の成長か期待てきる。カリフ晦沿岸の人工 

林ては年材積成長量は通常15 m3/ha／年以上てある。土壌条件のきわめて良好 

な林分ては15年生て年材積成長量24-35 m3/haノ年と推定されている。また 

年平均材積成長量は，フィシーて15'-20 m3/ha／年（17-'20 年伐期），フラシル 

　　

を使って耕転し, 苗木を植栽 (3m ×3m) する。植栽後 3年間に列間耕転を 4

回, 苗木周辺のスポソト耕転を 2回, 人力による苗間刈払いを 5回実施する。

4年目はロータリスラソシャによる刈払いと苗間の人力による刈払いを各 1回

実施する。 5年 目以降は, 防火を目的にロータ リスラ・ノシャによる刈払いをお

こなう。なお地持えの耕転と植栽後の列問およひ苗木周囲のスポソト耕転は省

略することもある。

放棄農耕地ては多くの場合,植栽後の除草の必要性は低いか,肥沃な立地て

は, かなり頻繁な除草を必要とする。プエルトリコの肥沃な立地では, 植栽後

17か月間に5回の除草と2回の除草剤散布か行われたが,苗木は被圧されたと

報告されている。

天然林てフォソクステイルか現れるのはきわめて希てあるか, 肥沃な熱帯低

地に人工植栽 した場合, フォノクステイルか出やすいといわれている。また

オース トラリアの低地ての調査によれば, 3変種の中ては,P cαれb鯛α var

ねo“α“γ例 szsが フォックステイルか出現する頻度か最 も高か った。

本種の枝は枯死後,PP の“幻よりは短いが,2~3 年間残る。無節の材を生産

するためには枝打ちが必要な場合もある。

フィシーての間伐予定表 によれは,24m ×3m て植栽 し,6~8 年生で一回 目

の間伐をおこなって, 立木密度を 740本 /ha に減らし, 次に 9~11 年生の 2回

目の間伐て 445本 /ha に減らし, 伐期時には 300本/ha とする。伐期はオース

トラリアのクインズラント州ては 25~33 年てある。

現存量,成長量

胸高断面積合計は, 山火事が頻発する天然林て 5m2/ha 以下, 成熟した閉鎖

林分て 25m2/ha 程度てある。熱帯各地の人工林の中て, 蓄積の高い林分の材

積は 6~25 年生て 135~867m3/ha てある。その中でプエル トリコの 12年生林

分の 646m3/ha と 18年生林分の 867m3/ha という材積は驚異的てある。

天然林の年材積成長星は, ニカラクァの二次林て 2~8m3/ha/ 年 , ホンシュ

ラスの土壌条件の悪い無手入れの林分で 25~30m3/ha/ 年てあった。よく手入

れされた林分では 6~1lm3/ha/ 年の成長か期待てきる。カリフ侮沿岸の人工

林ては年材積成長量は通常 15m3/ha/年以上てある。土壌条件のきわめて良好

な林分ては 15年生て年材積成長量 24~35m3/ha/ 年と推定されている。また

年平均材積成長星 は, フィシーて 15~20m3/ha/ 年 (17~20 年伐期 ), フラシル
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て20 m3/haノ年（16年伐期）てある。上述の蓄積の高い林分の年平均材積成長 

量は15-52 m3/haノ年てある。 これらは乾季かあまり厳しくない地域での成長 

量てあるか，乾季か6か月あるタイ北部と東北部のP cart baca var 

hondurensis 林の年材積成長量は6-42 m3/haノ年程度て，立地条件の良い所で 

は7 -'16 m3/haノ年の成長か期待てきる。またタイては3変種の中て，P 

caribaea var hondurensis か成長，材質ともにもっとも優れていた。そしてタ 

イ南部の方か北部高地より成長量か大きかった。タイ北部（標高1,095m）て 

の，各種マッ類 ①caribaea var bahamensis, P kesiya, P merkusu, P 

patula, P elliottit）の成長量調査によれは，植栽9年後の樹高は，P cart baea 

var bahamensisか86m でもっとも大きく， 直径は， P carthaea var 

bahamensis か 116 cmでP kesりαとともにもっとも大きかった。一方，東カ 

リマンタンてのP cart baea と広葉樹類 “ibizia ルicatarta, Anthocephalus 

chinensts, Eucalyptus deglupta）の成長比較試験によれは，4年生林分の平均 

樹高は，広葉樹類で14'-20m であったのにP caribacaて8m, 15年生林分の 

材積は広葉樹類の225'-375 m3/ha に対して， P cart baea ては175 m3/haで 

あった。本種は幹形も悪く，造林コストもかかるため，東カリマンタンては造 

林樹種として不適当てあるとされている。 

なお地域によってはP carzbaea の年成長量は年による変動か大きいようて 

ある0 土壌条件かきわめて悪いパナマの7年生林分ては，年材積成長量は4年 

間て5 1-22 5 m3/ha／年と大きく変動した。また東北タイのシイサケソトの21 

年生林分ても4年間の年材積成長量は6'-'lS 5 m3/ha／年てあった。このように 

P cart baea 林の年成長量には他の熱帯地域の樹種と同じように大きな年変動 

か認められる。短期間の成長量から収穫を予側しなけれはならない場合，この 

ことを考慮する必要かある。 

本種の材には明瞭な成長輪か形成される。キューパての調査によれは，成長 

輪数と林齢か一致した例もあるか，林齢よりも成長輪数か多く，1年に1回以 

上成長輪か形成されている例もみられる。東北タイては，成長輪数と林齢は大 

体―致した。従って場所によっては樹幹解析によって成長量の推定か可能では 

ないかと考えられる。成長の季節性については, 乾季か2, 3 か月しかないヘ 

リースと厳しい乾季か6か月存在する東北タイて調へられている。ヘリースて 

は成長に明瞭な休止期はなかったが，東北タイては，肥大成長は乾季に数か月 

停止し，雨季か始まってもそれほと増加せす，雨季後半の9, 10 月に最大に 

　　

て 20m3/ha/ 年 (16年伐期) てある。上述の蓄積の高い林分の年平均材積成長

量は 15~52m3/ha/ 年てある。 これらは乾季かあまり厳しくない地域での成長

量 て あ る か , 乾 季 か 6か 月 あ る タ イ北 部 と東 北 部 の P cαれるα鋤 var

ねoれα"陀れszs林の年材積成長量は 6~12m3/ha/ 年程度て,立地条件の良い所で

は 7~16 m3/ha/ 年 の成長 か期待 て きる。 また タイて は 3変種 の中て ,P

m ねb解αvar 肋れα“だれszsか成長 , 材質 ともにもっとも優れていた。そ してタ

イ南部の方が北部高地より成長星か大きかった。 タイ北部 (標高 i,095m) て

の , 各 種 マ ッ類 (P cαγめα鋤 var bαたαme 硲 zs,P たeszy α,P me γた“szz,P

PQZ“卿,P メカαZ“) の成長量調査 によれは , 植栽 9年後の樹高 は,P c僻めα8α

var bαれαmB れszs が 86m で も っ と も大 き く, 直 径 は , P c僻 めα鋤 var

蹴れα粥劾 szsか 116cm で P 彰 szyq とともにもっとも大 きかった。一方 , 東 カ

リマ ンタンての c" めα鋤 と広葉樹類 (AZbzzm 超にα幻“α,Am ねocゆれα粥s

物 mβ“szs,E “餌匁勤“sdeg 加野α) の成長比較試験 によれは,4 年生林分の平均

樹高 は, 広葉樹類で 14~20m であったのに P cのめαeαて 8m,15 年生林分の

材積 は広葉樹類の 225~375 m3/ha に対 して ,P cαれ加鋤 ては 175m3/ha で

あった。本種 は幹形 も悪 く, 造林 コス トもかかるため, 東 カ リマンタンては造

林樹種として不適当てあるとされている。

なお地域によっては P 似れ加鋤 の年成長量は年による変動か大きいようて

ある。土壌条件かきわめて悪いパナマの 7年生林分ては, 年材積成長量は 4年

間て 51~225m3/ha/ 年と大きく変動した。また東北タイのシイサケソトの 21

年生林分ても 4年間の年材積成長量は 6~155m3/ha/ 年てあった。このように

P c僻めαeα林の年成長量には他の熱帯地域の樹種と同じように大きな年変動

か認められる。短期間の成長量から収穫を予測しなけれはならない場合, この

ことを考慮する必要かある。

本種の材には明瞭な成長輪か形成される。キューバての調査によれは, 成長

輪数と林齢か一致した例もあるか, 林齢よりも成長輪数か多く,1 年に 1回以

上成長輪が形成されている例もみられる。東北タイては,成長輪数と林齢は大

体一致した。従って場所によっては樹幹解析によって成長量の推定か可能では

ないかと考えられる。成長の季節性については, 乾季か 2,3 か月しかないヘ

リースと厳しい乾季か 6か月存在する東北タイて調へられている。ヘリースて

は成長に明瞭な休止期はなかったが, 東北タイては, 肥大成長は乾季に数か月

停止 し, 雨季か始まってもそれほと増加せす, 雨季後半の 9,10 月に最大に
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なった。 

葉の現存量は，ナイシェリア・イハタンの6年生林分て115 ton/ha，東北タ 

イ・シイサケソトの21年生林分てB 8 ton/haてあった。これらの値は日本の 

アカマッ林よりも大きい。葉の現存量と年落葉量から推定した葉の平均寿命 

は，東北タイ・シイサケソトの林分て10 1 か月で，日本のアカマツの葉の寿命 

の半分以下てあった。 

地上部純生産量は東北タイのシイサケソトて19 1 ton/ha／年て， 同じ場所に 

植栽されているP merkusti林とP kesiya 林の純生産量より少なく，それらの 

各々63%, 91％てあった。ナイシェリア・イハタンの6-10年生の平均地上部 

純生産量は32 ton/haノ年と推定された。この値はニューシーランドの地位1等 

地のP radiata の純生産量に匹敵する値てある。 またP caribaea 林は広葉樹 

林と比べて，地上部の現存量と純生産量は大きいか，細根の現存量と純生産量 

はかなり小さいという興味ある結果かプェルトリコて報告されている。 

落葉は1年を通して見られるか，落葉量のピークは乾燥熱帯てはもっとも乾 

燥する時期に現れるようてある。一年間の落葉量は，ナイシェリアのイパタン 

と東北タイのシイサケノトて各々6 ton/ha前後，7 7 ton/haてあった。落葉落 

枝量は東北タイては9 6 ton/ha，プェルトリコては12 1 ton/haてあった。これ 

らは日本のマッ林より多く，熱帯の他のマッ林とほほ同し量てある。 ナイシェ 

リアのイパタンての調査によれは，林床に堆積した落葉か分解し無機化するま 

てに要する時間は，広葉樹林て2-7か月てあったのに，P carthaea林ては36 

年を要した。また窒素，リンの還元量もP caribaea 林ては広葉樹林と比べてき 

わめて少なかった。以上のようにP caribaea 林では落葉は多いか，分解か遅い 

ため，林床に堆積している未分解の針葉か多い。 このことは熱帯の他のマツ林 

ても認められる。 

病虫害など 

中央アメリカにおけるP caribaea の重要な害虫は， キクイムシのDendro一 

ctonus fron加iLsとD mexicanusである。これらは二次性のものであるか，健 

全木にも被害を与える。また通常被害かあまり目立たないゆs calligraphus と 

I auulsus はハリケーソの襲来，旱はつ，山火事の後，あるいは過密林分て大発 

生することかある。製品となって被害を与えるものとして，カミキリムシ科の 

Hylotrulルs bajanus か知られている。 この他， アフラムシ （Adelgidae, 

　　

な った。

葉の現存皐 は, ナイシェ リア ・イハ タンの 6年生林分て 115ton/ha, 東北 タ

イ ・シイサケ ソトの 21年生林分て 88ton/ha てあった。 これ らの値 は日本の

アカマツ林よりも大きい。葉の現存量と年落葉量から推定した葉の平均寿命

は, 東北 タイ ・シイサケソ トの林分て 101 か月で , 日本のアカマツの葉の寿命

の半分以下てあった。

地上部純生産量は東北タイのシイサケソトて 19lton/ha/ 年て, 同じ場所に

植栽 されている P meγた"szz林 と P 庇 sz卿 林の純生産星 より少な く, それ らの

各 々63%,91% てあった。ナイシェ リア ・イハタンの 6~10 年生の平均地上部

純生産量 は 32ton/ha/ 年 と推定 された。この値 はニューシーランドの地位 1等

地の P m 汝のαの純生産量に匹敵する値てある。 また P c僻めαeα林は広葉樹

林と比べて,地上部の現存星と純生産量は大きいが,細根の現存量と純生産量

はかなり小さいという興味ある結果かプエルトリコて報告されている。

落葉は 1年を通して見られるか, 落葉量のピークは乾燥熱帯てはもっとも乾

燥する時期に現れるようてある。一年間の落葉星は, ナイシェリアのイバタン

と東北 タイのシイサケ ノトて各々 6ton/ha 前後 ,77ton/ha てあった。落葉落

枝量 は東北 タイては 96ton/ha, プエル トリコては 121ton/ha てあった。これ

らは日本のマッ林 より多 く, 熱帯 の他のマッ林 とほほ同 し星てある。 ナイシェ

リアのイバタンての調査によれは, 林床に堆積した落葉か分解し無機化するま

てに要する時間は, 広葉樹林て 2~7 か月てあったのに,P cαrzbα鋤 林ては 36

年を要した。また窒素, リンの還元星もP cαれb解Q林ては広葉樹林と比べてき

わめて少なかった。以上のようにP cqnbα卿 林では落葉は多いか,分解か遅い

ため, 林床に堆積している未分解の針葉か多い。このことは熱帯の他のマッ林

ても認められる。

病虫害など

中央アメリカにおける P c僻めαeαの重要な害虫 は, キクイムシの DB〃αの -

czoれ“s万 omdzs と D mg%zm れ“s で あ る。 これ らは二 次 性 の もので あ るか , 健

全木にも被害を与える。また通常被害かあまり目立たないゆs cαZzzgmpね"s と

ヱα““Zs“s はハ リケー ンの襲来 ,早はつ , 山火事の後 , あるいは過密林分て大発

生することがある。製品となって被害を与えるものとして, カミキリムシ科の

"yZo か呼ぼs ゎのαれ“s か知 られ て い る。 この他 , ア フ ラム シ (Adelg ・dae,
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Aphididae) ， ソウムシ（Curcuhonidae) ， タマムシ（Buprestidae), ハタニ 

(Tetranychidae) ， ハキリアリ “tta spp , Formicidae) ， シロアリ 

(Iso ptera),蛾（Lepidoptera) 等か地域的に発生することかある。なおヘリー 

スては，もっとも深刻な病虫害は根腐病て，多くの成熟した林分か被害を受け 

る。 

本種の材は， ヒラタキクイムシ（Lyctus spp )に対しては抵抗力か強いか， 

Marine borers (Toreda spp）には食害されやすい。 

フィシーては，4,-,9年生の植栽木か放牧された牛によって食害された例か報 

告されている。これは林床を潔癖に除草したため，植栽木か目立つようになっ 

たためてある0 

本種の苗木か被害にかかりやすい立枯病菌は，Thanatephorus cucumeris, 

Rhにoctonia solani, Pithium spp およひFusarium spp てある。被害を軽減 

するために土壌の有機物量を少なくし，過度の水分を避け，土壌のpHを低く 

し，播種密度を高くしないことか必要てある。 

本種は一般に約15年生以上になると，晩材の割合か多くなり，材が強靭にな 

るため，風に対する抵抗性か強くなる。なお耐風性は沿岸産のほうか内陸産の 

ものより強い。 

文 献 

Cuevas, E , Brown, 5, & Lugo, A E (1991) Above- and belowground organic matter 

storage and production in tropical pine plantation and a paired broadleaf 

secondary forest Plant and Soil 135 257'-268 

Duffy, E A J (1960) A monograph of the immature stages of Neotropical timber 

beetles (Cerambycidae) 327 pp British Mus (Nat Hist ) 

Egunjoli, J K & Qnweluzo, B S (1979) Litter fall, mineral turnover and litter 

accumulation in Pinus caribaea L stands at Ibadan, Nigeria Biotropica 11 251 

-255 

Francis, J K (1992) Pinus caribaea Morelet - Caribbean pine ITF Tropical Silvics 

Series SO-ITF-SM-53, lOpp 

Hunt, D R (1962) Some notes of the pines of British Honduras Empire Forestry 

Review 41 134'--145 

Kamo, K (1989) Research activities and the progress of silviculture section in the 

project Research and training in re-afforestation project Royal Forest Depart-

ment, Thailand 133 pp 

Lamb, A F A (1973) Pinus caribaea vol 1 Fast growing timber trees of the lowland 

　　

Aph ・d1dae), ソ ウム シ (Curcul ・omdae), タマ ム シ (BuprestIdae), ハ タニ

(Tetranych ・dae), ハ キ リア リ (A 鳶α spp,Form ・cldae), シ ロア リ

(lsoptera), 蛾 (Lep・doptera) 等か地域的に発生す ることかある。なおヘ リー

スては, もっとも深刻な病虫害は根腐病て, 多くの成熟した林分か被害を受け

る。

本種の材 は, ヒラタキクイムシ (Lycz“sspp) に対 しては抵抗力か強いか ,

Marine borers(To 形ααspp) には食害 されやすい。

フィシーては,4~9 年生の植栽木か放牧された牛によって食害された例か報

告されている。これは林床を潔癖に除草したため, 植栽木か目立つようになっ

たためてある。

本種の苗木か被害 にかか りやすい立枯病菌 は,T 加れαzepね卵節 鰯 c“meγzs,

R れzzoα oれzα so腐れz,PZZ 廟 "mspp お よ ひ F“賜 れ“mspp て あ る。被 害 を軽 減

するために土壌の有機物量を少なくし, 過度の水分を避け, 土壌の pH を低く

し, 播種密度を高くしないことか必要てある。

本種は一般に約 15年生以上になると,晩材の割合か多くなり,材が強靭にな

るため,風に対する抵抗性か強くなる。なお耐風性は沿岸産のほうか内陸産の

ものより強い。

文 献
Cuevas, E,Brown,S,& Lugo,AE(1991)Above-and belowgroundorganic matter

storage and productlon ・n trop・cal p・ne plantat ・on and a palredbroadleaf

secondary forest P1antand Soil 135 257′)268

Du 甘y,EA J
‐

(1960)A monograPh of the lmmature stages of NeotroPical tlmber

beetles (Cerambycldae)327pp British Mus(Nat H1st)

Egunioli, JK & Qnweluzo,BS {1979)Litter fall,mineral turnoverand litter

accumulation ・n fをれ秘s cαれわαeα L SLandsatlbadan, トTiger・a Biotropica l1 251

~255

Francis,J
‐
K(1992)Pz 刀錫s cαγzわαEzα Morelet - Car ・bbean Pine ITFTropicaI SIIV・cs

Series S0 TF SN[ ‐53, lopp

Hunt, D R (1962)Some notes of the p・nes of British Honduras Emp ・reForestry

Review 41 134~145

Kamo,K(1989)Research activities and the progress ofsilviculture section in the

Project Research and trainingin re-a 什orestat ・on project RoyaIForest Depart-

ment,Thailand 133pp

Lamb,AFA(1973)Pinuscaribaea vol I Fastgrowingtimbertreesofthelowland
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Tropics 6 Commonwealth Forestry Institute 254 pp 

Taylor, B W (1963) Outline of the vegetation of Nicaragua Journal of Ecology 51 
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Tr 。pICS 6 CommonvvealthForestry 1nstltute 254 pp
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3. ノ0トウラマツ（Mexican weeping pine) 

学名 Pinus patula Schiede &Deppe 

マッ科 

加茂 皓一 

ノぐトウラマツは，Diploxylon 亜属Serotinae 節 Patula亜節に属し，1変種 

(P patula var longepedunculata）か認められている。最近Perry (1991）は， 

かって本種の亜種とされていたP patula ssp たcunumanii を Serotinae 節 

Oocarpa 亜節に属する別種①tecunumanu) としている。本種はメキシコて 

はPino patulaあるいはPino chino と呼はれ， 英名はMexican weeping 

pine, patula pineてある。原産地の分布範囲は比較的狭いか，本種はアフリカ 

の高原地帯を中心に熱帯・亜熱帯で広く植栽され，大きな成功を収めている針 

葉樹造林樹種のIつてある。なお，変種のPpaルIa var 切ngepedunculata は， 

長い球果の柄によって特徴つけられ， メキシコのオアハカ州とチアパス州の標 

高1,800'-2,800 m で見られるC 

針葉数は3あるいは4であるか，まれに2あるいは5 のものかある。葉身は 

15'-30 cm で，通常約20cm である。雌花は樹冠上部に，雄花は樹冠下部に着 

く。球果は，長さ4'-l2cm，幅25 -4cm，円錐形て，下部に向かって反り返 

り，非対称て，湾曲し，淡青灰色か淡青褐色てある。成熟した球果は長く樹上 

にととまる性質かある。種子はマッ類の中ては小さく，長さ3'-5mm，はねの 

長さlcm てある。子葉は4, 5枚てある。 

材は淡黄色～淡褐色て，軽くて柔らかく，加工しやすい。材密度は040-052 

で，気乾含水率は12％てある。樹脂含量は1 -2％てある。辺材の密度は比較 

的高く，一般的な建築材に適している。未熟材は箱材，木枠，建具材として利 

用てきる。メキシコては建築材，木工製品，寄せ木細工，梱包材，燃材等とし 

て利用されている。 

分布，立地環境 

天然分布は13。N-'24。N, 85。W- l00。W のメキシコ中部，東部諸州に限ら 

れており（図3 1),標高は1,400'-3,200 m の範囲てある。標高1,800 m -'2,750 

m ，年平均気温12 -20C，年雨量1,000 -1,500 mm （年雨量の90％は5月～10 

3. パ トウラ マツ (Mexican weeping pine)

学名 凡れαsPα粥如 Schlede&Deppe

マッ科

加茂 賠-

パ トゥラマ ッは , D1ploxylon 亜 層 Serotmae 節 Patula 亜 節 に属 し,1 変 種

(PP αz粥αvar zo“gゆ edαれc粥のα) か認め られている。最近 Perry(1991) は,

か って本 種 の亜 種 と され て い た P Pの〆α ssp 彰c“72“m αmz を Serot・nae 節

oocarpa 亜節 に属する別種 (P 彰c“72“mαれ“) としている。本種はメキシコて

は P・no patula あ るい は Pmo ch・no と呼 はれ , 英 名 は Mexlcanweep ・ng

pme,patula p・ne てある。原産地の分布範囲は比較的狭いか ,本種 はアフリカ

の高原地帯を中心に熱帯・亜熱帯で広く植栽され,大きな成功を収めている針

葉樹造林樹種の 1ってある。なお , 変種の PP の“超 var あれgゅβα"“鰯卿郷 は,

長い球果の柄によって特徴つけられ, メキシコのオアハカ州とチアパス州の標

高 1,800~2,800m で見 られ る。

針葉数は 3あるいは 4であるか, まれに 2あるいは 5のものかある。葉身は

15~30cm で, 通常約 20cm である。雌花は樹冠上部に, 雄花は樹冠下部に着

く。球果 は, 長 さ 4~12cm, 幅 25~4cm, 円錐形て , 下部 に向か って反 り返

り,非対称て, 湾曲し, 淡青灰色か炎青褐色てある。成熟した球果は長く樹上

にととまる性質かある。種子 はマッ類の中ては小 さく, 長さ 3~5mm, はねの

長 さ lcm てある。子葉 は 4,5 枚てある。

材は淡黄色~ 淡褐色て,軽くて柔らかく,加工 しやすい。材密度は 040~052

で, 気乾含水率は 12% てある。樹脂含量は 1~2% てある。辺材の密度は比較

的高く, 一般的な建築材に適している。未熟材は箱材, 木枠, 建具材として利

用てきる。メキシコては建築材, 木工製品, 寄せ木細工, 梱包材, 燃材等とし

て利用されている。

分布,立地環境

天然分布は 13oN~24oN,85ow~1ooow のメキシコ中部 , 東部諸州に限 ら

れてお り (図 31), 標高 は 1,400~3,200m の範囲てある。標高 1,800m~2,750

m, 年平均気温 12~200C, 年雨量 1,000~1,500 mm( 年雨量の 90% は 5月 ~10
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図3 l P patula の天然分布［Perry (1991）を一部変更］ 

月）の地域て，透水性の高い，適潤性の壌土あるいは砂土，砂壌土の立地て本 

種は純林を形成する。樹高は通常10'---25m てあるか，平坦地て深いローム質 

土壌，湿潤な小谷で最高の成長を示し，樹高30-'40m，胸高直径60'-120cm 

に達することもある。乾性な立地ては,P たocoた，P greggu と，湿潤な立地て 

はP rudis,P montezumae と混交林を形成する。 メキシコ中部てはP 

leicphyhla, P pseudostro bus,Pm ichoacana とも混交する（グラヒア2, 3)。 
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図 31 P PQ粥脇の天然分布 [Perry(1991) を一部変更]

月) の地域て, 透水性の高い, 適個性の壌土あるいは砂土, 砂壌土の立地て本

種は純林を形成する。樹高は通常 10~25m てあるか, 平坦地て深いローム質

土壌, 湿潤な小谷で最高の成長を示 し, 樹高 30~40m, 胸高直径 60~120cm

に達することもある。乾む性な立地ては,P 彰ocozg,P gだggzz と, 湿潤な立地て

は P γ“の s,P mo れ彰z“mαe と混交 林 を形 成 す る。 メキ シ コ中部 て は P

Zβzoのね“ね ,Ppse “doszro 卿 s,P mzc 肋 αcαれα と も混交 す る (グ ラ ヒア 2,3) 。
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外来樹種としての立地条件 

本種は，成長か優れ，適応性か高く，病虫害に対する耐性か比較的高いため， 

外来造林樹種として，1940年代から南アフリカ，東アフリカを中心に，イント， 

南アメリカ，オーストラリア等て広く植栽されてきた。 南アフリカ，イントて 

は天然更新によって成立した二次林も見られる。生育適地は，アフリカでは標 

高1,000-2,700 m の乾季と雨季の明瞭な気候下て，年雨量750'-'2,000 mm ，年 

平均気温8C '-26℃て,土壌層か深く，乾季ても土壌水分かあり，酸性て適潤 

な立地てあるC また溶脱か進んた養分の乏しい占い土壌や若い火山灰土ても造 

林か成功している。一方，乾季か3 か月以上て，月平均最高気温か28C，月最 

低気温か0℃以下の地域て，土壌層かかなり浅い立地ては，成長か不良てある。 

また本種は低海抜地では成長か不良てある上に，成長のピークか早く現れ,幹 

形か悪くなる。 

ケニア，タンサニアでは，海抜高1,200-2,000 m ，年雨量1,000'-'2,000 mm , 

年平均気温12-'20℃の立地か本種の生育に適しているといわれている。乾季 

か6か月以上続く所ては，成長は期待てきない。 

開花・結実 

天然分布地域ては1月～4月に開花する。たたし開花期は個体差か大きい。 

アフリカなとの人工林ては開花は通常雨季の初めに始まる。開花から球果成熟 

まて22-30 か月かかる。球果はいわゆるserotinous cone（成熟後も数か月か 

ら数年にわたって開かない球果） て，種子の発芽力をほほ保った状態で樹上に 

残り，徐々に鱗片か開いて種子か落ちる。なおP patula var longepeduncula加 

の球果にはこの性質はないとされている。アフリカ（2。 N -28。 S）ては，通常遅 

くとも3年生て開花か始まり， 8'- 10年生まてに多数の種子を毎年生産するよ 

うになる。旧ローテシアては，雌花は2年生て，雄花は3, 4年生て開花したか， 

5年生まて充実した種子はてきす, 実質的な種子生産か始まるのは8年生以上 

てあると報告されている。 種子生産は南アフリカては1,500m以下， 

アては2,000 m 以下て少ない。アフリカ以外の地方ても，同じように1,000~ 

1,700 m 以下の低侮抜地域ては球果はほとんと形成されない。これは，海抜 

1,500 m 以上ては雄花と雌花の開花期か同調するのに対して，海抜1,500 m 以 

下て海抜か低くなるほと，雄花の開花期か著しく遅くなり，雄花と雌花の開花 

期か同調しなくなるためてある。また低海抜地ては，雄花の開花量も少なくな 

コロンヒ 

　　

外来樹種としての立地条件

本種は,成長か優れ,適応性か高く,病虫害に対する耐性か比較的高いため,

外来造林樹種として,1940 年代から南アフリカ,東アフリカを中心に,イント,

南 アメ リカ, オース トラリア等て広 く植栽 されてきた。南アフ リカ, イン トて

は天然更新によって成立した二次林も見られる。生育適地は, アフリカでは標

高 1,000~2,700m の乾季 と雨季の明瞭な気候下て , 年雨量 750~2,00omm, 年

平均気温 8oC~2 庁C て, 土壌層か深く, 乾季ても土壌水分かあり, 酸性て適個

な立地てある。また熔脱か進んた養分の乏しい古い土壌や若い火山灰土ても造

林か成功している。‐‐方, 乾季か 3か月以上て, 月平均最高気温か 2ずC, 月最

低気温か ooC以下の地域て,土壌層かかなり浅い立地ては,成長か不良てある。

また本種は低海抜地では成長か不良てある上に, 成長のピークか早く現れ, 幹

形か悪くなる。

ケ ニ ア , タ ンサ ニ アで は , 海抜 高 1,200~2,00om, 年 雨 量 1,000~2,00omm,

年平均気温 12~20qC の立地か本種の生育に適 しているといわれている。乾季

が 6か月以上続 く所ては, 成長は期待てきない。

開花 ・結実

天然分布地域ては 1月 ~4 月に開花する。 たたし開花期は個体差か大きい。

アフリカなとの人工林ては開花は通常雨季の初めに始まる。開花から球果成熟

まて 22~30 か月かかる。球果 はいわゆる serotlnous cone( 成熟後 も数か月か

ら数年にわたって開かない球果) て, 種子の発芽力をほほ保った状態で樹上に

残 り,徐々に鱗片か開いて種子か落ちる。なお PP α加ぬ var ZoれgBped" れc彰αね

の球果にはこの性質 はないとされている。アフ リカ (2oN~28oS) ては,通常遅

くとも3年生て開花か始まり,8~10 年生まてに多数の種子を毎年生産するよ

うになる。旧ローテシアては,雌花 は 2年生て ,雄花 は 3,4 年生て開花 したか ,

5年生まて充実した種子はてきす, 実質的な種子生産か始まるのは8年生以上

てあると報告 されている。 種子生産 は南 アフリカては 1,500m 以下 , コロンヒ

アて は 2,00om 以下て少ない。アフ リカ以外 の地方て も, 同 じよ うに 1,000~

1,700m 以下の低海抜地域ては球果はほとんと形成されない。これは, 海抜

1,500m 以上ては雄花と雌花の開花期か同調するのに対 して, 海抜 1,500m 以

下て海抜か低くなるほと,雄花の開花期か著しく遅くなり, 雄花と雌花の開花

期か同調しなくなるためてある。また低海抜地ては, 雄花の開花星も少なくな
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る。コロンヒアては窒素とホウ素を施肥することによって，低海抜地ての雄花 

の着花か促進されたと報告されている。 

マタカスカルて立木密度500-----700 本／ha の母樹林の球果生産数は1本当た 

り40個て， その平均球果重は50g てあった。メキシコては平均球果重は37 g 

てあった。1球果当たりの充実種子数は45'-'80 粒（旧ローテシア，南・東アフ 

リカ）とされているか，メキシコては22粒という例も報告されている。種子重 

は，メキシコ，アフリカ，オーストラリアでは97,000'-' 167,000 粒／kg と小粒て 

ある。またメキシコでは，分布の北限て種子重かもっとも重く，南のオアハカ 

ては軽くなる傾向かあるといわれている。 

球果採取時期は，ケニアては種子か取り出しやすい乾季の10月～3月，マタ 

カスカルては3月～5月，タンサニアては10 月てある。種子の採取は，木登り， 

枝打ち，伐倒等の方法て行う。球果は3 日間直射光下に置くたけて完全に開く。 

種子は，開いた容器で室温て保存しても，1年間は十分に発芽力を保持する。乾 

燥させ，密閉した容器に入れ、は数年間はもつ。冷温貯蔵した場合21年間発芽 

力か維持された例もある。 

発芽力は通常75'-85％てある。 旧ローテシアては，発芽勢は14 日後て平均 

13%, 27日後には90％になった。発芽期間はアフリカの各地て15 -'70 日と報 

告されている。種子を2'-3週間4℃で貯蔵した後に発芽率か高くなった例や， 

4週間冷湿貯蔵することによって発芽率か65%'-90％になった例等か報告さ 

れているか，本種の種子は前処理の必要性は低いといわれている。 

種子の供給原はほとんどか南アフリ力， メキシコである （グラヒア4)~ 

育 苗 

苗畑はかって標高の高い造林地の近くに作られていた。道路事情か良いとこ 

ろでは温暖て苗木の成長か早い低標高地に苗畑を作り，大量の苗木を短期間て 

育成し，それを造林地に運搬するほうか合理的てある。南アフリカの一部ては， 

造林地より標高か600'--1,200 m と低い温暖な場所に苗畑を作った例か報告さ 

れている。 

種子は土壌表面か表層近く（深さ5 mm 程度まて）に播く。播種密度は旧 

ローテシアて13 g'-'64 g/m2，南アフリカで200-'400 粒／ft2である。 高温期に 

播種する場合，被陰か必要てある。潅水は種子の移動を防くため，霧状におこ 

なう。種子に対する動物害のうちネズミの害には， トラップや薬剤か有効であ 
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る。コロンヒアては窒素とホウ素を施肥することによって, 低海抜地ての雄花

の着花が促進されたと報告されている。

マタカスカルて立木密度 500~700 本 /ha の母樹林の球果生産数は 1本当た

り40個て, その平均球果重は 50g てあった。メキシコては平均球果重は 37g

てあった。 1球果当た りの充実種子数 は 45~80 粒 (旧ローテシア, 南 ・東 アフ

リカ) とされているか, メキシコては 22粒という例も報告されている。種子重

は, メキシコ, アフ リカ, オース トラリアでは 97,000~167,000 粒 /kg と小粒て

ある。 またメキシコでは, 分布の北限て種子重か もっとも重 く, 南のオアハカ

ては軽くなる傾向かあるといわれている。

球果採取時期は, ケニアては種子か取り出しやすい乾季の 10月~3 月, マタ

カスカルては 3月 ~5 月 , タンサニアては 10月てある。種子の採取 は,木登 り,

枝打ち,伐倒等の方法て行う。球果は3日間直射光下に置くたけて完全に開く。

種子は,開いた容器で室温て保存しても,1 年間は十分に発芽力を保持する。乾

燥させ,密閉した容器に入れ は数年間はもつ。冷温貯蔵した場合 21年間発芽

力か維持された例もある。

発芽力 は通常 75~85% てある。旧ローテシアては, 発芽勢 は 14 日後て平均

13%,27 日後 には 90% になった。発芽期間はアフ リカの各地て 15~70 日と報

告されている。種子を 2~3 週間 4oCで貯蔵 した後に発芽率か高くなった例や,

4週間伶湿貯蔵することによって発芽率か 65%~90% になった例等か報告さ

れているか, 本種の種子は前処理の必要性は低いといわれている。

種子の供給源はほとんどか南アフリカ, メキシコである (グラヒア 4)。

育 苗
苗畑はかって標高の高い造林地の近くに作られていた。道路事情か良いとこ

ろでは温暖て苗木の成長か早い低標高地に苗畑を作り,大量の苗木を短期間て

育成し,それを造林地に運搬するほうか合理的てある。南アフリカの一部ては,

造林地より標高か 600~1,200m と低い温暖な場所に苗畑を作った例か報告さ

れている。

種子は土壌表面か表層近く (深さ5mm 程度まて) に播く。播種密度は旧

ローテシアて 13g~64g/m2, 南 アフ リカで 200~400 粒月t2である。 高温期 に

播種する場合, 被陰か必要てある。潅水は種子の移動を防くため, 霧状におこ

なう。種子に対する動物害のうちネズミの害には, トラップや薬剤が有効であ
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るという報告かある。 

発芽は播種後平均15, 16 日目に始まる。稚苗の成長は排水の良好な弱酸性の 

土壌て最大になる。東アフリカては播種床の排水を良くするため，播種床は， 

15cm 上け，底に砕いた石と荒石を厚さ5cm につめ,その上に森林土壌を厚さ 

2'--3cm に敷き， さらにその上に篩にかけた森林土壌と砂土を50対50 に混せ 

たものを厚さ7-8cm に敷く。移植時期は発芽後種皮か脱落した直後が良いと 

いわれている。この時期まてには側根か発生せす，主根か短いため，移植時に 

根を傷めにくいためてある。 タンサニアては，発芽後14日，I日ローテシアては 

苗高か3'---4cm になった時期に移植しているか，発芽後30-40日，苗高5-.7 

cm になった時点て移植か行われている所もある。 

床替床の植栽間隔は5-65cm かもっとも一般的てある。ポノトの場合直径 

65cm か適当てある。床替床の土壌は，排水をよくするため，砂利，沈泥，砂 

を混ぜ, また肥料や有機物として化学肥料，堆肥，泥炭等を混入させる。肥料 

として N , P. K か通常施用されるか，移植時には窒素の施用はひかえ，苗木 

か定着してから施肥する。N, P. K の比率は苗木1本当たり，N 0238g, P . 

0476g, K 0284g か良い。 

マツ林かない地域て育苗する場合には，苗木に外生菌根菌のPlsolLthus 属か 

Rhizopogon 属を接種する必要かある。マッ林の根圏土壌を苗畑土壌に混せる 

ことによって，苗木に菌根を接種てきる。たたし近くにマッ林かある所では， 

普通苗畑には菌根菌か存在しているので，とりたてて接種する必要はない。苗 

木は1コりノmlum 属，RhizoctonLa 属，FusarLum 属等による菌害を受けやすい。菌 

害に対しては殺菌剤か有効てある。また本種の苗木は土壌のpH か高い所ては 

よく生育てきない。土壌を酸性化させるには，硫酸アルミニウムか効果かある。 

陽光の強い所ては，移植後，約1か月間被陰し，その後取り除く。本種の根系 

は他のマッ類よりかなり繊細である。 そのため，根を剪定するか，苗木を個別 

のポットて育成する必要かある。ポソト苗は苗高20cm以上にしないようにす 

る （クラヒア1)。苗木か大きくなりすきると， 根を傷めやすいためである。 

ポノトの大きさは，通常高さ10-20 cm，直径6-'10cm てある。山出しの際， 

苗木の取扱いには細心の庄意か必要てある。 

人工植栽 

山出しは，育苗6--12 か月後，苗高12'-20 cm になった時点て行う。苗木の 

　　　

るという報告かある。

発芽は播種後平均 15,16日目に始まる。稚苗の成長は排水の良好な弱酸性の

土壌て最大になる。東アフリカては播種床の排水を良くするため, 播種床は,

15cm 上げ,底に砕いた石と荒石を厚さ 5cm につめ,その上に森林土壌を厚さ

2~3cm に敷き, さらにその上に齢にかけた森林土壌と砂土を 50対 50に属せ

たものを厚さ 7~8cm に敷く。移植時期は発芽後種皮が脱落した直後が良いと

いわれている。この時期まてには側根か発生せす, 主根か短いため, 移植時に

根を傷めに くいためてある。タンサニァては, 発芽後 14 日, 旧ローテシアては

苗高か 3~4cm になった時期に移植 しているか , 発芽後 30~40 日, 苗高 5~7

cm になった時点て移植か行われている所もある。

床替床の植栽間隔は 5~65cm かもっとも一般的てある。 ポノトの場合直径

65cm か適当てある。床替床の土壌は, 排水をよくするため, 砂利, 沈泥, 砂

を混ぜ, また肥料や有機物として化学肥料, 堆肥, 泥炭等を混入させる。肥料

として N,P,K か通常施用されるか,移植時には窒素の施用はひかえ, 苗木

か定着 してか ら施肥す る。N,P,K の比率 は苗木 1本当た り,N 0238g,P ‐

0476g, K 0284g か良い。

マッ林かない地域て育苗する場合には, 苗木に外生菌根菌の Pzso溺れ“s属か

R毎zopogoれ属を接種する必要かある。マッ林の根圏土壌を苗畑土壌に混せる

ことによって, 苗木に菌根を接種てきる。たたし近 くにマッ林かある所では,

普通苗畑には菌根菌か存在しているので, とりたてて接種する必要はない。苗

木 は Py肋 z“m 属 ,R 粥2ocわれzq属 ,F “離れαm 属等 による菌害を受 けやすい。菌

害に対しては殺菌剤か有効てある。また本種の苗木は土壌のpH か高い所ては

よく生育てきない。土壌を酸性化させるには,硫酸アルミニウムか効果かある。

陽光の強い所ては, 移植後, 約 1か月間被陰し, その後取り除く。本種の根系

は他のマッ類よりかなり繊細である。そのため, 根を勢定するか, 苗木を個別

のポットて育成する必要かある。ポソト苗は苗高 20cm 以上にしないようにす

る (クラヒア 1)。 苗木か大きくなりすきると, 根を傷めやすいためである。

ポ ノトの大 きさは,通常高 さ 10~20cm, 直径 6~1ocm てある。山出 しの際 ,

苗木の取扱いには細心の庄意か必要てある。

人工植栽
山出 しは, 育苗 6~12 か月後 , 苗高 12~20cm になった時点て行 う。苗木の
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規格については，根系か重要な基準になる。P oocarpa てはまた苗木の規格は 

作られていないようであるか,P radiata ポノト苗の場合，地上部に対する地 

下部の比か06 の苗木の品質かもっも良好てある。地拵えの必要性は立地条件 

によって異なるか，乾燥した立地ては,他の植物との土壌水分に対する競合を 

避けるため，地拵えか必要てある。苗木は雨季に入った直後に植栽する。植栽 

間隔は24-275m か多い。乾燥した立地ては，深植え（根元から10cm の深 

さ）か適当である。根のねしれを防くため，長い直根は植栽の際整理する必要 

かある。本種の枝は枯れた後も長く残っているのて，無節の材を生産するため 

には枝打ちか必要てある。 

天然更新 

天然更新は天然分布地外のアフリカ，ニューシーランドでも良好てある。通 

常最大25,000 本ノha の稚樹か成立し，1,500-2,000 本／ha の成木林かてきる。 

しかし，天然更新によるP patula 林の造成は，企業的な人工造林か一般的な国 

ては行われていない。天然更新の場合，幼木か密生し，除伐に経費かか、るこ 

とと，現在追伝的に改良された苗木を用いる人工植栽の方か一般的になってい 

るからてある。直播き造林については，成功例は報告されていない。 

成長 

メキシコにおける数多くの本種天然林のテータを用いて，胸高断面積合計 

(B, m2/ha）と平均樹高（H, m ）から林分材積（V, m3/ha）を推定する式か 

作成された（Aguirre-Bravo & Smith, 1986)。推定式は以下のようてある。 

V =-3537+301B+295H+029B・ H 

本式から推定したいろいろな大きさの林の林分材積は，P merkusziの項て記した 

マッ属の林分材積推定式（Kamo,etal 1995）から推定した値とほほ同じである。 

本種は，熱帯性のマッ類の中て成長かもっとも早く，大きくなる樹種の1つ 

てある。また幹形は良く，枝下高率は50％になる。幹材積は，25年生林分で 

200-400 m ツha, 30年生林分で400-'550 m3/haてある。タンサニアては，よ 

く間伐された25年生林分の幹材積は545 m3/haであった。メキシコ・オアハ 

カ州の平均樹高18m の天然林の幹材積は582 m3/ha と推定された。立地条件 

が良好て，良く管理された林分の年材積成長量は，30年伐期で35 m3/haノ年， 

利用材積成長量は27 m3/haノ年てある。また年平均材積成長量は,東アフリ力 
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規格については, 根系か重要な基準になる。P oocαゆαてはまた苗木の規格は

作 られていないようであるか ,P mdmiq ポ ノト苗の場合 , 地上部 に対する地

下部の比か 06の苗木の品質かもっも良好てある。地搭えの必要性は立地条件

によって異なるか, 乾燥 した立地ては, 他の植物との土壌水分に対する競合を

避けるため, 地搭えか必要てある。苗木は雨季に入った直後に植栽する。植栽

間隔は 24~275m か多い。乾燥した立地ては, 深植え (根元から 1ocm の深

さ) か適当である。根のねしれを防くため, 長い直根は植栽の際整理する必要

かある。本種の枝は枯れた後も長く残っているのて, 無節の材を生産するため

には枝打ちか必要てある。

天然更新

天然更新は天然分布地外のアフリカ, ニューシーランドでも良好てある。通

常最大 25,000本 /ha の稚樹か成立 し,1,500~2,000 本 /ha の成木林かて きる。

しかし,天然更新によるPP の"ね林の造成は,企業的な人工造林か一般的な国

ては行われていない。天然更新の場合, 幼木か密生し, 除伐に経費かか、るこ

とと,現在道伝的に改良された苗木を用いる人工植栽の方か一般的になってい

るからてある。直播き造林については, 成功例は報告されていない。

成長

メキシコにおける数多 くの本種天然林のテータを用いて, 胸高断面積合計

(B,m2/ha) と平均樹高 (H,m) から林分材積 (V,m3/ha) を推定する式か

作成 された (Agulrre ‐Bravo& Sm・th,1986) 。推定式 は以下のようてある。

V=-3537 十 301B 十 295H 十 029B ・H

本式から推定したいろいろな大きさの林の林分材積は,P mげた“szzの項て記した

マッ属の林分材積推定式 (Kamo, 鑑似 1995)から推定した値とほほ同じである。

本種は, 熱帯性のマッ類の中て成長かもっとも早く, 大きくなる樹種の 1っ

てある。また幹形は良く, 枝下高率は 50% になる。幹材積は,25 年生林分で

200~400m3/ha,30 年生林分で 400~550m3/ha てある。 タンサニアて は, よ

く間伐 された 25年生林分 の幹材積 は 545 m3/ha であった。 メキシコ ・オアハ

カ州の平均樹高 18m の天然林の幹材積は 582 m3/ha と推定された。立地条件

が良好て, 良く管理された林分の年材積成長量は,30 年伐期で 35m3/ha/ 年 ,

利用材積成長星は 27m3/ha/ 年てある。また年平均材積成長量は, 東アフリカ
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て10'-30mソhaノ年（35年伐期），スワシラントで19mソha／年（15-'17年伐 

期），マラウィて18 m3/haノ年（16年伐期）と報告されている0 乾季か3 か月以 

上になると，年材積成長量は20m3/haノ年以下になると推定される。年平均材 

積成長量のピークは一般に14'-' 18年生て現れる。北部タイの高地（1,095m）に 

おけるマッ類5種類(P carzbaea, P kesiya, P patula, P merkusiz, P 

elliottu) の成長量調査ては， 本種は植栽後9年目て樹高58m， 胸高直径88 

cm て5樹種の中ては中～下位の成績てあった。南アフリカて用材生産の伐期 

は30"-'35年，パルプ用は15'-20年てある。また本種も林床には未分解の落葉 

か多い。17年生林分て42'-'78 ton/ha という値か報告されている。 

病虫害など 

本種には立枯れ病害や，葉，幹，球果，根の病害か見られる0 その中てかん 

腫病，枝枯れの原因となるDゆlodia p inea（ティプロティア病菌）と，根の病原 

てあるArmillaria mellea（ならたけ病菌）あるいはHeterobasid ion annosum 

（マツノネクチタケ）か重要な病害てある。たたし世界各地の植栽地で本種は， 

一般的に昆虫や病気の被害か少ない樹種のーつてある。 

本種は風害を受けやすい。被害の形態は根返りよりも幹折れか多い。乾季か 

3 か月以上あり土壌の浅い立地ては，乾燥害を受けやすい。樹皮か薄いため，山 

火事による被害を受けやすいことも本種の特徴である。成長休止期てあれは， 

短期間の霜や雪に対しては抵抗力かある。 
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て 10~30m3/ha/ 年 (35年伐期 ), スワシラントで 19m3/ha/ 年 (15~17 年伐

期), マラウィて i8m3/ha/ 年 (16年伐期) と報告されている。乾季か 3か月以

上になると, 年材積成長量は 20m3/ha/ 年以下になると推定される。年平均材

積成長量 の ピークは一般 に 14~18 年生て現れる。北部 タイの高地 (1,095m) に

お け るマ ッ類 5 種 類 (P c僻 めαβα,P たes砂α,P Pα勿卿 ,P me γた関 偽 P

ezzzo"“) の成長量調査ては, 本種は植栽後 9年目て樹高 58m, 胸高直径 88

cm て 5樹種の中ては中~ 下位の成績てあった。南アフリカて用材生産の伐期

は 30~35 年, パルプ用は 15~20 年てある。また本種も林床には未分解の落葉

か多い。 17年生林分て 42~78ton/ha という値が報告 されている。

病虫害など

本種には立枯れ病害や, 葉, 幹, 球果, 根の病害が見られる。その中てかん

腫病,枝枯れの原因となるDZPZOのαか解α(ティプロティア病菌) と,根の病原

て あ る Aγ物辺 "m mBZZB α (な らた け病 菌 ) あ るい は 鼠 gzeγo卿 szdのれαれれos“m

(マッノネクチタケ) か重要な病害てある。たたし世界各地の植栽地で本種は,

一般的に昆虫や病気の被害か少ない樹種の- ってある。

本種は風害を受けやすい。被害の形態は根返りよりも幹折れか多い。乾季か

3か月以上あり土壌の浅い立地ては,乾燥害を受けやすい。樹皮か薄いため,山

火事による被害を受けやすいことも本種の特徴である。成長休止期てあれは,

短期間の霜や雪に対しては抵抗力かある。
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4． ラジアータマツ（Radiata pine) 

学名・Pinus radiata D Don 

マッ科 

浅川 澄彦 

ラシアータマツは, 1830年に初めて記載された地名にちなんて，とくに米国 

てモントレーパイン（Monterey pine）と呼はれているか，現在，世界て最も広 

く植栽されているマツて，多くの国てradiata pine（ラシアータマツ）と呼は 

れている。スペイン語てはpino insigneとも呼はれる。 オーストラリア， 

ニューシーラント （以下NZ と省略）， スペイン， 南米のチリー・アルセンチ 

ン・ウルク与イ，南アフリカ共和国などては人工林の主要樹種となっている。 

ケニアには南アフリカ共和国を経て1900年代の早い時期に導入されたものと 

考えられるか，正確な年次は不明てある。1970年代まてはメキシコイトスキと 

ともに植栽樹種の双璧であったか，Dothistroma p ml（またはScirrhia pint）に 

よる赤斑葉枯病害か深刻になり，植栽禁止となってすでに10 数年も経ってい 

る。 NZ に導入されたのは， カリフォルニアのコールドラッシュか下火になっ 

た19世紀後半のことらしいか，戦後になって組織的な導入か行われ，積極的な 

育種も併行して進めることにより主力植栽樹種となっている。チリーても南部 

の温帯性の地域では主要な植栽樹種とされている。シノニムにはP insignis か 

ある。 

ラシアータマツは，同じく東アフリカの熱帯ハィラントで広く植えられてい 

るパトウラマツ（P patula）や，オーカルパマツ（P oocaゆa）とともに複維管 

束群（Diploxylon) の Serotinae節に属する。普通は小型ないしは中型て，樹 

高は10-25m，直径は40 --50 cm くらいてあるか，クアタルーぺ島ては直径1 

m 以上，樹高も30m を越えるものか報告されている。枝は太く，水平て，しは 

しは枝下か低い。樹皮は粗く，縦横の深い亀裂によって鱗状をなし，暗褐色を 

呈する。針葉は2'-'3 本，主に2本の東生葉て，長さは8'-l5cm である。気孔 

は背・腹の両面にあり，樹脂道は2-5 本またはそれ以上ある。外来樹種として 

植えられているところては，成長か速く，樹形も良いか，原産地では必すしも 

そうてはなく，筆者か見た限りては，むしろ暴れ木のような樹形を呈するもの 

か多かった。成長か速いこと，追伝変異か大きいこと，無性繁殖か容易なこと 

　　

4‐ ラ ジアー タマツ (Radiata pine)

学 名 ・Pzれ“smdm ね D Don

マッ科

浅川 燈彦

ラシアータマッは,1830 年に初めて記載された地名にちなんて, とくに米国

てモ ントレーパイ ン (Monterey plne) と呼はれているが ,現在 ,世界て最 も広

く植栽 されているマッて , 多 くの国て radlata p・ne( ラシアータマッ) と呼は

れ て い る。 ス ペ イ ン語 て は plno lnslgne と も呼 は れ る。 オ ー ス トラ リア ,

ニューシーラン ト (以下 NZ と省略 ), スペイ ン, 南米のチ リ一 ・アルセ ンチ

ン ・ウルグァイ, 南アフリカ共和国などては人工林の主要樹種 となっている。

ケニアには南アフリカ共和国を経て 1900年代の早い時期に導入されたものと

考えられるか,正確な年次は不明てある。1970年代まてはメキシコイトスキと

ともに植栽樹種の双壁であったか ,Do 鉱 z財γom α翻れz(または Sc"γれmpzm) に

よる赤斑葉枯病害か深刻になり, 植栽禁止となってすでに 10数年 も経ってい

る。 NZ に導入 されたのは, カ リフォルニアのゴール ドラッシュか下火になっ

た 19世紀後半のことらしいが,戦後になって組織的な導入が行われ,積極的な

育種も併行して進めることにより主力植栽樹種となっている。チリーても南部

の温帯性の地域では主要な植栽樹種とされている。シノニムにはP zれszgms が

あ る。

ラシアータマッは, 同 じく東 アフリカの熱帯ハイラントで広 く植え られてい

るパ トゥラマッ (PP 萌彰α) や , オーカルパマッ (P oocαゆα) とともに複維管

束群 (D1ploxylon) の Serot・nae 節 に属する。普通 は小型 ない しは中型て , 樹

高 は 10~25m, 直径 は 40~50cm くらいてあるか , クアタルーペ島ては直径 l

m 以上,樹高も 30m を越えるものか報告されている。枝は太く,水平て, しは

しは枝下か低い。樹皮は粗く, 縦横の深い亀裂によって鱗状をなし, 暗褐色を

呈する。針葉 は 2~3 本 , 主 に 2本の束生葉て , 長さは 8~15cm である。気孔

は背・腹の両面にあり,樹脂道は 2~5 本またはそれ以上ある。外来樹種として

植えられているところては, 成長か速 く, 樹形も良いか, 原産地では必すしも

そうてはなく, 筆者か見た限りては, むしろ暴れ木のような樹形を呈するもの

か多かった。成長か速いこと, 道伝変異か大きいこと, 無性繁殖か容易なこと
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なとて，数か国とくにオーストラリア，NZ で精力的な育種か進められている。 

分 布 

米国カリフォルニア州のサンマテオ（San Mateo)， サンタクルス （Santa 

Cruz)（これら2地区は分布上は1団地とされている），モントレー，サンルイ 

スオヒスポ （キャムフリア）の3箇所，およひメキシコのクアタルーぺ島 （約 

29。 N ）・セトロス島（約28。 N )に隔離分布している（図4 1)。 もっとも，メキ 

125。 

40。 

叫 

'g、 

30。 

図 41 ラシアータマソの天 

然分布 

①～③米国カリフオ 
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ナ 
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なとて,数か国とくにオーストラリア,NZ で精力的な育種か進められている。

分 布
米国カ リフォルニア州のサ ンマテオ (San Mateo), サ ンタクルス (Santa

Cruz)( これ ら 2地区 は分布上 は 1団地 とされている), モ ントレー, サ ンルイ

スオ ヒスポ (キャムフ リア) の 3箇所 , およひメキシコのクァタルーペ島 (約

29oN) ・セ トロス島 (約 28oN) に隔離分布 している (図 41) 。 もっとも, メキ
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図 4 1 ラシアー タマ ンの天

然分布
① ~ ③米国カリフォ
ルニア州内の産地,
④ クアタルーペ島 ,

⑤ セトロス島
(McDonald&

Laacke l990)
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シコの両島に分布するものはカリフォルニアのものとは形態的に異なるとさ 

れ，変種（P radiata var binata）または近縁の種P muricata (Bishop pine) 

とする説かある。クアタルーぺ島ては300-'l,lOO m の標高に生育しており，セ 

トロス島ては300'-650 m の標高に生育しているといわれる。 

開花・結実 

開花・結実するのは比較的早く，5年生から10年生の若い木ても稔性のある 

球果をつけるか，まとまった量の球果かとれるようになるのはもっと後のこと 

て，十分に疎開した親木の場合で15-'20年生になってからてある。結実樹齢に 

達するとほほ毎年結実する。球果は対か3,-5個かかたまって着く。数年間は親 

木についており，温・湿度の条件によって開閉を繰り返しなから，その間に逐 

次種子を落とす。原産地ては晩冬から早春にかけて開花する。球果か成熟する 

のは開花翌年の秋で，たいていの球果はその後晩冬から早春にかけて開く。球 

果は8'---l8cm の大きさて，種子は平均約2cm （ハネを付けた状態）とされて 

いるか，産地によって異なり， キャムフリア （サソルイスオヒスポ） のものか 

最も大きく，モントレーのものか最も小さい。1球果についている種子は120'-

200 粒てある。 

種子の取扱い 

1 kg当たりの種子数は22,700 - 34,600 粒，平均29,300 粒とする報告と， 

33,000 '-50,000 粒とする報告とあり，かなり変異が大きい。なおP radiata var 

binata の種子は長さ6-7mm ，幅4mm て，103,000 粒ノkg とされている。乾 

燥して密閉した容器にいれ，低温におけは数年は貯蔵てきる。新しい種子につ 

いては普通には前処理は不要であるか，貯蔵種子については1-3 週間の冷処 

理を行うほうかよく，いすれにしても冷処理によって発芽を促進することかて 

きる。適切に取り扱えは，80％程度の発芽率を期待てきる。 

育 苗 

発芽は地上子葉型て，子葉は5,-9枚である。ポソト苗（クラヒア6）・裸根苗 

として育てられており，普通には苗木は直根型てある。菌根の形成は苗木の栄 

養・水分の吸収に有利てあり，従って成長を促進する。1990年段階て少なくと 

も16 種の菌根菌か米国て同定されており，他の国で，異なる数種か同定されて 
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シコの両島に分布するものはカリフォルニアのものとは形態的に異なるとさ

れ, 変種 他山α幻 var 腐れのα) または近縁の種 P m" にα郷 (B1shop p・ne)

とする説かある。クアタルーペ島ては 300~i,loom の標高に生育 してお り, セ

トロス島ては 3oo~650m の標高に生育 しているといわれる。

開花・結実

開花・結実するのは比較的早く,5 年生から 10年生の若い木ても稔性のある

球果をつけるか, まとまった星の球果かとれるようになるのはもっと後のこと

て,十分に疎開した親木の場合で 15~20 年生になってからてある。結実樹齢に

達するとほほ毎年結実する。球果は対か 3~5 個かかたまって着く。数年間は親

木についており, 温 ・湿度の条件によって開閉を繰り返しなから, その間に逐

次種子を落とす。原産地ては晩冬から早春にかけて開花する。球果か成熟する

のは開花翌年の秋で, たいていの球果はその後晩冬から早春にかけて開く。球

果は 8~18cm の大きさて, 種子は平均約 2cm( ノ・ネを付けた状態) とされて

いるが , 産地 によって異な り, キ ャムフ リア (サ ンルイスオ ヒスポ) のものか

最 も大 きく, モ ントレーの ものか最 も小 さい。1球巣についている種子 は 120~

2oo 粒てある。

種子の取扱い
l kg 当 た りの種子数 は 22 oo~34,600 粒 , 平 均 29,300粒 とす る報 告 と,

33,ooo~50,000 粒 とす る報告 とあり,かな り変異が大 きい。なお P m αzのαvar

腐れのαの種子 は長 さ 6~7mm, 幅 4mm て ,103,ooo 粒 /kg とされている。乾

燥して密閉した容器にいれ, 低温におけは数年は貯蔵てきる。新しい種子につ

いては普通には前処理は不要であるか, 貯蔵種子については 1~3 週間の冷処

理を行うほうかよく, いすれにしても冷処理によって発芽を促進することかて

きる。適切に取り扱えは,80% 程度の発芽率を期待てきる。

育 苗
発芽は地上子葉型て,子葉は 5~9 枚である。ポソト苗 (クラヒア 6)・裸根苗

として育てられており, 普通には苗木は直根型てある。菌根の形成は苗木の栄

養・水分の吸収に有利てあり,従って成長を促進する。1990年段階て少なくと

も 16種の菌根菌か米国て同定されており,他の国で,異なる数種が同定されて
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いた。実際，導入の初期にオーストラリアて報告された生育不良は，菌根菌の 

欠如に由来するとされていた。 

ラシアータマツの萌芽については知られていないか，挿木繁殖は多くの国て 

成功している。生垣仕立てによって，均整のとれた真直くな挿穂を量産するこ 

とかてきるとともに，発根個体の若さを維持することもできるとされる。さら 

に，組織培養によって胚や子葉からも植物体か育成されている。 

植 栽 

ラシアータマツは林分の上層にも下層にも生育しており，耐陰性は中位とさ 

れている。つまり少なくとも，北米西部に分布するとのマツとも同しくらいの 

耐陰性かあると考えられている。たたし， この耐陰性は樹齢と立地条件によっ 

て変わり，稚樹から幼木くらいまては耐陰性か高いか，ポールサイスの小径木 

になると耐陰性は低下し，成木になると陽性となる。若い個体は追い抜かれて 

覆われてもかなりの被圧に耐え,枯損するまてには30年あるいはそれ以上も 

かかる場合もある。 

成 長 

立地条件か良く，中庸な密度であれは，良く成長する。樹高の年間成長量は 

12-24m て，15年生て胸高直径24cm，樹高は16m となった。この値から， 

初めの15年間については， ラシアータマツは米国の針葉樹の中て最も成長か 

速い樹種群にはいることか分かる。稚樹の更新は極めて密であるか，自然間引 

きにより，成長か停滞することはますほとんとない。数本の幼木か周囲木より 

速く成長し，優勢な関係を速やかに確立し，本種の老齢林に特徴的な比較的疎 

開した林分を形成する。 

ラシアータマツ幼木の枝は陰になると枯れるか,多年にわたって幹上に残っ 

ている。混んた林分ては枝は枯れ落ち，成木ては枝下か8'-15m になることも 

しはしはある。 

貧弱な立地条件のところては，15年生くらいから樹高成長かはっきり低下す 

るか，良い条件のところては，50年生くらいまては良好な成長率を維持する。 

モントレーては，胸高直径30cm 足らすの小径木は，ほほ20年生て,樹高は平 

均20m ほどである。成木の樹高は9-38m の範囲てあるか，普通には21-30 

m て，高い個体はしはしは小さな侵食渓に見られる。直径にも大きな幅かある 
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いた。実際, 導入の初期にオーストラリアて報告された生育不良は, 菌根菌の

欠如に由来するとされていた。

ラシアータマッの萌芽については知られていないか, 挿木繁殖は多くの国て

成功している。生垣仕立てによって, 均整のとれた真直くな挿穂を星産するこ

とかてきるとともに, 発根個体の若さを維持することもできるとされる。さら

に, 組織培養によって雁や子葉からも植物体か育成されている。

植 栽
ラシアータマッは林分の上層にも下層にも生育しており, 耐陰性は中位とさ

れている。つまり少なくとも, 北米西部に分布するとのマッとも同しくらいの

耐陰性かあると考えられている。たたし, この耐陰性は樹齢と立地条件によっ

て変わり, 稚樹から幼木くらいまては耐陰性か高いか, ポールサイスの小径木

になると耐陰性は低下し, 秋木になると陽性となる。若い個体は追い抜かれて

覆われてもかなりの被圧に耐え, 枯損するまてには 30年あるいはそれ以上も

かかる場合もある。

成 長

立地条件か良く, 中庸な密度であれは,良く成長する。樹高の年間成長量は

12~24m て ,15 年生て胸高直径 24cm, 樹高 は 16m となった。この値か ら,

初めの 15年間については, ラシアータマッは米国の針葉樹の中て最も成長か

速い樹種群にはいることが分かる。稚樹の更新は極めて密であるか, 自然間引

きにより, 成長か停滞することはますほとんとない。教本の幼木か周囲木より

速く成長し,優勢な関係を速やかに確立し,本種の老齢林に特徴的な比較的疎

開した林分を形成する。

ラシアータマッ幼木の枝は陰になると枯れるか, 多年にわたって幹上に残っ

ている。混んた林分ては枝は枯れ落ち, 成木ては枝下か 8~15m になることも

しは しはある。

貧弱な立地条件のところては,15 年生 くらいから樹高成長かはっきり低下す

るか,良い条件のところては,50 年生くらいまては良好な成長率を維持する。

モントレーては,胸高直径 30cm 足らすの小径木は, ほほ 20年生て,樹高は平

均 20m ほどである。成木の樹高 は 9~38m の範囲てあるか , 普通には 21~30

m て, 高い個体はしはしは小さな侵食渓に見られる。直径にも大きな幅かある
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か， 良い立地条件のところての平均は64cm 弱てある。中には122 cm といっ 

た例外的な直径に達するものもある。一方，キャムフリアのラシアータマツは 

すこし高く，成木の平均は30-'37m てある。 

クアタルーぺ島て最も高い個体は33m，最も太いものでは211cm という胸 

高直径か記録されている。セトロス島ては，最も高いものは32m，最も太いも 

のは77cm であった（Libby et al. 1968)。 

ラシアータマツの樹冠のサイスは樹齢と間隔の関数てある。混んた状態ては 

先か尖った狭い樹冠をもつか，樹勢か良い場合には，35,-45年生くらいまてこ 

のような樹冠をもち，それ以後は樹冠か平たく，不規則になる。 

ラシアータマツは寿命か短く，80- 100年生て最大になり，150年生以上の個 

体は稀てある。 

ラシアータマツの天然生林は次第に疎開するという特性かあるために蓄積か 

少なく，マツの材積は平均て281 m3/ha以下てある。蓄積か増えるにつれて生 

産性も増加する。例えは，平均よりも蓄積の多い林分ては，蓄積は490 m3/ha 

てあった。この林分は約50年生で，胸高直径39 cm, ha当たり408本てあっ 

た。モントレーて最も蓄積の多い林分はha当たり 482本，蓄積は1,681 m3で 

あった。ここの個体の胸高直径は平均52cm，樹高は平均29m てあった。 

ほかの国における，間伐や枝打ち（クラヒア7)，時には施肥さえも行った人 

工林におけるラシアータマツの蓄積は天然生林のものよりはるかに大きい。 

NZ における35-40年生の林分は約770 m3/haてあった（クラヒア8)。一方， 

チリーの生産力の高いサイトては，20年生の林分で約500 m3/haてあった。3 

回の間伐を行った後者の本数は， ha当たり約270 本て，胸高直径は平均約48 

cm，枝打ちも3回行われていた。 

更 新 

ラシアータマツの天然更新に必要な林床の条件にはかなりの幅かある。最も 

良いのは競争植生のない湿った鉱物質土壌てあるか，マツの落葉か鉱物質土壌 

を覆っているような林床ても良く更新していることかある。このような稚樹 

は，鉱物質土壌たけのサイトてすんなり成長したものに比へると，サイスの割 

にはすっと年数を経ている，はるかに多くの更新稚樹の生残りたと考えられ 

る。更新に最適な条件は火入れによって造られる。 できるたけ多くの球果か開 

き,少なくとも一時的に競争かない状況になり，稚樹か育つのに適した林床か 

　　

か , 良い立地条件のところての平均は 64cm 弱てある。 中には 122cm といっ

た例外的な直径に達するもの もある。一方 , キャムフリアのラシアータマッは
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ラシアータマッは寿命か短 く,80~100 年生て最大にな り,150 年生以上の個

体は稀てある。

ラシアータマッの天然生林は次第に疎開するという特性かあるために蓄積か

少なく, マッの材積は平均て 281 m3/ha 以下てある。蓄積か増えるにつれて生

産性も増加する。例えは, 平均よりも蓄積の多い林分ては, 蓄積は 490m3/ha

てあった。 この林分 は約 50年生で , 胸高直径 39cm,ha 当た り 408 本てあっ

た。モントレーて最 も蓄積の多 い林分は ha 当た り 482 本 ,蓄積 は 1,681m3 で

あった。 ここの個体の胸高直径 は平均 52cm, 樹高 は平均 29m てあった。

ほかの国における, 間伐や枝打ち (クラヒア 7),時には施肥さえも行った人

工林におけるラシアータマッの蓄積は天然生林のものよりはるかに大きい。

NZ における 35~40 年生の林分 は約 770m3/ha てあった (クラヒア 8)。一方 ,

チ リーの生産力の高いサイ トては,20 年生 の林分で約 500m3/ha てあった。 3

回の間伐を行った後者の本数は,ha 当たり約 270本て, 胸高直径は平均約 48

cm, 枝打ちも 3回行われていた。

更 新
ラシアータマッの天然更新に必要な林床の条件にはかなりの幅かある。最も

良いのは競争植生のない湿った鉱物質土壌てあるか, マッの落葉か鉱物質土壌

を覆っているような林床ても良く更新 していることかある。このような稚樹

は, 鉱物質土壌たけのサイトてすんなり成長したものに比へると, サイスの割

にはすっと年数を経ている, はるかに多くの更新稚樹の生残りたと考えられ

る。更新に最適な条件は火入れによって造られる。できるたけ多くの球果か開

き, 少なくとも一時的に競争かない状況になり, 稚樹か育つのに適 した林床か
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準備される。その結果，火入れによって高密度の林分か成立する。米国以外の 

国て，火災て被害を受けた林分の調査例ては， ラシアータマツの稚樹か120万 

本ノha, 250万本／ha更新していたという報告かある。クアタルーぺ島ては稚樹 

も幼木もこく少ないか，セトロス島ては所々に極めて高密度の更新稚樹か見ら 

れる。 

適 地 

ラシアータマツの生育地は太平洋に近いため，南向きに流れているカリフオ 

ルニア海流の冷水によって強く影響されており，湿度か高く低温で，夏は霧か 

多い。気温については，極値の範囲は一5 -41℃とされているか，温暖な気候か 

適する傾向にある。月平均気温は冬は9- 11C，夏は16'-18℃の範囲て，最暖 

月と最寒月の月平均気温の差は約65℃である。年平均降水量は380'--'890 mm 

の範囲にあるか，そのうちの300'-510 mm は 12月から3月にかけて降り，そ 

れ以外の月は50mm以下て，7, 8月には普通雨は降らない。寡雨月には，樹冠 

は海から内陸に入ってくる霧から水分を捕捉している。モンテレー半島の標高 

の高いところては，霧滴は週当たり15mm にも達するという。このマツの天然 

分布地ては雪は降らない。米国内の3産地てはアニョヌエウォ（Ano Nuevo, 

最も北の産地）か最も湿問て，キャムフリアか最も乾燥しており，モントレー 

は最も霧か多い。風はあまり重要な気候要因てはなく，年平均たとわすか2m/ 

sec程度である。 

メキシコのラシアータマツの産地てあるグアタルーぺ島，セトロス島はいす 

れも地中海気候で，米国の3産地に比べると降水量は少ないか，気温の極値は 

大きい。霧か限定要因て，両島ともマツ林分は霧がかかりやすい尾根筋と風上 

の斜面，ときに谷筋の湿潤な斜面に限られている。 

天然分布はこく狭い地域に限られているか，いろいろな母材の土壌に生育し 

ている。例えは米国の分布地では，アニョヌェウォでは基岩は頁岩およひ海に 

由来する砂岩であるか，モントレーてはこのほかに花崗岩も存在しており， 

キャムフリアては石灰岩,砂岩，チャート （珪質堆積岩），粘板岩か母材になっ 

ている。 このマツは4 種の土壌目の土壌に見られるか，最も成長か優れている 

のはモリソル（Molhsols) て，次いてウルティソル（Ultisols) ，エンティソル 

(Entisols) およひアルフィソル（Alfisols）てある。米国内の3産地の土壌に共 

通なことは深い砂質壌土て， しかも多くは海の堆積物に由来している。このマ 
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は海から内陸に入ってくる霧から水分を捕捉 している。モンテレー半島の標高

の高いところては,霧滴は週当た り 15mm にも達す るという。このマッの天然

分布地ては雪 は降 らない。米国内の 3産地てはアニ ョヌエウォ (Ano Nuevo,
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sec 程度である。

メキシコのラシアータマッの産地てあるグァタルーペ島, セ トロス島はいす

れも地中侮気候で, 米国の 3産地に比べると降水星は少ないか, 気温の極値は

大きい。霧か限定要因て, 両島ともマッ林分は霧がかかりやすい尾根筋と風上

の斜面, ときに谷筋の湿潤な斜面に限られている。

天然分布はこく狭い地域に限られているか, いろいろな母材の土壌に生育し

ている。例えは米国の分布地では, アニョヌエウォでは基岩は頁岩およひ海に

由来する砂岩であるか, モントレーてはこのほかに花薗岩も存在 しており,

キャムフリァては石灰岩,砂岩, チャート (珪質堆積岩),粘板岩か母材になっ
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ツの林分の林床には普通,有機物か厚く堆積しており，この層か水分と養分を 

保持していて，50--'85 cm の深さにある粘土層までは排水か良い。ラシアータ 

マツか生育している土壌のもうーつの特性は，一般にpH か酸性なことて， と 

くに粘土層の辺りて低い。このような粘土層は排水性に乏しく，酸度か高いた 

めマツの根には菌根かよく発達している。 

病虫害など 

このマツの天然分布域内て重要な病原はヤトリキと2種のこふ病（gall 

rust), 2 種の根腐れ病てある。ヤドリキはDigger pine dwarf mistletoe とよ 

はれるもの αrceumobmm occidentale）て， アニョヌェウォ以外の天然生林 

て，あらゆる樹齢の個体に被害を与えている。 Western gall rust 

（フeridermium harknesszi と coastal gall rust (P cerebroides) （ともにさひ病 

菌によるこぷ病）は米国内の3産地て知られており，若い個体にかなりの被害 

を与えている。 クアタルーペ・セドロス両島のものは米国内のものに比へて 

Western gall rust に対する抵抗性か大きい。広かりか大きく病原性の強いマ 

ツノネクチタケは根株心腐病を起こす。 コナラ類か混生する林分では 

A rmzl彪ria mellea によるならたけ病か見られるか， ラシアータマツに対する 

被害は少ない。天然分布域の外では，このマツは数種の病原体に侵されている。 

そのなかて最も被害か大きいのは赤斑葉枯病 （red band needle blight, 

Dothistroma pint）てある。世界的に知られたこの病原体は天然生林には見ら 

れないか，原産地外て重大な被害を引起こしており，各地て深刻な問題になっ 

ている。このマツの人工林については，以上のほかに35 種もの病原体か，無視 

てきる範囲か，多少の被害を与えているか，いすれも大きな被害にはいたって 

いない。 

ラシアータマツの害虫としては44属56 種か報告されているか，深刻な被害 

を起こしているものはこく限られており，枯損にまていたるものは5 種て，そ 

れも他の要因て樹勢か弱ったものかほとんとである。そのうちの4 種はキクイ 

ムシ（bark beetles)、1種はソウムシ（weevil) て，いすれも形成層を食害する 

ものである。前者はゆs mexicanus, I plastographus, I confusus およひ 

Dendroctonus valens て，後者はPissodes radia彪e てある。そのほかにも ア 

フラムシ，穿孔虫，イモムシ, カなとか報告されているか，いすれも被害は小 

さい。これらのなかて最も深刻なのはMonterey pine cone beetle (Conophー 
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を与えている。クァタルーペ ・セ ドロス両島のものは米国内のものに比へて

Western gall rust に対す る抵抗性か大 きい。 広か りが大 きく病原性の強いマ
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てきる範囲か, 多少の被害を与えているか, いすれも大きな被害にはいたって

いないo

ラシアータマッの害虫としては 44属 56種か報告されているか, 深刻な被害

を起こしているものはこく限られており, 枯損にまていたるものは 5種て, そ

れも他の要因て樹勢か弱ったものかほとんとである。そのうちの 4種はキクイ
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もので あ る。 前 者 は め s mgxzm ね“s, ヱ Pね勘ogmp た郷 ,/ のれf“s“s お よ ひ

DB れα〆ocわれ関 脇 吃れs て , 後 者 は Pzssodgs m のαね 8 て あ る。 そ の ほか に も ア

フラムシ, 穿孔虫 , イモムシ, 力なとか報告 されているか , いすれ も被害 は小

さい。 これ らの なか て最 も深刻 な の は Monterey p・ne cone beetle(Co れopね-
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morus radiatae）て，モントレーては成熟球果を食害する。 

クアタルーぺ島では山羊の慢性的な過放牧によってラシアータマツの更新稚 

樹かほとんど除かれてしまった。 

そ の他 

ラシアータマツの材は軽く，軟らかく，脆く，木目か粗い。しかも幹には曲 

かりや不規則な形か多く，枝下か短く，また病患部なともある。このような理 

由て，このマツは米国内では木材や木製品としての価値か低く，これまては地 

方のマーケソトで低質材として用いられてきた。 これに反して，多くの他の国 

ては，木材製品向けとして高く評価され，NZては主要輸出木材となっている。 

このマツの木材以外の主要な用途は,公園や都市近郊における景観用てある。 

また，土壌の侵食を防止する植生としても植えられ，防風・防音・交通のため 

の生きたスクリーンとしても評価されている。ことに海に近い天然生林ては， 

ごつい，絵のような，風て傾いた樹木は，美的なアソピールをしている。 

文 献 
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樹かほとんど除かれてしまった。
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ラシアータマッの材 は軽 く, 軟 らか く, 脆 く, 木 目か粗 い。 しか も幹には曲

かりや不規則な形か多く, 枝下が短く, また病患部なともある。このような理

由て, このマッは米国内では木材や木製品としての価値か低 く, これまては地

方のマーケソトで低質材として用いられてきた。これに反 して, 多くの他の国

ては, 木材製品向けとして高く評価され,NZ ては主要輸出木材となっている。

このマッの木材以外の主要な用途は, 公園や都市近郊における景観用てある。

また, 土壌の侵食を防止する植生としても植えられ, 防風 ・防音・交通のため

の生 きたスク リーンとして も評価 されている。 ことに海に近 い天然生林ては,

ごつい, 絵のような , 風て傾いた樹木 は, 美的なア ソピールを している。
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5， イトスギ属（Cypress) 

学名‘Cupressus spp 

ヒノキ科 

森 徳典 

イトスキ属は温帯，亜熱帯に20 種ある。樹形か円柱状または円錐状となるも 

のか多く，小枝は四角状または円柱状て上面下面の区別かない。葉は幼木では 

針形，成木ては鱗片状, 2枚っっ対生し，4列に配列されて，芳香かある（図5 

1)。雌花は受粉後2年目に熟して球果となり，種子飛散後も数年着生する。ヒ 

ノキ属と似ているか， ヒノキ属は小枝に上下面の区別かあり，ほとんとの種の 

球果は1年て成熟する。樹形か美しいことから， この属の多くの種は庭園樹， 

並木，生垣用として世界各地て広く用いられている。また，多くの園芸種かあ 

り， シタレ系，黄金色系はとくに好まれる。 用材，燃材用の造林樹種としては 

Cup7でssus lusitanim か最も広く植栽されている。その他にはC macrocaゆa, 

C arlzonLca, C torulosa, C duclouxiana なとか植栽されている。 

ここではC lusi加nにa Mill（シノニム C lindleyz, C sinensis，和名 メキ 

シコイ トスキ,英名 Mexican cypress, Cedar-Goa) と C macrocarpa Hartw 

4 $ 
図5.l C macrocaゅα（左）とC lusztanzca（右） の葉， 

球果，及ひ種子 
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5. イ トスギ属 (Cypress)

学 名 ‐C“P〆BSS“SSPP

ヒノキ科

森 徳典

イトスキ属は温帯,亜熱帯に 20種ある。樹形か円柱状または円錐状となるも

のか多く,小枝は四角状または円柱状て上面下面の区別かない。葉は幼木では

針形,成木ては鱗片状,2 枚つつ対生し,4 列に配列されて,芳香かある (図 5

1)。雌花は受粉後 2年目に熟して球果となり, 種子飛散後も数年着生する。ヒ

ノキ属と似ているか, ヒノキ属は小枝に上下面の区別かあり, ほとんとの種の

球果は 1年て成熟する。樹形か美しいことから, この属の多くの種は庭園樹,

並木, 生垣用として世界各地て広く用いられている。また, 多くの園芸種かあ

り, シタレ系, 黄金色系はとくに好まれる。用材, 燃材用の造林樹種としては

C“p〆ess“szαsz如れzm か最 も広 く植 栽 され て い る。 そ の他 に は C m αcm 鰯 ゆα,

C "zzo れにα,C の欄 わsα,C d“cわ“xm ねαな とか植 栽 され て い る。

こ こで は C Z“szzαれzcq MII1( シノ ニ ム C ZZれ似 gyz,C SZ鰯 れszs, 和 名 メ キ

シ コ イ トス キ , 英 名 Mexlcan cypress,Cedar ‐Goa) と C m 解〆ocαゆα Hartw

図 5‐I C mαα鑑αゆα (左 ) と C Z"sばαれにα (右 ) の葉 ,

球果, 及ひ種子
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（シノニム C lam bertiana， 和名 モントレーサイプレス， 英名 Monterey 

cypress) について述へる。C ducloux,ana （ウンナンヒハ， 英名 Bhutan 

cypress, 中国名 沖天柏）はヒマラャから中国南西部に至る亜熱帯の山岳地域 

て良材を産し，中国ては造林木の成長も速いという記録かある。 

C lusitanica は樹高30m，直径lm以上になる。枝は水平に広かり，小枝は 

垂れる。C lusitarnm の亜種のーつてあるC benthamu は，小枝かひしゃけて 

より扁平てある。樹皮は帯紅あるいは帯灰褐色て縦方向に縮れている。大木の 

幹下部は幾分ふくらむ。 C macrocaゆαは東アフリカては樹高20m を越える 

ことは少ないか，幹の基部は非常に大きくなり，2m 近くに達する。ニューシー 

ラン ドては，40 ~ 45年生て樹高30 m ，直径50 cm になるという。C 

macro carpa の枝は斜上し，樹冠は密て，セイョウスキのように頂部かなたらか 

な円錐形となる。外見はイフキに似る。樹皮は若木ては赤みかかった暗い褐色， 

日当たりの非常によい古い幹ては，それより白っぽく，厚くて平らな流紋様の 

区画に分かれている（グラヒア9)~ 

C lusitanica は木目か細かく，繊維か通直な優れた用材種て原産国，導入国 

共に評価か非常に高い。主な用途は屋内建具，高級家具てある。耐久性にはや 

や劣り，防腐剤庄入も難しいか，間伐材は電柱として使われることもある。C 

macrocarpαは材の収縮か大きく，節か非常に多いのて用材としては，C 

lusitanica より劣る。多くは薪として利用される。両種ともパルプ材としては 

適している。C macrocaゆa は葉か密に着生し風に強いのて，防風林樹種，境界 

樹として大きな関心か寄せられている。 

分布・適地 

C lusitanica はメキシコからホソジュラスに至る北部中央アメリカの山地湿 

潤閉鎖林原産の樹種で，海抜1,000 -2,500 m に分布する（図5 2)。生育に好適 

な条件は海抜高1,500- 1,800 m ,湿潤て年間平均してむらなく2,000 - 4,000 

mm の降雨があり，年平均気温か12℃前後てある。霜には耐えられない。種々 

の母岩からなる土壌て育つか，水はけの良い土壌て生育かよい。この樹種は環 

境条件に対する適応幅か広く，主な導入先てある東アフリカ（タンサニア，ケ 

ニア，エチオピア，ウカンタ）ては，海抜高か約600m以下，年雨量か900 mm 

程度あり，乾季か短い地域の土壌の深い肥沃地で，主要な植栽樹種となってい 

る。その他にはコスタリカ， コロンヒア等の中南米にも導入されている。最近 
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(シノニ ム C 卿 m 乾物 α72α, 和 名 モ ン トレーサ イ プ レス , 英 名 Monterey

cypress) につ いて述 へ る。 C d“cわ嫌 鄭れα (ウ ンナ ン ヒハ , 英 名 Bhutan

cypress,中国名 沖天柏)はヒマラヤから中国南西部に至る亜熱帯の山岳地域

て良材を産し, 中国ては造林木の成長も速いという記録かある。

C Z“s“αれzm は樹高 30m, 直径 lm 以上 になる。枝 は水平 に広か り, 小枝は

垂れる。C Z“sz幻れにαの亜種の一ってある C 膨れ劫α伽“は, 小枝かひ しゃげて

より扇平てある。樹皮は帯紅あるいは帯灰褐色て縦方向に縮れている。大木の

幹下部は幾分ふくらむ。 C 粥αcm餌ゆαは東アフリカては樹高 20m を越える

ことは少ないか,幹の基部 は非常 に大 きくな り,2m 近 くに達す る。ニューシー

ラ ン ドて は,40~45 年 生 て 樹 高 30 m, 直 径 50 cm に な る と い う。 C

mαcγocαゆαの枝 は斜上 し,樹冠 は密て ,セイョウスキのように頂部かなた らか

な円錐形となる。外見はイフキに似る。樹皮は若木ては赤みかかった暗い褐色,

日当たりの非常によい古い幹ては, それより白っぽく, 厚くて平らな流紋様の

区画に分かれている (グラヒア 9)。

C‘“szzαれにαは木目か細かく, 繊維か通直な優れた用材種て原産国, 導入国

共に評価か非常に高い。主な用途は屋内建具,高級家具てある。耐久性にはや

や劣り, 防腐剤住入も難しいか, 間伐材は電柱として使われることもある。 C

加αcm餌ゆαは材の収縮が大 きく, 節が非常に多いのて用材 としては,C

Z“szzα〃にαより劣 る。 多 くは薪 として利用 される。 両種 ともパルプ材 としては

適している。C m傭 mm ゆαは葉か密に着生し風に強いのて,防風林樹種,境界

樹として大きな関心か寄せられている。

分布・適地

C Z“sz如“にαはメキシコか らホンジュラスに至る北部中央 アメ リカの山地湿

潤閉鎖林原産の樹種で, 海抜 1,000~2,500m に分布する (図 52)。生育に好適

な条件 は海抜高 1,500~1,800m, 湿潤 て年 間平均 してむ らな く 2,000~4,00o

mm の降雨があり,年平均気温が 120C前後てある。霜には耐えられない。種々

の母岩からなる土壌て青つか, 水はけの良い土壌て生育かよい。この樹種は環

境条件に対する適応幅が広く, 主な導入先てある東アフリカ (タンサニア, ケ

ニア, エチオピア, ウカンタ) ては, 海抜高か約 600m 以下 ,年雨量か 90omm

程度あり,乾季か短い地域の土壌の深い肥沃地で,主要な植栽樹種となってい

る。その他にはコスタリカ, コロンヒア等の中南米にも導入 されている。最近
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図5 2 C macrocarpaとC lusi加nica の天然分布 

G クアテマラ H ホンンュラス 

中国にも導入か試みられ，C ルnebris （シタレイトスキ，中国名 柏木）より成 

長か良く，特に亜熱帯地域て良好な成績てあった。 

陽樹てあり,広い裸地ては天然更新か良好てある。 とくに山火事の跡にはよ 

く更新し，原産地の天然林はほとんと山火事跡に成林したものと言われてい 

る。幼時の数年間は火事に弱いか，成木になると，耐火性は増す。 

C macrocarpαの原産地はきわめて限られた狭い地域て， カリフォルニアJSI'I 

Monterey 地域の海岸沿い （クラ ヒア9）とカ リ フォルニア半島沖合の 

Guadalupe 島のみである（図5 2)。侮辺て海風に直接さらされる立地に生育し 

ている。原産地の雨量は450 mm 程度に過きないか，湿度は高い。気温は0C 

から33℃の間て，稀にこく軽度の霜か降りる。原産地の土壌の水はけは良い 

か，化学的組成はまちまちてある。この樹種は庭園樹，境界樹として世界中に 

広かり，気候，土壌等の環境条件に著しく幅広い適応性を示している。熱帯地 

域ては晦抜高500'-'1,800 m ，雨量750 mm 以上，乾季は最長て4 か月という地 

域ての造林か多い。C lusitanにa より明らかに耐乾燥性か勝る。 浸食を受けた 

非常に痩せた土壌ても生育し，-10℃まての低温にも耐えられる。また，強い 

風や日射にも耐性かある。 
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図 5 2 C mαcγocαゆαと C ‘“sztαれzm の天然分布

G クアテマラ H ホ ンンュラス

中国にも導入か試みられ,Cf" 〃gbγzs(シタレイトスキ,中国名 柏木)より成

長か良く, 特に亜熱帯地域て良好な成績てあった。

陽樹てあり, 広い裸地ては天然更新か良好てある。とくに山火事の跡にはよ

く更新し,原産地の天然林はほとんと山火事跡に成林したものと言われてい

る。幼時の数年間は火事に弱いか, 成木になると, 耐火性は増す。

C 粥α"肥αゆαの原産地はきわめて限られた狭い地域て, カリフォルニア州

Monterey 地 域 の海 岸 沿 い (ク ラ ヒア 9) と カ リフ ォル ニ ア半 島 仲 合 の

Guadalupe 島のみである (図 5 2)。海辺て海風に直接さらされる立地に生育し

ている。原産地の雨量は 450mm 程度に過きないか, 湿度は高い。気温は ooC

から 33oCの間て, 稀にこく軽度の霜か降りる。原産地の土壌の水はけは良い

か, 化学的組成はまちまちてある。この樹種は庭園樹, 境界樹として世界中に

広かり, 気候, 土壌等の環境条件に著しく幅広い適応性を示している。熱帯地

域ては海抜高 500~1,800m, 雨星 750mm 以上, 乾季は最長て 4か月という地

域ての造林か多い。C Z""始期cαより明らかに耐乾燥性か勝る。浸食を受けた

非常に痩せた土壌ても生育し,-1ooC まての低温にも耐えられる。また, 強い

風や日射にも耐性かある。
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開花・結実 

球果は楯形に広かった木質の果鱗から成る小球果て中央に突起様のものかあ 

る（図5 1)。各果鱗には 6 --20 個の小さな翼をもった種子かある。イトスキ 

属はシヘレリン散布によって開花する（クラヒア10)。 

種子の取扱い 

種子の取扱いはヒノキ類と同様てよい。球果を直射光にさらすか，熱風乾燥 

機てマッ球果なとと同様に処理し，球果を開かせて種子を集める。C 

lusi加nica の乾燥種子は平均23万粒／kg, C macrocarpαは16万粒／kg てあ 

る。乾燥種子は麻袋なとに詰めて乾冷所に保管すれは，1年間は貯蔵てきる。金 

属容器に密閉し，4℃に保ては10年間は貯蔵てきる。種子の発芽率は通常30% 

以下てあることか多い。比重選をすれは60％位まて上けられる。 

育 苗 

イトスキ属の樹種の育苗法はヒノキ類とほほ同じてあるか， ヒノキより陽樹 

てある。裸根苗の育成の場合には，播種床に600-- 700 粒ノrn2の種子を播種後， 

細土を薄くかける。その上に消毒した砂を約5mm 厚に被覆し，芽生えの萎凋 

病を予防する。種子は2-3 週間て発芽するか，発芽揃いは良くないこともある 

のて，1'-2 日（C macrocarpa はこの倍くらいの期間）低温湿層処理をしてか 

ら播種するとよい。 日当たりのよい乾燥地ては，播種後数週間は日覆いする必 

要かある。クアテマラにおける簡易な播種法を紹介する。成熟した球果を着け 

た枝を播種床の両側に設置した低い横木の上に並へる。球果は乾燥して開き， 

種子か播種床に落ちる。枝葉か乾くにつれて日陰か順次薄くなり，数週間後に 

は全ての枝葉を除去する。その後15 cm X 15 cm 間隔程度に芽生えを間弓は，6 

-12か月て苗高か20-40cm となった時点て山出しする。ニューシーラント 

ては，深さ10--l2cm て根切りをして育てた当年生苗を床替え後，2年生苗て 

山出しする0 苗木の根系は傷に弱いのて，掘取り,植栽はていねいに行う。ポノ 

ト苗とするときには，苗高か5-8cm になったときにポノトに移植する。両樹 

種とも挿木による増殖は可能で，温帯ては開葉前に挿穂を取る春挿しか良い。 

1'--2% IBA タルクの処理てC macrocaゆa の発根率は33％から85％に上 

かった （クラヒアlD。 
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開花・結実

球果は楯形に広かった木質の果鱗から成る小球果て中央に突起様のものかあ

る (図 51)。各果鱗には 6~20 個の小さな翼をもった種子かある。イトスキ

属 はシヘ レリン散布によって開花す る (クラヒア 10)。

種子の取扱い
種子の取扱いはヒノキ煩と同様てよい。球果を直射光にさらすか, 熱風乾燥

機てマッ球果 なとと同様 に処理 し, 球果を開かせて種子を集める。C

Z“sz奴れzm の乾燥種子 は平均 23万粒 /kg, C 伽αcγocαゆαは 16万粒 /kg てあ

る。乾燥種子は麻袋なとに詰めて乾伶所に保管すれは,1 年間は貯蔵てきる。金

属容器に密閉し,4 qCに保ては 10年間は貯蔵てきる。種子の発芽率は通常 30%

以下てあることか多い。比重選をすれは 60% 位まて上げられる。

育 苗
イトスキ属の樹種の育苗法はヒノキ類とほほ同じてあるか, ヒノキより陽樹

てある。裸根苗の育成の場合には,播種床に 600~700 粒 /m2 の種子を播種後,

細土を薄くかける。その上に/肖毒した砂を約 5mm 厚に被覆し, 芽生えの萎凋

病を予防する。種子は 2~3 週間て発芽するか,発芽揃いは良 くないこともある

のて ,1~2 日 (C mαcm 節ゆαはこの倍 くらいの期間 ) 低温湿層処理を してか

ら播種するとよい。日当たりのよい乾燥地ては, 播種後数週間は日覆いする必

要かある。クァテマラにおける簡易な播種法を紹介する。成熟 した球果を着け

た枝を播種床の両側に設置した低い横木の上に並へる。球果は乾燥して開き,

種子か播種床に落ちる。枝葉か乾くにつれて日陰か順次薄くなり,数週間後に

は全ての枝葉を除去する。その後 15cm ×15cm 間隔程度に芽生えを間引き,6

~12 か月て苗高か 20~40cm とな った時点て山出 しす る。ニューシーラン ト

ては, 深さ 10~12cm て根切りをして育てた当年生苗を床替え後,2 年生苗て

山出しする。苗木の根系は傷に弱いのて,掘取り,植栽はていねいに行う。ポノ

ト苗 とするときには, 苗高が 5~8cm になったときにポ ノトに移植する。両樹

種とも挿木による増殖は可能で, 温帯ては開葉前に挿穂を取る春挿しか良い。
i~2% IBA タルクの処理て C mαcγom ゆαの発根率 は 33% か ら 85% に上

か った (クラヒア 11)。
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植 栽 

中央アメリカてはC lusitanにαの直播き造林か時として行われる。種子か豊 

富で安いためと思われる。この場合は雨季に入る直前に全刈り火入れ地拵えを 

する。種子は手播きする。大面積の場合は航空機直播することもてきると思わ 

れる。 

裸根苗の植付けは土壌か良く，気候か十分湿潤てある時には成功する。C 

lusLtanica の場合には，乾燥耐性かC macrocarpa より弱いのて，植栽時期を 

誤らないように庄意する。乾燥気味の季節や立地ては，両種ともポソト苗によ 

る造林かよい。陽樹てある造林木は雑草木との競争に弱いので，下刈りか数年 

間は必要である。枝は密生する上に，自然落枝か少ないのて，植栽間隔は2m 

X2m から3mX3m と密植されることか多い。ヒノキ林同様に，幼時には枝葉 

か密生するために，イトスキ林は林床植生か少なく，土壌の浸食防止効果は少 

ない。 そこて土壌浸食か心配される傾斜地ては，1 列おきにCypress と広葉樹 

を混植する試みも行われている。ニューシーラントては各種の針葉樹，広葉樹 

との混植試験か行われている （グラヒア12)。 

保 育 

C lusitanica の用材林では枝打ちか必要である。中央アメリカては，高さか 

45'-6m になったときに枝打ちを開始し，樹高の1/3 ぐらいまでの枝を打つ。 

その後は3年ことに行い，枝下が8'--10m になるまで繰り返す。東アフリカに 

おける枝打ちの例を表51に示す。タンサニアやケニアては植栽密度，枝打ち， 

間伐等の方まと成長や材の性質の関係か精力的に調べられている。幼齢林の防 

火対策は重要てある。 

中央アメリカにおける直播造林の場合には，最初の間伐は6年生時に行われ 

る。通常の植栽ては， 15 -'20年生時に本数率て25％の第1回目の間伐か行わ 

れ，第2回目の間伐は30年生頃てある。東アフリカてはもっと早くから強度の 

間伐か行われている。平均的な土壌条件のC lusitanwa林ての間伐例は表52 

の通りてある。 

成 長 

C lusitanica の樹高成長は15年生頃まては速く， 12-15m ノ年てある。 C 

macrocaゆa の方かこれよりやや速い。その後は成長は緩やかとなり，40年生 

　　

植 栽
中央アメリカては C‘“sz郷れzm の直播き造林か時として行われる。種子か豊

富で安いためと思われる。この場合は雨季に入る直前に全刈り火入れ地婚えを

する。種子は手播きする。大面積の場合は航空機直播することもてきると思わ

れ る。

裸根苗の植付けは土壌か良く, 気候力r←分湿潤てある時には成功する。C

Z“sばαmm の場合には, 乾燥耐性か C mαcmm ゆαより弱いのて, 植栽時期を

誤らないように荏意する。乾燥気味の季節や立地ては, 両種ともポソト苗によ

る造林かよい。陽樹てある造林木は雑草木との競争に弱いので,下刈りか数年

間は必要である。枝は密生する上に, 自然落枝か少ないのて, 植栽間隔は 2m

×2m から3m ×3m と密植されることか多い。ヒノキ林同様に,幼時には枝葉

か密生するために, イトスキ林は林床植生か少なく, 土壌の浸食防止効果は少

ない。そこて土壌侵食か心配される傾斜地ては,1 列おきに Cypress と広葉樹

を混植する試みも行われている。ニューシーラントては各種の針葉樹, 広葉樹

との混植試験か行われている (グラヒア 12)。

保 育
C Z"szねれzm の用材林では枝打 ちか必要である。中央 アメ リカては, 高さか

45~6m になったときに枝打ちを開姶 し, 樹高の 1/3ぐらいまでの枝を打っ。

その後は 3年ことに行い, 枝下が 8~1om になるまで繰り返す。東アフリカに

おける枝打ちの例を表 51るこ示す。タンサニアやケニアては植栽密度,枝打ち,

間伐等の方法と成長や材の性質の関係が精力的に調べられている。幼齢林の防

火対策は重要てある。

中央アメリカにおける直播造林の場合には,最初の間伐は6年生時に行われ

る。通常の植栽ては, i5~20 年生時に本数率て 25% の第 1回目の間伐か行わ

れ,第 2回目の間伐は 30年生頃てある。東アフリカてはもっと早くから強度の

間伐か行われている。平均的な土壌条件の C Z“stねれにα林ての間伐例は表 5 2

の通 りてある。

成 長
C 卿szねれzcαの樹高成長 は 15年生頃まては速 く,12~15m/ 年てある。 C

mαcm餌ゆαの方かこれよりやや速い。その後は成長は緩やかとなり,40 年生
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表51 東アフリカにおけるC lusitanica の枝打ち 

樹 齢（年） 3 5 7 9 12-'13 

平均樹高（m) 5 7 10 125 17 

枝打ち高（m) 15 35 5 7* 11'-'13 

＊直径11 cm まて 

表52 東アフリカにおけるC lusitanica 林の冨度管理 

樹 齢（年） 0 7 9 11 13 15 18 21 40 

平均樹高（m) - 10 12 7 14 6 14 6 18 2 20 22 28 

本 a /ha 17,000 1,000 750 620 500 370 310 250 伐 

表53 ウカンタ（上段） とコロンヒア（下段） におけるC lusitanica の平均成 

長量(m3/ha) 

地位指数 12 14 16 18 20 22 

5 36 76 118 162 210 262 

樹 10 11 8 162 207 26 1 320 390 

15 13 2 17 9 22 4 28 0 34 5 41 3 

20 12 4 16 6 20 6 25 4 31 2 37 3 

25 112 148 18 1 222 270 32 1 
齢 

コロンヒアにおける20年生の平均成長量 

地位指数 12 15 18 21 

m3/ha 40 66 110 181 

位て樹高は約30m となる。地位中のC lusitanicαの40年伐期の林ては，年間 

8'-'15 m3/ha程度の速い材積成長を示す。東アフリカては35年生て350'-560 

m3/ha とされている。 ケニアては地位中の35年生て760 m3/ha という報告も 

ある。これに間伐量 140-170m3 か加わる。ウカンダにおける平均成長量は表 

5 3の通りて，20年生てはコロンビアの3倍程度の成長量かある。C 

lusitanica よりC macrocarpa の方か初期成長かやや勝り，通常年に25m3/ha 

程度の材積成長を示す。両種とも,アフリカの大部分の国ては40年伐期か採用 

されており， その時の直径は60cm 程度である。 中央アメリカては60 '--70 年 

伐期か多い。 
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表 5 1 東 アフ リカにおける C ‘“s乙畝mm の枝打 ち

樹 齢 (年) 3 5 7 9 12~13

平均樹高 (m) 5 7 10 125 17

枝打 ち高 (m) 15 35 5 7* 11~13

*直径 1lcm まて

表 5 2 東アフリカにおける C 粥sz如れz館 林の密度管理

樹 齢 (年) 0 7 9 11 13 15 18 21 40

平均樹高 (m) 10 12 7 14 6 14 6 18 2 20 22 28

本 数 /ha 17,000 1,000 750 620 500 370 310 250 伐期

表 5 3 ウカンタ (上段) とコロンヒア (下段) における C ‘"sz加〃にαの平均成
長星 (m3/ha)

地位指数 12 14 16 18 20 22

5 3 6 7 6 11 8 16 2 21 026 2

樹 lo l18 I6 2 20 7 26 1 32 0 39 0

15 13 2 17 9 22 4 28 0 34 541 3

齢 2〇 12 4 16 6 2〇 6 25 4 31237 3

25 11 2 14 8 18 1 22 2 27 032 1

コロンヒアにおける 20年生の平均成長量

地位指数 12 15 18 21

m3/ha 4 0 6 6 11 018 1

位て樹高は約 30m となる。地位中の C‘“szzαれにαの 40 年伐期の林ては, 年間

8~15m3/ha 程度の速い材積成長を示す。東 アフ リカては 35年生て 350~560

m3/ha とされている。 ケニアては地位中の 35年生て 760m3/ha という報告 も

ある。これに間伐星 140~170m3 か加わる。ウカンダにおける平均成長量は表

5 3 の通 りて ,20 年 生 て は コ ロ ン ビア の 3倍 程 度 の 成 長 鼠 か あ る。 C

‘"szz""にαより C mαcγocαゆαの方が初期成長かやや勝 り, 通常年 に 25m3/ha

程度の材積成長を示す。両種とも,アフリカの大部分の国ては 40年伐期か採用

されており, その時の直径は 60cm 程度である。 中央アメリカては 60~70 年

伐期か多い。
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育 種 

イトスキ属の多くの種は非常に遺伝的変異に富んている。 C lusitanにαて 

は，分類学上の混乱か起きるほと変異か大きい。例えは2つのメキシコ系，C 

lindleyt と C benthamu は，種として，またはC lusitanicαの亜種として，あ 

るいは変種として扱われるなと，学者によって分類か異なる。産地によってか 

なり樹形や成長速度か違うのて，多くの導入国て産地試験か盛んに行われてい 

る。また，C lusitanicaやC macrocaゆa には幾つもの変種と園芸品種かある。 

さらに，園芸品種の中にはCupressus 属とChamaecyparis 属の交雑種もある。 

病虫害 

Cupressus 属はSeiridium cardinaleとS unicornis による胴枯病に侵され 

やすく，樹脂か浸出し樹皮か変色する。胴枯れ部位から先端部は哀弱し，枝先 

枯れを起す。この部位から2 次的に病菌や害虫が侵入しやすい。C macrocaゆa 

はC lusi彪mcaより罹病しやすい。 東アフリカやコンコてはSeiridium urn-

cornLs による被害か発生している。苗畑ては芽生えに萎凋を起こす病気（真菌 

類）か発生しやすいのて，普通は播種床表層土のI肖毒か必要てある。虫害ては, 

枯れ枝や間伐の際の傷口から心材部に侵入するAmbeodontus tristis と 

Oewida gahaniによる被害かある。防止には適時のていねいな枝打ちか有効て 

ある。イント周辺ではCupressus spp を加害する穿孔性昆虫類としてカミキ 

リムシ科，ソウムシ科，ナカキクイムシ科，キクイムシ科甲虫か知られている。 

アフリカにおいてはカミキリムシ科のOemida gahaniの被害か最も顕著てあ 

る。 

この報告は杉本定夫氏仮訳によるBFT Review によるところか大てある。 
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イトスキ属の多くの種は非常に遺伝的変異に富んている。 C 卿szねれにαて

は, 分類学上の混乱か起きるほと変異か大きい。例えは 2つのメキシコ系,C

"〃dZeyz と C 加川ねαmz巧ま, 種 として , または C ‘“szzαmm の亜種 として , あ

るいは変種として扱われるなと, 学者によって分類か異なる。産地によってか

なり樹形や成長速度か違うのて, 多くの導入国て産地試験か盛んに行われてい

る。また,C Z“sz放れzcqや C 粥αc ocαゆαには幾つ もの変種 と園芸品種かある。

さらに, 園芸品種の中には C“P陀ss服 属 と Cれαmα8cyp飾ろs属の交雑種 もある。
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やすく,樹脂か浸出し樹皮か変色する。胴枯れ部位から先端部は衰弱し, 枝先

枯れを起す。この部位から 2次的に病菌や害虫が侵入 しやすい。C 粥αcm餌ゆα

は C z“sz如 mm よ り雁 病 しや す い。 東 ア フ リカや コ ンゴて は Sのれα粥 m “72z‐

coγms による被害か発生している。苗畑ては芽生えに萎凋を起こす病気 (真菌

類)か発生 しやすいのて,普通は播種床表層土の/肖毒か必要てある。虫害ては,

枯れ枝や間伐の際の傷口か ら心材部 に侵入する A粥毎odoれz関 前郡裕 と

0ewzdαgαたαm による被害かある。防止には適時のていねいな枝打ちか有効て
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この報告は杉本定夫氏仮訳による BFT Revlew によるところか大てある。
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6． ナンョウスギ属（Araucaria) 

学名 Araucaria spp 

ナンョウスギ科 

斉藤 昌宏 

ナンョウスキ属u raucaria）は南半球に約15 種か分布し，そのうちパラナ 

マツいangustifolw) およひチリマッu araucana）の2種か南アメリカに， 

残りはオーストラリア東部，ニューキニア島，ニューカレトニア島およひ南太 

平洋メラネシアの島嶼に分布する。一般に雌雄異株で，常緑の葉は一本の葉脈 

を持つ針葉状かまたは多数の平行脈を持つ偏平葉て，枝に密生する。幹は通直 

て大高木となり，材は軽軟たか加工か容易なため，軽建築材，家具，合板,パ 

ルプなとに利用され，熱帯・亜熱帯の山地およひ丘陵地て造林される。端整な 

樹形か好まれるため公園なとにしはしは植栽され， 世界の3大公園樹のーつに 

数えられる。形態的な類似からナンョウスキと呼ばれているか，生態的特性は 

マツあるいはモミに似る。 

ナンョウスキ属各種の分布と用途なとを表61に示した0 ナンョウスキ属は 

形態的特徴によってColymbea, IntermediaおよひEutacta の 3 節に分類さ 

れる。Colymbea 節にまとめられるチリマツ，パラナマツおよひヒロハナンョ 

ウスキ “bidwillu) の 3 種は平らて幅広い針葉と大きな球果を持ち，種子は 

大きく,翼は無いか小さな翼かある。発芽時には2個の子葉か発生するか地上 

には現れない。この節に含まれているヒロハナンョウスキは前2者とは分布か 

異なるためBunya 節として区分されることもある。ナンョウスキ u 

mnninghamiz)， ノーフォークマッ u excelsa またはA heたγ0p如ha）なと 

ニューキニア島，ニューカレドニア島を分布域とする多くの種を含むEutacta 

節の種群ては，針葉は鋭尖頭て湾曲し，球果はやや小さく，種子は両側に広い 

翼を備える。子葉は2--4 個て発芽時には地上に出るなと異なった特徴を持つ。 

Intermedia 節は両節の特徴を合わせ持ち，幼樹の葉は鋭尖頭たか，成熟木ては 

平たく広い。子葉は2-4 個て発芽時に地上部に出る。 クリンキーパイン u 

huns彪'nilまたはA kh,nku）かこの節に区分される。 

6. ナ ン ヨウスギ属 (Araucaria)

学 名 Am “餌γZQ SPP

ナンョウスギ科

斉藤 昌宏

ナンョウスキ属 (Am “鯛 "α) は南半球に約 15種か分布 し, その うちバ ラナ

マッ (A Qねg関れ允 Zm) およひチ リマッ (A αm"mm) の 2種か南アメ リカに,

残 りはオース トラリア東部 , ニューキニア島 , ニューカレ トニア島およひ南太

平洋メラネシアの島峡に分布する。一般に雌雄異株で,常緑の葉は一本の葉脈

を持つ針葉状かまたは多数の平行脈を持つ偏平葉て,枝に密生する。幹は通直

て大高木となり, 材は軽軟たか加工か容易なため, 軽建築材, 家具, 合板, パ

ルプなとに利用され, 熱帯・亜熱帯の山地およひ丘陵地て造林される。端整な

樹形か好まれるため公園なとにしはしは植栽され, 世界の 3大公園樹の一つに

教えられる。形態的な類似からナンョウスキと呼ばれているか, 生態的特性は

マッあるいはモ ミに似 る。

ナンョウスキ届各種の分布と用途なとを表 61 に示した。 ナンョウスキ属は

形態的特徴 によって Colymbea,lntermed ・a およひ Eutacta の 3節 に分類 さ

れる。 Colymbea 節にまとめ られるチ リマツ, パ ラナマツおよひヒロハナンヨ

ウスキ (A 初dwz““) の 3種は平らて幅広い針葉と大きな球果を持ち, 種子は

大きく,翼は無いか小さな翼かある。発芽時には2個の子葉か発生するか地上

には現れない。この節に含まれているヒロハナンョウスキは前 2者とは分布か

異 なるため Bunya 節 として区分 されることもある。ナ ンョウスキ (A

cα72mれg九α粥 zz), ノー フ ォー クマ ツ (A e緒 ezsαま た は A れezg〆oP毎 夏α) な ど

ニューキニア島, ニューカレトニア島を分布域 とす る多 くの種 を含む Eutacta

節の種群ては, 針葉は鋭尖頭て湾曲し, 球果はやや小さく, 種子は両側に広い

翼を備える。子葉は 2~4 個て発芽時には地上に出るなと異なった特徴を持つ。

lntermedia 節は両節の特徴を合わせ持ち,幼樹の葉は鋭尖頭たか,成熟木ては

平たく広い。子葉は 2~4 個て発芽時に地上部に出る。 クリンキーパイン (A

た"榔 Zezmz または A 賜 zれたz乙) か この節 に区分 される。
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表61 ナンョウスキ属の分類と分布 

和 名（英 名） 学 名 天 然 分 布 用 途 な と 

Colymbea節 

ノぐラナマツ 

(Parana Pine) 

チリマソ 

(Chile Pine, 

Monkey Puzzle) 

ヒロハノナンョウスギ 

(Bunya Pine, 

Bunya-bunya) 

Intermedia節 

ク リ ンキーノぐイン 

(Klinki Pine) 

Eutacta fi 

A angustげolia 

A araucana 

A bldlIJlllU 

A hunstelnu 

フランル南部，パラ 

クアイ， アルセンチ 

ン北部 

チリおよひアルセン 

チン南部 

オーストラリア北東 

部の沿岸地方 

ニューギニア 

A baルnsae 

A beccaru 

A bernieri ニューカレトニア 

A biramula加 ニューカレトニア 

A columnalis 

ハイン島 

ナンョウスギ A cunnznghamzz オーストラリア北東部 

(Hoop Pine ) およひニューギニア 

ノーフォークマソ A excelsa ノーフォーク島固有種 

(Norfolk Island Pine) A humbo瓦tensis ニューカレトニア 

(Mueller Araucaria) A muelleri ニューカレトニア 

A ruルl ニューカレトニア 

種子食用。建築，家 

具材，パルプ，合板 

材なと 

種子食用。庭園樹。 

船舶，建築材 

造林はほとんと行わ 

れていない 

種子食用。材は堅く 

家具，床材，用材な 

と。 

装飾材，パルプ材 

樹高18 m 前後，鑑賞 

用，用材，パルプ材 

鑑賞用。用材，床材 

なと 

鑑賞用。用材にも利 

用 

鑑賞用 

パラナマツ A . angus瓦folia (BertJ 0 . Ktze. 

英名はParana Pine, Brazilian Pine, フラシルてはPinheiro-Do-Paranh, 

ノぐラクアイてはKuri'y, 

にはA brastliana かある。 

樹高25'--35m， 径50'--420cm となる大径木て， 時に樹高50m， 胸高直径 

250 cm に達する。雌雄異株。樹幹は円筒形て直立し，枝のない部分は20m か 

それ以上になる。成熟木の樹皮は赤褐色て，厚さ約7cm になり，樹皮は薄片と 

アルセンチンではPino Parana と呼はれる。シノニム 

表 61 ナンョウスキ属の分類と分布

和 名 (英 名) 学 名 天 然 分 布 用 途 な と

Colymbea 節

ノぐラナ マ ツ

(Parana p・ne)

チ リマン

(Ch・le P1ne,

Monkey Puzzle)

ヒロハノナ ンヨウスギ

(Bunya p・ne,

Bunya-bunya)

lntermedla 節

ク リ ンキ ーノぐイ ン

(K1・nkI PIne)

Eutacta 節

ナ ン ヨ ウ ス ギや

(Hoop P・ne)

ノ ー フ ォ ー ク マ ン

(Norfolk lsland P・ne)

(Mueller ArauCar1a)

フランル南部 , パ ラ

ク ア イ , ア ル セ ンチ

ン北部

チ リおよひアルセ ン

チン南部

オース トラリア北東

部の沿岸地方

一ューギやニア

一ユーカ レ ドニア

ニューギヤニア

ニューカ レトニア

ニューカ レトニア

ニ ュ ー カ レ トニ ア ,

ハイン島

オーストラリア北東部

およひニューギニア

種子食用。建築, 家

具材, パルプ, 合板

材なと

種子食用。庭園樹。

船舶, 建築材

造林はほとんと行わ
れていない

種子食用。材は堅く
家具, 床材, 用材な

と。

装飾材, パルプ材

t縮禦ぎ~警棒賞

鑑賞用。用材, 床材

なと

;3 揮 デ 糟賞用。用材にも利
一ューカ レ トニア

ニューカ レトニア

ニューカ レトニア 鑑賞用

バ ラ ナ マ ツ A. α“9“stifo 錦α (Bert.) ○.Ktze ‐

英 名 は Parana p・ne,Brazll ・an pme, フ ラ シ ル て は Pmhe ・ro-Do-Parana,

バ ラ クア イて は Kurfy, ア ル セ ンチ ンで は P1noParana と呼 は れ る。シ ノニ ム

に は A b αsz‘賜れαか あ る。

樹高 25~35m, 径 50~120cm となる大径木て , 時に樹高 50m, 胸高直径

250cm に達する。雌雄異株。樹幹は円筒形て直立 し, 枝のない部分は 20m か

それ以上になる。成熟木の樹皮は赤褐色て,厚さ約 7cm になり,樹皮は薄片と



なって剥かれる。樹皮の内側は樹脂を含み，バラ色を帯ひた白色。樹冠は傘状 

となり，全体の外形はワインクラス状になる。枝は4'-'8 輪生し，水平に広かり 

非常に特徴的てある。小枝は長く下垂する。針葉は線状あるいは披針形，革質 

て長さは3'-6cm，幅は06'- 1cm てある。 

材は緻密て構造材として賞揚され，高級家具材，合板なと多様な用途に利用 

される。材中のセルロース含量は583%， リクニン含量は28 5％て,繊維か長 

く製紙用パルプ原料として推奨される。天然木か減少しているため，南米南部 

を中心に約50年前から造林されている。種子は蛋白質含有量か高く食用とさ 

れ，家畜（特にフタ）の餌にもされる。また，天然木の種子は多くの森林棲息 

動物の餌になっているため，天然分布か見られた地域ては動物相の保全を目的 

とした環境造林樹種のーつとされる。樹冠は美しく，成長に伴い変化か大きい 

ため鑑賞用にも植栽される。 

分布と生育適地 

フラシル南部，パラクアイおよひアルセンチン北部 （特にミシオネス州） に 

生育し，分布範囲は18。 S から300 S に及ぶ。商業的な造林か行われている地域 

は多少狭まり，220 S から28。 S に納まっている。 フラジルての生育地はパラナ 

州，サンタカタリーナ州， リオクランテトスル州か中心て， これらの地域ては 

森林景観を構成する優占種となっている。一方，サンパウロ州の一部およひリ 

オテシャネイロ州， ミナスシェライス州の南部にも分布域が散在し，生育地域 

の総面積は20万km2に及ぶ。分布範囲の北部ては海抜高か高くなる傾向か見 

られる。 

陽樹て先駆樹種的性質を持っため天然更新は多少とも攪乱を受けた場所で行 

われ，土壌の浅いところや原野なとに若木か群生する。壮～老齢木は降雨林， 

戻谷林，山地林なとに5-25個体／ha 程度か混生する。フラシル南部の原産地 

は南回帰線を挟んて東西に細長く分布するが，パラナマツは海抜高500 - 1,800 

m の山地に出現し，年雨量も1,250'-2,500 mm の範囲て，乾季は短いかそれほ 

と厳しくない地域てある。年平均気温は11 5'-21C，最寒月の気温は9-' 17C, 

最暖月の気温は18 '-' 25C,年間の降霜日数は3-,57日前後の地域に生育する。 

-10℃程度の寒さには耐えられるか，乾燥に対する抵抗性は小さい。 

肥沃て排水の良い土壌を好み，養分の乏しい浅い土壌に植栽すると極端に成 

長か落ち，乾燥にも耐えられない。植栽後6'-8年で直根か礫層あるいは岩盤に 

　　

なって剥かれる。樹皮の内側は樹脂を含み, バラ色を帯ひた白色。樹冠は傘状

となり,全体の外形はワインクラス状になる。枝は 4~8 輪生し,水平に広かり

非常に特徴的てある。小枝は長く下垂する。針葉は線状あるいは披針形,革質

て長 さ は 3~6cm, 幅 は 06~lcm て あ る。

材は級蜜て構造材として賞揚され,高級家具材, 合板なと多様な用途に利用

される。材中のセルロース含星 は 583%, リクニ ン含量 は 285% て , 繊維か長

く製紙用パルプ原料として推奨される。天然木か減少 しているため, 南米南部

を中心に約 50年前から造林されている。種子は蛋白質含有量か高く食用とさ

れ, 家畜 (特にフタ) の餌にもされる。また, 天然木の種子は多くの森林棲息

動物の餌になっているため,天然分布か見られた地域ては動物相の保全を目的

とした環境造林樹種の一つとされる。樹冠は美しく, 成長に伴い変化か大きい

ため鑑賞用にも植栽される。

分布と生育適地
フラシル南部 , バ ラクァイおよひアルセ ンチン北部 (特 に ミシオネス州 ) に

生育し,分布範囲は 180Sから 30oS に及ぶ。商業的な造林か行われている地域

は多少狭まり,22oS か ら 28oS に納まっている。 フラジルての生育地 はパ ラナ

州 , サ ンタカタ リーナ州 , リオクランテ トスル州が中心て, これ らの地域ては

森林景観を構成する優占種となっている。一方, サンパウロ州の一部およひリ

オテシャネイロ州, ミナスシェライス州の南部にも分布域が散在 し, 生育地域

の総面積は 20万 km2 に及ぶ。 分布範囲の北部ては海抜高か高くなる傾向か見

られる。

陽樹て先駆樹種的性質を持つため天然更新は多少とも擾乱を受けた場所で行

われ, 土壌の浅いところや原野なとに若木が群生する。壮~ 老齢木は降雨林,

渓谷林, 山地林なとに 5~25 個体/ha 程度か混生する。フラシル南部の原産地

は南回帰線を挟んて東西に細長く分布するが, バラナマッは海抜高 500~1,800

m の山地 に出現 し, 年雨量 も 1,250~2,500mm の範囲て , 乾季 は短 いかそれほ

と厳しくない地域てある。年平均気温は 115~21 ℃,最寒月の気温は 9~17oC,

最暖月の気温は 18~2 ずC, 年間の降霜日数は 3~57 日前後の地域に生育する。

-10OC 程度の寒さには耐えられるか, 乾燥に対する抵抗性は小さい。

肥沃て排水の良い土壌を好み,養分の乏しい浅い土壌に植栽すると極端に成

長が落ち,乾燥にも耐えられない。植栽後 6~8 年で直根か磯層あるいは岩盤に
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達すると枯死する例もある。もともとパラナマツか生育していた場所に植栽し 

た場合ても,土壌条件によって年成長量は26 m3/haからlm3/haと極端に異 

なる。 

原産国てあるフラシル， アルセンチン，パラクアイのほかチリても造林され 

ている。オーストラリアのクインスランドに導入された例ては，初期成長はナ 

ンョウスキを上回るか最終的には同程度の成長を示すこと，耐乾性はより高い 

ことか確認されている。ケニアのイーストリフトソーン（年降雨量1,270 mm ) 

およひローテシアのムタオ，南アフリカのエソタへニなとにも造林されてい 

る。 

開花・結実 

フラシル南部における花期は8~10月，雄花は円筒形尾状て長さ10~ 22 

cm，径2'-'-5cm,雌花は球花状てある。受粉から球果の成熟まてに通常は20 -

22 か月間かかる。 フラジルにおいては成熟種子を採取する期間は3-9月であ 

り，4,-7月頃を適期とする。分布域か広いため，種子採取の適期は原産地にお 

いても1-2 か月の差かある。パラクアイては 4-7月に種子か成熟する。ア 

ルセンチンては3月中旬から種子の成熟期に入り，種子採取の適期は4月から 

5月とされる。ケニアては4月に種子か成熟を終え，5-8月に散布されること 

か観察されている。熟した球果は直径10'-25 cm，重さ47kg になり， 100-

150 の種子を持つ（表62 参照）。種子は黄色，後に暗褐色となり卵状長楕円形 

て，長さは5cm 前後てある。実生苗を植栽した場合，孤立木てあれは10-15 

年て， 植林てあれば20年目頃から種子を採取することかてきる。同一林分て 

あっても着花状況は個体によって大きく異なり，26年生の林分で54 7％の個 

体か着花を確認された報告もある。着果状況は年変動，地域変動か大きいか， 

表62 ナンョウスギ属主要種の原産地における開花・結実期およひ種子特性 

種 名 花 期 果 期 粒ノkg 発芽率（%) 

パラナマソ 8-10 月 4-7月 70-220 50-80 

チリマ、ノ 8- 9 月 2-3 月 200-325 50-85 

ヒロハノナンョウスギ 9-10月 9月下-11月上 70 30-70 

ナンョウスキ 11- 1月 9 月下一10 月上 1,900-4,000 30-85 

クリンキーノぐイン 10- 1 月 9下－10月 400-600 

ノーフォークマツ 9月 4月 500-2,000 30-70 
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達すると枯死する例もある。もともとバラナマッか生育していた場所に植栽 し

た場合て も, 土壌条件 によって年成長量 は 26m3/ha か ら lm3/ha と極端に異

な る。

原産国てあるフラシル, アルセ ンチ ン, バ ラクアイのほかチ リて も造林 され

ている。 オース トラ リアのクイ ンスラン ドに導入 された例ては, 初期成長 はナ

ンョウスキを上回るか最終的には同程度の成長を示すこと, 耐乾性はより高い

ことか確認 されている。ケニアのイース トリフ トソーン (年降雨量 1,270mm)

およひローテシアのム タオ, 南 アフ リカのエ ンタヘニなとに も造林 されてい

る 。

開花・結実

フラシル南部における花期は 8~10 月, 雄花は円筒形尾状て長さ 10~22

cm, 径 2~5cm, 雌花 は球花状てある。受粉か ら球果の成熟まてに通常 は 20~

22か月間かかる。 フラジルにおいては成熟種子を採取する期間は 3~9 月であ

り,4~7 月項を適期とする。分布域か広いため, 種子採取の適期は原産地にお

いて も 1~2 か月の差かある。 バ ラクァイては 4~7 月に種子か成熟する。 ア

ルセンチンては 3月中旬から種子の成熟期に入り, 種子採取の適期は 4月から

5月とされる。ケニアては 4月に種子か成熟を終え,5~8 月に散布されること

が観察 されている。 熟 した球果 は直径 10~25cm, 重 さ 47kg にな り,100~

150の種子を持つ (表 6 2参照)。種子は黄色,後に暗褐色となり卵状長楕円形

て, 長さは 5cm 前後てある。実生苗を植栽した場合, 孤立木てあれは 10~15

年て, 植林てあれば 20年目頃から種子を採取することかてきる。 同一林分て

あっても着花状況は個体によって大きく異なり,26 年生の林分で 547% の個

体か着花を確認された報告もある。着果状況は年変動,地域変動か大きいか,

表 6 2 ナンョウスギ属主要種の原産地における開花・結実期およひ種子特性

種 名 花 期 果 期 粒/kg 発芽率 (%)

バ ラナ マ ソ 8-10 月 4-7 月 70-220 50-80

チ リマ・ノ 8- 9 月 2-3 月 200-325 50-85

ヒロハノナ ンョウスギ 9-10 月 9月下」11月上 70 30‐70

ナ ンョウスキ 11-1 月 9月下‐10月上 1,900-4,000 30-85

クリンキーパ イン 10-1 月 9下 -10 月 400-600

ノ ー フ ォー クマ ツ 9 月 4 月 500-2,000 30-70
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天然林の場合は毎年ある程度の量の種子か生産されるといわれる。 

種子は重力散布されるか，重いためほとんと母樹の近くに落ちる。落下した 

種子の一部は囓歯類や鳥類によって散布される。フラシル南部，特にパラナ州 

ては基本的に貯食性のあるアオサンシャク （Cyanocorax ccieruleus, カケスに 

近縁の鳥）やルリサンシャク（C chrisops）によって散布される。ネスミ類， 

パカ類，アクーチ類，アメリカヤマアラシ類， リス類なとの貯食性を持つ囓歯 

類も重要な散布者となっている。種子は食用となり，そのための造林も行われ， 

収穫された種子は市販される。 

種子の取扱い 

採集はチリマツと同様に落下種子を集める場合と樹上の球果を採取する場合 

かある。種子は重く，翼は極めて短いため成熟種子はほとんと樹冠直下に落ち 

るので採集は容易とされる。但し，種子か長く地面に在ると囓歯類や昆虫の加 

害を受けるため新鮮な種子を集める。樹に登り採集した球果は乾燥すると種子 

か自然に分離する。このとき，球果の両端にある小さな種子は除去した方かよ 

い。シイナを除くため，フラシルては殺菌を兼ねてクラノサン溶液（水1001に 

150g の割合）を用いて水選する。また，より良い苗木を作るには長さ6cm以 

上の種子を選択することか勧められている。 

球果か大きく採集は容易てあるか，樹冠か高いため，長期に種子を採取する 

のてあれは採種園を造成するほうか良い。また，パラナマツにはelegans, 

sancti josephi, angustifolia, calova, indehiscens, nigra, striata, semi 

alba, albaなとの遺伝的に異なるいくつかの系統や地理的変異およひェコタイ 

プか知られており，形態，特性なとか異なる。フラシルでは育苗に際して植栽 

予定地と生態的に同一な地域から採取された種子を用いている。 これらのこと 

からも長期間の造林を意図するのてあれは採種園の造成か勧められる。 

常温・乾燥状態ても短期間の保存は可能たか，長期の保存には5'-'l0℃の低 

温て貯蔵する。80％以上の湿度を保った状態て低温保存した場合,60 日，90日 

およひ120 日後の発芽率はそれそれ平均75%, 45％およひ45％を示した（図 

6 1)。プラスチソク容器に密閉して低温下で保存した実験ては，当初の種子含 

水率か48％て発芽率は88%, 16 か月後の種子含水率は50％て発芽率は56% 

を示した。 

　　

天然林の場合は毎年ある程度の量の種子か生産されるといわれる。

種子は重力散布されるか, 重いためほとんど母樹の近くに落ちる。落下した

種子の一部は噛歯類や鳥類によって散布される。フラシル南部, 特にパラナ州

ては基本的に貯食性のあるアオサ ンシャク (Cyα節 comxm 留錫e"s, カケスに

近縁の島) やル リサ ンシャク (C cたれsops) によって散布 される。 ネス ミ類 ,

パカ類 , アクーチ類 , アメ リカヤマアラシ類 , リス類などの貯食性を持つ暇歯

頚も重要な散布者となっている。種子は食用となり,そのための造林も行われ,

収穫された種子は市販される。

種子の取扱い

採集はチリマッと同様に落下種子を集める場合と樹上の球果を採取する場合

かある。種子は重く, 翼は極めて短いため成熟種子はほとんと樹冠直下に落ち

るので採集は容易とされる。但し,種子か長く地面に在ると噛歯類や昆虫の加

害を受けるため新鮮な種子を集める。樹に登り採集した球果は乾燥すると種子

か自然に分離する。このとき, 球果の両端にある小さな種子は除去した方かよ

い。シイナを除くため, フラシルては殺菌を兼ねてクラノサン熔液 (水 100日こ

150g の割合) を用いて水選する。また, より良い苗木を作るには長さ 6cm 以

上の種子を選択することか勧められている。

球果か大きく採集は容易てあるか,樹冠か高いため,長期に種子を採取する

のてあれは採種園を造成す るほ うか良 い。 また, バ ラナマッには elegans,

sanct ・josephl, angust ・folla, ca・ova, lndehlscens, nlgra, strlata, senll

alba,alba なとの逼伝的に異なるいくつかの系統や地理的変異およひエゴタイ

プか知られており, 形態, 特性なとか異なる。フラシルでは育苗に際して植栽

予定地と生態的に同一な地域から採取された種子を用いている。これらのこと

からも長期間の造林を意図するのてあれは採種園の造成か勧められる。

常温 ・乾燥状態ても短期間の保存は可能たか, 長期の保存には 5~1ooC の低

温て貯蔵する。80% 以上の湿度を保った状態て低温保存した場合,60 日,90 日

およひ 120日後の発芽率はそれそれ平均 75%,45% およひ 45% を示した (図

61)。プラスチソク容器に密閉して低温下で保存 した実験ては, 当初の種子含

水率か 48% て発芽率は 88%,16 か月後の種子含水率は 50% て発芽率は 56%

を示 した。
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図61 ナンョウスギ属2 種の種子保存状態と発芽率の変化 

育 苗 

原産地周辺における播種期はたいたい4月から9月まてだか，発芽率か低下 

しないうちに播種するために，一般には5月に行われる。播種前に発芽促進を 

行う必要はないか，常温の流水に24-48時間浸し吸水させると発芽か早まり， 

発芽勢も揃う。採取直後の種子を播けは発芽率は80'-'90％に達する。発芽期間 

は20'--30 日前後，吸水処理を行わない場合は60'--100 日と長くなる。苗床に直 

播しポソトに移植する方法とポソトに直接播種する方法か行われる。 

ポyト育苗に使用する容器は一般にポリ袋て， 小さくとも径7cm， 高さ20 

cm のもの，あるいは容積て300'-'500 mlのものを用いる。運搬か容易てあり， 

培土も少なくてすむため，容積50-100 mlのプラスチノク・チューフて育苗 

する方法も行われる。発芽率か高い場合は各ポノトに1粒，発芽率か低下して 

いると予想される場合は2粒を播種する。播種後20 '-'-' 120 日て発芽か完了す 

る。 アルセンチンてはポノト苗，裸苗ともに用いられるか，一般にポノト苗の 

ほうか耐性か高く，その後の成長も良いとされる。 パラナマツは直根かよく発 

達し，その途中には側根かほとんと無く，苗の運搬あるいは植栽時に主根を損 

傷すると盾着率や成長に悪影響を与えることか原因てあろう。言うまてもな 

く,苗畑において根の貧弱な苗を作らないこと，苗木の損傷を避けること，植 
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図 61 ナンョウスギ届 2種の種子保存状態と発芽率の変化

育 苗
原産地周辺における播種期はたいたい 4月から 9月まてだか, 発芽率か低下

しないうちに播種するために, 一般には 5月に行われる。播種前に発芽促進を

行う必要はないか, 常温の流水に 24~48 時間浸 し吸水させると発芽か早まり,

発芽勢も揃う。採取直後の種子を播けは発芽率は80~90% に達する。発芽期間

は 20~30 日前後,吸水処理を行わない場合は 60~100 日と長くなる。苗床に直

播 しポソトに移植する方法とポソトに直接播種する方法か行われる。

ポソト育苗に使用する容器は一般にポリ袋て, 小さくとも径 7cm, 高さ 20

cm のもの, あるいは容積て 300~500mz のものを用いる。運搬か容易てあり,

培土 も少 な くてすむため, 容積 50~loom ‘のプラスチ ノク ・チューフて育苗

する方法も行われる。発芽率が高い場合は各ポノトに 1粒, 発芽率か低下して

いると予想される場合は 2粒を播種する。播種後 20~120 日て発芽か完了す

る。 アルセ ンチ ンてはポ ノト苗 , 裸苗 ともに用いられるか , 一般 にポ ノト苗の

ほうか耐性か高く, その後の成長も良いとされる。バラナマッは直根かよく発

達し, その途中には側根かほとんど無く, 苗の運搬あるいは植栽時に主根を損

傷すると活着率や成長に悪影響を与えることか原因てあろう。言うまてもな

く, 苗畑において根の貧弱な苗を作らないこと, 苗木の損傷を避けること, 植
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栽にあたっては優良な苗を用いることか重要てある。多くの本ては育苗する際 

に移植を勧めていないか，実際には多くの苗畑て行われており，移植の際の損 

失はほとんと無いといわれる。ポノトへの移植は苗高か15cm になった頃か最 

も適期てある。裸根の大苗を育成する場合には根切りを行うと良い（Ntima 

1968)。フラシルての一例ては，2月中旬に15'-J8cm の深さて根切りを行い， 

7月初めに苗を掘り取る。根切りを行った後しはらくは灌水をート分に行う。 

各育苗方法に共通の注意としては，1）日中は被陰を行う。但し，冬期は行わ 

ない，2）アリの加害に注意する，3）乾燥期には適宜灌水を行う。一般に灌水 

は午前中に行い，午後は行わない，なとか挙けられる。 パラナマツの成熟木は 

耐寒性を持っているか，苗畑における発生直後の苗ては一5℃以下の気温にな 

ると被害を受けた例か報告されているため，低温には庄意か必要てある。 

接木や挿木により育苗を行う方法も開発されている。側枝を用いると異常な 

成長を示すことがあるため，直立する枝を用いる。たとえ成長期てあっても15 

~2 年生のパラナマッ苗ては側枝， 直立枝ともにあるため，後者を接穂にし鞍 

接法を用いれはほぼ50％に近い盾着率か得られる。芯か立ちやすいように，挿 

木においても直立性の枝の先端部を使用する。このような挿木ては25％か盾 

着している。 

育苗期間は最低ても4 か月，平均的には6か月か必要て，苗高15'-20 cm て 

山出しするのか一般的てある。パラナマツの根系はAcauloゆora, Gigaゆora, 

Glomus およひScu加liospora 属に分類される菌類と共生してVA菌根を形成 

することか知られている。これらの菌根菌を接種した苗木は品質の向上か期待 

されるか，現在のところ接種方法およひ成長比較なとについての情報はない。 

直播きと植栽 

造林地に種子を直播する方法と苗木を植栽する方法かある。前者は古くから 

行われている方法てあり，現在は苗木を植栽する方法か普及している。 

直播を行う場合，基本的な播種密度は 2mX04m (12,500 粒ノha), 25m )< 

03m (13,200 粒ノha), 3mX06m (5,511粒ノha), 2mX05m あるいはlmX1 

m (10,000 粒ノha）か用いられる。アルセンチンては，一般に10,000 粒ノha の播 

種密度か用いられ，播種量は約60kg/ha となる。4,-.--5 月に火入れ地拵えなと 

を行い，5~6 月に播種する。実施に当たっては2-3m 間隔に線を引き，30-' 

60cm 毎にドリルて径10 cm 程度の孔を開け,種子は深さ3-'6cm に埋める。 

　　

栽にあたっては優良な苗を用いることか重要てある。多くの本ては育苗する際

に移植を勧めていないか, 実際には多くの苗畑て行われており, 移植の際の損

失はほとんと無いといわれる。ポノトヘの移植は苗高が 15cm になった頃か最

も適期てある。裸根の大苗を育成する場合には根切りを行うと良い (Ntlma

l968)。フラシルての一例ては,2 月中旬に 15~18cm の深 さて根切 りを行 い,

7月初めに苗を掘り取る。根切りを行った後しはらくは准水を十分に行う。

各育苗方法に共通の注意としては,1) 日中は被陰を行う。但し,冬期は行わ

ない,2) アリの加害に注意する,3) 乾燥期には適宜潅水を行う。一般に潅水

は午前中に行い, 午後は行わない, なとか挙げられる。バラナマッの成熟木は

耐寒性を持っているか, 苗畑における発生直後の苗ては-5oC 以下の気温にな

ると被害を受けた例か報告されているため, 低温には庄意か必要てある。

接木や挿木により育苗を行う方法も開発されている。側枝を用いると異常な

成長を示すことがあるため,直立する枝を用いる。たとえ成長期てあっても 15

~2 年生のバラナマッ苗ては側枝, 直立枝ともにあるため, 後者を接穂にし鞍

接法を用いれはほぼ 50% に近い活着率か得られる。芯か立ちやすいように,挿

木においても直立性の枝の先端部を使用する。このような挿木ては 25% か活

着 している。

育苗期間は最低ても 4か月, 平均的には 6か月か必要て, 苗高 15~20cm て

山出 しす るのか一般的てある。バ ラナマッの根系 は Acα郷ospom,Gzg αspom,

Czom"s およひ S似顔‘ospom 届に分類される菌類と共生 して VA 菌根を形成

することか知られている。これらの菌根菌を接種した苗木は品質の向上か期待

されるか, 現在のところ接種方法およひ成長比較なとについての情報はない。

直播きと植栽

造林地に種子を直播する方法と苗木を植栽する方法かある。前者は古くから

行われている方法てあり, 現在は苗木を植栽する方佑か普及している。

直播を行う場合,基本的な播種密度は 2m ×04m(12,500 粒/ha),25m ×

03m(13,200 粒 /ha),3m ×06m(5,511 粒 /ha),2m ×05m あるいは lm ×l

m(10,000 粒 /ha) か用いられる。アルセ ンチ ンては,一般に 10,000粒 /ha の播

種密度か用いられ, 播種星は約 60kg/ha となる。 4~5 月に火入れ地持えなと

を行い,5~6 月に播種する。実施 に当たっては 2~3m 間隔に線を引 き,30~

60cm 毎に ドリルて径 1ocm 程度 の孔を開け, 種子 は深 さ 3~6cm に埋 める。
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覆土か浅いと種子か鳥や哺乳類によって被害を受けることが多い。また，発芽 

期間中の種子およひ発芽個体はアカハネシキタチョウ(Rhynchotus rufescens 

)，コメネスミ（Oryzomys utiari犯nsls）なとの加害を受ける。このため，林地 

てはパラナマツの実生か生存する率は非常に小さい。 

3年後にはha当たり2,000 -'3,000 本の実生か成立する。実生の密度か低い 

ところは植込みを，過密なところは整理伐を行い，密度を調節する。3年目まて 

の伸長成長は約40cm／年てあるか，以後20年まては120 cm／年の成長を示す。 

以後はもっぱら肥大成長し，30-40年て伐期となる。たたし，年平均成長量は 

3--28mソha と幅か大きい。6年目に間伐を行い， 以後の施業は植栽による造 

林と同様に行う。 

植栽による造林の場合，フラシル南部では雨季に入りたての12 月に，より北 

の熱帯地域ては6月末から7月初めに行う。植栽の前に地拵えを行うか，大面 

積造林の場合は深耕を行うとその後の成長か期待てきる。15mX2m (3,333 

本／ha), 2mX25m (2,000 本ノha）の植栽密度か一般的に用いられ, 6'- 12年後 

に間伐を行い600'-800 本ノha に減少させる。アルセンチンてはパルプ用，製材 

用植林とも4mX4m (625 本／ha), 4mX5m (500 本lha), 3mX4m (833 本ノ 

ha）の植栽間隔か用いられる。 

育林施業と成長 

パラナマツは光環境に対する幅広い適応を示すため，帯状伐採地に植栽され 

た場合ても幼木は被陰に耐える。しかし，植栽木か大きくなり，側面の保残木 

か枝を広けて被陰か強くなると，耐えられすに枯死する。パラナマツは基本的 

には陽樹てあり，特に成木の段階ては光に対する要求か強い。このため，基本 

的に肥沃な土壌と十分な陽光か得られるところに植林する。下刈りは2 -3年 

間行う。一般的に，最初の年は3-S 回，2年目は2-4 回, 3年目は2'-3回実 

施する。除伐は3年目か4年目に1 '-2回行う。育苗初期の1年生苗は霜に弱い 

か，2'--3年生の幼木となれは，新梢なとの部位てあっても霜の被害を受けるこ 

とは稀れてある。また稚樹は火に弱いか，胸高直径40cm以上になれは抵抗性 

は高いと報告されている。パラナマツの植栽後，2年間はトウモロコシ，タイス 

なとの間作か行われる例もある。林相改良あるいは植生転換を目的として植栽 

した場合は，Mimosa 類や半ツル性のタケ類（Chusquea sp）の繁茂を抑制す 

る必要か生じる。東西方向に帯状に伐開した場所に植栽した場合は，保残帯の 
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覆土か戎いと種子か鳥や唖乳額によって被害を受けることが多い。また, 発芽

期間中の種子およひ発芽個体 はアカハネシキタチ ョウ (尺れy“cれo棚sm た scg硲

), コメネス ミ (0 2omys “れαγ膨れszs) なとの加害を受 ける。 このため, 林地

てはバラナマッの実生か生存する率は非常に小さい。

3年後には ha 当たり2,000~3,000本の実生か成立する。実生の密度か低い

ところは植込みを,過密なところは整理伐を行い,密度を調節する。3年目まて

の伸長成長は約 40cm/ 年てあるか,以後 20年まては 120cm/ 年の成長を示す。

以後はもっぱら肥大成長し,30~40 年て伐期となる。たたし,年平均成長屋は

3~28m3/ha と幅か大きい。 6年目に間伐を行い, 以後の施業は植栽による造

林と同様に行う。

植栽による造林の場合,フラシル南部では雨季に入りたての 12月に,よリゴヒ

の熱帯地域ては6月末から7月初めに行う。植栽の前に地婚えを行うか,大面

積造林の場合は深耕を行うとその後の成長か期待てきる。 15m ×2m(3,333

本 /ha),2m ×25m(2,000 本 /ha) の植栽密度か一般的に用 いられ ,6~12 年後

に間伐を行い 600~800 本 /ha に減少 させ る。アルセ ンチンてはパルプ用 ,製材

用植林 とも 4m ×4m(625 本 /ha),4m ×5m(500 本 /ha),3m ×4m(833 本 /

ha) の植栽間隔か用いられる。

育林施業と成長
バラナマッは光環境に対する幅広い適応を示すため,帯状伐採地に植栽され

た場合ても幼木は被陰に耐える。しかし, 植栽木か大きくなり, 側面の保残木

か枝を広げて被陰か強くなると, 耐えられすに枯死する。バラナマッは基本的

には陽樹てあり, 特に成木の段階ては光に対する要求か強い。このため, 基本

的に肥沃な土壌と十分な陽光か得られるところに植林する。下刈りは2~3 年

間行 う。一般的に, 最初の年 は 3~5 回 ,2 年 目は 2~4 回 ,3 年 目は 2~3 回実

施する。除伐は 3年目か 4年目に 1~2 回行う。育苗初期の 1年生苗は箱に弱い

か,2~3 年生の幼木となれは, 新梢なとの部位てあっても霜の被害を受けるこ

とは稀れてある。また椎樹は火に弱いか, 胸高直径 40cm 以上になれは抵抗性

は高 いと報告 されている。バ ラナマッの植栽後 ,2 年間は トウモロコシ, タイス

なとの間作か行われる例もある。林相改良あるいは植生転換を目的として植栽

した場合 は,Mz 伽osα類や半 ツル性のタケ類 (Cれ“sq“卿 sp) の繁茂を抑制す

る必要か生じる。東西方向に帯状に伐開した場所に植栽した場合は,保残帯の
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低灌木か徐々に成長するため，ほほアロウカリアの純林状となる7年間程度ま 

では植栽木全体に陽光か当たるようにする。植栽間隔は3mX3m，線状植栽て 

は2m 間隔か用いられる。7年目に保残帯の樹木をすべて除去する。 

自然落枝は十分てはないため，良材を得るためには枝打ちを行う必要かあ 

る。合板用材を得るため適地に植栽した造林地ては成長か早く，植栽3年目あ 

るいは大枝の着生部位の太さか直径10cm に達した頃から枝打ちを行う。普通 

の林地では4, 5年目から下部の枝打ちを行う。直播き，植栽両造林地とも，最 

初の間伐は6'--8年目頃に行うか，植栽密度と成長を考慮して時期を選定する 

必要かある。約3,000 本ノha の密度であれは1,200 本／ha に，2,000 本／ha であ 

れは1,000 本／ha に調整する。2回目の間伐は10'-42年目に行い，1,000- 1,200 

本ノha の密度を500-600本／ha に落す。 パラナマツには地域およひ利用目的 

によって異なった育林体系かある0 表63には短伐期（パルプ材生産，25年伐 

期）およひ長伐期（用材生産，45年伐期）の例を示したか，実際には立地によっ 

てかなり大きな成長差かあり（図6 2),造林の目的，利用法も異なるため実施 

時期を現地に適合させる必要かある。 

初期成長は遅い。元々か森林てあったところと原野てあったところては土壌 

に良否かあるため，植栽木の成長も前者て大きい。適地に植栽されたもので3 

年目には年間の上長成長はlm に, 5年目には肥大成長は直径て年に1 5-2 0 

表63 伐期の異なるパラナマッ育林体系の例 

年度樹高DBH 材積 
(mV 施業種 

(年) (m) (cm) ha) 
施 業 内 容 

年度樹高 

（年）(m) 
施業種 施業内容 

1 下刈 3回程度 1 下刈 

2 下刈 3回程度 2 下刈 

3 下刈 1回程度 

4 除伐 必要により1回 7 61 枝打 樹高の1/2 まて 

5 4 枝打 樹高の1/2 まて 9 91 間伐 700-750本／haに 

8 8 枝打 樹高の1/2 まて 枝打 樹高の1/2まて 

12 14 21 250 間伐 密度を700 本ノha に 11 122 枝打 741本ノha に 

枝打 高さ6--7m まて 間伐 高さ6 7mまて 

18 19 31 400 間伐 密度を400 本ノha に 20 18 3 間伐 333 本／ha に 

枝打 必要により，高さ8mまて 30 間伐 247本／ha に 

25 21 35 320 主伐 100 本ノha程度を 
採種用に残す 

45 主伐 

左の体系はKomiya (1983）より，右はNtima (1968）より 
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低濯木か徐々に成長するため, ほほアロウカリアの純林状となる 7年間程度ま

では植栽木全体に陽光か当たるようにする。植栽間隔は 3m ×3m, 線状植裁て

は 2m 間隔か用いられる。7年目に保残帯の樹木をすべて除去する。

自然落枝は十分てはないため,良材を得るためには枝打ちを行う必要かあ

る。合板用材を得るため適地に植栽した造林地ては成長か早く,植栽 3年目あ

るいは大枝の着生部位の太さか直径 1ocm に達 した頃から枝打ちを行う。普通

の林地では 4,5 年目から下部の枝打ちを行う。直播き,植栽両造林地とも,最

初の間伐は6~8 年目頃に行うか,植栽密度と成長を考慮して時期を選定する

必要かある。 約 3,000本 /ha の密度であれは 1,200本 /ha に,2,000 本 /ha であ

れは 1,000本 /ha に調整する。2回 目の間伐 は 10~12 年 目に行 い,1,000~1,200

本/ha の密度を 500~600 本 /ha に落す。バラナマッには地域およひ利用目的

によって異なった育林体系がある。表 63 には短伐期 (バルブ材生産,25 年伐

期)およひ長伐期 (用材生産,45 年伐期)の例を示したか,実際には立地によっ

てかなり大きな成長差かあり (図 6 2),造林の目的,利用法も異なるため実施

時期を現地に適合させる必要かある。

初期成長は遅い。元々が森林てあったところと原野てあったところては土壌

に良否かあるため, 植栽木の成長も前者て大きい。適地に植栽されたもので 3

年目には年間の上長成長は lm に,5 年目には肥大成長は直径て年に 15~20

表 6 3 伐期の異なるバラナマッ育林体系の例

年度 樹高 DBH 材積
(m3/施業種 施 業 内 容

(年 )(m)(cm)ha)

年度樹高
施業種 施業内容

(年)(m)

1 下刈 3回程度
2 下刈 3回程度
3 下刈 1回程度
4 除伐 必要により1回
5 4 枝打 樹高の 1/2まて

8 8 枝打 樹高の 1/2まて

12 14 21 25o 間伐 密度を 7oo本/ha に
枝打 高さ 6~7m まて

18 19 31 4oo 間伐 密度を 400本 /ha に
枝打 必要により,高さ8m まて

瀦 崩 鋤 主伐総本隊 a残程す度を

1 下刈
2 下刈

7 61 枝打 樹高の 1/2まて

9 91 間伐 700‐750本 /haに

枝打 樹高の1/2まて

11 ,2 2 枝打 741本/ha に
間伐 高さ6 7m まて

20 18 3 間伐 333本 /ha に

30 間伐 247本 /ha に

45 主枚

左の体系 は Kom ・ya(1983) よ り, 右 は Ntlma(1968) よ り
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年成長量 
m3/ha 
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図62 パラナマソの地位別成長量 

(Glerum and Heinsdijk, 1967) 

cm になる。パラナマツは土壌の差に敏感てあり， 植林地における各個体の成 

長ははらつきか大きい。同一系統の苗木を植栽しても成長には大きな差異か出 

る。最も成長の良い例として，樹皮を含めた立木材積の成長量か30m3/ha・yr 

に達する例か報告されている。土壌中のアルミニウム含量は高いか，平均的な 

立地条件の場所で林地転換を行った例ては，利用材積で12'-'18 m3/ha・yrの 

成長を示した。 

切り株から萌芽するか，萌芽再生による施業は行われていない。 

病虫害 

フラシル南部の造林地帯ては,重要な害虫として次のものか知られている。 

Laspeyresia araucariae（カの1種）は種子を加害する。採取後に種子を殺虫剤 

処理して防除する。Phrasたγ0坑γゆs conducens は梢端にある針葉基部を加害す 

るか深刻な被害はない。Araucarius ruehmiおよひA bras iliensis はパラナマ 

ツ特有の害虫で，雌雄ともに樹皮下に潜り産卵する。ただし，これらは二次加 

地位 n

′んr
地位頂

v一--一h」、.

′ん′地位rk 『hM-

5 10 15 20
杯 齢 (年)

図 6 2 バラナマソの地位別成長量
(G1erum and He・nsd・]k,1967)

cm になる。バラナマッは土壌の差に敏感てあり, 植林地における各個体の成

長ははらっきが大きい。同一系統の苗木を植栽 しても成長には大きな差異か出

る。最も成長の良い例として,樹皮を含めた立木材積の成長星か 30m3/ha ・yr

に達する例か報告されている。土壌中のアルミニウム含量は高いか, 平均的な

立地条件の場所で林地転換を行った例ては, 利用材積で 12~18m3/ha ・yrの

成長を示 した。

切り株から萌芽するか, 萌芽再生による施業は行われていない。

病虫害
フラシル南部の造林地帯ては, 重要な害虫として次のものか知られている。

LQspgy〆esm α難解αγme( 力の 1種 ) は種子を加害す る。採取後に種子を殺虫剤

処理して防除する。Pれ粥sz解明たれpsのれα“c例s は棺端にある針葉基部を加害す

るか深刻な被害 はない。Am “cαγms γ“効 mz およひ A bmsz 膨れszsはバ ラナマ

ッ特有の害虫で, 雌雄ともに樹皮下に潜り産卵する。ただし, これらは二次加
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害昆虫であり，健全な組織には加害しない。C,ノdia araucariae（ハマキカ科ヒメ 

ハマキカ亜科）は幼虫か種子，枝先に穿孔し，加害する。特に種子に潜り孔道 

か胚に達すると発芽不可能となる。Dirphia araucariae （メィカ科マタラメイ 

カ亜科）は幼虫か針葉に加害する。Elasmopaゆus iignosellus（メィカ科） は幼 

個体の頸部を選択的に加害し，枯死させる。Fulgorodes sartinaria （シャクカ 

科）は幼虫か針葉に加害し，Dirphia araucariae と類似の被害を与える。また， 

サソパウロ州およひミナスシェライス州にまたかるマンチクェラ山地にある造 

林地において，針葉に加害する新しい害虫として，シャクカ科のEupithecia 属 

の1種の分布か確認された。生立木を加害する穿孔虫としては，カミキリムシ 

科のS tetrastoma marmoratunlか知られている。 

重大な病気についての報告は無いが，次の菌類による加害か知られている。 

Uleiella paradoxa は罹病すると球果を変形させる。 ならたけ病(A rmillaria 

mellea) およひ褐変病（Cylindrocladium sp）は寄主範囲か広い寄生菌て,成 

林したパラナマツ林にもしはしは被害をもたらす。後者の感染個体は最初は黄 

変し，最終的には萎れて枯れる。ティプロティア病のゅlodia pinea）およひ白 

紋羽病αosellinw bunodes）は成熟木の根系に加害し，感染部を黒変枯死させ 

る。 

チリマツ A . araucana (Molina) K . Koch 

英名はChile Pine, Monkey Puzzle，原産国チリてはAraucaria あるいは 

Pehu6n なとと呼はれる。 

樹高30'--50m,径100-200 cm となる大高木て，樹皮は厚く多角形に割裂す 

る。原則として雌雄異株。枝は5輪生し，上部のものは斜上，下部のものは懸 

垂し複雑な枝振りとなるか，成熟木の樹冠は傘形となる。暗緑色の葉は幅広く， 

平滑な披針形て長さ5cm，幅2cm に達し，枝に密に着く。 

材は緻密て，ナンョウスキ属の中ては最も硬い材とされており，高級建築材， 

家具材なとに利用される。一部て庭園樹として植栽されるか，産業的造林はほ 

とんと行われていない。 原産地の個体は保護されており， ワシントン条約の附 

属書～にも掲載され，種子・花粉・組織培養体を除き，個体およひ個体の―部 

の商取引は規制されている。 

　　　

害昆虫であ り,健全な組織 には加害 しない。Cydm α焔艦〃賜8(ノ・マキカ料 ヒメ

ハマキカ亜科) は幼虫か種子, 枝先に穿孔し, 加害する。特に種子に潜り孔道

か魅 に達すると発芽不 可能 となる。 Dzゆれzαα難解αγmB( メイカ科 マタラメイ

カ亜科 ) は幼虫が針葉に加害す る。風αsmopdp “szzgmsgzz “s( メイカ科 ) は幼

個体の頭部を選択的に加害 し, 枯死 させる。 F“Zgoγodes sαmm γm( シャクカ

科 ) は幼虫か針葉 に加害 し,Dz ゆれzααm“餌γmB と類似の被害を与える。また,

サ ンパウロ州およひ ミナスシェライス州 にまたか るマ ンチクェラ山地にある造

林地において,針葉に加害する新 しい害虫として, シャクカ科の E"変物ecm 属

の 1種の分布か確認された。生立木を加害する穿孔虫としては, カミキリムシ

科の S卿γostom αm"mom 加侃 か知 られている。

重大な病気についての報告は無いが, 次の菌類による加害か知られている。

mBz 勿卿 PQm 加工αは雁病すると球果を変形 させ る。 な らたけ病 (Aγ粥辺αれα

粥認Z8α) およひ褐変病 (CyZmdroc卿dmmsp) は寄主範囲か広い寄生菌て, 成

林したバラナマッ林にもしはしは被害をもたらす。後者の感染個体は最初は黄

変 し,最終的には萎れて枯れる。ティプロテ ィア病 (DZPあのαPmm) およひ白

紋羽病 (RoseZ‘zれm 翻れodes) は成熟木の根系に加害し,感染部を黒変枯死させ

る 。

チ リマ ツ A. αrααcαれα (Molina)K.Koch

英 名 は Ch・le p・ne,Monkey Puzzle, 原 産 国 チ リて は Araucarla あ るい は

Pehuen なとと呼はれる。

樹高 30~50m, 径 100~200cm となる大高木て,樹皮は厚く多角形に割裂す

る。原則として雌雄異株。枝は 5輪生 し, 上部のものは斜上, 下部のものは懸

垂し複雑な枝振りとなるか,成熟木の樹冠は傘形となる。暗緑色の葉は幅広く,

平滑な披針形て長さ 5cm, 幅 2cm に達 し, 枝に密に着く。

材は撤密て,ナンョウスキ属の中ては最も硬い材とされており,高級建築材,

家具材なとに利用される。一部て庭園樹として植栽されるか, 産業的造林はほ

とんと行われていない。原産地の個体は保護されており, ワシントン条約の附

属書 n にも掲載され, 種子・花粉・組織培養体を除き, 個体およひ個体の一部

の商取引は規制されている。
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分布と生育適地 

チリ中南部およひアルセンチン南西部（370 30ノ～400 S）に分布し, ナンョウ 

スキ属の中ては分布域か最も南に位置する。唯一温帯に生育する種であり，そ 

の生育範囲はアンテス山脈の侮抜高1,800m まて及んている。低晦抜高域（600 

m 以上）ても年降水量は2,500mmを超え,数種のNothofagus類と混生し，高 

海抜地域てはしはしは純林を形成する。天然生の個体ては大気湿度か高く，石 

灰岩を多少含んた肥沃な土壌て成長か良好といわれる。 

開花・結実 

原産地ては雄花は8-9月に現れ，雌花はl1月末頃形成される。1月に受粉， 

未熟な球果は初期から中期はゆっくりと，最後の6か月は急速に成長する。雄 

花の出現から種子の成熟まてに合計16'-18 か月かかる。2'--3 月に球果か熟し， 

長さ10'-47cm，径8-43cm の球形あるいは卵形となる（表62 参照）。成熟種 

子は長さ3-4cm，卵形て赤褐色，てんぷん含量か高く食用とされる。植栽木 

のうち早いものは15年目頃から結実する。 

種子の取扱い 

パラナマツと同様に樹上の球果を採取するか，落下した種子を拾い集める。 

1球果に150-- 180 粒の種子か入っており，採取した球果を乾燥し種子を脱落さ 

せる（表6 2)。 

育 苗 

種子による繁殖か一般的たか,挿木によっても増殖は可能といわれる。播種 

の際に特別な前処理は必要としないか，湿った砂や土に3 か月程度埋蔵し，中 

サイスのポノトに1粒すつ播種する。箱播きや床播きては，移植時に枯損率か 

高いという報告かある。チリては8月に播種し，庇陰を行い，翌年3月まて 

徐々に除去する0 除草，/肖毒は月に1回，2-3 か月に1回液肥を葉面散布する。 

播種後11- 12 か月て苗高30cm になるのて山出しする。 

植栽と成長 

植栽方法はパラナマツに準じて行われる。成長についてはほとんと資料か無 

い。天然林ての調査によると樹齢と胸高直径の関係は「胸高直径（cm) =0271 
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分布と生育適地
チ リ中南部およひアルセ ンチ ン南西部 (37030′~40os) に分布 し, ナンョウ

スキ属の中ては分布域か最も南に位置する。唯一温帯に生育する種であり, そ

の生育範囲はアンテス山脈の海抜高 1,800m まて及んている。低海抜高域 (600

m 以上)ても年降水量は 2,500mm を超え,数種の坪祷れo危g"s 類と混生し,高

海抜地域てはしはしは純林を形成する。天然生の個体ては大気湿度か高く, 石

灰岩を多少含んた肥沃な土壌て成長か良好といわれる。

開花・結実

原産地ては雄花は 8~9 月に現れ,雌花は 11月末頃形成される。1月に受粉,

未熟な球果は初期から中期はゆっくりと, 最後の 6か月は急速に成長する。雄

花の出現から種子の成熟まてに合計 16~18 か月かかる。2~3 月に球果か熟し,

長さ 10~17cm, 径 8~i3cm の球形あるいは卵形となる (表 6 2参照)。成熟種

子は長さ 3~4cm, 卵形て赤褐色, てんぶん含昆か高く食用とされる。植栽木

のうち早いものは 15年目頃から結実する。

種子の取扱い

バラナマッと同様に樹上の球果を採取するか, 落下 した種子を拾い集める。

1球果に 150~180 粒の種子か入っており,採取した球果を乾燥し種子を脱落さ

せる (表 6 2)。

育 苗
種子による繁殖か一般的たか, 挿木によっても増殖は可能といわれる。播種

の際に特別な前処理は必要としないか, 湿った砂や土に 3か月程度埋蔵し, 中

サイスのポノトに 1粒すっ播種する。箱播きや床播きては, 移植時に枯損率か

高いという報告かある。チ リては 8月に播種 し, 庇陰を行い, 翌年 3月まて

徐々に除去する。除草,消毒は月に 1回,2~3 か月に 1回液肥を葉面散布する。

播種後 11~12 か月て苗高 30cm になるのて山出しする。

植栽と成長

植栽方法はバラナマッに準 じて行われる。成長についてはほとんと資料か無

い。天然林ての調査によると樹齢と胸高直径の関係は「胸高直径 (cm)=0271
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×樹齢（年）」で表わされる。 

病虫害 

穿孔性カミキリムシとしてMにγ0p10phorus calvem, Pa randm araucariae 

か知られている。 

ヒロハノナンョウスギ A . bidwillii Hook. 

英名はBunya Pine てある。樹高30-42m,胸高直径60--90 cm となる大径 

木て，雌雄異株だか時に同株となる。樹幹は通直て下部に枝を持たす，その長 

さは24m に達することもある0 樹皮は暗褐色からほほ黒色， 粗く割裂し薄い 

鱗片になって剥け，樹皮の内側には6 -9cm の幅を持つ赤褐色を呈する部分か 

ある。種子はアホリシニの重要な食料となっていたため，本来の分布域から 

160 km も離れた遠方に植栽されている例もある。枝は10-- 15 本か輪生し，大 

枝は展開性でほとんと分岐せす，枝の先端部に葉群を着ける。葉は披針形から 

卵形て長さ5cm，幅05-4cm。樹冠は塔状となり，雌・雄花とも大枝先端部 

の葉群中に形成される短い小枝の先端に着く。球果は成熟に3年かかり，卵形 

て長さ36cm，幅24cm に達する。 

材は白色で，合板,家具材，軽構造材，パルプなとに利用されるとともに, 

鑑賞用としてしはしは庭園，公園などに植栽される。 

分布と生育適地 

天然分布はオーストラリア東部のクインスラント州南東部の海岸地帯に限ら 

れる。基本的には亜熱帯気候に生育する種てあり，年降水量は890-4,270mm 

の夏雨型の地域に分布する。晦抜高150-L000m の範囲に分布しており，低地 

ては湿度の高い谷間に生育し，高地ては山腹斜面に広かる。 オーストラリアに 

おけるナンョウスキの分布範囲とほほ重なっているカ、 耐霜性は多少高く， 

-6℃か限界とされる。 ヒロハノナンョウスキは一般に肥沃な土壌， 特に火山 

性の母材に由来する土壌に立地するか，水分条件か良好てあれは多少肥沃でな 

い土壌てあっても生育する。フィシー，ソロモン諸島， トリニタード・トハコ， 

マレーシア，イント，ケニア， ウカンタ，南アフリ力連邦などに鑑賞用あるい 

は試験的な規模で植栽されている。 
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×樹齢 (年)」で表わされる。

病虫害
穿孔性 カ ミキ リムシとして既に oのZoぬれoγ閑 cα初em,RQm れdm の暇“切れ解

か知 られている。

ヒ□ハ ノナンヨウスギ A‐bidzU"ZiiHook.

英名 は Bunya p・ne てある。樹高 30~42m, 胸高直径 60~9ocm となる大径

木て, 雌雄異株だか時に同株となる。樹幹は通直て下部に枝を持たす, その長

さは 24m に達することもある。樹皮は暗褐色からほほ黒色, 粗く割裂 し薄い

鱗片になって剥け, 樹皮の内側には 6~9cm の幅を持つ赤褐色を呈する部分か

ある。種子はアホリシニの重要な食料 となっていたため, 本来の分布域から

160km も離れた遠方に植栽されている例もある。枝は 10~15 本か輪生 し, 大

枝は展開性でほとんど分岐せず,枝の先端部に葉群を着ける。葉は披針形から

卵形て長さ 5cm, 幅 05~lcm 。樹冠は塔状となり, 雌・雄花とも大枝先端部

の葉群中に形成される短い小枝の先端に着く。球巣は成熟に3年かかり,卵形

て長 さ 36cm, 幅 24cm に達する。

材は白色で, 合板, 家具材, 軽構造材, パルプなとに利用されるとともに,

鑑賞用としてしはしは庭園, 公園などに植栽される。

分布と生育適地
天然分布はオーストラリア東部のクインスラント州南東部の侮岸地帯に限ら

れる。基本的には亜熱帯気候に生育する種てあり, 年降水星は 890~1,270mm

の夏雨型の地域に分布する。海抜高 150~i,00om の範囲に分布しており,低地

ては湿度の高い谷間に生育 し, 高地ては山腹斜面に広かる。オーストラリアに

おけるナンョウスキの分布範囲とほほ重なっているか, 耐霜性は多少高 く,

-6oC か限界 とされる。 ヒロハノナンョウスキは一般 に肥沃な土壌 , 特 に火山

性の母材に由来する土壌に立地するか,水分条件か良好てあれは多少肥沃でな

い土 壌 て あ って も生 育 す る。 フ ィシー , ソ ロモ ン諸 島 , トリニ ター ド ・トハ コ ,

マ レーシア, イ ント, ケニア, ウカ ンタ, 南 アフ リカ連邦などに鑑賞用あるい

は試験的な規模で植栽されている。
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育苗・成長など 

オーストラリアにおける開花期，結実期はそれそれ9- 10月およひ9月下旬 

-41月上旬てあり，1 kg の種子数は平均70 粒，発芽率は30-70%（表62）と 

される。本格的な造林か行われていないため育苗技術なとに関する情報はほと 

んと無い。一般的にはナンョウスキの育苗技術を適用するか，本種はナンョウ 

スキよりも成長か遅く，より多く分枝し,育苗はより難しいとされる。 ソロモ 

ン諸島に植栽された例では15年生て平均樹高15m，胸高直径31 cm の成長を 

示す（表6 8)。 

ナンョウスギ A . cunninghamii Sweet. 

英名はHoop Pineてある。雌雄異株の大高木て樹高40m，直径150 cm にな 

る。樹幹は通直で横稜かあり，成熟木では時に無枝部分か全樹幹の2/3 に達す 

る。枝は4-7 輪生し，樹皮は厚く黒褐色，粗く割れて剥離する。オーストラリ 

ア原産のものとニューギニア原産のものては樹冠の形態か多少異なるととも 

に，前者の方がより完満て，上長成長も良いとされる。 

材は白色，強度はや、小さいか，耐朽性は大きいといわれる。一般の針葉樹 

材と同様に使われ，合板，家具材，軽構造材，パルプなとに利用される。樹形 

は細長い円錐形となり，鑑賞用としてもしはしは植栽される。 

分布と生育適地 

オーストラリア東部およひニューキニア島に分布し，生育地は緯度，経度と 

もに広い。オーストラリア東部ては主として海岸地帯の熱帯～亜熱帯降雨林に 

生育するか， ときに海岸から160 km 内陸にも分布する。ニューキニア島の生 

育地は海抜高90 m の低地から海抜高2,420m に及ぷか，分布の中心範囲は海 

抜高760'-1,220 m の山地帯てある。この地域の最高気温は32℃前後，最低気 

温は188℃の範囲て，季節による気温の差は少ない。年降水量は1,600'- 1,900 

mm で弱い乾季かある夏雨型の気候か適地とされる。クインズラント州南東部 

の自生地は亜熱帯気候に属し，年降水量はL000-'1,500 mm で湿潤な夏と温暖 

な冬を持っ0 苗木の段階ては一5℃まては耐寒性を持ち，17℃前後か閾値と推 

定されている。植栽木も耐寒性は大きくないため，寒冷地およひ遅霜のある場 

所ての植栽は避けたほうかよい。土壌を選はないか,土壌か深く，一年中水分 

か保たれる場所て成長か良い。湿潤て深い，肥灰な粘土質壌土て最も良い成長 
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育苗・成長など

オーストラリアにおける開花期, 結実期はそれそれ 9~10 月およひ 9月下旬

~11 月上旬てあり,lkg の種子数は平均 70粒,発芽率は 30~70%( 表 6 2) と

される。本格的な造林か行われていないため育苗技術なとに関する情報はほと

んと無い。一般的にはナンョウスキの育苗技術を適用するが, 本種はナンョウ

スキよりも成長か遅く, より多く分枝し, 育苗はより難しいとされる。ソロモ

ン諸島に植栽された例では 15年生て平均樹高 15m, 胸高直径 31cm の成長を

示す (表 6 8)。

ナ ン ヨウ スギ A.m “崩れタルαmZZ Sweet.

英名 は Hoop P1ne てある。雌雄異株の大高木て樹高 40m, 直径 150cm にな

る。樹幹は通直で横稜かあり,成熟木では時に無枝部分か全樹幹の 2/3に達す

る。枝は 4~7 輪生し,樹皮は厚く黒褐色,粗く割れて剥離する。オーストラリ

ア原産のものとニューギニア原産のものては樹冠の形態か多少異なるととも

に, 前者の方がより完満て, 上長成長も良いとされる。

材は白色, 強度はや 小さいか, 耐朽性は大きいといわれる。一般の針葉樹

材と同様に使われ, 合板, 家具材, 軽構造材, パルプなとに利用される。樹形

は細長い円錐形となり, 鑑賞用としてもしはしは植栽される。

分布と生育適地
オーストラリア東部およひニューキニア島に分布し, 生育地は緯度, 経度と

もに広い。オーストラリア東部ては主として海岸地帯の熱帯 ~ 亜熱帯降雨林に

生育す るか, ときに海岸か ら 160km 内陸にも分布する。 ニューキニア島の生

育地は海抜高 9om の低地から海抜高 2,420m に及ぶか, 分布の中心範囲は海

抜高 760~1,220m の山地帯てある。 この地域の最高気温は 320C前後, 最低気

温は 188qC の範囲て , 季節による気温の差は少ない。年降水星 は 1,600~1,90o

mm で弱い乾季かある夏雨型の気候か適地とされる。クインズラント州南東部

の自生地は亜熱帯気候に属 し, 年降水星は 1,000~1,500mm で湿潤な夏と温暖

な冬を持つ。苗木の段階ては-5oC まては耐寒性を持ち,-7oC 前後か閥値と推

定されている。植栽木も耐寒性は大きくないため,寒冷地およひ遅霜のある場

所ての植栽は避けたほうかよい。土壌を選はないか, 土壌か深く, 一年中水分

か保たれる場所て成長か良い。湿潤て深い,肥沃な粘土質壌土て最も良い成長
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を示す。 

モーリシャスては1940年代後期から植栽され，海抜高lOOm以下の低地て 

良好な成長を示している。たたし，本種の適地か少ないため，造林地はあまり 

拡大していない。ナイシェリアては年降水量1,400mm たか厳しい乾季のある， 

侮抜高約1,300m の高地に植栽か試みられている。 植栽間隔を24mX24m と 

し，毎年雨季には耕作を行った結果，植栽後6年て大部分か高さ37m，幹周 

17 8 cm に成長した0 この例ては，ナンョウスキは初期成長は遅いか，植栽4年 

月からは成長かや、早まり，厳しい乾季にも耐えることか可能てあった。成長 

を早めるには施肥，特に窒素肥料の施用か必要てあり，効果的でもあることを 

示している。これらの例のほか，旧ローテシア（現在のサンビア， シソバフエ 

なと），インド，マレーシア，タンサニア， トリニタートなと各国に試験的に導 

入され，多くの場合良好な成績を示している。 

開花・結実 

オーストラリアのクインスランドでは12-'l月に開花し,開花期間は1か月 

以上になる。海抜高てや、異なるか，ニューキニアのフロロ地区ては11,.-,1月 

に開花し，翌年の9月下旬から10月上旬か成熟期となる（表6 2)。球果は卵形 

て，長さ10cm,径7cm前後，成熟すると1'-2週間て自然に開裂する。種子は 

光沢のある黄褐色て，両側に狭い膜状の翼を備える。モーリシャスでは植栽後 

15年て結実した記録かある。 クインスランドては植栽後20年目から結実する 

ことか報告されている。 

種子の取扱い 

球果の採取およひ乾燥法はクリンキーパインと同様てある。生球果から得ら 

れる精選乾燥種子の歩留まりは約36％とされる。表62 に示したように，1 kg 

の種子数は1,900 '-'4,000 粒となっているか，4,000 前後の値か一般的といわれ 

る。採取直後の種子は発芽率か非常に大きいか，常温て保存すると急激に低下 

する。ニューキニアて用いられている方法ては，容器に入れて密閉し，低温 

(-122C）で貯蔵する。クインスランドては16'-72℃に保ち，長期間の貯蔵 

を図っている。 
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を示す。

モーリシャスては 1940年代後期から植栽され, 海抜高 loom 以下の低地て

良好な成長を示している。たたし, 本種の適地か少ないため, 造林地はあまり

拡大 していない。ナイシェリアては年降水星 1,4oomm たか厳 しい乾季のある,

侮抜高約 1,3oom の高地に植栽か試みられている。植栽間隔を 24m ×24m と

し, 毎年雨季には耕作を行った結果, 植栽後 6年て大部分か高さ 37m, 幹周

178cm に成長した。この例ては,ナンョウスキは初期成長は遅いか,植栽 4年

目からは成長かや 早まり, 厳しい乾季にも耐えることか可能てあった。成長

を早めるには施肥, 特に窒素肥料の施用か必要てあり, 効果的でもあることを

示 している。 これ らの例のほか , 旧ローテシア (現在のサ ンビア, シンバ フェ

な と ), イ ン ド, マ レー シア , タ ンサ ニ ア , トリニ ター トな と各 国 に試 験 的 に導

入され, 多くの場合良好な成績を示している。

開花・結実

オース トラ リアのクインスランドでは 12~1 月に開花 し, 開花期間は 1か月

以上になる。海抜高てや 異なるか, ニューキニアのフロロ地区ては 11~1 月

に開花し,翌年の 9月下旬から10月上旬か成熟期となる (表 6 2)。球果は卵形

て,長 さ 1ocm, 径 7cm 前後 ,成熟す ると 1~2 週間て自然に開裂する。種子 は

光沢のある黄褐色て, 両側に狭い膜状の翼を備える。モーリシャスでは植栽後

15年て結実した記録かある。 クインスランドては植栽後 20年目から結実する

ことか報告されている。

種子の取扱い
球果の採取およひ乾燥法はクリンキーパインと同様てある。生球果から得ら

れる精選乾燥種子の歩留まりは約 36% とされる。表 6 2に示したように,lkg

の種子数 は 1,9oo~4,ooo 粒 となっているか ,4,ooo 前後 の値か一般的 といわれ

る。採取直後の種子は発芽率か非常に大きいか,常温て保存すると急激に低下

する。ニューキニアて用いられている方法ては, 容器に入れて密閉し, 低温

(-122oC) で貯蔵す る。 クイ ンスランドては 16~720C に保ち, 長期間の貯蔵

を図 っている。
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育 苗 

苗床の準備はクリンキーパインと同様に行う。ニューキニアにおいては10 

月から11月に，クインスランドては10月末前に播種を行う。 播種量，方法は 

クリンキーパインに準して行う。播種密度は苗畑の光条件によって異なり，強 

い日陰になる苗畑ては133 粒ノm2，弱い日陰になる場合には168 粒ノIll2程度と 

する。雇水，除草なとはクリンキーパインと同様に行うか，被陰についてはい 

ろいろな方怯か行われている。これは両種の苗木て光要求度か異なるためてあ 

る。例えは，クイソスランドては苗畑の光条件に拘らす，発芽後1週間は被陰 

をしない。1 週間後より，3月中旬に行うポソトへの移植まて50％の被陰を行 

う。ポノトへ移植した後，被陰を段階的に外し，4月末には完全に除去する。早 

霜か予想される地域ては50％の被陰期間を長めにすることによって予防する。 

ニューキニアては播種後1週間以内に日覆いを行い， 2 か月後より徐々に日覆 

いを外し，11月には完全に除去する。すなわち，播種後1年は完全な陽光下に 

は置かない。 

4 か月後に130 本／m2程度に密度を調整する。太い直根か発達するため育苗 

の際に根切りか必要てある0 実施方法はクリンキーパインと同様に行う。また， 

移植の際に根系を傷めないよう十分な注意か必要てある。植栽地の条件によっ 

て適合する苗の大きさか異なるため，ポットに移植する苗は3あるいは4段階 

に区分する（表6 4)。オーストラリアては造林地への植栽をクリスマス前に終 

えるため，ポソトへの移植は9月中旬に，遅くとも9月末までに行う。ニュー 

キニアては苗の大部分か苗高15-23cm になった頃を適期とし，10 - 11月に 

播種した床てあれは，9か月後の，翌年7-'8 月か適期となる。移植に際しては 

曇天あるいは雨天の日を選ぶ。移植したポソトは24cm X 6 cm 間隔に設置し， 

十分な被陰を行う。山出し前1か月間は十分な陽光を与えるよう，被陰は徐々 

に取り除く。移植の際の枯損を減らすため，種子を箱播きし，発芽後7-l0 日 

表64 ナンョウスキの苗をポノトに移植する際の規格区分 

区 分 苗高（cm) 

a 18'-25 パプアニューキニアては 

b 25-36 a, b, c の3区分。 

c 36-51 オーストラリアてはdを 

d 48-61 加えて4区分する 

Ntima (1968）より 
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育 苗
苗床 の準備 はク リンキーパイ ンと同様 に行 う。ニューキニアにおいては 10

月から 11月に, クインスランドては 10月末前に播種を行う。播種星, 方法は

クリンキーパインに坐して行う。播種密度は苗畑の光条件によって異なり, 強

い日陰になる苗畑ては 133粒 /m2, 弱い日陰になる場合には 168粒 /m2 程度と

する。蓬水 , 除草なとはク リンキーパイ ンと同様 に行 うが, 被陰についてはい

ろいろな方法か行われている。これは両種の苗木て光要求度か異なるためてあ

る。例えは, クインスランドては苗畑の光条件に拘らす, 発芽後 1週間は被陰

をしない。 1週間後より,3 月中旬に行うポソトヘの移植まて 50% の被陰を行

う。ポノトヘ移植した後,被陰を段階的に外し,4 月末には完全に除去する。早

指か予想される地域ては 50% の被陰期間を長めにすることによって予防する。

ニューキニァては播種後 1週間以内に日覆いを行い, 2か月後より徐々に日覆

いを外し,11 月には完全に除去する。すなわち,播種後 1年は完全な陽光下に

は置かない。

4か月後に 130本 /m2 程度に密度を調整する。太い直根か発達するため育苗

の際に根切りか必要てある。実施方法はクリンキーパインと同様に行う。また,

移植の際に根系を傷めないよう十分な注意か必要てある。植栽地の条件によっ

て適合する苗の大きさか異なるため, ポットに移植する苗は 3あるいは 4段階

に区分する (表 6 4)。オーストラリアては造林地への植栽をクリスマス前に終

えるため, ポソトヘの移植 は 9月中旬に, 遅 くとも 9月末までに行 う。 ニュー

キニァては苗の大部分か苗高 15~23cm にな った頃を適期 とし,10~11 月に

播種した床てあれは,9 か月後の,翌年 7~8 月か適期となる。移植に際しては

曇天あるいは雨天の日を選ぶ。移植したポソトは 24cm ×6cm 間隔に設置し,

十分な被陰を行う。山出し前 1か月間は十分な陽光を与えるよう,被陰は徐々

に取り除く。移植の際の枯損を減らすため, 種子を箱播きし, 発芽後 7~10 日

表 6 4 ナンョウスキの苗をポノトに移植する際の規格区分

区 分 苗高 (cm)

18^v25

25^v36

36^)51

48^}61

ノぐプ ア ニ ュー キ ニ アてrは

a,b,c の 3 区分 。

オース トラリアては d を

加えて4区分する

b

d

Ntuna(1968) よ り
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てポノトに移植する方法もある。この育苗体系ては12 か月て苗高30cm に育 

ち，山出しか可能と報告されている。Boletus granuルtus などのきのこと共生 

し菌根を形成しており，菌根を形成していない苗木は成長か劣ることが観察さ 

れている。 

植栽と成長 

植栽方法に関しては基本的にパラナマツおよひクリンキーパインと同様てあ 

る。 ただし，地域によって造林目的や気候・土地条件か異なるため,多少の調 

整を行う必要かあろう。 

閉鎖林に植栽する場合は雨季の直前に皆伐し，火入れ地拵えを行う。通常は 

切り株の除去およひ耕耘などは行わない。草地に植栽する場合は可能な限り耕 

耘を行い，雑草との競争を緩和すると植栽木の初期成長を促進することかてき 

る。オーストラリアては18 cm以上の苗木を使用し， ニューキニアては23cm 

のものを最小とする。両地域とも苗高61cm の苗木を最大とするか，一般的に 

表65 パプアニューキニアにおけるナンョウスギの間伐スケンュール 

林 齢 
（年） 

予想立木本数 
(/ha) 

間伐本数 
（ノha) 

残存木本数 
（ノha) 

7 5 1,112 371 741 

12 5 741 296 445 

17 5 445 149 296 

22 5 296 98 198 

27 5 198 62 136 

35 136 37 99 

40 （主伐） 99 99 0 

White & Cameron (1965)よ 

表66 ナンョウスキ造林地の成長量 

林 齢 
(年) 

密 度 
(N/ha) 

断面積合計 
(m2/ha) 

断面積年成長 
(m /ha) 

樹 高 
(m) 

5 350 99 37 113 

10 290 243 30 210 

15 120 218 21 293 

20 80 218 16 360 

原（1977）より 

ノトに移植する方法もある。この育苗体系ては 12か月て苗高 30cm に育

山出 しか可能 と報告 されている。βoZ8z“s gm72郷α加s などのきのこと共生

艮を形成しており,菌根を形成していない苗木は成長か劣ることが観察さ

、る 。

植栽方法に関しては基本的にバラナマッおよひクリンキーパインと同様てあ

。ただし, 地域によって造林目的や気候・土地条件か異なるため, 多少の調

を行う必要かあろう。

閉鎖林に植栽する場合は雨季の直前に皆伐し,火入れ地搭えを行う。通常は

り株の除去およひ耕転などは行わない。草地に植栽する場合は可能な限り耕

を行い,雑草との競争を緩和すると植栽木の初期成長を促進することかてき

。 オース トラリアては 18cm 以上の苗木を使用 し, ニューキニアては 23cm

ものを最小とする。両地域とも苗高 61cm の苗木を最大とするか, 一般的に

表 6 5 パ ブアニューキニアにおけるナ ンョウスギの間伐 スケソュール

林 齢 予想立木本数 間伐本数 残存木本数
(年 ) (/ha) (/ha) (/ha)

7 5 1,112 371741

12 5 741 296445

17 5 445 149296

22 5 296 98198

27 5 198 62136

35 136 37 99

40 (主伐)99 99 O

W hlte&Cameroll(1965) よ り

表 6 6 ナンョウスキ造林地の成長量

林 齢 密 度 断面積合計 断面積年成長 樹 高
(年 ) (N/ha) (m2/ha) (m2/ha) (m)

5 350 9 9 3 711 3

10 290 24 3 3 021 0

15 120 21 8 2 129 3

20 80 21 8 1 636 0

(1977) より
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表67 パプアニューキニアにおけるナンョウスキおよひクリンキーノぐインの成長量 

ナ ン ョ ウ ス ギ ク リ ン キ ー ノぐ イ ン 
林齢林分密度 上層木 断面積合計林分材積林分密度 上層木 平均直径断面積合計 

（本ノha）樹高（m) (m2/ha) (m3/ha) （本ノha）樹高（m) (cm) (m2/ha) 

55 889 104 87 258 

55 842 119 101 340 

65 1013 143 179 683 

65 828 143 160 628 

75 963 171 218 951 

75 798 165 208 972 

8 5 1,067 17 1 24 1 139 4 820 13 7 13 7 13 8 

8 5 501 18 0 17 9 99 3 578 12 5 14 2 10 5 

9 5 1,092 19 2 26 1 163 7 

95 828 189 234 161 1 

105 791 235 300 

105 393 232 180 

120 1,272 265 459 

120 467 259 25 

125 509 204 233 247 

135 781 235 220 323 

165 336 284 345 290 

165 716 274 251 380 

原（1977）より。 

は苗高38'-40 cm 前後の枝張りのよい丈夫な苗木を最良とする。草地に植栽す 

る場合は，ニューキニアては，より大きな46'-61 cm の強健な苗木を選んでい 

る。植栽は一般に3mX25mあるいは28mX25m 間隔て行う。植栽後，最初 

の4年間は植栽木の成長が遅いため，この間に行う下刈作業か重要てある。ク 

インズランドては3,-4年間林地放牧を許可し，下刈作業に替えている。ナンョ 

ウスキの葉は先端か鋭く尖るため，一般に家畜は餌としない。樹高か6m 前後 

の時， 第1回の枝打ちをできるたけ高くまて行う。次に樹高か13m を超える 

頃， 2回目の枝打ちを8m 程度まで行う。 パプアニューキニアては表65を基 

準として間伐か行われている。マッ類と同程度の成長か見られ， クリンキーノぐ 

インおよひナンョウスキの造林地における成長量は10'-'15m3/ha か見込まれ 

る（表6 6, 6 7, 6 8)。 

表 6 7 パ プアニューキニアにおけるナ ンョウスキおよひク リンキーパイ ンの成長量

ナ ン ヨ ウ ス ギヂ ク リ ン キ ー ノぐ イ ン

林齢林分密度 上層木 断面積合計林分材積 林分密度 上層木 平均直径断面積合計
(本 /ha) 樹高 (m)(m2/ha)(m3/ha)( 本 /ha) 樹高 (m)(cm)(m2/ha)

5 5 889 10 4 8 725 8

5 5 842 11 9 10 134 0

6 5 1013 14 3 17 968 3

6 5 828 14 3 16 062 8

7 5 963 17 1 21 895 1

7 5 798 16 5 20 897 2

8 5 1,067 17 1 24 1 139 4 820 13 7 13 713 8

8 5 501 18 0 17 9 99 3 578 12 5 14 210 5

9 5 1,092 19 2 26 1 163 7

9 5 828 18 9 23 4 161 1

10 5 791 23 530 0

10 5 393 23 218 0

12 0 1,272 26 545 9

12 0 467 259 25

12 5 509 20 4 23 324 7

13 5 781 23 5 22 032 3

16 5 336 28 4 34 529 0

16 5 716 27 4 25 138 0

原 (1977) より。

は苗高 38~40cm 前後の枝張りのよい丈夫な苗木を最良とする。草地に植栽す

る場合 は, ニューキニアては, より大 きな 46~61cm の強健な苗木を選んでい

る。植栽 は一般 に 3m ×25m あるいは 28m ×25m 間隔て行 う。植栽後 , 最初

の 4年間は植栽木の成長が遅いため, この間に行う下刈作業か重要てある。ク

インズランドては 3~4 年間林地放牧を許可し,下刈作業に替えている。ナンョ

ウスキの葉は先端か鋭く尖るため,一般に家畜は餌としない。樹高か 6m 前後

の時, 第 1回の枝打ちをできるたけ高くまて行う。次に樹高か 13m を超える

頃,2 回 目の枝打ちを 8m 程度 まで行 う。 パプアニューキニアては表 6 5を基

準として間伐か行われている。マッ類と同程度の成長が見られ, クリンキーパ

インおよひナンョウスキの造林地における成長星は 10~15m3/ha か見込まれ

る (表 6 6,6 7,6 8)。
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表68 ナンョウスキ属4 種の成長（ソロモン諸島） 

種 名 林齢 胸高直径 樹高 
（年） (cm) (m) 

ヒロハノナンョウスキ 15 31 14 

ナンョウスキ 76 13 81 

85 20 18 

104 23 17 

109 22 18 

13 29 26 

15 31 24 

16 26 27 

クリンキーノぐイン 69 11 84 

13 23 16 

13 28 18 

ノーフォークマツ 105 18 13 

105 19 15 

106 19 13 

109 21 16 

坂口（1978）より 

天然更新 

オーストラリアおよひニューキニアにおいて天然更新か試みられたか，実生 

苗はワラヒーおよひハソタなどに食害を受けるとともに，陽樹であるため林内 

てはすくに枯死してしまい，更新はうまく行かない。ナンョウスキでは林地へ 

の直播き造林は行われていない。 

病虫害など 

ナンョウスキは火災に敏感なのて山火事に対しては十分に注意する。強風に 

対してはある程度の耐性があり，梢端や枝か吹き折られても回復する例か報告 

されている。たたし，高海抜地に造成した若い造林地の耐性は大きくない。 

クリ ンキーパインと共通する虫害としては，幼虫か形成層を食害する 

Vanapa oberthuri（ソウムシの1種）か著名であり，Setomocpha ruたhla（種子 

を食害）,Hyhurdectonus araucanae（葉を食害）,Mihiona isodoxa（カの1種， 

葉と小枝を加害），シロアリ類（Cop toルγmes ehisae およひChyalopex）か知ら 

れている。またオーストラリアては，特定の期間以外に枝打ちを行うと 

表 6 8 ナンョウスキ届 4種の成長 (ソロモン諸島)

ヒ ロハ ノ ナ ン ヨ ウ ス キ

ナ ンヨウスキ

ク リンキ ーノぐイ ン

ノ ー フ ォー クマ ツ

15 31 14

7 6 13 8 1

8 5 20 18

i0 4 23 17

10 9 22 18

13 29 26

15 31 24

16 26 27

69 11 84

13 23 16

13 28 18

10 5 18 13

10 5 19 15

10 6 19 13

io 9 21 16

坂口 (1978) より

天然更新
オーストラリアおよひニューキニアにおいて天然更新か試みられたか, 実生

苗はワラヒーおよひハソタなどに食害を受けるとともに, 陽樹であるため林内

てはすくに枯死してしまい, 更新はうまく行かない。ナンョウスキでは林地へ

の直播き造林は行われていない。

病虫害など
ナンョウスキは火災に敏感なのて山火事に対しては十分に注意する。強風に

対してはある程度の耐性があり,梢端や枝か吹き折られても回復する例か報告

されている。たたし, 高海抜地に造成した若い造林地の耐性は大きくない。

クリンキーパインと共適する虫害 としては, 幼虫か形成層を食害する

"αれのαobの劫“れ (ソウムシの 1種 ) か著名であり,SB云omo ゆれα粥彰夏α (種子

を食 害 ), 甘露 "γdgdo れ“sαm “煽 れα8( 葉 を食 害 ), 羽 山 oれの sod 伽 α (力の 1種 ,

葉 と小枝を加害 ), シロア リ類 (Cop云ozg創 es ezz肌 8 およひ C ねy錫op錆 ) か知 ら

れている。またオース トラリアては, 特定の期間以外に枝打ちを行 うと
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Aestoたs no加bilis （ソウムシの1種）による枝葉への被害か発生するため，枝 

打ちの季節を5月から8月に限定している。草地化した場所に植栽した場合， 

植栽初年度にハソタにより根元部の樹皮を囓しられることかある。多いところ 

では70％近い個体か被害を受け，環状に剥皮されたものは枯死する。砒酸鉛と 

糖蜜，糠を混ぜて毒餌とし，造林予定地に撤く。植栽直後から樹高2m になる 

頃まて，ネスミ類によって地際の樹皮を囓じられる場合かある。 ハノタと同様 

に毒餌を撤いて防除する。穿孔虫として, カミキリムシ科のCop toたrus 

clecoratus, Diotimana undata, Syllitus araucariae なとか知られている0 

病気としては，クリンキーパインと同様にPhellinus noxius（キコフタケ属） 

による南根腐病の被害か報告されている。苗畑てはネキリムシ（white 

grubs) ， ケラ（mole crickets)， ョトウムシ （cutworm), コナカイカラムシ 

(mealy bugs）の被害か起きる。特に新しすきる鋸屑を播種床に撤いた場合に, 

ョトウムシの被害か出やすい。また育苗中の病気として，被陰か強すき，苗床 

を過湿にすると立枯病（damping-off) か出やすくなる。クリンキーノぐインと 

同様にFusarium sp , Pes彪んt,a spp による根腐病の発生か知られている。 

オーストラリアてはRhizoctonia crocorum か根腐病の原因となっている。 ま 

た，Scierotium rolfSi' による白絹病の被害か報告されており，マレーシアては 

Botryod功lodia theobromae による枝枯病の被害か報告されている。 

クリンキーパイン A . hunsteinii K . Sch. 

英名はKlinki pineて，シノニムにはA hlinkiiかある。樹高46m，直径300 

cm に成長する大高木て，谷なとに生育するものは時に樹高80m に達する。樹 

幹は通直て完満，下部の枝の無い部分は樹高の半分程度を占め，無節の高級合 

板材となる。樹皮は赤褐色,粗く割裂し，無色の樹脂を彦出する。枝は5輪生 

し，広披針形の葉は枝先に密生する。 

ナンョウスキと同様に材は床材，合板材，パルプ材なとに利用される。 

分布と生育適地 

クリンキーノぐインはニューキニア島特産種てある。海抜高600'-1,500 m の 

山地に分布し，ナンョウスギの主要な分布域とほほ重なっている。このため， 

両者の生育適地はほほ同様と考えられている。年平均降水量1,600 -4,850 mm 

を適地とし，2-3 か月の弱い乾季のある方か成長は良い。土壌に対する選り好 

　　

Ae"o 彰sm ねbzZzs( ソウムシの 1種 ) による枝葉への被害か発生す るため, 枝

打ちの季節を 5月から8月に限定している。草地化した場所に植栽した場合,

植栽初年度にハソタにより根元部の樹皮を曜しられることがある。多いところ

では70% 近い個体か被害を受け,環状に剥皮されたものは枯死する。砿酸鉛と

糖蜜,糠を混ぜて毒餌とし,造林予定地に撒く。植栽直後から樹高 2m になる

頃まて, ネスミ類によって地際の樹皮を噛じられる場合かある。ハ ノタと同様

に毒 餌 を撒 いて防 除 す る。穿 孔 虫 と して, カ ミキ リム シ科 の Cop云oze鰯 s

decor 解“s,DZOZZ 粥αれα“72α餌α,SyZZz 棚 s αγα“cαγmB な とか′和 られ て い る。

病気 としては, ク リンキーパイ ンと同様 に PれBZZZれ凝 れ鯛粥s( キコフタケ属 )

による南根腐病の被害か報告 されている。苗畑てはネキ リムシ (wh・te

grubs), ケ ラ (molecrIckets), ヨ トウ ム シ (cutworm), コナ カ イ カ ラム シ

(m ealybugs) の被害か起きる。特に新 しすきる鋸屑を播種床に撒いた場合に,

ヨトゥムシの被害か出やすい。また育苗中の病気として, 被陰か強すき, 苗床

を過湿にす ると立枯病 (damp ・ng off) か出やす くなる。 クリンキーパインと

同様 に F“細 "" 伽 sp, 月es始めZm spp による根腐病の発生か知 られている。

オース トラリアては Rれzzodomq cmcoγ“m か根腐病の原因 となっている。 ま

た,Sczeγoれ“mm ぴszzによる白絹病の被害か報告 されてお り, マ レーシアては

βo云りoの〆 odzα劫のろγomαe による枝枯病の被害か報告 されている。

ク リンキ ーパ イ ン A ‐九"“sむ““ZZ K.Sch.

英名は Kilnkl p・ne て , シノニムには A たZm廓 zかある。樹高 46m, 直径 300

cm に成長する大高木て,谷なとに生育するものは時に樹高 80m に達する。樹

幹は通直て完備,下部の枝の無い部分は樹高の半分程度を占め,無節の高級合

板材となる。樹皮は赤褐色, 粗く割裂し, 無色の樹脂を移出する。枝は 5輪生

し, 広披針形の葉は枝先に密生する。

ナンョウスキと同様に材は床材, 合板材, パルプ材なとに利用される。

分布と生育適地
ク リンキーパイ ンはニューキニア島特産種てある。海抜高 600~1,500m の

山地に分布し, ナンョウスギの主要な分布域とほほ重なっている。このため,

両者の生育適地はほほ同様と考えられている。年平均降水星 1,600~1,850mm

を適地とし,2~3 か月の弱い乾季のある方か成長は良い。土壌に対する選り好
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みは強くないか，重粘な土壌やアルカリ性の土壌は好まない。 急傾斜地や若干 

乾燥する土地ても土壌か深けれは生育は良好てある。土壌が浅い場合には成長 

か抑えられる。すなわち過湿およひ貧栄養の土壌は適地てはない。大面積―斉 

造林はなるべく避けた方かよいと考えられている。熱帯地域ては標高の高いと 

ころを選ぶ。 クリンキーパインは枝か脆いため，尾根筋や風衝地に植栽すると 

梢端を吹き折られることかある。 

パプアニューキニア， マレーシア， ソロモン諸島なとて造林される。 

開花・結実 

10'-'l月に開花し，風により受粉する。受粉後，幼球果は急激に成長し，1月 

には長さ10cm，径45cm 程てあったものか8月には長さ15cm，径75cm に 

なる。以後球果は成長を休止し，翌年3-4月に成長を再開する。8月初旬には 

長さ18'-22 cm，直径12'-lScm に達するか， この段階ては種子内の胚は未発 

達てあり，成熟にはその後約2 か月かかる。すなわち，受粉からほほ1年10 か 

月て種子は成熟する。種子の成熟に伴い，球果は黄褐色に変わり，乾燥によっ 

て鱗片か開き，芳香を持つ粘液を分必する。この時期か採種の適期てあり，最 

終的には球果は開裂する。 

種子の取扱い 

パプアニューキニアては樹上の球果を採取するため，パラホラ型の樹冠を持 

ち球果もたくさん着ける若い成熟木を主な対象として種子を採取する。フロロ 

ての種子採取適期は9月下旬～10月初旬（表6 2)。球果こと採取し，重い未熟 

な球果は捨てる。ソウムシ科の昆虫（snout beetle）の被害にあっている球果も 

捨てる。球果は1層にして棚に広け，乾燥する。10 日ほとて開裂する。球果に 

は重量にして1割の種子か含まれている。球果の中軸と末端にある1/4 の種子 

は捨てる。 また開裂しない球果の種子も未熟なものと考えられるのて捨てる。 

乾燥中に虫害か認められる時は殺虫剤を使用する。開裂直後の種子は100％近 

い発芽率を持つ。保存する場合はさらに5日間乾燥し,翼を除去し，密閉後， 

低温（3'-4C）て貯蔵する。高温下ては種子の劣化か早いのて，取播きか推奨 

される（図1)～湿潤，密閉状態て3 -.--4℃の低温下て保存すれは，18 か月経過後 

ても50％の発芽率を維持すると報告されている0 ただし，低温貯蔵した種子は 

常温に戻すと急速に劣化するため，段取りよく播種する。 

　　

みは強くないか, 重粘な土壌やアルカリ性の土壌は好まない。急傾斜地や若干

乾燥する土地ても土壌か深けれは生育は良好てある。土壌が浅い場合には成長

か抑えられる。すなわち過湿およひ貧栄養の土壌は適地てはない。大面積一斉

造林はなるべく避けた方かよいと考えられている。熱帯地域ては標高の高いと

ころを選ぶ。クリンキーパインは枝か脆いため, 尾根筋や風衝地に植栽すると

棺端を吹き折られることかある。

パプアニューキニア, マ レーシア, ソロモ ン諸島なとて造林 される。

開花・結実

10~1 月に開花し,風により受粉する。受粉後,幼球果は急激に成長し,1 月

には長さ 1ocm, 径 45cm 程てあった ものか 8月には長 さ 15cm, 径 75cm に

なる。以後球果は成長を休止し,翌年 3~4 月に成長を再開する。8月初旬には

長 さ 18~22cm, 直径 12~15cm に達す るか , この段階ては種子内の魅 は未発

達てあり,成熟にはその後約 2か月かかる。すなわち,受粉からほほ 1年 10か

月て種子は成熟する。種子の成熟に伴い, 球果は黄褐色に変わり, 乾燥によっ

て鱗片か開き, 芳香を持つ粘液を分泌する。この時期か採種の適期てあり, 最

終的には球果は開裂する。

種子の取扱い
パプアニューキニァては樹上の球果を採取するため, バラホラ型の樹冠を持

ち球果もたくさん着ける若い成熟木を主な対象として種子を採取する。フロロ

ての種子採取適期は 9月下旬 ~10 月初旬 (表 6 2)。球果こと採取し,重い未熟

な球累 は捨てる。ソウムシ科の昆虫 (snout beetle) の被害 にあっている球果 も

捨てる。球果は 1層にして棚に広げ,乾燥する。10日ほとて開裂する。球果に

は重星にして 1割の種子か含まれている。球果の中軸と末端にある 1/4の種子

は捨てる。また開製しない球果の種子も未熟なものと考えられるのて捨てる。

乾燥中に虫害が認められる時は殺虫剤を使用する。開裂直後の種子は 100%近

い発芽率を持つ。保存する場合はさらに 5日間乾燥し, 翼を除去し, 密閉後,

低温 (3~4oC) て貯蔵する。高温下ては種子の劣化か早いのて, 取播きか推奨

される (図 1)。湿潤,密閉状態て 3~4oC の低温下て保存すれは,18 か月経過後

ても 50% の発芽率を維持すると報告されている。ただし,低温貯蔵 した種子は

常温に戻すと急速に劣化するため,段取りよく播種する。
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育 苗 

新鮮て多孔質の軽砂壌土か適当とされ，重粘な土壌の場合には川砂を混せて 

調整する。pH は6-6 5 か最適，このため播種8週間前にpHをチェノクし，適 

値の範囲に調整する。播種床は荒く耕耘しておき，最終的に播種1週間前にき 

め細かく耕耘する～10~11月に，90~ 130 粒ノrn2を苗床にはらまきで播き付け， 

播種後クリンキーパインまたはナンョウスキの鋸屑(3 か月くらい経ったもの） 

をlcm弱の厚さにかける。立枯病を予防するため， 播種前に種子に殺菌剤を 

まふす。播種後すくに被陰し，最初の4 か月は75％の，次の3か月は50％の 

日覆いを行う。その後，2週間ほと十分陽光にあてポノトに移植する。過湿にな 

らない程度に，週2回軽く潅水を行う。播種床の除草は非常に重要であるか， 

クリンキーパインの実生は除草剤には耐性かないため，実生の成立前にペンキ 

なとの溶媒に用いる揮発油(white spirit）を10m2当たり031の割合て散布 

し,雑草の結実，発芽を抑制する。また，実生か発生した後は雑草を手て丁寧 

に除去する0 過密てあれは，4 か月後に130 本／m2程度に密度を調整する。 

クリンキーパインは裸苗に仕立てると活着か悪いと言われるため，播種後15 

か月頃，苗高か15'-'23 cm になったところてポソトに移植し，植付けに備え 

る。ポノトの培養土は砂土（混合比 粗砂54%，細砂28%，シルト11%，粘土 

7%）か適する。直根か伸ひ，側根の発達は遅く少ないのて，移植の際には庄意 

か必要てある。移植は山出しの5 か月以前て雨季に行い，掘り取りの際に根を 

いためないよう庄意する。移植には規格（苗高15-23 cm）に適合した苗を用 

い，移植後直ちに被陰する。直根の発達を抑制するため，移植したポソトは床 

との間隔を5cm以上あけておく。被陰は徐々に弱くし，植栽の1か月前から 

被陰を完全に除去する。クリンキーパインは移植に際してナンョウスキよりも 

枯損率か高いため，最近ては最初からポノトて育苗する方法が主流となってい 

る。育苗には合計約18'-'24 か月間かかり，最も良い山出し苗は苗高30cm以 

上の2年生のものとされる。 

植栽と成長 

予定地は火入れ地拵えをして植栽する。特にシロアリの生息地周辺に植栽す 

る場合は，残材を残すとシロアリの被害を誘発するもとになる。植栽に当たっ 

ては根系周囲の培養土を崩さないように庄意し,や、深植えするほうか活着か 

良い。植栽間隔は列間か2 8m，植栽木の間隔か25m (1,500 本ノha）を標準と 
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育 苗
新鮮て多孔質の軽砂壌土か適当とされ,重粘な土壌の場合には川砂を混せて

調整す る。pH は 6~65 か最適 , このため播種 8週間前 に pH をチェ ノクし,適

値の範囲に調整する。播種床は荒く耕転しておき,最終的に播種 1週間前にき

め細か く耕転す る。10~11 月に,90~130 粒 /m2 を苗床には らまきで播 き付 け,

播種後クリンキーパインまたはナンョウスキの鋸屑 (3か月くらい経ったもの)

を lcm 弱の厚さにかける。立枯病を予防するため, 播種前に種子に殺菌剤を

まふす。播種後すくに被陰し, 最初の 4か月は 75% の, 次の 3か月は 50% の

日覆いを行う。その後,2 週間ほと十分陽光にあてポノトに移植する。過湿にな

らない程度に, 週 2回軽く潅水を行う。播種床の除草は非常に重要であるか,

クリンキーパインの実生は除草剤には耐性かないため, 実生の成立前にペンキ

なとの溶媒に用いる揮発油 (wh・te splrlt)を 1om2 当たり03Z の割合て散布

し, 雑草の結実, 発芽を抑制する。また, 実生か発生 した後は雑草を手て丁寧

に除去する。過密てあれは,4 か月後に 130本/m2程度に密度を調整する。

クリンキーパインは裸苗に仕立てると店着か悪いと言われるため,播種後 15

か月頃, 苗高か 15~23cm になったところてポソトに移植 し, 植付けに備え

る。ポノトの培養土は砂土 (混合比 粗砂 54%, 細砂 28%, シルト11%, 粘土

7%) か適する。直根が伸ひ,側根の発達は遅く少ないのて,移植の際には庄意

か必要てある。移植は山出しの 5か月以前て雨季に行い, 掘り取りの際に根を

いためないよう注意する。移植には規格 (苗高 15~23cm) に適合した苗を用

い, 移植後直ちに被陰する。直根の発達を抑制するため, 移植したポソトは床

との間隔を 5cm 以上あげておく。被陰は徐々に弱くし, 植栽の 1か月前から

被陰を完全に除去する。クリンキーパインは移植に際してナンョウスキよりも

枯損率か高いため, 最近ては最初からポノトて育苗する方法が主流となってい

る。育苗には合計約 18~24 か月間かかり, 最も良い山出し苗は苗高 30cm 以

上の 2年生のものとされる。

植栽と成長
予定地は火入れ地搭えをして植栽する。特にシロアリの生息地周辺に植栽す

る場合は, 残材を残すとシロアリの被害を誘発するもとになる。植栽に当たっ

ては根系周囲の培養土を崩さないように住意し, や 深植えするほうか活着か

良い。植栽間隔は列間か 28m, 植栽木の間隔か 25m(1,500 本 /ha) を標準と
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している。一般にクリンキーノぐインはナンョウスキよりも初期成長は遅いか, 

適地に植栽すれば幹形か良く，後期の材積成長も良いといわれる（表67，表6 

8)~ 

3年間程度は除草剤の散布，下刈り，蔓切りなとの保育作業か必要てある。平 

均樹高6mおよひ135 m 前後になった段階で樹高の半分程度の高さまて枝打 

ちを行う。第2回目の枝打ちの際に間伐を併せて行う。間伐は3回行い，優勢 

木か15m の時，残存木140 本／ha, 18mで100 本，21 m 以上になったとき70 

本とする。 

病虫害など 

クリンキーパインは火に弱いため,造林地に隣接する場所で火入れ作業は行 

わないようにする。また，強風に対する抵抗性も小さいため，尾根筋なとつ＼の 

造林は避ける。 

Barinae sp およひTracholena lipora は球果を，Setomocpha rutella は種子 

を食害する。Vanapa oberthurii（ソウムシ類）は幹を加害する。Hylurdectonus 

araucariae は天然林に生息しており葉を食害するか，ときに造林地に被害を与 

え，海抜高1,100'-'1,350 m にある10'-i2年生の造林地において発生した記録 

かある。シロアリ（Cop切記rmes elisaeおよひC hyalopcx) は局地的に発生し， 

若木の地表部付近の樹幹，根を食害し枯死させる。 マレーシアの造林地てはク 

リンキーパインのほうかナンョウスキよりもシロアリの被害は少なく，被害林 

分は拡大しにくいといわれる。』乙liona isodoxa（カの1種）は葉と小枝を加害 

し，幼虫の食害は重大な被害を与える。 

病気としてはArniillarza mellea によるならたけ病，およひPhellinus 

noxius （キコフタケ属）による南根腐病の発生か知られている。後者は周辺の 

広葉樹林伐採地から侵入するといわれ，造林木に根腐れを起こす。育苗中に発 

生する病気としてはFusarium sp， およひPestalotLa spp による立枯病， 

Rhにoctonia crocorum によるくもの巣病の発生か報告されている。また，パプ 

アニューキニアては，苗畑の土壌かpH7 6を超えると可給態Fe の不足を生 

し，針葉の黄化症（chiorosis) を発生させることか報告されている。ナンョウ 

スキよりもクリンキーパインの苗木で発生しやすいとされる。 

　　

している。一般 にク リンキーパイ ンはナ ンョウスキよりも初期成長 は遅 いか ,

適地に植栽すれば幹形か良く,後期の材積成長も良いといわれる (表 6 7,表 6

8)。

3年間程度は除草剤の散布,下刈り,蔓切りなとの保育作業か必要てある。平

均樹高 6m およひ 135m 前後になった段階で樹高の半分程度の高さまて枝打

ちを行う。第 2回目の枝打ちの際に間伐を併せて行う。間伐は 3回行い, 優勢

木か 15m の時 , 残存木 140 本 /ha,18m で 100本 ,21m 以上 になったとき 70

本とする。

病虫害など
クリンキーパインは火に弱いため, 造林地に隣接する場所で火入れ作業は行

わないようにする。また, 強風に対する抵抗性も小さいため, 尾根筋などへの

造林は避ける。

βαれれ鯛 sp お よ ひ Tmc ねo彰れα Zzpom は球 果 を ,Sezomocp ねα粥 彰Z超 は種 子

を食害す る。yαれαPαob解放鮒“ (ソウムシ頚 ) は幹を加害する。甘y粥 沈めれ“s

αm" 鯛γme は天然林に生息しており葉を食害するか, ときに造林地に被害を与

え, 海抜高 1,100~1,350m にある 10~i2 年生 の造林地 において発生 した記録

かある。シロア リ (Copォot勿mBse 無鯛 およひ C リメopgx) は局地的に発生 し,

若木の地表部付近の樹幹, 根を食害し枯死させる。マレーシアの造林地てはク

リンキーパインのほうかナ ンョウスキよりもシロア リの被害 は少な く, 被害林

分は拡大しにくいといわれる。肌山脇αzsodoxα (力の 1種) は葉と小枝を加害

し, 幼虫の食害は重大な被害を与える。

病 気 と して は Aγm 班αγzα meZZ銀 に よ るな らた け病 , お よ ひ Pれe放れ関

れoxz“s( キコフタケ届) による南根腐病の発生か知られている。後者は周辺の

広葉樹林伐採地から侵入するといわれ,造林木に根腐れを起こす。育苗中に発

生する病気 としては F“細れ“m sp. およひ PesねZozm spp による立枯病 ,

Rたzzodoれmc γoco粥粥 によるくもの巣病の発生か報告 されている。また, パプ

アニューキニアては, 苗畑の土壌か pH76 を超えると可給態 Fe の不足を生

し, 針葉の黄化症 hlorosls) を発生 させることか報告 されている。ナ ンョウ

スキよりもクリンキーパインの苗木で発生しやすいとされる。
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ノーフォークマツ A . excelsa R . Br. 

英名はNorfolk Island Pine て，シノニームにはA heterophyhla かある。高さ 

60 m ，径300 ciilに達する大高木て，雌雄異株てある。整然とした樹形を持ち， 

水平またはやや下垂する枝か5'-6 本輪生する。長さ8-l5mm ， 幅1-2mm 

の葉は鎌状の四角形て内曲するC 材は白色，軽軟て緻密，建築材，造船材なと 

に利用される。成長かよく樹形は優美なのて，鑑賞用庭園樹として公園なとに 

広く植栽される。 

分布と生育適地 

ノーフォークマツは167。E, 28。30'S にあるノーフォーク島の特産種てある。 

現在は鑑賞用として世界各地に植栽される。土壌型を選はす， フィリピンては 

低地から海抜高1,500m の温帯域まて生育する。 

オーストラリアのビクトリア州およひクインスラント州ては在来種のように 

よく生育している。このほかフィジー，ニュージーラント， トリニタート，キ 

プロス，パレスチナ， ケニア， ウカンタなとて植栽されている。 南アフリカ連 

邦の晦抜高518m て，多少の降霜かあり，年降水量か1,500mm のところに植 

栽された例ては，18年生造林地て，林分密度1,235 本／ha，平均樹高183m，直 

径19 3 cm になっている。 また， 風に対する抵抗性かあり，耐塩性もあるため侮 

岸にも植栽か可能である。サンシハルては珊瑚礁に植栽されたか，50'-60年て 

樹高21 m まて成長した後，すべて枯死した。 

開花・結実 

原産地においては花期9月，球果は4月に成熟し，長さ10cm，径12cm に 

なる（表6 2)。フラシルに導入されたものは8'--9 月に開花し，12'--l月に成熟 

する。 

種子の取扱い・育苗など 

実生と挿木による繁殖方法か行われているか，育苗に関する情報はほとんと 

無い。種子は同属の他種と同様に活力を失いやすいため，湿度60-75%, 7C 

て貯蔵する。育苗法か体系化されていないこともあって，得苗率は低いとされ 

る。 フィリピンて行われている挿木ては， 頂芽を持った枝を長さ5-20cm に 

調製し，発根促進剤（IBA またはルートン） を用いて，10月（雨季）に挿す。 
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ノー フ ォー ク マ ツ A ‐e工ceおα R.Br ‐

英 名 は Norfolk lsland P1ne て , シ ノニ ム に は A れ鑑鮒 opゑ“幽 か あ る。高 さ

60m, 径 300cm に達する大高木て, 雌雄異株てある。整然とした樹形を持ち,

水平 またはやや下垂す る枝か 5~6 本輪生す る。 長 さ 8~15mm, 幅 1~2mm

の葉は鎌状の四角形て内曲する。材は白色, 軽軟て撤密, 建築材, 造船材なと

に利用される。成長かよく樹形は優美なのて,鑑賞用庭園樹として公園なとに

広く植栽される。

分布と生育適地
ノー フ ォー クマ ッ は 167oE,2803 び S に あ る ノー フ ォー ク島 の特 産 種 て あ る。

現在は鑑賞用として世界各地に植栽される。土壌型を選はす, フィリピンては

低地から海抜高 1,500m の温帯域まて生育する。

オーストラリアのビクトリア州およひクインスラント州ては在来種のように

よ く生 育 して い る。 この ほか フ ィジー ,- ー ュ ー ジ ー ラ ン ト, ト リニ タ ー ト, キ

プロス, パ レスチナ, ケニア, ウカ ンタなとて植栽 されている。南アフリカ連

邦の海抜高 518m て, 多少の降霜があり, 年降水量か 1,500mm のところに植

栽された例ては,18 年生造林地て,林分密度 1,235本/ha, 平均樹高 183m, 直

径 193cm になっている。また,風に対する抵抗性かあり,耐塩性もあるため海

岸にも植栽か可能である。サンシハルては珊瑚礁に植栽されたか,50~60 年て

樹高 21m まて成長した後, すべて枯死した。

開花・結実

原産地においては花期 9月, 球果は 4月に成熟し, 長さ 1ocm, 径 12cm に

なる (表 6 2)。フラシルに導入されたものは 8~9 月に開花し,12~1 月に成熟

す る。

種子の取扱い・育苗など

実生と挿木による繁殖方法か行われているか,育苗に関する情報はほとんと

無い。種子は同属の他種と同様に活力を失いやすいため, 湿度 60~75%,7 oC

て貯蔵する。育苗法か体系化されていないこともあって, 得苗率は低いとされ

る。 フィリピンて行われている挿木ては, 頂芽を持 った枝を長 さ 5~20cm に

調製し, 発根促進剤 (IBA またはルートン) を用いて,10 月 (雨季) に挿す。
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また，次回のために挿穂を採取後，採穂母樹に硫安を施用して頂芽の発生と成 

長を促す。植栽については刊行された資料はほとんと無い。成長については表 

68を参照。 

病害虫 

木材を加害するカミキリムシとしてDiotimana unduta か知られている。 
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Carvaiho, P ER (1994) Esp6cies Florestais Brasileiras 639 + 35 pp, EMBRAPA 一 
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Golfari, L (1970) Conifers suitable for reforestation in the states of Parana, Santa 

Catarina and Rio Grande do Sul 86 pp FAQ 

原 敬造(1977)執帯産パルプ適材樹種の特性と造林技術 105pp 南方造林協会 

Komiya, T (1983) T6cnicas silviculturales 12 pp, Ministerio Agricultura y 

Ganaderia, Servicio Forestal Nacional Centro de Desarrollo Forestal y 

Cooperacion Tecnica del Japon para el Desarrollo Agricola y Forestal de Ia 

Region sur del Paraguay 

Ntima, 0 0 (1968) Fast growing timber trees of the lowland tropics No 3, The 

Araucarias 139 pp, Commonwealth Forestry Institute, University of Oxford 

大角泰夫（1982）チークおよひアロウカリアの適地判定 執帯農研集報43 63'-68 

Rogers, L J (1953) Report to the government of Brazil on silvicultural problems of 
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28 pp, Universidad de Chile, Facultad de Ciencias Forestales 

White, K J & Cameron, A L (1965) Silvicultural techniques in Papua New Guinea 

forest plantation 99 pp , Division of Silviculture, Department of Forests, Papua 

New Guinea 

　　

また,次回のために挿穂を採取後,採穂母樹に硫安を施用して頂芽の発生と成

長を促す。植栽については刊行された資料はほとんと無い。成長については表

6 8を参照。

病害虫
木材を加害するカ ミキ リムシとして D のれmαれα“れα“如 か知 られている。

文 献
Carvalho,PER(1994) Esp 邑c1es F1oresta1s Brasilelras 639 十 35pp,EMBRAPA 一

CNPF/SPI

Du 任y,EAJ(1960)A monograPh of the lmmature stages of NeotTOPICal tlmber

beetles(Cerambycldae)327pp,Brlt ・sh Mus(Nat H1st)

Du 甘y,EAJ(1963)A monograPh of the lmmature stages of Australaslan t・mber

beetles(Cerambycldae)235Pp,Brlt ・sh Mus(Nat H1st)

Golfarl,L (i970) Comfers sultable for reforestat ・on ・n the states of Parana,Santa

Catar ・na and R・OGrande dO Su1 86pP FAO

原 敬造 (1977)熱帯産パルプ適材樹種の特性と造林技術 105pp 南方造林協会
Konnya,T (1983) Tecn ・cas sllvlcultuTales 12pp,M1n ・sterlO Agrlcultura y

Ganaderla, Servlclo ForestaI NaclonaI Centro de DesaTrollOForestal y

Cooperaclon Tecnlca deI Japon para e} Desarro=o Agncola yForestai de la

Reglon sur deIParaguay

Nt・・na,00(1968)Fast growlng tlmber trees of thelowland troplcs No 3, The

Araucar ・as 139pP,Commonwealth Forestry lnst・tute,Unlverslty ofoxford

大角泰夫 (1982) チークおよひアロウカリアの適地判定 執帯農研集報 43 63~68

Rogers,LJ(1953)RePorttothegovernmentofBrazllonsllvlculturaI Problems of

A〆α“cαγzααれg“sZ坊o‘脇 66Pp,FAO

坂口勝美 (1978) ソロモン諸島の造林的考察 南方造林 14 1~103 十vl

schmlt,H,Toral,M &Burgos,P(1977)SI1vlcultura y uso del bosque de Araucarla

28Pp,Unlversldad de Chlle,Facultad de C1enc ・asForestales

Wrh・te,KJ & Cameron,AL(1965)SIIV1culturaltechnlques ln PaPua New Gulnea

forestplantat ・on 99pp,D1vlslon of s・lvlculture,DepartmentofForests,PaPua

New Gulnea
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7． クインスランドカウリ（Queensland kauri) 

学名 Agathis robusta F M Bail 

ナンョウスキ科 

丸山 温 

Agathis 属の樹木はナンョウスキ科に属し， スマトラ島，マレー群島から 

ニューカレトニア， フィシーにかけての亜熱帯から熱帯の広い範囲に分布する 

高木で，数少ない熱帯産有用針葉樹の中の代表的樹種てあり，日本てもアカチ 

ス， カウリの名て知られている。 Agathis robusta は， 英名のQueensland 

kauri （別名Australian kauri）か示すとおり，オーストラリア東部クインスラ 

ント州の原産で， 樹高40 m に達する高木である。幹は通直て褐色の樹皮を持 

ち，表面に小さな丸い斑紋か現れる。葉は長さ5'-43cm の卵形～楕円形，葉脈 

は平行でやや対生する。雌雄同株て，雄の球花は円筒状て長さ4-8cm，雌の 

球花はやや球形～卵形て直径10cm，長さ10'-13 cm と大きく，瓦状の種鱗て 

覆われている。種鱗は幅およそ25cm てわすかに重なり合い，種鱗の根元のく 

ほみに種子か発達する。種子の長さ125cm て， 長さ25cm のハネを持っ。材 

は古くから利用され，選木択伐か繰り返し行われた結果，原産地のクインスラ 

ンド州ては，利用可能な成熟林か急速に失われた。近年，インド，南アフリカ， 

ウカンタ，モーリシャス，プェルトリコなとて造林樹種としての導入か成功し 

たのをはじめ，湿潤熱帯地域では公園樹や街路樹なとの風致的な目的ても広く 

植栽されている。 

分 布 

本種の天然分布はオーストラリア東海岸沖25。S のフレーサー島とその対 

岸，およひ15-19。S の，標高900m以下の侮岸沿いに限られており，亜種の 

Agathis robusta subsp nesophila はパプアニューギニア南東部とニューフリ 

テン島に分布する（図7 1)。天然分布地の年平均雨量はL100-'S,OOO mm と非 

常に幅広いか，いすれも夏季に降水量が多い。また明瞭な乾季はなくて，最乾 

月ても25-35 mm ／月の雨量かある。夏季の最高気温は30-32C，冬季の最低 

気温は北部ては13- 19C，南部では6'-8℃て，南部の標高600m以上の地域 

ては冬季に20-30 日の降霜も見られる。 
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7‐ クイ ンス ラ ン ドカ ウ リ (Queensland kauri)

学名 Ag の廟sγob“sね FMBall

ナ ンョウスキ科

丸山 温

Ag 煽れzs属 の樹木 はナ ンョウスキ科 に属 し, スマ トラ島 , マ レー群 島か ら

ニューカレトニア, フィシーにかけての亜熱帯から熱帯の広い範囲に分布する

高木で, 数少ない熱帯産有用針葉樹の中の代表的樹種てあり, 日本てもアカチ

ス , カ ウ リの名 て知 られ て い る。 Ag 煽れzs γの “勘αは , 英 名 の Queensland

kaurl (別名 Australlankaurl) か示す とお り, オース トラリア東部 クインスラ

ント州の原産で, 樹高 40m に達する高木である。幹は通直て褐色の樹皮を持

ち,表面に小さな丸い斑紋か現れる。葉は長さ 5~13cm の卵形 ~ 楕円形,葉脈

は平行でやや対生する。雌雄同株て, 雄の球花は円筒状て長さ 4~8cm, 雌の

球花 はやや球形 ~ 卵形て直径 iocm, 長 さ 10~13cm と大 きく, 瓦状の種鱗て

覆われている。種鱗は幅およそ 25cm てわすかに重なり合い,種鱗の根元のく

ほみに種子か発達する。種子の長 さ 125cm て , 長 さ 25cm のハネを持つ。材

は古くから利用され, 選木択伐か繰り返し行われた結果, 原産地のクインスラ

ンド州ては,利用可能な成熟林か急速に失われた。近年, インド,南アフリカ,

ウカンタ, モー リシャス, プエル トリコなとて造林樹種 としての導入か成功 し

たのをはじめ, 湿潤熱帯地域では公園樹や街路樹なとの風致的な目的ても広く

植栽されている。

分 布
本種の天然分布はオース トラリア東海岸沖 25oS のフレーサー島とその対

岸 , およひ 15~190S の , 標高 90om 以下の侮岸沿 いに限 られてお り, 亜種の

Ag αZたzs rob"s 幻 subsp 粥 soのればα はパ プ ア ニ ュー ギ ニ ア南 東 部 とニ ュー フ リ

テン島に分布する (図 71)。天然分布地の年平均雨量は 1,100~5,00omm と非

常に幅広いか, いすれも夏季に降水量が多い。また明瞭な乾季はなくて, 最乾

月ても 25~35mm/ 月の雨量かある。夏季の最高気温は 30~320C, 冬季の最低

気温は北部ては 13~1 ずC, 南部では 6~ ずC て, 南部の標高 600m 以上の地域

ては冬季に 20~30 日の降霜も見られる。
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図7 l Aga坑is robusta の天然分布 

開花・結実 

20年生くらいから開花・結実し始める。雌雄同株てあるか，自殖を避けるた 

めか，同一個体内の雄花と雌花の開花時期は異なる。雌花は6'-'7月にかけて形 

成され，9月に受粉する。花粉の発芽には気温25℃以上て相対湿度80％以上 

の条件か必要てある。受粉してから成熟種子か得られるまてにおよそ16 か月 

を要し，受粉の翌々年の1月頃から樹上て裂開し始める。種子はハネを持ち， 

回転しなから風て散布される。樹上てはオウム，地上てはリス， ネスミなとに 

よって捕食される。種子は含水率5％ておよそ20,000 粒ノkg て，通常の貯蔵条 

件ては発芽力は2, 3週間以内に失われるか，乾燥して冷蔵庫（3℃前後）に保 

存すれば発芽力を保持てきる。本樹種の場合は，種子の入手と長期貯蔵の困難 

さか造林の大きな妨けになっている。 

育 苗 

発芽に特別の前処理は不要であるか，水に24時間浸漬すると発芽率か高く 

なる。播きつけ後1-'2 週間て発芽する。発芽後の葉焼けを防くため，播種床は 

寒冷紗て被う。苗高7'--'lOcm の時点て移植し，およそ1-i年半て苗高25-50 

cm の山出し苗に仕立てる。裸根苗を育てる場合は，移植後2回，3か月と6 か 
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図 7 1 Ag のんzsγob“sね の天然分布

開花・結実

20年生くらいから開花・結実し始める。雌雄同株てあるか, 目殖を避けるた

めか,同一個体内の雄花と雌花の開花時期は異なる。雌花は 6~7 月にかけて形

成され,9 月に受粉する。花粉の発芽には気温 25oC以上て相対湿度 80% 以上

の条件か必要てある。受粉 してから成熟種子か得られるまてにおよそ 16か月

を要し, 受粉の翌々年の 1月頃から樹上て裂開し始める。種子はハネを持ち,

回転しなから風て散布される。樹上てはオウム, 地上てはリス, ネスミなとに

よって捕食される。種子は含水率 5% ておよそ 20,000粒 /kg て, 通常の貯蔵条

件ては発芽力は 2,3 週間以内に失われるか, 乾燥して冷蔵庫 (3oC前後) に保

存すれば発芽力を保持てきる。本樹種の場合は,種子の入手と長期貯蔵の困難

さか造林の大きな妨げになっている。

育 苗
発芽に特別の前処理は不要であるか,水に 24時間浸債すると発芽率か高く

なる。播きつけ後 1~2 週間て発芽する。発芽後の葉焼けを防くため,播種床は

寒伶紗て被う。苗高 7~1ocm の時点て移植し,およそ 1~1 年半て苗高 25~50

cm の山出し苗に仕立てる。裸根苗を育てる場合は,移植後 2回,3 か月と 6か
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月の時点て根切りを行う。根切り処理した裸根苗，無処理の裸根苗，チューフ 

ポソト苗，およひ竹筒ポソト苗を用いて最適な育苗法と苗齢を調べた実験て 

は，チューフポノト苗の活着率は100％てあった。裸根苗の根切りの効果も認 

められ，また苗齢は2年生か活着・成長とも最も良かった。通常の造林には苗 

畑て育てた実生苗を用いるか，母樹の下や周辺の林床にはしはしは大量の実生 

か発生するのて，止月は苗を用いる場合もある。 シャワ島ては，育苗コストを 

抑えるため，母樹下の林床を耕すたけて，あとは発生した実生かある程度の大 

きさに成長するまて待って，林床から直接造林地に移植する方法か取られてい 

る。プェルトリコては，同様にして実生を発生させるか，苗高10cm 程度に達 

した時点てヒニールポノトに移植し，林床て25-50 cm に育ててから植栽して 

いる。後者の方法か移植後の苗の生存には有利で，97％の活着率か得られたと 

いう報告もある。また，本種はAgathis 属の中てはおそらく最も発根か容易で 

あり，挿木も困難ではない。ただし，側枝を挿穂に用いると苗か傾斜屈性を示 

すのて庄意を要する。 

適 地 

本種は暖温帯から亜熱帯の温度条件で，夏に降水量の多い，湿潤な気候を好 

む。原産地のクインスラント州南部ては成木は霜に耐えることかてきるか，一 

般に幼齢期には霜害に弱いのて，降霜のある地域は避ける。幅広い土壌条件て 

成長するか,深くて排水の良い花崗岩由来の土壌か最も適している。原産地の 

クインスランドても,海岸低地のラテライト性ポトソル土壌ては成長か抑制さ 

れるか，窒素肥料を施肥することにより通常の成長か得られる。ウカンタの事例 

ては，火山灰性の粘土質土壌やサンコ由来の土壌でも良好な成長か報告されてい 

る。またプェルトリコの事例では，pH4 2 -'-8 2 の幅広い範囲て生育するという。 

植 栽 

通常の山出し実生苗は1-1 5年生，25'---50 cm てあるか，大きいほと雑草木 

との競争や高温・乾燥に有利といわれており， しはしは2年生の実生苗か用い 

られる。本種はとちらかといえは陰樹て，少なくとも幼齢期においては耐陰性 

の高い後継樹種の性質を示し，裸地造林には不向きて，草地ても活着は見込め 

ないという。従ってラインプランティンクなとの樹下植栽か推奨される他，成 

長か早く，まはらな樹冠を形成するマツやイトスキなとと混植し，それらを被 

　　

月の時点て根切りを行う。根切り処理した裸根苗, 無処理の裸根苗, チューフ

ポソト苗, およひ竹筒ポ ソト苗を用いて最適な育苗法と苗齢を調べた実験て

は, チューフポノト苗の活着率は 100% てあった。裸根苗の根切りの効果も認

められ, また苗齢は 2年生か活着・成長とも最も良かった。通常の造林には苗

畑て育てた実生苗を用いるか,母樹の下や周辺の林床にはしはしは大量の実生

か発生するのて, 山引き苗を用いる場合もある。シャワ島ては, 育苗コストを

抑えるため, 母樹下の林床を耕すたけて, あとは発生 した実生がある程度の大

きさに成長するまて待って,林床から直接造林地に移植する方法か取られてい

る。プエル トリコては, 同様 に して実生を発生 させるか, 苗高 1ocm 程度に達

した時点て ヒニールポ ノトに移植 し, 林床て 25~50cm に育ててか ら植栽 して

いる。後者の方法か移植後の苗の生存には有利で,97% の活着率か得られたと

いう報告もある。また, 本種は Agαz毎s属の中てはおそらく最も発根か容易で

あり, 挿木も困難ではない。ただし, 側枝を挿穂に用いると苗か傾斜屈性を示

すのて住意を要する。

適 地

本種は暖温帯から亜熱帯の温度条件で,夏に降水星の多い, 湿潤な気候を好

む。原産地のクインスラント州南部ては成木は霜に耐えることかてきるか,-

般に幼齢期には霜害に弱いのて, 降箱のある地域は避ける。幅広い土壌条件て

成長するか, 深くて排水の良い花園岩由来の土壌か最も適している。原産地の

クインスランドても, 海岸低地のラテライト性ポトソル土壌ては成長か抑制さ

れるが, 窒素肥料を施肥することにより通常の成長か得られる。ウカンタの事例

ては, 火山灰性の粘土質土壌やサンゴ由来の土壌でも良好な成長か報告されてい

る。またプエル トリコの事例では,PH42~82 の幅広い範囲て生育するという。

植 栽
通常の山出し実生苗は 1~15 年生,25~50cm てあるか, 大きいほと雑草木

との競争や高温・乾燥に有利といわれており, しはいま2年生の実生苗か用い

られる。本種はとちらかといえは陰樹て, 少なくとも幼齢期においては耐陰性

の高い後継樹種の性質を示し,裸地造林には不向きて,草地ても活着は見込め

ないという。従ってラインプランティンクなとの樹下植栽か推奨される他, 成

長か早く, まはらな樹冠を形成するマッやイトスキなとと展植し, それらを被
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陰樹にして育成させる方法も取られている。オーストラリアては，湿I閏な秋か 

植栽時期として適しているか，チューフポソト苗を用いれは通年の植栽か可能 

てある。その場合は，苗高30'---40 cm，根長30cm の苗を，根長18cm 程度に 

根切りしてチューフポノトに移植し，2 か月間育成した後に植栽する。 

更 新 

実生は母樹の樹冠下やその周辺てしはしは群生し，耐陰性か高く，閉鎖した 

林分の林床ても長期間生存する。暗い場所ての成長は非常に遅く，40年生で樹 

高わすか60cm という例も見られる。このように林床て被圧された稚樹ても, 

上層林冠を疎開し，光条件を改善してやると急速に成長を開始する。 

成 長 

本種の樹高成長はとちらかといえば遅い方て，年間50cm から15m 程度て 

あるか，20, 30 年生まては安定した成長を続ける。また耐陰性か高く，相対照 

度12％の条件下ても野外の70％程度の成長を維持できるという。 プェルトリ 

コの人工林では，最大樹高よりもやや低い20-26m に達するまてはlm 弱ノ年 

の樹高成長を続け，その間の直径成長は1'-2cm／年てあった。南アフリカの人 

工林における事例ては， 直径成長は15年生の時点て2cmノ年， 40年生の時点 

ではlcmノ年という。その他，世界各地12 か所の人工林（9'-25年生）の事例 

を平均すると，本種の直径成長は年間1 2 cm 程度と見積もられる（クラビア 

23)。直径成長は個体間の競争により抑制され，天然林ては樹冠か周辺の個体を 

凌駕するまての直径成長は非常に遅い。しかし，隣接木との競合の影響が小さ 

い街路樹の場合，48年生て胸高直径108 cm という記録もある。 

本種は枝打ちの必要か無いという点でも造林樹種として優れており,孤立木 

の場合でも樹高の半分から2/3 まては枝を落とす。幹は通直，完満て板根はな 

い。50'- 60年の伐期て， フープパイン u cunninghamzz 枝打ちを必要とす 

る）のおよそ2倍の材収穫か,枝打ちのコスト無しに得られるという。材積成 

長・蓄積は立地によって大きく異なる。原産地クインズランドの密度919 本／ 

ha，断面積合計35 2mヲhaの22年生林分ては，138m3/ha という年間平均成 

長量か報告されている。南アフリカの40年生人工林の事例ては，なんと年間平 

均成長量35 m3/ha（蓄積L400 m3/ha）という記録もあるか， これは近接する 

ほほ同じ立地に生育しているスラッシュマツの，ほほ2倍に匹敵するという。 

　　

陰樹にして育成させる方法も取られている。オーストラリアては, 湿潤な秋か

植栽時期として適 しているか, チューフポソト苗を用いれは通年の植栽か可能

てある。その場合 は, 苗高 30~40cm, 根長 30cm の苗を , 根長 18cm 程度 に

根切りしてチューフポノトに移植し,2 か月間育成 した後に植栽する。

更 新
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本種の樹高成長はとちらかといえば遅い方て, 年間 50cm から 15m 程度て

あるか,20,30 年生まては安定した成長を続ける。また耐陰性か高く, 相対照

度 12% の条件下ても野外の 70% 程度の成長を維持できるという。 プエルトリ

コの人工林では,最大樹高よりもやや低い 20~26m に達するまては lm 弱/年

の樹高成長を続け, その間の直径成長は 1~2cm/ 年てあった。南アフリカの人

工林における事例ては, 直径成長は 15年生の時点て 2cm/ 年,40 年生の時点

では lcm/ 年という。その他, 世界各地 12か所の人工林 (9~25 年生) の事例

を平均すると, 本種の直径成長は年間 12cm 程度と見積もられる (クラビア

23)。直径成長は個体間の競争により抑制され,天然林ては樹冠か周辺の個体を

凌駕するまての直径成長は非常に遅い。しかし, 隣接木との競合の影響が小さ

い街路樹の場合,48 年生て胸高直径 108cm という記録もある。

本種は枝打ちの必要か無いという点でも造林樹種として優れており,孤立木

の場合でも樹高の半分から2/3まては枝を落とす。幹は通直,完満て板根はな

い。 50~60 年の伐期て , フープパイ ン (A cα72mれgれαmzz 枝打ちを必要 とす

る) のおよそ 2倍の材収穫が, 枝打ちのコスト無しに得られるという。材積成

長 ・蓄積は立地によって大きく異なる。原産地クインズランドの密度 919本 /
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長量か報告されている。南アフリカの 40年生人工林の事例ては,なんと年間平

均成長量 35m3/ha( 蓄積 1,400m3/ha) という記録もあるか, これは近接する
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病虫害 

原産地のオース トラリアては, カイカラムシの仲間（kauri coccid, 

Conifericoccus agathidis）による害かある。特に人工林て深刻て，何か所もの 

林分かこの被害にあって皆伐され，本種による一斉林造林かできなくなった。 

しかし，オーストラリア以外の国てはこの害虫による被害は今の所報告されて 

いない。天然分布域てのその他の病虫害としては，アサミウマ（kauri thrips, 

Oxythr功S agathidis）やソウムシ 伍uthyrrhinus meditabundus)，葉ふるい病 

@afーーcast)，斑点性病害（1lendersonula agam1)，およひ穿孔虫 （ヒロウトカ 

ミキリの仲間）の害なとかある。また，苗畑ては甲虫の幼虫による根の食害や 

ヤトウムシによる根切りの被害か報告されている。 プェルトリコでは，心腐れ 

の被害か一例と，蛇紋岩由来の浅い土壌ての原因不明の立ち枯れか報告されて 

いる。その他の害として，造林地の幼齢木てはワラビー,オポノサム，ハンティ 

クートなとの動物による被害，人工林ては暴風による落葉なとかある。 

用 途 

本種は世界中て最も有用な針葉樹材のーつてある。材は薄い褐色から帯紅・ 

黄白色，比重031--048 て，明瞭な成長輪を持たない。加工・塗装は容易て光 

沢かあり，仕上けは良好てある。乾燥過程て収縮するか狂いは少ない。建築， 

内装用，家具，キャヒネソト，碁盤，定規，指物，鉛筆，マソチ，造船，合板 

材料なと非常に幅広い用途かある。また繊維か長く，製紙用にも適している。 

樹形か美しい（クラヒア24）ことから，材としての用途の他に公園樹や街路樹 

なとの風致的な目的ても植栽されている。 
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ヤトゥムシによる根切りの被害か報告されている。プエルトリコでは, 心腐れ

の被害か一例と,蛇紋岩由来の浅い土壌ての原因不明の立ち枯れが報告されて

いる。その他の害 として ,造林地の幼齢木てはワラビー, オポ ノサム,ハ ンティ

クートなとの動物による被害, 人工林ては暴風による落葉などかある。

用 途
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樹形か美しい (クラヒア 24) ことから,材としての用途の他に公園樹や街路樹

なとの風致的な目的ても植栽されている。
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8． マキ属（Podocarp) 

学名 Poclocarpus spp 

マキ科 

北山 兼弘 

英語てはポドカルプ（podocarp) と総称される常緑針葉樹てある。南半球を 

中心に約110 種か知られている。分類によっては，マキ属はさらに7亜属に分 

けられ，Dacrycaゆus なとの亜属名か属名として用いられることもある。幹は 

通常まっすくて，樹高は種や生育地によって異なるか，大型の種では40-'50m 

に達する （クラヒア26)。葉の形はいろいろて，マキ状，ナキ状，イチイ状，あ 

るいはスキマキ亜属のacrycarpus) のように針葉になるものもある。花は雌雄 

異株である。花床（花托）は肉質て，肥大して果床となり，核果状の種子かつ 

く。植栽されることは少ないか，天然林から伐採されたものか材として用いら 

れる。材は，建築用材,家具，合板なとに使われる。 

分 布 

東南アシア，ニューキニア，オーストラリア，ニューシーランド，アフリカ， 

南米なと典型的な熱帯環太平洋型の分布を持っか，北は中国や日本にも達す 

る。熱帯ては山岳に分布の中心を持ち，や、水はけの悪い低山地林や雲霧林に 

生育する。例えはニューキニアからホルネオにかけて広く分布する大高木の 

シャワマキ（P imbricatus）は，1,000-2,000 m の山地林に生育する。熱帯ては 

数少ない植栽例かあるフラシルマキ （P lain bertiz） の天然分布も標高600-

L000m の山岳にある。熱帯低地に生育する種の場合ても， 沖積地や湿地林な 

と水はけの悪いところに分布することか多い。 

種子の取扱いと育苗 

ポドカルプか熱帯・亜熱帯地域でとれくらい広く植栽されているのかは明ら 

かでない。以下，わすかに知られているフラシルマキの例（Carvaiho 1994）に 

基っいて述べる。果実（クラヒア25）は果床か紫色に熟したら採取し,種子か 

ら果床を取り除き，風乾させる。この種の場合，種子の数はlkg当たり30,000 

から59,000 個てある。前処理無しか， あるいは室温て水に24 時間浸す程度の 

8. マキ属 (Podocarp)

学名 Pod ααゆ“SSPP

マキ科

北山 兼弘

英語てはポドカルプ (podocarp) と総称される常緑針葉樹てある。南半球を

中心に約 110種か知られている。分類によっては, マキ属はさらに 7亜属に分

けられ,D 解かcαゆ“sなとの亜属名か属名 として用 いられることもある。幹 は

通常まっすくて,樹高は種や生育地によって異なるか,大型の種では 40~50m

に達する (クラヒア 26)。葉の形 はいるいろて , マキ状 , ナキ状 , イチイ状 , あ

るいはスキマキ亜属 (Dαc"cαゆ郷 )のように針葉になるものもある。花は雌雄

異株である。花床 (花托) は肉質て, 肥大して果床となり, 核果状の種子かつ

く。植栽されることは少ないか, 天然林から伐採されたものか材として用いら

れる。材は, 建築用材, 家具, 合板なとに使われる。

分 布
東 南 ア シア , ニ ューキ ニ ア , オー ス トラ リア , ニ ュー シー ラ ン ド, ア フ リカ ,

南米なと典型的な熱帯環太平洋型の分布を持つか,北は中国や日本にも達す

る。熱帯ては山岳に分布の中心を持ち, や 水はけの悪い低山地林や雲霧林に

生育する。例えはニューキニアからホルネオにかけて広く分布する大高木の

シャワマキ (P zmられc研“s) は,1,000~2,00om の山地林に生育する。熱帯ては

数少ない植栽例かあるフラシルマキ (P ねmbe““) の天然分布も標高 600~

1,00om の山岳にある。熱帯低地に生育する種の場合ても, 沖積地や湿地林な

と水はけの悪いところに分布することか多い。

種子の取扱いと育苗

ポドカルプが熱帯・亜熱帯地域でとれくらい広く植栽されているのかは明ら

かでない。以下 , わすかに知 られているフラシルマキの例 (Carvalho l994) に

基ついて述べる。果実 (クラヒア 25) は果床か紫色に熟したら採取し, 種子か

ら果床を取り除き,風乾させる。この種の場合,種子の数は lkg 当たり 30,000

から 59,000個てある。前処理無しか, あるいは室温て水に 24時間浸す程度の
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処理て播種てきるか，吸水を良くするために種皮に傷を付ける処理をすること 

て発芽か速くなる。成熟種子の場合，含水率か47 5％と高く，貯蔵期間中に含 

水率か低下すると，種子盾力は大きく低下する。これを防くためには，種子を 

ポリ袋に入れ，3,.-5℃て保存する。播種には最低径7cm,深さ20cm 程度のポ 

リ袋を利用する。19-80 日程て発芽か始まる。発芽率は60％程度てある。1'-' 

6週間て実生か4'-8cm 程度になったら移植する。苗床での育苗は最低8 か月 

かかる。内生菌根菌か共生するのて，ポソト用土には林内の土壌を使うと良い。 

実際的な方法としては，山引き苗を使うこともてきる。その場合，30'--60 cm 

の山引き苗を使い，山出し前に苗床て3 か月の馴化期間をおくとよい。 

植 栽 

本種は陽樹てあり,光の要求度か高いのて，光を充分に利用てきるように植 

栽すると成長か速い。一方で，幼齢時には光合成の光補償点か低い性質もあり， 

表81 フランルのパラナ （Parana) における， いろいろな条件下てのブランルマ 

キ植栽試験の結果。 

樹齢 
（年） 

植栽間隔 
(m) 

盾着率 
(%) 

平均樹高 
(m) 

平均DBH 
(cm) 

材積生長 ェwJ,I ー，, 
(m3/haノ年）山“叱ノーI ノ 

2 4x3 750 136 - - CTA 

4 4x25 900 297 62 LRD 

5 4x3 866 470 75 LRD 

6 3X2 1000 150 － ー CH 

6 3x3 88 0 5 23 8 4 2 50 LRD 

6 3X3 100 0 5 22 6 9 1 80 LRD 

6 4x4 100 0 5 25 6 1 LRE 

6 10x10 100 0 2 99 - CH 

7 3X1 857 462 43 - P 

8 3x2 86 0 5 74 8 2 2 70 LRD 

10 10x4 66 6 6 02 7 8 - CH 

11 10X1 5 100 0 4 73 6 4 CH 

12 3x2 94 6 6 00 6 0 1 10 CH 

土壌タイプ 
CTA Cambissolo de textura arenosa（砂質カンヒソル） 

CH Cambissolo humico (腐植質カンヒソル） 

LRD Latossolo roxo distrofico（低塩基赤色ラトソル） 

LRE Latossolo roxo eutrofico（高塩基赤色ラトソル） 

P Podzohoco vermeiho amarelo（赤黄色ポトソル性土） 

　　

処理て播種てきるが, 吸水を良くするために種皮に傷を付ける処理をすること

て発芽か速くなる。成熟種子の場合, 含水率か 475% と高く, 貯蔵期間中に含

水率か低下すると, 種子活力は大きく低下する。これを防くためには, 種子を

ポ リ袋 に入れ,3~5qC て保存する。播種 には最低径 7cm, 深さ 20cm 程度のポ

リ袋を利用する。19~80 日程て発芽か始まる。発芽率は 60% 程度てある。1~

6週間て実生か 4~8cm 程度になったら移植する。苗床での育苗は最低 8か月

かかる。内生菌根菌か共生するのて,ポソト用土には林内の土壌を使うと良い。

実際的な方法としては, 山引き苗を使うこともてきる。その場合,30~60cm

の山引き苗を使い, 山出し前に苗床て 3か月の馴化期間をおくとよい。

植 栽
本種は陽樹てあり, 光の要求度か高いのて, 光を充分に利用てきるように植

栽すると成長か速い。一方で,幼齢時には光合成の光補償点か低い性質もあり,

表 81 フラソルのパ ラナ (Parana) における, いろいろな条件下てのプランルマ

キ植栽試験の結果。

樹齢 植栽間隔 活着率 平均樹高 平均 DBH 材積生長 ふ怖々/ザ
(m3/ha/ 年 ) ↓墳 7 /(年 ) (m) (%) (m) (cm)

2 4× 3 75 0 1 36 - -CTA

4 4×2 5 90 0 2 97 6 2 -LRD

5 4×3 86 6 4 70 7 5 -LRD

6 3× 2 100 0 1 50 一 - CH

6 3×3 88 0 5 23 8 4 2 50LRD

6 3×3 100 0 5 22 6 9 1 80LRD

6 4×4 100 0 5 25 6 1 -LRE

6 10×10 100 0 2 99 CH

7 3× 1 85 7 4 62 43 - P

8 3×2 86 0 5 74 8 2 2 70LRD

IO IO×4 66 6 6 02 7 8- CH

II IO× 1 5 100 0 4 73 6 4- CH

12 3×2 94 6 6 00 6 0 11O CH

土壌タイプ
CTA Camblssolo de textura arenosa( 砂 質 カ ン ヒ ソル )

CH Camblssolo hum ・co( 腐植質 カ ンヒソル )

LRD Latossolo roxo d・stronco( 低塩基赤色 ラ トソル )

LRE Latossolo roxo eutroico( 高塩基赤色 ラ トソル )

P Podzolloco vermelho amarelo( 赤黄色 ポ トソル性土 )
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耐陰性も示す。耐寒性は高い。天然更新の場合には単軸型の樹形を示すか，強 

い陽光下ては不定枝か発達する。自然落枝は起こらないのて，造林木は植栽後 

3年目から枝打ちをする。幹の下部と同時に枝打ち跡からも萌芽する。帯状に 

伐開された2次林に，アカシアやミモサのようなパイオニア種と列状混植する 

と良い。3mX2m の植栽間隔て樹齢8年の例ては，平均樹高5 7m，胸高直径8 

cm，材積成長量は年間最高てha当たり27m3になる（表）。 

病虫害 

虫害はほとんと知られていないか，ンャクカ科ナミシャク亜科のEupithecia 

か針葉に付く ことかある。針葉や果実につく子のう菌類のCorynelia 

レasiliensis （コリネリア科）に対してはI.％のホルドー液を冬から春にかけて 

3,-4 回散布する。 

文 献 

Carvaiho, PER (1994) Especies florestais brasileiras EMBRAPA -CNPF/SPI 639+ 

35pp 

杉本順一（1987）世界の針菓樹 井上書店，東京302 pp 

24

耐陰性も示す。耐寒性は高い。天然更新の場合には単軸型の樹形を示すか, 強

い陽光下ては不定枝か発達する。自然落枝は起こらないのて,造林木は植栽後

3年目から枝打ちをする。幹の下部と同時に枝打ち跡からも萌芽する。帯状に

伐開された 2次林に, アカシアやミモサのようなパイオニア種と列状混植する

と良い。3m ×2m の植栽間隔て樹齢 8年の例ては,平均樹高 57m, 胸高直径 8

cm, 材積成長量は年間最高て ha 当たり 27m3 になる (表)。

病虫害
虫害 はほとんと知 られていないか , ソャク力科 ナ ミシャク亜科の E“Pz枕 ecm

か針葉 に付 くことかある。針葉 や果実 につ く子 の う菌類 の Co"“BZZQ

ゎmsz 膨れszs( コ リネ リア料 ) に対 しては 1% のホル ト一夜を冬か ら春 にかけて

3~4 回散布する。

文 献
Carvalho, PER (1994)Espec ・eslloresta ・s bras・le・ras EMBRAPA-CNPF/SP1 639 十

35pp

杉本順一 (1987) 世界の針葉樹 井上書店, 東京 302pp
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9. パンノキ（Breadfruit tree) 

学名 Artocaゆus altilis (S Park )Fosb 

クワ科 

田内 裕之 

Artocaゆus属には約50 種かあり，スリランカ，イント，パキスタン，イント 

シナ半島からマライ諸島， ソロモン群島にかけて分布している。その中て， 

シャックフルーツとともに熱帯て広く栽培されているのかA altilis てある。 

A altz Its は2つの変種を持つことか知られている。1 つは不稔果実しか着けな 

いタイプて，フレッドフルーツ （Breadfruit tree，スペイン語てはpanap6n, 

マレー語ではsukun) と呼はれ，もうーつは結実するタイプでフレノトナッツ 

(Breadnut tree，スペイン語 pana de pepitas，マレー語．kulur) と呼はれ 

る。通直な幹をもつ常緑の中高木て，平滑な茶色の樹皮と大きく広かった樹冠 

およひ深く切れ込んた葉を持つ。葉は葉柄か3---'6cm て，長さは30-60 cm と 

大きく互生て螺旋状につき，2托葉かある。葉の落ちた後は茎に環状の跡と 

なって残る。A rtocaゆus属の実生は種によって最初の2葉か対生のものと初 

め1ないし複数の鱗片葉を付けるものの2形かあるか，本種は両方の形か出現 

する。小枝にはまはらな毛かあり， 花は葉の付いた小枝に付く （Ng 1978, 

1992)。 

Breadfruit と Breadnut は東南アジアからポリネシアにかけての太平洋の 

地域に自生し，共に食用果実を取るために栽培される。 パプアニューキニアの 

低地では，伝統的なアクロフォレストリーシステムのもと様々な作物と組み合 

わせて上木として普通に植えられる。北マラリア諸島， ミクロネシア連邦およ 

ひサモア共和国ても同じように植栽される。北ヘネスエラやフラジルては， 

コーヒーやカカオプランテーショ ンにおける被陰木として使われる。 

Breadnut は，主に太平洋とカリフ海の島々て栽培される。 

両タイプは，葉の形と果実の形態の違いによって区別することかてきる。 

Breadnut は Breadfruit に比へ葉がいっそう深く切れ込んでおり，一般に 

Breadfruit の 7裂に対し9ないし11裂て，より毛深い。Breadnut 果実の表面 

は，緑っぽい円錐形てとけ状の突起を持つか，Breadfruit てはハチの巣状模様 

てより平滑である。 

25

9. パ ンノキ (Breadfruit tree)

学 名 Aγzoc切り "s 賜れZzs(S park)Fosb

クワ科

田内 裕之

A 汀ocαゆ "s 属には約 50種かあり, ス リランカ, イント,パキスタン, イン ト

シナ半島か らマ ライ諸 島 , ソロモ ン群 島 にか けて分布 している。その中て,

シャックフルーッとともに熱帯て広 く栽培 されているのか A α弥山 sてある。

A 錫むzzzsは 2つの変種を持つことか知られている。1つは不稔果実しか着けな

い タイ プて , フ レッ ドフル ー ツ (Breadfru ・ttree, スペ イ ン語 て は panapen,

マ レー語では sukun) と呼はれ , もう一つは結実するタイプでフレノトナ ッツ

(B rea dnut tree, スペ イ ン語 panadepepltas, マ レー語 .kulur) と呼 はれ

る。通直な幹をもつ常緑の中高木て,平滑な茶色の樹皮と大きく広かった樹冠

およひ深 く切れ込んた葉を持っ。葉 は葉柄か 3~6cm て , 長 さは 30~60cm と

大きく互生て螺旋状につき,2 托葉かある。葉の落ちた後は茎に環状の跡と

な って残 る。Aγfocαゆ "s 属の実生 は種 によって最初の 2葉か対生の もの と初

め 1ないし複数の鱗片葉を付けるものの 2形かあるか, 本種は両方の形か出現

する。 小枝にはまはらな毛があり, 花は葉の付いた小枝に付く (Ng 1978,

1992)。

Breadfru・tと Breadnut は東南 アジアか らポ リネ シアにか けての太平洋 の

地域に自生し, 共に食用果実を取るために栽培される。パプアニューキニアの

低地では, 伝統的なアクロフォレストリーシステムのもと様々な作物と組み合

わせて上木として普通に植えられる。北マラリア諸島, ミクロネシア連邦およ

ひサモア共和国て も同 じよ うに植栽 され る。北 ヘネスェ ラや フラジルて は,

コー ヒーや カ カ オ プ ラ ンテ ー シ ョ ンにお け る被 陰木 と して使 わ れ る。

Breadnut は, 主に太平洋 とカ リフ海の島々て栽培 される。

両タイプは, 葉の形と果実の形態の違いによって区別することかてきる。

Breadnut は Breadfru・tに比 へ葉 が い っそ う深 く切 れ込 ん でお り, 一般 に

Breadfrult の 7裂 に対 し 9ない し 11裂て , より毛深い。Breadnut 果実の表面

は, 繰 っぽい円錐形てとげ状の突起を持つか,Breadfru ・tてはハチの巣状模様

てより平滑である。
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ほとんとの植物分類学者はこの2 タイプを1つの種として扱っている。そし 

てA altilis のシノニムにはA communisとA incisus かある。 

分 布 

Breadnut （結実タイプ）の自生地域は，マレーシア，インドネシア，フィリ 

ピンとメラネシアて北緯10 度から南緯20度の間てある。一方Breadfruit （不 

稔タイプ）はさらに東方の太平洋のポリネシア諸島（5。N から25。 S）まで分布 

する（図9 1)。 

A altilis は北マリアナ島連邦のロタのパシフィソク島ては，そこに広かる石 

灰岩上の降雨林に極めて普通に出現する。パプアニューキニアでは，Breadnut 

は低地降雨林に生育する。いすれも種の豊富な熱帯雨林の構成種てある。プェ 

ルトリコては,放棄された農地に成立する二次林に出現する。 

Breadfruit は 18世紀以前に，自生地以外のハワイやマーシャル諸島を含む 

数多くの島へ導入されていた。また16世紀から17世紀にはフィリピンからメ 

キシコ，中米へと導入されたようた。 タヒチからシャマイカとセントヒンセン 

ト島への導入は18世紀終わりてあった。以来Breadfruit は栽培され，やかて 

湿潤熱帯地域に帰化してしまった。Breadnut はカリフ晦， 中米各地とフラシ 

ルて育てられている。 

Breadfruit と Breadnut は， 年間雨量1,200mm の立地て栽培することかて 

きるか，年間雨量か1,500'-2,500 mm の湿潤な熱帯地域で最もよく生育する。 

自生地や導入された地域の気温は年間を通して18'-'32℃てある。導入地域て 

は海抜700m まで，場所によっては1,000m まで野生化している。 

- 30。N 
0 

q
 

.、z．二二ここ 
でこ’”、プ、、 

、、ーラべ入ミ、、了事ノア ポリ不ンア、l 
r 

ーーーーレーーーー、－一ーー ー一一－- 30'S 

そ＝二二＝へー－ー--

図9.l Breadnut（点線の狭い範囲）とBreadfruit （広い範囲）の天然分布 

　　

ほとんとの植物分類学者はこの 2タイプを 1つの種として扱っている。そし

て A メカZzsの シノ ニ ム に は A co粥伽α甥 s と A‐mczs αs か あ る。

分 布
Breadnut( 結実 タイプ) の自生地域 は, マ レーシア, インドネシア, フィリ

ピンとメラネシアて北緯 10度か ら南緯 20度の間てある。一方 Breadfru・t( 不

稔タイプ) はさらに東方の太平洋のポリネシア諸島 (5oN から 250S) まで分布

する (図 91)。

A メカZzsは北マ リアナ島連邦のロタのパ シフィソク島ては, そこに広かる石

灰岩上 の降雨林 に極めて普通 に出現する。パプアニューキニアでは,Breadnut

は低地降雨林に生育する。いすれも種の豊富な熱帯雨林の構成種てある。プエ

ルトリコては, 放棄された農地に成立する二次林に出現する。

Breadfru・tは 18世紀以前 に, 自生地以外のハ ワイやマーシャル諸島を含む

数多くの島へ導入されていた。また 16世紀から 17世紀にはフィリピンからメ

キシコ, 中米へ と導入 されたようた。 タヒチか らシャマイカとセン トヒンセ ン

ト島への導入 は 18世紀終わ りてあった。以来 Breadfrult は栽培 され , やかて

湿潤熱帯地域に帰化 してしまった。 Breadnut はカリフ侮, 中米各地とフラシ

ルて育てられている。

Breadfrult と Breadnut は, 年間雨星 1,200mm の立地て栽培することかて

きるか, 年間雨星か 1,500~2,500mm の湿潤な熱帯地域で最もよく生育する。

自生地や導入された地域の気温は年間を通して 18~3 ずC てある。導入地域て

は海抜 700m まで , 場所 によっては 1,00om まで野生化 している。

30oN

　　　　　　　　 　
＼ 〆ラネノア ポリネソア、

、、ミ‐ ′

00

30os

図 9.I Breadnut (点線の狭い範囲) と Breadfrult( 広い範囲) の天然分布
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開花・結実 

Breadfruit と Breadnut は,いすれも雌雄同株て，同じ木に雌・雄の単性花 

か付く（クラヒア27)。通常4'-7年生て結実を始める。雄花序は円筒形て長さ 

12'-'40 cm，直径25-50cm の黄色から茶色かかった花序を出す。雌花序は長 

円体か球状てあり，長さ約6-'-7cm と直径4cm てある。 

カリフ侮地域ては，Breadfruit の開花・結実は周年にわたって起こるか， 

Breadnut の結実はより季節的てある。個々のBreadfruit での結実は偶発的て 

年に1'-'2 度起こる傾向かある。 トリニタードてはBreadnut の生産は3'-9月 

の間継続し, 5'-8 月に最も多い。ハワイでは，Breadfruit の結実はカリフ海に 

比べると季節的て大部分の果実か通常6月～8月に成熟する。 

Breadfruit の果実は通常球形か卵形の集合体てある。花序出現後およそ2-' 

3 か月て成熟し，500 g'-3 kg (時折，最大5 kg）の重さとなる。成熟木は年間 

最高700 個の果実を産する。Breadnut の果実は長方形か球形て，黄色かかっ 

た緑て6角形の多肉質のとけておおわれている外皮をもつ。それらの直径は10 

'-30cm て，重さはおよそ10'-'20kg てある。果実の内部には小さな食用とな 

る果肉かあり，たくさんの茶色の種子を持つ。種子は丸，あるいはつぶれた不 

規則な扁平型をしている。個々の果実は12 -'-' 151の種子をもっており，平均種 

子数は通常50'-lOO の間てある。 

種子の取扱い 

Breadnut ては熟した果実は通常木から落ちた後裂開し，たくさんの種子か 

露出するか，多くは果実落下の前に発芽し始めている。種子は果実全体の30'-' 

50％の重さてある。 Breadnu t の種子は，長さおよそ24-33cm，幅1 8'-2 7 

cm てある。種子重は62'-7 7g 程度てある。種子は休眠しないので，保存は難 

しい。 

育 苗 

苗床ては種子は土壌の表面に置くか一部を埋める。種子は一般に果実内にあ 

るときから芽を出すか，播種してから胚軸か伸ひ始めるまてに更に4,-5週間 

か必要である。発芽実験では，播種後9日て発芽をはじめ17日まてに85％か 

発芽した（Ng & Mat 1991)。通常3 か月以内に発芽定着する。実生の根は太く 

深い主根と2'-3 の細く，堅い二次根からなる。 
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開花 ・結実

Breadfrult と Breadnut は, いすれ も雌雄同株て , 同 じ木に雌 ・雄の単性花

か付 く (クラヒア 27)。通常 4~7 年生て結実を始める。雄花序は円筒形て長さ

12~40cm, 直径 25~50cm の黄色か ら茶色かか った花序を出す。雌花序 は長

円体か球状てあり, 長 さ約 6~7cm と直径 4cm てある。

カ リフ海地域ては,Breadfrult の開花 ・結実 は周年 にわたって起 こるか,

Breadnut の結実はより季節的てある。個々の Breadfrult での結実は偶発的て

年 に 1~2 度起 こる傾向かある。 トリニター ドては Breadnut の生産 は 3~9 月

の間継続 し,5~8 月に最 も多 い。ハ ワイでは,Breadfrult の結実 はカ リフ海に

比べると季節的て大部分の果実か通常 6月~8 月に成熟する。

Breadfrultの果実は通常球形か卵形の集合体てある。花序出現後およそ 2~

3か月て成熟し,500g~3kg( 時折, 最大 5kg) の重さとなる。成熟木は年間

最高 700個の果実を産する。 Breadnut の果実は長方形か球形て, 黄色かかっ

た緑て 6角形の多肉質のとげておおわれている外皮をもつ。それらの直径は 10

~30cm て , 重 さはおよそ 10~20kg てある。果実の内部 には小さな食用 とな

る果肉かあり, たくさんの茶色の種子を持つ。種子は丸, あるいはつぶれた不

規則な扇平型をしている。個々の果実は 12~151 の種子をもっており, 平均種

子数は通常 50~100 の間てある。

種子の取扱い
Breadnut ては熟した果実は通常木から落ちた後裂開し, たくさんの種子か

露出するか,多くは果実落下の前に発芽し始めている。種子は果実全体の 30~

50% の重 さてある。 Breadnut の種子は, 長 さおよそ 24~33cm, 幅 18~27

cm てある。種子重は 62~77g 程度てある。種子は休眠しないので,保存は難

しい。

育 苗
苗床ては種子は土壌の表面に置くか一部を埋める。種子は一般に果実内にあ

るときから芽を出すか, 播種 してから魅軸か伸ひ始めるまてに更に 4~5 週間

か必要である。発芽実験では, 播種後 9日て発芽をはじめ 17日まてに 85% か

発芽した (Ng&Mat l991)。通常 3か月以内に発芽定着する。実生の根は太く

深い主根と 2~3 の細く, 堅い二次根からなる。
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Breadfruit は，萌芽，取木，分根によっても増殖てきる。5年生以下の若くて 

小さな木か分根（直径約2cm）するのに理想的てある。根は10- 15 cm の長さ 

に切り，はら砂にlcm の深さて斜めに挿し，頻繁に灌水する。湿気のある暖か 

い被陰苗床ては比較的簡単に定着する。木質化した葉のない切り枝は，イン 

トール酪酸（IBA）とインドール酢酸（IAA）処理をして，温室内て断続的なミ 

ストを施せは10 週間以内て発根する。 

植 栽 

植栽可能なサイズ（高さ30cm）には，播種後約7-'9週もしくは胚軸伸長か 

始まって3-4週て到達する。発芽後の数年間は， Breadfruit と Breadnut共 

に，軽い被陰下て最もよく成長する。しかし結実のためにはその後全天光下て 

生育させることか必要てある。一般的にはBreadfruit のプランテーションで 

は8mX8m およひ10mX10m 間隔て植栽される。 

更 新 

Breadfruit ては根萌芽による無性繁殖か普通にみられ，幹の基部から30m 

も離れた所からシュートが出ることもある。Breadfruit は通常長い水平根を伸 

はし，5年生木て樹高か7m しかないのに長さ200m の水平根を持っていたこ 

とか報告されている。Breadnut は親木の下ての天然更新か極めて良好てある。 

成 長 

Breadfruit と Breadnut の初期の成長率に関しては詳しいテータかないか， 

プェルトリコの観察ては，年平均樹高成長は最初の7年間は1-2 m か期待て 

きる。Breadfruit の速く成熟した木は高さ12-18m， 最大胸高直径60cm と 

なり，比較的太い枝を数本持つ。 プェルトリコて記録されたもっとも大きい個 

体は，高さ293mで胸高直径695cm であった。 

病虫害 

Breadfruit の病虫害は数多く知られている。ソロモン諸島ではャカ科の1種 

（鱗翅目）か重大な損害を起こす。トーコとベナンではRastrococcus invadens 

（半翅目）か報告されている。西サモア，スリランカ及ひドミニカ共和国ではい 

くつかの抵抗性品種か確認されているか，1フhytophthora palmivora によって起 

Breadfrult は,萌芽 ,取木 ,分根によって も増殖てきる。5年生以下の若 くて

小さな木か分根 (直径約 2cm) するのに理想的てある。根は 10~15cm の長さ

に切リーまら砂に lcm の深さて斜めに挿し,頻繁に潅水する。湿気のある暖か

い被陰苗床ては比較的簡単に定着する。木質化 した葉のない切 り枝は, イン

トール酪酸 (IBA) とインドール酢酸 (IAA) 処理をして,温室内て断続的な ミ

ストを施せは 10週間以内て発根する。

植 栽
植栽可能なサイズ (高さ 30cm) には,播種後約 7~9 週もしくは雁軸伸長か

始まって 3~4 週て到達する。 発芽後の数年間は,Breadfrult と Breadnut 共

に, 軽い被陰下て最もよく成長する。しかし結実のためにはその後全天光下て

生育 させ ることか必要てある。一般的には Breadfrult のプランテーシ ョンで

は 8m ×8m およひ 1om ×lom 間隔て植栽 される。

更 新
Breadfru・tては根萌芽による無性繁殖か普通にみられ, 幹の基部から30m

も離れた所からシュートが出ることもある。Breadfrultは通常長い水平根を伸

はし,5 年生木て樹高か 7m しかないのに長さ 200m の水平根を持っていたこ

とか報告されている。Breadnut は親木の下ての天然更新か極めて良好てある。

成 長
Breadfru・tと Breadnut の初期 の成長率 に関 しては詳 しいテータかないか ,

プエル トリコの観察ては, 年平均樹高成長は最初の 7年間は 1~2m か期待て

きる。 Breadfrult の速 く成熟 した木 は高 さ 12~18m, 最大胸高直径 60cm と

なり, 比較的太い枝を数本持つ。プエルトリコて記録されたもっとも大きい個

体 は, 高さ 293m で胸高直径 695cm であった。

病虫害
Breadfruitの病虫害は数多く知られている。ソロモン諸島ではヤカ科の 1種

(鱗超 目) が重大な損害を起 こす。 トーゴとベナンでは RQSZ〆ococc“smm 叱れs

(半題目)か報告されている。西サモア, スリランカ及ひドミニカ共和国ではい

くつかの抵抗性品種か確認されているか,Pれyzopね加川 P餌mz加川 によって起



79 

こる果実腐敗か重大な問題てある。南インドては菌類の感染性によって，重大 

な損害を受けやすい。それにはGlomerella cingulata（炭そ病菌）によって起こ 

る枝の枯下かりや，Phytophthora sp によって起こる果実腐敗等か含まれる。 

フラジルては， 根の腐敗かFomes Iignosus によって起きる。 またPolyporus 

zona 115 によって起こる心腐病か報告されている。 フィリピンては葉の斑点病 

かCercospora artocaゆlによって起きると報告されている。プェルトリコでは 

3つの病原菌か報告されており, 1 つは藻類による葉の斑点（白藻病）て， 

Cephaleuros mrescens によって起きる。実生の葉枯病はSclerotmm mlfSit に 

よって起きる。そしてさひ病はUredo artにαゆlによるものと同定された。また 

その辺材は，乾材シロアリやヒラタキクイムシ科甲虫(Lyctus spp）による食 

害を非常に受けやすい。地面と接した場合は1 -'8年て腐朽し，耐久性は低い。 

用 途 

Breadfruit の辺材は黄色あるいは茶色かかった黄色て，心材は黄金色てとき 

ときオレンシ色の斑点かある。 それは非常に柔くて軽く比重0 27'-0 45 g/cm3 

てある。材の加工特性は全般的に良くなく，サーフホード，箱，おもちゃ等の 

手工芸の材料や燃料を除いてはあまり使われない。 

Breadfruit は料理用野菜として食へられる。炭水化物としての食料価値は高 

く， ヒタミンBを多く含みヒタミンAとCを相当量含んている。Breadfruit 

は新鮮な状態て保つのか難しいか，それを半ゆてにして凍らせると栄養分や味 

の劣化無しに保存てきる。もし処理法（特に脱水方法）か確立すれは，商業上 

有効な農産物になる可能性を秘めている。 

Breadnut はタンパク質，炭水化物，脂肪，植物繊維に富み，カルシウム，鉄， 

カリウムとリンを多く含むと報告されている。メラネシアやカリフ海ては，蒸 

したり塩水て茹てて普通に食べらる。 

医学的には，A altilis の樹皮から分離された3種のフラホノイトは，白血病 

細胞に対して組織培養では強い細胞毒を持つ効果を示した。粘着性のラテソク 

スはフィリピン北部ては鳥もちとして使われ，ポリネシアてはカヌーの水漏れ 

防止，潜水用のコークル用として使われる。 
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こる果実腐敗か重大な問題てある。南インドては菌類の感染性によって, 重大

な損害を受 けやすい。それには GZomeγ郷如αれg諺のα (炭そ病菌 ) によって起 こ

る枝の枯下かりや,Pれ鱒噂ねz加川 sp によって起こる果実腐敗等か含まれる。

フラジルては, 根の腐敗か Fo粥gs z増加 s““ こよって起 きる。 また Po籾のoγ“s

zoれ〆乙s によって起 こる心腐病が報告 されている。 フィリピンては葉 の斑点病

か C雛cospom α打om ゆ乙によって起 きると報告 されている。 プエル トリコでは

3つの病原菌が報告されており,1 つは榛煩による葉の斑点 (白藻病) て,
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よって起 きる。そ してさひ病 は び焔doαmm ゆ乙によるものと同定 された。また

その辺材 は, 乾材 シロア リや ヒラタキクイムシ科甲虫 (Lyczαsspp) による食

害をヲ日常に受けやすい。地面と接した場合は 1~8 年て腐朽し, 耐久性は低い。

用 途
Breadfru・tの辺材は黄色あるいは茶色かか った黄色て ,心材 は黄金色てとき

ときオレンシ色の斑点がある。それは非常に柔くて軽く比重 027~045g/cm3

てある。材の加工特性 は全般的に良 くな く, サーフホー ト, 箱 , お もちゃ等の

手工芸の材料や燃料を除いてはあまり使われない。

Breadfrultは料理用野菜として食へられる。炭水化物としての食料価値は高

く, ヒタ ミン B を多 く含み ヒタ ミン A と C を相当量含んている。 Breadfrult

は新鮮な状態て保つのか難 しいか, それを半ゆてにして凍らせると栄養分や味

の劣化無しに保存てきる。もし処理法 (特に脱水方法) が確立すれは, 商業上

有効な農産物になる可能性を秘めている。

Breadnut はタンパ ク質 ,炭水化物 ,脂肪 ,植物繊維 に富み , カルシウム,鉄 ,

カリウムとリンを多く含むと報告されている。メラネシアやカリフ海ては, 蒸

したり塩水て茄てて普通に食べらる。

医学的には,A メカ‘薦の樹皮から分離された 3種のフラホノイトは, 白血病

細胞に対して組織培養では強い細胞毒を持つ効果を示した。粘着性のラテンク

スはフィリピン北部ては鳥 もちとして使われ , ポ リネシアてはカヌーの水漏れ

防止, 潜水用のゴークル用として使われる。
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10， ウリン（Ulin) 

学名‘Eusideroxylon swageri Teijsm &Binn 

クスノキ科 

清野 嘉之 

本種の材は耐久性と強度に極めて優れ，重構造用材，こけら板なとに使われ 

る。天然分布はスマトラ南部とホルネオを中心とする狭い地域て，イントネシ 

ア政府は資原保全のため，現在この材の輸出を認めていない。 イントネシアて 

はulin ないしbelian, マレイシアてはbelian と呼はれる。英名はBorneo 

ironwood。 クスノキ科の常緑高木て樹高40-50m，胸高直径2m以上に育つ。 

幹は通直，樹皮は褐色～赤褐色て平滑,老木になると片状に薄くはける。普通 

は板根はなく，根系は浅い。枝はあまり広からす，枝下高の低い細長い樹冠を 

つくる。葉は単葉，互生，葉身は緑色で全縁，革質，光沢かあり，鋭先形の楕 

円形ないし長楕円形て大きい。新葉は鮮紅色を帯ひる。辺材は暗黄色，心材は 

暗赤褐色て硬く重い。材は気乾比重080 -'119 て加工は比較的やさしい。 シロ 

アリ，菌類，キクイムシ， フナクイムシに抵抗性かあり，接地して30'-40年， 

接地せす風雨にさらされて50-' 100年，淡水，泥炭水中て30---'40 年，海水中て 

20年以上も耐久するといわれる。そのため強度や耐久性か必要な用途に最適て 

埠頭，橋梁，柱，土台なとの重構造，床板，枕木，塩水杭，遊具（クラヒア31), 

コショウ栽培の杭， こけら板なとに用いられる。こけら板は材の割れやすさを 

活かした用途てあるか，割れにくい個体もあり天然林ては混生している。 

ホルネオ北部に分布し， 同属種とされたEusideroxyIon malangaiは， 後に 

Kostermans (1979）によって新属Potoxylon に移されている。 

分 布 

本種は湿潤熱帯のスマトラ南部とホルネオおよひその周辺の島々，イントネ 

シアのパンカ （Bangka) 島，フリ トン （Behtung) 島, フィ リピンのタウィタ 

ウィ（Tawitawi) 島，スルー（Sulu）島に天然分布する。ニューキニア西部の 

アティ（Adi）島からも報告かあるか誤認であろう。天然分布域外の植林につい 

てはよく分からない。 

　　

10‐ ウリン (U1in)

学 名 ・E “szde oxy われ zw αgenTel 〕sm & B1nn

クスノキ科

清野 嘉之

本種の材は耐久性と強度に極めて優れ,重構造用材, こけら板なとに使われ

る。天然分布はスマトラ南部とホルネオを中心とする狭い地域て, イントネシ

ア政府は資源保全のため, 現在この材の輸出を認めていない。イントネシアて

は ulln な い し bellan, マ レ イ シ ア て は bellan と呼 は れ る。 英 名 は Borneo

・ronwood 。クスノキ科の常緑高木て樹高 40~50m, 胸高直径 2m 以上 に育つ。

幹は通直, 樹皮は褐色 ~ 赤褐色て平滑, 老木になると片状に薄くはける。普通

は板根はなく, 根系は浅い。枝はあまり広からす, 枝下高の低い細長い樹冠を

つくる。葉は単葉, 互生, 葉身は緑色で全縁, 革質, 光沢かあり, 鋭先形の楕

円形ないし長楕円形て大きい。新葉は鮮紅色を帯ひろ。辺材は暗黄色, 心材は

暗赤褐色て硬 く重い。材は気乾比重 080~119 て加工は比較的やさしい。シロ

ア リ, 菌類 , キクイムシ, フナクイムシに抵抗性かあ り, 接地 して 30~40 年 ,

接地せす風雨にさらされて 50~100 年,淡水,泥炭水中て 30~40 年,海水中て

20年以上も耐久するといわれる。そのため強度や耐久性が必要な用途に最適て

埠頭,橋梁,柱,土台なとの重構造,床板,枕木,塩水杭,遊具 (クラヒア 31),

コショウ栽培の杭, こけら板なとに用いられる。こけら板は材の割れやすさを

活かした用途てあるか, 割れにくい個体もあり天然林ては混生 している。

ホルネオ北部 に分布 し, 同属種 とされた E"szdeγ獄 yあれ mαねれgの は, 後に

Kostermans(1979) によって新属 Pozo%yzoれに移されている。

分 布
本種は湿潤熱帯のスマトラ南部とホルネオおよひその周辺の島々, イントネ

シアのバ ン力 (Bangka) 島 , フ リトン (Belltung) 島 , フィリピンのタウィタ

ウィ (Tawltawl) 島 , スルー (Sulu) 島に天然分布する。ニューキニア西部の

アティ (Adl) 島からも報告かあるか誤認であろう。天然分布域外の植林につい

てはよ く分}か らない。
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低地の川に沿った水はけの良いところでしはしは優占林をつくる。丘陵にも 

分布するか，標高は500m 未満てある。おもに第三紀の砂質の土壌と砂岩，年 

に数日水浸しになるローム質の土地に見られる。 カリマンタンては，粘土，頁 

岩，泥灰土，石灰岩の地域にはほとんと，または全くなく，泥炭地や湿地 

(marsh) にも見られない。 しかし，スマトラては粘土質の土壌にも優占林かあ 

る0 

開花・結実 

本種の花は小さく，総状花序をなして葉腋から垂れ下かる（クラビア29)。開 

花時期は不規則てあるか，寡雨期の半はから終りにかけてか多い。花期は8週 

間て，開花から3 か月ほとたった雨の多い時期に果実は成熟する。カリマンタ 

ンては9-10月に開花し, 1-2 月に結実することか多いという。8月頃は雨か 

少ないのて，開花には気象か関係していることか考えられる。胸高直径30cm 

以上なら結実するが豊凶かある。 

種子の取扱い 

本種の果実は長さ15cm，直径10cm 内外，長楕円形て緑色，熟すると普通 

は黒変する（クラビア28)。タネは1つて固い種皮かあり，普通長さ10cm，直 

径5cm 内外の長楕円形～円筒形て，重さは200gを超える。果実のサイスとタ 

ネのサイスは必すしも関係かない。天然林ては種皮か腐って外れるまでタネは 

発芽せす，この間に穿孔虫や齧歯類，菌類の加害をうける。胚の一部か死んて 

も発芽能力は必すしも失われない。発芽の待機期間は文献によっていろいろ 

て，短いものは15 か月，長いものは6'- 12 か月てある。肉質の子葉は発芽後も 

約3年間稚樹から離れす，取り除いたり傷つけると稚樹の生育が悪くなる。東 

カリマンタンでは, タネを数日陰干し、て，種皮を割って胚をとりたして植え 

たところ発芽促進の効果かあったという。 

育 苗 

本種は後述するように播種造林の方か成績は良いか，育苗する場合は湿った 

天然林や二次林内の半日陰の発芽床に直播きする。充実したタネの発芽率は高 

いか，発芽期間は数か月におよふ。大きなタネから枝のない一本の幹か伸ひ, 

発芽から約3か月後，高さ05-0 7m ほどに育って初めて枝か出る。大きく重 
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分布するか, 標高は 500m 未満てある。おもに第三紀の砂質の土壌と砂岩 , 年
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る。
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本種の花は小さく,総状花序をなして葉膝から垂れ下がる (クラビア 29)。開

花時期は不規則てあるか, 寡雨期の半はから終りにかけてか多い。花期は 8週

間て, 開花から 3か月ほとたった雨の多い時期に果実は成熟する。カリマンタ

ンては 9~10 月に開花し,1~2 月に結実することか多いという。8月頃は雨か

少ないのて, 開花には気象か関係 していることか考えられる。胸高直径 30cm

以上なら結実するが豊凶かある。

種子の取扱い

本種の果実は長さ 15cm, 直径 1ocm 内外, 長楕円形て緑色, 熟すると普通

は黒変する (クラビア 28)。タネは 1つて固い種皮かあり,普通長さ 1ocm, 直

径 5cm 内外の長楕円形~ 円筒形て,重さは 200g を超える。果実のサイスとタ

ネのサイスは必すしも関係かない。天然林ては種皮か腐って外れるまでタネは

発芽せす, この間に穿孔虫や留歯類, 菌類の加害をうける。魅の一部か死んて

も発芽能力は必す しも失われない。発芽の待機期間は文献によっていろいろ

て,短いものは 15 か月,長いものは 6~12 か月てある。肉質の子葉は発芽後も

約 3年間稚樹から離れす,取り除いたり傷つけると稚樹の生育が悪くなる。東

カリマンタンでは, タネを数日陰干し て, 種皮を割って魅をとりたして植え

たところ発芽促進の効果かあったという。

育 苗

本種は後述するように播種造林の方か成績は良いか,育苗する場合は湿った

天然林や二次林内の半日陰の発芽床に直播きする。充実したタネの発芽率は高

いか, 発芽期間は数か月におよぶ。大きなタネから枝のない一本の幹か伸ひ,

発芽から約 3か月後, 高さ 05~07m ほどに育って初めて枝か出る。大きく重
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いタネは初期成長に必要な貯蔵物質を供給し，長い被圧期間に耐えられるたけ 

の大きさに速やかに成長することを可能にする点で有利と考えられている。稚 

樹は葉を展開すると光を要求するようになるか， しはらくは半日陰か必要て， 

耐陰性も強い。苗木か葉をつけたら移植てきるのて雨の多い時期に山出しす 

る。 

適 地 

本種の植栽適地は川沿いの湿った緩やかな斜面で，赤色土，ローム質の土壌 

か良い。乾いて痩せた砂質の土壌や台地，尾根ての成績はひとく悪い。土壌は 

深く肥沃てある必要はないか，柔らかくなけれはならないとされている。 

植 栽 

南スマトラやパンカ島，フリトン島ては，1900年代前半に本種の人工造林か 

さかんに行われた。両島には1,500 ha もの造林失敗地かあり，失敗の原因はお 

もに寡雨期の乾燥害てあるという。失敗をふまえて次のような施業か推奨され 

ている（Tuyt 1939 ほか）。 

天然下種更新は優占林に限るべきて，それ以外は播種あるいは苗木を植栽す 

る。幼時は日陰を必要とするのて，林齢か高く，立木密度の高い二次林に，雨 

の多い時期にタネや苗木をラインプランティングするのか安全てあり，若い疎 

林やチカャ草原に造林することは難しい。造林成績は播種（造林）の方か山引 

き苗（植栽）より良く，スタンプ苗（植栽）はこれらより劣る。南スマトラて 

のタネの発芽率は50％であった。スタンプ苗は幹の太いもの（直径11-'15 

mm ）か比較的良い（Masano 1986)。 ラインプランティンクのライン間隔は5 

~1om 程度とし，3,-5年下刈した後，5'-'15年目の間に徐々に上木を除き，10 

~12年経って植栽木て林冠か閉鎖しはじめたら間伐を始める。成長の速い個体 

ては15年，普通のものても50-60年たてはポールサイズの丸太か採れる。 

天然下種更新 

本種は普通，母樹の下にたくさんの稚樹か見られるのて，優占林ては前生稚 

樹を活用して更新がはかれる（クラヒア30)。母樹の半分を収穫し，10年後に 

日陰かできたらタネの落下を確認して残りの母樹を伐り，その後混生する雑木 

を伐る傘伐方式（shelterwood system）を勧める文献もあるか，このやり方て 
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さかんに行われた。両島には 1,500ha もの造林失敗地かあり, 失敗の原因はお

もに寡雨期の乾燥害てあるという。失敗をふまえて次のような施業か推奨され

ている (Tuyt l939 ほか )。

天然下種更新は優占林に限るべきて, それ以外は播種あるいは苗木を植栽す

る。幼時は日陰を必要とするのて, 林齢か高く, 立木密度の高い二次林に, 雨

の多い時期にタネや苗木をラインプランティングするのか安全てあり, 若い疎

林やチカヤ草原に造林することは難しい。造林成績は播種 (造林) の方か山引

き苗 (植栽) より良く, スタンプ苗 (植栽) はこれらより劣る。南スマトラて

のタネの発芽率は 50% であった。スタンプ苗は幹の太いもの (直径 11~15

mm) か比較的良い (Masano l986)。 ラインプランティンクのライン間隔は 5

~1om 程度 とし,3~5 年下刈 した後 ,5~15 年 目の間に徐々に上木を除 き,10

~12 年経って植栽木て林冠か閉鎖 しはじめたら間伐を始める。成長の速い個体

ては 15年 , 普通の ものて も 50~60 年たてはポールサイズの丸太か採れる。

天然下種更新

本種は普通, 母樹の下にたくさんの稚樹が見られるのて, 優占林ては前生稚

樹を活用して更新がはかれる (クラヒア 30)。母樹の半分を収穫し,10 年後に

日陰ができたらタネの落下を確認して残りの母樹を伐り, その後混生する雑木

を伐 る傘伐方式 (shelterwood system) を勧 める文献 もあるが , このや り方て
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は粗放になりがちなのて, タネの落下てはなく，稚樹か生え揃っているのを確 

認してから母樹を伐る方か安全てある。 

萌芽更新 

本種の萌芽能力は高い。普通，切株から数本の萌芽か出るか，良い林をつく 

るには一株一本に整理する。 フリトン島の優占林ては，萌芽を整理し，雑草木 

を取り除き，老木を巻き枯らして，残した萌芽に光を当てる施業か行われた。 

萌芽の成長は実生よりも速いか，材か脆く質は劣るという。しかし，細い萌芽 

も農業用としては価値かあるのて，集落の近くては， しはしはすべての萌芽か 

収穫されて株か死ぬことかある。 

成 長 

本種の直径成長は非常に遅く，50cm に達するのに150年以上かかるといわ 

れている。東カリマンタンの二次林内に播種造林した例（10個体すつ5回くり 

返し）ては， 13年生時の平均胸高直径か16--29cm， 平均樹高は2.8'--47m 

て，各くり返しの上位3本の平均はそれそれ28'-'4lcm, 42-67m てあった。 

南スマトラでは，人工林のテータから，林齢と地位指数，上層樹高の関係式 

(1) (Harbagung 1985）や材積式（2)'- (5) (Harbagung & Suharlan 1985）か求 

められている。前者によって，同地の人工林の成長を推定すると，40年生時に 

上層樹高は19'-28m に達する。 

Ln S = (Ln H0 -648607) (A/40)022012 + 6 48607 ・ ・ ・ ・・・・ ‘・（1) 

たたし，H0は上層樹高（m , 1 ha内の上位100個体の平均）,A は林齢（年）, 

S は地位指数（m ,40年生時の上層樹高）。 

Log VpkO=-112476+2 12076 Log Dbh+0 69127 Log t . . . . ..(2) 

Log V ~0t= -097907+257279 Log Dbh ・ ・・ ・ 

Log V7=-11567+2 24682 Log Dbh+O S6934 Log t ・ 

Log V7= -099632+261912 Log Dbh・ ・… … ・ ・ 

たたし，Vpktは枝下幹材積（dmり,Dbhは胸高直径（cm), t は枝下高（m), V7 

は直径7cm以上の幹材積。 

病虫害 

ヤマアラシによる発芽床のタネの食害（Whitten et at 1987)，シカやサルに 
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も農業用としては価値かあるのて, 集落の近くては, しはしはすべての萌芽か

収穫されて株が死ぬことかある。

成 長
本種の直径成長は非常に遅く,50cm に達するのに 150年以上かかるといわ

れている。東カリマンタンの二次林内に播種造林した例 (10個体すっ 5回くり

返 し) ては,13 年生時の平均胸高直径か 16~29cm, 平均樹高 は 2‐8~47m

て ,各 くり返 しの上位 3本の平均 はそれそれ 28~41cm,42~67m てあった。

南スマトラでは, 人工林のテータから, 林齢と地位指数, 上層樹高の関係式

{1)(Harbagung i985) や材積式 (2)~(5)(Harbagung&Suharlan l985) か求

められている。前者によって, 同地の人工林の成長を推定すると,40 年生時に

上層樹高は 19~28m に達す る。

Ln s=(Ln Ho-648607)(A/40)022012 十 648607 … … -(1)

たたし,Ho は上層樹高 (m,lha 内の上位 100個体の平均),A は林齢 (年),

S は地位指数 (m,40 年生時の上層樹高)。
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Log Vpkt ニ ー 112476 十 212076 LogDbh 十 0 69127 Log t

Log vpkt ニ ー 097907 十 257279 Log Dbh - … …
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たた し,Vpkt は枝下幹材積 (dm3),Dbh は胸高直径 (cm),t は枝下高 (m),V7

は直径 7cm 以上の幹材積。

病 虫害
ヤマアラシによる発芽床のタネの食害 (Whitten 鑑錫 1987), シカやサルに
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よる葉の食害か知られている。稚樹か順次枯れていく（dying-off）事例も報告 

されており（Leefmans 1931),東カリマンタンても似た例か見られるか，いす 

れも原因は分かっていない。虫害はきわめて少ないか，枯死後の辺材部を著し 

く食害するカミキリムシとしてEuryclea cardinalis か知られている。 
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11． ホペア属（Merawan, Giam) 

学名 Hopea spp 

フタノgカキ科 

森 徳典 

Hopea 属はShorea 属と近縁種て約102 種が知られている。多くのHopea 属 

とShorea 属は果実の翼の枚数か2枚と3枚の違いて区別てきる。Hopea 属で 

は2枚の外側のガク片か発達して翼となるか，Shorea 属ては3枚の外側のカ 

ク片か発達して翼となる。両属にはガク片か発達せす翼のない果実もある。 

Hopea 属はHopea 節とDryobalanoides 節に2分される。前者は葉の側脈か 

粗く，放射組織に結晶か多く，重硬な材か多い。一方，後者は逆に側脈か細か 

く のryobalanopS 属に似る），結晶か少なく，中軽材か多い（図111)。木材の 

商取引上はGiam（キアム）とMerawan （メラワン）に分けられ，Giam のほ 

とんとはHopea 節に，そしてMerawan のほとんどはDryobalanoides 節に 

属する（表11 i )。 Giam（マレーシア, インドネシア） にはYakal （フィリピ 

ン）, Thingyan （ミ中ンマ-), Takhian-hin （タイ）, Heavy hopea（英， 

、
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図11 1 Hopea属の葉と果実［緒方（1972）より転写］ 

a, b H nutans c, d H dryoba危no ides e H pachycaゆa 

　　

11‐ ホ ペ ア属 (Merawan,Giam)

学名 亙opeα SPP

フタバカキ科

森 徳典

互呼eα属は Sたoだα属と近縁種て約 102種が知られている。多くの鼠opeq属

と S肋陀α属は果実の翼の枚数か 2枚と 3枚の違いて区別てきる。鼠opeα届で

は 2枚の外側のガク片か発達 して翼となるか,Sれo陀α属ては 3枚の外側のカ

ク片か発達 して翼となる。両属にはガク片か発達せす翼のない果実 もある。

HOPe α属 は Hopea 節 と Dryobalanoldes 節 に 2分 され る。前者 は葉 の側脈か

粗く, 放射組織に結晶か多く, 重硬な材か多い。一方, 後者は逆に側脈か細か

く (Dかobα卿れops属に似る),結晶か少なく, 中軽材か多い (図 111)。木材の

商取引上 は G1am( キアム) と Merawan( メラワン) に分けられ ,G1 am のほ

とん どは Hopea 節 に, そ して Merawan のほとん どは Dryobalanoldes 節 に

属す る (表 111) 。 G1am( マ レーシア, イン ドネシア) には Yakal( フィリピ

ン),Thmgyan( ミャ ンマ ー ), Takh ・an-hln( タイ ),Heavy hopea( 英 ,

d

◎a c

5cm

図 111 嵐op如届の葉と果実 [緒方 (i972)より転写]
a,b 互 れのα“s c,d 互 d“ ob餌αれozdes e " Pαcれycαゆα
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表111 代表的な種の植物学的（B）及ひ材取引上（C）分類の関係 

C 
Merusawa Giam 

Dryobalanoides節 

Haltocollina 

H beccariana 

H cernua 

H dryobalanoides 

H dyenl 

丑ルγruginea 

Hfoxworthyi 

Hgr ガmii 

H kitげotia 

H mengarawan 

H monmna 

Hmyrtifotia 

H nervosa 

H papuana 

H pedicettata 

H pierrel 

H pubescens 

H subtanceolata 

H treubU 

H vesquez 

H kelantanensis 

H matibato 

Hopea節 

H acuminata 

H dasyrrhachis 

H gtaucescens 

H odorata 

H papuana 

H philippinensis 

H sangat 

H andersonii 

H basitanica 

H cagayanensis 

H cetebica 

H ルγrea 

H forbeszi 

H 郡abrifotia 

H gregaria 

H he加ri 

Hman α 

H matibato 

H nutans 

Hpen 加nervia 

H plagata 

1l semicuneata 

表 111 代表的な種の植物学的 (B)及ひ材取引上 (C)分類の関係

B ＼＼＼＼＼＼
＼＼

C
A [erusawa G・amL

Dryobalano ・des 節

　　　　　　　　　　　　

　　 　　　　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　 　　　　　　

　 　　　　　　　　

　　　　　　

　 　　　　　　

　　 　　　　　　　　　　　

　　 　　　　　　　　

　 　　　　　　
　　

　
　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

" p秘るescβれS

　　　　　　　　　　　　

　　 　　　　　

　　　　　　　　　

Z! た“αれ加 7Ze7ZsZS

　　 　　　　　　

Hopea 長ロ

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　

　 　　　　　　　

〃 pた乙ZZP力ZれeれsZs

　　　　　　　　

　　 　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

互角“卿
互 角 霧 eszz

互 gねbγ坊o‘崩

　　　　　　　　　

互 たeがeれ
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PNG）等の地方名か，Merawan （マレーシア，インドネシア）にはSelangan, 

Gagil （ホルネオ）,Manggachapui （フィリピン）,Takhina-thong （タイ）, 

Sao（ヘトナム）, Light hopea（英）なとの地方名かある。 

Hopea 属の樹木は超高木になる種は少なく，最高でも樹高45 m ，直径150 

cm 程度て，多くは中層（樹高30'-'40m）から下層の樹冠層を構成する。幹は 

うらこけて下枝か張るものか多い。Hopea の特徴のーつに薄い板根あるいは支 

柱根（Rhizophora 属に似る）の形成かある。普通の森林内て支柱根を形成する 

樹種はないのて，これを見っけたらllopea 属の種と考えて間違いない。また， 

しはしは淡色あるいは無色透明の樹脂を分必し，球状に固まる（マレー語てタ 

マール・マタ・クチン 猫の目の樹脂）~ H dyeri, H myrtげOlia, H pierrez, 

H ルγrea なとからは良質な樹脂か採れる。 

材はきわめて重硬なもの（Giam 比重09'-12） から，比較的軽軟なもの 

(Merawan 比重0 5-1 0）まてある。軽軟て心材色か明瞭な材では，心材色は 

伐採後淡黄色から褐色に，重硬な材ては緑黄色から暗褐色～赤褐色に変わる。 

Qam は耐水性，耐候性か大きく，橋，杭，船，窓，外壁なと外構材に多く使わ 

れ，合板なとには向かない。Merawan は中・軽比重材として，建築材，建具 

材，家具材（普及品）によく使われる。耐久性も比較的高いのて，外壁，トラノ 

ク荷台等にも使われることもあり，また，合板にも利用てきる。 

天然分布 

Hopea 節とDryobalanoides 節ては分布域か異なり，Hopea 節はイント南 

部， スリランカ，イントシナ半島（北緯20度以南），海南島，マレシア（バリ 

～チモール諸島を除く）てあるのに対して， Dryobalanoides 節はそれより分 

布域か狭く，ハンコク以南のタイ及ひ南ベトナム，マレー半島， スマトラ，ホ 

ルネオ，フィリピンの熱帯降雨林に限られ，Wallace 線を越えて東には分布し 

ない（図11 2)。 Hopea 節の樹種は低地から海抜1,000 m , Dryobalanoides節 

は1,650m まで分布している。フタバカキ混交林，半常緑林，ヒース林なと各種 

の森林にそれそれに特有の樹種か出現する。非常に分布域か狭い稀少種もあ 

る。生育土壌は排水の良い粘土質土壌，砂質の沖積土，ポドソル，石灰岩なと 

幅広いか，スワンプや浸水地に出現する種はほとんとない。Hopea 属の樹種は 

まとまって出現することは少ないか，パプアニューキニアては集団を形成する 

ことも稀にある。 

　　　

PNG) 等 の地 方 名 か ,Merawan( マ レー シア , イ ン ドネ シア ) に は Selangan,

Gag ・1( ホル ネ オ ),Manggachapu ・ (フ ィ リピ ン),Takh ・na-thong( タイ ),

Sao( ヘ トナム),LIght hopea( 英 ) なとの地方名かある。

風opeα届の樹木は超高木になる種は少なく, 最高でも樹高 45m, 直径 150

cm 程度て, 多くは中層 (樹高 30~40m) から下層の樹冠層を構成する。幹は

うらこげて下枝か張るものか多い。鼠opeαの特徴の一つに薄い板根あるいは支

柱根 (Rたzzop加川 属に似る)の形成かある。普通の森林内て支柱根を形成する

樹種 はないのて, これを見つけた ら H iop 8α属の種 と考えて間違 いない。また,

いまいま淡色あるいは無色透明の樹脂を分必し, 球状に固まる (マレー語てタ

マ ー ル . マ タ . クチ ン 猫 の 目の樹 脂 )。 H d彩 れ," 粥 y中 元 ム仏 互 Pzeγだ z,

且 危難8αなとからむま良質な樹脂か採れる。

材はきわめて重硬なもの (G1am 比重 09~12) から, 比較的軽軟なもの

(Merawan 比重 05~10) まてある。軽軟て心材色か明瞭な材では,心材色むま

伐採後淡黄色から褐色に,重硬な材ては緑黄色から暗褐色~赤褐色に変わる。

G1am は耐水性,耐候性か大きく,橋,杭,船,窓, 外壁なと外構材に多く使わ

れ , 合板なとには向かない。 Merawan は中 ・軽比重材 として , 建築材 , 建具

材,家具材 (普及品)によく使われる。耐久性も比較的高いのて,外壁, トラノ

ク荷台等にも使われることもあり, また, 合板にも利用てきる。

天然分布
Hopea 節 と Dryobalanoldes 節て は分布域が異 な り,Hopea 節 はイ ン ト南

部 , ス リランカ, イ ン トシナ半島 (北緯 20度以南 ), 海南島 , マ レシア (バ リ

~ チモール諸島を除 く) てあるのに対 して ,Dryobalanoldes 節 はそれより分

布域か狭 く, ハ ンコク以南のタイ及ひ南ベ トナム, マ レー半島 , スマ トラ, ホ

ルネオ, フィリピンの熱帯降雨林に限 られ ,Wallace 線を越えて東には分布 し

ない (図 112) 。 Hopea 節の樹種 は低地か ら海抜 1,00om,Dryobalanoldes 節

は 1,650m まで分布している。フタバカキ混交林,半常緑林, ヒース林なと各種

の森林にそれそれに特有の樹種か出現する。非常に分布域が狭い稀少種もあ

る。生育土壌は排水の良い粘土質土壌, 砂質の仲積土, ポドソル, 石灰岩なと

幅広いか, スワンプや浸水地に出現する種‘まほとんとない。鼠o脚α届の樹種は

まとまって出現することは少ないか, パプアニューキニァては集団を形成する

ことも稀にある。
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図11 2 Hopea 属の天然分布地域（緒方（1972）より改変） 

開花・結実 

花は頂芽及ひ腋芽に着生し，通常小さい分岐枝か多数ある円錐花序てある 

（クラヒア34)。両性花て淡色，芳香のある小花てある。カク片は5枚て，外側 

に2枚，内側に3枚ある（Shorea 属は外側3枚，内側2枚）。花弁は長楕円形て 

合弁， ロセソト状に落花する。 

Hopea 属は多かれ少なかれ定期的に開花する傾向かあるか，その周期は多く 

の樹種て明らかてない。マレーシアの森林研究所（FRIM）て観察された 

Hopea odorata は2年ことに定期的に開花している。多くのHopea 属の花はア 

サミウマ等によって受粉されるといわれ，花粉飛散から果実成熟まで約3 か月 

を要する。 

果実はフタパカキの仲間では比較的小さく，多くは外側のカク片か成長して 

2枚の長い翼を形成する（クラビア32)。時には内外の5枚のカク片とも短く， 

翼のない種もある。果実は2枚の翼を持っているか，風か少ないのて，多くは 

母樹の付近にしか散布てきなく，母樹下に天然更新稚樹か密生していることか 

ある。Hopea 属の染色体数はn=7とされているか，H odorataやH subalata 

では3倍体あるいはその異数体（n=20'-22）か報告されている。これらはアポ 

ミクシス（単為生殖）によって繁殖していると考えられる。なお， これらの染 

色体数については，Upuna属やDゆたγocaゆus属と同じ基本数n=11の2倍体 

とその異数体としている報告もあり， これら樹種の染色体数についてはまた研 
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一 三 Dryobalanoldes 節

二一ノ Hopea 節

図 112 旦opeα属の天然分布地域 (緒方 (1972) より改変)

開花 ・結実

花は頂芽及ひ廠芽に着生し,通常小さい分岐枝か多数ある円錐花序てある

(クラヒア 34)。両性花て炎色, 芳香のある小花てある。カク片は 5枚て,外側

に 2枚,内側に 3枚ある (Sれo氾α属は外側 3枚,内側 2枚)。花弁は長楕円形て

合弁 , ロセ ソト状 に落花する。

風opeα属は多かれ少なかれ定期的に開花する傾向かあるか, その周期は多く

の樹種て明 らかてない。マレーシアの森林研究所 (FRIM) て観察された

息のeαodom 郷 は 2年ことに定期的に開花 している。多くの猛り鋤 属の花はア

サミウマ等によって受粉されるといわれ, 花粉飛散から果実成熟まで約 3か月

を要する。

果実はフタバカキの仲間では比較的小さく, 多くは外側のカク片が成長して

2枚の長い翼を形成する (クラビア 32)。時には内外の 5枚のカク片とも短く,

翼のない種もある。果実は 2枚の翼を持っているか, 風か少ないのて, 多くは

母樹の付近にしか散布てきなく,母樹下に天然更新稚樹か密生していることか

ある。Hope α届の染色体数 は n=7 とされているか , 互 odo難物 や " s“bα卿Zα

では 3倍体あるいはその異数体 (n=20~22) か報告されている。これらはアポ

ミクシス (単為生殖) によって繁殖していると考えられる。なお, これらの染

色体数 については,UP “れα届や Dz鰯 emm ゆ“s属 と同 じ基本数 n;11 の 2倍体

とその異数体としている報告もあり, これら樹種の染色体数についてはまた研
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究の余地かある。 

種子の取扱い 

果実（種子）の翼か褐色に変色し始めたら直ちに採取することか望ましい。 

落下種子は新鮮てないと発芽率か低下することは， フタパカキ科の多く樹種と 

同じてある。種子1,000 粒の重量はH men garavノan か約155g, H odorata か 

約130g,H helferiが約125g てある。 多くのフタパカキ科種子と同じく，種 

子には休眠かなく成熟後直ちに90％以上発芽するのて，発芽前処理は必要と 

しない。乾燥に弱く，種子の含水率（対乾燥重量）か40％を割ると急速に発芽 

率か低下し，25％前後て完全に枯死する。含水率約50％のH odorata の種子 

を20℃の室内に放置すると，種子は5 日以内に乾燥によって活力を失う。しか 

し33％まて乾燥した種子は，15℃で1-2 か月間50'--60％の発芽率を保った 

報告かある。また，H nervosa は殺菌剤を混じたポリ袋に入れて21℃で保存す 

ると， 1年後ても20％の発芽率かあったという報告もある。別の例ては，H 

odora彪，H helfenlの乾燥種子（含水率40％前後）を直径5 cm 前後の筒て自 

然換気てきるようにしたポリ袋に入れて，5, 15, 25℃の温度に貯蔵した場合， 

いすれの温度でも1, 2か月は発芽率が10%~ 50％の間に保たれた。H 

latifolta, H subalata,Hnervosa,H ルγrca なとの種子も5℃にかなりの期 

間耐えられるか，それても3か月を越えることはない0 一般に， フタバカキ科 

の仲間ては，Hopea 属の種子はShorea 属のAnthoshorea 節やVatica 属と並 

んて低温耐性か比較的大きいほうてある。 

育苗，植栽 

果実は卵形で果皮は発芽時に剥離し，芽生えは子葉か地上に出て展開する。 

育苗はShorea leprosula （第1巻p 161）なとと同様てよいか，Hopea 属の中て 

も比較的耐陰性の強い樹種（H heljen）から弱い樹種（H odorata）まてある 

のて， 種の特性を見極めて日覆い管理をする必要かある。 H 0doremやH 

nervosa は山引き苗もかなり利用てきる。 

Dryobalanomdes 節の樹種の中には発根率は低いか挿木増殖か可能な樹種か 

あるという報告もあるが，試験例は少ない。H foxwarthyi, H plagata の空中 

取木て15'-20％の発根率か得られている。 

マレーシアにおけるJICA 複層林プロシエクトては，H odorata の苗高成長 
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究の余地かある。

種子の取扱い

果実 (種子) の翼か褐色に変色し始めたら直ちに採取することか望ましい。

落下種子は新鮮てないと発芽率か低下することは, フタバカキ科の多く樹種と

同 じてある。種子 1,000粒の重量 は " meれgαmw αれか約 155g, 旦 odorα如 か

約 130g, 互 た8ぴen が約 125g てある。多 くのフタバカキ科種子 と同 じく, 種

子には休眠かなく成熟後直ちに90% 以上発芽するのて,発芽前処理は必要と

しない。乾燥に弱く,種子の含水率 (対乾燥重量)か 40% を割ると急速に発芽

率か低下し,25% 前後て完全に枯死する。含水率約 50% の互 odom云αの種子

を 20℃ の室内に放置すると,種子は 5日以内に乾燥によって活力を失う。しか

し33% まて乾燥 した種子は,1 ずC で 1~2 か月間 50~60% の発芽率を保った

報告かある。また,甘 鯛γりosαは殺菌剤を混じたポリ袋に入れて 21oCで保存す

ると,1 年後ても 20% の発芽率かあったという報告もある。 別の例ては,H
‐

odom ね,H た8防げzの乾燥種子 (含水率 40% 前後) を直径 5cm 前後の筒て自

然換気てきるようにしたポリ袋に入れて,5,15,2 ずC の温度に貯蔵した場合,

いすれの温度で も 1,2 か月 は発芽率が 10%~50% の間に保たれた。"

ねれた 力α, 〃 s"わαねね , 〃 解γの sα, 互 た “ 8αな との種 子 も 5oC にか な りの期

間耐え られるか, それて も 3か月を越えることはない。一般に, フタバカキ科

の仲間ては, 鼠op如 属の種子 は Sれoだα属の Anthoshorea 節や Vのにα属 と並

んて低温耐性か比較的大きいほうてある。

育苗, 植栽

果実は卵形で果皮は発芽時に剥離し, 芽生えは子葉か地上に出て展開する。

育苗は S肋だαZゅ〆o離郷 (第 1巻 p161) なとと同様てよいか,鼠op如 属の中て

も比較的耐陰性の強い樹種 (H れeがeれ) から弱い樹種 (H‐odoγ解α) まてある

のて, 種の特性を見極めて日覆い管理をする必要かある。 " odo竹餌αや互

“e彬osαは山引き苗もかなり利用てきる。

Dryobala110・des節の樹種の中には発根率は低いか挿木増殖か可能な樹種か

あるという報告 もあるが , 試験例 は少ない。旦 おェw解放γz,甘 P卿go如 の空中

取木て 15~20% の発根率か得られている。

マ レーシアにおける JICA 複層林プロシェク トては, 互 odoγα郷 の苗高成長
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は6か月て5'-6cm て，施肥効果も小さく，山出し苗の育苗には1年以上を要 

するとしている。インドネシアては苗高30'-40 cm の苗木を山出しする。通常 

はライン幅1'-2m，植栽間隔5m， ライン間幅6'-8m のラインプランティン 

クか多い。 

H odorata は乾燥に強く，Shorea leprosula やS parvifolw なとの活着率か 

30'-'40％てあった皆伐跡地に植栽しても，80％以上の盾着率を示した。H 

odora加， H helfenlなとは裸根の根株造林も可能て，乾季や乾燥した裸地てな 

けれは100％近い活着率を示した。一方，Dryobalanoides 節に属するH 

nervosa や H beccariana 等の裸根植栽では活着率か低かった。 これは北緯20。 

付近まて分布するHopea 節の樹種は，長い乾季に備えて，十分量の貯蔵養分， 

強い根や芽の再生力，及ひ乾燥耐性を有することから，裸根の移植にもある程 

度耐えられる樹種か多いものと思われる。H0pea 属の仲間てはH odorata と 

H mengarawan か比較的よく造林されているか， その他の樹種はほとんと造 

林されていない0 しかし，材の耐久性かShorea 属より優れているために，比較 

的成長か早く，種子，山引き苗の入手か容易な樹種については，人工林造成か 

望まれるのて，今後の増殖，造林の研究に待つところか多い。 

天然更新 

H odorata,Hnervosa等の稚樹か多数天然更新している例は報告されてい 

るか，天然には純林状に成林していることは少ないのて，生育途中てほとんと 

か淘汰されるものと思われる。カ)マンタンのスフル実験林（住友林業・東京 

大学・イントネシア林業省共同試験）におけるHopea sp (H nervosa あるい 

はHreプdげormis）の天然更新稚樹群は上木や潅木類の伐採によって光条件を 

良くするほと成長か促進された。H odorata は陽樹的性質か強いのて，天然更 

新する場合には思い切った上木の伐開か必要てある。 

成 長 

成長テータはないか，収量はそれほと高くなく，ha当たり直径40cm以上の 

木か10本以上収穫できる森林は稀であるといわれている。植栽後3年目の 

A cacia auniculiformzs と Eucalyptus cama尼Uルnszs の林内に植栽したH 

odorata の植栽後26 か月間の伸長成長は，それそれ平均12 5'---158cm と9 1-

117cm てあった。一方， 裸地ては130-450cm て，明るい開放地の方か成長か 

　　

は 6か月て 5~6cm て, 施肥効果も小さく, 山出し苗の育苗には 1年以上を要

するとしている。イ ンドネシアては苗高 30~40cm の苗木を山出 しする。通常

はライン幅 1~2m, 植栽間隔 5m, ライ ン間幅 6~8m のラインプランテ ィン

クか多い。

亙 odom 雄 は乾燥 に強 く,S ねo陀α彰Pγo躍如 や S P好例お ZZQなとの活着率か

30~40% てあった皆伐跡地に植栽 しても,80% 以上の活着率を示 した。亙

odo劣α筋,亙れeがeれなとは裸根の根株造林も可能て, 乾季や乾燥した裸地てな

けれ は 100% 近 い活着 率 を示 した。一 方 ,Dryobalanoldes 節 に属 す る 互

れ"りosαや 且 るeccαれα72α等の裸根植栽では活着率か低かった。これは北緯 200

付近まて分布する Hopea 節の樹種は, 長い乾季に備えて, 十分星の貯蔵養分,

強い根や芽の再生力,及ひ乾燥耐性を有することから,裸根の移植にもある程

度耐えられる樹種か多いものと思われる。 Hopeα届の仲間てはH odo粥zαと

旦 粥8“gαmw α72か比較的よ く造林 されているか , その他の樹種 はほとん と造

林されていない。しかし,材の耐久性か Sれo陀α属より優れているために,比較

的成長か早く, 種子, 山引き苗の入手か容易な樹種については, 人工林造成か

望まれるのて, 今後の増殖, 造林の研究に待つところか多い。

天然更新
打 odom ね, 甘 れ"〃osα等の稚樹か多数天然更新している例は報告されてい

るか, 天然には純林状に成林していることは少ないのて, 生育途中てほとんと

か淘汰されるものと思われる。カリマンタンのスフル実験林 (住友林業 ・東京

大学 ・イ ントネシア林業省共同試験 ) における息op8α sp (丑 “8γりosαあるい

は甘 ZZぴoγ粥雄) の天然更新稚樹群は上木や潅木類の伐採によって光条件を

良くするほと成長が促進された。旦 odo劣解αは陽樹的性質か強いのて, 天然更

新する場合には思い切った上木の伐開か必要てある。

成 長
成長テータはないか,収星はそれほと高くなく,ha 当たり直径 40cm 以上の

木か 10本以上収穫できる森林は稀であるといわれている。植栽後 3年目の

Ac αcm ααγzc"なお rmzs と E 解α匁〆αs cα粥α扇 "′〃〃szs の 林 内 に 植 栽 し た 〃

odo知 zαの植栽後 26 か月間の伸長成長 は, それそれ平均 125~158cm と 91~

117cm てあった。一方 ,裸地ては i30~150cm て , 明るい開放地の方か成長か
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表11 2 Hopea odorata の植栽試験（植栽時苗高約40 cm) 

Acacia mangium と同時植栽 2年後の成績 

残存率（%） 樹高（cm） 根元径（cm) 

1列交互 71 92 14 

2列交互 61 110 1 5 

4列交互 61 148 22 

8列交互 59 62 14 

16列交互 79 96 18 

A rnangmm 林へ帯状植栽 18 か月後の成績 

残存率（%） 樹高（cm） 根元径（cm) 

1列伐採 81 161 21 

2列伐採 79 157 18 

4列伐採 88 219 29 

8列伐採 83 130 16 

16列伐採 68 163 23 

よかった（クラヒア33, 35)。また，4年生A mangium 林（平均樹高13m) 

の帯状伐採地（7-60m 幅）への植栽試験，及ひA mangium との同時混植試 

験（1-16列）の結果を表112 に示した。この条件下ては光条件（帯状伐採地て 

相対照度30-90%）より土壌条件の方か成長に大きく影響していると報告され 

ている。調査されているホペア類の成木の直径成長は03-08cmノ年程度てあ 

る0 

病虫害 

病気ではCylindrocaゆon destruc加ns菌はH mengarawan の苗木の葉を褐 

変させ， 落葉を起こすことか報告されている。H odorata の種子はソウムシ 

Nanophyes shoreae に食害されると報じられている。マレーシアのJにA 複層 

林プロシェク トにおいては，H odorata はレソ ドメランティークループ 

(Shorea 属 Rubroshorea節） に比べて病虫被害はほとんど見られなかった。 

イント周辺地域ではHopea spp.を加害する穿孔性昆虫類としてナカシンク 

イムシ科， カミキリムシ科， ミツキリソウムシ科， ソウムシ科， ナガキクイム 

シ科，キクイムシ科甲虫の多くの種か知られている。Hopea spp に対して最も 

被害の大きいのはカミキリムシ科の110plocerambyx spznにornisである。この 

ほかに生立木を加害する種としては同じカミキリムシ科のMassにus venustus 

表 112 品opeαodo打のαの植栽試験 (植栽時苗高約 40cm)

Ac解 mm αれgmm と同時植栽 2年後の成績

残存率 (%) 樹高 (cm) 根元径 (cm)
1列交互 71 92 1 4

2列交互 61 110 1 5

4列交互 61 148 2 2

8列交互 59 62 1 4

16列交互 79 96 1 8

A m伽 gz“m 林へ帯状植栽 i8か月後の成績

残存率 (%) 樹高 (cm) 根元径 (cm)
1列伐採 81 161 2 1

2列伐採 79 157 1 8

4列伐採 88 219 2 9

8列伐採 83 130 1 6

16列伐採 68 163 2 3

よか った (クラヒア 33,35) 。また ,4 年生 A mα"gm 粥 林 (平均樹高 13m)

の帯状伐採地 (7~60m 幅) への植栽試験, 及ひ A mαれgz“m との同時農植試

験 (1~16列)の結果を表 112に示した。この条件下ては光条件 (帯状伐採地て

相対照度 30~90%) より土壌条件の方が成長に大きく影響していると報告され

ている。 調査されているホペア類の成木の直径成長は 03~08cm/ 年程度てあ

る 。

病 虫害
病気では Cy力れα〆ocαゆ oれα鎧〃郷ね%s 菌 は "mB%g αmw αれの苗木の葉を褐

変 させ , 落葉を起 こす ことか報告 されている。 H‐ odom 粥 の種子 はソウムシ

Nα72opたyes 魂 o〆鋤 8 に食害 されると報 じられている。 マ レーシアの JICA 複層

林 プ ロ シ ェ ク トに お い て は , 互 odom 加 は し、ノ ドメ ラ ン テ ィ ー ク ル ー プ

(S卿 eα属 Rubroshorea 節 ) に比べて病虫被害 はほとんど見 られなか った。

イント周辺地域では嵐opeαspp. を加害する穿孔性昆虫類としてナカシンク

イムシ料 , カ ミキ リムシ科 , ミッキ リソウムシ科 , ソウムシ科 , ナガキクイム

シ科,キクイムシ科甲虫の多くの種か知られている。亙opeαspp に対して最も

被害の大 きいのはカ ミキ リムシ科の息opzocemmbyx spzmco 例雄である。 この

ほかに生立木を加害する種 としては同 じカ ミキ リムシ科のル筋sszc“sりeれ“漸騰
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か知られている。 
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12． サー)レ（Sal) 

学名 Shorea robusta Gaertn f 

フタバカキ科 

田中 信行 

地方名としては，SaL Sakhu, Shal（イント）, Sakwa （ネパール）なとと 

呼はれる。中国や日本ては，沙羅樹または沙羅双樹として，クワ科のイント菩 

提樹伊にus religiosa）やマメ科の無憂樹（Saraca indica）とともに仏教の三 

大聖木として有名てある。植物分煩学的には，Shorea 属のShorea 節（Balau 

グループ）に属する。光沢のある葉をもつ落葉性高木て，好適立地ては樹高50 

m ，胸高直径130cm に達する。葉は長さ10'-25cm の楕円形て，互生する。花 

は淡黄色，径約3cm て，円錐花序をなす。花弁，かく片各 5枚，おしべ多数。 

果実は15'-2cm のとんくり状の堅果て，かく片か発達した長さ5-'7cm の細 

長い5枚の翼をもち，そのうち2枚の翼はやや短い。 

北部インドては，最も有用な木材として広く利用されている。建築材のほか， 

ヘニャや合板に利用される。辺材は黄白色,心材は褐色て辺材との区別は明瞭 

て，大気にさらされて暗色となる。木目は粗，木理交錯，重硬て，気乾比重は 

086-098てある。材の乾燥には長時間を要するか， いったん乾燥したものは 

強度，弾性，耐久性なとの点て優れている。テラトウンて行われた野外試験で， 

20年間も地面に接した木材か良い状態を保っていたことか示された。樹脂は香 

料，塗料やワニスの原料になる。 

以下，主にTewari (1995）に基ついて述べる。 

分布・適地 

イント亜大陸のモンスーン熱帯の北部地域のみに分布し，カンシス平原を境 

にして，北は320 N を北限とし，パンシャフ，ヒマシャルプラテシ，ウソタープ 

ラテシ， ネノぐール， アノサムなどに分布する。 ヒマラヤ山麓ては，谷あいや標 

高700-4,300 m の丘陵に分布するか，貧土壌立地ては1,500m以上に及ぶこと 

かある。一方，南は，ヘンカル湾に近い東部や中央イントのヒハール，オリ ノ 

サ，西ヘンカル，マドヤプラテシ地方に分布する（図12 1)。 フタハカキ科樹種 

としては，最も高緯度まて分布する。サール林の主要な分布域は，温度的には 

12. サ ー ル (Sal)

学 名 Sゑoreα robαs如 Gaertn f

フタバカキ科

田中 信行

地方名 としては,Sal, Sakhu,Shal( イン ト),Sakwa( ネパール ) なとと

呼はれる。中国や日本ては, 沙羅樹または沙羅双樹として, クワ科のイント菩

提樹 (Fzc“sγezzgzom) やマメ料の無夏樹 (SQmmz れdzcα) とともに仏教の三

大聖木 として有名てある。植物分煩学的には,S れo宵m 属の Shorea 節 (Balau

グループ) に属する。光沢のある葉をもつ落葉性高木て,好適立地ては樹高 50

m, 胸高直径 130cm に達する。葉 は長 さ 10~25cm の楕円形て , 互生する。花

は淡黄色,径約 3cm て,円錐花序をなす。花弁,かく片各 5枚, おしべ多数。

果実 は 15~2cm のとん くり状の堅果て , か く片か発達 した長 さ 5~7cm の細

長い 5枚の翼をもち, そのうち 2枚の翼はやや短い。

北部インドては,最も有用な木材として広く利用されている。建築材のほか,

ヘニャや合板に利用される。辺材は黄白色, 心材は褐色て辺材との区別は明瞭

て, 大気にさらされて暗色となる。木目は粗, 木理交錯, 重硬て, 気乾比重は

086~098 てある。材の乾燥には長時間を要するか, いったん乾燥したものは

強度,弾性,耐久性なとの点て優れている。テラトゥンて行われた野外試験で,

20年間も地面に接した木材か良い状態を保っていたことか示された。樹脂は香

料, 塗料やワニスの原料になる。

以下 , 主 に Tewarl(1995) に基ついて述べる。

分布・適地

イント亜大陸のモンスーン熱帯の北部地域のみに分布し, カンシス平原を境

に して , 北 は 32oN を北 限 と し, パ ンシ ャフ , ヒマ シ ャル プ ラテ シ , ウ ソター プ

ラテシ, ネパール, ア ノサムなどに分布す る。 ヒマラヤ山麓ては, 谷あいや標

高 700~1,300m の丘陵に分布するか, 貧土壌立地ては 1,500m 以上に及ぶこと

かある。一方 , 南は, ヘ ンカル湾に近 い東部や中央イ ン トの ヒハール, オ リノ

サ , 西ヘ ンカル, マ ドヤプラテシ地方に分布す る (図 121) 。フタハカキ科樹種

としては, 最も高緯度まて分布する。サール林の主要な分布域は, 温度的には



95 

、
 

「、 ぐ
ノ
 っノj

×
 

、 

一一一一・ーー－ 

・30。 

ノー～一I、 

‘ 戸 

- 20。 

10。 

圏サール 「コチーク 

図12 1 イントにおけるサールとチークの天然分布 

Tewari (1995）とKaosa-ard (1981）から描く 

最低気温か2C，最高気温か40℃の範囲て，降雨量か1,000 -2,000 mm かそれ 

以上て，乾季［月降雨量（mm）か月平均気温（℃）の2倍以下の月］か4 か月 

以下の地域に対応する。土壌的には沖積土からラテライト性土壌まての広範囲 

に及ぶ。1972年の統計によると，インドのサール林は全森林面積の142％にあ 

たるl L600,000 haを占めている。 

サールの分布域は，気候的には乾季・雨季のあるモンスーン熱帯て，有用樹 

種チークと重複する。しかし，チークは排水か良く，pH か65'-75のCa等ミ 

ネラル含有率の高い肥沃な土壌を適地とし， ラトソルなと強酸性土壌立地には 

適しない（Tanaka et al 1995)。一方，サールは，広範な土壌条件に生育可能 

て， ラトソルなと酸性土壌立地ても森林を形成する。このような両種の分布立 

地の違いは，両種の養分要求性の差異か主要な理由のーつになっていると考え 

られる。両種の養分要求性の差異を示唆する例として，同じ立地条件下て育成 

されたサールとチークの葉のCa含有率は，サールかチークの約半分てあった 

ことか報告されている。養分要求性の比較的低いサールは，酸性土壌なと貧栄 
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Tewarl(1995) と Kaosa-ard(1981) か ら描 く

最低気温か 2oC, 最高気温か 40oC の範囲て , 降雨量か 1,000~2,00omm かそれ

以上て,乾季 [月降雨量 (mm) か月平均気温ぐC) の 2倍以下の月] か 4か月

以下の地域に対応する。土壌的には沖積土からラテライト性土壌まての広範囲

に及ぶ。1972 年の統計によると, イ ンドのサール林 は全森林面積の 142% にあ

たる 11,600,oooha を占めている。

サールの分布域は, 気候的には乾季・雨季のあるモンスーン熱帯て, 有用樹

種チークと重複する。 しか し, チークは排水か良 く,PH か 65~75 の Ca 等 ミ

ネラル含有率の高い肥沃な土壌を適地とし, ラトソルなと強酸性土壌立地には

適 しない (Tanaka ez錫 1995)。一方 , サールは, 広範な土壌条件 に生育可能

て, ラトソルなと酸性土壌立地ても森林を形成する。このような両種の分布立

地の違いは,両種の養分要求性の差異が主要な理由の一つになっていると考え

られる。両種の養分要求性の差異を示唆する例として, 同じ立地条件下て育成

されたサールとチークの葉の Ca 含有率は, サールかチークの約半分てあった

ことか報告されている。養分要求性の比較的低いサールは, 酸性土壌なと貧栄
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養な立地条件にも分布可能といえる。 

生 態 

サールは，好適立地ては，広い地域を純林に近い状態て優占する。一時的な 

乾燥に耐えるか，湿潤な気候ても生育可能てある。また，野火や霜の害にもあ 

る程度耐えて生存する能力をもつ。根萌芽は発生しないか，伐採後には切株に 

萌芽を発生させる。たたし，萌芽力は木か大きくなるに従って低下する。霜は 

稚樹を枯死させることかある。開放地や窪地ては，霜により小径木ても枯死し 

たり，樹幹に障害を受けることかある。サール林の成立の理由としては，競合 

樹種の伐採なとの人為のほかに，萌芽力，野火や放牧下ての更新力，枝おろし 

への耐性，耐火性，気候・土壌への適合，寿命なとの点のいくつかてサールか 

競合樹種よりも優れていることかあけられる。 

ヒマラヤ山麓の森林タイプ区分によると,サールの生育する森林は次の3 タ 

イプに分けられている（Negi 1990)。 

① 湿性サール林 

湿性立地てサールか圧倒的に優占するタイプて，林床植生，半常緑性の低木 

層か発達する。ツル植物はかりてなく，湿性な窪地てはタケも混生する。混生 

高木樹種には，Adina cordげolia, Terminalia tomentosa, Schima wallichu な 

とかある。また，標高の高い所ては，Ftnus roxburghu か混生する。 

② 乾性サール林 

乾性立地でサールか優占するタイプて，林冠はまはらになる。混生高木樹種 

としては，Acacia caたchu, Dalbergia sissoo なとかある。 

③ 湿性混交落葉樹林 

多くの優占樹種を有するタイプて，サールは優占種の1つに過きない。中層 

か発達し，常緑樹種を多く含む。ツル植物の繁茂か著しい。主要な高木樹種は 

Adina cordげolia, Albizia procera, Bauhinia retusa, Madhuca indica, 

Term inalia tomentosa なとかある。 

開花・結実 

落葉樹にされているか，葉のない期間は大変短く，湿潤な立地ては半常緑ま 

たは常緑になる。インドては，一般的に，葉か黄化・落下を開始するのは1 '-3 

月だか，乾燥の厳しい年や乾性な地域ては落葉時期か早まり，逆に，湿潤な年 
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サールは, 好適立地ては, 広い地域を純林に近い状態て優占する。一時的な

乾燥に耐えるか, 湿潤な気候ても生育可能てある。また, 野火や霜の害にもあ

る程度耐えて生存する能力をもつ。根萌芽は発生しないか,伐採後には切株に

萌芽を発生させる。たたし, 萌芽力は木か大きくなるに従って低下する。霜は

稚樹を枯死させることかある。開放地や窪地ては,指により小径木ても枯死し

たり, 樹幹に障害を受けることかある。サール林の成立の理由としては, 競合

樹種の伐採なとの人為のほかに, 萌芽力, 野火や放牧下ての更新力, 枝おろし

への耐性, 耐火性, 気候 ・土壌への適合, 寿命なとの点のいくつかてサールか

競合樹種よりも優れていることかあげられる。

ヒマラヤ山麓の森林タイプ区分によると, サールの生育する森林は次の 3 タ

イプに分 けられている (Neg ・1990)。

① 湿性サール林

湿性立地てサールが圧倒的に優占するタイプて,林床植生,半常緑性の低木

層か発達する。ツル植物はかりてなく, 湿性な窪地てはタケも混生する。混生

高 木 樹 種 に は ,A のれαの のお Zm,7 1勿 mm α力αわ伽 eれのsα,Sc 廟 m α w 錫 Zばれ“ な

とかある。 また, 標高の高 い所ては,Pm “sm ヱ加増廟 zか混生する。

② 乾性サール林

乾性立地でサールか優占するタイプて, 林冠はまはらになる。混生高木樹種

と して は ,Ac αcm cの ecね",D α DBγgm szssoo な とか あ る。

③ 湿性混交落葉樹林
多くの俊占樹種を有するタイプて, サールは優占種の 1つに過きない。中層

か発達し, 常緑樹種を多く含む。ツル植物の繁茂か著しい。主要な高木樹種は

Ad 粥α coγαz元‘m,A め z鑓α Pγoc“α, β伽 腐棚α〆窃硲 α,M ααた解 α 閉αzcα,

での粥 粥錫弼乙omg 〃Zosαな とか あ る。

開花・結実

落葉樹にされているか, 葉のない期間は大変短く, 湿潤な立地ては半常緑ま

たは常緑 になる。イン ドては, 一般的に, 葉か黄化 ・落下を開始す るのは 1~3

月だか, 乾燥の厳しい年や乾性な地域ては落葉時期か早まり, 逆に, 湿潤な年
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や地域ては3月まて葉か少なくならない。開花は新葉展開時に起こる。開花は 

3,-4月，結実か5~7 月か一般的てあるか，地域によっては異なることかある。 

種子の取扱い 

サールの結実は隔年に起こり，3-,5年に一度豊作かある。種子は，1 本当た 

り2'-35 kg生産され，1kg当たり450 '-600粒てある。種子は樹上てすてに成 

熟しており，時に樹上で発芽を開始する。種子の生存期間は大変短く，種子採 

取後1~2 週間てほとんと発芽しなくなる。発芽は,ます幼根か伸長し，幼芽は 

子葉鞘内にしはらく留まり，遅れて伸長する。種子の寿命か短いために，人工 

造林は容易てはない。 

育苗・植栽・保育 

イントにおけるサール造林の歴史は1869年に遡る。人工更新には，苗木の植 

栽と直播きの方法かある。ヒニール袋や籠を用いたポノト苗による植栽ては， 

高い生存率か得られる。スタンプ苗による植栽も良い方法てある。光要求性は 

高く，稚樹段階から開放地状態の明るい条件かもっとも良い成長をもたらす 

か，土壌水分か十分てない場合や霜の危険のある場合は多少の被陰か稚樹の保 

護に役立つ。 

苗木植栽（または播種）の時期の前後の期間に，樹木の間で農作物を栽培す 

るタウンャ法か2'---3 年行われ，成功をおさめている。苗木は1'-2年生のもの 

の成績か良い。植栽間隔は2mX2m か一般的てあるか, 3mX3m の場合もあ 

る。森林の種多様性を高め樹種間の共生を期待して，サールに加えChukrasza 

velutina, Mwhelia champaca, Schima wallにhU,Bombax ceiba, Sノ2ygium 

cumini, A rtocarpus chaplasha なとの樹種の混植か一部の地域て実施されて 

いる。サール天然林の土壌を用いて，苗木に菌根菌の接種をすることや， 

ngeon pea なと多年生農作物を近くに植えて苗木の被陰にすることなとか推 

奨されている。 

植栽・直播き後は，雑草木の駆除のため，土壌の掻起こしや下刈りか約2 -3 

年間実行される。保育としては，そのほかに，除伐，間伐，っる切り，防火対 

策なとか必要に応じて実施される。伐期は30-60年て，5-iS年おきに間伐か 

計画されている。萌芽更新による造林地ては，植栽後3年目の雨季に萌芽枝の 

間引きを実施する。 
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サールの結実は隔年に起こり,3~5 年に一度豊作かある。種子は,1 本当た

り 2~35kg 生産 され ,lkg 当たり 450~600 粒てある。種子 は樹上てすてに成

熟しており, 時に樹上で発芽を開始する。種子の生存期間は大変短く, 種子採

取後 1~2 週間てほとんと発芽しなくなる。発芽は, ます幼根か伸長し,幼芽は

子葉鞘内にいまらく留まり, 遅れて伸長する。種子の寿命か短いために, 人工

造林は容易てはない。

育苗 ・植栽・保育

イントにおけるサール造林の歴史は 1869年に遡る。人工更新には,苗木の植

栽と直播きの方法かある。ヒニール袋や龍を用いたポノト苗による植裁ては,

高い生存率か得られる。スタンプ苗による植栽も良い方法てある。光要求性は

高く,稚樹段階から開放地状態の明るい条件かもっとも良い成長をもたらす

か,土壌水分か十分てない場合や霜の危険のある場合は多少の被陰か稚樹の保

護に役立つ。

苗木植栽 (または播種) の時期の前後の期間に,樹木の間で農作物を栽培す

るタウンャ法か 2~3 年行われ , 成功をおさめている。苗木 は 1~2 年生のもの

の成績か良い。植栽間隔は 2m ×2m か一般的てあるか,3m ×3m の場合もあ

る。森林の種多様性を高め樹種間の共生を期待して, サールに加え Cれ"たmsm

り〆“なれα, ルダにた錫 m cねα粥 Pαcα,Sc 毎 粥 α w α Zzcね", β oフ喝 bα% c似るα,Syzyg 粥 粥

c“粥粥z,A 汀om ゆ"s cたα〆餌ねαなとの樹種の混植か一部の地域て実施されて

いる。サール天然林の土壌を用いて, 苗木に菌根菌の接種をすることや,

PIgeon pea なと多年生農作物を近くに植えて苗木の被陰にすることなとか推

奨 されている。

植栽 ・直播き後は,雑草木の駆除のため,土壌の縦起こしや下刈りか約 2~3

年間実行される。保育としては, そのほかに, 除伐, 間伐, っる切り, 防火対

策なとか必要に応じて実施される。伐期は 30~60 年て,5~15 年おきに間伐か

計画されている。萌芽更新による造林地ては,植栽後 3年目の雨季に萌芽枝の

間引きを実施する。
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森林施業法 

サール林の施業法として，高林作業法と低林作業法の2つに大別される。高 

林作業法は伐採方法により，択伐法，皆伐法，帯状伐採法，傘伐法に区分され 

る。択伐法における伐期は10'-'40 年間隔て，地域によって異なる。伐採木のサ 

イスもいろいろて，優良林地ては50 -60 cm以上か収穫されるか，収穫木の最 

低直径か30cm まて弓は下けられる不良林地もある。択伐1年後に，繁茂して 

サールを被圧するタケなとの除伐か行われることかある。皆伐法ては，皆伐後， 

植栽時期の前後に農作物間作を行なうタウンャ法による植栽，または天然更新 

か行われる。森林を同齢階の林班に分け，同齢階林班か120'-450年伐期て管理 

される。帯状伐採法では，南北方向の60m 幅の伐採帯と保残帯か設定される。 

伐採帯て地拵えを行い，天然下種更新を行なうか，直播きを行なう。傘伐法て 

は，伐採，火入れ，下刈りか行われ，伐期は120~ 150年，更新期間を40'-60年 

に想定している。 

低林作業法は，皆伐後に萌芽更新を行う単純低林作業法と，高木を保残して 

萌芽更新を行う中林作業法に分けられる。単純低林作業法は，その短い伐期と 

萌芽枝の不十分な保護のためサール林か維持てきないのて，現在ては,管理さ 

れた林地てはほとんと行われす，中林作業法に置き替わっている。中林作業法 

ては，保残木は更新萌芽枝を霜害なとから保護する。ヒマラヤのPaonta ては， 

30 --40 本ノha の高木を保残し，伐採か行われている。伐期は，萌芽個体か30'-

40 年，保残木か70'-90年てある。萌芽更新は1株で2-'3回か限度なのて，母 

樹を保残すると，種子を供給して実生による更新に役立つ。また，保残木は土 

壌侵食を軽減するのにも役立つ。 

成 長 

林分表（stand table）と収穫表（yield table）かイントで作られている（Grif-

fith & Ram 1943)。林分表には，林齢5年ことの直径階別の立木密度か地位 

(I , ~，皿）別に示されている。収穫表によると，最も肥沃な地位Iては，林 

齢80年て平均か胸高直径41cm，樹高335m，立木密度200 本ノha，林分材積 

336m3,間伐収穫量の集計か532m3になる（表12 1)。サール林の連年成長量 

は，地位に拘らす55年頃最高に達し，以後徐々に低下する（図12 2)。年平均 

成長量は地位I, ~，皿，Ivてそれそれ林齢105, 100, 95, 85年で最高に達し， 

地位か低い程その時期か早まる。 
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森林施業法
サール林の施業法として, 高林作業法と低林作業法の 2つに大別される。高

林作業法は伐採方法により,沢伐法,皆伐法,帯状伐採法,傘伐法に区分され

る。択伐法における伐期は 10~40 年間隔て,地域によって異なる。伐採木のサ
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か行われる。森林を同齢階の林班に分け,同齢階林班か 120~150年伐期て管理
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萌芽枝の不十分な保護のためサール林か維持てきないのて, 現在ては, 管理さ

れた林地てはほとんと行われす, 中林作業法に置き替わっている。中林作業法

ては,保残木 は更新萌芽枝を霜害などか ら保護する。ヒマラヤの Paonta ては,

30~40 本 /ha の高木を保残し,伐採か行われている。伐期は,萌芽個体か 30~

40年, 保残木か 70~90 年てある。萌芽更新は 1株で 2~3 回か限度なのて,母

樹を保残すると, 種子を供給して実生による更新に役立つ。また, 保残木は土

壌侵食を軽減するのにも役立つ。

成 長
林分表 (stand table) と収穫表 (y・eld table)かイ ン トで作 られている (Gnf-

nth & Ram l943)。林分表には, 林齢 5年ことの直径階別の立木密度か地位

(1,u, 皿) 別に示されている。収穫表によると,最も肥沃な地位 1ては,林

齢 80年て平均か胸高直径 41cm, 樹高 335m, 立木密度 200本 /ha, 林分材積

336m3, 間伐収穫量の集計か 532m3 になる (表 121)。サール林の連年成長量

は, 地位に拘らす 55年頃最高に達し, 以後徐々に低下する (図 12 2)。年平均

成長星 は地位 1, 亘, 皿 ,I Vてそれそれ林齢 105,100,95,85 年で最高 に達 し,

地位か低い程その時期か早まる。
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有用樹種チークと比較すると，サールの成長は初期成長はゆっくりしている 

か，次第に成長量か増加し壮齢期に高い生産力を示すC たとえは，両種にとっ 

てそれそれ好適な立地（地位I）における10'-'20 年生林の連年成長量はチーク 

か86mソhaノ年と高く，サールの63 m3/ha／年に優るか，40'-50年生林ては 

表12 1 地位Iにおけるサール林の成長量(Griffith and Ram 1943) 

林齢 平均直径平均樹高立木密度林分材積積算間伐材積収量合計年平均成長量連年成長量 
年 cm m no /ha ma/ha ms/ha m3/ha m3/haノ年ms/haノ年 

10 

20 

30 

81 

142 

196 

89 

149 

195 

1,181 

711 

531 

266 

728 

1246 

14 

161 

51 1 

280 

889 

1756 

28 

45 

59 

63 

95 

40 24 6 22 9 420 180 5 109 9 290 4 7 3 12 3 

50 29 2 25 9 346 236 5 193 8 431 7 8 6 14 6 

60 33 5 28 9 286 283 4 297 4 580 8 9 7 15 1 

70 37 3 31 4 240 313 5 413 5 727 0 10 4 14 6 

80 41 2 33 5 200 335 9 531 8 867 7 10 9 13 7 

90 44 7 35 4 173 352 0 645 8 997 8 11 1 12 9 

100 48 3 36 9 148 372 3 747 3 1,119 6 11 2 11 9 

110 51 6 38 1 131 391 1 836 2 1,227 3 11 1 10 4 

120 54 9 39 6 116 411 4 913 8 1,325 3 11 1 9 5 

130 57 9 40 5 104 429 6 979 6 1,409 2 10 9 8 3 

140 61 0 41 8 94 448 5 1,034 2 1,482 7 10 6 7 0 

150 64 3 42 4 84 468 1 1,077 6 1,545 7 10 3 6 2 
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図12 2 地位ことのサール林連年成長量の経年変化 

(Griffith and Ram 1943 から描く） 
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有用樹種チークと比較すると, サールの成長は初期成長はゆっくりしている

か, 次第に成長量か増加し壮齢期に高い生産力を示す。たとえは, 両種にとっ

てそれそれ好適な立地 (地位 1) における 10~20 年生林の連年成長星はチーク

か 86m3/ha/ 年 と高 く, サールの 63m3/ha/ 年 に優 るか ,40~50 年生林ては

表 121 地位 1 におけるサール林の成長量 (Gr・伍 th and Ram l943)

林齢 平均直径平均樹高立木密度林分材積積算間伐材税収量合計簿F均成長量連年成長量
年 cm m no /ha m ツha m3/ha m3/ha m3/ha/ 年 m3/ha/ 年

Q
J
Q
J
E0
(uJ
(一J
Q
ジ
▲4

亡3

ハ
.
一̂J
Ti
ハhU
r
U
R
U
▲4

8

14

始

22

%

繋

31

溺

35

36

締

39

40

41

嬢

10 8 1

20 14 2

30 19 6

40 24 6

50 29 2

60 33 5

70 37 3

80 41 2

90 44 7

100 48 3

110 51 6

120 54 9

130 57 9

140 61 0

150 64 3

1,181 26 6

711 72 8

531 124 6

420 180 5

346 236 5

286 283 4

240 313 5

200 335 9

173 352 0

148 372 3

131 391 1

116 411 4

104 429 6

94 448 5

84 468 1

1 4 28 0

16 1 88 9

51 1 175 6

109 9 290 4

193 8 431 7

297 4 580 8

413 5 727 0

531 8 867 7

645 8 997 8

747 3 1,119 6

836 2 1,227 3

913 8 1,325 3

979 6 1,409 2

1,034 2 1,482 7

1,077 6 1,545 7

2 8

4 5 6 3

5 9 9 5

7 3 12 3

8 6 14 6

9 7 15 1

10 4 14 6

10 9 13 7

11 1 12 9

11 2 11 9

11 1 10 4

11 1 9 5

10 9 8 3

10 6 7 0

10 3 6 2
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チークか70mソhaノ年て，サールか146mVha／年となり逆転する。さらに，70 

--80年生林てはチークか30m3/haノ年と低下するのに対し，サールは13 7m3ノ 

ha／年という高い成長量を維持する（表12 2)。 80 年生まての林分では，平均直 

径と樹高はチークかサールに優るか，チーク林の立木密度か著しく低いのて， 

林分材積にはあまり差かない。収量合計や年平均成長量は, 20年生てはチーク 

かサールに優るか，50年生てはほほ等しくなり，80年生てはサールかチークを 

大きく弓は離す。このような両種の成長の差異は，葉量，光合成能力，耐陰性 

なと葉の性質の種間差に由来すると思われる。 

最も肥灰な立地（地位I）て，35年生サール林は，現存量か1850t/ha,生産 

量か5 it/haノ年であった（表12 3)。 リターフォール量は，サールの優占する 

表12 2 地位Iにおけるサールとチークの20, 50, 80年生林の大きさと成長量 

(Griffith and Ram 1943, Tewari 1995) 

蕪
 

灘
 

響（ 
鯛
臓
伽
 

積
伐
m
 

平均 立木 林分 
樹 種 直径 樹高 密度 材積 

m no /ha m3/ha 

耀
m
 

20年生サール林 142 150 711 728 161 889 45 63 

50年生サール林 29 2 25 9 346 236 5 193 8 431 7 8 6 14 6 

80年生サール林 41 2 33 5 200 335 9 531 8 867 7 10 9 13 7 

20 年生チーク林 272 230 211 907 974 1881 94 86 

50年生チーク林 55 4 33 5 79 205 9 212 1 4180 8 4 7 0 

80 年生チーク林 63 8 39 5 60 288 4 251 6 540 0 5 8 3 0 

連年成長量は過去10年間の平均 

表123 35年生サール林の現存量と生産力（Kaul et at 1963) 

地 位 階 級 

I II III IV 

林齢（年） 35 35 35 35 

立木本数（no /ha) 472 534 615 717 

現存量(t/ha) 

材 1300 982 658 406 

樹皮 531 485 388 310 

葉 50 49 47 44 

合計 1850 1516 1093 759 

生産量(t/ha／年） 51 42 30 20 

ZOO

チークか 70m3/ha/ 年て , サールか 146m3/ha/ 年 とな り逆転する。さらに,70

~80 年生林てはチークか 30m3/ha/ 年 と低下するのに対 し, サールは 137m3/

ha/年という高い成長星を維持する (表 12 2)。80年生まての林分では,平均直

径と樹高はチークかサールに優るか, チーク林の立木密度が著しく低いのて,

林分材積にはあまり差かない。収星合計や年平均成長量は,20 年生てはチーク

かサールに後ろか ,50 年生てはほほ等 しくなり,80 年生てはサールかチークを

大きく引き離す。このような両種の成長の差異は, 葉昆, 光合成能力, 耐陰性

なと葉の性質の種間差に由来すると思われる。

最も肥沃な立地 (地位 1) て,35 年生サール林は,現存星が 1850t/ha, 生産

量か 51t/ha/ 年であった (表 12 3)。 リターフォール量 は, サールの優占する

表 12 2 地位 1におけるサールとチークの 20,50,80 年生林の大きさと成長量
(Gr・fiithand Ram l943,Tewan l995)

平均 平均 立木 林分 積算間 収量 年平均 連 年
樹 種 直径 樹高 密度 材積 伐材積 合計 成長星 成長il

cm m no/ha m3/ha m3/ha m3/ha m3/ha/ 年 m3/ha/ 年

20 年生 サール林 14 2 15 0 711 72 8 161 88 9 45 6 3

50 年生サール林 29 2 25 9 346 236 5 i93 8 4317 8 614 6

80 年生 サール林 412 33 5 200 335 9 5318 867 7 10 913 7

20年生チーク林 27 2 23 0 211 90 7 97 4 188 1 94 8 6

50年生チーク林 55 4 33 5 79 205 9 2121 418 0 84 7 0

80年生チーク林 63 8 39 5 60 288 4 2516 540 0 58 3 0

連年成長星は過去 10年間の平均

表 123 35年生サール林の現存量と生産力 (KaulezQZ I963)

地 位 階 級

林齢 (年)35 35 35 35

立木本数 (no/ha) 472 534 615 717

現存量 (t/ha)

材 130 0 98 2 65 840 6

樹皮 531 48 5 38 8310

5 0 4 9 47 4 4

合計 185 0 1516 109 375 9

生産鼠 (t/ha/年) 5 1 4 2 3 0 2 0
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熱帯落葉樹林は，葉か5t/ha／年，枝・花・実・その他か2t/haノ年程度てある 

(Mishra 1969)。 

サール天然林と萌芽林ては，その成長か異なる。萌芽林の方か天然林より， 

若齢期には成長か良いか，壮齢期には天然林か優る。たとえは，肥仄な立地で 

は，連年成長量て40年まて，年平均成長量て60年まては萌芽林か天然林を上 

回る成長を示す。 

天然更新 

天然更新上の主要な問題点は，稚樹か十分発生するか，稚樹か諸害に耐えら 

れる大きさまて成長てきるか，という2点てあるC サールは生育初期段階ては 

根系の発達に光合成生産物をより多く振り向ける。根系の発達により，貧栄養 

な立地ても水分・養分吸収か可能となり，厳しい環境条件に耐えられるように 

なる。天然林では多数の芽生えか発生しても，様々な阻害要因により部分枯死 

（タイパノク）や枯死か生じる。阻害要因としては，霜，高温，土壌の乾燥・通 

気不良・貧栄養，過度の林冠の疎開と閉鎖，競合樹種（例えはMallotus 

philippens is) ，野火,放牧なとかある。阻害要因の重要性は地域や森林のタイ 

プにより異なるのて， との要因か重要てあるかを判定し，阻害要因の影響を減 

らす工夫か必要てある。 

更新か成功する条件としては，特に土壌条件か重要て，土壌の水分か十分て， 

排水・通気か良いことか望ましい。湛水，通気不良，乾燥なとの土壌条件ては 

更新は難しい。しかし，サールは酸性土壌（下層土のpH45'-'55）に十分耐え 

る。サールは著しい乾燥や霜にさらされると梢端からのタイノぐックを起こす。 

これは，厳しい環境条件を生き抜くための適応的性質と考えられている。小さ 

な稚樹は， これらの阻害要因により多くか淘汰されてしまうか，根元径32cm 

以上の若木になると抵抗力か増し， タイパックや枯死を起こしにくくなる。 

天然更新の適地判定に,指標植物を用いる方法か提案されている。イネ科の 

Narenga p0ゆ勿rocoma や，Flemingia chappar, Indigofera pulchella（ともに 

マメ科）, Clerodendron viscosum（クマツヅラ科）なとかサールの更新適地の 

指標種としてあけられている。 

病虫害 

病害のうちては，根腐れと心腐れかもっとも有害てある。根腐れは，流行地 

　　

熱帯落葉樹林は, 葉か 5t/ha/年, 枝 ・花 ・実 ・その他か 2t/ha/年程度てある

(M1shra l969) 。

サール天然林と萌芽林ては, その成長か異なる。萌芽林の方か天然林より,

若齢期には成長か良いか, 壮齢期には天然林か優る。たとえは, 肥沃な立地で

は,連年成長量て40年まて,年平均成長量て 60年まては萌芽林が天然林を上

回る成長を示す。

天然更新
天然更新上の主要な問題点は,稚樹か十分発生するか,稚樹か諸害に耐えら

れる大きさまて成長てきるか, という 2点てある。サールは生育初期段階ては

根系の発達に光合成生産物をより多く振り向ける。根系の発達により,貧栄養

な立地ても水分・養分吸収か可能となり,厳しい環境条件に耐えられるように

なる。天然林では多数の芽生えか発生しても,様々な阻害要因により部分枯死

(タイバ ノク) や枯死か生じる。阻害要因としては,霜,高温, 土壌の乾燥 ・通

気不良 ・貧栄養, 過度の林冠の疎開 と閉鎖, 競合樹種 (例えは肌錫Zozαs

pゑzzzp彩れszs),野火, 放牧なとかある。阻害要因の重要性は地域や森林のタイ

プにより異なるのて, との要因か重要てあるかを判定し, 阻害要因の影響を減

らす工夫か必要てある。

更新か成功する条件としては,特に土壌条件か重要て,土壌の水分か十分て,

排水・通気か良いことか望ましい。催水, 通気不良, 乾燥なとの土壌条件ては

更新は難しい。しかし, サールは酸性土壌 (下層土の pH45~55) に十分耐え

る。サールは著しい乾燥や霜にさらされると梢端からのタイバックを起こす。

これは, 厳 しい環境条件を生き抜くための適応的性質と考えられている。小さ

な稚樹は, これらの阻害要因により多くか淘汰されてしまうか, 根元径 32cm

以上の若木になると抵抗力か増し, タイバックや枯死を起こしにくくなる。

天然更新の適地判定に,指標植物を用いる方法か提案されている。イネ科の

川αだれgαPo ゆれ“ ocom αや ,FZemz れgzα cれの Pαγ,Z れゐ go陀 mp “たね郷ね (と もに

マメ科 ),Czem 叱れαγoれのscos“m( クマツヅラ科 ) なとかサールの更新適地の

指標種としてあげられている。

病虫害
病害のうちては, 根腐れと心腐れかもっとも有害てある。根腐れは, 流行地
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域て多数の成木の枯死を引き起こし，心腐れは材質の著しい低下をもたらす。 

根腐れを弓は起こす菌はPb lyp m 'us shoreae て, サールの分布域に広く分布す 

る。 この病害は，乾性サール林てはまはらに発生するたけたか，湿性サール林 

ては頻繁に発生する。降雨量か2,000 mm を越える地域ては根腐れ病か発生し 

やすい。根腐れ病の症状か現れた時には，すてに根系に大きな障害か生じてお 

り，木の水分要求を満たす水分か吸収てきない状態になっている。症状は，梢 

から枯死か始まり，次第に下部へ広かり，数年て罹病木全体か枯死に至る。根 

腐れ病を軽減するには，火入れか有効といわれている。苗木の根部の病害菌と 

して，Sebacina alutacea とFusarium oxysporum か報告されている。心腐れを 

弓は起こす菌には8種類か知られているか，Hymenochae加 rubiginosa, 

Phelitnus cary0p如lit,P ルstuosus か発生頻度か高く，経済的影響の点からも 

重要てある。病害を軽減するために,樹冠の整理，火入れ，除伐，間伐，病害 

防除のための伐期の設定などか推奨されている。これらの施業は，心腐れ病菌 

の樹木への侵入部になる傷の形成を少なくすることを目標に実施される。 

サールの害虫についての研究は多く， 241種の害虫か報告されている。その 

うち145 種か野外の生立木の害虫て，その内訳は，種子害虫16 種，苗木害虫5 

種，食葉性害虫105 種，吸汁性害虫4 種，幹や根の穿孔性害虫15 種てある。そ 

の他の種は，伐倒木や乾燥した材の害虫てある。種子害虫16種のうち，11種か 

種子かまた木に着いている時期に加害し， 5 種か種子か地上に落下後や貯蔵期 

間に加害する。前者にはPammene mristis, Dichorocts leptaits, Lamoria adー 

αp犯hla なとか， 後者にはSiteph thus rugico hits, Gonocephahus phanatum, 

Cocotrypes integerなとかある。主要な苗木害虫には，根系を食害する 

Hobotrにhia consanguinea,Rhinyptia indica, Serica assamensis などかある。 

サールの食葉性害虫て最も重要なのか食葉性力類て93種か知られており, 

Ascotis selenaria impara加，A crocercops chrysopim5,An 功eraea paphia, 

Cryp itothe lea crameri, Eul）犯γote undata, Hyposidra successaria, 

Metanastria ampha, Trabaha vishnou なとかある。サールの生立木を加害する 

主要な穿孔虫には, Acmaeodem Stにtゆennis, Aeohesthes hobosericea, 

Batocera rufomaculata, Celos加rna scabrator, Diacavers ルrtivus, 

Dorysthenes huge hi, Gerontha captiosehba, Hop boceram byx spinにornis なとか 

ある。吸汁性害虫にはDrosにha stebbingiなとかある。 

　　　

域て多数の成木の枯死を引き起こし,心腐れは材質の著しい低下をもたらす。

根腐れを引き起 こす菌 は POZyPo 惚 s sねoだαβて , サールの分布域 に広 く分布す

る。この病害は, 乾性サール林てはまはらに発生するたけたか, 湿性サール林

ては頻繁に発生する。降雨量か 2,00omm を越える地域ては根腐れ病か発生 し

やすい。根腐れ病の症状か現れた時には, すてに根系に大きな障害か生じてお

り, 木の水分要求を満たす水分か吸収てきない状態になっている。症状は, 梢

から枯死か始まり, 次第に下部へ広かり, 数年て雁病木全体か枯死に至る。根

腐れ病を軽減するには, 火入れか有効といわれている。苗木の根部の病害菌と

して,Seb ααれαα卿ね鑑αと F“賜れ“伽 oヱyspomm か報告されている。心腐れを

引 き起 こす 菌 に は 8種 類 か知 られ て い るか , 甘y加e“叱れαezeγ“bzgmos α,

P毎放れ“scα“opれメム,P た sz“os"s か発生頻度か高 く,経済的影響 の点か らも

重要てある。病害を軽威するために, 樹冠の整理, 火入れ, 除伐, 間伐, 病害

防除のための伐期の設定などか推奨されている。これらの施業は, 心腐れ病菌

の樹木への侵入部になる傷の形成を少なくすることを目標に実施される。

サールの害虫についての研究は多く,241 種の害虫か報告されている。その

うち 145種が野外の生立木の害虫て, その内訳は,種子害虫 16種,苗木害虫 5

種,食葉性害虫 105種,吸什性害虫 4種,幹や根の穿孔性害虫 15種てある。そ

の他の種は,伐倒木や乾燥 した材の害虫てある。種子害虫 16種のうち,11 種か

種子かまた木に着いている時期に加害し,5 種か種子か地上に落下後や貯蔵期

間 に加 害 す る。前 者 に は Pαmme 解 放γzszzs,Dzc ねom αsZゅ ZQZZS, Lαmo γm αα-

の z錫わ な とか , 後 者 に は Szzop たば“s mgzcoZZzs, Go れocゆれα彰 s P如れα初 m,

Cocoz7ypgs z筋 eg8γな とか あ る。主 要 な 苗 木 害 虫 に は, 根 系 を食 害 す る

互 oZ煽れ c海 αの 7zsαれg賜 れeα, 尺腐 れypZm 閉 山 餌 ,Senc ααssαmB72s 乙s な ど か あ る 。

サールの食葉性害虫て最 も重要なのか食葉性力類て 93種か知 られており,

Ascozzs se 膨れαれα 砂"P α α加 ,AC 〆ocβた oPs c力γysoPZ 房雄 ,A れ仇 8打zzeα Pαp加 α,

CγγPZ の功ぽ毎α c名α瀦雄γz, E 錫pzeγoze 溺7zdαごα, 五膨力oszd zz s“ccEzssαγzα,

肌のαれα郡γm αmp ね,Tm りα卿り俗れれ鋤 などかある。サールの生立木を加害す る

主 要 な穿 孔 虫 に は , Acm αBode〆口 魂 zczz膨 れms, ABOZ βsz彰 s 肋‘osのに鋤 ,

B餌 oceγα γ“元 m α伽 紅顔 CeZos 解γれα scαbm むoγ, Dmcwers ルγな皿 s,

Doγγs劫 8れfzs九“gメム Ceγoれ劫αcαPれos錫わ , 耳 oのZoce α創ゎyxsP 粥 zcoγ似 s な とか

ある。吸汁性害虫 には Dγosにねαszgbbmgz なとかある。
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13‘ オーストラリアのアカシア類（Australian acacias) 

学名 Acacw spp 

マメ科ネムノキ亜科 

太田 誠一 

マメ科（Leguminosae) ネムノキ亜科（Mimosoideae) のアカシア属 

ucacia）は，北米大陸南部から中南米，アフリカ，アラビア，インド，東アジ 

ア，オセアニアに至る世界の熱帯・亜熱帯地域に極めて広範に分布し，その数 

は 1,300 種以上にものほるか，そのうち実に700'-'800 種かオーストラリアに 

分布している。 オーストラリアのアカシア類の中てマンキウムアカシアとアウ 

リクリフォルミスアカシアの2 種については，各地で人工造林か行われ，関連 

技術情報か蓄積されており，本シリース（第1巻，第2巻）の中でも個別に扱 

われている。しかし，他のアカシア類の多くは本格的に人工造林か行われた例 

のないものが多く，造林技術に関する情報もこく限られている。なお，アフリ 

カのアカシア類については本シリーズ第1巻で解説されている。 

ここては樹高12--43m に達する26 種のアカシアを一括して取り上けて，そ 

の特徴の概要を記述するか，この中てA mearnsu（モリシマアカシア）のみは 

我か国を含め各地ての造林例があり，その造林技術も幾分詳しく解っているの 

て後段で別個に記述する。また各樹種の形態学的特徴の詳細はここては取り上 

けないのて，図鑑などを参照されたい。 

天然分布 

天然分布域の自然環境の概要を表13 1 に示した。オーストラリアのアカシア 

は温帯から熱帯,乾燥地帯から湿潤地帯まで極めて広い領域に分布しており， 

乾燥や霜，あるいは一時的湛水に対する抵抗性も樹種によって大きく異なって 

いる。また生育地の土壌も乾燥～半乾燥地帯のアルカリ土壌や塩類土壌，極め 

て貧栄養てある石英質砂土，排水の悪い重粘土壌，あるいは湿潤熱帯地域の酸 

性貧栄養土壌まで極めて多様てあり，生育適地は樹種によって大きく異なる。 

樹高・樹形も様々てあり，いずれも同じ樹種でありながら生育地の環境や産地 

により大きく異なることもまれてはない。 

　　　

13. オー ス トラ リアの アカ シア類 (Australian acacias)

学名 AcαCmSPP

マメ科ネムノキ亜科

太田 誠一

マ メ科 (Legum ・nosae) ネ ム ノ キ亜 科 (M1mosoldeae) の ア カ シ ア属

(Acααα) は, 北米大陸南部か ら中南米 , アフ リカ, アラビア, イ ンド, 東 アジ

ア, オセアニアに至る世界の熱帯 ・亜熱帯地域に極めて広範に分布し, その数

は 1,300種以上 にものほるか , その うち実に 700~800 種かオース トラ リアに

分布 している。 オース トラ リアのアカシア類の中てマンキウムアカシアとアウ

リクリフォル ミスアカシアの 2種 については, 各地で人工造林か行われ , 関連

技術情報か蓄積されており, 本シリース (第 1巻, 第 2巻) の中でも個別に扱

われている。しかし, 他のアカシア類の多くは本格的に人工造林か行われた例

のないものが多く, 造林技術に関する情報もこく限られている。なお, アフリ

カのアカシア類については本シリーズ第 1巻で解説されている。

ここては樹高 12~13m に達する 26種のアカシアを一括 して取 り上 げて, そ

の特徴の概要を記述するか , この中て A meαγれszz(モ リシマアカシア) のみは

我か国を含め各地ての造林例があり, その造林技術も幾分詳しく解っているの

て後段で別個に記述する。また各樹種の形態学的特徴の詳細はここては取り上

げないのて, 図鑑などを参照されたい。

天然分布
天然分布域の自然環境の概要を表 13日こ示した。オーストラリアのアカシア

は温帯から熱帯,乾燥地帯から湿潤地帯まで極めて広い領域に分布しており,

乾燥や霜, あるいは一時的催水に対する抵抗性も樹種によって大きく異なって

いる。また生育地の土壌も乾燥~半乾燥地帯のアルカリ土壌や塩類土壌,極め

て貧栄養てある石英質砂土,排水の悪い重粘土壌, あるいは湿潤熱帯地域の酸

性貧栄養土壌まで極めて多様てあり, 生育適地は樹種によって大きく異なる。

樹高・樹形も様々てあり, いずれも同じ樹種でありながら生育地の環境や産地

により大きく異なることもまれてはない。
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開花・結実 

アカシア類は穂状花序または頭状花序に通常10'--50 個の小さな整形の白色 

ないし黄色の花をつける。基本的に花は4---5 個のかくと花弁よりなり，かくの 

割れ方，毛の多少，あるいはかくと花冠の比に違いか見られるのを除けは，す 

へてのアカシア類の花は極めて似通っている。 

アカシアの花は基本的に虫媒花であり,場合によってはある種の鳥も受粉を 

助けると言われる0 受粉後子房は成熟しマメ科植物に特有のさや（莢） を形成 

する。アカシアは通常1つの花序に多数の花をつけるか,形成される莢は数個 

にすきない。莢は成熟すると縦に割れ，種子は重力により地上に落下するか， 

落下種子の近距離散布にはアリか関与しているといわれる。また鮮やかな赤色 

～オレンシ色の種皮をもつA cyclop なとのアカシア類の種子散布には鳥類か 

重要な役割を果たしているともいわれる。 

アカシア類は一般に比較的若い時期から花をつける。 1年目から花をつける 

A montにola を除けは，A holoserにeaやA sLmisuをはしめとする多くのア 

カシア類か花をつけるのは2年目からて， 3年目より成熟種子の生産を開始す 

る。またA mearnszz の造林地の例ては20 か月後より花を着け始め，3年後に 

は充実種子の生産を始めるか，多量の種子生産か始まるまてには5'---6 年を要 

することか報告されている。 

オーストラリアて観察されたアカシア類の開花結実の結果を表132 に示し 

た。アカシア類の開花結実は気候条件を反映して年によって異なる傾向か観察 

されており， ここに示された開花結実時期はあくまても暫定的なカイトライン 

程度と理解した方かよい。従って異なった地域ての種子採取時期の予測には現 

地における開花時期をあらかしめ観察しておくことか必要てある。 

種子の取扱い 

表132 に各樹種の単位重量当たりの種子数，平均発芽率，発芽まての時間， 

育苗期間，萌芽性なとを示したか，アカシア類は産地によって性質か大きく異 

なることも少なくないのて，種子の産地とその特徴を把握しておくことか必要 

である。 

莢から種子を取り出すにはミキサーに木片を入れて10分程度かき回したり， 

市販の脱穀機を用いたり，あるいは足で踏みつけるなとした後，篩にかけて夾 

雑物を除去して調製する。種子は密閉容器に入れて低温（0-'5C）で保存すれ 

　　　

開花・結実

アカシア類は穂状花序または頭状花序に通常 IQ~50個の小さな整形の白色

ないし黄色の花をつける。基本的に花は 4~5 個のかくと花弁よりなり,かくの

割れ方, 毛の多少 , あるいはかくと花冠の比に蓮いか見られるのを除けは, す

へてのアカシア類の花は極めて似通っている。

アカシアの花は基本的に虫媒花であり, 場合によってはある種の鳥も受粉を

助けると言われる。受粉後子房は成熟しマメ科植物に特有のさや (英) を形成

する。アカシアは通常 1つの花序に多数の花をつけるか, 形成される英は数個

にすきない。英は成熟すると縦に割れ, 種子は重力により地上に落下するか,

落下種子の近距離散布にはアリか関与しているといわれる。また鮮やかな赤色

~ オレンシ色の種皮をもつ A cydop なとのアカシア類の種子散布には鳥類か

重要な役割を果たしているともいわれる。

アカシア類は一般に比較的若い時期から花をつける。 1年目から花をつける

A 粥oれれco郷 を除 けは,A れo幻影γzceqや A szmzs“をはじめとする多 くのア

カシア類か花をつけるのは 2年目からて, 3年目より成熟種子の生産を開始す

る。また A mg僻郡 " の造林地の例ては 20か月後より花を着け始め,3 年後に

は充実種子の生産を始めるか, 多星の種子生産か始まるまてには 5~6 年を要

することか報告されている。

オーストラリアて観察されたアカシア類の開花結実の結果を表 i32 に示 し

た。アカシア類の開花結実は気候条件を反映して年によって異なる傾向か観察

されており, ここに示された開花結実時期はあくまても暫定的なカイトライン

程度と理解した方かよい。従って異なった地域ての種子採取時期の予測には現

地における開花時期をあらかしめ観察しておくことか必要てある。

種子の取扱い

表 132 に各樹種の単位重塁当たりの種子数,平均発芽率,発芽まての時間,

育苗期間, 萌芽性なとを示したか, アカシア類は産地によっで性質か大きく異

なることも少なくないのて, 種子の産地とその特徴を把握しておくことか必要

である。

英から種子を取り出すにはミキサーに木片を入れて 10分程度かき回したり,

市販の脱穀機を用いたり, あるいは足で踏みつけるなとした後, 錦にかけて爽

雑物を除去して調製する。種子は密閉容器に入れて低温 (0~ずC) で保存すれ
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表13 1 オーストラリア・アカンア26種の天然分布域の 

樹 種 気 候 帯 
最暖月の 最寒月の 

平均最高気温平均最低気温 
（℃） （℃） 

霜 

（日／年） 

年降水ld 

(mm ) 

Acacia aneura 乾 燥ー半乾燥 36-40 5-8 1-12 200-500 

A argyroclenciron 半乾燥一半湿潤 35 6-11 0-2 450-625 

A aulacocarpa 湿 潤一半湿潤 29-38 10-21 0-5 500-1,500 

A bzclw,ttu 半湿潤ー半乾燥 31-34 5-11 0-5 750-850 

A burrowii 半湿潤一半乾燥 33-35 2-7 2-12 500-675 

A cambagei 半乾燥－乾 燥 ？ ? 1-5 300-600 

A czncznna加 湿 潤ー半湿問 29-33 6-16 0-2 1,100-3,500 

A crassicarpa 湿 I閏 31-34 15-22 0 100-3,500 

A ルIcげ01-71u1S 半湿潤一湿 潤 25-28 0-6 5-50 600-900 

A ルsciculげera 半湿潤一湿 潤 31-34 5-10 0-5 675-850 

A harpophylた 半湿潤一半乾燥 32-34 4-7 2-18 500-750 

A irrorata 湿 1閏ー半湿潤 29-31 1-7 0-40 750-1,100 

Aleptocaゆa 湿 I閏ー半湿問 32-39 10-21 0 750-1,750 

A maidenii 湿 潤一半湿潤 28-32 6-7 0-10 900-1,300 

A mearnsli 半湿潤一湿 潤 22-27 1-6 0-40 600-925 

A nerufolia 半/44/ 30-33 3-5 13-60 600-800 

A pendula 乾 燥一半湿潤 32-35 4-7 1-20 400-650 

A polystachya 湿 潤ー半湿I閏 31-33 16-21 0 1,150-2,150 

A pruinocarpa 乾 燥 36-38 3-7 1-12 200-275 

A rothzz 湿 潤ー半湿潤 31-35 17-22 0 1,400-1,700 

A salicina 半湿潤－半乾燥 32-36 4-8 1-12 375-550 

A shzrleyz 半乾燥一半湿問 34-38 6-11 0-2 500-750 

A silvestris 半/4/ 24-27 0-4 5-60 800-1,100 

A tap hr,na 半乾燥一半湿潤 35-38 5-10 1-15 400-550 

A torulosa 半湿問一半乾燥 34-38 11-17 0-2 700-1,150 

A tumida 半乾燥一半湿潤 37-38 10-13 0-2 450-1,000 

1) Sa＝砂土，L＝壌土，C＝二埴土。Sa-C は砂土から埴土まて広い範囲の土壊に生育し 

2）塩類上壌及ひアルカリ土壌（pH 7-8）地帯における分布の有無を表す。 

3)灌木は地表近くから複数の幹を出す点て小木と区別。准木と小木あるいは高木のい 

は何年間も発芽力を失わないとされる。 

ほとんとのアカシアの種子は硬い種皮て覆われているため，発芽前処理を行 

わなけれは発芽まて数か月から数年を必要とする場合もある。前処理としては 

種子をその体積の約 4'-l0 倍量の沸騰水に一定時間浸けた後， 湯を捨て代わ 

りに20倍量の冷水（室温）を入れて，12'-'24 時間吸水させる方法か広く行われ 

ている。たたし,種子と沸騰水の比率，沸騰水へ浸ける適正な時間は樹種・産 

表 131 オース トラリア ・アカンア 26種 の天然分布域 の

樹 種
最暖月の 最寒月の 箱

気 候 帯 平均最高気温平均最低気温
(℃) (℃) (日/年)

年降水量

(mm)

　　　　　　　　　　　

A Qrgy γode 刀αγo72

　 　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　

　 　　　　　　　

　 　　　　　　　　

A C乙れαれれαね

　 　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　

A たαγPOPねy夏α

　 　　　　　　

　 　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　

　 　　　　　　　

　 　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　

　 　　　　

　 　　　　　　　　

　 　　　　　　　

　 　　　　　　　　

　 　　　　　　　

　 　　　　　　　

　 　　　　　　

乾 燥‐半乾燥
半乾燥‐半湿潤
湿 潤-半湿潤
半湿潤-半乾燥
半湿潤‐半乾燥
半乾燥-乾 燥
湿 潤半湿潤

湿 潤
半湿潤-湿 潤
半湿潤‐湿 潤
半湿潤‐半乾燥
湿 潤‐半湿′間

湿 潤‐半湿潤
湿 潤-半湿潤
半湿潤‐湿 潤

半湿潤
乾 燥-半湿潤
湿 潤-半湿潤

乾 燥
湿 潤一仁湿潤
半湿潤‐半乾燥
半乾燥-半湿潤

半湿潤
半乾燥‐半湿潤
半湿潤‐半乾燥
半乾燥‐半湿潤

36‐40 5-8

35 6-11

29-38 10‐21

31-34 5‐li

33‐35 2-7

? ?

29‐33 6‐16

31-34 15-22

25‐28 0-6

31‐34 5‐10

32‐34 4-7

29‐31 1-7

32-39 10-21

28-32 6-7

22-27 1-6

30-33 3-5

32-35 4-7

31‐33 16‐21

36-38 3-7

31‐35 17‐22

32-36 4-8

34-38 6-11

24-27 0-4

35-38 5-10

34-38 11-17

37-38 10-13

5‐50

0-5

2-18

0-40

0ーlo

0‐40

13-60

1‐20

0
1‐12

0
1-12

0-2

5 60

1‐15

0-2

0-2

200-500

450-625

500-1,500

750-850

500-675

300‐600

1,100-3,500

100-3,500

600‐900

675-850

500-750

750-1,100

750-1,750

900-1,300

600-925

600 800

400-650

1,150-2,150

200-275

1、400-1,700

375-550

500-750

800-1,100

400-550

700-1,150

450-1,000

osa= 砂土,L ±壌土,C= 埴土。 Sa-C は砂土から埴土まて広い範囲の土壌に生育し
2)塩類上壌及ひアルカリ土壌 (PH7-8) 地帯における分布の有無を表す。
3)薩木は地表近くから複数の幹を出す点て小木と区別。潅木と小木あるいは高木のい

は何年間も発芽力を失わないとされる。

ほとんとのアカシアの種子は硬い種皮て覆われているため, 発芽前処理を行

わなけれは発芽まて数か月から数年を必要とする場合もある。前処理としては

種子をその体積の約 4~10 倍量の沸騰水に一定時間浸けた後, 湯を捨て代わ

りに 20倍星の冷水 (室温)を入れて,12~24 時間吸水させる方法か広く行われ

ている。たたし, 種子と沸騰水の比率, 沸騰水へ浸ける適正な時間は樹種・産
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自然環境と到達樹高およひ樹形。 

降雨時期篇雨日製 乾季 

通年 30-60 

夏 ？ 4-6 カ月 

夏－通年 50-135 

夏 54-76 2-6 カ月 

夏 55-70 

通年－夏 30-65 

110-180 

100-180 

90-130 

60-90 3 カ月 

50-75 1-7 カ月 

105-125 

80-145 

夏－通年 100-120 

冬－通年 ？ 

夏 70-90 

35-80 

75-150 4-7 カ月 

つ 9 カ月 

100-120 6 カ月 

? 4-12 カ月 

夏 ？ 

通年－夏 90-130 

40-54 4-8 カ月 

40-80 6 カ月 

? 5-9 カ月 

士性I) 
塩 類 
アルカリ 
上 壌2) 

成 木 
樹高(m) 形3) 

Sa-L 2-15 准木－小木 

C アルカリ 12-20 高木 

Sa-L 4-35 高木 

C-L 6-12 小木一高木 

Sa-C アルカリ 7-13 小木 

C-L アルカリ 5-15 小木 

Sa-L 10-25 小木－高木 

Sa-C 塩類 5-30 高木 

Sa-C 5-24 小木一高木 

L -C 8-20 小木一高木 

C-L アルカリ・塩煩 12-24 小木ー高木 

Sa-C 5-20 瀧木ー小木 

Sa-C 3-12 准木一小木 

Sa-L 4-16 准木一高木 

Sa-C 6-20 小木一高木 

Sa-C 2-15 麗木ー小木 

C-Sa アルカリ・塩類 8-12 小木 

Sa-L アルカリ‘塩類 4-25 小木－高木 

Sa-L アルカリ 5-12 小木 

Sa-L 6-12 小木一灌木 

C アルカリ・塩類 7-20 灌木－高木 

Sa-L 10-18 小木－高木 

Sa-L 8-30 小木一高木 

C アルカリ・塩類 4-20 小木－高木 

Sa-L アルカリ・塩類 5-12 小木 

Sa-C アルカリ 3-12 准木一小木 

夏

夏

冬

夏

夏

夏

夏

 

二 

ど
夏
 

ど 

ど 

ど 

ノ 

＼
夏
冬
夏
＼
 

夏

夏

夏

 
ていることを示す。 

すれの樹形をも取る樹種は灌木一小木あるいは准木ー高木として表示。 

地によって異なり， これを間違えると処理を失敗することもあるのて，あらか 

しめ予備テスト行って適正前処理法を决める必要かある。A mangium の場合 

の沸騰水／種子比率と沸騰水処理時間はそれそれ5倍，30秒てあるか，A au-

rzculzform s, A czncLnnata,A crassicaゆa の場合は沸騰水は種子の10 倍量 

とし，処理時間はA auriculげormisて2分，A cincinnataて60~90 秒，A 

crassにaゆaて30 秒か適当とされている。また樹種によっては沸騰水処理より 

自然環境と到達樹高およひ樹形。

降雨時期 』 R宴 乾 季 -と 性・)
塩 煩

嵩高 (m木) 樹 形3)アノレカ リ
土 壌 2)

通年 30-60 Sa‐L 2‐15 藤木 -小木

夏 ? 4‐6 カ月 C アルカ リ 12‐20 高木

夏 -通 年 50-135 Sa-L 4‐35 高 木

奥 54‐76 2-6 カ月 C←L 6-12 小 木 -高 木

夏 55-70 Sa-C ア ル カ リ 7‐13 小 木

通 年‐夏 30-65 C-L ア ル カ リ 5一15 小 木

夏 110-180 Sa-L IO-25 小 木 -高 木

夏 100‐180 sa-C 塩類 5-30 高木

夏‐冬 90 130Sa-C 5‐24 小木 -高木

夏 60‐90 3 ヵ月 L-C 8-20 小木 -高木

夏 50‐75 1-7 カ月 C L アルカ リ・塩煩 12‐24 小木 高木

夏 105-125Sa-C 5-20 潅 木 -小 木

夏 80-145Sa-C 3-12 濯 木 -小 木

夏 -適年 100 120Sa-L 4-16 椎木 -高木

冬 通年 ?Sa-C 6-20 小木 -高木

夏 70-9o sa-C 2-15 蕉 木 -小 木

冬‐夏 35-80 C『Sa アルカ リ・塩類 8 12 小木

夏 75-150 4‐7 カ月 Sa‐L ア ル カ リ ・塩 類 4-25 小 木‐高 木

冬 ? 9 ヵ月 Sa-L アルカ リ 5-12 小木

夏 100‐120 6 ヵ月 Sa-L 6-12 小木 -蕉木

夏‐冬 ? 4‐12 カ月 C アルカ リ・塩類 7-20 濯木 -高木

夏 ? Sa-L IO-18 小木 -高木

通年 夏 90一 30Sa-L 8‐30 小木 -高木

夏 40-54 4‐8 カ月 C アルカ リ・塩類 4-20 小木 -高木

夏 40-80 6 ヵ月 Sa‐L アルカ リ・塩類 5-12 小木

夏 ? 9 カ月 Sa-C アルカ リ 3-12 瀧木 -小木

ていることを示す。

すれの樹形をも取る樹種は潅木-小木あるいは准木-高木として表示。

地によって異なり, これを間違えると処理を失敗することもあるのて, あらか

しめ予備テスト行って適正前処理法を決める必要かある。A mαれgmm の場合

の沸騰水 /種子比率と沸騰水処理時間はそれそれ 5倍,30 秒てあるか,A α“

れc"" 允γmzs,A cm αれれαね ,A cmsszc αゆαの場 合 は沸騰 水 は種 子 の io 倍 量

と し, 処 理 時 間 は A 翻 れc“Zzおγm乙s て 2 分 ,A cmc 乙れれα加 て 60~90 秒 ,A

cmsszcαゆαて 30秒か適当とされている。 また樹種 によっては沸騰水処理より



表13 2 アカンア26種の開花・結実・発芽特性ならひに育苗期間と萌芽性 

樹 種 開花時期 結実時期 種子数ノkg 

Acacza aneura 7-9月I) 10-12月 50000-110000 
A argyrodendron 2 9 
A aulacocaゆa 4-7 月（熱帯域） 9 -1月 40000-80000 
A bidwillu 11-2月 夏期 3000-3500 
A burrolUll 8-10 月 11-1月 110000 前後 
A cam bagez 5-9 月 8-10月 13000-40000 
A cincinna加 5-6月 11-2月 60000-100000 
A crass icaゆa G9月 10-11月 35000-50000 
A ルIciformis 通年2) 通年 20000 前後 
Afasciculげera 3月 通年 13000 前後 
A haゆop如hla 7-9 月 11一12 月 8000-23000 
All’γ01'a加 地域差あり3) 開花の7-9 か月後 140000 前後 
Aleptocarpa 5-9 月 10-11月 60000-120000 
A mmdenll 11-7月 チ12月 80000-90000 
A mearnszz 10-12月 開花の12-14 か月後 60000 前後 
A nertifohia 什10月 11-12 月 30000-35000 
A pendula 5-9 月 10-11月 42000-50000 
Apolys加chyα 5-7月 10-12 月 50000-60000 
A pruznocarpa 10-12月 2-4 月 26000-30000 
A rothu 6月 8-9月 4500-5000 
A sahtczna 4-6月 6-12 月 15000-25000 
A shzrleyt 9 8-9月 70000-80000 
A sibvestris 7-9 月 12-1月 50000 前後 
A tephrtna 9 9 58000 前後 
A 切rubosa 5-7月 8-11月 120000 前後 
A tmmda 7月 10月 15000-30000 

平均発芽率 発芽日数 育苗期間 
(%) （於実験室） （月） 

萌芽性 

80 

ミ 

3 37 3 

4 29 3-4 
6 15 2-3 

5 14 4 
5 30 4 
7 37 3-4 
6 37 

一3

-3

一
一
一
3
3
4
H
3

- 

〇
〇
一
 24- 3 

48 

6 21 
7 18 
3 39 
4 24 

3 28 
5 28 
8 16 

5 25 
7 32 
7 29 
6 25 

3 28 
6 21 

6 36 

一7590

-70809070

一90

一
8
5
7
5
8
5
9
0
7
5
8
0
7
5
5
5
8
0
9
0
6
0
4
0
7
5
9
0
 

<
 

<
 

<
 

<
 

：鰍篇■鱗■灘静饗難難難げ：讐鴛鷺鷺ニントては1-3月およひ8』月に集 
3)蛇三与ウスウュールスては11-1月 クインスラノトては12-3 月。 

表 13 2 アカソア 26種の開花・結実・発芽特性ならひに育苗期間と萌芽性‐

樹 種 開 花 時 期 結 実 時 期 種子数/kg 平均発芽率 発芽日数 育苗期間 萌芽札 暴
(%) (於実験室) (月)

AC αczαの ze"若α 7一9 月 1)

A αrgyrode 刀drの z ?

A α肌αcocαゆα 4-7 月 (熱帯域 )
A bzdzoz乙如 11一2月
A わ““ ozりは 8-10 月

　　　　　　　 　
　　 　　　　　　　　　　

　　　　　 　　
　　　 　　　　　　　

　　　　 　　　
　 　　　　　　　　　　
A げro若α1Q 地域差あり3)
A Zβ影 ocαゆα 5‐9 月

A mqzdg ′zz乙 11 月

A m 卿γれsz; lo-12 月

A 粥川元‘zα 6‐10月

　　　　 　 　　　
　 　　　　　　　　　　　
A pr" 〃zom ゆα 10一12 月

A …ご加 盟 月
　 　　　　　　　

　 　　　　　 　
A sぼりBSZrzs 7-9 月

　 　　　　　　　 　

　 　　　　　　　 　　　　

7月　 　　　　　　

10-12 月 50000‐110000
? -

9-1 月 40000-80000
夏期 3000-3500
11-1月 110000前後
8-10 月 13000-40000
11-2 月 60000-100000
10-11 月 35000-50000

選霊 ¥8888議
11-12 月 8000-23000

開花の 7-9か月後 140000前後
10‐11月 60000-120000
9-12 月 80000-90000

開花の 12-14か月後 60000前後
11一12月 3000 35000
10-11 月 42000-50000
10-12 月 50000-60000

g二g
畳

26ooo一3oooo
4500-5000

6-12 月 15000-25000
8-9 月 70000-80000
12-1月 50000前後

? 58000前後
8-11月 120000前後
10月 15000‐30000

803 37 3

75 4 29 3-4 0
<90 6 15 2-3 ‐←

70 5 14 4 0
80 5 30 4 --
90 7 37 3-4 --

70 6 37 ーー
- - - ○

<90 4 8 3 0

85 6 21 3 --

75 7 18 一 〇
85 3 39 --
90 4 24 -- ーー

75 3 28 3
80 5 28 3 --

75 8 16 4
55 5 25 2-3 0
80 7 32 3 0

<90 7 29 - ー

60 6 25 -

<90 6 36 2-3 -

1)冬もしくは夏の充分な降雨の後条件か整えは季節を問わす開花するか,遂に全く開花しないこともある。
夏の終わりに開花しその後降雨かあった場合のみ 10-12月に結実する。

2)特 に開花の多い時期 は地域 により異な り, ニューサウスウェールスとヒク トリアては 9-1 月 , クイ ンスラン トては 1-3 月およひ 8-9 月に集

め中するo
ー ュ ーサ ウ ス ウ ェ ー ル スて は 11‐1 月 , クイ ンス ラ ノ トて は 12-3 月 。
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も濃硫酸処理のほうが良い結果か得られるというu bidwillu, A salicina お 

よひA mearnsii,表133参照）か，多量の処理には不向きてある。 

たたしA cam bagciやA haゆ0p如hla なとの種皮は軟らかく前処理を必要 

とせす，沸騰水や酸による処理をおこなうと種子は死亡する。 これら種皮の軟 

らかい種子を貯蔵する際には低温て保存する必要かある。 

また，入手か困難な貴重な種子や少量の種子を扱う場合には，種子の表面を 

（紙）ヤスリやニソパー，針，ナイフ等て物理的に傷つける力怯もとられる。こ 

の方法によれは種子の潜在的な発芽能力をより正確に評価てきるため研究目的 

には適している。この場合は，種子柄の反対側の種皮をニソパーなとてlmm 

四方ほと剥かし，白色の子葉先端を露出させる。間違って子葉の一部か少量除 

かれても発芽に影響する事はないか，あまり大きく取り除いた場合に初期成長 

に悪影響か出るのて注意する必要かある。 

前処理を施した種子はそのまま播種するか，貯蔵，運搬か必要な場合には， 

処理を終えた後直ちに乾燥させ,涼しく乾燥した場所に保管すれは，1年程度 

は貯蔵可能てあるという。その場合使用前に再処理する必要はない。 

育 苗 

ほとんとの樹種か造林されたことかないため，育苗法の詳細は明らかてはな 

いか，多くはマンキウムアカシアやA mearnsu に順じて育苗か可能てあると 

考えられる。 

前処理を施した種子を発芽床に播種し，細砂か土壌て軽く覆土する。適正発 

芽温度は25'-30℃とされる。数日～1か月以内に発芽し，発芽率はオーストラ 

リアての試験結果によれは75--'90％と一般に高い（表132)。播種後6--- 10 日 

で2枚の子葉か出たところてポソトに移植する。ポノトへの直播きも可能て， 

その場合は複数の種子を播き間引きして1本に仕立てる。ポット用土は通常の 

ものを用いれは良く，施肥も通常の方法に従って行う。 たたし，准水を控える 

と共に直射日光に当てて硬化（hardening off）を行う時期には施肥を止める。 

3 -4 か月経過して苗高か25'-40 cm になれば山出しか可能である。苗畑にお 

いても旺盛に根粒を形成するため，根粒菌を接種する必要はないか，山出し時 

には根粒か確実についていることを確認しておくことか必要てある。 

　　　

も濃硫酸処理のほうが良い結果か得られるという (A b縦wzZ‘z乙,A s錫zcmαお

よひ A mm 例" 表 133参照) か, 多量の処理には不向きてある。

たたしA mm 加ggzや A れαゆop毎“αなとの種皮は軟らかく前処理を必要

とせす, 沸騰水や酸による処理をおこなうと種子は死亡する。これら種皮の軟

らかい種子を貯蔵する際には低温て保存する必要かある。

また,入手か困難な貴重な種子や少星の種子を扱う場合には,種子の表面を

(紙 ) ヤス リやニ ソパー, 針 , ナイフ等て物理的に傷つける方法 もとられる。こ

の方法によれは種子の潜在的な発芽能力をより正確に評価てきるため研究目的

には適 している。 この場合は, 種子柄の反対側の種皮をニ・ノパーなとて lmm

四方ほと剥かし, 白色の子葉先端を露出させる。間違って子葉の一部か少星除

かれても発芽に影響する事はないか, あまり大きく取り除いた場合に初期成長

に悪影響か出るのて注意する必要かある。

前処理を施 した種子はそのまま播種するか, 貯蔵, 運搬か必要な場合には,

処理を終えた後直ちに乾燥させ, 涼しく乾燥した場所に保管すれは,1 年程度

は貯蔵可能てあるという。その場合使用前に再処理する必要はない。

育 苗
ほとんとの樹種か造林されたことかないため, 育苗法の詳細は明らかてはな

いが , 多 くはマ ンキウムアカシアや A me 鯖“szzに順 じて育苗か可能てあると

考えられる。

前処理を施した種子を発芽床に播種し,細砂か土壌て軽く覆土する。適正発

芽温度 は 25~30oC とされる。数 日~1 か月以内に発芽 し, 発芽率はオース トラ

リアての試験結果によれは 75~90% と一般に高い (表 132)。播種後 6~10 日

で 2枚の子葉か出たところてポソトに移植する。ポノトヘの直播きも可能て,

その場合は複数の種子を播き間引きして 1本に仕立てる。ポット用土は通常の

ものを用いれは良く, 施肥も通常の方法に従って行う。たたし, 産水を控える

と共に直射日光に当てて硬化 (harden・ngo 任) を行う時期には施肥を止める。

3~4 か月経過 して苗高か 25~40cm になれば山出しか可能である。苗畑にお

いても旺盛に根粒を形成するため, 根粒菌を接種する必要はないか, 山出し時

には根粒か確実についていることを確認 しておくことか必要てある。



表13 3 オーストラリア・アカノア26種の造林特性と成長 
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Am 曾yrodendron 
造林例なく，育苗・植栽法は明らかてはない。種子の前処 植栽木の成長不明 
理は必要ない。種子保存は低温。 
ほとんと造林例はなく，育苗・植栽法は明らかてはない 
力、 マンギウムアカノア に準して行えは良いと考えられ 
る0 

難告繊～ T 議麟_ o *8J竺 <議寿 
ると熱水処理よりも高い発芽率か得られるとされる。 

半湿潤亜熱帯の貧栄養砂質土壌に生育するか，造林例はな 植裁木の成長不明 
く育苗・植栽広は不明。 

種皮か薄いため前処理はを必要としない。種子は低撮保存 
の必要かある。 

A aulacocarpa 
植栽木の成長テータはほとんとないか，カイアナの石英質砂 
土て植栽3年後に125m まて成長した例かあり，本種は成 
長か速く適応範囲の広い樹種と考えられる。 

A bldwillu 

A burioWu 

A cam bagei 
イント，北アフリカに小規模な試植林か造成されたか成長量 
テータはない0 成長速度は中程度か遅い部類てあると考スーら 
れている。 

嵐録購撃轡4m,i7';j ,7G)鍛繁鵬ト勝れ 
ののアウリクリフォルミスアカノアと比へれは同等てある。 

サハの植栽木は一年後に樹高44m，直径42cm まて成長し 
ている。この成長は同し試験地のマンギウムアカノアよりも 
劣ってはいるもののアウリクリフォルミスアカノアよりも 
勝っている。 

A cznclnna加 
熱帯～亜熱帯の酸性貧栄養土壌て生育する早生樹。育苗・ 
植栽法は明らかてはないか,マンギウムアカンアに準して 
行えは良いと考えられる0 

若齢期の成長速く，幅広い貧栄養土壌て生育可能て，潮 
風，火災に対する耐性を持ち雑草との競合力も高い。百 
由・殖栽伝は明らかてはないか， マンキワムア刀ノγに準 
して行えは良いと考えられる。 

寿命は25-50年。火災等の攪乱後容易に根萌芽する。育苗 当初5-7年の成長は速いか，A 
はA mearnsu に準して行えは良いと考えられる。 

造林例なく不明 
非常に幅広い生理的耐性を持ち，幅広い土壌水分環境，塩 
類農度環境の下て群落を作る。稚樹は海水レヘルの塩類農 
度にまて耐える。種皮か薄いため前処理を必要とIない。 
種子は冷凍～半冷凍て保存しなけれは05-2年て発芽力を 
失う。薪炭林造成目的の場合萌芽更新か可能。 

A crassicaゆα 

A ルIcげorlnls 

A ルsciculifera 

mearlszi ほとてはない。 

植栽木の成長不明 

種子の入手か困難て造林はまれてあり，造林木の成長は不 
明。天然木の稚樹は比較的成長か遅く，むしろ根萌芽の万か 
成長か良く3年て2m に達する。また22年生天然林の樹高 
は約8m てある。 

A haipopめJlla 

表 13 3 オーストラリア・アカノア 26種の造林特性と成長
　 　

樹 種 造 林 特 性‐ 成 長 も

成長は比較的遅く,寿命は長い。火災には弱く高温火災に 成長は比較的遅いか,土壌水分環境により異なり,定期的に
より群落全体か枯死することもある。定着した苗木は発芽 進水することて成長速度か高くなるとの報告かある。ケニア

Acαczαのzezばα 直後を除けは長期間水分ストレスに耐える。 の乾燥地帯ての植栽木の成長は 1-8m/3 年てあるか, 西
オーストラリアての火災後の更新稚樹は 5年て高さ 50cm
に幸したにすきない

α卿醐 加“塩護憲 ふき虚子雛 薩 憲 かてはない。種子の前処植栽木の成長不明
ほとんと造林例はなく, 育苗 ・植栽俵は明らかてはない 植栽木の成長テータはほとんとないか, カイアナの石英質砂

α〆鑑ocαめα か, マンギウムアカノア に坐して行えは良いと考えられ 土て植栽 3年後に 125m まて成長した例かあり, 本種は成
る。 長か速く適応範囲の広い樹種と考えられる。
耐火性の早生樹て容易に萌芽する。造林例はなく育苗・植

虜ぬりメカz 栽法は不明。種子の前処理は濃硫酸て 05~2 時間処理す
ると熱水処理よりも高い発芽率か得られるとされる。

bZ‘r′αひ“ 半湿潤亜熱帯の貧栄養砂質土壌に生育するか, 造林例はな 植栽木の成長不明
く育苗・植栽法は不明。

A αぽ)〆。αのdr。“ 造林例なく, 育苗・植栽法は明らかてはない。種子の前処 植栽木の成長不明
- な い … く「ま ロ

A

A

A

種皮か薄いため前処理はを必要としない。種子は低温保存 イント, 北アフリカに小規夫な膏 か旭 1 された 1
A cのめαgez の必要かある。 テータはない。成長速度は中程度か遅い部類てあると考えら

れている
熱帯~亜熱帯の酸性貧栄養土壌て生育する早生樹。育苗 ・ サハの一年生植栽木は樹高 4m, 直径 4cm まて成長しており,

A のにけりzのα 植栽法は明らかてはないか, マンギウムアカソアに隼して 同し試験地のマンキウムアカノアの成長には明らかに劣るも
行えは良いと考えられる。 ののアウリクリフォルミスァカノアと比へれは同等てある。
若齢期の成長速 く, 幅広い貧栄養土壌て生育可能て, 潮 サハの植栽木は一年後に樹高 44m, 直径 42cm まて成長し

A α硲szcαゆα 風, 火災に対する耐性を持ち雑草との競合力も高い。育 ている。この成長は同し試験地のマンギウムアカノアよりも
苗 ・植栽法は明 らかてはないか , マ ンキウムアカ ノアに隼 劣 ってはいるもののアウ リク リフォル ミスァカ ノアよ りも
して行えは良いと考えられる。 勝っている。

A お厄わγ,ms 寿命は 25‐50年。火災等の撹乱後容易に根萌芽する。育苗 当初 5-7年の成長は速いか,A m如 msz耳まとてはない。
は月 “2eqr′zszziこ隼 して行えは良 いと考え られる。

A 超 sαc"‘zた rα 造林例なく不明 植栽木の成長不明
非常に幅広い生理的耐性を持ち, 幅広い土壌水分環境,塩 種子の入手か困難て造林はまれてあり, 造林木の成長は不
頬濃度環境の下て群落を作る。稚樹は海水レヘルの塩類濃 明。天然木の雅樹は比較的成長か遅く, むしろ根萌芽の方か

A /m'Pop/z)′"α 度にまて耐える。種皮か薄いため前処理を必要としない。 成長か良 く3年て 2m に達する。また 22年生天然林の樹高
種子は冷凍 ~ 半冷凍て保存しなけれは 05-2 年て発芽力を は約 8m てある。
失う。薪炭林造成目的の場合萌芽更新か可能。



火災後速やかに再生する早生樹種。育苗・植栽はA 
ti I1F(JFUiU ,nearnsn に準しる0 

A leptocarpa 難器磐灘露審麟巌警生育し一時的な癌 
A maidenu 比較的寿命の短い早生樹。造林例なし。 

A mearnsii 本文参照 

覇害や雪蜜に対L耐性を持2是生糧種。‘明るく排水の良い 
Anerびblw ￥興下雲尿の厭曇雪不丁0一官田’砠栽圧はA mearnsi‘に 

準しれ，は艮いと考えられ,る0 

植栽木の成長不明 

植栽木の成長不明 

植栽木の成長不明 

木文参照 
植栽木の成長不明 

A penduル 

A polystachya 

育苗法に関する情報なし。 

母欄熱帯の排水良妊な箪栄養土塗慌広く分布する早生樹。 
遺杯例は奉い。．明牙性’待？叱肯申伝，了ど土9とzでど 
アやアワリクリフォルミスア刀ンアに準しる畢か円月毬と考 
えられる0 
極めて劣悪な環境下ても生育可能て，耐火性か高く火災に 
あっても萌芽する0 育苗は難しいとされる。ポノト苗の生 
存率は砂質な用土を用いた方か高いか，その後の成長は壌 
土質用土の方か良好てある。 
ほとんと造林例はない。熱帯域の貧栄養砂質土壌ても成長 
する0 直播による植栽か可能かもしれない。 

銃誤誉響熱磐 識髄繰纂tL贈 
saligna の半分以下にすきない。

植栽木の成長不明

A p uinocarpa 

天然木の成長は遅く,火災後の更新稚樹の成長は70cm/4 
年にすきない。 

Arothu 

成長は遅いか他のアカノア類に比へ寿命は長い。緻密な土壌 
て26m/3年，より軟らかい土壌て3 m /2年0．ポノト西に 
よる施肥試験てチソソ， リンに対しほとんと反応しないこと 
か報告されている0 
成長は比較的速い。イランての初期成長はlmノ年。 

A salicina 
完全に成熟した種子の前処理は農硫酸て20分間処理する 
と発牙率か艮いとされる0 

不明 

難鷲籌麟議’諜t野績為襲得 
長い乾期，アルカリ土壌，重粘土土壌に耐性有り。

不明 
若齢期の成長は速いか，寿命は比較的短い。高温火災て枯 
死する。 

A ,hir1eyi 植栽木の成長不明 
成長は速い。 

ASiんetris 

A tap/irma 
Atorulosa 

天然更新木の成長は遅い。人工林については不明

若齢期の成長は速い 

手4 m /4年（5-8 カ月の乾期のある西アフリカ熱帯諸国） 
Atu,mdα ミ 

A zrromfq 火災後速やかに再生する早生樹種。育苗 ・植栽 は A 植 -の成長不明
　　　　　　　 　 　　

。期の成長速く, 幅広い貧栄養土壌に生育し一 寺・な慮
にも 、える熱 掛 生 i 造 iな し

A mqzde'7“ 比 父的寿命の短 い早 =。旭 iな し

A プア78qr刀も夏

*目口や 雪 口にヌ・し ・とを つ ョ。 日 ろ く フ の い
A ′zen o"" 立地て最良の成長を示す。育苗 ・植栽法は A m 釦“zszzに

しれは いと えられる
育苗岳に関する情報なし。 イランの半乾燥地帯ての成長は地位により異なるか, 平 一

65 cm/2 年, 最大 l m て, 同 し試験地に植栽 された A
sαZz m の半分以下 にす きない。

A Pe′zdz‘ぬ cm -, m て , 日 言 1 こ
^

こ
s餌 zgm の半分以下 にす きない。

湿潤熱帯の排水良好な貧栄養土壌に広く分布する早生樹。 植栽木の成長不明
A poも′sごQc毎収 造林例 はない。萌芽性を持つ。育苗法はマ ンギウムアカソ

アやアウリクリフォルミスァカソアに坐しる事か可能と考
え られる。

下ても生育可能て, 耐火性か高く火災に 天然木の成長は遅く, 火災後の更肝稚 豆の成 は 70cm/4
。育苗は難しいとされる。ポノト苗の生 年にすきない。
を用いた方か高いか, その後の成長は壌
ズ‐て あ る

ない。熱帯域の貧栄養砂質土壌ても成長 成長は遅いか他のアカノア類に比へ寿命は長い。轍密な土壌
植栽か可能かもしれない。 て 26m/3 年, より軟らかい土壌て 3 m/2 年。ポノト菌に

よる施肥試験てチソソ, リンに対しほとんと反応しないこと
か J止 されている

ほとんと造林極I
A roz/期 する。直橋によ

A sα zcr,m 元 に 熟 した ま の月リル理 は鰻 ル て 20/ 日 凡 る
と発芽率か良いとされる。

乾燥 、性 は 程 又。火災′ に聖 1 により T。 目田 ・
A 躍りβ縛れs 植栽等 については A “28αms ほに隼 しろ。通直無節材を得

は遅い 人工 については不明A Ze′m 〃α 長い乾期 , アルカ リ
若齢期の成長は速いA ZOれdos α

の成長は速いか, 寿命は比較的短い。高温火災て枯 3‐4m/4 年 (5-8カ月の乾期のある西アフリカ熱帯諸国)
A ZZ"“〆 "
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適 地 

大部分のマメ科植物と同様に全てのアカシァ類は，Rhzzobium 属の土壌バク 

テリアと共生して根粒を形成し，空気中のチノソを固定する能力を持つ。 

適地については各樹種の天然分布域は樹種によって様々てあり，それぞれの 

植栽適地も多岐にわたるものと予想されるか， ここて取り上けたアカシア類の 

ほとんとは大規模に植栽されたことかないため正確な事は不明てある。各樹種 

の植栽適地の判定には表13 1 に示した天然分布域の気温，降水量，乾季の長 

さ，降霜日数，アルカリ土壌や塩類土壌への分布，生育地の土性なとを参考に 

推定する以外，今のところ方法はない。 

植 栽 

一部の樹種を除けは人工造林されたことかないため，植栽方法の詳細につい 

ては明らかてはないか，地拵えや植栽時期なとはマンキウムアカシアに準して 

行えはよいと考えられる。植栽間隔は目的によって2mX2mから4mX4m 

まて様々てある。 

一般にアカシア類は先駆種て被陰や被圧に弱いのて，植栽木の樹高か雑草の 

草丈を上回るまては下刈りを行うと共に，樹種によっては家畜による食害を防 

止するための対策か必要てある。下刈りの頻度，時期は雑草の繁茂状況や植栽 

木の成長によって判断する必要かある。 

樹種によっては直播きによる更新も可能とされている。タイて行われた航空 

機播種ては，A aulacocaゆaとA auriculげormis の残存率は80％に達し，A 

mangzum, A crass icaゆαについても有望な結果か得られている。裸根苗によ 

る植栽は，我か国において昭和30年代後半に行われた試験（後述）においてそ 

の有効性か確かめられている。 

成 長 

A mearnsiiなと数樹種を除けは大部分のアカシア類はこれまて造林された 

ことかなく,そのため植栽木の成長については未知の部分か極めて多い。詳細 

は表133を参照されたい。 

更 新 

表13 2 に見られるようにアカシアの中には萌芽性を持っものも少なくない 

　　　　

適 地
大部分のマメ料植物と同様に全てのアカシア類は,R 廟2obmm 属の土壌バク

テリアと共生 して根粒を形成し, 空気中のチノソを固定する能力を持つ。

適地については各樹種の天然分布域は樹種によって様々てあり, それぞれの

植栽適地も多岐にわたるものと予想されるか, ここて取り上げたアカシア類の

ほとんとは大規模に植栽されたことかないため正確な事は不明てある。各樹種

の植栽適地の判定には表 131 に示 した天然分布域の気温, 降水星, 乾季の長

さ, 降霜日数, アルカリ土壌や塩類土壌への分布, 生育地の土性なとを参考に

推定する以外, 今のところ方法はない。

植 栽
一部の樹種を除けは人工造林されたことかないため,植栽方法の詳細につい

ては明らかてはないか, 地祷えや植栽時期なとはマンキウムアカシアに隼して

行えはよいと考えられる。植栽間隔は目的によって 2m ×2m から4m ×4m

まて様々てある。

一般にアカシア類は先駆種て被陰や被圧に弱いのて,植栽木の樹高か雑草の

草丈を上回るまては下刈りを行うと共に, 樹種によっては家畜による食害を防

止するための対策が必要てある。下刈りの頻度, 時期は雑草の繁茂状況や植栽

木の成長によって判断する必要かある。

樹種によっては直播きによる更新も可能とされている。タイて行われた航空

機播種ては,A Q“卿com ゆαと A α“に粥 z允γmzs の残存率は 80% に達 し,A

mαれ部“m,A cmssz 餌ゆαについて も有望な結果か得 られている。裸根苗によ

る植栽は,我か国において昭和 30年代後半に行われた試験 (後述)においてそ

の有効性か確かめられている。

成 長
A m8αγれsはなと数樹種を除けは大部分のアカシア類はこれまて造林された

ことかなく, そのため植栽木の成長については未知の部分が極めて多い。詳細

は表 133 を参照されたい。

更 新
表 132 に見られるようにアカシアの中には萌芽性を持つものも少なくない



113 

か，萌芽更新の場合シュートは樹木サイスまて成長しないため，A auー 

lacocaゆa を除けは，萌芽による用材目的の二代目造林地を造成することは通 

常難しいとされる。たたし，燃材や飼料生産なと用材生産目的以外て植栽する 

場合には萌芽更新は極めて有効な更新方法てある。 オーストラリアて刈り込み 

高による萌芽性の違いを調へた例では，刈り込み高に拘らす旺盛に萌芽する 

A rothu, A saligna なとの樹種かある一方て，高さに拘らす萌芽するかim 

て萌芽性か最も高いA melanoxylon，刈り込み高lm てもほとんと萌芽しな 

い A mearnsル A tumida なと樹種によって様々てある。 またA auー 

lacocaゆa, A cincinnata,A crass icaゆa,Apolystachya,A oraria 等の萌 

芽性は極めてはらつきか大きいという結果か得られている。樹種によっては発 

根性を持ち， ここては取り上けなかったかA melanoxyIon（クインスラント 

産）,A storeylの挿穂て顕著な発根性か観察されている。 

病虫害 

これまて記録されているアカシア類の病虫害については，表134, 5 に示し 

たか，オーストラリア以外に植栽された場合，新たにとのような病害虫か加害 

するかについては全く未知てある。苗畑における最も重要な病害は様々な菌類 

を原因とする苗立枯病てあるか，殺菌剤や土壌哨毒によって克服か可能てあ 

る。また,産地か西部ないし北部オーストラリアのA holosericea,A aulacoー 

carpa, A POりstac勿αについては，うとんこ病（Oidium sp）による被害か確 

認されており，特にA holosericea て被害か激しいとされる。 

用途 表136を参照のこと。 

モリシマアカシア(A mearnsu) 

早生の先駆樹種て，寿命は15-20年。植栽後3,-.-5 年て成長速度は最大とな 

る。若齢期（3年生未満）は火災に弱く，低温(-4------6C） により被害を受 

ける。萌芽性は弱く，厳しい乾燥にも弱い。また根系は主に地表近くに分布す 

るため風害に弱い。比較的貧栄養の土壌でも生育か可能てあるか，良い成長を 

期待する場合にはリンを補給してやる必要かある。南アフリ力の亜熱帯域ての 

適地は標高400m の降水量850'-1,200 mm ，年平均気温16℃地域てあるか，熱 

帯域ては標高l,500'-2,500 m て年降水量900 -'1,600 mm ，年平均気温12- 18C 

　　　

か, 萌芽更新の場合 シュー トは樹木サイスまて成長 しないため,A α彫

超cocαゆαを除けは, 萌芽による用材目的の二代目造林地を造成することは通

常難しいとされる。たたし,燃材や飼料生産なと用材生産目的以外て植栽する

場合には萌芽更新は極めて有効な更新方法てある。オーストラリアて刈り込み

高による萌芽性の違いを調へた例では, 刈り込み高に拘 らす旺盛に萌芽する

A γozね",A s餌唯72αなとの樹種かある一方て , 高さに拘 らす萌芽するが lm

て萌芽性か最も高い A m錫α棚卸あれ, 刈り込み高 lm てもほとんと萌芽 しな

い A me 僻郡 ", A Z“mzd αなと樹種によって様々てある。 また A α彫

Z餌 ocαゆα,A c肌 czれれαね ,A cmssz 鯛 ゆα,A POZys 卿 c毎 α,A o粥“α等 の萌

芽性は極めてはらっきか大きいという結果か得られている。樹種によっては発

根性を持ち, ここては取 り上げなかったか A mαねれoxyあれ (クインスラン ト

産),A 郡orgyzの挿穂て顕著な発根性か観察されている。

病虫害
これまて記録 されているアカシア類の病虫害について は, 表 134,5 に示 し

たか, オーストラリア以外に植栽された場合, 新たにとのような病害虫か加害

するかについては全く未知てある。苗畑における最も重要な病害は様々な菌類

を原因とする苗立枯病てあるか,殺菌剤や土壌/肖毒によって克服か可能てあ

る。 また , 産 地 か西 部 な い し北 部 オ ー ス トラ リア の A れoZoseγzc8α,A α“彰 co‐

cαゆα,A POZyszαc毎αについては, うとんこ病 (0乙の“msp) による被害が確

認 されてお り, 特 に A ねoZoseγzceαて被害か激 しいとされる。

用途 表 136 を参照のこと。

モリシマアカシア (A mg解離の

早生の先駆樹種て, 寿命は 15~20 年。植栽後 3~5 年て成長速度は最大とな

る。若齢期 (3年生未満) は火災に弱く, 低温 (-4~-60C) により被害を受

ける。萌芽性は弱く, 厳しい乾燥にも弱い。また根系は主に地表近 くに分布す

るため風害に弱い。比較的貧栄養の土壌でも生育か可能てあるか,良い成長を

期待する場合にはリンを補給 してやる必要かある。南アフリカの亜熱帯域ての

適地 は標高 400m の降水量 850~1,200mm, 年平均気温 16oC地域てあるか ,熱

帯域ては標高 1,500~2,500m て年降水量 900~1,600mm, 年平均気温 12~18 ℃
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表13 4 記録されているオーストラリア・アカノア類の虫害 

樹 種 記 録 さ れ て い る 虫 害 

Acacla aneura 自然環境下ては多様な食葉性害虫による食害に加え，ンロアリによ 

る根，幹，葉への被害か観察されている0 

A aulacocaゆa 穿孔性害虫 uncita margin icollお）の成虫か枝に加害。時として 

食葉性Zonopetala sp 若齢木に深刻な被害を与える可能性有り。 

A crassicarpa 穿孔性害虫（A ncz加marginicollis) の成虫か枝に加害。アカンア 

の成木に普通に見られる食葉性の重要害虫Teara contra na による 

被害か報告されている。 

A cambagei 種子は種子穿孔性害虫によりしはしは高い割合て食害をうける。 

A haゆ01）如1la 記録はないか，ンロアリ被害に対し比較的抵抗性か高いと考えられ 

ている。 

Airrorata A ,nazdenzz と同様の病虫害かあると考えられる。 

A maiclenu しはしは小型のハチ （Trzchzlogastaer mazdeniz） による瘤て覆わ 

れる。 

A rnearnszz 本文参Ut4 

A penduル 辺材は穿孔性害虫ayctus) の被害を受ける。葉はしはしはカ 

(Teania lunゆr)の幼虫により食害を受け，被害の程度は年によっ 

て異なるか，場合によっては枯死することもある。 

A rothzi オウムか種子を食へる。 

Atorulosa 樹液吸収性害虫（Eriococcus coniaceus） か時として重大な被害を 

もたらす。 自然環境下てはノロアリによる被害や穿孔虫による軽微 

な被害か見られる。 

A tumida ンロアリ害により枯死することかある。 

の地域て最も良い成長を示すことか報告されている。 

本種は我か国においても昭和30年代に行われた「合理的短期育成林業技術 

に関する試験」（国立林業試験場，現森林総合研究所）て，瘠悪地に耐える有用 

早生樹として西南日本の各地に植林され，バルプ， タンニン原料，薪炭材，坑 

木なとへの利用か見込まれていたか，多くの造林地は不成績に終わり見捨てら 

れた存在となっている。しかし，天草上島にはかなり良好な林分か存在してお 

り，1980 年代後半の時点てはパルプ材や薪材として利用されていることか報告 

されている。 

表 134 記録 されているオース トラリア ・アカ ノア類の虫害

樹 種 記 録 さ れ て い る 虫 筈

Am αααれ鋤γα 自然環境下ては多様な食葉性害虫による食害に加え, ソロアリによ

る根, 幹, 葉への被害か観察されている。

A α“超com ゆα 穿孔性害虫 (Aれcばα mα7gzmco‘‘zs) の成虫か枝 に加害。 時 として

食葉性 Zoれop鑑α卿 sp 若齢木に深刻な被害を与える可能性有り。

A α餌 szcαゆα 穿孔性害虫 (Aれczzq mα7gzmco 肋 の成虫か枝に加害。 アカソア

の成木に普通に見られる食葉性の重要害虫 Teαm の“鳶口"αによる

被害か報告されている。

A mmbog 勿 種子は種子穿孔性害虫によりしはしは高い割合て食害をうける。

A れαゆoのれy‘超 記録はないか, ソロアリ被害に対し比較的抵抗性か高いと考えられ

ている。

A zγγom 幻 A m の叱れzzと同様の病虫害かあると考え られる。

A mqz 吃れzz しは しは小型 のハチ (Tれ魂 zZogα群α8γ雛の叱れ乙z) による溜て覆わ

れ る。

A‐mm γ鮎 zz 本文参 眼

A P如α“卿 辺材 は穿孔性害虫 (Lyd“s) の被害を受ける。葉はしは しは力

(Teqγzα腐れ折の) の幼虫により食害を受け, 被害の程度は年によっ

て異なるか, 場合によっては枯死することもある。

A m 劫“ オウムか種子を食へる。

A のγ“o即 樹液吸収性害虫 (Eγzococc“s coγmce"s) か時 として重大な被害を

もたらす。自然環境下てはノロアリによる被害や穿孔虫による軽微

な被害か見られる。

A t“mzdq ソロア リ害 により枯死す ることかある。

の地域て最も良い成長を示すことか報告されている。

本種は我か国においても昭和 30年代に行われた「合理的短期育成林業技術

に関する試験」(国立林業試験場,現森林総合研究所)て,椿悪地に耐える有用

早生樹として西南日本の各地に植林され, パルプ, タンニン原料, 薪炭材, 坑

木なとへの利用か見込まれていたか, 多くの造林地は不成績に終わり見捨てら

れた存在となっている。 しかし, 天草上島にはかなり良好な林分か存在 してお

り,1980 年代後半の時点てはパルプ材や薪材として利用されていることか報告

されている。
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表13 5 記録されているオーストラリア・アカンア類の病害 

樹 種 記録 さ れ て い る 病 害 

Acacia aneura Uromycladium tepperianum によるさひ病か発生する（オーストラ 

リア） 

A aulacocaゆa Uromyces d零itatus によるさひ病か発生する（オーストラリア） 

A crass icarpa 養菌性キクイムンの仲間Phatypes sp の侵害に伴う辺材の黒変か 

細菌により起こる可能性か報告されている（マレーンア） 

A haゆophylla Melio危 brisbanensis によるすす病， Ganoderma lucidum による 

根腐病， Uromycladium tepperianum によるさひ病の報告かある 

（オーストラリア） 

A maidenu Irenopsis berggrenu によるすす病の報告かある（オーストラリア） 

A penctu加 Phymatotrichum omnivorum の寄生によるフィマトトリクム根腐 

病か発生する（米国） 

A torviosa Uromycladium tepperianum によるさひ病か発生する（オーストラ 

リア） 

種子の取扱いと育苗・植栽 

1 kgあたりの種子粒数は60,000 粒前後てある。種子は発芽促進のため，播種 

前に処理を行う必要かあり，物理的に傷をつける方法か極めて有効てあるか， 

一般には90℃の熱水て30'-60 秒処理する方法かとられる。処理した種子は冷 

水で洗浄し，浮かんた不稔種子や夾雑物を除去して乾燥する。処理済みの種子 

は最低1年間は問題なく保存出来るとされる。一方，前記の「試験実行方針書」 

ては約llの種子を 6-7倍の沸騰水中で5分間処理した後水を加えて冷却す 

る方法を推奨しているか，いすれにしても産地，母樹，結実年によって処理時 

間か変わってくるのて，予めテストを行った後に処理時間を決めることか望ま 

しい。処理済みの種子はポットもしくは植栽地に播種する。苗木の成長は速く 

通常Rhにobium の接種は必要ない。 

植栽はポソト苗によるほか，直播き，裸根苗によっても可能てあり，裸根苗 

の育成については，前記の「試験実行方針書」ては次の方法を推奨している。 

1) 3月下旬～4月上旬に苗床lm2あたり0051程度の種子を播き覆土，薄く敷 

き藁を施し，床lm2当たり約2,000 本の子苗を得る。2) 40'-50 日て本葉か4.-

5枚，苗高6'-7cm ほとになった時点で，苗間12cm，列間25cm (33本/mり 

の間隔に床替えする。3) 7月中旬大苗の枝葉を剪定し苗の生育をそろえ，8月 

表 13 5 記録 されているオース トラ リア ・アカソア煩の病害

樹 種 記 録 さ れ て い る 病 害

びmm 箕郷の“m ご8Dpβγm72"m によるさひ病か発生す る (オース トラ

リア)

A α叱ぬ cocの )α び〆omyces dzgz の“s によるさひ病か発生す る (オース トラ リア)

A C αssにのめα 養菌性キクイムソの仲間 Pたα砂pgs sp の侵害に伴う辺材の黒変か

細菌により起こる可能性か報告されている (マレーンァ)

M8Zzo ぬ るγzs加 肥 れs乙s に よ るす す 病 , GQ れode 鰯 m ‘αczd“m に よ る

根腐病 , びγ0my ααの“m tgp膨れαれ“m によるさひ病の報告かある

(オース トラリア)

Zだれops慕わe増g〆@〃“によるすす病の報告かある (オース トラリア)

　　　　　　　　　　　　 　

病か発生する (米国)
om れwomm の寄生 によるフィマ トトリクム根腐

びγ0my ααの "m ごePDBγmれ“m によるさひ病か発生す る (オース トラ

リア)

種子の取扱いと育苗・植栽

lkg あたりの種子粒数は 60,000粒前後てある。種子は発芽促進のため,播種

前に処理を行う必要かあり, 物理的に傷をつける方法か極めて有効てあるか,

一般には 9ooCの熱水て 30~60 秒処理する方法かとられる。処理 した種子は冷

水で洗浄し, 浮かんた不稔種子や爽雑物を除去して乾燥する。処理済みの種子

は最低 1年間は問題なく保存出来るとされる。一方,前記の「試験実行方針書」

ては約 1‘の種子を 6~7 倍の沸騰水中で 5分間処理 した後水を加えて伶却す

る方法を推奨 しているか, いすれにしても産地, 母樹, 結実年によって処理時

間か変わってくるのて, 予めテストを行った後に処理時間を決めることか望ま

しい。処理済みの種子はポットもしくは植栽地に播種する。苗木の成長は速く

通常 R毎zobz“m の接種 は必要ない。

植栽はポソト苗によるほか, 直播き, 裸根苗によっても可能てあり, 裸根苗

の育成については, 前記の「試験実行方針書」ては次の方法を推奨している。

1)3 月下旬 ~4 月上旬に苗床 lm2 あたり 005Z 程度の種子を播き覆土, 薄く敷

き藁を施 し,床 lm2 当た り約 2,000本の子苗を得 る。2)40~50 日て本葉か 4~

5枚 , 苗高 6~7cm ほどになった時点で , 苗間 12cm, 列間 25cm(33 本 /m2)

の間隔に床替えする。3)7 月中旬大苗の枝葉を勢定し苗の生育をそろえ,8 月
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表13 6 オーストラリア・アカノア類26種の用途 

樹種 雛 競 被陰 装飾 飼料 製材 柱材 杭 負くun 材その他 

Acacia aneura 

A argyrodendron 

A aulacocaゆa 

A b'dwi1hn 

AburrotUu 

A cambagei 

A czncznna加 

A crassicaゆa 

A ルlc加rnus 

A f'asciculげra 

A haゆophylla 

Azrrora加 

A teptocaゆa 

Amal山nll 

Amearnsu 

A neri加1w 

A penduta 

Apolystachya 

Apruinocarpa 

A 

A 

A 

A 

A tephnna 

A toridosa 

A tumida 

rothu 

salicina 

shzrleyz 

silvestrzs 

タノニノ 

タノニノ 

タンニノ 

タノニノ 

タノニノ 

タノニノ 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
 

〇
 

〇
〇
〇
〇
〇
 

〇
 

〇
〇
 

〇
〇
〇
 

〇
〇
〇
 

〇
〇
〇
〇
O
 

O
 

〇
〇
 

〇
 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
 

〇
〇
 

〇
〇
〇
〇
〇
 

〇
〇
〇
〇
 

〇
〇
〇
〇
〇
 

0 

〇
 

〇
〇
 

0 

0 

0 0 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
〇
〇
 

〇
〇
 

〇
 

〇
 

〇
〇
〇
〇
〇
 

〇
〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇

〇

〇

〇

〇

〇

 

〇

〇

〇

 

〇

〇

O

 

〇
〇
 

〇
〇
〇
〇
 

〇
〇
〇
〇
 

0 

0 

〇
 

〇
 

〇
〇
〇
 

〇
〇
〇
〇
〇
 

〇
 

〇
〇
〇
 

〇o 0 

中・下旬，苗高50cm に達したところて地上部30cm以上を剪定し，その1週 

間ほと後に地下部約10cm の主根の根切りを行う。10月頃再ひ過長地上部，枝 

葉の剪定を行う。4) 3月中旬頃掘り取りを行う。幹長30cm 程に切りそろえ枝 

葉を切りつめた上，25本を一束として仮植し，必要に応し根の乾燥を防いて発 

送する。 

また本種は容易に天然更新することか知られている。上記の天草で調べられ 

た例ては，ha当たりの落下種子数は430万～1, 920万粒に達し，伐採（冬季） 

当年の秋の時点て稚樹本数はha当たり 5万～15万本を数えている。これら 

表 13 6 オース トラ リア ・アカ ノア頚 26種の用途

樹 種 鵬 麹 被陰 装飾 飼糾 製材 柱材 杭 曇く島燃材その他

　　　　　　　　　　　 　 　

A Q7gyγode回 rひれ ○

　 　　　　　　　　　 　

A bzdw耳目z o

A b仏“○似耳

A mm わαgBz o

　 　　　　　　　 　

　 　　　　　　　　 　 　

A 超 Zc卿侃 ;s 0 O

　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　 　

　　　　　　　 　 　

　　　　　　　　

　 　　　　　　 　

　 　　　　　 　 　

　　　　　　　 　

　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　 　 　

　 　　　　　　　

　　　　　 　

　 　　　　　 　

　　　　　　 　 　

　 　　　　　　 　 　

　　　　　　　　 　

A tondos α

　 　　　　　　

0 0
o o

o o o o
o o o
0 0
　
　 0

0
0
0
0
0
0

0 0 0

0 0 0
0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0 0
0 0

　
　
0 0 0
0 0

　
0 0
0 0
　

　
0 0

0 0 0
0 0
0 0 0

0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0

0 0 タノニ/

0 0
0 0
0 0 0 タノニノ

0 0
0 0 タンニノ

0 0 0 タノニノ

○ タノニノ

　
0 0

0 0

0
0
0

0 0
0 0

　 　　　　

0 0
　
　

中・下旬, 苗高 50cm に達したところて地上部 30cm 以上を勢定し, その 1週

間ほと後に地下部約 1ocm の主根の根切りを行う。10月頃再ひ過長地上部,枝

葉の勇定を行う。4)3 月中旬頃掘り取りを行う。幹長 30cm 程に切りそろえ枝

葉を切りつめた上,25 本を一束として仮植し,必要に応し根の乾燥を防いて発

送する。

また本種は容易に天然更新することか知られている。上記の天草で調べられ

た例ては,ha 当たりの落下種子数は 430万 ~1,920 万粒に達し, 伐採 (冬季)

当年の秋の時点て稚樹本数は ha 当たり 5万 ~15 万本を数えている。これら
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の稚樹は翌春には樹高05-08m に達し，2年後の上層平均樹高は2-4m 以 

上まて成長している。たたし，天草における天然更新の成否は土壌によって異 

なり，粘板岩地帯では成績か良いのに対し，石英質砂岩や安山岩地帯では梢端 

枯れか著しくほとんど不成績に終わっているとされる0 根粒を持ちせき悪地に 

耐えるとはいえ，十分な成長を期待するためには一定の養分供給か必要となろ 

う。実際に熱帯においてはリンを施肥することにより材積成長ならひにタンニ 

ン収量か明らかに増加することか各所て報告されている。 

シャワ島てタンニン生産の目的て植栽されているA mearnsu の造林地て 

は，当初3,300 本ノha 植えてあったものを8年後の収穫時まてに275 本／ha ま 

て間伐しているか， この造林地では8代目に至っても目立った成長低下は認め 

られないという。また，天草の数度にわたって収穫された天然更新林分につい 

ても成長量の低下は認められていない。 

成 長 

タンニン採取用の造林地は通常7'-'12年伐期て経営される。南アフリカの10 

~12年生造林地での収量は樹皮か乾物で17---21 t/ha,木材か風乾て75--- 112 

t/haてあり，その時点で樹高14----17m，直径13-l5cm 程度てあるという。適 

地を選ひ，施肥すれは7-10年間の年平均成長量は15'-25 mV ha も可能と考 

えられる。 シャワ島の8年生造林地における年平均成長量は11 m3/ha て， こ 

れに加えて7 m3/ha の間伐材か収穫されている。この造林地ての最終的な樹皮 

収量（未乾燥）は15,400 kg/haに間伐材からの8,800 kg/haを加えた24,200 

kg/ha となっている。また上記天草の例ては，平均成長量ては5年前後て最大 

となり，7 -8年生林分て50-120 m3/ha の収穫か見込めるとされている。 

病害虫 

南アフリカては食葉性のカや，甲虫， シロアリによる深刻な被害か報告され 

ており，またフラシルでは甲虫により枝の樹皮か切り取られる被害や，各種の 

穿孔性害虫による被害か報告されている。外傷かないにもかかわらすカムを分 

必する癌腫病による枯死被害も各地て見られる。また稀に樹液吸収性の 

Poecilometts gravis による被害も観察されている。クインスラントに最も多い 

地下生活型シロアリてあるCoptotermes acinaciformis は食根性， 穿孔性て若 

齢木から成木まて加害し成木の被害か多い。アカシアの普通害虫てある穿孔性 

　　　

の稚樹は翌春には樹高 05~08m に達 し,2 年後の上層平均樹高は 2~4m 以

上まて成長している。たたし, 天草における天然更新の成否は土壌によって異

なり,粘板岩地帯では成績か良いのに対し,石英質砂岩や安山岩地帯では梢端

枯れか著しくほとんと不成績に終わっているとされる。根粒を持ちせき悪地に

耐えるとはいえ, 十分な成長を期待するためには一定の養分供給か必要となろ

う。実際に熱帯においてはリンを施肥することにより材積成長ならひにタンニ

ン収量か明らかに増加することか各所て報告されている。

シャワ島てタンニン生産の目的て植栽されている A mg研郷はの造林地て

は, 当初 3,300本 /ha 植えてあったものを 8年後の収穫時まてに 275本 /ha ま

て間伐 しているか, この造林地では 8代目に至っても目立った成長低下は認め

られないという。また, 天草の数度にわたって収穫された天然更新林分につい

ても成長量の低下は認められていない。

成 長
タンニン採取用の造林地は通常 7~12 年伐期て経営される。南アフリカの 10

~12 年生造林地での収量は樹皮か乾物で 17~21t/ha, 木材か風乾て 75~112

t/ha てあり,その時点で樹高 14~17m, 直径 13~15cm 程度てあるという。適

地を選ひ, 施肥すれは 7~10 年間の年平均成長量は 15~25m3/ha も可能と考

えられる。 シャワ島の 8年生造林地における年平均成長星は 1lm3/ha て, こ

れに加えて 7m3/ha の間伐材が収穫されている。この造林地ての最終的な樹皮

収量 (未乾燥) は 15,400kg/ha に間伐材からの 8,800kg/ha を加えた 24,200

kg/ha となっている。また上記天草の例ては,平均成長星ては 5年前後て最大

とな り,7~8 年生林分て 50~120m3/ha の収穫か見込 めるとされている。

病害虫
南アフリカては食葉性の力や, 甲虫, シロアリによる深刻な被害か報告され

ており, またフラシルでは甲虫により枝の樹皮か切り取られる被害や, 各種の

穿孔性害虫による被害か報告されている。外傷かないにもかかわらすカムを分

泌する癌腫病による枯死被害も各地て見られる。また稀に樹液吸収性の

Poeczzomgzzs gm ““ こよる被害 も観察 されている。 クインスラン トに最 も多い

地下生活型 シロア リてある Cop云o彰γmgs αcmααおγmzs は食根性 , 穿孔性て若

齢木から成木まて加害し成木の被害か多い。アカシアの普通害虫てある穿孔性
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のXyleu彪S sp による被害も観察されている。 マレーシアではCorticium 

salmonicolor による赤衣病の発生か報告されている。 

なお，我か国においては，苗畑て立枯病，たんそ病，くものす病，微粒菌核 

病，線虫病なとの病害や， ヒメコカネ等コカネムシ類，サヒヒョウタンソウム 

シ，カフラヤカ，ケラなとによる虫害か報告されている。カミキリムシ類ては 

生立木を加害するアオスシカミカリのほか， ヒケナカヒメカミキリ， ナカコマ 

フカミキリなと11種類か記録されている。一方，造林地ては，炭そ病，ならた 

け病なとの病害のほか，キチョウ， ミノカ類，コウモリカ類，ハンノキキクイ, 

チャノハマキ， イセリヤカイカラムシなとによる加害か記録されている 
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の×鱗靴 zgs sp による被害 も観察 されている。 マ レーシアでは Com α“m

mZmo “zcoZoγによる赤衣病の発生か報告 されている。

なお, 我か国においては, 苗畑て立枯病, たんそ病, くものす病, 微粒菌核

病 , 線虫病などの病害や , ヒメコカネ等 コカネムシ類 , サ ヒヒョウタンソウム

シ, カフラヤカ, ケラなとによる虫害か報告 されている。 カ ミキ リムシ類ては

生立木を加害するアオスシカ ミカ リのほか , ヒケナカ ヒメカ ミキ リ, ナカコマ

フカ ミキ リなと 11種類か記録 されている。一方 , 造林地ては, 炭そ病 , な らた

け病なとの病害のほか , キチ ョウ, ミノカ類 , コウモ リ力類 , ハ ンノキキクイ,

チャノハマキ, イセ リヤカイカラムシなどによる加害か記録 されている
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14． ヒルマネムノキ（East Indian walnut) 

学名 Albizia lebbeck (L )Benth 

マメ科ネムノキ亜科 

中村 松三 

Albizia に属する種は約100 種，アフリカ，アシア，熱帯アメリカ地域に分布 

している。少なくとも12 種はいろんな土壌や環境に適応した大きな複葉の樹 

木てある。 ヒルマネムノキはそのーつて， ファルカタリア (A falcataria， モ 

ルソカネムともいう）とともにアシアを代表する樹種てあり,被陰樹として古 

くから広く熱帯地域に植栽されてきた。落葉広葉樹て樹高30m， 直径2m-3 

m に達する。孤立状態で生育すると樹冠か大きく広かるため， レインツリー 

(Samanea saman）と非常によく似た格好となるか，閉鎖林や植林地ては丈の 

高い真っ直くな幹となる。葉は，2回羽状複葉，4'-l0 羽状片て，小葉10-'18 

枚，小葉の長さ4cm，長円形て左右は不斉である（図14 1)。 

材は堅く緻密て，比重は0 67-'0 75,木目細かい暗褐色の心材には黒色と灰 

色の美しい縞模様かあり， クルミの材に似る。 

英名はEast Indian walnut のほかに，Sinls tree, Woman 's tongue tree, 

Lebbeck tree も用いられる。アシア地域ては， イントてSins （ヒンスー）, 

Vagai （タミル），パキスタンてSirisa, スリランカてMara（シンハリ）,Vahai 

（タ ミル）， ヒルマてKokko, シャワてTekik, タイてKhago, ヘトナムて 

Chres, フィ リ ピンてLangil, 中国て大叶合歓と呼はれている。属名は 

Albizzia，種小名はlebbek とも綴り，シノニムには』石mosa lebbeck, Mimosa 

sirissa, Acacia lebbeck かある。 

分 布 

熱帯アシア・アフリカ，オーストラリア北部に自生している。たた，かなり 

以前から熱帯各国に導入されており，ほとんとの地域てそれらか天然更新し野 

生化しているため，厳密な意味ての天然分布を論じることは難しい。天然分布 

の中心は，熱帯アシアを中心とした地域て，亜ヒマラヤ地域，ヘンカル，イン 

ト半島， Chota Nagpur （チョータナクプール，イント東部ヒハール州の高 

原）， ミャンマー，アンタマン諸島， ココス諸島と考えられている （Troup 

　　　

14. ヒル マネム ノキ (East lndian walnut)

学名 A‘b協α誇る彰次 (L)Benth

マメ科ネムノキ亜科

中村 松三

A の乙z旗 に属する種 は約 1OC種 , アフ リカ, アシア, 熱帯 アメ リカ地域 に分布

している。少なくとも 12種はいろんな土壌や環境に適応した大きな複葉の樹

木てある。 ヒルマネムノキはその一つて, ファルカタリア (A 超比のαれα, モ

ル・ノカネムともいう) とともにアシアを代表する樹種てあり, 被陰樹として古

くから広く熱帯地域に植栽されてきた。落葉広葉樹て樹高 30m, 直径 2m~3

m に達する。孤立状態で生育すると樹冠か大きく広かるため, レインツリー

(Sαmαれ蛸 sα催αれ) と非常によく似た格好となるか, 閉鎖林や植林地ては丈の

高い真っ直くな幹となる。葉は,2 回羽状複葉,4~10 羽状片て, 小葉 io~18

枚, 小葉の長さ 4cm, 長円形て左右は不斉である (図 141)。

材は堅く徽密て, 比重は 067~075, 木目細かい暗褐色の心材には黒色と灰

色の美しい縞模様かあり, クルミの材に似る。

英 名 は East lnd・an walnut の ほか に ,S1r ・stree,Womanstonguetree,

Lebbeck tree も用 い られ る。 ア シア地 域 て は , イ ン トて S1ns( ヒ ンス -),

Vaga ・(タ ミル ), パ キ ス タ ンて S1r・sa, ス リラ ンカて Mara( シ ンハ リ),Vaha ・

(タ ミル ), ヒル マ て Kokko, シ ャ ワ て Teklk, タ イ て Khago, ヘ トナ ム て

Chres, フ ィ リピ ンて Lang・1, 中 国 て 大 畔合 歓 と呼 ば れ て い る。属 名 は

Azbzzzz の 種 小 名 は zebbe た と も綴 り, シ ノニ ム に は M
‐
zmo 細 胞bb鑑々, 肌 zmom

s"zss α,Ac αcm 彫るbgc 定 か あ る 。

分 布
熱帯 アシア ・アフ リカ, オース トラ リア北部 に自生 している。たた, かな り

以前から熱帯各国に導入されており, ほとんとの地域てそれらか天然更新し野

生化しているため, 厳密な意味ての天然分布を論じることは難しい。天然分布

の中心 は, 熱帯 アシアを中心 とした地域て , 亜 ヒマラヤ地域 , ヘ ンカル, イン

ト半 島 , Chota Nagpur (チ ョー タナ クプ ー ル ,イ ン ト東部 ヒハ ー ル州 の高

原 ), ミャ ンマ ー , ア ン タ マ ン諸 島 , コ コ ス諸 島 と考 え られ て い る (Troup
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1921) 

年間降水量500 mm -'2,000 mm ，降水型は夏季,乾季は2'-'6 か月,平均最高 

気温は最暖月て26~ 36C，平均最低気温は最寒月て20~ 26C，平均年間気温は 

20 - 28℃の地域に生育し，乾燥熱帯から湿潤熱帯まで広く適応する。標高 

1,600m まての塩性土壌を含むいろんな土壌に成立する。ラテライト土壌や海 

岸近くの砂質土壌のような所ても良く成長する。 

街路樹やコーヒー園，茶園の被陰樹として広く各地域へ導入される一方て， 

根粒による窒素固定を行うことから葉の蛋白質含量か高く，家畜の飼料作物と 

しても利用されている。また，サハンナ等の乾燥地の造林に適しており頻繁に 

植栽されている。 

開花・結実 

花は黄白色，腋生の球状頭状花，3,-4 花着生し，ネムの花に似る（クラヒア 
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図14 1 ヒルマ不ムノキの複葉・果実（A）と花（B) 

(Guzman et al 1986) 

　　　

i921)。

年間降水星 500 mm~2,00omm, 降水型 は夏季 , 乾季は 2~6 か月 , 平均最高

気温は最暖月て 26~36oC, 平均最低気温は最寒月て 20~26oC, 平均年間気温は

20~2 ずC の地域に生育 し, 乾燥熱帯から湿潤熱帯まで広 く適応する。標高

1,600m まての塩性土壌を含むいろんな土壌に成立する。ラテライト土壌や海

岸近くの砂質土壌のような所ても良く成長する。

街路樹やコーヒー園, 茶園の被陰樹として広く各地域へ導入される一方て,

根粒による窒素固定を行うことから葉の蛋白質含量か高く,家畜の飼料作物と

しても利用されている。また, サハンナ等の乾燥地の造林に適しており頻繁に

植栽されている。

開花・結実

花は黄白色, 膝生の球状頭状花,3~4 花着生し, ネムの花に似る (クラヒア

＼, ＼＼＼　　
　
　　 　　

　

　　　　
　 　　　

　　　 　

　
　
　　　　　　

図 141 ヒルマネムノキの複葉・果実 (A) と花 (B)
(Guzman 鑑 メ ー986)
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43)。イント北部ては主に4月～5月に花か咲く。幾分香りの強い花て，4月頃 

に展開か始まる新葉を背景に花は際立つ。さや（莢）は急速に発達し，8月の終 

わり頃には成熟サイズとなる。10月頃には成熟しはしめ，11月には緑色の莢は 

黄色に変わりはじめる。10月～11月は落葉期にあたり，葉が落ちた後の樹上て 

莢は熟する。12月～1月まてには莢の総てか熟する。莢は3月まて木にぶら下 

かり，その後，風雨によって吹き落とされはじめる。しかし，多くは4月，5月 

まてふら下かっている。 

熟した莢は麦藁色て，長さ20 cm'-30 cm，幅3 cm'-'5 cm，平たく，薄くて， 

堅く，細長い長方形の形をしている（クラヒア41, 42)。莢の中には6'-'12 個の 

種子かある。莢は裂開性たか，地面に落ちるまては裂開しない0 種子は8mm'--' 

llmmx6mm '--'9mm，倒卵形あるいは長方形，種皮は堅く，滑らかな明るい 

茶色てある。 

種子の取扱い 

種子か熟したら速やかに採取することか望ましい。木に登り莢を取るか，木 

を叩いて莢を落とす。後者の場合，地面にシートを敷いておくと良い。莢を手 

の中て押しつふし, しこいて莢から種子を分離し選別する。種子粒数は10,000 

'-'-'11,000/kg，または 6,000'- 16,000/kg とされている。貯蔵は室温て数年間て 

きる。 1年間うまく貯蔵された種子は新鮮な種子よりも急速に発芽するとする 

文献もある。健全種子の発芽率は80％程度てある。普通にも前処理は必要てあ 

るか，貯蔵された種子はとくに休眠打破か必要で，種皮を針で刺すか，濃硫酸 

に数分間浸して行うこともあるか,沸騰水に漬けて，そのまま放置した後，24 

時間水に漬ける方法か勧められる。種子は虫害を受けやすい。 

更 新 

天然更新 天然状態下ては，種子の発芽は通常雨季の始めにはしまり，雨季 

の終わり近くまて続く。種子は全光下にあると迅速に発芽する。被陰下ては発 

芽か遅れ翌年まて発芽しない。しかし，全光下ては，発芽を弓は起こした雨の 

後，乾燥か続くと，稚樹の枯死率か高くなる。稚樹の生存は，全光下にさらさ 

れるよりも，成長を妨けるか雑草か幾分ある方かより確かてある。天然林ては 

更新稚樹に乏しい。種子害虫による食害か直接的な原因てあり，被陰下ての発 

芽遅延か種子食害を助長している。天然更新の理想的な状態は土壌か柔らかく 
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黄色に変わりはじめる。10月~11 月は落葉期にあたり,葉か落ちた後の樹上て

英は熟する。 12月~1 月まてには英の総てか熟する。英は 3月まて木にぶら下

か り, その後 , 風雨 によって吹 き落 とされはじめる。しか し, 多 くは 4月 ,5 月

まてぶ ら下か っている。

熟 した英 は麦藁色て, 長 さ 20cm~30cm, 幅 3cm~5cm, 平 たく, 薄 くて,

堅く,細長い長方形の形をしている (クラヒア 41,42)。葵の中には 6~12 個の

種子かある。英は裂開性たか,地面に落ちるまては裂開しない。種子は 8mm~

1lmm ×6mm~9mm, 倒卵形あるいは長方形 , 種皮 は堅 く, 滑 らかな明るい

茶色てある。

種子の取扱い

種子か熟したら速やかに採取することか望ましい。木に登り英を取るか, 木

を叩いて英を落とす。後者の場合, 地面にシートを敷いておくと良い。炎を手

の中て押しっふし, しこいて英から種子を分離し選別する。種子粒数は 10,000

~11,000/kg, または 6,000~16,000/kg とされている。貯蔵 は室温て数年間て

きる。 1年間うまく貯蔵された種子は新鮮な種子よりも急速に発芽するとする

文献もある。健全種子の発芽率は80% 程度てある。普通にも前処理は必要てあ

るか, 貯蔵された種子はとくに休眠打破が必要で, 種皮を針で刺すか, 濃硫酸

に数分間浸して行うこともあるか, 沸騰水に漬けて, そのまま放置した後,24

時間水に漬ける方法が勧められる。種子は虫害を受けやすい。

更 新

天然更新 天然状態下ては, 種子の発芽は通常雨季の始めにはしまり, 雨季

の終わり近くまて続く。種子は全光下にあると迅速に発芽する。被陰下ては発

芽か遅れ翌年まて発芽 しない。 しかし, 全光下ては, 発芽を引き起こした雨の

後, 乾燥か続くと, 稚樹の枯死率か高くなる。稚樹の生存は, 全光下にさらさ

れるよりも, 成長を妨げるか雑草か幾分ある方かより確かてある。天然林ては

更新稚樹に乏しい。種子害虫による食害か直接的な原因てあり,被陰下ての発

芽遅延か種子食害を助長している。天然更新の理想的な状態は土壌か柔らかく
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湿潤て，雑草かなく，側方からの被陰かあり，稚樹か定着完了した後はその被 

陰か取り除かれるところにある。 

人工更新 実生苗やスタンプによって容易に更新てきる。直播きてさえうま 

く更新てきる。直播きによる更新はよく耕耘した土壌ての筋播きか最も良い結 

果を示す。播種前に除草することか重要てある。上述した天然更新の特性を参 

考にして実施する。潅厩は成長を促進する。潅概する場合，溝幅は46cm,盛り 

上けた畝幅46cm とし，種子は畝端の基部に沿って播く。筋播きては定期的に 

稚苗を間引きする必要かある。 イントのDehra Dun の試験ては播種1年目て 

最大樹高33 cm, 2年目て84 cm, 3年目て147 cm となっている（Troup 

1921)。実生苗植栽やスタンプ苗植栽のためには，事前に苗畑において播種・育 

苗か必要となる。種子播きつけは深さ2cm にすることかその後の発芽にとっ 

て一番よい。それより深くなっても浅くなっても発芽率は低下する（Khan et 

at 1987)。種子は3月から4月に苗畑に播き，それそれの播き筋は23cm以上 

離す。苗床は定期的にほとよく潅水し，除草をよく行う。若苗は雨季の始めに 

移植てきるようになる。潅水，除草した苗畑では発芽後4 か月で苗の高さは 

120 cm， 大きな頑丈な主根は3-4 か月て長さ60cm に達する。 実生苗植栽の 

場合，直根の長さにもよるか小苗を使い雨季の始めに植栽する。スタンプ苗の 

場合，幹は地際から約5cm 高のところて切り落とし， 直根は約23cm のとこ 

ろて切り落とす。 

成 長 

幼木にとって,被陰か厳しいとその成長は阻害されるか，適度な被陰下てあ 

れは生育することかてきる。全光下て最も良い成長を示す。成長は速い。イン 

ト北部のパンンャフては，12年て直径27cm, 30年て直径44cm に達してい 

た。パキスタン南部インタス川下流のシンドのサソカルては17年で直径49 

cm-58 cm に達していた。これらの数値はオープンに近い状態て成長したもの 

の値てある。従って，林分状態て成長した林木てあれはその肥大成長はもっと 

遅くなる。一方，ナイシェリアにおける試験植栽ては，年平均伸長量か堆砂地 

てlm，重粘土地で15m，また，イントの造林地ては10年で平均樹高18m, 

平均直径66cm に達したことか報告されている（National Academy of Sci-

ences 1979)。 

　　　

湿潤て, 雑草かなく, 側方からの被陰かあり, 稚樹か定着完了した後はその被

陰か取り除かれるところにある。

人工更新 実生苗やスタンプによって容易に更新てきる。直播きてさえうま

く更新てきる。直播きによる更新はよく耕転した土壌ての筋播きか最も良い結

果を示す。播種前に除草することか重要てある。上述した天然更新の特性を参

考にして実施する。潅厩は成長を促進する。篠慨する場合,溝幅は 46cm, 盛り

上げた畝幅 46cm とし, 種子は畝端の基部に沿って播く。筋播きては定期的に
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l921)。実生苗植栽やスタンプ苗植栽のためには,事前に苗畑において播種・育

苗か必要となる。種子播きつけは深さ 2cm にすることかその後の発芽にとっ

て一番よい。それより深くなっても残くなっても発芽率は低下する (Khan gz

餌 1987)。種子は 3月から 4月に苗畑に描き,それそれの播き筋は 23cm 以上

離す。苗床は定期的にほとよく潅水し, 除草をよく行う。若苗は雨季の始めに

移植てきるようになる。潅水, 除草 した苗畑では発芽後 4か月で苗の高さは

120cm, 大きな頑丈な主根は 3~4 か月て長さ 60cm に達する。実生苗植栽の

場合, 直根の長さにもよるか小苗を使い雨季の始めに植栽する。スタンプ苗の

場合, 幹は地際から約 5cm 高のところて切り落とし, 直根は約 23cm のとこ

ろて切り落とす。

成 長

幼木にとって, 被陰か厳しいとその成長は阻害されるか, 適度な被陰下てあ

れは生育することかてきる。全光下て最も良い成長を示す。成長は速い。イン

ト北部 のパ ンソャフては,12 年て直径 27cm,30 年て直径 44cm に達 してい

た。パキ スタン南部 イ ンタス川下流 の シ ン ドのサ・ノカルて は 17年で直径 49

cm~58cm に達 していた。これらの数値はオープンに近い状態て成長したもの

の値てある。従って, 林分状態て成長した林木てあれはその肥大成長はもっと

遅くなる。一方, ナイシェリアにおける試験植栽ては, 年平均伸長星か堆砂地
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病虫害 

種子害虫として，マメソウムシ科のBmchus sparsimaculatus か報告されて 

いる。これは種子の胚の部分を食害する。強く加害された種子はほとんと発芽 

てきない。被害を受けた種子は水に浸すと浮くのて取り除くことかてきる 

(Ponnuswamy et al. 1990)。同じ科のCallosobruchus spp．によっても加害 

される。樹液吸収害虫として，キシラミ科のPsyl伽hyalmna, Acizzia mndica, 

アフラムシ科のAphis sp nr craccivora，コナカイカラムシ科のRaslrococcus 

mcci'yomdcs, タンカクハンラミ科のFerrisma vii'gata か報告されている 

(Madhavan etal 1991)。これらによる被害は苗畑や若齢造林地の若い葉，芽， 

シュートに見られる。化学的防除としては，Endosulfan, Dimethoate, Mal一 

athion, Fenvalerate の殺虫剤かいすれも効果的てある。また，苗畑周辺の除 

草を心かけることも重要てある。生物的防除としては上記昆虫類の捕食者てあ 

るテントウムシ科のMenochilus sexmaculatus の導入か考えられる。穿孔虫と 

しては， 生立木， 衰弱木を食害するカミキリムシBatocera rufomacu厩ta, 

Xystroceraルstmva, X globosa や木材加害のナカシンクイムシ科，ナカキクイ 

ムシ科，キクイムシ科の甲虫類なと多数の種か知られている。 

苗畑病害として， Rhizoctonma solanm によるくもの巣病か報告されている 

(Mehrotra 1989)。被害率30％を記録した苗畑もある。病徴か発現した苗・落 

葉等は焼却すること，また，定期的な除草を行うこと，特に，7月から9月中旬 

まての期間， 病原菌の宿主であるSetaria glauca （イネ科）, Ageratum 

houstonmanum, Bidens Sm犯rnata（ともにキク科）等の除草を心かける。なお， 

繰り返し被害か発生する苗畑の土壌はポソト詰め用土として利用しないこと。 

利用せさるをえない場合はlm2あたりホルマリン31，水101を混合して消毒 

する。根株腐朽菌としてGanoclerma lucidum， 心材腐朽菌としてPolyporus 

gmlvus, 胴枯病菌としてNectria ditissima，さひ病菌としてRavenelma spp．か 

報告されている（Dargan 1990)。 

用 途 

材は強度，弾力性ともにあり，その美しさから家具，キャヒネノト，羽目板， 

化粧ヘニヤ等に使われる。節のある材は特に薄板として高い評価を受けてい 

る。また，材は5,200 kca］ノkg の熱量をもち燃材としての評価も高い。葉の蛋白 

質含量は30％と高く，家畜飼料や良質の緑肥の材料となる。成林後，年2回の 

　　　

病虫害
種子害虫 として , マメソウムシ科のβγ“cた"sspq γszm解 "に云郷 か報告 されて

いる。これは種子の肱の部分を食害する。強く加害された種子はほとんと発芽

てきない。被害を受けた種子は水に浸すと浮 くのて取 り除 くことかてきる

(Ponnuswamy ez 錫‐ 1990) 。 同 じ科 の C錫 Zoso彰“cれ“sspp. に よ って も加 害

され る。樹 液 吸 収 害 虫 と して , キ シ ラ ミ科 の Ps影わ れ知 力"α,A‐czzzzα m 〆‘cα,

ア フ ラム シ科 の AP 毎 ssp nrc αcα〃om, コナ カ イ カ ラム シ科 の R 餌 げococc “s

zcg"ozdgs, タ ン カ ク ハ ン ラ ミ科 の Feγγzsm 似埋α粥 か 報 告 さ れ て い る

(Madhavan βご餌 1991)。これ らによる被害は苗畑や若齢造林地 の若い葉 ,芽 ,

シ ュー トに見 られ る。 化 学 的 防 除 と して は ,Endosulfan,D1methoate,Mal-

ath・on,Fenvalerate の殺虫剤かいすれ も効果的てある。 また, 苗畑周辺の除

草を心かけることも重要てある。生物的防除としては上記昆虫類の捕食者てあ

るテントウムシ科の肌 8れo功 z彰sse%m αc粥αz堀 の導入か考え られる。穿孔虫 と

しては, 生立木 , 衰弱木を食害するカ ミキ リムシβαZocem γ“元 mqc α奴ね,

Xys 方ocem 危 sなりα,X gzobosαや木材加害のナカシンクイムシ科 , ナカキクイ

ムシ科, キクイムシ科の甲虫類なと多数の種か知られている。

苗畑病害 として, 尺たぼocわれzα so彰““こよるくもの巣病が報告 されている

(Mehrotra l989)。被害率 30% を記録した苗畑もある。病徴か発現した苗・落

葉等は焼却すること,また,定期的な除草を行うこと,特に,7 月から 9月中旬

まての期間 , 病原菌の宿主である SB云の zα g′α健α (イネ科 ),Age 似粥m

れ鰍 sわれzαれ“m,& 吃れs虎雄γれのα (ともにキク科 ) 等の除草を心かける。なお ,

繰り返し被害か発生する苗畑の土壌はポソト詰め用土として利用しないこと。

利用せざるをえない場合は lm2 あたりホルマリン3Z, 水 1OZを混合して消毒

する。 根株腐朽菌 として Gαれodeγm α 彰cd"m, 心材腐朽菌 として Po‘ypoms

gぼり“s, 胴 枯 病 菌 と して 顛落存m 似なssz創α, さ ひ病 菌 と して RQ 肥れβZ旗 spp ‐か

報告 されている (Dargan l990)。

用 途

材は強度,弾力性ともにあり, その美しさから家具, キャヒネノト,羽目板,

化粧ヘニャ等に使われる。節のある材は特に薄板として高い評価を受けてい

る。また,材は 5,200kcal/kg の熱星をもち燃材としての評価も高い。葉の蛋白

質含星は30% と高く,家畜飼料や良質の緑肥の材料となる。成林後,年 2回の
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刈り込みてかなりの枝葉を家畜飼料として供給てき，林畜複合システム 

(Silvopastoral system）にとっては将来有望な樹種てある。一方，アクロフォ 

レストリーの対象樹種としての実績もある。フルキナファソの半乾燥地ては葉 

をマルチ利用することでモロコシの収量を増大させている（Tilander 1993)。 

幹から得られる赤茶色のコムはアラヒアコムの代用品となる。 また，葉や樹皮 

にはサポニン， タンニン等の化学物質か含有され，医薬目的にも利用される。 
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刈 り込みてかな りの枝葉を家畜飼料 として供給てき, 林畜複合 システム

(SI1vopastoral system) にとっては将来有望な樹種てある。一方 , アクロフォ

レストリーの対象樹種としての実績もある。フルキナファソの半乾燥地ては葉

をマルチ利用す ることでモロコシの収星を増大 させている (TI1ander l993)。

幹から得られる赤茶色のゴムはアラヒアコムの代用品となる。また, 葉や樹皮

にはサポニン, タンニン等の化学物質か含有され, 医薬目的にも利用される。
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15． アンゲリン（Angelin) 

学名 Andira inermis (W Wright) DC 

マメ科マメ亜科 

飯田 磁生 

Andira inermis はCabbage angelin または単にAngehn として知られてい 

る。Angelin はA inerm is の材のイキリスての商業名てあり，本種の分布か広 

いため各国て様々な呼ひ名かある。種小名のinermis は「刺の無い」 という意 

てある。Angehn は以前はA jamaicensis, Geoffroya inermis, Lonchocarpus 

staudzi と命名されていた。A inermis の生育地か多様てあることや分布か広 

いことから同一の種とされてきたもののなかに変種や別種か存在する可能性も 

ある。 

本種は常緑の中型の樹木て，一般に樹高は6'-'15m，胸高直径は20-30 cm 

てあるか，中には樹高35m，胸高直径15m に達するものかある。板根は形成 

せす，丸く平らな樹冠を形成する。葉は奇数枚（7 '-'25 枚）の小葉からなる羽状 

複葉で枝に互生する （図15 1)。 樹皮は明るい灰色て傷つけるとキャヘツのよ 

うな不快な匂いを放っ。 

分 布 

本種は主に熱帯アメリカに分布し，西アフリカの一部にも分布する（図15 

2)。天然分布域は西インド諸島（キューパ， ジャマイカ， トミニカ共和国，小 

アンティル諸島， トリニタード），メキシコ中部，ホンシュラス，コスタリカか 

らベネスエラ， ペルー， ホリヒア， フラシルに及ぶ。 さらにフロリタ諸島に自 

生し, フロリダ南部に導入されている。本種は熱帯西アフリカの8 か国にも見 

られるか，これらは中央アメリカから導入されたものである。 

本種はプェルトリコでは，元々は海岸近くの平原や標高150m 程度までの山 

裾の構成樹種であったか，現在は山地上部を除いた森林地帯の道路脇，川岸, 

柵沿いに，そして放牧地て普通に見られる。 トミニカ共和国ては森林内およひ 

林縁に非常に多く，二次林ではしはしは見られる。プェルトリコても本種は二 

次林の主要構成樹種である。 
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A れαzm 乙"eγ粥 zs は Cabbage angel ・n ま た は単 に Angel ・n と して知 られ て い
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てあるか, 中には樹高 35m, 胸高直径 15m に達するものがある。板根は形成

せす,丸く平らな樹冠を形成する。葉は奇数枚 (7~25 枚 )の小葉からなる羽状

複葉で枝に互生する (図 151)。樹皮は明るい灰色て傷つけるとキャヘッのよ

うな不快な匂いを放つ。

分 布
本種は主に熱帯アメリカに分布 し, 西アフリカの一部にも分布する (図 15
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らベ ネ ス ェ ラ , ペ ル ー , ホ リヒア , フ ラ シル に及 ぶ。 さ らに フ ロ リタ諸 島 に 自

生し, フロリダ南部に導入されている。本種は熱帯西アフリカの 8か国にも見

られるか, これらは中央アメリカから導入されたものである。

本種はプエル トリコでは,元々は海岸近 くの平原や標高 150m 程度までの山

裾の構成樹種であったか,現在は山地上部を除いた森林地帯の道路脇,川岸,

柵沿いに, そして放牧地て普通に見られる。 トミニカ共和国ては森林内およひ

林縁に非常に多く, 二次林ではしはしは見られる。プエルトリコても本種は二

次林の主要構成樹種である。
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開花・結実 

花はピンクまたは紫色て，形はェンドウの花に似ており，大きさは約2 cm 

て香りかある（図15 1)。花は円錐花序で枝先に密に咲き人目を引く。各花の寿 

命は1日てあるか,個体全体ては開花期間は約30 日てあるC 花期はコスタリカ 

ては2月から4月にかけて，トリニタードては4月と10月の2回存在する。コ 

スタリカの例ては開花特性は個体の大きさて異なり， 成熟した個体の花期は3 

~4 月の1回てあるか,小さな個体ては3,-4月と7-8月の2回ある。花は自 

家不和合性を示し，自家受粉ては結実しない。受粉はコスタリカの例ては多種 

の蜜蜂によって行なわれている。 

本種は多量に種子を生産する。果実は卵型て2 5'-4cm の長さの緑色の実を 

作り，中に1個の有毒の種子を有する（図15 1)。コスタリカては果実は5月中 

旬から7月下旬にかけて熟す。種子は厚い繊維質のさやて覆われており，さや 
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図15 1 アンケリンの葉（中央），花（上左），果実（右下） 
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開花・結実

花はピンクまたは紫色て, 形はエントゥの花に似ており, 大きさは約 2cm

て香りかある (図 151)。花は円錐花序で枝先に密に咲き人目を引く。各花の寿

命は 1日てあるが,個体全体ては開花期間は約 30日てある。花期はコスタリカ

ては 2月か ら 4月にかけて , トリニター ドては 4月 と 10月の 2回存在する。コ

スタリカの例ては開花特性は個体の大きさて異なり, 成熟した個体の花期は 3

~4 月の 1回てあるか , 小 さな個体ては 3~4 月 と 7~8 月の 2回ある。 花は自

家不和合性を示し, 自家受粉ては結実しない。受粉はコスタリカの例ては多種

の蜜蜂によって行なわれている。

本種は多星に種子を生産する。果実は卵型て 25~4cm の長さの緑色の実を

作り,中に 1個の有毒の種子を有する (図 i51)。コスタリカては果実は 5月中

旬から7月下旬にかけて熟す。種子は厚 .・繊維質のさやて覆われており, さや
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と果実の表皮との間に薄く白い果肉層か存在する。果実の重さは生重て30 粒ノ 

kg（含水率53%)，乾重で50 粒／kg（含水率26%）てあった。 

コスタリカてはコウモリか本種の果実の消費者てあると同時に，種子の散布 

者てあることか観察されている。 トリニタートても主にコウモリによって種子 

散布か行われる。オウム（Aratinga sp.）も果肉部を食べる。落ちた果実は小型 

のケノシ類，葉切蟻，多くの昆虫によって果肉部分を食へられる。 

種子の取扱い 

本種は地下子葉性てあり，種子の発芽はかなり良好である。プェルトリコて 

20 個の種子を取播きしたところ全て発芽した。採取後，袋に入れて室温て保存 

し，6週間後に20 個を播いた例ては発芽率は80％てあった。 

育 苗 

苗畑て100 個すっ日向と日陰のプロソトに播いたところ，3, 4, 5 か月後には 

日向でそれぞれ36, 40, 49個か発芽し，実生の高さはそれそれ18, 28, 32cm 

23。N 

ク意ー北回帰線 
・ー、ン‘、乙． 

叱】妥 
' 

sO話ノ 
A MERIc-ノ ／ 

23"S ー～ーー‘ 南回帰線 

AFRにA 

20。N 

5。N W
一 

A：さ、 

図15 2 アンケリンの分布域 
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と果実の表皮との間に薄く白い果肉層か存在する。果実の重さは生重て 30粒/

kg( 含水率 53%), 乾重で 50粒 /kg( 含水率 26%) てあった。

コスタリカてはコウモリか本種の果実の/肖費者てあると同時に, 種子の散布

者てあることか観察 されている。 トリニター トて も主 にコウモ リによって種子

散布か行われる。オウム (A知れ%gαsp‐) も果肉部を食べる。落ちた果実は小型

のケノシ類, 葉切蟻, 多くの昆虫によって果肉部分を食へられる。

種子の取扱い

本種は地下子葉性てあり, 種子の発芽はかなり良好である。プエル トリコて

20個の種子を取播きしたところ全て発芽した。採取後,袋に入れて室温て保存

し,6 週間後に 20個を播いた例ては発芽率は 80% てあった。

育 苗
苗畑て 100個すっ日向と日陰のプロソトに播 いたところ,3,4,5 か月後 には

日向でそれぞれ 36,40,49 個か発芽 し, 実生 の高 さはそれそれ 18,28,32cm
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であった。日陰では13, 17, 33個か発芽し，実生の高さはそれそれ13, 28, 36 

cm てあった。稚苗を移植することはできるか， その後の生育か悪いという報 

告かトリニタートにある。 

湿潤な石灰岩地帯の林内の部分的に日陰の場所に100 か所に2個すつ直播き 

する試験を設定した。必要に応して除草と上層の伐開を行ったところ，5年後 

には稚樹の高さは06'-'12m の範囲になり，10年後の平均樹高はlm，最大樹 

高は15m になった。成長は非常に遅く，樹形は低木状て，瘠悪地の稚樹はクロ 

ロシスを示した。 

コスタリカの湿潤林では，幼樹のほうが実生稚樹よりも枯死率か高かった。 

これは幼樹か花を着けるようになり，繁殖に養分を使うことによって活力や耐 

性か喪失したためと考えられる。 

適 地 

本種は広い範囲の立地に適応している。 メキシコては貧栄養の乾いた粘土地 

帯のみならす砂地にも生育している。キューバ南海岸の渓谷では，波打ち際を 

除いた海岸から標高約1,000m まてにわたって生育している。 カイアナては沼 

沢地や湿地林に通常生育する。 

本種は半湿潤から多湿に及ふ広い範囲の霜の降りない気候帯に適応してい 

る。プェルトリコては年平均気温か23--'25℃の地域に，カリフ諸島ては年平均 

気温か22-26℃の地域に生育している。 

プェルトリコでは平均年間降水量か4,000mm の多湿林およひ平均年間降水 

量か1, 530mm の乾燥林において本種の生育は確認されており，平均年間降水 

量か1,000'-1,800 mm てあるコロンヒアやヘネズエラの乾燥林においても本種 

は生育している。 

植 栽 

初期の成長か悪いためプェルトリコては1950年代以降，本種は人工造林用 

樹種としては考慮されていない。 

更 新 

本種は萌芽性に優れているか，根萌芽は行わない。根の深さは標準的である。 

根には大きなコフかあり，窒素固定能力を有する。 
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コスタリカの湿潤林では, 幼樹のほうが実生稚樹よりも枯死率か高かった。

これは幼樹か花を着けるようになり, 繁殖に養分を使うことによって活力や耐

性か喪失したためと考えられる。

適 地
本種は広い範囲の立地に適応している。メキシコては貧栄養の乾いた粘土地

帯のみならす砂地にも生育 している。キューバ南海岸の渓谷では, 波打ち際を

除いた海岸から標高約 1,00om まてにわたって生育 している。 カイアナては沼

沢地や湿地林に通常生育する。

本種は半湿潤から多湿に及ふ広い範囲の霧の降りない気候帯に適応してい

る。プエルトリコては年平均気温か 23~2 ずC の地域に,カリフ諸島ては年平均

気温か 22~260C の地域 に生育 している。

プエルトリコでは平均年間降水量が 4,00omm の多湿林およひ平均年間降水

量か 1,530mm の乾燥林において本種の生育は確認されており,平均年間降水

量か 1,000~1,800mm てあるコロンヒアやヘネズエラの乾燥林 において も本種

は生育している。

植 栽
初期の成長か悪いためプエルトリコては 1950年代以降, 本種は人工造林用

樹種としては考慮、されていない。

更 新

本種は萌芽性に優れているか,根萌芽は行わない。根の深さは標準的である。

根には大きなコフかあり, 窒素固定能力を有する。
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本種は発芽に日陰を要求し，比較的耐陰性かあるか林内ては林冠キャソプの 

方か生育は良好てある。 

プェルトリコのLuquillo 山の標高の低いところにある4 ha の試験地におい 

て，Angehn は比較的まれな樹種て，個体密度ては28 番目，胸高断面積合計と 

材積てはそれそれ25番目てあった。コスタリカのCorcovacla 国立公園でも本 

種は比較的まれな樹種て，平均の成熟個体密度はhaあたりてはわすかに23 

個体てあった。 

成 長 

Angelin に関する成長の記録はわすかてある。プェルトリコの例ては，植栽 

後9年間ての平均樹高成長はわすか02 rn/yrてあり，平均直径成長は028 

cm/yrであった。二次林ての直径成長は0 L-'0 16cm/yrてあった。 

ト リニタートては最初の3年間の平均樹高成長は約08 rn/yrてあり， 

Angelin は生育初期において成長の遅い樹種とされている。 

病虫害 

辺材部分は辺材変色菌によって変色を受けやすい。辺材部分はまた小型の穿 

孔虫， ヒラタキクイムシ科甲虫に攻撃されやすく， シロアリに対する抵抗性を 

持たない。心材部分は腐朽菌や昆虫に対して抵抗性を持つか乾材シロアリに対 

してはわすかはかりの抵抗力しかない。コスタリカては本種の材は地面や水に 

接しているときは腐りにくく，昆虫の害に対しては抵抗性かあるか，海生の穿 

孔虫に対する抵抗性はそれほとてない。 

種子は特に親木の下でソウムシの仲間（Cleogonus spp ）によって食害を受 

ける。トリニタードではAngehn の種子は主要な病害は受けないか，果実食性 

の蝿によって頻繁に穿孔の害を受ける。 プェルトリコては野ネスミか多くの実 

生の幹を切断する。 

用 途 

本種の材は堅く，比重は063g/crn3，辺材部は明るい茶色てある。黒と白の 

繊維による縞模様は魅力的な外観を呈するか，平らで滑らかな表面を形成させ 

るのは難しい。釘は容易に刺さり，接着剤の付きも良好てあるか，材の光沢に 

欠ける。中庸度の速さによる材の乾燥は材の品質を大きく落とすことなく，手 

ヱ29

本種は発芽に日陰を要求し,比較的耐陰性かあるか林内ては林冠キャンプの

方か生育は良好てある。

プエル トリコの Luqulllo 山の標高の低 いところにある 4ha の試験地におい

て,Angel・n は比較的まれな樹種て,個体密度ては 28番目,胸高断面積合計と

材積てはそれそれ 25番 目てあった。コスタリカの Corcovada 国立公園で も本

種は比較的まれな樹種て, 平均の成熟個体密度は ha あたりてはわすかに 23

個体てあった。

成 長
Angel・n に関す る成長の記録 はわすかてある。プエル トリコの例ては, 植栽

後 9年間ての平均樹高成長はわずか 02m/yr てあり, 平均直径成長は 028

cm/yr であった。二次林ての直径成長 は 01~016cm/yr てあった。

トリニター トては最初の 3年間の平均樹高成長は約 08 m/yr てあり,

Angel・n は生育初期において成長の遅い樹種とされている。

病虫害
辺材部分は辺材変色菌によって変色を受けやすい。辺材部分はまた小型の穿

孔虫, ヒラタキクイムシ科甲虫に攻撃されやすく, シロアリに対する抵抗性を

持たない。心材部分は腐朽菌や昆虫に対して抵抗性を持つか乾材シロアリに対

してはわすかはかりの抵抗力しかない。コスタリカては本種の材は地面や水に

接しているときは腐りにくく, 昆虫の害に対 しては抵抗性かあるか, 海生の穿

孔虫に対する抵抗性はそれほとてない。

種子は特に親木の下でソウムシの仲間 (Czeogoれ“sspp ) によって食害を受

ける。 トリニター ドでは Angel・n の種子 は主要な病害 は受 けないか , 果実食性

の蝿によって頻繁に穿孔の害を受ける。プエルトリコては野ネスミか多くの実

生の幹を切断する。

用 途
本種の材は堅く, 比重は 063g/cm3, 辺材部は明るい茶色てある。黒と白の

繊維による縞模様は魅力的な外観を呈するか,平らで滑らかな表面を形成させ

るのは難しい。釘は容易に刺さり, 接着剤の付きも良好てあるか, 材の光沢に

欠ける。中庸度の速さによる材の乾燥は材の品質を大きく落とすことなく, 手
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作業または機械による加工を容易にする。 

本種は木目と色の美しさから高級家具材やさしもの細工に使われている。他 

の用途として，ろくろ細工， ヒリヤートのキュー，傘の柄，杖，荷車の車輪， 

杭，線路の枕木，橋用材，ホート用材等か挙けられる。プェルトリコてはかつ 

ては家具やキャヒネノト用として使われていたか，大きなサイスの材か手に入 

らなくなったため，今は柵用の杭や支柱として使われている。 

本種はその花の美しさから鑑賞用としても植えられている。またコーヒーの 

日除けとして植えられており，蜂蜜採取用としても優れている。 

種子はアルカロイド系の毒を有する。樹皮は駆虫剤，下剤，麻酔剤として使 

われてきた。本種は広い範囲の立地に適応しており多量の種子を生産する。 

文 献 

Weaver, P L (1989) Tropical Silvics Series No 20, Institute of Tropical Forestry, 

Southern Forestry Experiment Station, USDA Forest Service 

Little, EL , Jr & FH Wadsworth (1964) Common trees of Puerto Rico and the 

Virgin Islands USDA Forest Service, Washington, D C , 548 pp 

　　　

作業または機械による加工を容易にする。

本種は木目と色の美しさから高級家具材やさしもの細工に使われている。他

の用途 として, ろくる細工 , ヒリヤー トのキュー, 傘の柄 , 杖 , 荷車の車輪 ,

杭 , 線路の枕木 , 橋用材 , ホー ト用材等が挙げ られる。プエル トリコてはかっ

ては家具やキャヒネノト用として使われていたが, 大きなサイスの材か手に入

らなくなったため, 今は棚用の杭や支柱として使われている。

本種はその花の美しさから鑑賞用としても植えられている。またコーヒーの

日除けとして植えられており, 蜂蜜採取用としても優れている。

種子はアルカロイド系の毒を有する。樹皮は駆虫剤, 下剤, 麻酔剤として使
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16. クアナ カ ステ (Guanacaste)

学 名 βれ彰70お肉α粥 け doc αゆ "m(Jacq)Gr ・seb

マメ科ネムノキ亜科

大住 克博

クァナカステは, その果実の形 より, 別名 Earpod-tree( 耳たぶ豆の木の意 )

とも呼はれる中米起源の大高木である。 中米ては, Gen・zero, Cara caro,

Huanacaxtle な と とよは れ る。

クァナカステは, 熱帯落葉樹林, 半落葉樹林の巾ては最大の樹木の iってあ

り,孤立木は,胸高直径 3m, 樹高は 40m 近 くに達する。亜熱帯乾燥林帯では

極相種となるか,亜熱帯常緑林,半常緑林およひ熱帯湿潤林帯ては撹乱地を選

んて生育する。5,6 対の羽片て構成される 2回羽状複葉を持つ (図 161)。種子

は暗褐色の奇妙に巻き込んたさや (英) に収まっている。通常単幹て, 板根は

小さいか, 太い根を周囲 2~3m にわたって地表に這わせる。樹冠が大きく広

かるため, 牧草地における家畜の被陰樹, 公園樹, 街路樹として植えられ, ま

た, 種子は家畜の飼料にもなる。

1変種 (お り czocαゆ“m var peの粥) かある。 アマソン流域 に自生す る E

scれomb“7gz扇ま, 現在は別種とされている。熱帯地域の街路樹として知られる

　　 　 　

・一 ′

図 161 クァナカステの複葉と花 (左), 果実 (右下)(Francls i988)
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レインツリー(Samanea saman）に近く，同属ともされる（その場合，レイン 

ツリーはEnterolobんm saman となる）。 さらに， 日本のネムノキ (Albたja 

julibrissin) にも近縁で，Sarnanea 属自体をA Ibiz彪属に含めることもある。 

染色体数は2n=26 (13）である。 

分 布 

中部メキシコ （23。 N ）からブラジル北端（70 N ）に至る地域の，森林からサ 

バンナに自生する。 また，カリブ海周辺や，他の熱帯域でも，広く被陰樹とし 

て植栽されてる。E●1ルroルbium 属は，中米から南米に6ないし7種分布する。 

開花と結実 

グアナカステは，その小さな白い花を，葉の基部に，群状あるいは頭状に着 

ける。開花は，乾季の後の新葉展開期に起こり，中米では3-4月である。開花 

開始年齢は不詳であるが，プェルトリコの例では，26年生の造林地でも開花は 

観察されていない。果実は光沢のある暗褐色のさやが，片方の稜の側に環型に 

巻き込み，人の耳に似た形をしている。直径は7 -12cmで，8 -16 個の種子を 

含む。種子は一年以内に熟し翌3-.,4月に落下する。果実は甘い果肉を持ち，牛 

などの草食動物に大量に食べられるd 一本の木からt～数kgの種子を生産す 

るo 

種子の取扱い 

1 kg当たりの種子数は，1.3-1.9 cm の大きさの種子の場合で，約1,100 個で 

ある。種子はよく保存に耐える。発芽させるためには，石臼でひいたりして厚 

い種皮に傷をつけ，胚が吸水できるようにする必要がある。熱湯に短時間浸し 

ても良い。野外では，牛や馬や野生の有蹄類に食べられ，消化されることが， 

種皮の処理と遠方への散布に役立っている。 ネズミ類が皮をかじった後貯食す 

る行動も，発芽に一役かっている。種子は吸水後間もなく発芽を開始し，その 

多くは，播種後4日目ごろに発芽する。発芽率は 84％が記録されたことがあ 

る。苗床への播種も，林地への直接の播種も行われているが，湿ったピートに 

播種し，表土を1-2cm 覆う方法が良いとされる。 
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レインツ リー (Sの'zmz郷 sαmαれ) に近 く, 同属 ともされる (その場合 , レイン

ツリーは E'zfgm‘obi“m 肌フ72α77となる)。 さ らに, LI本のネムノキ 仏 の迄iQ

ノ2成りγZssi")にも近縁で,S のれ伽伽 属自体を Aの腐れ属に含めることもある。

染色体数は 2n=26(13) である。

分 布
中部メキシコ (23oN) からブラジル北端 (7oN) に至る地域の, 森林からサ

バンナに自生する。また, カリブ海周辺や, 他の熱帯域でも, 広く被陰樹とし

て植栽されてる。E72‘8のZo鰯2"れ厩は, 中米から南米に 6ないし7種分布する。

開花と結実

グァナカステは, その小さな白い花を, 葉の基部に, 群状あるいは頭状に着

ける。開花は,乾季の後の新葉展開期に起こり, 中米では 3~4 月である。開花

開始年齢は不詳であるが, プエルトリコの例では,26 年生の造林地でも開花は

観察されていない。果実は光沢のある暗褐色のさやが, 片方の稜の側に環型に

巻き込み,人の耳に似た形をしている。直径は 7~12cm で,8~16 個の種子を

含む。種子は一年以内に熟し翌 3~4 月に落下する。果実は廿い果肉を持ち,牛

などの草食動物に大量に食べられる。一本の木から 1~ 数 kg の種子を生産す

る。

種子の取扱い
lkg 当たりの種子数は,1.3~1.9cm の大 きさの種子の場合で , 約 1,100個で

ある。種子はよく保存に耐える。発芽させるためには, 右日でひいたりして厚

い種皮に傷をつけ,騒が吸水できるようにする必要がある。熱湯に短時間浸し

ても良い。野外では, 牛や馬や野生の有蹄類に食べられ, 消化されることが,

種皮の処理と遠方への散布に役立っている。ネズミ類が皮をかじった後貯食す

る行動も, 発芽に一役かっている。種子は吸水後間もなく発芽を開始し, その

多くは,播種後 4日目ごろに発芽する。発芽率は 84% が記録されたことがあ

る。苗床への播種も, 林地への直接の播種も行われているが, 湿ったビートに

播種し, 表土を 1~2cm 覆う方法が良いとされる。
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育 苗 

実生は直根を持ち，地上子葉性である。成長は速く,発芽後6か月，樹高50 

cm に達した段階で山出しが可能となる。実生は特に被陰を必要としない。ま 

た乾燥に強い。ポット苗やスタンプ苗が，裸根苗よりも良い活着を示す。メキ 

シコでの例では，ポット苗の活着率は77％であった。接木,挿木については不 

明である。 

適 地 

グアナカステは広範な立地に生育している。自生地の年平均気温は23-28C 

であるが，ある程度耐霜性があり，フロリダでは降霜地域でも生育する。低標 

高地に多いが，コスタリカでは900m まで分布し，L100 m まで植栽される。普 

通1~6か月の乾季を持つ地域に自生する。年降水量750 mnlから2,000 mm の 

地域が植栽に適当とされている。 プェルトリコでは，年降水量2,500 mm 以下 

が健全な生育域とされている。 

アルカリ土壌，石灰岩土壌にも耐え，プェルトリコでの植栽例ではpH 5.0で 

も良好な生育を示した。深い中性の土壌が最適であると考えられるが，風化し 

たウルティソル（Ultisols) 土壌，湿った厚い粘土層，砂混じりの浅い粘土層を 

持つ多孔質の石灰岩上などでもよく生育する。しかし，過湿を嫌い，水湿地で 

は小高い排水のよい場所に群生する。通常は平坦か緩やかな起伏を持つ地形に 

見られることが多いO グアナカステには窒素固定能力があることが報告されて 

いる0 

植 栽 

ポット苗やスタンプ苗を使用しての植栽が，活着率の良さから勧められてい 

るが，林地への直播きも行われる。稚樹の耐陰性は低いので，植っけ初期の下 

刈が不可欠である。 ホンデュラスでは3mX3m，あるいは4mX4m 間隔の植 

えつけが推賞されている。 

更 新 

天然更新はいくつかの原因で難しいとされる。種子は草食動物によって食べ 

られ散布されるが，同時に発芽した実生も彼らにより食害されてしまう。また 

動物の踏み荒し，野火,強度の被陰，極度の乾燥，草本との競争も，更新を阻 

　　　

育 苗
突生は直根を持ち,地上子葉性である。成長は速く,発芽後 6か月,樹高 50

cm に達した段階で山出しが可能となる。実生は特に披陰を必要としない。ま

た乾燥に強い。ポット苗やスタンプ菌が, 裸根苗よりも良い活着を示す。メキ

シコでの例では, ポット菌の活着率は 77% であった。接木,挿木については不

明である。

適 地
グァナカステは広範な立地に生育している。自生地の年平均気温は 23~2 ずC

であるが, ある程度耐霜性があり, フロリダでは降霜地域でも′に育する。低標

高地に多いが,コスタリカでは 90om まで分布し,1,loom まで植栽される。普

通 1~6 か月の乾季を持つ地域にロ生する。年降水量 750mm から 2,00omm の

地域が植栽に適当とされている。 プエルトリコでは, 年降水量 2,500mm 以下

が健全な生育域とされている。

アルカリ土壌,石灰岩土壌にも耐え, プエルトリコでの植栽例では pH5.0 で

も良好な生育を示した。深い中性の土壌が最適であると考えられるが,風化し

たウルティソル (U1tisoーs)土壌,湿った厚い粘土層,砂混じりの浅い粘土層を

持っ多孔質の石灰岩上などでもよく生育する。しかし,過湿を嫌い,水湿地で

は小高い排水のよい場所に群生する。通常は平坦か緩やかな起伏を持つ地形に

見られることが多い。グァナカステには窒素固定能力があることが報告されて

い る。

植 栽
ポット苗やスタンプ苗を使用しての植栽が, 活着率の良さから勧められてい

るが, 林地への直播きも行われる。雅樹の耐陰性は低いので, 植つけ初期の下

刈が不可欠である。ホンデュラスでは 3m ×3m, あるいは 4m ×4m 間隔の植

えつけが推賞されている。

更 新
天然更新はいくつかの原因で難しいとされる。種子は草食動物によって食べ

られ散布されるが, 同時に発芽した実年も彼らにより食害されてしまう。また

動物の踏み荒し, 野火,強度の披陰,極度の乾燥,草本との競争も,更新を阻
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害する要因となっている。 

萌芽力は旺盛で，大径木でも伐採すれば萌芽する。またポラード法（頭木更 

新）も可能である。一方，巻き枯らしを目的とした環状剥皮は，剥皮位置より 

下から盛んに萌芽するため，効果的ではない。 

成 長 

グアナカステは早生樹種として著名であるが，天然林での成長を記録した資 

料はない。コスタリカでは，林分内の大きな個体が，胸高直径190 cm，枝下高 

15 m を記録している。しかし，グアナカステの生育密度は低いのが普通で，一 

般にha当たりの蓄積は低い。人工林については，僅かに断片的な記録がある 

（表16.1)。一般に，稚樹が林分内で優占していくにつれ，直径成長も大きく増 

加するという成長経過をたどる。グアナカステは放牧地，公園，大庭園の被陰 

樹としてよく植栽されるが，このように単木状に植栽された場合の成長は極め 

て早く，直径成長が年に10cm を上回ることもある。単木状の場合，プェルト 

リコでの最大例は，胸高直径2.4m，樹高39 m で,樹齢は50 -80年と推定され 

ている。 中米全体では胸高直径3m 樹高40 m に達する記録がある。 耐陰性が 

低いので，ホンデュラスでは，25--35年問隔の間伐が推賞されている。枝打ち 

により枝下高と幹の形状が改善できる。 

表16.1 中米におけるグアナカステ人工林の成長（Frands 1988) 

平 均 

国 名 林 齢 樹高 甑 生存率 摘 要 

(m) (cm) (%) 

メキシコ 8.5 7.1 10.8 69 

メキシコ 8.5 7.6 11.9 75 

メキシコ 8.5 8.3 13.2 81 

メキシコ 8.5 7.8 13.4 81 

コスタリカ 8.0 11.4 16.6 低い 

コスタリカ 7.5 10.4 12.7 低い 

コスタリカ 8.0 8.1 11.5 

プェルトリコ 5.0 6.0 79 花崗岩地帯，他樹種との混植 

プェルトリコ 25.0 18,0 4.2 24 石灰岩地帯,他樹種との混植 

最大個体DBH=84cm, H =24m 

Francis (1988）より引用 

なっている。

萌芽力は旺盛で,大径木でも伐採すれば萌芽する。またポラード法 (頭木更

) も可能である。一方,巻き枯らしを目的とした環状制皮は,制皮位置より

から盛んに萌芽するため, 効果的ではない。

長
グァナカステは早生樹種として著名であるが,天然林での成長を記録した資

まない。コスタリカでは,林分内の大きな個体が,胸高直径 19ocm, 枝下高

m を記録している。しかし, グァナカステの生育密度は低いのが普通で,一

こha 当たりの蓄積は低い。人工林については, 僅かに断片的な記録がある

16,1)。一般に, 稚樹が林分内で優占していくにつれ, 直径成長も大きく増

るという成長経過をたどる。グアナカステは放牧地, 公園, 大庭園の被陰

としてよく植栽されるが, このように単木状に植栽された場合の成長は極め

‐く, 直径成長が年に 1ocm を上回ることもある。単木状の場合, プエルト

コでの最大例は,胸高直径 2,4m, 樹高 39m で,樹齢は 50~80 年と推定され

、る。中米全体では胸高直径 3m 樹高 40m に達する記録がある。耐陰性が

、ので, ホンデュラスでは,25~35 年間隔の間伐が推賞されている。枝打ち

り枝下高と幹の形状が改善できる。

表 16.1 中米におけるグァナカステ人工林の成長 (Francis l988)

平 均
国 名 林 齢 樹高 鰹 生存率 摘 要

(m) (Cm) (%)

キ シ コ 8.5 7.1 10.8 69

キ シ コ 8.5 7.6 11.9 75

キ シ コ 8,5 8.3 13.2 81

キ シ コ 8,5 7.8 13.4 81

スタ リカ 8.○ 11・4 16.6 低 い

スタ リカ 7,5 10・4 12.7 低い

ス タ リカ 8,0 8.1 11.5

トリコ 5.0 6.0 79 花岡岩地帯, 他樹種との混植

トリコ 25.0 18,0 4.2 24 石灰岩地帯, 他樹種との混植

最大個体 DBH=84cm,H=24m

Francis(1988) より引用
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病虫害 

重大な病虫害は知られていない。 しかしプェルトリコでは，根腐れ，板根の 

腐朽, こぶなどが,山火事後に発生すると報告されている。中米では，フザリ 

ウム菌（凡‘sariurn perniciosum）による萎凋病が知られている。この罹病木は， 

樹皮の裂け月から黄色の液体を分泌し,二次的に様々な穿孔虫を罹病部に集め 

る。被害を受けた大枝は，突然自重で落下し危険なので，速やかに除去すべき 

であるという。 グアナカステの枝は，病害を受けなくとも風に折れ易い。実生 

には，さび病菌の一種留avenel記 lagerheimれna）が加害することが知られて 

いる。 

自生地では, タマバェの一種(A sphonciylia enルγolibii) によって，花が被害 

をうける。コスタリカでは吸汁性昆虫（Um bonia crassicorni, カメムシ目の1 

種）の加害が知られている。グアナカステの種子は，2％のアルビジンと1％の 

ピペコリン酸を含むにもかかわらず,多くの動物に食害される。種子を食害す 

るカミキリムシとしてはL0ph0加eum timbouvaeが知られている。コスタリカ 

では，ゾウムシ(Stator generalお）が，土壌中で休眠している種子を食害する。 

若く青い種子は，オウム類が好んで食べる。種子食のネズミ（トゲポケットネ 

ズミ属：Liomys salvini）は，その個体数が多ければ，地表に落下した種子のほ 

とんどを食べ尽くしてしまう。ペッカリー（イノシシ）も種子を食べる。 グア 

ナカステの辺材部は，伐採後腐り易く，また虫も入り易い。 しかし，心材は腐 

りにくく，おそらくシロアリにも強い。ただし，シロアリに耐性がないとの報 

告もある。 

特殊用途 

グアナカステ材は広い用途を持つ。 白い辺材と褐色あるいは赤褐色の心材は 

明瞭に分かれていて，クルミ材に似た色調を示す。材は粗く，交錯木理をもち， 

堅く，中庸な耐久性がある。比重はO.34-O.6 と，報告によって異なる。乾燥速 

度は大変緩慢で，乾燥によりやや歪み，乾裂する。収縮率は，柾目方向で2%, 

板目方向で5.2％である。材の加工は容易であるが，アテ材はけばだちやすい。 

材は，タンス，家具，パネル材,ベニャ板，建築材，置物，台所用品等に使用 

される他，耐水性に優れるため，水槽,丸木舟，造船にも使用される。杭,薪， 

低質な炭としても利用される。生立木の最大の用途は，放牧地における家畜へ 

の日陰の提供である。 また種子やさや，さらに花や葉も，家畜の餌となる。中 
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病虫害
重大な病虫害は知られていない。 しかしプエルトリコでは, 根腐れ, 板根の

腐朽, こぶなどが, 山火事後に発生すると報告されている。中米では, フザリ

ウム菌 (お服飾粥mp8γ72icios2‘m) による萎凋病が知られている。この榊病木は,

樹皮の裂け目から黄色の液体を分泌し,二次的に様々な穿孔虫を雁病部に集め

る。被害を受けた大枝は,突然自重で落下し危険なので,速やかに除去すべき

であるという。グァナカステの枝は, 病害を受けなくとも風に折れ易い。実生

には, さび病菌の一種 (尺御鋤郷如卿gamei'mα'm) が加害することが知られて

い る。

[ 生地では, タマバエの一種 (ASPねのzdy‘彰 8れ解〆oはb‘Z)によって , 花が被害

をうける。コスタリカでは吸?十性昆虫 (びmゎの2彰α餅sicαmi, カメムシ目の 1

種)の加害が知られている。グァナカステの種子は,2% のアルビジンと 1% の

ピペコリン酸を含むにもかかわらず, 多くの動物に食害される。種子を食害す

るカ ミキ リムシとしては Lopねopoem'" ≠“2.bow仰 が鍋」られている。コスタリカ

では, ゾウムシ (S如‘oγ肥′287ロ鯨 )が,土壌中で休眠している種子を食害する。

若く青い種子は, オウム類が好んで食べる。種子食のネズミ (トゲポケットネ

ズミ属 :Lzo加節 賜物Z“≧)は,その個体数が多ければ,地表に落下した種子のほ

とんどを食べ尽 くしてしまう。ペッカリー (イノシシ) も種子を食べる。グァ

ナカステの辺材部は, 伐採後腐り易く, また虫も人り易い。しかし, 心材は腐

りにくく, おそらくシロアリにも強い。ただし, シロアリに耐性がないとの報

告もある。

特殊用途
グアナカステ材は広い用途を持つ。白い辺材と褐色あるいは赤褐色の心材は

明瞭に分かれていて, クルミ材に似た色調を示す。材は粗く,交錯木理をもち,

堅く,中庸な耐久性がある。比重は 0.34~0.6と,報告によって異なる。乾燥速

度は大変緩慢で,乾燥によりやや歪み,乾裂する。収縮率は, 柾目方向で 2%,

板日方向で 5‐2% である。材の加工は容易であるが, アテ材はけばだちやすい。

材は, タンス, 家具, パネル材, ベニヤ板, 建築材, 置物, 台所用品等に使用

される他,耐水性に優れるため,水槽,丸木舟,造船にも使用される。杭,薪,

低質な炭としても利用される。IE立木の最大の用途は,放牧地における家畜へ

の日陰の提供である。また種子やさや, さらに花や葉も, 家畜の餌となる。中
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米ではコーヒーの被陰木としても植えられることもある。住民は未熟なさやを 

野菜として料理する。種子は煎ったり煮たりして食べる他，粉にひいて，小麦 

粉と混ぜて利用する。皮付きの種子は35％のタンパク質を含む0 果実と樹皮は 

タンニンを含み,石鹸作りに利用される。傷害を受けた樹皮から分泌されるゴ 

ム質は, アラビアゴムの代用になる。樹皮から風邪や気管支炎の民間薬が得ら 

れる。 

文 献 

Franejs, J. K . (1988) EnルrQルbiilrn cyclocarpum (Jacq.) Griseb. ITF Tropical Silvics 

Series, No. 15, SO-ITF-SM--15, 4pp. 

　　　

米ではコーヒーの被陰木としても植えられることもある。住民は未熟なさやを

野菜として料理する。種子は煎ったり煮たりして食べる他, 粉にひいて, 小麦

粉と混ぜて利用する。皮付きの種子は35% のタンパク質を含む。果実と樹皮は

タンニンを含み,石鹸作りに利用される。傷害を受けた樹皮から分泌されるゴ

ム質は, アラビアゴムの代用になる。樹皮から風邪や気管支炎の民間薬が得ら

れる。

文 献
Francis,J,K,(1988) β?粥 川 Zの Z2‘耀 け c‘"" ゆ z〃“ (Jacq,)Griseb.ITFTropicaI Silvics

Series,No.15,S0 ‐ITF-SM ‐15,4pp.
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17． グアマ（Guam a) 

学名：Ingafagifolia (L.) Wilid. 

マメ科ネムノキ亜科 

千葉 幸弘 

伽ga fagifolia は一般に，guama （スペイン語）, sweet-pea またはSpanish 

oak（英語）,poisdoux（フランス語）として知られており，中程度のサイズの 

常緑樹で，西インド諸島のアンティル列島（the Greater Antilles）が原産地で 

ある。湿潤な森林に見られる樹種で，特に二次林でよく認められる。いまだに 

コーヒーの被陰木としてある程度利用されるほか，用材としても利用されてい 

る。んgo は熱帯アメリ力にある200 種ほどの樹種の属名で，Inga laurina はグ 

アマのシノニムである。 

分布域 

グアマの天然分布域は，野生化しているキューバを除くアンティル列島（the 

Greater Antilles）で，バージン諸島，アンティグア(Antigua) ，サバ（Saba), 

セ ン ト キ ッ ツ（St. Kitts)，モ ンセ ラ （Montserrat) ，ガ ド ルー プ 

(Guadeloupe) ，マリーガラント （Marie Galante)， ドミニカ（Dominica) ，マ 

ルティニク （Martinique) ， セントヴィンセント （St. Vincent) ， グレナダ 

(Grenada) ，小アンティル列島(the Lesser Antilles）の バルバドス（Barba-

dos),およびトリニダード（Trinidad) である（図17. 1)。通常ベネズェラでグ 

アマの分布域とされるのは，Inga でも他の種の分布域であり，それはメキシコ 

や中央アメリカでかつてグアマと見なされていた種の分布域である。 

グアマは年間平均降水量が1,400-3,500 mm の湿潤な森林に生育する。本種 

は，常時あるいは断続的に水流の見られる河道に沿った比較的乾いた沖積土に 

も生育する。 グアマが生育する島嶼のほとんどは 3 か月以下の乾季があるこ 

とをその特徴とする。 グアマの天然分布域の年平均気温はおおむね緯度に沿っ 

て23-26℃の範囲にある。気温が32℃を超えたり，15C以下になることはほ 

とんどなく天然分布域で霜が観測されたことはない。 

グアマは，砂質および粘土質をも含めた広範囲の土壌および立地によく生育 

する。 また多様な母材に由来する土壌にも生育し，少なくともpH 5程度およ 

17. グアマ (Guama)

学名 :魔仰 角gがo‘幻 (L,)Willd

マメ料.ネムノキ亜科

千葉 幸弘

加gα如 gがo‘ね は一般に,guama( スペイ ン語 ),swcct-pea または Spanish

oak (英語),poisdoux( フランス語) として知られており,中程度のサイズの

常緑樹で,西インド諸島のアンティル列島 (theGreaterAntilies) が原産地で

ある。湿潤な森林に見られる樹種で, 特に二次林でよく認められる。いまだに

コーヒーの被陰木としてある程度利用されるほか, 用材としても利用されてい

る。み2goは熱帯アメリカにある 200種ほどの樹種の届名で,ぁzgα卿“““αはグ

アマのシノニムである。

分布域
グァマの天然分布域は,野生化しているキューバを除くアンティル列島 (the

Greater Antilles) で , バ ー ジ ン諸 島 , ア ンテ ィグア (Antigua), サ バ (Saba),

セ ン ト キ ッ ツ (St. Kitts), モ ン セ ラ (Montserrat), ガ ド ル ー プ

(Guadeloupe), マ リー ガ ラ ン ト (MarieGalante), ド ミニ カ (Dominica), マ

ルティニク (M artinique), セ ントヴィンセン ト (St.Vincent), グレナダ

(Grenada), 小 アンティル列島 (theLcsserAntilles) の バルバ ドス (Barba ‐

dos), およびトリニダード (Trinidad)である (図 17.1)。通常ベネズエラでグ

ァマの分布域とされるのは,加gq でも他の種の分布域であり, それはメキシコ

や中央アメリカでかつてグアマと見なされていた種の分布域である。

グァマは年間平均降水量が 1,400~3,500mm の湿潤な森林に生育する。本種

は,常時あるいは断続的に水流の見られる河道に沿った比較的乾いた沖積土に

も生育する。 グァマが生育する島蜘のほとんどは 3か月以下の乾季があるこ

とをその特徴とする。グァマの天然分布域の年平均気温はおおむね緯度に沿っ

て 23~26 ℃の範囲にある。気温が 32℃を超えたり,15 ℃以下になることはほ

とんどなく天然分布域で霜が観測されたことはない。

グァマは,砂質および粘土質をも含めた広範囲の土壌および立地によく生育

する。また多様な母材に由来する土壌にも生育し, 少なくともpH5 程度およ
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図17,l グアマの天然分布図 

び若干低レベルの交換性陽イオン濃度の土壊がグアマにとって適当とみられ 

る。土壌の水はけはほとんど問題にしないが，湿地はよくない。降水量が少な 

い地域では，砂質土，やせた岩石質，または土壌深が浅く，過度に水はけのよ 

い場所は適当でない。グアマは,悔抜高数m--1,000 m 以上の急斜地および平 

坦地に生育する。 

関連する森林植生 

Wadsworth (1951）によると，Dacryodes excelsa（カンラン科）, Euルゆe 

globosa（ヤシ科）,Cecn叫1a schreberiana（クワ科）,Micl・opholis garcinifolia 

（アカテツ奉D,Sloanea berteriana（シナノキ科）, cynua racemiflora, Mag-

nol加功lendens が優占する亜熱帯湿潤林では，全立木3,100本のうちグアマは 

72 本を占めるに過ぎない。Cyrilla racem認ora, Micropho lis garcinifohia およ 

びMagnolia 功lendensが優占するもう1つの亜熱帯湿潤林では3,400 本中28 

本だった。放棄されたコーヒーの被陰プランテーションから生じた二次林にお 

ける主たる構成樹種は，グアマのほかlnga vera, Guarea gu掘afia（センダン 

科）,Andira 訊ermis, Cecropia schreber加na などである。 

開花・結実・種子 

花穂は白くブラシ状で長さは8--- 15 crl 程度，1個または2 個生じる。偏平な 

さやは長さ6--' 12cm，幅2 --3cm で,中に数個の種子を有する。個体によって 

Z38
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図 17.1 グァマの天然分布図

び若干低レベルの交換性陽イオン濃度の土壌がグァマにとって適当とみられ

る。土壌の水はけはほとんど問題にしないが, 湿地はよくない。降水量が少な

い地域では, 砂質土, やせた岩石質, または土壌深が浅く, 過度に水はけのよ

い場所は適当でない。 グァマは, 海抜高数m~1,00om 以上の急斜地および平

坦地に生育する。

関連する森林植生
Wadsworth(1951) によると,D 健かodesex αおα (カンラン科 ),E" ‘8ゆ 8

g‘obosα (ヤシ科 ),Cec7op 幻 s嘘だわ" われα (クワ科 ), 肌 ZCropね〆Zsg御 c虜新o‘ね

(アカテッ科 ),SZ0 αれ鋤 彰 "の餌〃α (シナノキ科 ),C 野辺αプロcgm 況 om,Mq 恐

れ〆ね功‘の雌鎚sが優占する亜熱帯湿潤林では, 全立木 3,100本のうちグァマは

72本を占めるに過 ぎない。 C野辺αテロcgm 耀 om, 既に′opれo‘Zs郡冗 Zれ新o‘ね およ

び 皮ねgれ〆餌 sP誇れα鎚 sが優占するもう 1つの亜熱帯湿潤林では 3,400本中 28

本だった。放棄されたコーヒーの被陰プランテーションから生じた二次林にお

ける主たる構成樹種 は, グァマのほか力zgzzりgm,C" α惚αg“Zのればα (セ ンダン

科 ),A れαZmZ 膨れmZS CBが噂紅 肥れ〆gbeγ卿7zαなどである。

開花 ・結実・種子

花穂は白くブラシ状で長さは 8~15cm 程度,1 個または 2個生じる。偏平な

さやは長さ 6~12cm, 幅 2~3cm で, 中に数個の種子を有する。個体によって
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開花・結実の時期は一定ではないが，通年開花・結実する。増殖用の種子は， 

熟したさやを採取するか，または母樹下に落下したものを拾い集める。さやは 

成熟すると緑色から黄変ないし褐変する。外種皮は薄いが丈夫である。種子は 

乾燥すると活力を失うo プェルトリコでの1例だけであるが，種子生重lkg あ 

たりの粒数は1,120 であった。採取したのち直ちに播種するのが望ましいが, 

それがむずかしい場合には,種子を傷つけないように，さやをそのまま数日間 

冷蔵してもよい。種子の散布はコウモリと鳥類によって行われ，さやおよぴ種 

子の周りのわずかな果肉を食するようである。こうした動物が，採餌の過程で 

さやを母樹から離れた場所へ運ぶらしい。 

育 苗 

1例では，発芽は播きつけてから 5日後に始まり，17日間続いたという。プ 

エルトリコでは発芽率96%, トリニダードトバゴでは80％であった。 被陰し 

た状態で発芽した後，フタバが展開するまでに茎は6 cm 伸びた。被陰した 

ポット苗では播種後8か月で平均苗高が22cm に達した。全光下であれば苗畑 

での実生の生育期間をさらに短縮することができるであろう。野外に植栽した 

場合，速やかな成長が始まるまでに6か月程度を要していることから，他の植 

生による被圧をできるだけ避けて安全な成長を期待するためには，少なくとも 

苗高50cm に達したものを植栽したほうが無難である。グアマの小さな個体は 

萌芽するが，大きなものでは期待できない。挿木の発根性や接木の可否につい 

ては不明である。 

成 長 

湿潤林内の小さなギャップに52本のポット苗をていねいに植え込んだ例で 

は，最初の12か月で平均樹高は約lm となり，さらにim成長するのには9 

か月を要した。植栽1年後の生存率は98%, 21か月後で96％であった。プェ 

ルトリコで調べられた例では，二次林となってからかなり経過した林分のグア 

マは，18年以上にわたって約0.5cm の年平均直径成長が認められた。個体ご 

とに平均直径成長量はかなり異なり，ほとんど成長しないものから1'-'2cm の 

成長を示すものまであった。 プェルトリコで知られている最大個体のサイズ 

は，胸高直径が89.3 cm，樹高21.5m で，この個体はルキロ山にあった放棄さ 

れたコーヒーのプランテーションに被陰用として植栽されていたもので樹齢 

Z39

開花・結実の時期は一定ではないが, 通年開花・結実する。増殖用の種子は,

熟したさやを採取するか, または母樹下に落下したものを拾い集める。さやは

成熟すると緑色から黄変ないし褐変する。外種皮は薄いが丈夫である。種子は

乾燥すると活力を失う。プエルトリコでの 1例だけであるが,種子生重 lkg あ

たりの粒数は 1,120であった。採取したのち直ちに播種するのが望ましいが,

それがむずかしい場合には, 種子を傷つけないように, さやをそのまま数日間

冷蔵してもよい。種子の散布はコウモリと鳥類によって行われ, さやおよび種

子の周りのわずかな果肉を食するようである。こうした動物が,採餌の過程で

さやを母樹から離れた場所へ運ぶらしい。

育 苗
1例では,発芽は播きつけてから 5日後に始まり,17 日間続いたという。プ

エルトリコでは発芽率 96%, トリニダードトバゴでは 80% であった。被陰し

た状態で発芽した後, フタバが展開するまでに茎は 6cm 伸びた。被陰 した

ポット苗では播種後 8か月で平均苗高が 22cm に達した。全光下であれば苗畑

での実生の生育期間をさらに短縮することができるであろう。野外に植栽した

場合,速やかな成長が始まるまでに6か月程度を要していることから,他の植

生による被圧をできるだけ避けて安全な成長を期待するためには,少なくとも

苗高 50cm に達 したものを植栽したほうが無難である。グァマの小さな個体は

萌芽するが,大きなものでは期待できない。挿木の発根性や接木の可否につい

ては不明である。

成 長
湿潤林内の小さなギャップに 52本のポット苗をていねいに植え込んだ例で

は, 最初の 12か月で平均樹高は約 lm となり, さらに lm 成長するのには 9

か月を要した。植栽 1年後の生存率は 98%,21 か月後で 96% であった。プエ

ル トリコで調べられた例では, 二次林となってからかなり経過した林分のグア

マは,18 年以上にわたって約 0.5cm の年平均直径成長が認められた。個体ご

とに平均直径成長量はかなり異なり, ほとんど成長しないものから 1~2cm の

成長を示すものまであった。プエルトリコで知 られている最大個体のサイズ

は, 胸高直径が 89.3cm, 樹高 21.5m で, この個体はルキロ山にあった放棄さ

れたコーヒーのプランテーションに被陰用として植栽されていたもので樹齢
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60年生以上であった。 

グアマの耐陰性は中庸で，実生は中程度の被陰下で成長する．直播による実 

生の被陰下での成長は1年後, 2年後でそれぞれ平均樹高が36cmおよび76 

cm だった。 同様に，全光下では1年後，2年後でそれぞれ40cm, 122cm で 

あった。成木は林冠下部で驚くほどよい成長を示す。亜熱帯湿潤林で，成立後 

かなり経過した二次林のグアマは，優勢木，準優勢木，介在木，被圧木それぞれ 

の年平均直径成長量は18年以上にわたって，0.77, 0.52, 0.33, 0.19cm/y「を維 

持した。プェルトリコの二次林で実施した2段階の間伐試験によると，18年間 

で平均直径成長量は0.38 cnlから0.47 cmに増加した。 

グアマの分布域は広範だが，生育林分の胸高断面積合計に占めるグアマの割 

合は通常ほんのわずかである。例えば，プェルトリコ湿潤地域の二次林での資 

源調査によると，胸高断面積合計に対する占有率でグアマは 5番目にランク 

され,その割合は1.2％だった。 

根は深根性で絡み合う性質を持っているため， ドミニカ共和国では河Jlに堤 

防を保全する樹種として推奨されている。グアマは内生菌根を形成するととも 

に，Rhizobiunl によって根粒も形成する。グアマは樹形が良くないこ；とや市場 

価値が低いために用材林の育成および除伐の段階でグアマを除去する必要が生 

じる。 

病虫害 

プェルトリコにおけるグアマの重要な病虫害はhormiguilla と呼ばれるア 

リ（Myrm己lachおta ambigm mmulorum）で, これは生枝や樹幹内を食害・穿 

孔する。このアリ は,樹液を吸い甘い分泌液を出すアブラムシ類 

(Pseudococcus citriおよびCryptostignia 訊quil加a）をねらう。1920及び1930 

年代には特にその被害が大きく，枯死木が多発したほか，枯死しないまでも成 

長が著しく低下した。そのため被陰効果を失ったコーヒーの収量が激減し,被 

陰樹をグアマから他の樹種に転換したほどであった。グアマを食害する昆虫は 

他にも多数存在するが，概して影響は小さい。Inga vera に大きな被害を与える 

らna! deguaba」 と呼ばれる立枯病も時としてグアマに被害を及ぼすo 

プェルトリコの二次林からの挽き材を調べたところ,グアマで欠点が無かっ 

たものは38%,微害が35%，食害痕が認められる樹幹が12％だった。全材積 

のうち腐朽が認められるのはわずか8％程度と推定された。 グアマの丸太には 

60年生以上であった。

グァマの耐陰性は中庸で,実生は中程度の被陰下で成長する。直播による実

生の被陰下での成長は1年後,2 年後でそれぞれ平均樹高が 36cm および76

cm だった。 同様 に, 全光下では 1年後 ,2 年後でそれぞれ 40cm,122cm で

あった。成木は林冠下部で驚くほどよい成長を示す。亜熱帯湿潤林で,成立後

かなり経過した二次林のグァマは,優勢木,準優勢木,介在木,被圧木それぞれ

の年平均直径成長量 は 18年以上にわたって ,0.77,0.52,0.33,0.19cm/yr を維

持した。プエルトリコの二次林で実施した 2段階の間伐試験によると,18 年間

で平均直径成長量は 0.38cm から 0.47cm に増加した。

グァマの分布域は広範だが,生育林分の胸高断面積合計に占めるグァマの割

合は通常ほんのわずかである。例えば, プエルトリコ湿潤地域の二次林での資

源調査によると, 胸高断面積合計に対する占有率でグァマは 5番目にランク

され, その割合は 12% だった。

根は深根性で絡み合う性質を持っているため, ドミニカ共和国では河川の堤

防を保全する樹種として推奨されている。グァマは内生菌根を形成するととも

に,Rhizobium によって根粒も形成する。グァマは樹形が良くないことや市場

価値が低いために用材林の育成および除伐の段階でグァマを除去する必要が生

じる。

病虫害
プエル トリコにおけるグァマの重要な病虫害は hormiguilla と呼ばれるア

リ (肌 y貧m,e卿c脳 s卿αmb 客2の粥 ?ね“わ翻伽) で , これは生枝や樹幹内を食害 ・穿

孔 す る。この ア リは, 樹 液 を吸 い甘 い分泌 液 を 出す ア ブ ラム シ類

(Psgzdococc “sciz“および C甥勤 osz客フm 〆れq鯛疑れα) をね らう。 1920 及び 1930

年代には特にその被害が大きく,枯死木が多発したほか,枯死しないまでも成

長が著しく低下 した。そのため被陰効果を失ったコーヒーの収量が激減し, 被

陰樹をグァマから他の樹種に転換したほどであった。グァマを食害する昆虫は

他にも多数存在するが,概して影響は小さい。加gzz堀川 に大きな被害を与える

「mal deguaba 」と呼ばれる立枯病も時としてグアマに被害を及ぼす。

プエルトリコの二次林からの挽き材を調べたところ, グァマで欠点が無かっ

たものは 38%, 徴害が 35%, 食害痕が認められる樹幹が 12% だった。全材積

のうち腐朽が認められるのはわずか 8% 程度と推定された。グァマの丸太には
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小さな穴をあける穿孔虫が入りやすいが，辺材は変色しにくい。利用に供され 

るグアマ材はシロアリと腐朽に対して弱い。柱材の耐用年数は何の処理もしな 

ければ1.5-1.6年だが，防腐処理したものでは6~10年まで耐用年数が伸び 

る0 

用 途 

プェルトリコのコーヒー栽培では，ある時期，グアマを被陰樹として広く利 

用していた。 しかし度重なるアリ（hormiguilla) による被害のために，現在で 

は他の被陰樹，特に！nga vera を好んで使うようになった。種子の周りのわず 

かな白い果肉は大変甘く,子供たちが時折食べている。家畜はグアマのさやを 

好んで食べ，花は蜜蜂に格好の蜜を与える。 

グアマがコーヒーの被陰樹としてかつて広く植栽された理由の1つは，根粒 

菌Rhizobんrn との共生によって根粒を形成し，窒素を固定することにあった。 

メカニズムは不明であるが，樹皮内でも窒素固定が行われているという。 

グアマの心材は淡赤褐色で，しばしば濃褐色の縞を持つ。辺材と心材との境 

は明瞭ではない。 プェルトリコのグアマ6個体を調べたところ材比重は平均値 

で0.64±0,02 g/cm3 だった0 グアマ材は乾燥しやすく，接線方向に1.6%，幹軸 

方向に2.7％収縮する。グアマ‘は家具材、キャビネット，合板，建築用材，床材 

として利用できるが，プェルトリコでは製材される木がほとんどないので, こ 

うした利用に供されることはほとんどなく,むしろ木炭や柱材としてよく利用 

される。 
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小さな穴をあげる穿孔虫が入りやすいが,辺材は変色しにくい。利用に供され

るグァマ材はシロアリと腐朽に対して弱い。柱材の耐用年数は何の処理もしな

ければ 1.5~1.6年だが, 防腐処理 したものでは 6~10 年まで耐用年数が伸び

る 。

用 途
プエルトリコのコーヒー栽培では, ある時期, グァマを被陰樹として広く利

用していた。しかし度重なるアリ (hormiguilla)による被害のために,現在で

は他の被陰樹, 特に加8αりem を好んで使うようになった。種子の周りのわず

かな白い果肉は大変甘く, 子供たちが時折食べている。家畜はグァマのさやを

好んで食べ,花は蜜蜂に格好の蜜を与える。

グァマがコーヒーの被陰樹としてかつて広く植栽された理由の 1つは, 根粒

菌 Rね渚ooi““?,との共生によって根粒を形成 し, 窒素を固定することにあった。

メカニズムは不明であるが, 樹皮内でも窒素固定が行われているという。

グァマの心材は淡赤褐色で, しばしば濃褐色の縞を持つ。辺材と心材との境

は明瞭ではない。プエルトリコのグァマ 6個体を調べたところ材比重は平均値

で 0,64±0,02g/cm3 だった。グァマ材 は乾燥 しやす く, 接線方向に 1.6%, 幹軸

方向に 2.7%収縮する。グァマは家具材, キャビネット,合板,建築用材,床材

として利用できるが, プエルトリコでは製材される木がほとんどないので, こ

うした利用に供されることはほとんどなく, むしろ木炭や柱材としてよく利用

される。
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18． ファルカタリア（F'alcataria) 

学名：Parascrianthes ルicataria (Lj Nielsen 

マメ科ネムノキ亜科 

河原 輝彦 

熱帯アジア地域の天然林伐採跡地に,ユーカリ類，メリナ，マンギウムアカ 

シア，カリビアマツ，ケシアマッなど多様な早生樹が試植されてきたが，ファ 

ルカタリアも広く造林されてきた樹種の1つである（図18. 1)。 マメ科 

(Leguminosae) の樹木で，現地名としてブルネイやマレーシアのサバでバタ 
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図18. 1 ファルカタリアの樹形(1),葉・花のついた枝（2).花(3), 

莢 (4) (PROSEA-5 (1) 1994) 

　　　

18. ファルカタリア (Falcataria)

学 名 :PQmse だα"肋鉛 超 にα卿“α (L.)Nielsen

マメ科ネムノキ亜科

河原 輝彦

熱帯アジア地域の大然林伐採跡地に, ユーカリ類, メリナ, マンギウムアカ

シア, カリビアマッ, ケシアマッなど多様な早生樹が試植されてきたが, ファ

ルカタ リアも広 く造林されてきた樹種の 1つである (図 18.1)。マメ科

(Leguminosae) の樹木で , 現地名 としてブルネイやマレーシアのサバでバ タ

4
キー.′

.・

3 , 1

図 18.1 ファルカタリアの樹形 (1), 葉 ・花のついた枝 (2), 花 (3),

英 (4)(PROSEA-5(1)1994)
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イ（Batai) ，サラワクでカユマチス（Kayu machis)，フィリピンでモルッカン 

ソー（Moluccan sau)，インドネシアでセンゴンラウト （Segon laut)，パプア 

ニューギニアでホワイトアルビジア（White albizia）などと呼ばれている。 

本種はアグロフオレストリーによく使われている。すなわち，造林した初期 

では1年生農作物とともに育てて農作物は収穫していくが，樹木の成長にとも 

なって家畜を放牧し，樹木が10-'15年生になると伐採する。また，傾斜地の土 

壌流亡の防止に大きな効果があるため，台風の多いフィリピンでは政府がこの 

樹種の造林を勧めている。 

ファルカタリアはかってはA Ibizia 属に位置付けられ,Albたjaルica加ria ま 

たはA．ルIcata と呼ばれた。 この属にはアフリカ，アジア，アメリカの熱帯に 

約130 種あるといわれていた。 しかし近年，花粉形態学的視点からAlbた加属 

から分離され，Pa raser加n坑es 属に位置付けられた。 この属は4種から成り， 

ファルカタリアはその中の1種である。最も近い関係にあるものとして 

Serian坑es 属とArch湿endropsis 属がある。 

天然分布 

インドネシアのモルッカ諸島，ニューギニア特に西イリアン,ソロモン諸島， 

オーストラリアに天然分布していたといわれるが，1870年代に東南アジアをは 

じめ世界の熱帯各地に植えられ，また野生化していったために，天然分布域が 

はっきりしなくなっている。そのために各地でさまざまな呼称が用いられてい 

る0 

開花・結実 

マレーシアのサバでは，3-4年生ですでに花を咲かせ，結実がみられる。開 

花は1年間に1回以上見られるが，場所により気象条件によって異なる。平均 

的には4月下旬に開花し，その2 か月後に結実が見られる。 

種子の採取・貯蔵 

果実（さや）が成熟すると，色がグリーンから褐色に変わってくるので判る。 

巣実の中のタネは小さい（16-26g/1,000 粒）ので， 果実がはじけて落下した 

タネを拾い集めるのは困難である。そこで，果実がはじける前に樹から直接採 

取する必要がある。集めた果実を日陰に干して乾燥させて，さやをはじけさせ 
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イ (Batai), サラワクでカユマチス (Kayumachis), フィリピンでモル ツカン

ソー (Moluccan sau), イ ン ドネ シアで セ ンゴ ンラ ウ ト (Segon laut), パ プア

ニューギニアでホワイ トアル ビジア (Whitealbizia) などと呼ばれている。

本種はアグロフォレストリーによく使われている。すなわち, 造林 した初期

では 1年生農作物とともに育てて農作物は収穫していくが,樹木の成長にとも

なって家畜を放牧し,樹木が 10~15 年生になると伐採する。また,傾斜地の土

壌流亡の防止に大きな効果があるため, 台風の多いフィリピンでは政府がこの

樹種の造林を勧めている。

ファルカタリアはかっては A‘脱却α属に位置付けられ,A‘脱却α角 Z創始γ粥ま

たは A.知に似αと呼ばれた。 この属にはアフリカ, アジア, アメ リカの熱帯 に

約 130種あるといわれていた。しかし近年, 花粉形態学的視点からA坊渚超属

から分離され,R のロsedの2ごね,BS属に位置付けられた。この属は 4種から成り,

ファルカタリアはその中の 1種である。最 も近い関係にあるものとして

S好加冠れ鱒 属 と A 允れZde72心 opsis属がある。

天然分布
イン ドネシアのモルッカ諸島, ニューギニア特に西イ リア ン, ソロモン諸島 ,

オーストラリアに天然分布 していたといわれるが,1870 年代に東南アジアをは

じめ世界の熱帯各地に植えられ, また野生化していったために, 天然分布域が

はっきりしなくなっている。そのために各地でさまざまな呼称が用いられてい

る。

開花・結実

マレーシアのサバでは,3~4 年生ですでに花を咲かせ,結実がみられる。開

花は 1年間に 1回以上見られるが,場所により気象条件によって異なる。平均

的には4月下旬に開花し, その 2か月後に結実が見られる。

種子の採取・貯蔵

果実 (さや)が成熟すると,色がグリーンから褐色に変わってくるので判る。

果実の中のタネは小さい (16~26g/1,000 粒 ) ので, 果実がはじけて落下した

タネを拾い集めるのは困難である。そこで, 果実がはじける前に樹から-宣接採

取する必要がある。集めた果実を日陰に干して乾燥させて, さやをはじけさせ
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る。出てきたタネは風選で未成熟なものを取り除き，24時間風乾する。乾燥し 

たタネをポリエチレンの袋に入れて18週間4 -8℃でIti‘蔵した場合の発芽率は 

90％以上あり，5年以上経っても20％以上の発芽率がある。 しかし，常温で保 

存すると3年後の発芽率は20％以下に低下する。 

育 苗 

タネの処理：タネを無処理で播くと,発芽の始まる時期に大きなバラツキが 

あり5-' 10 日，時として播種後4週間以上もかかることがある。発芽を促進さ 

せたり発芽時期を揃えるためには，タネの前処理をすればよい。熱湯に1 '-'3分 

間浸すか，濃硫酸に10分間浸した後, 18時間水に浸す。こうすれば，1週間程 

度で発芽率は80'--' 100％となる。 

播種：タネをまず播種床に播いてから，芽生えたものをポットに移植する方 

法と，直接ポットにタネを播く方法がある。 

タネを砂質壌土の播種床あるいは箱に播きつける場合は，播き付けたタネの 

上に数mulの砂をかぶせる。土が乾かないように灘水するが，やりすぎないよ 

うにし，1日に朝とタ方の2回とする。メバエの子葉が完全にあらわれたとこ 

ろで黒色のビニールポット（普通8cm X 20cm 程度のもの）に移植する。移植 

の目的は山に苗木を植えたときの活着をよくするためであり，用土としては表 

土，砂，堆肥，肥料を混ぜたものを使う。ポットは普通幅lm の床に並べるが， 

移植後1'-'2 週間は遮光した状態（相対照度で約60%）に置く。その後日覆を取 

り直射日光を当てる。 

タネを直接ポットに播いた場合は，ポットをlm 幅で並べ，強い雨から守る 

ために上部を寒冷紗で覆う。5,-'7日で発芽し，播きつけ1か月後には苗木の状 

態になるので，必要ならば追肥を行う。その半月後ぐらいから直射日光を当て， 

ポットへの灌水は普通1日2回行う。 

山出し苗：山出しに備えて苗木を強くするために，山出し前1-' 1.5 か月間に 

いわゆる硬化処理を行う。灌水量を減らすとともに, ポットから出ている根を 

切る。 苗木の大きさが30--'45 cm になったときに山出しする。それまでに4'-

4.5 か月かかる。 

植栽・保育 

植栽予定地に草や灌木が生育している場合は，活着や成長のことを考えて地 

　　　

る。出てきたタネは風選で未成熟なものを取り除き,24 時間風乾する。乾燥し

たタネをポリエチレンの袋に人れて 18週間 4~8 ℃ で貯蔵した場合の発芽率は

90% 以上あり,5 年以上経っても 20% 以上の発芽率がある。しかし,常温で保

存すると3年後の発芽率は20% 以下に低下する。

育 苗
タネの処理 :タネを無処理で播くと, 発芽の始まる時期に大きなバラツキが

あり5~101ョ, 時として播種後 4週間以上もかかることがある。発芽を促進さ

せたり発芽時期を揃えるためには,タネの前処理をすればよい。熱湯に 1~3 分

間浸すか,濃硫酸に 10分間浸した後,18 時間水に浸す。こうすれば,1 週間程

度で発芽率は 80~100% となる。

播種 :タネをまず播種床に播いてから, 芽生えたものをポットに移植する方

法と, 直接ポットにタネを播く方法がある。

タネを砂質壌土の播種床あるいは箱に橘きつける場合は,橘き付けたタネの

上に数 mm の砂をかぶせる。土が乾かないように海水するが,やりすぎないよ

うにし,1 日に朝と夕方の 2回とする。 メバエの子葉が完全にあらわれたとこ

ろで黒色のビニールポット (普通 8cm ×20cm 程度のもの) に移植する。移植

の目的は山に苗木を植えたときの活着をよくするためであり,川土としては表

土,砂,堆肥,肥料を混ぜたものを使う。ポットは普通幅 lm の床に並べるが,

移植後 1~2 週間は遮光した状態 (相対照度で約 60%) に置く。その後日覆を取

り直射日光を当てる。

タネを直接ポットに播いた場合は, ポットを lm 幅で並べ, 強い雨から守る

ために上部を寒冷紗で覆う。5~7 日で発芽し,橋きつけ 1か月後には苗木の状

態になるので,必要ならば追肥を行う。その半月後ぐらいから直射日光を当て,

ポットへの瀧水は普通 I H2 回行う。

山出し苗 :山出しに備えて苗木を強くするために, 山出し前 1~1.5か月間に

いわゆる硬化処理を行う。漣水量を減らすとともに, ポットから出ている根を

切る。苗木の大きさが 30~45cm になったときに山出しする。それまでに 4~

4.5か月かか るo

植栽・保育

植栽予定地に草や潅木が生育している場合は,活着や成長のことを考えて地
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拵えを行う必要がある。4.-.,5 か月生の苗木を2mX2m, 4mX4rn の植栽間隔 

で植えるが,植え穴はポットが十分埋まるような大きさとする。植栽後2年間 

は下刈りを行う。肥培をする場合にはリンを12.5 kg/ha施用する。 

密度は，林齢が4,-,5年生になったときに250 本ノha に，10年生で150本ノha 

程度になるように調節する。優良材の生産を目標とするならば，枝打ちを行うo 

適． 地 

天然分布しているところの環境をみると，大部分が海抜Omから1,600 m ま 

でであるが，時には3,300m まで上がって分布しているところもある。土壌は 

排水性がよければ砂質（sandy) やラテライト（lateritic) でも生育する。また， 

はっきりした乾季のない湿潤性気候に適応し，年降水量が2,000 - 2,700 mm 

（時として4,000mm以上），年平均気温が22-'29C のところに天然分布してい 

る。以上のことから，土壌養分の少ないところに植栽しても施肥なしで育つが， 

排水の悪いところでの成長は良くない。 

成長量 

ファルカタリアは’'Miracle tree（奇跡の木）'’といわれるほど成長が早く, 

世界一成長の早い樹種としてギネスブックに載っていたとのことである。 マ 

レーシアの地位の良いところでは， 1年間の樹高成長は7m以上あり，6年生 

で樹高25.5m，直径17 cnlに，9年生で樹高32.5m，直径40.5 cm, 12年生で樹 

高38 m ,直径54cm, 15年生で樹高39m,直径63.5 cm という成長が記録され 

ている （グラビア45)。 

伐期は通常8~12年で，年平均材積成長量は25-'30mツhaで， イソドネシ 

アの肥沃な林地での9'-' 12年生の年平均材積成長量が50'-'55 m3/haという報 

告がある。また，フィリピンで伐倒して現存量と成長量を調査した結果によれ 

ば，3年生での現存量が重量で70t/ha，材積で220 m3/haとなっている。その 

材積は林齢とともに増加し，10年生で300 m3/haに達している。なお,スギ林 

やヒノキ林がこの材積に達する林齢は1等地でおよそ30年と40年である。年 

成長量は3年生で約20t/haと70 m3/haと非常に大きい（図18.2, 18.3）が， 

林齢が進むにともなって小さくなり，8年生になると約St/haと18m3/haと 

なる。すなわち，ファルカタリアは初期成長が非常に大きい樹種であるといえ 

る。 

　　　

婚えを行う必要がある。4~5 か月生の苗木を 2m ×2m,4m ×4m の植栽間隔

で植えるが,植え穴はポットが十分埋まるような大きさとする。植栽後 2年間

は下刈りを行う。肥培をする場合にはリンを 12.5kg/ha施用する。

密度は,林齢が 4~5 年生になったときに 250本/ha に,10 年生で 150本 /ha

程度になるように調節する。優良材の生産を目標とするならば,枝打ちを行う。

適 , 地

天然分布しているところの環境をみると, 大部分が海抜 om から 1,600m ま

でであるが, 時には 3,300m まで上がって分布しているところもある。土壌は

排水性がよければ砂質 (sandy) やラテライト(lateritic)でも生育する。また,

はっきりした乾季のない湿潤性気候に適応 し,年降水量が 2,000~2,700 mm

(時として 4,00omm 以上),年平均気温が 22~29 ℃のところに天然分布してい

る。以上のことから,土壌養分の少ないところに植栽しても施肥なしで育つが,

排水の悪いところでの成長は良くない。

成長量
ファルカタリアは“Miracle tree(奇跡の木)" といわれるほど成長が早く,

世界一成長の早い樹種としてギネスブックに載っていたとのことである。マ

レーシアの地位の良いところでは,1 年間の樹高成長は 7m 以上あり,6 年生

で樹高 25一5m, 直径 17cm に,9 年生で樹高 32.5m, 直径 40,5cm,12 年生で樹

高 38m, 直径 54cm,15 年生で樹高 39m, 直径 63.5cm という成長が記録され

ている (グラビア 45)。

伐期は通常 8~12 年で, 年平均材積成長量は 25~30m3/ha で, インドネシ

アの肥沃な林地での 9~12 年生の年平均材積成長量が 50~55m3/ha という報

告がある。また, フィリピンで伐倒して現存量と成長量を調査した結果によれ

ば,3 年生での現存量が重量で 70t/ha, 材積で 220m3/ha となっている。その

材積は林齢とともに増加し,10 年生で 300m3/ha に達している。なお, スギ林

やヒノキ林がこの材積に達する林齢は 1等地でおよそ 30年と40年である。年

成長量は 3年生で約 20t/ha と 70m3/ha と非常に大きい (図 18,2,18.3) が,

林齢が進むにともなって小さくなり,8 年生になると約 5t/ha と 18m3/ha と

なる。すなわち, ファルカタリアは初期成長が非常に大きい樹種であるといえ

る。
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図18. 2 林齢と幹材積の関係（河原ら，1981) 
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図18. 3 林齢と幹成長横の関係（河原ら，1981) 

病虫害 

1988年と1989年にフ ィ リ ピン ・ ミ ンダナオ島で 幼りmycladiuni 

lepperianum 菌によるさび病が発生したため，政府は材の移動を禁止するとと 

もに，植栽を一時中止したこともある。苗畑では，Rhizoctonia, Scierotiuni, 

費lsm・ium,Pンth.iu,n, Ph.yt叩hthora 菌による苗立枯病（damping-off) にかか 
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病 虫害
1988年 と 1989年 に フ ィ リ ピ ン ・ ミ ン ダ ナ オ 島 で びγo“zyc超萌““2

‘gppg“αれの'2菌によるさび病が発生 したため, 政府は材の移動を禁止するとと

もに, 植栽を一時中止 したこともある。苗畑では, 只疑zod 伽 如,Sc‘@ro数‘“2,

F“s研ぎ"“2,Py 放れ‘“2,P 毎 top海ねQ旭 菌による菌立れ5病 (damping-off) にかか
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りやすい。播種前に土壌を消毒したり，土壌に殺菌剤を投与したり，あるいは 

タネを消毒すること等が必要である。 若い幹はCortic認,n salmonicolor菌に 

よってピンク色の腐敗（赤衣病） を起こすこともある。 

造林地ではカミキリムシの1種のXystrocra ルstivlやボクトウガのI種 

Zeuzera coffea のような幹穿孔虫によって被害を受けている。 また，毛虫が苗 

木や成木の葉を食べることがあるが，苗木の時は殺虫剤を使って防除する。 

用 途 

ファルカタリアの材は,心・辺材とも白色～淡黄色で区別できない，木理が 

軽く交錯する,気乾比重がO.24-O.49 で産地や個体間で比較的差がある，製材, 

単板の加工が比較的容易，腐朽菌に対して抵抗性が極めて弱く，穿孔虫やシロ 

アリなどに犯され易いなどの特徴をもっている。材が軽軟でかつ強度が低く， 

耐久性が乏しいところから経済的価値が低いため，主としてマッチの軸木や箱 

に，また，「ナンョウギリ」と称して合・単板やキリの代用として家具やキャビ 

ネット類の裏桟木に利用されている。一方，パルプ用材としては有望であり， 

フィリピン各地で造林されている。パルプ用材として利用されたあとは，容易 

に萌芽で更新されるが，火事に対して非常に弱いのが欠点である。 

文 献 

浅川澄彦（1981)Albた加ルIcataria.熱帯林業61:33'-'-36 

Lamprecht. H . (1989) Silviculture in the tropics. Eschborn, 296 pp. 

Kawahara, T .. Kanazawa, Y. & Sakurai, S. (1981) Biomass and net production of 

man-made forests in the Philippines. J. Jap. For. Soc. 63: 320-327 

緒方 健（1974）センゴン・ラウト 熱帯林業33: 32 -33 

Soerianegara, 1. & R .H.M.J. Lemmens, ed. (1994) Plant resources of South-East Asia 

5 (1) Timber trees: Major commercial timbers. Pudoc Scientific Publishers, 

Wageningen, 610 pp. 

University of the Philippines (1971) How to raise : Albizia falcata. Department of 

Forestry Extension, College of Forestry, 12 pp. 

　　　

りやすい。播種前に土壌を消毒したり,上壌に殺菌剤を投与したり, あるいは

タネを消毒すること等が必要である。 若い幹は Coγfzcz“'# s郷mo"Zco‘oγ菌に

よってピンク色の腐敗 (赤衣病) を起こすこともある。

造林地ではカミキリムシの 1種の Xysおocgm 庵sziりαやボクトゥガの 1種

Z醐2gmc 頃乾αのような幹穿孔虫によって被害を受けている。また, 毛虫が苗

木や成木の葉を食べることがあるが, 苗木の時は殺虫剤を使って防除する。

用 途
ファルカタリアの材は, 心・辺材とも白色~ 淡黄色で区別できない, 木理が

軽く交錯する,気乾比重が 0.24~0.49で産地や個体間で比較的差がある,製材,

単板の加工が比較的容易,腐朽菌に対して抵抗性が極めて弱く,穿孔虫やシロ

アリなどに犯され易いなどの特徴をもっている。材が軽軟でかつ強度が低く,

耐久性が乏しいところから経済的価値が低いため,主としてマッチの軸木や箱

に,また,「ナンョウギリ」と称して合 ・単板やキリの代用として家具やキャビ

ネット類の裏桟木に利用されている。一方, パルプ用材としては有望であり,

フィリピン各地で造林されている。パルプ用材として利用されたあとは, 容易

に萌芽で更新されるが, 火事に対してヲ階わこ弱いのが欠点である。

文 献
浅川澄彦 (1981)A 肋渚わ危 !c口吻“α. 熱帯林業 61:33~36
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19， パーキンソニア（Parkinsonia) 

学名：Parkinson加 aculeaルL. 

マメ科ジャケツイバラ亜科 

丸山 ェミリオ 

マメ科（Leguminosae) ジャケッイバラ亜科（Caesalpinioideae）のパーキ 

ンソニア属（Parkinson施）は英国人植物学者John Parkinson (1567'-l650) 

の名に因む。Parkinsonた aculmルは熱帯・亜熱帯アメリカ産の高木あるいは 

亜高木で, Jerusalem-thomn, horse-bean, paloverde, Spanish-broorn (英 

語), palo verde, palo de rayo, retama （スペイン語）, sessaban （アラビア 

語）の名で知られている。その他にlluvia de oro（ドミニカ）, junco marino 

（キューバ）, flor de rayo（プェルトリコ）,madam naiz（ハイティ）, arrete 

ーboeuf （グアドループ，マルティニク）, boonchi strena, wonder-tree （オラ 

ンダ領西インド諸島）,sulfato, sulfatillo, acacia de aguijotes 01:l米）, sauce 

guajiro, espino（コロンビア）, espinillo, pauji（ベネズェラ）,mataburro 

（ペルー）, cina-cina（ウルグアイ，アルゼンチン）,mbarkasoni（セネガル）, 

Hanson sessabani （ナイジェリア）, Acacia Martins （カボヴェルデ）, 

vilayati kikar, vilayati babul（インド）など多数の地方名で呼ばれている。 

パーキンソニアの近縁種にはCerc詔iurn inicrop如hlum（英名：yellow 

paloverde) およびCercidium floガdium（英名：blue paloverde）がある。 

条件さえよければ樹高12m，直径40cm に達するものがある。樹高の割に樹 

冠がよく広がる（グラビア49)。常緑性で，まがりくねった樹幹は短く，しばし 

ば根元から分岐する。辺材は黄色を帯びて厚く，心材は明るい褐色あるいは赤 

褐色を呈する0 若い樹皮は薄く平滑で黄緑色または青緑色，老化した樹皮は褐 

色～赤褐色で裂溝がある。枝はジグサグ形で広がり，時に下垂する。葉は互生， 

2回羽状複葉，非常に短い第1葉軸に長さ15-40 cnlもある長い葉を着ける。 

さらにその上に平らな葉軸を持った， ほぼ対生で長さ0.3-4cm の楕円形で無 

毛の小葉が20-30対ついている（図19.1)。それは2'-4組のかたまりになっ 

て単独の羽状葉のように見える。羽状葉の付け根には長さi-'2cm の丈夫な刺 

が生える。総状花序は腋生，細長く，長さ8'-20cm，花は黄金色で，香気強く， 

下垂して多数咲く（グラビア47, 48)。直径約2.5 cm の花冠は楕円形の5枚の 

/49

19. パー キ ンソニア (Parkinsonia)

学名 :RQ後納so川α健雄卿如 L.

マメ科ジャケッイバラ亜科

丸山 エミリオ

マメ科 (Leguminosae) ジャケッイバラ亜科 (Caesalpinioidcae) のパーキ

ンソニア属 (PQ舵 "zso'z畝) は英国人植物学者 John Parkinson(1567~1650)

の名に囚むo Rα後Z“s伽彰解 "毎のαは熱帯 ・亜熱帯アメリカ産の高木あるいは

亜 高 木 で , Jerusalcm-thorn,horse ‐bean,paloverde,Spanish ‐broom (英

語 ), paloverde,paloderayo,retama( ス ペ イ ン語 ),sessaban( ア ラ ビア

語 ) の名で知 られている。その他に uuviadeoro( ドミニカ),iunco marino

(キ ューバ ), 畳orderayo( プ エル トリコ ),madamnaiz( ノ・イ テ ィ), arrete

-boeuf( グ ア ドル ー ブ , マ ル テ ィニ ク ),boonchistrena,wonder-tree (オ ラ

ンダ領 西 イ ン ド諸 島 ),sulfato,sulfaLillo,acaciadeaguijoLes (ー11米 ), sauce

guaj・ro,espino( コ ロ ンビア ),espinillo,pauji( ベ ネ ズ エ ラ ),mataburro

(ペ ル ー ),cina-cina( ウル グアイ , アルゼ ンチ ン),mbarkasoni( セ ネ ガ ル ),

Hanson sessabani (ナ イ ジェ リア ), Acacia MarLins( カ ボ ヴェル デ ),

vilayatikikar,vilayatibabul( インド) など多数の地方名で呼ばれている。

パ ー キ ン ソ ニ ア の 近 縁 種 に は C8rcidiz 〃'?.“71cmP′2yぬ〃れ (英 名 :yellow

paloverde) および Ce〆α飯““z′Zoγ畝粥“z (英名 :bluepaloverde) がある。

条件さえよければ樹高 12m, 直径 40cm に達するものがある。樹高の割に樹

冠がよく広がる (グラビア 49)。常緑性で,まがりくねった樹幹は短く, しばし

ば根元から分岐する。辺材は黄色を帯びて厚く,心材は明るい褐色あるいは赤

褐色を呈する。若い樹皮は薄く平滑で黄緑色または青緑色,老化した樹皮は褐

色~ 赤褐色で裂溝がある。枝はジグサグ形で広がり,時に下垂する。葉は互生,

2回羽状複葉, 非常に短い第 1葉軸に長さ 15~40cm もある長い葉を着ける。

さらにその上に平らな葉軸を持った, ほぼ対生で長さ 0.3~lcm の楕円形で無

毛の小葉が 20~30 対ついている (図 19.1)。 それは 2~4 組のかたまりになっ

て単独の羽状葉のように見える。羽状葉の付け根には長さ 1~2cm の丈夫な刺

が生える。総状花序は順生,細長く,長さ 8~20cm, 花は黄金色で,香気強く,

下垂して多数咲く (グラビア 47,48) 。直径約 2.5cm の花冠は楕円形の 5枚の
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図19. 1 パーキンソニアの葉・花・さや（Little & Wadsworth 1964) 

花弁よりなり，その中の1つに赤い点がある。豆果（さや）は細長い円筒形， 

革質で無毛，黄色を帯びて長さ5-l8cm，直径0.6cm あるいはそれ以上ある 

（グラビア46)～種子の間はくびれ（図19.1), 1-'-5 個あるいはそれ以上の種子 

数を内包する。種子は長楕円形，長さ1-1.2 cmで，暗褐色を呈する。 

天然分布 

原産地はアメリカ合衆国南西部のテキサス，ニューメキシコおよびアリゾナ 

州から中米を通って南米のアルゼンチンにいたる地域である。天然分布域で 

は，パーキンソニアは，Cercidium 属およびProsopis 属（mesquite) の種など 

とともに出現する。 

熱帯や亜熱帯の半乾燥および乾燥地帯のほぼ全域に導入され，フロリダ， 

図 19.1 パーキ ンソニアの葉 ・花 ・さや (Limc&Wadsworth l964)

花弁よりなり, その中の 1つに赤い点がある。豆果 (さや) は細長い円筒形,

革質で無毛, 黄色を帯びて長さ 5~18cm, 直径 0.6cm あるいはそれ以上ある

(グラビア 46)。種子の間はくびれ (図 19,1),1~5 個あるいはそれ以上の種子

数を内包する。種子は長楕円形, 長さ 1~1.2cm で, 暗褐色を呈する。

天然分布
原産地はアメリカ合衆国南西部のテキサス, ニューメキシコおよびアリゾナ

州から中米を通 って南米のアルゼンチンにいたる地域である。大然分布域で

は, パーキ ンソニアは,C2rc 姑 Z““2属および Pmsopis 属 (mesquite) の種など

とともに出現する。

熱帯や亜熱帯の半乾燥および乾燥地帯のほぼ全域に導入され, フロリダ,



151 

ジョージアおよびカリフォルニア州，西インド諸島,ハワイ島，インド,キプ 

ロス, イスラェル，アラビア半島，ナイジェリア，セネガル， ウガンダ， スー 

ダン，カボヴェルデ，南アフリカなどで野生化している。 

適 地 

本樹種は熱帯・亜熱帯の半乾燥および乾燥地域に広く分布し，40℃近くまで 

耐えるが， 軽い霜にも耐える。年降雨量は200--'l,OOO mm の範囲（300-400 

mm あれば十分），乾季が9 か月に及ぶ厳しい気候条件のところでも見られる。 

原産地では普通，海岸から海抜L300m まで，砂土,礫土，岩石土あるいは侵食 

を受けて土壌分の少ないような場所に生育している。塩分の多い場所には耐え 

られるが，滞水条件には耐えない。 

開花および結実 

パーキンソニアの開花および結実は年中みられ，毎年多数のさやをつけ，大 

量の種子が採取できるo 古いさやはしばしば数か月にわたって枝から垂れ下 

がって残存し，若い成長途中のさやと一緒に木についている。 

種子の取扱い 

1 kg当たりの粒数は平均8p00'-'9,000粒,文献によっては7,500-. 13,000粒 

などと幅がある。成熟したさやが開裂する前に採取し,天日で乾燥した後に種 

子を取り出し，風通しのよい日陰で自然乾燥をさせる。乾燥させる際，さや・ 

種子に病虫害の有無を確認し，被害にあっているさや・種子を取り除く。乾燥 

中に新たな虫害をうけないように，殺虫剤を予防的に散布する。種子は常温条 

件では12 か月程度あるいはそれ以上の貯蔵が可能である。 

パーキンソニアの種子は硬い種皮を持ち水の吸収が困難なため，発芽期間が 

長くなり，発芽率が低く，苗木の養成管理および苗畑の作業は難しい。発芽促 

進処理は，発芽率発芽勢を高め，発芽期間を短くするために行う必要がある。 

一般的に，硬粒種子の発芽促進処理としては，浸水処理，熱湯処理，沸騰水処 

理が最もよく使われている方法である。処理量の少ない実験レベルでは硫酸処 

理および擦り傷付処理も用いられる。他には，endozoic treatmentを行うこと 

も知られている。すなわち，豆果を山羊，羊，牛などの家畜に餌として与え, 

家畜の消化器管を通過することによって種皮がやわらかくなった種子を排泄後 

　　　

ジョージアおよびカ リフォルニア州 , 西インド諸島 , ハ ワイ島 , インド, キプ

ロ ス , イ ス ラエル , ア ラ ビア半 島 , ナ イ ジ ェ リア , セ ネ ガル , ウガ ンダ , スー

ダン, カボヴェルデ, 南アフリカなどで野生化している。

適 地
本樹種は熱帯・亜熱帯の半乾燥および乾燥地域に広く分布し,40℃近くまで

耐えるが, 軽い霜にも耐える。年降雨量は 200~1,00omm の範囲 (300~400

mm あれば十分),乾季が 9か月に及ぶ厳しい気候条件のところでも見られる。

原産地では普通,海岸から海抜 1,300m まで,砂土,隣土,岩石土あるいは侵食

を受けて土壌分の少ないような場所に生育している。塩分の多い場所には耐え

られるが, 滞水条件には耐えない。

開花および結実

パーキンソニアの開花および結実は年中みられ, 毎年多数のさやをつけ, 大

量の種子が採取できる。古いさやはしばしば数か月にわたって枝から垂れ下

がって残存し, 若い成長途中のさやと一緒に木についている。

種子の取扱い
lkg 当たりの粒数は平均 8,000~9,000粒, 文献によっては 7,500~13,000粒

などと幅がある。成熟したさやが開裂する前に採取し,天日で乾燥した後に種

子を取り出し, 風通 しのよい日陰で自然乾燥をさせる。乾燥させる際, さや ・

種子に病虫害の有無を確認し,被害にあっているさや・種子を取り除く。乾燥

中に新たな虫害をうけないように,殺虫剤を予防的に散布する。種子は常温条

件では 12か月程度あるいはそれ以上の貯蔵が可能である。

パーキンソニアの種子は硬い種皮を持ち水の吸収が困難なため,発芽期間が

長くなり,発芽率が低く,苗木の養成管理および苗畑の作業は難しい。発芽促

進処理は,発芽率,発芽勢を高め,発芽期間を短くするために行う必要がある。

一般的に,硬粒種子の発芽促進処理としては,浸水処理,熱湯処理,沸騰水処

理が最もよく使われている方法である。処理量の少ない実験レベルでは硫酸処

理および擦り傷付処理も用いられる。他には,endozoictreatment を行うこと

も知られている。すなわち, 豆果を山羊, 羊, 牛などの家畜に餌として与え,

家畜の消化器管を通過することによって種皮がやわらかくなった種子を排他後
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に採取する。いずれにしてもこれらの方法によって,種子の吸水性を高め発芽 

を促進させる必要がある。 

少数の場合は，サンドペーパーあるいはカッターによる種皮の擦り傷付処理 

が最も効果的な方法である。この処理を行った後，水に浸し，そのまま数時間 

放置し，十分吸水してから播種する。無処理の発芽率がo- lo％であるのに対 

し,処理種子の発芽率は90- 100％にまでI可上するとともに，発芽を早め，揃 

えられる効果がある。ただし, この処理を行う時には胚の部分を傷つけないよ 

うに注意する必要がある。 

育 苗 

普通はポット苗として育成されている。まき付けについては，ポットに直播 

きの方法が最も多く，種子の発芽力によって粒数が異なるが，一般に1-2粒を 

播く。新鮮な種子で適切な発芽促進処理を行えば，高い発芽率が期待できるた 

め，ポットに1個の種子を直播きすれば十分である。播種後約1週間から2週 

間で発芽する。播種後 5- 10 か月で植栽に適した大きさの苗木になる。普通 

の植栽用には実生苗木を用いるが，挿木による苗木の生産も可能であることが 

報告されている。 

植 栽 

パーキンソニアは陽樹であり，樹冠がよく広がるため,疎植の方がよいとさ 

れており，通常3m X 3 m -5 m X5m 間隔で植えられる。燃料用や飼料用に枝 

や幹を収穫する場合にはlm )< 1 rn-2 m >< 2 niの狭い間隔で植栽され，生け垣 

や境界木の場合の植付け間隔は0.25 -'0.50 m である。地拵えの方法について 

は，特別な生育限界立地を除けば，特に注意する必要はないが，できるだけ植 

え穴を大きくするとよい。 さらに，施肥を行えば良い成長が期待できる。 

成 長 

植栽地の条件によって成長は異なるが，適地での初期成長は良く，平均的に 

は年にlm程度の伸長を示す。萌芽力が極めて高く，強い枝打ち後にも枝条の 

回復の早い樹種として知られている。インドでの測定例では，植栽後24 か月で 

活着率は80％前後，樹高は170--260 cm，根元直径は24-39 mm であった。 

に採取する。いずれにしてもこれらの方法によって, 種子の吸水性を高め発芽

を促進させる必要がある。

少数の場合は, サンドペーパーあるいはカッターによる種皮の擦り傷付処理

が最も効果的な方法である。この処理を行った後, 水に浸し, そのまま数時間

放置し, 十分吸水してから播種する。無処理の発芽率が 0~10% であるのに対

し, 処理種子の発芽率は 90~100% にまで向上するとともに, 発芽を早め, 揃

えられる効果がある。ただし, この処理を行う時には魅の部分を傷つけないよ

うに注意する必要がある。

育 苗
普通はポット苗として育成されている。まき付けについては, ポットに直播

きの方法が最も多く,種子の発芽力によって粒数が異なるが,一般に 1~2 粒を

播く。新鮮な種子で適‐切な発芽促進処理を行えば,高い発芽率が期待できるた

め, ポットに 1個の種子を直播きすれば十分である。播種後約 1週間から2週

間で発芽する。播種後 5~10 か月で植栽に適した大きさの苗木になる。普通

の植栽用には実生苗木を用いるが,挿木による苗木の生産も可能であることが

報告されている。

植 栽
パーキンソニアは陽樹であり, 樹冠がよく広がるため, 疎植の方がよいとさ

れており, 通常 3m ×3m~5m ×5m 間隔で植えられる。燃料用や飼料用に枝

や幹を収穫する場合には lm ×lm~2m ×2m の狭い間隔で植栽され, 生け垣

や境界木の場合の植付け間隔は 0.25~0.50m である。地搭えの方法について

は,特別な生育限界立地を除けば,特に注意する必要はないが, できるだけ植

え穴を大きくするとよい。さらに, 施肥を行えば良い成長が期待できる。

成 長
植栽地の条件によって成長は異なるが,適地での初期成長は良く,平均的に

は年に-lm 程度の伸長を示す。萌芽力が極めて高く, 強い枝打ち後にも枝条の

回復の早い樹種として知られている。インドでの測定例では,植栽後 24か月で

活着率は 80% 前後, 樹高は 170~260cm, 根元直径は 24~39mm であった。
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病虫害 

一般に大きな問題はないが，加害昆虫としてはシロアリ類や，生枝をかじり 

落とすonicideres 属，材を加害するTrachyderes sulcatus, Chion cinclus な 

どのカミキリ類が知られている。その他に,湿気の多い場所では菌類による被 

害が報告されている。 

用 途 

本種は，防風林や生け垣に利用されるほか，その特異な形態（緑色の平滑樹 

皮，鮮やかな黄色の花および特異な葉）のために，庭，公園，街路樹（グラビ 

ア49）などの景観樹として頻繁に用いられているb 

生育限界環境に近い立地条件でも生存ができるため，熱帯・亜熱帯の半乾燥 

地および乾燥地における砂丘固定や侵食防止に用いられる。落葉落枝は緑肥と 

して有機物を供給し，乾燥地などにおける土壌改良に適した樹種の筆頭であ 

る0 

木材の気乾比重は0.6 程度で,割れやすい。薪や木炭に適し,燃料用として利 

用される。小枝や豆果は家畜が好み，とくに羊と山羊の高タンパク質飼料にな 

る。燃料木・飼料木として枝の採取に対しては萌芽力が優れ，すばやく回復す 

る。 

新鮮な果肉は甘く （60％までの糖分を含有）食用になり，花と同様，子供達 

が非常に好む。醸酵させて清涼飲料に利用もする。民間薬としては,葉，種子， 

花，樹皮は煎じ薬としで，熱病とアトニー（弛緩症）に内用あるいは外用され 

る。樹皮のエッセンスは浴用に,また葉のついた枝は24時間水に浸し赤痢に効 

用がある。 

文 献 

Centro Agronomico Tropical de Investigaci6n y Ensenanza (CATIE) (1984) Especies 

para lena: Arbustos y 言 rboles para la producci6n de energia. CATIE, 

Turrialba, Costa Rica pp. 218-219 

Elias, T . (1980) Trees of North America. Book Division, Times Mirror Magazines, 

Inc., New York pp. 652-655 

Felker, P ., P. Clark, J. Osborn, & G . Cannell (1982) Journal of Range Management 35 

(1): 87-89 

Grewal, S. & I. Abrol (1986) Agroforestry Systems 4 : 221-232 

　　　

病 虫害
一般に大きな問題はないが, 加害昆虫としてはシロアリ類や, 生枝をかじり

落 とす omczdg 惚s属 , 材を加害する ↑憎c毎 dBだss" に餌"s,C 版の2の zαz‘sな

どのカミキリ類が知られている。その他に, 湿気の多い場所では菌類による被

害が報告されている。

用 途

本種は, 防風林や生け垣に利用されるほか, その特異な形態 (緑色の平滑樹

皮, 鮮やかな黄色の花および特異な葉) のために, 庭, 公園, 街路樹 (グラビ

ア 49) などの景観樹として頻繁に用いられている。

生育限界環境に近い立地条件でも生存ができるため,熱帯・亜熱帯の半乾燥

地および乾燥地における砂丘固定や侵食防止に用いられる。落葉落枝は緑肥と

して有機物を供給し,乾燥地などにおける土壌改良に適した樹種の筆頭であ

る。

木材の気乾比重は 0.6程度で,割れやすい。薪や木炭に適し,燃料用として利

用される。小枝や豆果は家畜が好み, とくに羊と山羊の高タンパク質飼料にな

る。燃料木・飼料木として枝の採取に対しては萌芽力が優れ,すばやく1回復す
る 。

・

新鮮な果肉は甘く (60%までの糖分を含有)食用になり,花と同様,子供達

が非常に好む。醗酵させて清涼飲料に利用もする。民間薬としては,葉,種子,

花, 樹皮は煎じ薬として, 熱病とアトニー (弛緩症) に内用あるいは外用され

る。樹皮のエッセンスは浴用に,また葉のついた枝は 24時間水に浸し赤痢に効

用がある。

文 献
Centro Agronomico Tropical de lnvestigaci6n y Ensenanza(CATIE)(1984)Especies

para lena 二Arbustos y arboーes para la producci6n de energia.CATIE,

Turrialba,Costa Rica pp. 218^}219

Eiias, T. (1980)Trees ofNorthAmerica.Book Division,Times MirrorMagazines,

lnc.,NewYork pp. 652^}655

Felker,P.,P.C1ark,J.osborn,&G.Cannell(1982)JournalofRange Management 35

(1):87-89

Grewal, S.&1.Abrol(1986)Agroforestry Systems 4:221 ‐232
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20． キンキジュ（Manila tamarind, Guaymochil) 

学名：Pttliecelルbium dulce (Roxb.) Benth. 

マメ科ネムノキ亜科 

田淵 隆一 

キンキジュ（金亀樹）は熱帯アメリカ原産の早成樹種で，英名としては 

Manila tamarind, Madras thorn, Monkey pod, Monkey's ear-ring 1 どが 

あるが，原産の中米ではGuaymochil, Guamuchilなどとよばれる。タイでは 

マカームテート（中央部）やマカームコングd七部）と呼ばれており，森林造 

成用あるいは鑑賞用樹種として熱帯各地域へ広く導入されている。シノニムに 

は，Mimosa dulca, Inga dulce がある。 

常緑で成熟個体は樹高5-22 m ,胸高直径30-75 cm で短い幹を持つ。樹冠 

は大きく広がり，樹皮は通常淡褐色でなめらかである。葉は2回羽状複葉であ 

るが，1-2.5 cm長の一対のみの小葉が対生につく。 複葉の葉柄基部には1 -2 

m nl長の刺を持っ（図20.D。種子は生食または調理して食用にされ，搾油され 

石鹸の原料とされることもある。樹皮はタンニン原料ともされる。材は赤褐色 

で硬く強いが割れやすい。建築材，器具材として使われるが薪炭原料としても 

優秀であり，また家畜用の飼料木としても用いられる。 

分 布 

中南米の3。S-28。N と広い範囲に分布し，メキシコ太平洋岸から中米全域， 

コロンビア北部，ベネズェラまでが原産地に含まれる。現在では導入されたも 

のが熱帯各地に半ば自生するに至っており，完全に定着した。 

開花・結実 

キンキジュは成熟が早く，2年生から花を着ける。地域差はあるが，開花は通 

常12月から5月,莢果は2月から8月の間に樹冠に観察されることが多い。プ 

ェルトリコでは通年結実がみられるという。短い花柄の20-30個の白い円錐 

花が，長さ10-20 cm，直径1-1.5cm の総状～小穂状花序をかたちづくる（図 

20. 1)。 

莢果は開花からおよそ3-..-4 か月後，通常3月から8月の間に成熟し，表面は 
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20. キンキジュ (M anila tamarind,Guaymochil)

学 名 :Pi 仇βc認め鰯 "'“α2ばce(Roxb.)Benth,

マメ科ネムノキ亜科

田淵 隆一

キンキジュ (金亀樹) は熱帯アメリカ原産の早成樹種で, 英名としては

M a n ila tamarind,Madrasthorn,Monkcypod,Monkey'sear ‐rin g な どが

あるが , 原産の中米では Guaymochil,Guamuchil などとよばれる。タイでは

マカームテート (中央部) やマカームコング qヒ部) と呼ばれており, 森林造

成用あるいは鑑賞用樹種として熱帯各地域へ広く導入されている。シノニムに

は , 財 か zosαα・z‘kg,! れ樗αα2‘kg が あ る。

常緑で成熟個体は樹高 5~22m, 胸高直径 30~75cm で短い幹を持つ。樹冠

は大きく広がり,樹皮は通常淡褐色でなめらかである。葉は2回羽状複葉であ

るが,1~2.5cm 長の一対のみの小葉が対生につく。複葉の葉柄基部には 1~2

mm 長の刺を持つ (図 20.1)。種子はq三食または調理して食用にされ,搾油され

石鹸の原料とされることもある。樹皮はタンニン原料ともされる。材は赤褐色

で破く強いが割れやすい。建築材,器具材として使われるが薪炭原料としても

優秀であり, また家畜用の飼料木としても用いられる。

分 布
中南米の 3oS~28oN と広い範ーiiゴとこ分布し, メキシコ太平洋岸から中米全域,

コロンビア北部, ベネズエラまでが原産地に含まれる。現在では導入されたも

のが熱帯各地に半ば自生するに至っており, 完全に定着した。

開花・結実

キンキジュは成熟が早く,2 年生から花を着ける。地域差はあるが,開花は通

常 12月から 5月,英果は 2月から 8月の間に樹冠に観察されることが多い。プ

エルトリコでは通年結実がみられるという。短い花柄の 20~30 個の白い円錐

花が,長さ 10~20cm, 直径 1~1.5cm の総状~ 小穂状花序をかたちづくる (図

20.1) 。

英果は開花からおよそ3~4 か月後,通常 3月から8月の間に成熟し,表面は



156 

/ 

\ 

，・矛‘ 

\I 

‘一 ー 

園 
、、 、 

ノ 、 

I 

ず 
も1 

、 

a】nV
月Iu
廿ほ細物旧持皿ー 

' 

ノ 
0 1 2 3 4 5cm 

図20. 1 キンキジュの葉，花，さや（Parrotta 1991) 

部分的に赤く色づく。さやは長くて20cm,幅10-15 mm 程度のねじれた形を 

みせる。マニラタマリンドの英名が示すように，豆莢内の白～赤色の肉質の部 

分は淡い甘味と酸味があり食用にされる。 

種子の取扱い 

1つの莢には5'-12 個の，1 cm程の長さの黒光りのする豆状の種子が含まれ 

ている。lkg当たり種子数は6,OOO'-'-26,OO0 個の間にばらつく。 

貯蔵種子は6か月間発芽力を維持する。新鮮種子の発芽率は20--'70％ある。 

育苗・植栽 

種子の取扱いは簡単であり，播種後1, 2 日後に発芽する。発芽促進のための 

図 20.1 キ ンキジュの葉 , 花 , さや (Parrotta l991)

部分的に赤く色づく。さやは長くて 20cm, 幅 10~15mm 程度のねじれた形を

みせる。マニラタマリンドの英名が示すように, 豆爽内の白~ 赤色の肉質の部

分は淡い甘味と酸味があり食用にされる。

種子の取扱い
1つの英には 5~12 個の,lcm 程の長さの黒光りのする豆状の種子が含まれ

ている。 lkg 当たり種子数は 6,000~26,000個の間にばらつく。

貯蔵種子は6か月間発芽力を維持する。新鮮種子の発芽率は20~70% ある。

育苗・植栽

種子の取扱いは簡単であり,播種後 1,2 日後に発芽する。発芽促進のための



157 

処理は必要ない。プェルトリコでは苗畑に播種して3か月で平均苗高40cm に 

達し，山出しされる。タイでは半年目の平均樹高が1.4 m 程度を記録している。 

この樹種の萌芽力はきわめて高く，また根を傷っけるとトゲの多い根萌芽が生 

じる。 

適 地 

原産地は熱帯・亜熱帯の年降雨量が500-'l,OOO mm 程度の乾燥～半乾燥地 

域である。現在は降雨量1,775mm に達する地域から，わずか400 mm 程度で 

4, 5 か月間の乾季があるところまで自生している。 タイでは年降雨量が450-j 

600mm，標高1,500m以下が適しているとされる。 

キンキジュは一般に乾燥と高温に対する耐性が高いと考えられている。 イン 

ドの半乾燥地では，1月に7-'8C, 5月に40-'42℃にもなるような幅広い温度 

条件下でも良く成長するといわれる0 

また植栽にあたってはあまり土壌条件を選ばないとされ，粘土から石灰質の 

土壌，貧栄養な砂質土から，汽水に冠水されるような塩性立地にも生育する。 

成 長 

良好な立地条件下では5~6年で樹高lOm に達する0 またグアテマラの亜熱 

帯乾燥地では6か月，21か月目の平均樹高がそれぞれ0.8, 1.7mという報告が 

あるd インド中部の半乾燥丘陵地での植栽試験では，初期の生存と成長は斜面 

上の位置と密接な関係を示し，斜面下部で良好な成長を示した。5年生時の生 

存率はサイトにより25 -100%，平均樹高は0.9r -'3.0 m ，平均胸高直径は1.8-

4.4cm の範囲にあったという。 

実生稚樹はまず直根を，次に側根を伸ばす。成長するにしたがって側根を浅 

く広げる。キンキジュは根粒菌と共生し，適地においては窒素固定を行う。 

キンキジュを耐陰性樹種とする報告もあるが，どちらかといえば耐陰性の小 

さい部類に入るだろう。初期段階では雑草との競争の影響を受けやすい。しか 

し一旦定着すると競争力はきわめて強くなり，しばしば被陰により他樹種や草 

地の植物を排除してしまう。 

更 新 

自然状態での下種更新は通常きわめて順調であり，この樹種が導入された一 
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処理は必要ない。プエルトリコでは苗畑に播種して 3か月で平均苗高 40cm に

達し,山出しされる。タイでは半年目の平均樹高が 1.4m 程度を記録している。

この樹種の萌芽力はきわめて高く, また根を傷つけるとトゲの多い根萌芽が生

じる。

適 地
原産地は熱帯 ・亜熱帯の年降雨量が 500~1,00o mm 程度の乾燥 ~ 半乾燥地

域である。現在は降雨量 1,775mm に達する地域から, わずか 400mm 程度で

4,5 か月間の乾季があるところまで自生 している。タイでは年降雨量が 450~

600mm, 標高 1,500m 以下が適しているとされる。

キンキジュは一般に乾燥と高温に対する耐性が高いと考えられている。イン

ドの,半乾燥地では,1 月に 7~ ずC,5 月に 40~42oC にもなるような幅広い温度

条件下でも良く成長するといわれる。

また植栽にあたってはあまり土壌条件を選ばないとされ,粘土から石灰質の

土壌,貧栄養な砂質土から,汽水に冠水されるような塩性立地にも生育する。

成 長
良好な立地条件下では 5~6 年で樹高 lom に達する。またグァテマラの亜熱

帯乾燥地では 6か月,21 か月目の平均樹高がそれぞれ 0,8,1.7m という報告が

ある。インド中部の半乾燥丘陵地での植栽試験では,初期の生存と成長は斜面

上の位置と密接な関係を示し, 斜面下部で良好な成長を示した。5年生時の生

存率 はサイ トにより 25~100%, 平均樹高 は 0.9~3.om, 平均胸高直径は 1,8~

4.4cm の範囲にあったという。

実生稚樹はまず直根を,次に側根を伸ばす。成長するにしたがって側根を浅

く広げる。キンキジュは根粒菌と共生し, 適地においては窒素固定を行う。

キンキジュを耐陰性樹種とする報告もあるが, どちらかといえば耐陰性の小

さい部類に入るだろう。初期段階では雑草との競争の影響を受けやすい。しか

し一旦定着すると競争力はきわめて強くなり, しばしば被陰により他樹種や草

地の植物を排除してしまう。

更 新
自然状態での下種更新は通常きわめて順調であり, この樹種が導入された一
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部地域では実生稚樹が雑草木化している。苗木は，種子以外に挿木からでも生 

産可能である。 

病虫害 

これまで食葉害や幹への穿孔害が知られている。被害原因と考えられている 

ものについて，地域，被害部分，種名を例示する。 

ハワイ ：莢果，種子：Subpandesma anysa 

プェルトリコ： 

インド ：樹皮 

：心腐れ 

：葉の斑点 

インド洋地域： 

これらの病害虫以外にも， 

が呼びかけられている。 

またこの樹種は枝折れ,幹折れや根返りなどの強風害を受けやすい。 プェル 

トリコでは1989年9月のハリケーンHugoによって最も被害を被ったのがキ 

ンキジュであったd さらにフロリダではハリケーンの被害を受けた街路樹の回 

復の悪さが報告されている。 

霜害を受けやすい樹種であると見なされているが，耐寒性には遺伝的な幅が 

あり，メキシコのソノラ産の種子から育てた苗は他産地のものと異なり，霜害 

への耐性が若干あるといわれる。 

:Umbon加 crassicornis（カメムシ目） 

:lndarbela sp.（チョウ目） 

:Phell玩us sp.（腐朽菌） 

:Cercospora ?nimosae （不完全菌） 

Colletotrichurn d0n1atiu2n（炭そ病菌） 

C. pithecellobii ( I, ) 

Phy11ostica ingae-du1cお（不完全菌） 

P. pithece1んbii（ ノノ ） 

:Poかdesma umbricola（チョウ目） 

タイでは牛や水牛などの家畜による食葉害に注意 

文 献 

Parrotta J.A. (1991) Pithecellobium dulce (Roxb.) Benth.にF Tropical Silvics Series 

No. 40:1~5 

堀田 満他（1989）世界有用植物事典．平凡社，東京1505 pp. 

W 誠tmore, T .C.編 (1972) Tree Flora of Malaya. Vol. 1, Longman, Malaysia 473 pp. 

Smitinand, T .編 (1985) Flora of Thailand. Vol. 4, Part 2: 204-205. Royal Forest 

Department, Bangkok 
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部地域では実生雅樹が雑草木化している。苗木は,種子以外に柿木からでも生

産可能である。

病虫害

これまで食薬害や幹への穿孔害が知られている。被害原因と考えられている

ものについて, 地域, 被害部分, 種名を例示する。

ハ ワイ :英 果 , 種 子 :SzのPの dgs' れααれ篤 α

プエ ル トリコ : :びmbo'z 超 crαssico“2Zs( カ メム シ日 )

イ ンド :樹皮 :′'zdの彰卿 sp.( チ ョウ目)

心腐れ :Pぬ郷‘われ′ssp,( 腐朽菌)

葉の斑点 :Cgrcospom mi'72osqe( 不完全菌 )

α施す餌“c′mm α鋤mば“'“ (炭そ病菌)

C,p 誌/?ecg‘‘o鰯i( 〃 )

PねyZZ0szim 初耳口β-α“Zds( 不完全菌 )

　　　　　　　　　　　　　 　 　

インド洋地域 : :Po かdgs77m m'の“coね (チ ョウ目)

これらの病害虫以外にも, タイでは牛や水牛などの家畜による食葉害に注意

が呼びかけられている。

またこの樹種は枝折れ,幹折れや根返りなどの強風害を受けやすい。プエル

トリコでは 1989年 9月のハリケーンHugo によって最も被害を被ったのがキ

ンキジュであった。さらにフロリダではハリケーンの波害を受けた街路樹の回

復の悪さが報告されている。

霜害を受けやすい横種であると見なされているが,耐寒性には遺伝的な幅が

あり, メキシコのソノラ産の種子から育てた苗は他産地のものと異なり, 霜害

への耐性が若干あるといわれる。
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Department,Bangkok
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21． 力リン（N a rra) 

学名：Pterocarpus indicus Wilid. 

マメ科マメ亜科 

浅川 澄彦 

本種はシタン(Daibergia cochinchinensお）, コクタン（Diospyn)s ebenurn) 

などとともに唐木のーつとしてよく知られている。成長の速いものの心材は金 

褐色，成長の遅いものの心材は赤味の強い美しい褐色で，時に黒い縞もみられ 

るなど変異が大きいが，辺材は淡灰黄色～淡黄褐色である。 

カリン（Plerocarpus) 属には全熱帯に約20種（100種とする文献もある）あ 

るといわれるが，東南アジアでは本種とR dalbergioides,P macroca?pus,P 

santal加l'S がよく知られ，植栽もされている。 アフリカで分布が広いのはP. 

angolensis であるが，ほかにも数種知られている（表21.1)。熱帯アメリカでは 

R draco が知られている。 

P. indicus はNarra （フィリピーン）, Sonokem bang, Linggoa （インドネシ 

ア）,Sena (Java, Sumatra, Moluccas), Angsana （マレーシア）,PNG Rose-

wood (PNG)などの名前でよばれている。Pradoo, Pradu, Pradoq （タイ）, 

Padauk （ミャンマー）もこの種の地方名としている文献もあるが，これらはR 

macrocarpus の地方名とみるほうがよいようである。和名にはインドシタンも 

用いられているが，本書では同属の和名はなるべく統一することとし，シタン 

はDaibergla 属の樹種にあてることとした。 シノニムにはP wailich14P 

zoilinge屈 P. papuanus などがある。よく混同されるバラ科のカリン（花梨）は 

中国原産のChaenorneルS sinensisで，芳香の強い，西洋ナシに似た果実をつけ 

る樹木で，科から異なる。 

樹高は35-'40m，胸高直径は1-1.5m に運する高木で，普通は主幹は短く, 

板根がある。7-.-9 枚の小葉をもつ羽状複葉を互生する。円錐花序に黄色の小型 

の花をつける。 マメ科のたいていの樹種は長い莢果（さや）をつけるが，本種 

は属名Pterocarpus (ptero＝翼のある, carpus ＝果実）が示すように，周囲が 

翼になっており，丸型・偏平（図21.1,グラビア52）である。中央に種子が普 

通は1個，時に2-3 個入っている。 

いずれの国でも最も優れた国産家具材として高く評価されており，とくに 

カリン (Narra)

学 名 :PZero 餌 ?P2‘s 加霞 cz‘sWilld.

マメ科マメ亜科

浅川 澄彦

木種 は シ タ ン (DQ あの部 α cod 物に崩れ.β'2,sis),コ ク タ ン (Diospymse 膨れm れ)

どとともに唐木の一つとしてよく知られている。成長の速いものの心材は金

色,成長の遅いものの心材は赤味の強い美しい褐色で,時に黒い縞もみられ

など変異が大きいが, 辺材は淡灰黄色~ 淡黄褐色である。

カリン (P‘g ocαゆ2‘s)属には全熱帯に約 20種 (100種とする文献もある) あ

といわれるが , 東南 アジアでは本種 と P dαのe′gioidgs,P''m αDcの力zは,P

粥餌Z'7zfsがよく知られ, 植栽もされている。アフリカで分布が広いのは

go‘@テヱSISであるが,ほかにも数種知られている (表 21.1)。熱帯アメリカでは

めロco が知 られている。

E Z7縦ごcz‘s は Narra (フ ィ リピ ン),Sonokembang,Linggoa (イ ン ドネ シ

),Sena (Java,Sumatra,Moluccas),Angsana( マ レー シア ),PNG Rose

od NG) などの名前でよばれている。 Pradoo,Pradu,Pradoq( タイ),

dauk( ミャンマー) もこの種の地方名としている文献もあるが,これらは F

α肥αゆ2ぼの地方名とみるほうがよいようである。和名にはインドシタンも

いられているが, 本書では同属の和名はなるべく統一することとし, シタン

Dの彰増加属の樹種にあてることとした。シノニムには P zひ郷‘Zcれ麹,P

"≧77gB",EPαP〃のz"sなどがある。よく混同されるバラ科のカリン (花梨)は

国原産の C′z解 '70“28‘ess 粥錆 sisで ,芳香の強い,西洋ナシに似た果実をつけ

樹木で, 科から異なる。

樹高は 35~40m, 胸高直径は 1~1.5m に達する高木で,普通は主幹は短く,

根がある。7~9 枚の小葉をもつ羽状複葉を互生する。円錐花序に黄色の小型

花をつける。マメ科のたいていの樹種は長い葉栗 (さや) をつけるが, 本種

届名 勝 grocαゆ "s(ptero= 翼のある,carpus= 果実 ) が示すように, 周囲が

になっており,丸型 ・偏平 (図 21.1,グラビア 52) である。中央に種子が普

は 1個 , 時に 2~3 個入 っている。

いずれの国でも最も優れた国産家具材として高く評価されており, とくに
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図21.1 カIiン 組indicus）の樹形（1)，花をつけた枝（2)，および果実 

(さや) (3) (PROSEA 5(l), 1994) 

フィリピンでは「国の木」 としてかっては重要な輸出品であったが，すでに 

1970年代の終わりから伐採も輸出も禁止されている。 

分 布 

東南アジアから太平洋地域にかけて広く生育し,天然分布域はミャンマー南 

部から南はジャワ，東はニューギニアに及ぶと思われるが，古くから植栽され 

てきたために今でははっきりしない（緒方1916）。なお，熱帯植物要覧(1984) 

では1 天然分布をセイシェルから熱帯アジアとしており，Soerianegara et aL 

(1994）はミャンマー南部から東南アジアをへて太平洋諸島に分布するとして 

おり，台湾‘沖縄のものは裁培としている。P. tnacrocaゆus はミャンマーから 

Z60

図 21.1 カリン (R 顔貌cz′s) の樹形 (1), 花をつけた枝 (2), および果実
(さや)(3)(PROSEA 5(1),1994)

フィリピンでは「国の水」としてかっては重要な輸出品であったが, すでに

1970年代の終わりから伐採も輸出も禁止されている。

分 布
東南アジアから太平洋地域にかけて広く生育し, 天然分布域はミャンマー南

部から南はジャワ, 東はニューギニアに及ぶと思われるが, 古くから植栽され

てきたために今でははっきりしない (緒方 1976)。なお, 熱帯植物要覧 (1984)

では, 天然分布をセイシェルか ら熱帯 アジアとしており,Soerianegara eiαZ.

(1994) はミャンマー南部から東南アジアをへて太平洋諸島に分布するとして

お り, 台湾 ・沖縄の ものは栽培 としている。F mαcm 餌 7Pzfsは ミャンマーか ら
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表21.l 良質の家具材がとれるカリン（Pleracaゆus) 属の樹種 

(NASl即9) 

樹 種 原 産 地 普 通 名 

アジア 

Pdel加rgioides 南アジア 

Pm,ld記“S 

R nacrocaゆus 

P. maisiゆjuin 

Rsa,ml訊Us 

アフリカ 

Rangolensis 

P erinaceus 

Poswl 

PS の,auxii 

東南アジア 

ミャンマー， 

インドシナ 

インド， スリランカ 

インド 

タイ， 

南アフリカ，タンザニア， 

ザイール 

セネガル～中央アフリ力 

ナイジェリア～ザイール 

Andaman padauk, Andaman 

redwood, Vermilion wood 

Narra 

Burma padauk 

Red sandalwood 

Muninga 

African padauk, 

Barwood 

タイに分布し，P dalbe?gjo沼es はアンダマン諸島に産する。 アフリカ種のう 

ちP. angolensis は東アフリカのミオンボ林を巾心に分布し，他の2種は西ア 

フリカのナイジェリアを中心に分布するが，P. soyauxiiは降雨林に，P. 

erinaceus はサバンナ林に分布する。 

開花・結実 

フィリピンでは3月から10月にかけて開花がみられるが，主な開花期は7 

月から9月とされている。果実は開花後3-.4 か月で成熟するので，主な採取時 

期は11月から1月となる。地域により，年によって開花・結実時期にはかなり 

の幅があり，半島マレーシアでは植栽木はほぼ毎月花と果実がみられ，同じ個 

体についてみると，1年に数回開花・結実するといわれる。 

17年生の植裁木で，1本当たり181.61 の果実が採取された事例がある。 

種子の取扱い 

11当たりの果実（閉果）数は110 -- 140 個で，75-95gという記録がある。1 

果当たりの種子数は0~5 個とされているが，普通には1 '-'2 個である。1,000 個 

表 21.1 良質の家具材がとれるカリン zerocの力"s) 属の樹種
(NAS I979)

樹 種 原 産 地 普 通 名

アジア

Ed αのgzgiofαBS 南アジア Andaman padauk,Andamall

redwood,Vermilion wood

Narra　 　　　　　　　　

F 7,zooのCのめ“S

　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　

アフリカ

　 　　　　　　　　　　

東南アジア
ミャ ンマ ー , タイ ,

イ ンドシナ

イ ン ド, ス リランカ

イ ンド

Burーmーa padauk

Red sandalwood

南 アフ リカ, タンザニア,

ザイール

セネガル~ 中央アフリカ　 　　　　　　　　　　　

P OS"7Z

　 　　　　　　　　 ナイジェ リア~ ザ,イール

Muninga

A「rican padauk,

Barwood

タイに分布し,Pd α‘加増Zo癌gsはアンダマン諸島に産する。 アフリカ種のう

ち P Q7zgり卿zsisは東アフリカのミオンポ林を中心に分布 し, 他の 2種は西ア

フ リカのナイジェリアを中心に分布するが,F soyα2は" は降雨林に,P

eγi'mα zば はサバ ンナ林に分布する。

開花・結実

フィリピンでは 3月から 10月にかけて開花がみられるが, 主な開花期は 7

月から9月とされている。果実は開花後 3~4 か月で成熟するので,主な採取時

期は 11月から 1月となる。地域により,年によって開花・結実時期にはかなり

の幅があり,半島マレーシアでは植栽木はほぼ毎月花と果実がみられ, 同じ個

体についてみると,1 年に数回開花・結実するといわれる。

17年生の植栽木で,1 本当たり 181.6Zの果実が採取された事例がある。

種子の取扱い
1‘当たりの果実 (閉果)数は 110~140 個で,75~95g という記録がある。 1

栄当たりの種子数は 0~5 個とされているが,普通には 1~2 個である。1,000個
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の閉果の重さは約770gだとする資料もある。平均発芽率は24％または30% 

とする文献もあるが，普通はもっと高い発芽率を期待できる。播きつける前に 

種子を果皮から取り出せば発芽率は多少よくなるが,普通にはそのま、播きつ 

けている。 

貯蔵についての試験例はみられないが,比較的貯蔵しやすい部類にいれられ 

ており，風通しのよい，乾いた暗い場所に保存すれば，半年から1年くらいは 

かなり良好な発芽率を維持できる。 

育 苗 

ポットによる方法と普通の苗床に裸根苗を育てる方法とあるが,前者による 

ことが多し、人手があれば初めに翼をおよそ切り取った果実を一昼夜水に浸 

し,ボットに直接または播き付け箱に播く。播き付け箱に播いた場合には，発 

芽後数日してポットに移植する。一例によると，100個の果実を播いて82 個が 

発芽したが,一部の果実から2-3本発芽したために, 実際の苗木は135本で 

あったという。苗床で育てる場合には，10- 15cm間隔に浅い溝をきり,その 

溝に，10'-'l5cm 間隔に，あらかじめ水に浸しておいた果実を播き付けて土を 

かける。フィリピンの場合,標準的な育苗期間はポット育苗で4-8 か月，裸根 

苗で9-liか月とされているが，巾間に硫安などを施用して成長を促進してい 

る例もある。山出し苗の苗高の基準は，ポット苗で約30cm，裸根苗で約50cm 

とされている。苗床で育てた苗木は根株（スタンプ）苗として植栽することも 

できるが，この場合には根元直径が少なくとも 2 cm以上のものを用いるほ 

うがよい。苗床で育てた規格苗は，適切に包んでおけば30日後でも90％程度 

の活着率が得られる。 

挿木繁殖が容易で,直径2-2.5cm の通直な枝を60-100 cm に切って挿付 

ける。挿穂にする枝の直径についてはもっと太いほうが良いとする文献もあ 

る。挿木苗のほうが実生苗よりも成長がよいともいわれている。 

植 栽 

植栽間隔は1mXlm, 2mX2rn, 3rnX3m などの事例（グラビア53）があ 

るほか，4 mx 4 m '-lO mx 10 m の間隔で巣植えを行う場合もある。 直播きを 

行うこともあり，雨季に全刈りまたは坪刈りして，2mX2m 間隔に1穴に2-

4果を播き付ける。播き付けた穴にかけた土は軽く押え，刈り取った草でマル 

　　　

の閉果の重さは約 770gだとする資料もある。平均発芽率は 24% または3()%

とする文献もあるが,普通はもっと高い発芽率を期待できる。播きつける前に

種子を果皮から取り出せば発芽率は多少よくなるが,普通にはそのま~播きつ

けている。

貯蔵についての試験例はみられないが,比較的貯蔵しやすい部類にいれられ

ており, 風通しのよい, 乾いた暗い場所に保存すれば, 半年から 1年くらいは

かなり良好な発芽率を維持できる。

育 苗
ポットによる方法と普通の苗床に裸根苗を育てる方法とあるが,前者による

ことが多い。人手があれば初めに翼をおよそ切り取った果実を一昼夜水に浸

し, ポットに直接または播き付け箱に播く。播き付け箱に播いた場合には, 発

芽後数日してポットに移植する。一例によると,100 個の果実を播いて 82個が

発芽したが, 一部の果実から2~3 本発芽したために, 実際の苗木は 135本で

あったという。苗床で育てる場合には,10~15cm 間隔に浅い溝をきり, その

溝に,10~15cm 間隔に, あらかじめ水に浸 しておいた果実を播き付けて土を

かける。フィリピンの場合,標準的な育苗期間はポット育苗で 4~8 か月,裸根

苗で 9~11 か月とされているが,1ナー間に硫安などを施用して成長を促進してい

る例もある。山出し苗の苗高の基準は,ポット苗で約 30cm, 裸根苗で約 50cm

とされている。苗床で育てた苗木は根株 (スタンプ)苗として植栽することも

できるが, この場合には根元直径が少なくとも 2cm 以上のものを用いるほ

うがよい。苗床で育てた規格苗は,適切に包んでおけば 30日後でも90% 程度

の活着率が得られる。

挿木繁殖が容易で, 直径 2~2.5cm の通直な枝を 60~10ocm に切って挿付

ける。挿穂にする枝の直径についてはもっと太いほうが良いとする文献もあ

る。挿木苗のほうが実生苗よりも成長がよいともいわれている。

植 栽
植栽間隔は lm ×lm,2m ×2m,3m ×3m などの事例 (グラビア 53) があ

るほか,4m ×4m~1om ×lom の間隔で巣植えを行う場合もある。直播きを

行うこともあり, 雨季に全刈りまたは坪刈りして,2m ×2m 間隔に 1穴に 2~

4巣を播き付ける。播き付けた穴にかけた土は軽く押え, 刈り取った草でマル
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チを行う。 また，並木の育成のためなどに，前述の挿木の要領にほぽ準じた， 

大型の挿穂による直挿しも行われている。 

成 長 

天然林における記録では直径2m，樹高40m に及ぶものもあるとされてい 

るが，普通には直径70-80cm,樹高25'-35m,枝下12-15m のサイズであ 

る。植栽木の成長については詳しい資料がなく，成長が速いという文献と遅い 

という文献とある。荒廃したカリ欠乏土壌で挿木苗の植付け当年の成長が2-3 

m に達した事例，同じく挿木によるものが5年で8m に達した事例があるが， 

実生でも16年生で直径18cm,樹高23 m という事例が報告されている。一方， 

11年生で直径3.2cm，樹高3.5m, 12年生で5.4cm, 5.5m, 14年生で6.8 cm, 

6.5m, 20年生で31.5cm, 17.9m, 22年生で14.6cm, 9,7m, 26年生で29.3 cm, 

11.5 m という成長事例（いずれもフィリピン）も報告されている。一方シンガ 

ポールの例では，条件の良いところでは，11年生で樹高13.3m，直径49 cm, 

平均成長量でみると樹高1.2mノ年，直径2cmノ年であった。マレーシアにおけ 

る事例では，60年生の林分の個体でlm3―よりもいくらか大きい材積が得られ， 

幹の平均直径は49cm，枝下高は7.1 m であった。 

孤立状態の場合には枝分かれして樹冠が広がるが，林分として育てればそれ 

ほど広がらず，樹冠長も樹高の1/3程度にとどまるといわれる。しかしI 筆者 

が関わった植栽地では，芯が立ちにくいように思われたし，別の壮齢林でも枝 

下は樹高の半分ほどであった。普通は枝下が短く，このことが収穫材積を減ら 

している。小枝は自然落枝する性質があるといわれるが，良材を生産するため 

には枝打ちが必要であろう。 

適 地 

フィリピンの文献では，天然にはフタバガキ科の樹木と混交することが多い 

が,いわゆるモラべ（Vitex l) an,切om)型の森林にもみられるし，マングロー 

ブ林に続く海岸林にも見られる。あきらかに陽樹で，林冠が比較的疎開した林 

分に出現し,湿潤な砂質壌土あるいは粘土質ロームの平地や沢沿いで最も成長 

が良い。フィリピソでは海抜1,300m くらいまで生育しているが,成長が良い 

のは600 m 以下であるとされる。 

　　　

チを行う。また, 並木の育成のためなどに, 前述の挿木の要領にほぼ準じた,

大型の挿穂による直挿しも行われている。

成 長
天然林における記録では直径 2m, 樹高 40m に及ぶものもあるとされてい

るが , 普通 には直径 70~80cm, 樹高 25~35m, 枝下 12~15m のサイズであ

る。植栽木の成長については詳しい資料がなく, 成長が速いという文献と遅い

という文献とある。荒廃したカリ欠乏土壌で挿水苗の植付け当年の成長が 2~3

m に達した事例,同じく挿水によるものが 5年で 8m に達した事例があるが,

実生でも 16年生で直径 18cm, 樹高 23m という事例が報告されている。一方,

11 年生 で直 径 3.2cm, 樹 高 3.5m,12 年 生 で 5.4cm,5,5m,14 年生 で 6.8cm,

6,5m,20 年生 で 31.5cm,17,9m,22 年生 で 14.6cm,9,7m,26 年 生 で 29.3cm,

11.5m という成長事例 (いずれもフィリピン) も報告されている。一方シンガ

ポールの例では, 条件の良いところでは,11 年生で糊高 13.3m, 直径 49cm,

平均成長量でみると樹高 1.2m/年, 直径 2cm/ 年であった。マレーシアにおけ

る事例では,60 年生の林分の個体で lm3 よりもいくらか大きい材積が得られ,

幹の平均直径は 49cm, 枝下高は 7.lm であった。

孤立状態の場合には枝分かれして樹冠が広がるが,林分として育てればそれ

ほど広がらず, 横冠長も樹高の 1/3程度にとどまるといわれる。しかし, 筆者

が関わった植栽地では, 芯が立ちにくいように思われたし, 別の壮齢林でも枝

下は樹高の半分ほどであった。普通は枝下が短く, このことが収穫材積を減ら

している。小枝は白然落枝する性質があるといわれるが,良材を生産するため

には枝打ちが必要であろう。

適 地

フィリピンの文献では, 天然にはフタバガキ科の樹木と混交することが多い

が , いわゆるモラベ (VZZexp の〃≧"om) 型の森林に もみ られるし, マングロー

ブ林に続く海岸林にも見られる。あきらかに陽樹で,林冠が比較的疎開した林

分に山現し, 湿潤な砂質壌二1ニあるいは粘土質ロームの平地や沢沿いで最も成長

が良い。 フィリピンでは海抜 1,300m くらいまで生育しているが, 成長が良い

のは 600m 以下であるとされる。
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病虫害など 

病害虫にはかなり強いとされているが，フィリピンでは次のような害虫が報 

告されている。Met'riona trivit忽Ia（ハムシ科）：幼虫，成虫ともに葉を食害。 

He記robostrychus aequalis, Sinoxylon anale, Xylo坑,-ips flai励es（ナガシンク 

イムシ科）：枯れ枝から侵入して材を食害。Crossotarsus leconici（ナガキクイ 

ムシ科）：生立木の心材を食害。この他の穿孔虫として,インドおよび近隣地域 

からBostrychopsis parallela. Minthea rugicollis （ナガシンクイムシ科）, 

Sipalus hypocrita （ゾウムシ科）,Platypus lap沼us（ナガキクイムシ科）, 

Xyleborus duplicaル5,x similis（キクイムシ科）などが記録されている。 

病気については，褐斑病や黒やに病などが報告されている。前者は苗木から 

成木までの葉に発生するが，被害を起こすのは幼苗時である。幼苗時に発生す 

ると，落葉被害によって成長が著しく阻害され，生育不揃いから山出しの得苗 

率が低下する。 これまでのところ，褐斑病はマレーシアとフィリピンで本種に 

のみ記録されている。 

文 献 

Asiddao, F. (1985) Silvical Characteristics of Smooth Narra. Mimeograph. 

NAS (1979) Tropical Legumes : Resources for the Future. 331 pp. 

Soerianegara, 1. & R.H.M.J. Lemmens, ed. (1994) Plant Resources of South-East Asia 

5: Timber Trees (1) Major commercial timbers. PROSEA, Bogor, pp. 374-379. 

緒方 健（1976)カリン・花櫚，花梨，熱帯林業 42 : 25-26 

　　　

病虫害など
病害虫にはかなり強いとされているが, フィリピンでは次のような害虫が報

告されている。Me 存Zom かfUzzね‘α (ハムシ科):幼虫, 成虫ともに葉を食害。

亙8彰飾りosm ′dzz‘s 僻 q""ZZS,SP リズメ o“ mm ね Xy‘o‘ねブめ s"wipes( ナ ガ シ ンク

イムシ科):枯れ枝から侵入して材を食害。Cγossozのs"sZβcomgi( ナガキクイ

ムシ科):生立水の心材を食害。この他の穿孔虫として,インドおよび近隣地域

か らβosわγcたopsis pのロZZBね, 肌加仇eα れ‘gico‘‘Zs( ナガシンクイムシ科 ),

SZPα加s 毎 Pocm α (ゾウムシ料 ),P‘αzyp“s‘eDid“s( ナガキ クイム シ科 ),

XyZBooms d"郷に鯛z‘s,工 櫛mZ‘is( キクイムシ科 ) などが記録 されている。

病気については,褐斑病や黒やに病などが報告されている。前者は苗木から

成木までの葉に発生するが,被害を起こすのは幼苗時である。幼苗11寺に発生す

ると, 落葉被害によって成長が著しく阻害され,生育不揃いから山出しの得苗

率が低下する。これまでのところ, 掲斑病はマレーシアとフィリピンで本種に

のみ記録されている。

文 献
Asiddao, F, (1985) SilvicaI Characteristi(sofsmoothNarra.Mimeograph.

NAS (1979) TropicaI Legumes:Resourcesforthe Future,331pp.

Soerianegara,1. & R.H.M.J.Lemmens,ed.(1994)P1antResourcesofSouth ‐EasL Asia

Timber Trees(1)Majorcommercial timbers.PROSEA,Bogor,pp,374~379.

緒方 健 (1976) カリン・花欄, 花梨, 熱帯林業 42:25~26
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22. アメリカネムノキ（Rain tree) 

学名：Samanea saman Merr. 

マメ利・ネムノキ亜科 

石塚 森吉 

中南米原産のアメリカネムノキは成長がはやく大きな傘型の樹冠をつくる 

（グラビア54）ので，被陰樹として熱帯各地に18世紀から植栽されてきた。ア 

ジアやアフリカでは街路樹（グラビア55）をはじめ，公園，村の広場，家の周 

りなどに植栽されているし，中央ァメリカでは牧場やコーヒープランテーショ 

ンの被陰樹として用いられている。 

樹冠が横へ張る性質があるので，密植させて通直な幹材生産を目的とするよ 

うな施業にはあまり用いられない。ふっう常緑であるが，乾季の比較的長い地 

域では一時的に落葉する。若い葉や果実は飼料にされ，また成熟した豆果には 

微糖が含まれ，アルコール製造に利用しうるという。木材は暗黄褐色から褐色 

の心材をもち，気乾比重0.42-O,60 で比較的軽軟である。力I］工しやすいので， 

おもに細工物（盆，木皿など）として利用されたり，心材色がチークに似るた 

ぬ，チークの代用の彫刻材にもされる。 また耐水性があり，丸木舟にされる。 

タイ北部では，ラッカー（塗料）の原料となるラック oac）を採取するための 

ラックカイガラムシの宿主木として用いられ，そのための植林もされている。 

Rain tree, Saman, Monkey pod などの英名がある。タ暮れ薄暗くなると， 

日本のネムノキのように複葉の対生の小葉を下向きに閉じる。 日中でも雨が降 

り出してきそうな暗い曇天下では葉が閉じる （グラビア57）ので，Rain tree 

という名前がつけられたという。 なお，テレビのコマーシャルに出てくる「こ 

の木何の木,気になる木」は，このアメリカネムノキである。 

A 1bL 記saman とされることも多く，このほかのシノニムとしてはEntero・ 

lobium saman, Pithecellobium saman, Pithecoルbium saman がある。 

分類と形態 

マメ科ネムノキ亜科のSamanea 属は中央アメリカ～南アメリカ北部におよ 

そ18種が知られている。最近,属名としてEhルrolobiu,n が使われるが，ここ 

ではSanuznea を使用する。Nielsen (1985）によると, Samanea 属はAlbizia 

Z65

22. アメリカネムノキ (Rain tree)

学 名 :Sα“zα解 α s鋤 7αれ Merr

マメ科ネムノキ亜料

石塚 森吉

中南米原産のアメリカネムノキは成長がはやく大きな傘型の樹冠をつくる

(グラビア 54) ので, 被陰樹として熱帯各地に 18世紀から植栽されてきた。ア

ジアやアフリカでは街路樹 (グラビア 55) をはじめ, 公園, 村の広場, 家の周

りなどに植栽 されているし, 中央アメリカでは牧場や コーヒープランテーショ

ンの被陰樹として用いられている。

樹冠が横へ張る性質があるので,密植させて通直な幹材生産を目的とするよ

うな施業にはあまり用いられない。ふつう常緑であるが, 乾季の比較的長い地

域では一時的に落葉する。若い葉や果実は飼料にされ, また成熟した豆果には

徴糖が含まれ, アルコール製造に利用しうるという。木材は暗黄褐色から褐色

の心材をもち, 気乾比重 0.42~0,60で比較的軽軟である。加工しやすいので,

おもに細工物 (盆, 木皿など) として利用されたり, 心材色がチークに似るた

め, チークの代用の彫刻材にもされる。また耐水性があり, 丸木舟にされる。

タイ北部では, ラッカー (塗料) の原料となるラック (lac)を採取するための

ラックカイガラムシの宿主木として用いられ, そのための植林もされている。

Rain tree,Saman,Monkeypod などの英名がある。夕暮れ薄暗 くなると,

日本のネムノキのように複葉の対生の小葉を下向きに閉じる。日中でも雨が降

り出してきそうな暗い曇天下では葉が閉じる (グラビア 57) ので,Rain tree

という名前がつけられたという。なお, テレビのコマーシャルに出てくる 「こ

の木何の木, 気になる木」は, このアメリカネムノキである。

A‘bzzね sαmαれとされることも多 く, このほかの シノニムとしては EれZ8m‐

ある貌粥,sα“獲れ,PZ 物 eceZZobi・z‘加,sα加αれ,P 立たgco‘oゎ粥 ms の 'zmz が あ る。

分類と形態
マメ科ネムノキ亜料の Sαmm28 α属は中央アメリカ~ 南アメリカ北部におよ

そ 18種が知られている。最近, 届名として E72‘のりZobね〃“が使われるが, ここ

では Sの'zαれ8αを使用する。 Nielsen(1985) によると,S の'2のz卿 属は A 恥迄紅
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属（日本に自生するネムノキを含む）と区別をつけがたいという。両属ともに， 

文献によって種数がかなり異なるので，分類の難しいグループのようである。 

アメリカネムノキは樹高が20m 以上になる高木で，枝を広げた樹冠は傘型を 

呈し,直径30 m 以上に達する（グラピア54)。樹皮は若いときは淡灰色または 

淡褐色で平滑であるが，太くなると色が濃くなり縦の浅い溝が人る（グラビア 

56)。内皮は桃色または黄褐色である。小枝には軟毛が密生する。葉は2回羽状 

複葉で有柄，長さは20-40 cm，羽片の基部（葉軸上）に腺体がある。成木の羽 

片は2-6対，小葉は羽片に2'- 10対あり斜卵形～平行四辺形で，長さ15-6 

cm，幅0.7-4 cm，基部は非対称形で，先端は鈍頭である。小葉は先端ほど大き 

く，上面は無毛，下面には軟毛が密生する。頭状の花序は枝端に2-5個腋生す 

る（グラビア57)。直立した花梗をもち，中央部には有柄花，周縁部には無柄花 

がつく。花は長さ約2cm の淡黄色の筒状で,萼は軟毛に被われる。雄しべは多 

数で花冠よりも長く飛び出し，上端淡紅色でよく目立つ。周縁部の無柄花は中 

央部の有柄花より少し小さい。 豆果は多肉質・扁平で長さ15-20cm， 幅約2 

cm，黒熟するが裂開しない。豆果には長さ9mm，幅5mm，厚さ4mm くらい 

の種子が10---20 粒はいっているa 新葉の展開とほとんど同時に落葉が起こる 

樹種（leaf exchangerと呼ばれる）であり，局地的な気候や天候に応じて開葉 

の数日前か数日後に落葉する。原産地の中央ア．メリカでは乾季に数日間落葉し 

て裸になるが， シンガポールでは常緑である。花期は，ビルマやタイでは主と 

して4-5月にあり（ただし8月でもときに咲いている），豆果は翌年の3-S月 

に熟する。 

天然分布と導入地域 

中央アメリカから南アメリカ北部の熱帯地域にかけて自生する。 その生育地 

の範囲は，標高0-700m，年間降水量760-3,000mm，年平均気温22-28C, 

2-4 か月の乾季をもつ地域に広がる。土質はあまり選ばず，巾性～酸性の水は 

けの良い土を好む◇ 自生地では開放地に生育することが多く，河畔林など季節 

的な浸水地で最大に達するという。 

1826年南アメリカからョーロッパに導入されたとされている。セイロンには 

1850年頃，西アフリカから持ち込まれ，マラヤには1876年にもたらされたと 

いう。その後，また、く間に広がり，19世紀末には東南アジア各地に広がった 

らしい。わが国にも1925年頃導入された記録がある。現在では，上記のような 

　　　

属 (日本に自生するネムノキを含む) と区別をつけがたいという。両属ともに,

文献によって種数がかなり異なるので, 分類の難しいグループのようである。

アメリカネムノキは樹高が 20m 以上になる高木で, 枝を広げた樹冠は傘型を

呈し,直径 30m 以‐L二に達する (グラビア 54)。樹皮は若いときは淡灰色または

淡褐色で平滑であるが,太くなると色が濃くなり縦の浅い溝が人る (グラビア

56)。内皮は桃色または黄褐色である。小枝には軟毛が密生する。葉は2回羽状

複葉で有柄,長さは 20~40cm, 羽片の基部 (粟軸上) に腺体がある。成木の羽

片は 2~6 対 , 小葉は羽片に 2~10 対あり斜卵形~ 平行四辺形で, 長さ 1.5~6

cm, 幅 0.7~4cm, 基部は非対称形で,先端は鈍頭である。小葉は先端ほど大き

く,上面は無毛,下面には軟毛が密生する。頭状の花序は枝端に2~5 個順生す

る (グラビア57)。直立した花梗をもち,中央部には有柄花,周縁部には無柄花

がつく。花は長さ約 2cm の淡黄色の筒状で,薄は秋毛に被われる。雄しべは多

数で花冠よりも長く飛び出し,上端淡紅色でよく目立つ。周縁部の無柄花は中

央部の右柄花より少し小さい。豆巣は多肉質・扇平で長さ 15~20cm, 幅約 2

cm, 黒熟するが裂B罰しない。豆果には長さ 9mm, 幅 5mm, 厚さ 4mm くらい

の種子が 10~20 粒はいっている。新葉の展開とほとんど同時に落葉が起こる

樹種 (leafexchangcr と呼ばれる) であり,局地的な気候や天候に応 じて開葉

の数日前か数日後に落葉する。原産地の中央アメリカでは乾季に数ヒ1問落葉し

て裸になるが, シンガポールでは常緑である。花期は, ビルマやタイでは主と

して 4~5 月にあり (ただし8月でもときに咲いている),豆果は翌年の 3~5 月

に熟する。

天然分布と導入地域
中央アメリカから南アメリカ北部の熱帯地域にかけて自生する。その生育地

の範囲は, 標高 0~700m, 年間降水量 760~3,00omm, 年平均気温 22~2 ずC,

2~4 か月の乾季をもつ地域に広がる。土質はあまり選ばず,中性~ 酸性の水は

けの良い土を好む。自生地では開放地に生育することが多く,河m半林など季節

的な浸水地で最大に達するという。

1826年南アメリカからヨーロッパに導人されたとされている。セイロンには

1850年頃, 西アフリカから持ち込まれ, マラヤには 1876年にもたらされたと

いう。その後, また く間に広がり,19 世紀末には東南アジア各地に広がった

らしい。わが岡にも 1925年頃導入された記録がある。現在では,上記のような
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気候をもつ熱帯各地に植栽されており，野生化したところも少なくない。タイ 

では河川の川岸や氾濫原に野生化したものが見られる。ミャンマーでもデルタ 

地帯の湿地に良く耐えて育ち，草本の成長を凌ぐという。多少の乾季をもつモ 

ンスーン域に適応した樹木といわれ，アジアではタイなど大陸部とジャワ島東 

部，フィリピンに多く，マレー半島, スマトラ，ボルネオには比較的少ない。 

しかし，マレーシアやシンガポールにも古い巨木や並木が少なくない。多雨地 

帯では，この巨木にシマオオタニワタリなどの着生植物がっいているのをよく 

目にする。 

育 苗 

種子による繁殖が極めて容易である。以下は，主に山手（1993） とPancel 

(1993）を参考にした。 

種子の採取と調製：枝を切り落とすか高枝切り等で豆果を採取する。豆果は 

長さ15-'20 cm程度で，10-20粒の種子がはいっている。さや（莢）は黒色に 

なって熟するが，乾燥しても裂開しないので，臼で砕いて脱種させ篩にかけ調 

製する。 種子はkg当たり4,400 -'7,000 粒である。 かなり若くからタネをつけ 

はじめ，成木は毎年のように多くのタネをつけるという。 

播付けと移植：種子は，熱湯（80C）で20分処理した後，水に浸し，12時間 

後に播き付ける。また，希硫酸に10分浸し，よく洗ってから水に浸す方法もあ 

る。ふつう発芽率は高く80％以上もあるので，ポットに一粒ずつ直播きする 

が，箱播きもおこなって未発芽ポットの移植にそなえる。発芽日数は5~6日， 

発芽後3'-.-'4 日で移植をおこなう。前処理をおこなわない場合，発芽日数は14 

-'20 日かかる。種子は，気密にして低温乾燥貯蔵すると5年程は活力を保つ。 

苗木管理：移植後はすぐに日覆をし，成長を開始したら除去する。潅水は朝 

タ2回，除草は早めに，山出しまで何回も行う。常に苗木の生育状況を観察し 

て必要に応じて根切りをおこない,山出し1か月前からは潅水の量を調節す 

る0 

山出し：移植後4 (-'6）か月で苗高40-'50 cm に達するので，この頃山出し 

する。なお，本種は挿木の発根性が高く，雨季に成長途上の枝先を挿穂として， 

1%粉剤IBA で処理して挿木すると80％以上発根する。ただし，老齢の木の枝 

では発根率が低い。 
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気候をもつ熱帯各地に植栽されており,野生化したところも少なくない。タイ

では河川の川岸や氾濫原に野生化したものが見られる。 ミャンマーでもデルタ

地帯の湿地に良く耐えて育ち,草本の成長を凌ぐという。多少の乾季をもつモ

ンスーン域に適応した樹木といわれ, アジアではタイなど大陸部とジャワ島東

部 , フィリピンに多 く, マ レー半島 , スマ トラ, ボルネオには比較的少ない。

しかし, マレーシアやシンガポールにも古い巨木や並木が少なくない。多雨地

帯では, この巨木にシマオオタニワタリなどの着生植物がついているのをよく

目にする。

育 苗
種子による繁殖が極めて容易である。以下は, 主に山手 (1993) と Pancel

(1993) を参考にした。

種子の採取と調製 :枝を切り落とすか高枝切り等で豆巣を採取する。豆果は

長さ 15~20cm 程度で,10~20 粒の種子がはいっている。さや (英) は黒色に

なって熟するが, 乾燥しても裂開しないので, 日で砕いて脱種させ節にかけ調

製する。種子は kg 当たり4,400~7,000粒である。かなり若くからタネをつけ

はじめ, 成木は毎年のように多くのタネをつけるという。

播付けと移植 :種子は,熱湯 (80℃ )で 20分処理した後,水に浸し,12 時間

後に播き付ける。また,希硫酸に 10分浸し, よく洗ってから水に浸す方法もあ

る。ふつう発芽率は高く80% 以上もあるので, ポットに一粒ずつ直播きする

が, 箱播きもおこなって未発芽ポットの移植にそなえる。発芽日数は 5~6 日,

発芽後 3~4 日で移植をおこなう。前処理をおこなわない場合, 発芽 LI数は 14

~20 日かかる。種子は, 気密にして低温乾燥貯蔵すると 5年程は活力を保つ。

苗木管理 :移植後はすぐに日覆をし, 成長を開始したら除去する。潅水は朝

夕 2回, 除草は早めに, 山出しまで何回も行う。常に苗木の生育状況を観察し

て必要に応じて根切りをおこない, 山出し1か月前からは潅水の量を調節す

る。

山出し :移植後 4(~6) か月で苗高 40~50cm に達するので, この頃11」出し

する。なお,本種は挿木の発根性が高く,雨季に成長途上の枝先を挿穂として,

1%粉剤 IBA で処理して挿木すると80% 以上発根する。ただし,老齢の木の枝

では発根率が低い。
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成 長 

アメリカネムノキは林分として植栽されることが少ないので，他の造林樹種 

と比較できるような資料に乏しい。一般に年当たり50-400cm以上の樹高の 

初期成長をみるが，樹冠の拡張とともに樹高成長は衰える。樹冠の張りととも 

に根の張りも大きい樹種で，建物の基礎や路面を持ち上げることがある。セイ 

ロンでは1850年頃から街路樹に導入されたが，樹冠と根の張りの制限から樹 

齢80年以上のものは少ないという。東南アジアの古い植栽木は，現在でもせい 

ぜい100年生ぐらいであろう。直径は100-450cm 以上に達する0 

S tree加 (1962）によると，タンザニアのザンジバル島（年降水量約1,100 

mm ）に約2.5mX2.5nlの間隔で植栽された人工林（1950年植栽）があったが， 

5年後に残った個体はha当たりわずか222本で，樹高は最大で4.5 m 程度で 

あったという。このことから，プランテージョンにはあまり向かない樹種であ 

るという見方をしている。一方，Pancel (1993）のデータベースによると，年 

間降水量1,000mm以上の地域における材積成長量（連年成長量か平均年成長 

量かあきらかではない）は，25'--'35 m3/haノ年の範囲を示すとい、，他の樹種と 

比較してもかなりの成長量である。 しかし，通常のプランテーションとして植 

栽された例が少なく，面積当たりの成長量を比較するのは現在のところ困難だ 

と思われる。 

なお，バングラディッシュで乾性の埴質土壌に本種を含む8樹種を植栽し， 

10 か月後の活着率と成長を調べた結果が報告されている（Kar e t al,, 1986% 

アメリカネムノキの活着率は70％を示し， タマリンドの80％についで高かっ 

たが，平均樹高は150cm でタマリンドの54cm を大きく引き離したという。 

病虫害 

重要な病虫害はほとんど知られていない。苗畑ですす病やうどんこ病の発生 

の報告がある。 マメ科樹木はうどんこ病の発生が多いので，苗畑ではトリアジ 

メホン剤（1,000-'2,000 倍）を10日から2週間おきに数回散布する。播付け床 

やポット床が過湿にならないように留意する（小林，1994)。なお，フィリピン 

のイロコスの苗畑でleaf spot d島ease（病原菌はVolutella SP.）による高い罹 

病率（70%以上）が報告されている（Tomas, 1992)。罹病すると葉が落ち成長 

が衰えるが， トプシンMとベンレートに薬効があるという。 

虫害については，バンコクのアメリカネムノキの大木がコナカイガラムシの 

　　　

成 長

アメリカネムノキは林分として植栽されることが少ないので, 他の造林樹種

と比較できるような資料に乏しい。一般に年当たり50~10ocm 以上の糊高の

初期成長をみるが,樹冠の拡張とともに樹高成長は衰える。樹冠の張りととも

に根の張りも大きい樹種で,建物の基礎や路面を持ち上げることがある。セイ

ロンでは 1850年頃から街路樹に導入されたが,樹冠と根の張りの制服から樹

齢 80年以上のものは少ないという。東南アジアの古い植栽水は,現在でもせい

ぜい 100年生ぐらいであろう。直径は 100~150cm 以上に達する。

Strects(1962) によると, タンザニアのザンジバル島 (年降水量約 1,loo

mm) に約 2.5m ×2.5m の間隔で植栽された人工林 (1950年植栽 )があったが,

5年後に残った個体は ha 当たりわずか 222本で, 樹高は最大で 4‘5m 程度で

あったという。このことから, プランテーションにはあまり向かない樹種であ

るという見方を している。一方 ,Pancel(1993) のデータベースによると, 年

間降水量 1,00omm 以上の地域における材積成長量 (連年成長量か平均年成長

量かあきらかではない)は,25~35m3/ha/ 年の範囲を示すとい＼,他の樹種と

比較してもかなりの成長量である。 しかし, 通常のプランテーションとして植

栽された例が少なく,面積当たりの成長量を比較するのは現在のところ困難だ

と恩、われる。

なお, バングラディッシュで乾性の埴質土壌に本種を含む 8樹種を植栽し,

10か月後の活着率と成長を調べた結果が報告されている (Kar gi錫 1986)。

アメリカネムノキの活着率は 70% を示し, タマリンドの 80% についで高かっ

たが, 平均樹高は 150cm でタマリンドの 54cm を大きく引き離したという。

病虫害
重要な病虫害はほとんど知られていない。苗畑ですす病やうどんこ病の発生

の報告がある。マメ科樹木はうどんこ病の発生が多いので, 苗畑ではトリアジ

メホン剤 (1,000~2,000倍) を 10日から 2週間おきに数回散布する。播付け床

やポット床が過湿にならないように留意する (小林,1994)。なお, フィリピン

のイロコスの苗畑で leaf spot disease( 病原菌 は o‘“ie"α sp.) による高い雁

病率 (70% 以上 )が報告されている (Tomas,1992) 。催病すると葉が落ち成長

が衰えるが, トプシンM とペンレートに薬効があるという。

虫害については, バンコクのアメリカネムノキの大木がコナカイガラムシの



169 

大発生により次々と枯れたが，次第におさまったという。 インドおよび近隣地 

域では， ラックカイガラムシのほか7種のカイガラムシ，多くの穿孔虫，食葉 

性昆虫の報告がある。 その中で，生立木を加害するものとしては，チョウ月の 

んdarbela quadrinota加，カミキリムシのXystrocera globosa が知られている。 

また材加害虫としてはカミキリムシのCoptopus aed切cator がある。 

ラックの採取 

北部タイでは，アメリカネムノキにつくラックカイガラムシからラック（分 

泌液）を採取している。 ラックは塗料のラッカーはもとより，ニス，ワックス， 

食品の着色料の原料となるものである。 ラックカイガラムシはもともと東南ア 

ジアに分布するカイガラムシで，果樹について樹液を吸う害虫として知られる 

ものであった。 これをアメリカネムノキで繁殖・増殖させて，枝にこびりつい 

たラックを収穫するのである。 収穫時は枝を切り落とすが，1週間程度で芽が 

吹き出すという。 タイはインドに次ぐラックの輸出国である（渡辺，1993)。 タ 

イの森林局の報告によると，アメリカネムノキから採取されるラックは比較的 

上質であり，i ライ（40 mx 40 m ）当たりに16本植栽して6年間で50'-'150 kg 

収穫できるという。 

引用文献 

Kar, N .K., Momin, M .A. & Musa, A .M. (1989) Study on the performance of different 

fruit and forest species in the Barind tract (Bangladesh). Proceedings of the 

l4th Annual Bangladesh Science Conference, Section 1, p. 88, Bangladesh 

Association for Advancement of Science, Dacca (Summary only) 

Nielsen, C. (1985) Flora of Thailand. (Smitinand, T . & K . Larsen cds.) 4 (2): 13V-222 

Pancel, L. (1993) Tropical Forestry Flandbook. Springer-Verlag, Berlin, 569-643 

Streets, M .A. (1962) Exotic forest trees in the British Commonwealth. Clarendon 

Press, Oxford, 750 pp. 

Tomas, W .G. (1992) Leaf spot disease of raintree (Samanea saman (Jacq.) Merr.). 

Master Thesis in Forestry. Univ. of the Philippines, Los Baios, 85 pp. 

渡辺弘之（1989）東南アジアの森林と暮らし．人文書院，東京, isOpp. 

渡辺弘之（1993）東南アジア林産物20 の謎．築地書館，東京，2llpp. 
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大発生により次々と枯れたが, 次第におさまったという。インドおよび近隣地

域では, ラックカイガラムシのほか 7種のカイガラムシ, 多くの穿孔虫, 食葉

性昆虫の報告がある。その中で, 生立木を加害するものとしては, チョウ日の

粥αα“可αク“αのヱ仰ごα如 , カ ミキ リム シの Xysf“ocem g‘obos αが知 られ て い る。

また材加害虫としてはカミキリムシの CopむoP2はα餌琉cのoγがある。

ラックの採取

北部タイでは, アメリカネムノキにつくラックカイガラムシからラック (分

泌液 ) を採取 している。ラックは塗料のラッカーはもとより, ニス, ワックス,

食品の着色料の原料となるものである。ラックカイガラムシはもともと東南ア

ジアに分布するカイガラムシで, 果樹について樹液を吸う害虫として知られる

ものであった。これをアメリカネムノキで繁殖・増殖させて, 枝にこびりつい

たラックを収穫するのである。収穫時は枝を切り落とすが,1 週間程度で芽が

吹き出すという。タイはインドに次ぐラックの輸出国である (渡辺,1993)。タ

イの森林局の報告によると, アメリカネムノキから採取されるラックは比較的

上質であり,1 ライ (40m ×40m) 当たりに 16本植栽して 6年間で 50~150kg

収穫できるという。

引用文献
Kar,N.K ‐,Momin,M.A.&Musa, △‐M.(1989)Studyon thePerformanceofdifferent

fruit 瀧縦 forest species in the Barind trac ー{Bangladesh),Proceedings of Lhe

14th AnnuaI Bangladesh Science Confcrence,Section l,p.88,Bangladesh

Association for AdvancemenL of Science,Dacca(Summaryonly)

Nielsen, C. (1985) F1ora of Thailand,(Smitinand,T.&K.Larsen eds.) 4 (2) : 131~222

Pancel, L‐(1993)TropicaI ForesLry Handbook.Springer ‐Verlag,Berlin,569~643

Streets, M‐A. (1962) Exotic forest trees in Lhe British Commonwealth.C1arendon

Press,oxford,750pp.

Tomas,W.G.(1992) Leaf spot disease of raintree(S の“の zeα sα7'm〃 (Jacq.)Merr.).

M[aster Thesis in Forestry.Univ.of the Philippines,Los Balios,85pp.

渡辺弘之 (1989) 東南アジアの森林と暮らし, 人文書院, 東京,160 pp.

渡辺弘之 (1993) 東南アジア林産物 20の謎. 築地書館, 東京,211pp,
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23． シロゴチョウ（Agati sesbania) 

学名：Sasbania grandi加ra Pers. 

マメ科マメ亜科 

太田 誠ー 

東南アジア原産の本種は極めて成長が速くかっ非常に幅広い用途を持った 

め，熱帯地域で広範に植栽されている。樹高8-42m，直径20-25 cm程の小 

高木で時として樹高は20m に達する。枝は細くやや上向きに着き二又に分岐 

するが，数は少ない。樹皮は厚さ1.25-2.5 cnlのコルク質で淡褐～淡灰色，溝 

がありや、剥がれやすい。 葉は長さ15-30 cm の羽状複葉,互生で20"-'40対 

の小葉よりなる。小葉は幅8-15mm，長さ2-4cm の長楕円ないし卵型で鈍 

頭，淡緑色～淡青緑色で無毛。インドではAgathi （ヒンズー）,Baka（ベンガ 

ル）,Agati （タミル）等と呼ばれ，ミャンマーではPakupyu, スリランカでは 

Katuru-murunga, フィリピンではkaturai, Guay-guai，マラヤ，ジャワでは 

Tu比 タイではKe ban，ベトナムではDau dua,巾国では木田青，台湾では 

大花田青, ォーストラリアではswamp corkwood, white dragon tree, 

dragon-flower tree, water treeなどとして知られる。英語ではAgati 

sesbania のほかに，Swamp pea, Vegetable humming bird, Pea treeなどと 

も呼ばれる。オーストラリア原産のものは従来はSesbania grand汎oraとされ 

ていたが，花と葉の形態に僅かな違いが認められるためSesbania formosa と 

して区別する植物学者もある。 シノニムにAgali grandiflora がある。 

分 布 

インド，マレーシア，インドネシア， フィリピンなど多くのアジア諸国から 

オーストラリア北～北西部にかけて広く天然分布する。熱帯アジア諸国では, 

水田の畦，道路ぎわ，農家の庭先などでごく普通に見ることが出来る。オセア 

ニアのほか, フロリダ南部，西インド諸島, メキシコ南部からほとんど全ての 

中南米諸国まで広い範囲に導入されており，モーリシャスでも植栽されている。 

開花・結実 

花は白または紅色の蝶型で10 cm前後の総状花序に2-7 個が肢生で疎着 

　　　　

23. シ□ゴチ ョウ (Agati sesbania)

学 名 :Seso の卿 gm “〆琉 o7Q Pers.

マメ禾ヨーマメ亜科

太田 誠一

東南アジア原産の本種は極めて成長が速くかつ非常に幅広い用途を持つた

め, 熱帯地域で広範に植栽されている。横高 8~12m, 直径 20~25cm 程の小

高木で時として樹高は20m に達する。枝は細くやや上向きに着き」又に分岐

するが , 数は少ない。樹皮 は厚 さ 1.25~2,5cm のコルク質で淡褐 ~ 淡灰色 , 溝

がありや 剥がれやすい。葉は長さ 15~30cm の羽状複葉, 互生で 20~40 対

の小葉よりなる。小葉は幅 8~15mm, 長さ 2~4cm の長楕円ないし卵型で鈍

頭,淡緑色~ 淡青緑色で無毛。インドでは Agathi( ヒンズー),Baka( ベンガ

ル),Agati (タ ミル) 等 と呼ばれ , ミャンマーでは Pakupyu, スリランカでは

Katuru-murunga, フ ィ リピ ンで は katurai,Guay-guai, マ ラヤ , ジ ャワで は

Tud, タイでは Ke ban, ベ トナムでは Daudua, 中国では木 H]青 , 台湾では

大 花 田 青 , オ ー ス ト ラ リ ア で は swamp corkwood,whiLe dragon tree,

dragon-flower tree,water tree な ど と し て 知 ら れ る。 英 語 で は Agati

sesbania の ほか に ,Swamp pca,Vegetablehumming bird,Pca tree な ど と

も呼ばれる。オーストラリア原産のものは従来は Sesbα欄αgずの粥雛om とされ

ていたが, 花と葉の形態に僅かな違いが認められるため Sesbの7超允榊2osqと

して区別する植物学者もある。シノニムにAg硯igm'74節 om がある。

分 布
インド, マ レーシア, イン ドネシア, フィリピンなど多 くのアジア諸国か ら

オーストラリア北~ 北西部にかけて広く天然分布する。熱帯アジア諸国では,

水田の畦, 道路ぎわ, 農家の庭先などでごく普通に見ることが出来る。オセア

ニアのほか, フロリダ南部, 西インド諸島, メキシコ南部からほとんど全ての

中南米諸国まで広い範囲に導人されており,モーリシャスでも植栽されている。

開花・結実

花は白または紅色の蝶型で 1ocm 前後の総状花序に2~7 個が股生で疎着
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し，その大きさはマメ科の花の中でも最大級である。幅1 cnl前後，長さ20'--' 

60cm のさや（莢）は扁平でやや湾曲し，両端は尖り，25-'50個の種子が人っ 

ている。開花結実時期は地域によって異なり, イソドでは1月から2月にかIナ 

て開花し，種子は4月から5月にかけて成熟する。フィリピンのマキリン山で 

は4月と10月， ミンダナオ島とパナイ島（イロイロ）では12月に開花する。 

文献によっては年間を通じて開花するとするものもある。種子は3-.-,4 か月を 

経て成熟する。このように開花・結実時期は地域差が大きいため，種子採取時 

期の予測には現地における開花時期を観察しておくことが必要である。 

種子の取扱い 

木登りで採取した成熟さや（莢）は天日乾燥により脱粒させタネを採取する。 

暗褐色の種子の表面はなめらかで光沢があり，長さ6'--'7mm でアズキ大より 

や、小さく，や、膨らんだ扁平円形である。1 kg当たりの種子数は15,000'-' 

20,000粒。種子は常温下で1年以上貯蔵が可能で, インドでの1年間貯蔵した 

種子を用いた発芽試験では，3日後に発芽を開始し，1週間以内に80％が発芽 

を終え，最終的な発芽率は98％に達している。 

育苗・植栽・更新 

本種は熱帯アジアで古くから植栽・利用されており,実生・挿木からの苗木 

の植栽，直播きによって容易に造林が可能である。播種前に熱水処理を勧めて 

いる文献もあるが，通常，特別の処理を施さなくても75,-'90％程度の発芽率が 

得られる。4---5 時間水に浸け，ふやけてから播種することを勧めている文献も 

ある。 ポット苗の場合は，発芽率が高いので, ポットあたり2粒程度を直播き 

して育苗する。苗木の管理はギンネム（第1巻55頁）などの他のマメ科樹木に 

準じて行う0 苗木の山出しは3か月間育苗し苗高が30-'40 cm に達した時点で 

行う。 また,十分に木化した挿穂を用いれば容易に挿木繁殖が可能である。種 

子の直播きによっても容易に発芽定着し，インドネシアのジャワ島では航空機 

播種による大規模造成が行われた例もある。短伐期による育成が可能で, イン 

ドネシアのジャワ島では 5年伐期による燃材生産が行われている。また高密 

度栽培が可能であり，オーストラリアやインドでは3,000 本ノha以上の密度で 

植栽される。伐採後，極めて旺盛に萌芽するので，萌芽更新が可能である。 

　　　

し, その大きさはマメ科の花の中でも最大級である。幅 lcm 前後, 長さ 20~

60cm のさや (葵) は扇平でやや湾曲し, 両端は尖り,25~50 個の種子が人っ

ている。開花結実時期は地域によって異なり, インドでは 1月から2月にかけ

て開花し, 種子は 4月から5月にかけて成熟する。フィリピンのマキリン山で

は 4月と 10月, ミンダナオ島とパナイ島 (イロイロ) では 12月に開花する。

文献によっては年間を通 じて開花するとするものもある。種子は 3~4 か月を

経て成熟する。このように開花・結実時期は地域差が大きいため,種子採取時

期の予測には現地における開花時期を観察しておくことが必要である。

種子の取扱い

木登りで採取した成熟さや (英)は天日乾燥により脱粒させタネを採取する。

暗褐色の種子の表面はなめらかで光沢があり, 長さ 6~7mm でアズキ大より

や 小さく, や 膨らんだ扇平円形である。 lkg 当たりの種子数は 15,000~

20,000粒。種子は常温下で 1年以上貯蔵が可能で, インドでの 1年間貯蔵した

種子を用いた発芽試験では,3 日後に発芽を開姶し,1 週間以内に80% が発芽

を終え, 最終的な発芽率は 98% に達している。

育苗 ・植栽・更新

本種は熱帯アジアで古くから植栽・利用されており,実生・挿木からの苗木

の植栽,直播きによって容易に造林が可能である。播種前に熱水処理を勧めて

いる文献もあるが,通常,特別の処理を施さなくても 75~90% 程度の発芽率が

得られる。4~5 時間水に浸け,ふやけてから播種することを勧めている文献も

ある。ポット苗の場合は, 発芽率が高いので, ポットあたり 2粒程度を直播き

して育苗する。苗木の管理はギンネム (第 1巻 55頁)などの他のマメ科樹木に

準 じて行う。苗木の山出しは 3か月間育苗し苗高が 30~40cm に達した時点で

行う。また,十分に木化した挿穂を用いれば容易に挿木繁殖が可能である。種

子の直播きによっても容易に発芽定着し, インドネシアのジャワ島では航空機

播種による大規模造成が行われた例もある。短伐期による育成が可能で, イン

ドネシアのジャワ島では 5年伐期による燃材生産が行われている。 また高密

度栽培が可能であり, オーストラリアやインドでは 3,000本 /ha以上の密度で

植栽される。伐採後, 極めて旺盛に萌芽するので, 萌芽更新が可能である。
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適 地 

霜害には弱く本種の生育は熱帯気候下に限られる。熱帯半乾燥地から湿潤熱 

帯まで広く生育可能であるが，年降水量が1,000mm を越え，乾季が2 -3 か月 

を越えない地域で最も成長が良い。ァジアの水田地帯で広く植裁されている 

が，半乾燥地のインドネシア，チモール島にも広く植栽されている。 

非常に幅広い土壌で生育が可能で，極めて旺盛に根粒を形成して窒素固定を 

行うことにより，低肥沃度土壌でも生育可能である。沖積平野，自然堤防，季 

節的に冠水する湿地等で良い成長を示し，インドネシアのチモール島では焼畑 

跡地にも広く植栽されている。高い窒素固定能力のために非常に高い土壌改良 

効果を持っとされる。枝が折れやすいため風の強い場所での植栽には適さな 

い0 

成 長 

極めて成長が速く，雑草木により被圧される恐れは少ない0 特に植栽後3.-,4 

年間の成長が際だって良い。インドの，年降水量 1,000mmで乾季のある地域 

において直播きによって造成した例では，1年目の成長は高さ6.1 m ，直径7 

cm, 2年目は8.0rriと13cm, 3年目には8.5mと20cm にまで達しており，上 

長成長は年を経る毎に明らかに低下するが，肥大成長は3年程度まで低下しな 

いことが示されている。また同じくインドの標高300 m ，年降水量1,200-1,500 

mm の排水の良い砂壌土に4mX4rn の間隔で直播によって造成された試験造 

林地では，1年後の平均の樹高と胸高直径はそれぞれ7.25 m および7.5cm に 

達したことが報告されている。北オーストラリアの例でも，平均樹高は1年間 

で4.3'-5,5 m に達し,例外的には8m に達したものも記録されている。インド 

ネシアではごく普通に20'-25 rn3/ha・年の成長が得られている。寿命は20年 

程度と短い。 

病虫害 

インド及び近隣地域では，花を加害するアザミウマとしてEurhychothrips 

ordinarius, 生木加害の穿孔虫としてゾウムシのAlcides bubo，ボクトウガの 

Xyleutes ccl・am ica や，食葉性のハムシ，ヤガ，キチョウ の仲間などが知られ 

ている。また,本種は線虫の被害を極めて受けやすい。北オーストラリアでは 

鳥（cocktoos) やイナゴによる被害が報告されている。 

　　　

適 地

霜害には弱く本種の生育は熱帯気候下に限られる。熱帯半乾燥地から湿潤熱

帯まで広く生育可能であるが,年降水量が 1,00omm を越え,乾季が 2~3 か月

を越えない地域で最も成長が良い。アジアの水田地帯で広く植栽されている

が, 半乾燥地のインドネシア, チモール島にも広く植栽されている。

非常に幅広い土壌で生育が可能で,極めて旺盛に根粒を形成して窒素固定を

行うことにより,低肥沃度土壌でも生育可能である。沖積平野, 自然堤防,季

節的に冠水する湿地等で良い成長を示し, インドネシアのチモール島では焼畑

跡地にも広く植栽されている。高い窒素固定能力のために非常に高い土壌改良

効果を持つとされる。枝が折れやすいため風の強い場所での植栽には適さな

い 。

成 長
極めて成長が速く,雑草木により被圧される恐れは少ない。特に植栽後 3~4

年間の成長が際だって良い。インドの,年降水量 1,00omm で乾季のある地域

において直播きによって造成 した例では,1 年目の成長は高さ 6.lm, 直径 7

cm,2 年 目は 8.om と 13cm,3 年 目には 8.5m と 20cm にまで達 しており,上

長成長は年を経る毎に明らかに低下するが,肥大成長は3年程度まで低下しな

いことが示されている。また同じくインドの標高 300m, 年降水量 1,200~1,500

mm の排水の良い砂壌土に4m ×4m の間隔で直播によって造成された試験造

林地では,1 年後の平均の樹高と胸高直径はそれぞれ 7.25m および 7.5cm に

達 したことが報告されている。北オーストラリアの例でも, 平均樹高は 1年間

で 4.3~5.5m に達し, 例外的には 8m に達したものも記録されている。インド

ネシアではごく普通に 20~25m3/ha ・年の成長が得られている。寿命は 20年

程度と短い。

病 虫害
インド及び近隣地域では, 花を加害するアザ ミウマとしてβ“物ycね,o劫γめs

o7dz'm““s, 生木加害の穿孔虫としてゾウムシの Aたまdgsb の o, ボクトゥガの

Xyz鋤云esc のロmzcαや ,食葉性のハムシ, ヤガ, キチョウ の仲間などが知 られ

ている。また, 本種は線虫の被害を極めて受けやすい。北オーストラリアでは

鳥 (cocktoo やイナゴによる被害が報告されている。
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用 途 

東南アジアでは古くから燃材として利用されており，インドネシアでは，プ 

ロジェクト名‘'turinization （本種のインドネシア名turiからの造語）'’の下 

に，燃材ほかの供給を目的として各地で本種の植栽が行われている。3年を経 

過すると淡灰色の心材が形成されるが，材は軟らかく耐久性は低い。比重は0.4 

と軽い部類に属し，燃材としての品質は高くはない。コショウやキンマ（Piper 

berル），時にはバニラの支柱植物として利用されている。 葉と若い莢は牛の飼 

料となり，インドネシア，ジャワ島の一部では牛の届く高さに常に切りそろえ 

ることにより飼料源として利用している。 

上質の緑肥となり， しばしばインドネシアの畦には緑肥目的でセスバニアが 

植栽される。ジャワの例では6~7 か月間にha当たり55 ton の植物体が緑肥 

として収穫されている。継続的に落葉するため落葉層が厚く堆積し高いマルチ 

効果を発揮する。台湾では土壌の流亡した荒廃丘陵地帯の緑化に有効であるこ 

とが確かめられている。 また特殊な例としては, インドネシアのチモール島で 

は，寄生植物であるビャクダン （白檀，サンダルウッド）がその根によって養 

分を吸収するための“宿主”木として植栽される。 

織維長は1.1mm ほどで，他の製紙用広葉樹の平均的織維長にほぼ等しく， 

化学組成はパルプ化に適し，インドネシアの東部ジャワではパルプ材料として 

利用されている。 また，樹皮を傷つけて得られる透明のガムはアラピアゴムの 

代替品として食品や接着剤に用いられる。 

アジアでは若い葉，花，軟らかいさや（莢），種子はいずれも食用とされる。 

葉は乾重で 36％もの粗蛋白を含み， ミネラル，ビタミンにも富む。また種子 

のタンパク含量は 40％にも達しマメ科の中で最高の部類に属する。花，樹皮， 

根，及び葉はいずれも民間薬として利用される。さらに，大きくて美しい花と 

長いさや（莢）のために街路樹，庭園花木などとして植栽されることも少なく 

ない。しばしば生け垣とされ，防風林にも用いることが可能である。 

このように本種の用途は他に例を見ない程多岐にわたり，併せて樹冠が疎で 

太陽光の遮断が少ないために，列間での農作物栽培が継続的に可能であり，有 

用なアグロフォレストリー樹種のーつに数えられている（グラビア58)。 

文 献 

De Guzman, E.D., Umali, R.M. and Sotalbo, E.D, (1986) Guide to P血lippine Flora and 
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24，タマリンド（Tamarind) 

学名：Tanzarindus 加dica L . 

マメ科ジャケツイバラ亜科 

松本 陽介 

Tarnar加dus indica（以下タマリンド）は,チョウセンモダマ （朝鮮藻玉）, 

ラポウシ（羅望子），ワニグチモダマ，酸果樹とも呼ばれる。1属1種である。 

樹高25 m ，直径im に達する半常緑性の高木で，大きな樹冠を形成する（写真 

1)。葉は互生の偶数羽状複葉で，小葉は長楕円形で10-'20対，左右不対称，長 

さ約2cm以下，開閉運動をする （図24. 1，グラビア59, 60, 61参照）。 

タマリンドはアフリカのサバンナに多くの変種があり，また多くの栽培品種 

がある（Duke 1986)。村落・住居の周囲，また道路に沿って植えられ，主にさ 

やおよび種子を食用・民間薬用とする果樹。住宅地・農地・街路の被陰用，観 

賞用としても利用されている。 

分布及び導入地域 

原産地は， スーダン，エチオピア，ケニア， タンザニア等の熱帯アフりカの 

ニー~ 

図24. 1 タマリンドの葉，花,豆果（Kunkel 1978) 

タマ リン ド (Tamarind)

学 名 :7 TQ“2αmm 那 加姫 cα L.

マメ科ジャケッイパラ亜科

松本 陽介

Zのれα躍れαz‘sz'扇にα (以下 タマ リンド) は, チ ョウセ ンモダマ (朝鮮藻土 ),

ポウシ (羅望子), ワニグチモダマ, 酸果樹とも呼ばれる。1属 1種である。

高 25m, 直径 lm に達する半常緑性の高木で,大きな樹冠を形成する (写真

。葉は互生の偶数羽状複葉で,小葉は長楕円形で 10~20 対 ,左右不対称,長

約 2cm 以下, 開閉運動をする (図 24.1, グラビア 59,60,61 参照)。

タマリンドはアフリカのサバンナに多くの変種があり, また多くの栽培品,種

ある (Duke l986)。村落・住居の周囲, また道路に沿って植えられ, 主にさ

および種子を食用・民間薬用とする果樹。住宅地・農地・街路の被陰用, 観

用としても利用されている。

原産地 は, スーダン, エチオピア, ケニア, タンザニア等の熱帯 アフリカの

図 24.1 タマ リン ドの葉 , 花 , 豆果 (Kunkel l978)
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乾燥サバンナ地域である（図24.2)。古代にェジプト，中東地域，アジアへとア 

ラブ商人達により伝播され，インドでは先史時代から育てられてきたという。 

ちなみに，西アフリカのセネガルの首都であるダカールの名の由来はこの木の 

名による。 

現在‘世界中の熱帯・亜熱帯地域で栽培されているQ 特に，インドを含む南 

アジアに多く，また各地で野生化している。 プェルトリコでは,道路沿い，家 

の周り，乾燥した丘や海岸の周辺で広く一般的に見ることができる。アメリカ 

合衆国ではハワイ州など暖かい地域で良く育ち, フロリダ州のパームビーチの 

並木は有名である。 

わが国においても，明治初年にグアム島から導入されたと伝えられる老大木 

が小笠原島南崎にあり，さや,種子が食用および薬用として輸出されていた 

（上原1983)。 

開花・結実 

通常，多くの地域で春～夏の新葉の展開時期に開花する。例えば，スリラン 

カでは3月～4月と10月の2回開花する。 また，Brandis (1990 (1921)）によ 

れば，インドでは常緑で，3月～4月に葉が入れ替わり，5月～6月に開花，結 

実は2-'3月である。 

小枝の先端に数個の花で構成される総状花序をつる （図24. 1参照）。花の直 

径は約2.5cm である。4枚のがく片があり，その長さは約1.3 mm，クリーム色 
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図24. 2 タマりンドの天然分布域（Parrotta 1990) 

　　　

乾燥サバンナ地域である (図 24.2)。古代にエジプト,中東地域, アジアへとア

ラブ商人達により伝播され, インドでは先史時代から育てられてきたという。

ちなみに, 西アフリカのセネガルの首都であるダカールの名の序1来はこの木の

名による。

現在, 世界中の熱帯・亜熱帯地域で栽培されている。特に, インドを含む南

アジアに多く, また各地で野生化している。プエルトリコでは, 道路沿い, 家

の周り, 乾燥した丘や海岸の周辺で広く一般的に見ることができる。アメリカ

合衆国ではハワイ州など暖かい地域で良く育ち, フロリダ州のパームビーチの

並木は有名である。

わが国においても, 明治初年にグァム島から導入されたと伝えられる老大木

が小笠原島南崎にあり, さや,種子が食用および薬用として輸出されていた

(上原 1983)。

開花・結実

通常, 多くの地域で春 ~夏の新葉の展開時期に開花する。例えば, スリラン

カでは 3月~4 月と 10月の 2回開花する。また,Brandis(1990(1921)) によ

れば, インドでは常緑で,3 月~4 月に葉が入れ替わり,5 月~6 月に開花, 結

実は 2~3 月である。

小枝の先端に数個の花で構成される総状花序をっる (図 24.1参照)。花の直

径 は約 2.5cm である。4枚のが く片があり, その長 さは約 1.3mm, ク リーム色
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図 24.2 タマリンドの天然分布域 (Parrotta l990)
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である。花弁は5枚の内2枚は棘に変化し3枚である。雄しべは3本で下部で 

癒合する（岩佐，1994)。花弁の色は，黄色で赤条を有するもの，くすんだ黄色 

にピンク色の条線もの，黄色と赤あるいはオレンジ色のまだら模様のものなど 

で，変種や栽培品種も多いので変異もあるようである。 

豆果は長さが8'-'15cm，幅l.9--2.5 cm，厚さ1.O --1.6 cmで，断面が歪な楕 

円形，全体に湾曲し，不規則な膨らみがある。熟したさやの色は光沢のある褐 

色である。さやの内側には，暗紫赤色の繊維状の果肉（果泥，pulpa) があり， 

さらにその内側に通常3'-'10 個の種子が入っている。 

種子の取扱い 

種子は，堅く，角のない四角形状の平たい形で,光沢のある褐色で，表面に 

丸い模様があり, ビロード状の翼のある内果皮に包まれている。種子の長きは 

約1.6 cmである。Carlowitz (1991）によれば，種子は約700-'2,600 個ノkgで 

ある。発芽率はおおむね30-85％である。中村（1956）およびNAS (1979）に 

よれば，発芽力は数か月間あるというQ 

種子は，さやの一部が動物にかじられたり腐食・分解して落下する。南アジ 

アではサルが種子散布に貢献している。なお，種子採取の際には，さやが木か 

ら容易にもぎ取れないので，ハサミで切り取ったほうが種子を傷つけないです 

む。Duke (1986)によれば，形の優れた丸みのある種子を良くつける母樹から 

採取することが好ましいが，新鮮種子は播種に適さないので熟したものを使う 

必要がある。 

種子の貯蔵は，さやから取り出した後よく洗って，日陰干しによって可能で 

ある（大東1996)。 

通常，発芽は地表面で行わせる。前処理として，湯に浸した後（これはして 

もしなくとも良い），冷水もしくはぬるま湯で2--4日間浸す方法が推奨法であ 

る。しかし,前処理をしないで播種している例もある。一方Duke (1986）は， 

種子を4-.,.-5日間水に漬け，篭，竹製植木鉢，または苗床に深さ4cm に播種す 

る方法を紹介している。 

育 苗 

空気相を多く含み水はけの良い培地を用いればコンテナーでも，高床式の苗 

床でも，種子は播種後5'-l0 日で発芽する。実生稚樹は発芽後2か月で約30 

　　　

である。花弁は5枚の内 2枚は疎に変化し3枚である。雄しべは3本で下部で

癒合する (岩佐,1994)。花弁の色は,黄色で赤条を有するもの, くすんだ黄色

にピンク色の条線もの, 黄色と赤あるいはオレンジ色のまだら模様のものなど

で,変種や栽培品種も多いので変異もあるようである。

豆果 は長 さが 8~15cm, 幅 1.9~2,5cm, 厚 さ 1.0~1.6cm で , 断面 が歪 な楕

円形,全体に湾曲し,不規則な膨らみがある。熟したさやの色は光沢のある褐

色である。さやの内側には, 暗紫赤色の繊維状の果肉 (果泥,pulpa) があり,

さらにその内側に通常 3~10 個の種子が入っている。

種子の取扱い

種子は, 堅く, 角のない四角形状の平たい形で, 光沢のある褐色で, 表面に

丸い模様があり, ビロード状の翼のある内果皮に包まれている。種子の長さは

約 1.6cm である。 Carlowitz(1991) によれば , 種子 は約 700~2,600 個 /kg で

ある。発芽率はおおむね 30~85% である。中村 (1956)および NAS(1979) に

よれば, 発芽力は数か月間あるという。

種子は, さやの一部が動物にかじられたり腐食・分解して落下する。南アジ

アではサルが種子散布に貢献している。なお, 種子採取の際には, さやが木か

ら容易にもぎ取れないので, ハサミで切り取ったほうが種子を傷つけないです

む。Duke(1986) によれば,形の優れた丸みのある種子を良くつける母樹から

採取することが好ましいが,新鮮種子は播種に適さないので熟したものを使う

必要がある。

種子の貯蔵は, さやから取り出した後よく洗って, 臼陰干しによって可能で

ある (大束 1996)。

通常, 発芽は地表面で行わせる。前処理として, 湯に浸した後 (これはして

もしなくとも良い),冷水もしくはぬるま湯で 2~4 日間浸す方法が推奨法であ

る。しかし,前処理をしないで播種している例もある。一方 Duke(1986) は,

種子を 4~5 日間水に漬け,篭, 竹製植木鉢, または苗床に深さ 4cm に播種す

る方法を紹介している。

育 苗
空気相を多く含み水はけの良い培地を用いればコンテナーでも,高床式の苗

床でも,種子は播種後 5~10 日で発芽する。実生稚樹は発芽後 2か月で約 30
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cm の長さ二の直根を伸ばす。通気および排水の良い培地を用い，除草,被陰な 

どの適正な生育管理を行えば，2回の生育期間経過後には高さ約60cm 以上に 

成長する。なお，実生の発芽直後からの形態的記載はHzn (1989 (1972)）に詳 

しい。 

ストレスを受けると根萌芽しやずいので，黄化処理（枝ごと遮光密封）した 

枝を環状剥皮すると10週間で空中根が出る。インドール酢酸を用いれば数週 

間に短縮する。 このような方法で，ペルーでは取り木に成功Lている。また， 

近年，苗木の大量生産が割接ぎ法（大東1996）によって可能になっているとい 

う。東南アジアにおける栽培管理法および栽培品種については大東（1996）に 

詳しい。 

適 地 

タマリンドは，渓流や河川の中州，アリやシロアリの塚の上やその周りでも 

見受けられ，低地で養分に乏しい土や乾燥サバンナでも生育している。 タイの 

北東地域では，塩集積地での生育が確認され，東アフリカでは標高0-1,500 m 

の範囲で生育が確認されている。このように，タマリンドは比較的広範な環境 

下で生育可能であるが，生育適地は,長い乾季があるような亜熱帯性気候であ 

る。年間を通して降雨のある気候下では成長が悪く，開花結実はほとんどみら 

れない。Duke (1986）によればPunja1 （インドおよびパキスタンの北部地域） 

やカリフォルニア州の一部ではあまり結実しないという。 

Duke (1986) およびCarlowitz (1991）によれば，年降水量で510-4,290 

mm ，年平均気温で9.5-37.1℃，土壌のpHは4.5 --8.7 の範囲で生育可能であ 

るが，年降水量1,000'--1,300 mm ，月平均気温が21C以下にならない気候下で 

良い成長を示し，-2℃以下での生存は困難である。 

また，排水の良い土壌を好み,海岸の砂地や岩砕土など土質を選ばないが, 

沖積土で最も生育が良い◇ このような土地では丈夫な直根と広大に広がる水平 

根を張り巡らせる。いっぽう，土層が薄く堅い基盤などがある場所では成長が 

悪い。 

植 栽 

通常，ライン状に下刈りした場所に，直播きする方法または苗を植栽する方 

法がとられる。植栽には播種後4-'6 か月後の苗木を用いる。季節林地域の場 

　　　

cm の長さの直根を伸ばす。通気および排水の良い培地を用い, 除草・被陰な

どの適正な生育管理里を行えば,2 回の生育期間経過後には高さ約 60cm 以上に

成長する。なお,実生の発芽直後からの形態的記載はHzn(1989(1972)) に詳

しい。

ストレスを受けると根萌芽しやすいので,黄化処理 (枝ごと遮光密封) した

枝を環状剥皮すると10週間で空中根が出る。インドール酢酸を用いれば数週

間に短縮する。このような方法で, ペルーでは取り木に成功している。また,

近年,苗木の大量生産が割接ぎ法 (大東 1996)によって可能になっているとい

う。東南アジアにおける栽培管理法および栽培品種については大東 (1996)に

詳 しい。

適 地

タマリンドは, 渓流や河川の中州, アリやシロアリの塚の上やその周りでも

見受けられ, 低地で養分に乏しい土や乾燥サバンナでも生育している。タイの

北東地域では, 塩集積地での生育が確認され, 東アフリカでは標高 0~1,500m

の範囲で生育が確認されている。このように, タマリンドは比較的広範な環境

下で生育可能であるが,生育適地は,長い乾季があるような亜熱帯性気候であ

る。年間を通して降雨のある気候下では成長が悪く, 開花結実はほとんどみら

れない。Duke(1986) によれば Punjab( インドおよびパキスタンの北部地域)

やカリフォルニア州の一部ではあまり結実しないという。

Duke(1986) および Carlowitz(1991) によれば, 年降水量で 510~4,290

mm, 年平均気温で 9.5~37.1 ℃ , 土壌の pH は 4,5~8.7 の範囲で生育可能であ

るが, 年降水量 1,000~1,300mm, 月平均気温が 21℃以下にならない気候下で

良い成長を示し,-2qC 以下での生存は困難である。

また,排水の良い土壌を好み,海岸の砂地や岩砕土など土質を選ばないが,

沖積土で最も生育が良い。このような土地では丈夫な直根と広大に広がる水平

根を張り巡らせる。いっぽう,土層が薄く堅い基盤などがある場所では成長が

悪 い。

植 栽
通常, ライン状に下刈りした場所に,直播きする方法または苗を植栽する方

法がとられる。植栽には播種後 4~6 か月後の苗木を用いる。季節林地域の場
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合,雨季の間に行うのが良い。インドでは,高さ40 cm-'200 cm の苗木が用い 

られ, 8mX8m , 8mX12m, 12mX12m のように広い聞隔で植栽することが 

一般的である。 また, タマリンドは他種にアレロパシーの影響を及ぼすので混 

植は避けるべきである。 

直根を付けたままの大苗または齢の大きい苗木の移植はかなり困難で，幹を 

約5cmに,直根を20-25 enlに切りつめたスタンプ苗のほうが成功率が高い。 

また,稚樹は乾燥に良く耐えるが，霜には極めて弱い。 

更 新 

天然更新はおおむね良好である。しかし，耐陰性に乏しく，母樹の被陰下で 

は更新困難である。閉鎖した林の暗い林床やリター （落葉落枝）層の厚い林床 

でも天然更新が阻害される。 

成長と豆果収量 

成長は遅く，多くの場合，樹高成長は0.5'-0.8 m ノ年である。立地条件にもよ 

るが最大樹高は約25 m である0 スリランカで胸高直径が4.lm のものがある。 

寿命はハワイでは150年以上，スリランカでは200年と言われている。 

通常，7-1Q年生から豆果を着ける0 豆果の収量は約15年生以降から安定す 

る。成熟木の年平均豆果収量は，150-'-200 kgノ個体，約12-16 t/ha である。イ 

ンドでは最高500 kgノ個体の収量があった例がある。 しかし，樹齢50年以上に 

なると豆果収量が減少しだすので，植替えのため伐採し,材は薪や炭に利用さ 

れる0 

根粒菌 

タマリンドは古くから，他のジャケッイバラ亜科の樹種と同様に非根粒種で 

あると考えられてきた。 しかし，バクテリアの一種であるRhizob誠m spp．と 

共生し，空中の窒素を固定することが出来るという報告もある。中国の 

Guangdong Province の酸性土壌の造林地で育っ木から集めた根粒は，長楕 

円形または円形で薄黄色であるが,高い窒素固定能力があり，根粒バクテリア 

はフイリピンにおいて分離され，グラム陰性で短桿と長桿の形状であるとい 

5 (Parrotta 1990) 

　　　

合,雨季の間に行うのが良い。インドでは,高さ 40cm~200cm の苗木が用い

られ,8m ×8m,8m ×12m,12m × 12m のように広 い間隔で植栽することが

一般的である。また, タマリンドは他種にアレロパシーの影響を及ぼすので混

植は避けるべきである。

直根を付けたままの大苗または齢の大きい苗木の移植はかなり困難で, 幹を

約 5cm に,直根を 20~25cm に切りつめたスタンプ苗のほうが成功率が高い。

また, 雅樹は乾燥に良く耐えるが, 霜には極めて弱い。

更 新
天然更新はおおむね良好である。しかし,耐陰性に乏しく,母樹の被陰下で

は更新困難である。閉鎖した林の暗い林床やりター (落葉落枝)層の厚い林床

でも天然更新が阻害される。

成長と豆果収量

成長は遅く,多くの場合,樹高成長は 0.5~0.8m/ 年である。立地条件にもよ

るが最大樹高は約 25m である。スリランカで胸高直径が 4.lm のものがある。

寿命はハワイでは 150年以上, スリランカでは 200年と言われている。

通常,7~10 年生から豆果を着ける。豆果の収量は約 15年生以降から安定す

る。成熟木の年平均豆果収量は,150~200kg/ 個体,約 12~16t/ha である。イ

ンドでは最高 500kg/個体の収量があった例がある。しかし,樹齢 50年以上に

なると豆果収量が減少しだすので,植替えのため伐採し,材は薪や炭に利用さ

れ る。

根粒菌
タマリンドは古くから, 他のジャケッイバラ亜科の樹種と同様に非根粒種で

あると考え られてきた。 しか し, バクテ リアの一種である Rん彦obi“?“ spp. と

共生し,空中の窒素を固定することが出来るという報告もある。中国の

Guangdong Province の酸性土壌の造林地で育つ木から集めた根粒は, 長楕

円形または円形で薄黄色であるが,高い窒素固定能力があり,根粒バクテリア

はフィリピンにおいて分離され, グラム陰性で短梓と長梓の形状であるとい

う (Parrotta l990)。



180 

病虫害 

本種の病害虫は非常に多い。分布地域も広いので，それぞれの土地での病害 

虫に注意する必要がある。例えばィンドにおいては,非常に沢山の害虫や病原 

菌が知られている。 中でも深刻なものは，カイガラムシ，コナカイガラムシ， 

およびある種の穿孔虫である。南米では，穿孔虫として，カミキリムシ科の 

Achryson surinarnum, Chrysoprasお nymphuル，Coccoderus novempunclatus, 

Eburodacツs sexniaculata が知られる。また，葉はマメゾウムシの一種に食害 

され， ラックカイガラムシやミノムシの一種も害虫である。 また，葉における 

斑点病，うどんこ病,すす病など，さらに根や幹の腐朽病，がん腫病，樹皮寄 

生病，頚部腐朽病なども知られている。 さらに，ココヤシに甚大な被害を及ぼ 

すネマトーダ（土壊線虫）の中間寄主となっている。一方，中国ではシロアリ 

の一種の害が伝えられる。 

さらに,本種の豆果および種子における虫害も非常に多い。インドではさや 

の貯蔵中にParalゆsa gularis やCorcyra cephalonia による加害が知られてい 

る。 また，インド，コロンビア，プェルトリコではマメゾウムシの1種の幼虫 

が深刻な被害を与えている。さらに南米では，カミキ．リムシ科のLUphopoeum 

timbouvae の加害が知られている0 なお，病害虫の学名および出典については 

Duffy (1960）およびParrotta (1990）に詳しいので参照されたい。 

用 途 

用途および化学成分については,Duke (1986）に詳しいので，ここでは,簡 

単な記述に留める。タマリンドは古くから食用，薬用等，多目的な利用がされ 

てきた。豆果のそれぞれの部位は，嗜好飲料，キャンデー・ジェリーなどの菓 

子類，カレー・各種ソーかスープなどの香辛料，食品，食品加工,抗壊血病・ 

解毒・解熱等多種多様な伝承薬，などの原料として非常に幅広く使われてい 

る。花，葉，および稚苗を野菜として食用にする国もある。 

材は非常に堅く耐久性があるので，農・工具の柄，杵，ひき臼，ろくろ細工， 

家具などにも使われる。薪は熱量が高く,炭の微粉末は黒色火薬用の最高級原 

料となる。 

文 献 

Brandis. K .C.LE. Dietrich (1990 (1921)) Indian trees (Reprint from 'indian Trees an 

　　　

病虫害

本種の病害虫は非常に多い。分布地域も広いので, それぞれの土地での病害

虫に注意する必要がある。例えばインドにおいては,非常に沢山の害虫や病原

菌が知られている。中でも深刻なものは, カイガラムシ, コナカイガラムシ,

およびある種の穿孔虫である。南米では, 穿孔虫として, カミキリムシ科の

AC 為γγso乃 sz‘““のれ銘加 ,C ぬか so鳶口sis れ繁れPた"ね ,Coccode れ‘s 7zoひgmP のに加賀‘s,

β鯛〆odqc甥 ssgズ“2αc“‘α如 が知 られる。 また, 葉 はマメゾウムシの一種に食害

され, ラックカイガラムシやミノムシの一種も害虫である。また, 葉における

斑点病, うどんこ病, すす病など, さらに根や幹の腐朽病, がん腫病, 樹皮寄

生病, 頚部腐朽病なども知られている。さらに, ココヤシに甚大な被害を及ぼ

すネマ トーダ (土壌線虫) の中間寄土となっている。一方, 中国ではシロアリ

の一種の害が伝えられる。

さらに, 本種の豆果および種子における虫害も非常に多い。インドではさや

の貯蔵中に Rzz勉‘めsαg"ねγお や Corcym cepゐ餌o'z卿 による加害が知 られてい

る。 また, インド, コロンビア, プエル トリコではマメゾウムシの 1種の幼虫

が深刻な被害を与えている。さらに南米では, カミキリムシ科の Lopれopoez‘m

zimbo“mB の加害が知られている。なお, 病害虫の学名および出典については

Du 甘y(1960) および Parrotta(1990) に詳しいので参照されたい。

用 途

用途および化学成分については,Duke(1986) に詳しいので, ここでは,簡

単な記述に留める。タマリンドは古くから食用, 薬用等, 多目的な利用がされ

てきた。豆果のそれぞれの部位は, 暗好飲料, キャンデー ・ジェリーなどの菓

子類,カレー・各種ソース・スープなどの香辛料,食品,食品加工,抗壊血病 ・

解毒・解熱等多種多様な伝承薬, などの原料として非常に幅広く使われてい

る。花, 葉, および稚苗を野菜として食用にする因もある。

材は非常に堅く耐久性があるので,農・工具の柄,杵, ひき臼, ろくる細工,

家具などにも使われる。薪は熱量が高く,炭の微粉末は黒色火薬用の最高級原

料となる。
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25. ガンボリンボ（Gumbo limbo) 

学名：Bursera simaruba (L.) Sarg. 

カンラン科 

丸山 温 

Bursra siniaruba はカリプ海周辺地域原産で,英名はgumbo-limbo, スペ 

イン語ではAlmacigo と呼ばれており， その他に50以上の一般名を持っ， 同 

地域では非常にポピュラーな樹木である。熱帯アメリカには本種を含めておよ 

そ90種のカンラン科に属する樹木が分布している。本種はまれに樹高30 m を 

越える個体が見られるが，通常は樹高20 m 以下，胸高直径60cm以下の中・ 

高木であるa 樹皮は茶褐色で葉は光沢のある緑色，樹冠は密で美しい外観を持 

ち，樹高も高すぎないことから，住宅地の緑化樹や公園樹などの風致的な目的 

で幅広く植栽されている。また，乾燥や塩類のストレスに対する耐性が高く， 

道路沿いや海岸沿いにも植えられている。 

分 布 

本種はフロリダ半島南部，西インド諸島から中米，南米北部にかけてのカリ 

ブ海沿岸と，中部メキシコから赤道近辺にかけての太平洋沿岸の，熱帯地方に 

分布している（図25.1)。緯度でみると,太平洋沿岸の一部の地域を除いておお 

よそ10。N-27。Nの範囲にあり，天然分布地以外の地域で野生化した例は今の 

ところ報告されていない。熱帯降雨林帯から熱帯乾燥林帯の幅広い気候帯に分 

布するが，年平均雨量が500 -'-L400 mm 程度の地域で最も多く出現する。また 

本種は落葉性で，6か月程度の乾季に耐えることができる。 

開花・結実と種子 

本種は雌雄異株であるが, まれに単性花と両性花を合わせ持つ雑花性の個体 

も出現する。5年生くらいから開花・結実し始めるが，挿木の場合はそれより 

早くなることもある。花は白色から青みがかった薄い緑色で1-'7mm と小さ 

く，枝の先端に房状の円錐花序を形成する。通常は乾季の終わり頃に新葉の展 

開と並行しで開花するが，開花時期は地域によって異なる。虫媒花で，受粉後 

I 週間以内に果実は肥大するが，胚は未発達のままで，およそ8 か月後，果実が 

　　　

25. ガンポ リンポ (Gumbo limbo)

学 名 :B 綿7semsZm 僻 め α (L.)Sarg

カンラン科

丸山 温

β“γsgm sz'れα甥わαはカ リブ海周辺地域原産で , 英名は gumbo ‐limbo, スペ

イン語では A1macigo と呼ばれており, その他に 50以上の一般名を持つ, 同

地域では非常にポピュラーな樹木である。熱帯アメリカには本種を含めておよ

そ 90種のカンラン科に属する樹木が分布している。本種はまれに樹高 30m を

越える個体が見られるが, 通常は樹高 20m 以下 , 胸高直径 60cm 以下の中 ・

高木である。樹皮は茶褐色で葉は光沢のある緑色,樹冠は密で美しい外観を持

ち,樹高も高すぎないことから,住宅地の緑化樹や公園樹などの風致的な目的

で幅広く植栽されている。また, 乾燥や塩類のストレスに対する耐性が高く,

道路沿いや海岸沿いにも植えられている。

分 布
本種はフロリダ半島南部,西インド諸島から中米,南米北部にかけてのカリ

ブ海沿岸と,中部メキシコから赤道近辺にかけての太平洋沿岸の,熱帯地方に

分布 している (図 25,1)。緯度でみると,太平洋沿岸の一部の地域を除いておお

よそ 100N~270N の範囲にあり,天然分布地以タの地域で野生化した例は今の

ところ報告されていない。熱帯降雨林帯から熱帯乾燥林帯の幅広い気候帯に分

布するが,年平均雨量が 500~1,400mm 程度の地域で最も多く出現する。また

本種は落葉性で,6 か月程度の乾季に耐えることができる。

開花・結実と種子

本種は雌雄異株であるが, まれに単性花と両性花を合わせ持つ雑花性の個体

も出現する。5年生くらいから開花・結実し始めるが, 挿木の場合はそれより

早くなることもある。花は白色から青みがかった薄い緑色で 1~7mm と小さ

く,枝の先端に房状の円錐花序を形成する。通常は乾季の終わり頃に新葉の展

開と並行して開花するが,開花時期は地域によって異なる。虫媒花で,受粉後

1週間以内に果実は肥大するが,雁は未発達のままで,およそ 8か月後,果実が
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図25. 1 ガンボリンボの天然分布（打点部分） 

成熟する直前に肥大・発達する。 果実は長さ10-15 mm,直径8-'9mm で多 

肉質の果皮を持ち，中に硬い種皮におおわれた種子が1個入っている。大きな 

母樹では1本あたり60,000 粒もの種子が採れることもあるが，平均すると600 

粒ノ本程度である。種子は乾季の中頃から終わり頃にかけて成熟し，果皮を捕食 

する多くの鳥やほ乳類によって散布される。果皮だけを攝食して中の種子を落 

とす場合と，果実を丸ごと飲み込んで種子を排泄する場合があり，後者では広 

い範囲に種子が散布される。種子の重さは,プェルトリコの事例では,気乾種 

子100粒の平均値で0.0077士 0.002gノ粒，およそ13,000 粒ノkgである。 

育 苗 

本種は，播きつけの前に硬い種皮に切り目を入れる必要があるが，それ以外 

特別な前処理を必要としない。発芽率は20日間で充実種子のおよそ40％とい 

う報告もあるが，自生地の母樹周辺で天然に更新した実生はまばらにしか見ら 

~ ‐‐---- ------ 凸 壱 夢-‘ - 北 回 帰 線

赤道

太平洋

南 回 帰 線

----- ーーー ーーー-.---

図 25,1 ガンポリンボの天然分布 (打点部分)

成熟する直前に肥大・発達する。果実は長さ 10~15mm, 直径 8~9mm で多

肉質の果皮を持ち, 中に硬い種皮におおわれた種子が 1個入っている。大きな

母樹では 1本あたり60,000粒もの種子が採れることもあるが, 平均すると 600

粒/本程度である。種子は乾季の中頃から終わり頃にかけて成熟し,果皮を捕食

する多くの鳥やほ乳類によって散布される。果皮だけを耀食して中の種子を落

とす場合と,果実を丸ごと飲み込んで種子を排撤する場合があり,後者では広

い範囲に種子が散布される。種子の重さは, プエルトリコの事例では, 気乾種

子 100粒の平均値で 0.0077±0.002g/粒, およそ 13,000粒/kg である。

育 苗
本種は,播きつけの前に使い種皮に切り目を入れる必要があるが, それ以外

特別な前処理を必要としない。発芽率は20日間で充実種子のおよそ40% とい

う報告もあるが, 自生地の母樹周辺で天然に更新した実生はまばらにしか見ら
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れず，野外での発芽率は低いと考えられる。山弓は苗の場合，苗高10cm 程度 

の実生を育苗用のコンテナーに移植し，6 -8か月で40cm の山出し苗に仕立 

てる。なお，本種は典型的な陽樹で，最適な成長には十分な強光を必要とする 

ので，育苗は裸地かそれに近い条件下で行う。挿木は容易で，直径10cm くら 

いまでの枝なら地中にそのまま挿付けるだけで発根する。また萌芽性が強く， 

挿穂も容易に得られる。 

適 地 

本種は乾燥や塩類のストレスに対して高い耐性を持ち，砂質から粘土質の幅 

広い土壌で生育するが，谷筋の深い沖積土壌でもっとも良く成長する。天然分 

布地の気温は最暖月で28C，高緯度地域の最寒月でも平均18℃で，亜熱帯か 

ら熱帯性の温度条件を好み，霜害には弱い。自生地の大部分は沿岸の低地であ 

るが，内陸でも良く成長し， グアテマラでは標高1,800m の高地にまで出現す 

るっ また斜面の傾斜や方位の影響も小さい。 

植 栽 

種子から育てた実生および山引き苗の場合，苗高如cm 程度の苗を植栽に用 

いる0 容易に発根することから，直挿しも可能である。本種の主要な用途であ 

る生け垣を仕立てる場合は，この直挿しによる方法が用いられる。緑枝を杭の 

形に整えて挿付けるだけで,やがて発根して定着する。乾燥に対する耐性が高 

く，雑草木との競争にも強いが,耐陰性が低く生育には強い光を必要とするの 

で，樹下植栽には向いていない。本種は用材林の他にあらゆる風致的な目的に 

用いられており，住宅地や海浜の緑化樹，公園樹，街路樹として幅広く植えら 

れている0 

更 新 

本種は種子はたくさんなるが,通常の状態での発芽率は低く，耐陰性にも乏 

しいことから，閉鎖林冠下に自然落下した種子による天然更新はあまり期待で 

きない。鳥類やほ乳類の消化器官を通って排泄された種子が，裸地や大きな 

ギャップに散布されると，そこで発芽・定着する。幼齢木から用材用小径木く 

らいの大きさまでは強い萌芽性を示すので，萌芽更新による二次林の再生が容 

易である。 

Z84

れず, 野外での発芽率は低いと考えられる。山引き苗の場合, 苗高 1ocm 程度

の実生を育苗用のコンテナーに移植し,6~8 か月で 40cm の山出し苗に仕立

てる。なお, 本種は典型的な陽樹で,最適な成長には十分な強光を必要とする

ので, 育苗は裸地かそれに近い条件下で行う。挿木は容易で, 直径 1ocm くら

いまでの枝なら地中にそのまま挿付けるだけで発根する。また萌芽性が強く,

挿穂も容易に得られる。

適 地

本種は乾燥や塩類のストレスに対して高い耐性を持ち,砂質から粘土質の幅

広い土壌で生育するが,谷筋の深い沖積土壌でもっとも良く成長する。天然分

布地の気温は最暖月で 28℃, 高緯度地域の最寒月でも平均 18℃で, 亜熱帯か

ら熱帯性の温度条件を好み,霜害には弱い。自生地の大部分は沿岸の低地であ

るが, 内陸でも良く成長し, グァテマラでは標高 1,800m の高地にまで出現す

る。また斜面の傾斜や方位の影響も小さい。

植 栽

種子から育てた実生および山引き苗の場合,苗高 40cm 程度の苗を植栽に用

いる。容易に発根することから,直挿しも可能である。本種の主要な用途であ

る生け垣を仕立てる場合は, この直挿しによる方法が用いられる。緑枝を杭の

形に整えて挿付けるだけで,やがて発根して定着する。乾燥に対する耐性が高

く,雑草木との競争にも強いが,耐陰性が低く生育には強い光を必要とするの

で,樹下植栽には向いていない。本種は用材林の他にあらゆる風致的な目的に

用いられており,住宅地や海浜の緑化樹,公園樹,街路樹として幅広く植えら

れている。

更 新

本種は種子はたくさんなるが,通常の状態での発芽率は低く,耐陰性にも乏

しいことから,閉鎖林冠下に自然落下した種子による天然更新はあまり期待で

きない。鳥類やほ乳類の消化器官を通って排池された種子が,裸地や大きな

ギャップに散布されると, そこで発芽・定着する。幼齢木から用材用小径木く

らいの大きさまでは強い萌芽性を示すので,萌芽更新による二次林の再生が容

易である。
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成 長 

本種の成長は中庸に位置付けられる。コスタリカの試験林の事例によると， 

2mX2m の植栽間隔で5年生の林分の平均胸高直径は9 crrlであった。一方， 

湿潤亜熱帯地域で石灰岩の母材上の浅い粘土質土壌に生育する胸高直径4- 15 

cm の個体を調べた例で，直径成長速度が平均わずか0.28 cmノ年という報告も 

ある。本種の寿命は長く，立地条件に恵まれると胸高直径lm,樹高30 nlに達 

することもある。しかし通常では胸高直径60cm，樹高20m を越える個体が見 

られることはまれで， 立地条件の悪い場所では樹高3-5 m 止まりである。 成 

長の良い立地では通直で分岐の少ない幹が得られるが，多くの場合，地上2-4 

m の高さから多数分岐する。 

病虫害 

多くの病虫害が報告されているが，深刻なものは見られない。プェルトリコ 

では，同翅類による葉や枝の被害が報告されている。コスタリカでは乾季の末 

期，新葉の展開時期にサルによる新芽の食害があり，ひどい場合には個体全体 

が丸裸になることもあるという。 生枝ではキクイムシの仲間（為ルborus spp. 

とPlatypus spp.）による被害が，材ではヒラタキクイムシ（Lyctus spp.）によ 

る被害が報告されており，Lagocheirus araneifonnおその他の穿孔虫による生 

枝や材の被害も報告されている。プェルトリコではシロアリ3 種（Incisiルrnes 

snydeバ G塑ptolermes brevお，Nasutiter'mes costalis）の被害が報告されてい 

る。大きな老齢木では心腐れがしばしば問題になる。またグアテマラにおいて 

も，カミキリムシ(Lagocheirus araneiformお） の加害が報告されている。な 

お,本種は樹皮や材に可燃性の樹脂を多く含み，山火事に弱い。幼齢期は霜に 

弱いが，成熟木では軽い霜害には耐える。 また，天然分布地ではしばしばハリ 

ケーンが発生するが，本種は強風に強いという。 

用 途 

本種は，蓄積が豊富で容易に入手できることから,用材以外にも幅広い用途 

を持っている。材は白～黄色で光沢があり，全乾時の比重は0.26-O.32 の軽軟 

材で，加工・塗装は容易,仕上げも良好である。しかし，生材の含水率が高く， 

また適切な防腐処理を施さないと腐朽・変色しやすいので，材としての価値は 

高くない。合板，パーティクルボード，マッチ，箱，軽構造用，パルプなどの 

　　　

成 長

本種の成長は中庸に位置付けられる。コスタリカの試験林の事例によると,

2m ×2m の植栽間隔で 5年生の林分の平均胸高直径は 9cm であった。一方,

湿潤亜熱帯地域で石灰岩の母材上の浅い粘土質土壌に生育する胸高直径 4~15

cm の個体を調べた例で, 直径成長速度が平均わずか 0.28cm/年という報告も

ある。本種の寿命は長く,立地条件に恵まれると胸高直径 lm, 樹高 30m に達

することもある。しかし通常では胸高直径 60cm, 樹高 20m を越える個体が見

られることはまれで, 立地条件の悪い場所では樹高 3~5m 止まりである。成

長の良い立地では通直で分岐の少ない幹が得られるが,多くの場合,地上 2~4

m の高さから多数分岐する。

病 虫害
多くの病虫害が報告されているが, 深刻なものは見られない。プエルトリコ

では, 同麺類による葉や枝の被害が報告されている。コスタリカでは乾季の末

期,新葉の展開時期にサルによる新芽の食害があり, ひどい場合には個体全体

が丸裸になることもあるという。生枝ではキクイムシの仲間 (X
‐
y‘Booms spp,

と錫α奴P“sspp.) による被害が , 材では ヒラタキクイムシ (Lycz“sspp.) によ

る被害が報告されており,LQgoc/2のれ‘sα細れ@新omds その他の穿孔虫による生

枝や材の被害も報告されている。プエルトリコではシロアリ3種 (!72cZsize“〃gs

sれyd の Z,C7ypfo 解γmBs bだひZs,N αs"mB γmgsco 郡叫鳶) の被 害 が 報 告 され て い

る。大きな老齢木では心腐れがしばしば問題になる。またグァテマラにおいて

も, カ ミキ リムシ (LQgoc 厳か婚 α難解がo77欄s) の加害が報告されている。 な

お,本種は樹皮や材に可燃性の樹脂を多く含み, 山火事に弱い。幼齢期は霜に

弱いが, 成熟木では軽い霜害には耐える。また, 天然分布地ではしばしばハリ

ケーンが発生するが, 本種は強風に強いという。

用 途

本種は,蓄積が豊富で容易に人手できることから,用材以外にも幅広い用途

を持っている。材は白~ 黄色で光沢があり, 全乾時の比重は 0.26~0.32の軽軟

材で,加工・塗装は容易,仕上げも良好である。しかし,生材の含水率が高く,

また適切な防腐処理を施さないと腐朽・変色しやすいので,材としての価値は

高 くない。合板 , パーテ ィクルボー ド, マ ッチ , 箱 , 軽構造用 , パルプなどの
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他，非常に燃えやすく薪炭材としても大量に消費されている。樹脂は粘性 芳 

香に富み，接着剤や芳香剤，民間医学，菓子やハーブ茶の香料などの用途があ 

る。農山村では食用にもなっており,糖分に富む樹液は乳幼児の栄養源として， 

また柔らかい新芽は野菜の代用として消費されている。果実や柔らかいシュー 

トは，野生生物にとっても重要な食料である。また植栽が容易で美しい外観を 

持つことから，風致的な用途においても重要な地位を占めている。 

この解説は主としてFrancis (1990）によった。 

文 献 

Duffy, E .A.J. (1963) A monograph of the immature stages of Australasian timber 

beetles (Cerambycidae), British Mus. (Nat. list.) pp. 236-'241 

Francis, J.K. (1990) Bursera simaruba (L.) Sarg. ITF Tropical Silvics Series, No. 35, 

5 pp. 

　　　

他,非常に燃えやすく薪炭材としても大量に消費されている。樹脂は粘性,芳

香に富み, 接着剤や芳香剤, 民間医学, 菓子やハーブ茶の香料などの用途があ

る。農山村では食用にもなっており,糖分に富む樹液は乳幼児の栄養源として,

また柔らかい新芽は野菜の代用として消費されている。果実や柔らかいシュー

トは,野生生物にとっても重要な食料である。また植栽が容易で美しい外観を

持つことから, 風致的な用途においても重要な地位を占めている。

この解説は主として Francis(1990) によった。

文 献 ‐

Durry,E.A.J.(1963)A monographofthe immaturestagesofAustralasian timber

beetーes (Cerambycidae),BritishMus.(NaL.Hist.)pp. 236~241

Francis,J.K.(1990) β "な 8′役 si,'mm わα (L.)Sarg.ITFTroPical s茸vicsSeries,No.35.

5 pp.



187 

26． 力ヤ属（African mahoganies) 

学名：Khaya spp. 

センダン科 

荒木 誠 

カャ属ahaya) は，アフリカマホガニー（英），アカジュ(Acajou：仏）と 

よばれ，アメリカ大陸のマホガニー属(Swic彪n記） と同じくセンダン科マホガ 

ニー亜科（Swietenioideae) に属する。Swieたnia が，アメリカ大陸と周辺の 

島々に分布するのに対し，Khaya i:アフリカに起源を持っ。そのため，英語で 

アフリカマホガニーと総称されているび 

熱帯アフリカ，およびマダガスカル島に約8種ある。そのうち，主なものは， 

K . ivorensis（アフリカマホガニー：African mahogany), K . nyasim（アンバ 

ウアアカジュ：East African mahogany),K senegalensis （ドライマホガ 

ニー：Dry mahogany), K . anthotheca（ササンドラアカジュ：White rnaho・ 

gany), K . grandifol加ル（オオバアカジュ：Heavy African mahogany）であ 

る。虫が媒介して受粉する樹種で,成熟すれば林分の最上層木を形成する。環 

境条件が良ければ，成木の樹高は60 m にも達するが，通常は30 m 程度であ 

る。K senegalensis はや、小ぶりで，通常24 m を超えることはない。K 

nyas ica は東アフリカに分布域を持ち，遺伝的にはK grandifoliola に近いと 

される。 

材は桃褐色～赤褐色で，マホガニーに似た高級材であるが，マホガニーのよ 

うな黄色味を帯びない。用途は，高級家具，棚，骨組み材，パネル，化粧板な 

ど様々で，ョーロッパに多く輸出されてきた。地元では，大きな丸太はカヌー 

に使われてきた。レールの枕木，燃材にも使われる。 さらに，家畜の餌が不足 

するときには，葉っきの枝を餌に用いることもある。西アフリカでは，都市内 

の緑化木としても重要である。さらに，K nyasica の樹皮を煎じたものは苦み 

があり，地元では風邪の治療薬として飲用されている。また，種子から得る油 

はシラミなどの殺虫効果があり，髪につけて用いられる。 

分 布 

K . anthotheca は，リベリア，ウガンダ，アンゴラの熱帯半落葉季節林中の優 
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26. カヤ属 (African mahoganies)

学名 :×たのα SPP・

センダン科

荒木 誠

カヤ属 (Kねαγα) は, アフリカマホガニー (英 ), アカジュ (Acのoz‘:仏 ) と

よばれ, アメリカ大陸のマホガニー属 (Swig鰯“α) と同じくセンダン料マホガ

ニー亜科 (Swietenioideac) に属する。読切例の2,ね が , アメ リカ大陸と周辺の

島々に分布するのに対し,K′myαはアフリカに起源を持つ。そのため,英語で

アフリカマホガニーと総称されている。

熱帯アフリカ,およびマダガスカル島に約 8種ある。そのうち,主なものは,

K, れo柁れsis( ア フ リカマ ホ ガ ニ ー :African mahogany),K れyαszcα (ア ンバ

ウ ア ア カ ジ ュ : E a st African mahogany),K.sg?2 曜α卿 zsZs( ドラ イ マ ホ ガ

ニ ー :Dry mahogany), K の煽れo肋にα (サ サ ン ドラア カ ジ ュ :Whitemaho ‐

gany),Kgm?2 α新o‘Zo超 (オ オバ ア カ ジュ :HeavyAfrican mahogany) で あ

る。虫が媒介して受粉する樹種で,成熟すれば林分の最上層木を形成する。環

境条件が良ければ, 成木の樹高は 60m にも達するが, 通常は 30m 程度であ

る。K s靴 egα‘雛 sis はや 小 ぶ りで , 通常 24 m を超 え る ことはな い。 K.

れyαSICαは東アフリカに分布域を持ち, 遺伝的には K,gm72 α新o‘ZOZαに近いと

される。

材は桃褐色~ 赤褐色で, マホガニーに似た高級材であるが, マホガニーのよ

うな黄色味を帯びない。用途は, 高級家具, 棚, 骨組み材, パネル, 化粧板な

ど様々で, ヨーロッパに多く輸出されてきた。地元では, 大きな丸太はカヌー

に使われてきた。レールの枕木, 燃材にも使われる。さらに, 家畜の餌が不足

するときには, 葉つきの枝を餌に用いることもある。西アフリカでは, 都市内

の緑化木としても重要である。さらに,K, 燭αSicαの樹皮を煎 じたものは苦み

があり,地元では風邪の治療薬として飲用されている。また,種子から得る油

はシラミなどの殺虫効果があり, 髪につけて用いられる。

分 布
にα煽れo劾e伽 は, リベリア, ウガンダ, アンゴラの熱帯半落葉季節林中の優
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占種である。K grand ifoliola は，ギニァ，ウガンダ,アンゴラの河辺林と高木 

林の遷移地帯に，Kivorensis は，コートジボアール，ーアンゴラの常緑多雨林お 

よび海岸地帯に自生する。Iぐ.senegalensis は，セネガル, ウガンダ，スーダン 

の高木林とサバンナの推移帯に自生する。湿潤な地域では，標高の高いところ 

でも見られる。乾燥地域では，サバンナに延びている河川沿いないし河辺に限 

定される。 またアフリカ巾央部では，厳しい干ばつも周期的に起こるが，K 

senega1ensis は,乾季には落葉して乾燥に耐えることができ，Khaya 属の中で 

最も乾燥に強い樹種である。K nyasica は，ジンバブェ，モザンビーク，ザン 

ビア，マラウィ，タンザニア，ザイールの常緑樹林ないし河辺林の推移帯に自 

生する。自生地は，夏に多量の降雨があり,涼しい冬に厳しい乾季が訪れる熱 

帯夏雨気候で，平均年降水量は600'-'I,600 mm である。 

天然分布地域以外では，プェルトリコ，キューバ，南米，オーストラリア， 

インドネシア，インドなどで造林されている。世界各地で成功している造林地 

は，乾季が短く，降水量の多い地域である《ユ 

開花・結実 

Khaya 属は，羽状複葉の基部から，総状ないし円錐花序が伸び，小さな花を 

つける。これらの花は乾季の終わりか雨季の始まり（通常11月） に展開する。 

K nyasim では，10mm 程度の甘い香りのする白く小さい花をつける（図26. 

1)。受粉した花は，翌年の春から初夏（3-7月）に熟し，さく果（3'-' 5 cm）・（1) 

中に薄膜状の赤褐色の種子ができるが，これより遅い場合もある。種子は有翼 

で， 母樹かららせん状に回転落下するが，飛散距離は短い。 風乾状態で,約 

3,000 粒ノkgである。3週間程度で発芽する。種子生産は，プェルトリコ， 

キューバの造林地で行われているが，原産地である東アフリカでの種子生産は 

変則的である。K. grandifolio忽は，大きt 5弁の花をつけ，大きなさく果をも 

つ。K.senegalensis は，20'-25年生で結実するようになる。白色の花をつけ， 

乾季に実が熟す。通常，種子は大量に生産される。 さく果は直径3'-'4cm であ 

る。種子は有翼,偏平で，卓越風に乗ってlOOm は飛散する。通常，風乾重で， 

6,000-'7,000 粒ノkg，まれに3,000'--' 18,000 粒ノkg，新鮮な種子は約90％の発芽 

率を持ち，18日以内に発芽する。室温で2か月未満，密閉した金属容器に入れ 

て冷蔵すれば6 か月保存可能である。 

　　　

占種である。Kg プロ72α折o‘ioね は, ギニア, ウガ ンダ, アンゴラの河辺林 と高木

林の遷移地帯 に,K Zの柁れsisは, コー トジボアール, アンゴラの常緑多雨林お

よび海岸地帯 に自生す る。K se72.増αZ鋤 sisは, セネガル, ウガンダ, スーダン

の高木林とサバンナの推移帯に自生する。湿潤な地域では, 標高の高いところ

でも見られる。乾燥地域では, サバンナに延びている河川沿いないし河辺に限

定される。またアフリカ中央部では, 厳 しい干ばつも周期的に起こるが,K.

sg“曙α誇れsisは,乾季には落葉して乾燥に耐えることができ,K たのα属の中で

最 も乾燥 に強い樹種である。K “夕顔 Zcqは, ジンバ ブエ, モザ ンビーク, ザ ン

ビア, マラウィ, タンザニア, ザイールの常緑樹林ないし河辺林の推移帯に自

生する。自生地は,夏に多量の降雨があり,涼しい冬に厳しい乾季が訪れる熱

帯夏雨気候で, 平均年降水量は 600~1,600mm である。

天然分布地域以外では, プエル トリコ, キューバ , 南米 , オース トラリア,

インドネシア, インドなどで造林されている。世界各地で成功している造林地

は, 乾季が短く, 降水量の多い地域である。

開花・結実

Kぬけα属は,羽状複葉の基部から,総状ないし円錐花序が伸び,小さな花を

つける。これらの花は乾季の終わりか雨季の始まり (通常 11月) に展開する。

にれ〕堰sにαでは,1omm 程度の甘い香りのする白く小さい花をつける (図 26,

1)。受粉した花は,翌年の春から初夏 (3~7 月) に熟し, さく果 (3~5cm) の

中に薄膜状の赤褐色の種子ができるが, これより遅い場合もある。種子は有翼

で, 母樹かららせん状に回転落下するが, 飛散距離は短い。風乾状態で, 約

3,000粒 /kg である。3週間程度で発芽する。種子生産は, プエル トリコ,

キューバの造林地で行われているが, 原産地である東アフリカでの種子生産は

変則的である。K,gm' 認がoZZOZQは,大きな 5弁の花をつけ,大きなさく果をも

つ。K, 彩れegα彫れs薦 は,20~25 年生で結実するようになる。白色の花をつけ,

乾季に実が熟す。通常, 種子は大量に生産される。さく果は直径 3~4cm であ

る。種子は有翼,偏平で,卓越風に乗って loom は飛散する。通常,風乾重で,

6,000~7,000粒 /kg, まれに 3,ooo~18,ooo粒/kg, 新鮮な種子は約 90% の発芽

率を持ち,18 日以内に発芽する。室温で 2か月未満,密閉した金属容器に入れ

て冷蔵すれば 6か月保存可能である。
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図26.l Khaya nyasica Q)葉，花,果実 

育 苗 

Khaya 属の種子の発芽力は急速に失われるので,新鮮なうちに発芽床に播種 

することが肝要である。K nyasica については，南アフリカのトランスバー)レ 

地方北部で，半ば分解したマツの樹皮を混ぜた発芽床を被陰下に置いて，春か 

ら初夏の間に播種することで良い成績を上げた。実生苗は，被陰して土壌を適 

潤に維持することが必要である。 苗高が5 cm になったら，大きめの苗木用ポ 

リエチレンバッグへ移し,屋外で1年間育成する。苗高が30cm になって，複 

葉が完全に展開したら山出しする。湿潤期の降雨で十分湿らせた上, 10月から 

4月に植栽する。発芽中に茎の曲がった苗は除去する。通常，1kg の種子から 

苗木1.000本が得られる。K senegalnsおでは，種子を12時間水浸して，発芽 

床に播く。15-20日で発芽し，発芽率は70- 100％である。発芽後 5, 6日で 

移植する。 

人工更新する場合，ポット苗が最適であるが，裸根苗やスタンプ苗でも十分 

な成果が得られる。山出し前に，シュートを完全に木化させることが，苗の生 

存率を高くする（グラビア62)~ 

植 栽 

林床に実生が多数見られる場合は天然更新も可能であるが，苗木を植栽する 

ヱ89

図 26.I K′'"yα7zyαsicαの葉 , 花 , 果実

育 苗 .

Kれのα属の種子の発芽力は急速に失われるので,新鮮なうちに発芽床に播種

す ることが肝要である。に れyαsicαについては, 南アフリカの トランスパール

地方北部で,半ば分解したマッの樹皮を混ぜた発芽床を被陰下に置いて,春か

ら初夏の間に播種することで良い成績を上げた。実生苗は,被陰して土壌を適

潤に維持することが必要である。苗高が 5cm になったら, 大きめの苗木用ポ

リエチレンバッグへ移し, 屋外で 1年間育成する。苗高が 30cm になって, 複

葉が完全に展開したら山出しする。湿潤期の降雨で十分湿らせた上,10月から

4月に植栽する。発芽中に茎の曲がった菌は除去する。通常,lkg の種子から

苗木 1,000本が得られる。K 彫“egα卿zsisでは,種子を 12時間水浸して,発芽

床に播く。15~20 日で発芽し,発芽率は 70~100% である。発芽後 5,6 日で

移植する。

人工更新する場合, ポット苗が最適であるが,裸根苗やスタンプ菌でも十分

な成果が得られる。山出し前に, シュートを完全に木化させることが, 苗の生

存率を高くする (グラビア 62)。

植 栽
林床に実生が多数見られる場合は天然更新も可能であるが,苗木を植栽する
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人工更新がKhaya 属の確実な更新方法である。K. nyasica は，南ァフリカでは 

5m 間隔で植栽される。プェルトリコのLuq吐Ho山地の小規模な造林地では， 

2.4m 間隔で植栽された。 24 年経過して100％生育しているが,間伐が必要な 

状態であった。実生苗および幼樹は，他の雑草木との競争に弱い。若齢木は被 

陰に対して中程度の耐性はあるが，成林させるには定期的な，除草クワによる 

除草，下刈りが必要である。天然更新した実生が林床にある場合は，皆伐を何 

回かに分けて行うことによって，更新させることができる。実生が見られない 

場合は被陰木を伐採する。K senegalensおは，皆伐，地拵えされた土地では, 

5mX5m , 5mXlOm の間隔で植栽され，河辺等で土壌保全のために列状植栽 

される時は5 mx 20 m で植えられる。植栽間隔が狭いとうまく成林しない。 

天然更新も概ね成功する。ただし，干ばつや草本類との厳しい競争が，更新 

を失敗させる可能性があるので注意を要する。K. senegalensis の実生は，中程 

度の耐陰性があり，先駆樹種の軽度の被陰下でも育つし，中程度の被陰条件の 

下層でも成長することができる。 しかし，被陰があまり強い場合には生き残れ 

ない。実生が十分にないところで更新を成功させるには，前生稚樹がある程度 

成長しはじめたところで疎開伐を行うことが必要である。実生の生育を助ける 

ために，種子の落下前に耕耘や火入れも必要である。実生が山始めたら，収穫 

前に部分的な伐採を行って，林床に光を入れ林床照度を高めることによって生 

育を助ける。 

適 地 

適潤で水はけの良い，肥沃な，深い沖積土壌で最もよく育っ。河JIに）勾配が 

緩すぎない沖積土はそのような条件に合うところであるが，そのような土地は 

農地に転換利用されているので，K/jaya 属の最適地は失われてきている。河辺 

における生育地の土性pH，塩基飽和度などの土壌の性質は様々である。通常 

は，FAO の土壊分類によるフルビソル（Fluvisols) ないしカンビソル 

(Cambisols) に生育している。アフリカでは，標高L800 m 程度まで生育して 

いる0 

K nyasica は，河辺の安定した緩傾斜の川岸や氾濫原の端に隣接した崩積土 

を好む。K. senegalensis は，火山放出物を母材にする土壌でもよく生育する。 

また, ラテライト化した土壌でも，通常十分に成長している。ただし,堅いラ 

テライト上を薄い土層が被覆しているような土壌では，生育が阻害される。 

　　　

人工更新が K′2の脇属の確実な更新方法である。K.72γ餌 Zm は,南アフリカでは

5m 間隔で植栽される。プエルトリコの Luquillo山地の小規模な造林地では,

2.4m 間隔で植栽された。 24年経過して 100% 生育しているが, 間伐が必要な

状態であった。実生苗および幼樹は,他の雑草木との競争に弱い。若齢木は被

陰に対して中程度の耐性はあるが, 成林させるには定期的な, 除草クワによる

除草,下刈りが必要である。天然更新した実生が林床にある場合は,皆伐を何

回かに分けて行うことによって, 更新させることができる。実生が見られない

場合は被陰水を伐採する。K,sg'z,曜α卿 zsisは, 皆伐 , 地栴えされた土地では,

5m ×5m,5m ×lom の間隔で植栽され, 河辺等で土壌保全のために列状植栽

される時は 5m ×20m で植えられる。植栽間隔が狭いとうまく成林しない。

大然更新も概ね成功する。ただし, 干ばつや草本類との厳しい競争が,更新

を失敗させる可能性があるので注意を要する。K,sg'zegα卿 zsisの実生は,中程

度の耐陰性があり,先駆樹種の軽度の披陰下でも育つし, 中程度の被陰条件の

下層でも成長することができる。しかし,被陰があまり強い場合には生き残れ

ない。実生が十分にないところで更新を成功させるには,前生稚樹がある程度

成長しはじめたところで疎開伐を行うことが必要である。実生の生育を助ける

ために,種子の落下前に耕転や火入れも必要である。実生が出始めたら,収穫

前に部分的な伐採を行って,林床に光を人れ林床照度を高めることによって生

育を助ける。

適 地

適潤で水はけの良い, 肥沃な, 深い沖積土壌で最もよく育つ。河川の勾配が

緩すぎない沖積土はそのような条件に合うところであるが, そのような土地は

農地に転換利用されているので,K 卿 yα属の最適地は失われてきている。河辺

における生育地の土性,PH, 塩基飽和度などの土壌の性質は様々である。通常

は,FAO の土壌分類 によるフル ビソル (F1uvisols)ない しカ ンビソル

(Cambisols) に生育している。アフリカでは, 標高 1,800m 程度まで生育して

い る。

K.フzy口sicαは, 河辺の安定した緩傾斜の川岸や氾濫原の端に隣接した崩積土

を好む。K sの2昭雄8“sisは,火山放出物を母材にする土壌でもよく生育する。

また, ラテライト化した土壌でも, 通常十分に成長している。ただし, 堅いラ

テライト上を薄い土層が被覆 しているような土壌では, 生育が阻害される。
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スーダンでは,天然林が尾根筋の薄くて，石礫の多い溶脱した土壌や，鉄鉱石 

の殻に覆われた台地に成林している。プェルトリコの成功した造林地の例で 

は，中性～強酸性，水はけの良い砂質壌土～水はけの悪い粘土質土壌まで広い 

範囲に適応が見られる。 

成 長 

幼齢木は，被陰に対して巾程度の耐性があり，先駆樹種の被陰下でも成長し 

ていくことが出来るが，成木は被陰に耐性がなく，上層木を除去しなければ枯 

死してしまう。通直で高く伸びた樹幹と上部に丸い樹冠をもつ樹形であるが， 

これは密度の高い林分でより明瞭となる。K nyasica では，最大で樹高61 m , 

胸高直径5m にも及ぶが，通常は，樹高18-30m，枝下高15-'20 iii,胸高直径 

1.0-'1.5mである。南アフリカの標高1,000m，年降水量1,250mm の地域にあ 

る27年生の林分では，樹高20 m ，胸高直径54.5 cm であった。同地域の16年 

生の林分では,樹高13.7 -'15.2 m ,胸高直径29cm であり，形質は良好であっ 

た。ジンバブェ東部では，4年生で樹高4.1-4.8m，胸高直径6.6 cm, 50年生で 

樹高31 m ,胸高直径22cm，立木密度は1,136 本ノha であった。プェルトリコの 

試験では，25-26年生で，樹高8-17m,胸高直径15'-36 cm，最大の記録はプ 

エルトリコ大学にある55年生の林分で，樹高32 m ,胸高直径107 cm であっ 

た。K senegalensis は,密度の高い林分では早く成長し，通直な幹を形成し 

下層へたくさんの光が入るような薄い林冠を形成する。南アフリカの平均年降 

水量1,300mm の地域の22年生の林分では,樹高8.2m,胸高直径11.7 cm，立 

木密度650 本ノha であった。 プエルトリコの平均年降水量3.000 mm の地域の 

23年生の造林地では，樹高22 m ，胸高直径20.lcnlであった。マリ，ニジェー 

ル，セネガルで灌水を行った林分では，年1.3 m の樹高成長があった。 

病虫獣害 

食葉性動物は造林地に被害を与える。このため南アフリカでは,幼樹の枝葉 

が食葉性動物に届かないようにするために枝打ちが行われたことがある。齧歯 

類も苗木を食害する。また, タンザニアでは，埋土種子がガンビアオオネズミ 

に食害されることもある。Khaya 属のすべての樹種はマホガニーシンクイムシ 

の1種Hyp sipyルrobusta の加害を受ける。加害されるとシュートが2又に 

なったり，成長阻害などが起こる。その結果，材は形質不良となり価値が下が 

　　　

スーダンでは, 天然林が尾根筋の薄くて, 石磯の多い溶脱した土壌や, 鉄鉱石

の殻に覆われた台地に成林している。プエルトリコの成功した造林地の例で

は,中性~強酸性,水はけの良い砂質壌土~水はけの悪い粘土質土壌まで広い

範囲に適応が見られる。

成 長

幼齢水は,被陰に対して中程度の耐性があり,先駆樹種の被陰下でも成長し

ていくことが出来るが,成木は被陰に耐性がなく,上層木を除去しなければ枯

死してしまう。適直で高く伸びた樹幹と上部に丸い樹冠をもつ樹形であるが,

これは密度の高い林分でより明瞭 となる。K.'z,yαsicαでは,最大で樹高 61m,

胸高直径 5m にも及ぶが,通常は,樹高 18~30m, 枝下高 15~20m, 胸高直径

1.0~1.5m である。南アフ リカの標高 1,0oom, 年降水量 1,250mm の地域 にあ

る 27年生の林分では, 樹高 20m, 胸高直径 54.5cm であった。同地域の 16年

生の林分では, 樹高 13.7~15.2m, 胸高直径 29cm であり, 形質は良好であっ

た。ジンバブエ東部では,4 年生で樹高 4.1~4,8m, 胸高直径 6.6cm,50 年生で

樹高 31m, 胸高直径 22cm, 立木密度は 1,136本/ha であった。プエルトリコの

試験では,25~26 年生で,樹高 8~17m, 胸高i直径 15~36cm, 最大の記録はプ

エルトリコ大学にある 55年生の林分で, 樹高 32m, 胸高直径 107cm であっ

た。K,sg'zggα卿7sZsは,密度の高い林分では早く成長し,通直な幹を形成し,

下層へたくさんの光が入るような薄い林冠を形成する。南アフリカの平均年降

水量 1,300mm の地域の 22年生の林分では,樹高 8.2m, 胸高直径 11.7cm, 立

木密度 650本/ha であった。プエル トリコの平均年降水量 3,ooomm の地域の

23年生の造林地では, 樹高 22m, 胸高直径 20.lcm であった。マ リ, ニジェー

ル, セネガルで漉水を行った林分では, 年 1.3m の禍高成長があった。

病虫獣害

食葉性動物は造林地に被害を与える。このため南アフリカでは,幼樹の枝葉

が食葉性動物に届かないようにするために枝打ちが行われたことがある。蟹歯

類も苗木を食害する。また, タンザニアでは, 埋土種子がガンビアオオネズミ

に食害されることもある。Kねαyα属のすべての樹種はマホガニーシンクイムシ

の 1種 H卸 szpy‘"70b2‘sね の加害を受ける。加害されるとシュー トが 2又に

なったり, 成長阻害などが起こる。その結果, 材は形質不良となり価値が下が
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る。Knyasica は，アメリカ大陸では，HypSipyルgrandella に対して抵抗性が 

あるが，南アフリカの造林地では，シュート，小枝を加害するMuss記記 

nigrideneUa の被害にあっている。キューバでは，Xan坑omonas spp., 

Corynebacルriunz sp．などの細菌， および菌類である7'ubercularな sp．によっ 

て,K nyasica に胴枯れと樹脂浸出性病害がたびたび弓は起こされている。 

スーダンでは，xanm0mmas hhayae によって，K.senegalensお の葉にザラザ 

ラしたかさぶた状の斑紋ができ，幹にこぶ状の胴枯れが弓は起こされる。K 

senegalensis は，Khaya 属の他樹種に比べ，芯喰い虫の加害を受けにくく，ア 

フリカ以外の地では，芯喰い虫の被害は少ない。また,中南米でセンダン科の 

樹種を加害するByp sipyla granddlla に耐性を持つといわれる。また， シロア 

リに対して，同属の他種に比べ抵抗性があるといわれている。しかし,辺材は 

ヒラタキクイムシ科Lyctus 属（パウダー・ポスト・ビートル） に加害される。 

地下部や土壌に接触している部分では腐朽しやすい。また，火災,霜に弱い。 
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る。K.れ)′αsicαは, アメ リカ大陸では,〃ypsゆy超 gm77α〆如 に対 して抵抗性が

あ るが , 南 ア フ リカの造林 地 で は, シュー ト, 小 枝 を加害 す る Mz′ssidzq

'zzgride′78‘ね の 被 害 に あ っ て い る。 キ ュ ー バ で は ,X
‐
の z【homo'ms spp り

Coが“効αα8mm2sp, などの細菌 , および菌類である 四‘わeたはね“α sp.によっ

て,K." γαsicαに胴枯れと樹脂浸出性病害がたびたび引き起こされている。

スー ダ ンで は ,X α〃物 omo'ms たね鰯α彩に よ って , 忙,sg'78g郷釧 sis の葉 にザ ラザ

ラしたかさぶた状の斑紋ができ, 幹にこぷ状の胴枯れが引き起こされる。比.

s靴蛸頭鋤 sisは,X 脚γα届の他樹種に比べ“柳食い虫の加害を受けにくく, ア

フリカ以外の地では, 芯喰い虫の被害は少ない。また, 中南米でセンダン科の

樹種を加害する甘yかゆyね gm7zd副如に耐性を持つといわれる。 また, シロア

リに対して, 同属の他種に比べ抵抗性があるといわれている。しかし, 辺材は

ヒラタキクイムシ料 Lyci2‘s属 (パ ウダー ・ポス ト・ビー トル) に加害 される。

地下部や=!・壌に接触している部分では腐朽しやすい。また, 火災, 霜に弱い。

文 献
Bokkestijn, 人 . & J.K. Francis (n.d.) ITFTropicaISilvicsSeriesNo.5,4pp ‐

Coates palgrave, K.8 ‘〆 .(1983) Trees ofSouthernAfrica,2nded.,SLruikpub ーishers,

Cape Town,959pp.

Francis,J.K. & A. Bokkestijn(n.d.)1TFTroPicalsilvicsSeries No.9,4pp
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27‘ コショウボク（Pepper tree) 

学名：Schinus molle L . 

ウルシ科 

斉藤 昌宏 

Schinus 属は熱帯アメリカに20-30種ほどが分布し，常緑で低木あるいは 

小高木となる。多くの種は中軸に翼を備えた羽状複葉を互生するが，チリ中部 

の海岸山脈に自生するS. latifolius およびブラジル南部～アルゼンチン， ボリ 

ビア，パラグアイ，ウルグアイ，チリ南部に分布するS.polyganzus のように単 

葉を持つ種もある。 

本属のうち最も広く利用されている樹種はS. molle で雌雄異株の小高木，一 

般的には樹高5- 15 m ，直径25-35 cm であるが, 50年生で樹高20 m ，胸高直 

径lm に達するものもある。老樹は樹幹下部に大きな瘤を多数持つ。円錐花序 

に多数の緑白色小花を着ける。繊細な羽状複葉は宿存性で，柔軟な枝はしだれ 

て優美であり，果実も紅熟して美しいため鑑賞用庭園樹および街路樹として世 

界各地の熱帯，亜熱帯地域で植栽されるほか，耐乾性を持つため半乾燥地,乾 

燥地の造林樹種として植栽され,家畜の被陰樹，養蜂の蜜源植物，燃材の採取 

などに利用される。果実と種子には苦みがあり，コショウのような香りと刺激 

を持ち，様々な医薬品原料となっている。 材は比重約1.2，重硬で耐湿性が強 

く，建築材，船舶材，旋盤に用いられる。樹皮はタンニンなどを含み収斂性が 

あるため利尿剤などに，樹脂もリューマチ，呼吸器病の医薬品に利用される。 

ブラジル, アルゼンチン, チリなどでは半乾燥地で造林が試みられ，アメリカ 

合衆国南部，メキシコでは鑑賞用として導入されたものが野生化し，アメリカ 

ではCalifornian pepper tree」 メキシコではaguaribay と呼ばれる。一方，本 

来分布している国でも様々な名称で呼ばれているが，ペルーではmolle, プラ 

ジルではaroeira salso， アルゼンチンおよびウルグアイなどではaruera と呼 

ばれることが多い。 チリでも乾燥地における緑化樹，街路樹などとして利用さ 

れ，pimiento, molleなどと呼ばれる。この他，中央アメリカ，ョーロッバ，ア 

フリカ中・南部，オーストラリアおよぴイスラェルなどで植栽されている。 

S．把rebinth tfolius（ブラジルではaroeira vermelha と呼ばれる）は常緑の 

羽状複葉を持つ低木あるいは小高木で，形態は変化が大きい。多くの場合は雌 

27, コショウボク (Pepper tree)

学 名 :叱 れ加,“s“20‘‘8L

ウルシ科

斉藤 昌宏

Sc触れ,服 属は熱帯アメリカに 20~30 種ほどが分布 し, 常緑で低木あるいは

小高木となる。多くの種は中軸に翼を備えた羽状複葉を互生するが, チリ中部

の海岸山脈に自生する S.‘解析o‘Z2‘sおよびブラジル南部~ アルゼンチン, ボリ

ビア,パ ラグアイ, ウルグアイ, チ リ南部に分布する S.POZyg 伽 22‘sのように単

葉を持つ種もある。

本属のうち最も広く利用されている樹種は S,“20ZZeで雌雄異株の小高木,一

般的には樹高 5~15m, 直径 25~35cm であるが,50 年生で樹高 20m, 胸高直

径 lm に達するものもある。老樹は樹幹下部に大きな癌を多数持つ。円錐花序

に多数の緑白色小花を着ける。繊細な羽状複葉は宿存性で,柔軟な枝はしだれ

て優美であり,果実も紅熟して美しいため鑑賞用庭園樹および街路樹として世

界各地の熱帯,亜熱帯地域で植栽されるほか,耐乾性を持つため半乾燥地,乾

燥地の造林樹種として植栽され,家畜の被陰樹,養蜂の蜜源植物,燃材の採取

などに利用される。果実と種子には苦みがあり, コショウのような香りと刺激

を持ち, 様々な医薬品原料となっている。材は比重約 1.2,重硬で耐湿性が強

く, 建築材, 船舶材, 旋盤に用いられる。樹皮はタンニンなどを含み収赦性が

あるため利尿剤などに, 樹脂もリューマチ, 呼吸器病の医薬品に利用される。

ブラジル, アルゼンチン, チリなどでは半乾燥地で造林が試みられ, アメリカ

合衆国南部, メキシコでは鑑賞用として導入されたものが野生化し, アメリカ

で は Californian pepper tree, メキ シ コで は aguaribay と呼 ば れ る。一 方 , 本

来分布している国でも様々な名称で呼ばれているが, ペルーでは mol le, ブラ

ジルでは aroeirasalso, アルゼ ンチ ンおよびウルグアイなどでは aruera と呼

ばれることが多い。チリでも乾燥地における緑化樹,街路樹などとして利用さ

れ ,pimiento,molle な ど と呼 ば れ る。 この他 , 中央 ア メ リカ , ヨー ロ ッパ , ア

フリカ中 ・南部, オーストラリアおよびイスラエルなどで植栽されている。

S.彰陀閉館ね.新oZZ2ぼ (ブラジルでは aroeira vermelha と呼ばれる) は常緑の

羽状複葉を持つ低木あるいは小高木で,形態は変化が大きい。多くの場合は雌
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雄異株。一般には樹高～ーlOm，時に15 m に達し,厚い樹皮を持った幹は直径 

30-60 cm になる。 枝先に頂生する円錐花序には黄白色から緑白色の小さな単 

性花を多数着ける。果実は径4 -5.5mm 前後，球形，鮮紅色の核果は熟すと赤 

紫色あるいはバラ色となる。果皮および果肉は油を含む。 

材の比重は0.80,用材としての商品価値は無く，牧柵などの支柱に使われる。 

製紙原料としては不適当だが，単位重量当たりのカロリーが大きく，薪および 

炭材としての品質は優良である。種子から抽出した揮発油はイエバェの殺虫剤 

として有効であり，テレピンの芳香を持つ樹脂は洋乳香（mastic, 同じウルシ 

科のPistacia lentiscus から採取されるものが著名）となる。また，樹皮から抽 

山した染料およびタンニンは漁網の染色および補強に使用される。民間薬とし 

ての利用は多岐に渡り，樹皮は解熱および浄化剤，温浴剤に利用され，葉，果 

実などもそれぞれ鎮痛剤，癒創剤などに使用される。枝振りが美しく,花期お 

よび果期ともに長いため鑑賞用として植栽され,特に公園によく植えられる。 

S. molle とともに有用な蜜源植物でもある。ョーロッパ諸国，中央アメリカお 

よびアメリカ合衆国で導入されている。果実は鳥類が好み，多くの場合種子は 

鳥によって散布される。ただし，本種を導入したフロリダでは2種の鳥にとっ 

ては有毒であったといわれる。陽樹でやや耐乾性を持つ先駆樹種で適応が広い 

ため，原野，荒廃地，渓畔域，氾濫原でも生育するが，長期間の湛水には弱い。 

ブラジルでは砂丘固定のため海岸にも植栽される。 

S latifolius（現地ではmolle あるいはlitre-molle と呼ばれる）はチリ中部 

の海岸山脈で海岸に面した斜面に生育し，アルゼンチンにも分布する。互生す 

る葉は単葉で卵形，成長すれば樹高lOm に達するが， おおむね灌木状を呈す 

る。S. polygamus と同様に乾燥地の緑化樹として有望視され，チリで試験的な 

植林が試みられている。 

南アメリカには他に10数種のSchinus 属が分布しており，用材,薪炭材，タ 

ンニン原料，医薬品原料などに利用されているが，積極的な造林は行われてい 

ない。 

分布および生育適地 

S. molle の天然分布は南アメリカ大陸の南緯10。-34。に跨り,大西洋側では 

ブラジル南部からパラグアイ， ウルグアイおよびアルゼンチン北部に，太平洋 

側ではェクアドル, ボリビア， コロンビア，ペルーの各国に広がる。 チリでは 

　　　

雄巽株。一般には樹高~-1om,! 特に 15m に達し, 厚い樹皮を持った幹は直径

30~60cm になる。枝先に頂生する円錐花序には黄白色から緑白色の小さな単

性花を多数着ける。果実は径 4~5.5mm 前後, 球形,鮮紅色の核巣は熟すと赤

紫色あるいはバラ色となる。果皮および果肉は油を含む。

材の上七重は 0.80,用材としての商品価値は無く,牧柵などの支柱に便 つれる。

製紙原料としては不適当だが, 単位重量当たりのカロリーが大きく, 薪および

炭材としての,品質は優良である。種子から抽出した揮発油はイエバエの殺虫剤

として有効であり, テレピンの芳香を持つ樹脂は洋乳香 (mastic, 同じウルシ

科の Pisねc紅加川Zscz‘sから採取されるものが著名) となる。また,樹皮から抽

出した染料およびタンニンは漁網の染色および補強に使用される。民間薬とし

ての利用は多岐に渡り, 樹皮は解熱および浄化剤, 温浴剤に利用され, 葉, 果

実などもそれぞれ鎮痛剤,癒創剤などに使用される。枝振りが美しく,花期お

よび果期ともに長いため鑑賞用として植栽され,特に公園によく植えられる。

S.“7,o‘彰 とともに有用な蜜源植物で もある。 ヨーロッパ諸国 , 中央アメ リカお

よびアメリカ合衆国で導入されている。果実は鳥類が好み,多くの場合種子は

鳥によって散布される。ただし, 本種を導入したフロリダでは 2種の鳥にとっ

ては有毒であったといわれる。陽樹でやや耐乾性を持つ先駆樹種で適応が広い

ため,原野,荒廃地 ,渓畔城,氾濫原でも生育するが,長期間の梶水には弱い。

ブラジルでは砂丘固定のため海岸にも植栽される。

S.‘α‘びo鳶"s (現地では molle あるいは litr molle と呼ばれる) はチ リLI--部

の海岸山脈で海岸に面 した斜面に生育し, アルゼンチンにも分布する。互生す

る葉は単葉で卵形, 成長すれば樹高 lom に達するが, おおむね瀧木状を早す

る。S.Po‘ygの'2"sと同様に乾燥地の緑化樹として有望視され, チリで試験的な

植林が試みられている。

南アメリカには他に 10数種の & 崩れ"s属が分布しており,用材,薪炭材, タ

ンニン原料, 医薬品原料などに利用されているが, 積極的な造林は行われてい

な い。

分布および生育適地
S.''の"e の大然分布は南アメリカ大陸の南緯 100~340 に跨り,大西洋側では

ブラジル南部からパラグアイ, ウルグアイおよびアルゼンチン北部に, 太平洋

側ではエクア ドル, ボ リビア, コロンビア, ペルーの各国に広が る。チ リでは
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人為によって広がったとされ，現在の分布範囲は北部の砂漠地域からサンチャ 

ゴに達する。ブラジルでは海抜高70m-900m の範囲に生育するが，ペルーで 

は2,800 m ,ボリピアでは3,500m まで分布する。年降水量1,300mm から2,000 

mnlの範囲が一般的であるが，650mnl以上の年降水量があり条件が整えば生 

育する。耐乾性は高く，アルゼンチンでは乾燥期が5か月に達する地域にも生 

育する。年間の降霜回数は30回程度まで，最寒月の平均気温は12-18C,最暖 

月の平均気温は22-28C，年平均気温は12'-24℃の範囲に分布する。熱帯お 

よび熱帯山地で半乾燥地から半湿潤地までの地域に広がる。乾燥した砂質土壌 

を好むが,時に礫質土壌の肥沃な低湿地にも生育し，二次林の初期相を構成す 

る先駆樹種である。多少の塩集積地であっても耐える。 

S．ルrebinthifolius の分布はやや狭く，プラジル南部，バラグアイ東部，ウル 

グアイ，アルゼンチンの北部と東部などである。プラジル北部にも局所的に分 

布すると言われる。樹木が散在する原野および低質二次林などに一般的な先駆 

樹種で,主に低山の落葉～半落葉樹林域，渓谷林域を生育地とする。海抜2,000 

m まで分布し，年降水量は950 mm -'2,200 mm の範囲で，乾燥期の無い地域あ 

るいは乾燥期間があっても過度に乾燥しない地域に生育する。年平均気温は12 

-26℃，最寒月の平均気温は8-24C，最暖月の平均気温は20'--28C，降霜期 

間は57日程度までの地域に生育する。砂質から粘土質まで，乾燥から湿潤まで 

の多様な土壌型の土地で，基本的に肥沃な低地に生育する。規則的に湛水する 

ような場所でも耐えられる。 

開花・結実・種子の取扱い 

主要な2 種について，ブラジル南部における開花，結実期を表27. 1に示し 

た。S. molle は植栽後2年で開花‘結実する。両種とも開花期，結実期は比較 

的長く,成熟した果実は落下しにくいため，種子の採取は容易である。果実は 

表27. 1 Schinus属2種の開花，結実期など（ブラジル南部におけるデータ） 

種 名 開花期 結実期 果 実 kg当たり種子数 

S. molle 8-11月 11-4月 紅 熟 2.2-4.4 万ノkg（新鮮種子） 

6.6万ノkg（乾燥種子） 

s 招rebinth加lius 9- 1月 1-7月 赤 熟 3.1-16万ノkg 

主にCarvaiho (199めによる。 

　　　

人為によって広がったとされ, 現在の分布範囲は北部の砂漠地域からサンチャ

ゴに達する。ブラジルでは海抜高 70nl~90om の範囲に生育するが, ペルーで

は 2,800m, ボ リビアでは 3,500m まで分布する。年降水量 1,300mm か ら 2,00o

mm の範囲が一般的であるが,650mm 以ー1二の年降水量があり条件が整えば生

育する。耐乾性は高く, アルゼンチンでは乾燥期が 5か月に達する地域にも生

育する。年間の降霜回数は 30回程度まで,最寒月の平均気温は 12~18oC, 最暖

月の平均気温は 22~28 ℃, 年平均気温は 12~24qC の範囲に分布する。熱帯お

よび熱帯山地で半乾燥地から半湿潤地までの地域に広がる。乾燥した砂質土壌

を好むが,時に磯質土壌の肥沃な低湿地にも生育し,二次林の初期相を構成す

る先駆樹種である。多少の塩集積地であっても耐える。

S.‘のせ樋溺れ航o‘i“sの分布はやや狭 く, ブラジル南部 , パ ラグアイ東部 , ウル

グアイ, アルゼンチンの」ヒ部と東部などである。ブラジル北部にも局所的に分

布すると言われる。樹木が散在する原野および低質二次林などに一般的な先駆

樹種で,主に低山の落葉~半落葉樹林域,渓谷林域を生育地とする。海抜 2,00o

m まで分布し,年降水量は 950mnl~2,200mm の範囲で,乾燥期の無い地域あ

るいは乾燥期間があっても過度に乾燥しない地域に生育する。年平均気温は 12

~2 がC, 最寒月の平均気温は 8~24qC, 最暖月の平均気温は 20~28 ℃, 降霜期

間は57日程度までの地域に生育する。砂質から粘土質まで,乾燥から湿潤まで

の多様な土壌型の土地で,基本的に肥沃な低地に生育する。規則的に湛水する

ような場所でも耐えられる。

開花・結実・種子の取扱い

主要な 2種について, ブラジル南部における開花, 結実期を表 27.1に示し

たo S,mo‘‘@‘ま植栽後 2年で開花・結実する。両種とも開花期, 結実期は比較

的長く,成熟した果実は落下しにくいため,種子の採取は容易である。果実は

表 27.I Sdmms 属 2種の開花, 結実期など (ブラジル南部におけるデータ)

種 名 開花期 結実期 果 実 kg当たり種子数

S.7〃o"e 8~11 月 11~4 月 紅 熟 2.2~4.4 方 /kg( 新鮮種子 )

6.6万/kg( 乾燥種了)
S. 忽せ鰯?ー肋がo‘れ!s 9~1 月 1~7 月 赤 熱 3.1~16 万 /kg

主 に Carvall10(1994) による。
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円錐果序に豊富に着く。t果に1種子を含む核果である。成熟した果房ごと採 

取し，水中で種子を分離し乾燥する。あるいは果実を乾燥した後に手で揉んで 

種子を分離する。果実のまま播種することも行われる。S. molle は,播種前に 

常温の流水中に12時間ほど漬けて前処理をする。処理を行わない場合は16% 

程度の発芽率であるが，前処理を行えば60％程度になる。S. terebinth加lんS 

では，播種の前処理は必要としない。風通しの良い,乾燥した冷暗所に保存す 

れば，ともに1年間程度保存が可能であるが，S molle では保存期間が2か月 

を超えると発芽力はかなり落ちるといわれる。 

育 苗 

S. molle は砂質土壌の発芽床に果実あるいは種子を直播きし，半日陰とす 

る。1日に2回ほど灌水する0 発芽率は50 (40 -'80)％を超え，30 --70 日で発 

芽を終える。発芽後発生する数枚の本葉は単葉となる。幼根系は移植に対して 

特に敏感なので，ポットへの移植は慎重に行う必要がある。直根性であるが， 

土壌の表層近くには二次根がよく発達する。育苗期間は約6か月で，苗高20'-

40cm になれば山出しするd 挿木あるいは根萌芽によって増殖することも可能 

である。 

S. terebinthifolius は粘土質土壌の発芽床に果実あるいは種子を直播きする。 

あるいは径6 cm，高さ14cm以上のポリエチレンバッグに播種する。10 -70 

日で発芽を終え，発芽率は50'--80％を超える0 苗床に播種したものは3-,5週 

間後に移植する。苗の成長は早く，約4か月後には苗高20--80 cm になり，山 

出しできる。直根性で深部に伸びるが，側根も豊富である。 

成 長 

S. molle は耐乾性が強く,本来の分布域以外に中央アメリカ, アフリカ，中 

東などで年降雨量300'-'620 mm の半乾燥地に導入され，土壌保全，防風，防 

砂，被陰など多目的利用に供するため植栽される。多少の霜にも耐えられる。 

短い枝を不規則に分岐し，多幹性である。稚樹ではあまり分枝しないが 台伐 

りを行えば分枝する。明るい開けた原野が植栽適地とされる （分布と生育地の 

項を参照）。砂質土壌を好むが，塩類の集積した粘土質土壌でも生育する。陽樹 

であるためラインプランティングは不適と思われ，開けた原野などに間隔を広 

く植栽する。 2年で樹高3m に達する。 アグロフオレストリーの樹種としても 

　　　

円錐果序に豊富に着く。 1果に 1種子を含む核果である。成熟した果房ごと採

取し,水中で種子を分離し乾燥する。あるいは果実を乾燥した後に手で採んで

種子を分離する。果実のまま播種することも行われる。S.moZ 彰は, 播種前に

常温の流水中に 12時間ほど漬けて前処理をする。処理を行わない場合は 16%

程度の発芽率であるが, 前処理を行えば 60% 程度になる。 S.彰舵bZれ弟新oZZ・‘s

では,播種の前処理は必要としない。風通しの良い,乾燥した冷暗所に保存す

れば, ともに 1年間程度保存が可能であるが,S.mo 撫 では保存期間が 2か月

を超えると発芽力はかなり落ちるといわれる。

育 苗
S.777α彰は砂質土壌の発芽床に果実あるいは種子を直播きし, 半日陰とす

る。1日に 2回ほど潅水する。発芽率は 50(40~80)% を超え,30~70 日で発

芽を終える。発芽後発生する数枚の本葉は単葉となる。幼根系は移植に対して

特に敏感なので, ポットへの移植は慎重に行う必要がある。直根性であるが,

土壌の表層近くには二次根がよく発達する。育苗期間は約 6か月で,苗高 20~

40cm になれば山出しする。挿木あるいは根萌芽によって増殖することも可能

である。

S.泡〆β屍煽れ新ozi"sは粘土質土壌の発芽床に果実あるいは種子を直播きする。

あるいは径 6cm, 高 さ 14cm 以上のポ リエチ レンバ ッグに播種する。 10~70

日で発芽を終え, 発芽率は 50~80% を超える。苗床に播種したものは 3~5 週

間後に移植する。苗の成長は早く, 約 4か月後には苗高 20~80cm になり, 山

出しできる。直根性で深部に伸びるが,側根も豊富である。

成 長
S.moZ彰は耐乾性が強く, 本来の分布域以外に中央アメリカ, アフリカ, 中

東などで年降雨量 300~620mm の半乾燥地に導入され, 土壌保全, 防風, 防

砂,被陰など多目的利用に供するため植栽される。多少の霜にも耐えられる。

短い枝を不規則に分岐し,多幹性である。雅樹ではあまり分枝しないが,台伐

りを行えば分枝する。明るい開けた原野が植栽適地とされる (分布と生育地の

項を参照)。砂質土壌を好むが,塩類の集積した粘土質土壌でも生育する。陽樹

であるためラインプランティングは不適と思われ, 開けた原野などに間隔を広

く植栽する。 2年で樹高 3m に達する。アグロフォレストリーの樹種としても
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利用され，牧場では家畜の被陰樹として，チャコ（多少の樹木が散在する草原） 

地域では防風のため柑橘類と混植される。初期の成長は旺盛で， 1年で樹高3 

m に達すると言われる 

s，ルrebin坑if01んs の成長は2年で樹高4.5 m を超えることもある。植栽初年 

度を除き，多少の霜にも耐性がある。優勢頂芽を持たないため，曲がりくねっ 

た枝が多数分岐し，多幹性となる。表27.2 に林齢と成長の関係を示した。一般 

に土壌の肥沃度と植栽間隔が成長に最も大きな影響を与えると言われており， 

最近は植栽間隔を大きくする（3mX3nlあるいは4mX4m)傾向にある（表 

27.2)。山火事や枝条の刈取り後は幹の上部から容易に萌芽するとともに，根萌 

芽も行う。枝は柔軟で,頻繁に刈込みを行っても容易に枝を出す。牧場におけ 

る樹林，被陰樹として林牧混合システムに適する。囲い，家畜を繋ぐ柵，被陰 

樹などに利用する場合は大苗あるいは挿木苗が推賞される。 

表27.2 S. terebintizifolius の成長 

林齢 植裁間隔 残存率 
（年） (m) (%) 

平均樹高 平均直径 年平均成長量 土壌の 
(m) (cm) (m/ha・yr） タイプ 

1.4 

3.9 2.6 ー 

1.0 一 Cas 

&0 5.1 ー 

5.5 7.3 Lrd 

3.0 

&3 2.8 0.30 ー 

6.1 5.3 一 Acd 

6.2 7.2 2.25 Lrd 

3.6 

10.4 16.1 8,70 Lrd 

6.9 9.6 4.85 Lrd 

9.6 14.3 12.00 Lrd 

11.0 10.8 8.30 Lrd 
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土壊のタイプ 

Lrd: Latossolo roxo distrflco（低塩基赤色ラトソル）;Cas: Cambissolo a lico 

substrato 比Iheiho （カンビソル）;Acd: Associacao cambissolo distr6ico+ 

Hidrom6rf. gleyzado Indiscriminados. [Carvalho (1994)による1 
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利用され,牧場では家畜の被陰樹として,チャコ (多少の樹木が散在する草原)

地域では防風のため柑橘類と混植される。初期の成長は旺盛で,1 年で樹高 3

m に達すると言われる

S.卿診崩'“′?びo互“sの成長は 2年で樹高 4,5m を超えることもある。植栽初年

度を除き, 多少の霜にも耐性がある。優勢頂芽を持たないため, 曲がりくねっ

た枝が多数分岐し,多幹性となる。表 27.2に林齢と成長の関係を示した。一般

に土壌の肥沃度と植栽間隔が成長に最も大きな影響を与えると言われており,

最近は植栽間隔を大きくする (3m ×3m あるいは 4m‐×4m) 傾向にある (表

27,2)。山火事や枝条の刈取り後は幹の上部から容易に萌芽するとともに,根萌

芽も行う。枝は柔軟で,頻繁に刈込みを行っても容易に枝を出す。牧場におけ

る樹林, 被陰樹として林牧混合システムに適する。囲い, 家畜を繋ぐ柵, 披陰

樹などに利用する場合は大苗あるいは挿木苗が推賞される。

表 27.2 S.鷲rをDim ねび〆≧〃s の成長

林齢 植栽間隔 残存率 平均樹高 平均直径 年平均成長量 1:壌の
(年 ) (m) (%) (m) (cm) (m/ha‐yr) タイプ

. 4× 4 9′1 14 一 -- Lrd

2 4 × 3 100 3.9 2‐6 -- →

4 3× 2 67 1.0 - -Cas

4 4× 2.5 90 3.0 5.1

4 3× 3 100 5.5 7.3 -- Lrd

4 10 × 10 100 3.0 - -- -

5 2.5 × 2.5 94 3.3 2.8 0.30 -

6 3× 2 86 6.1 5.3 --Acd

6 3× 3 96 6.2 7.2 2.25 Lrd

7 4 × 2.5 100 3.6 - -- -

7 4×4 92 10,4 16,1 8.70 Lrd

8 3× 2 94 6.9 9.6 4.85 Lrd

l0 2.5 × 2.5 97 9.6 14.3 12.0O Lrd

14 2×2 93 11.0 10‐8 8.30 Lrd

土壌のタイプ
Lrd:La もossolo roxo disLr6nco( 低塩基赤色 ラ トソル);Cas:Cambissolo aーico

substraLo folhelho( カ ン ビソル ); △cd:AssociaGao canlbisso ーo disLr6 貢co 十

Hidrom6rf,gleyzadolndiscriminados.[Carvalho(1994) による]
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病虫害 

両種ともOncicleres sagaおよびO. dejeani（コウチュウ目カミキリムシ科フ 

トカミキリ亜科）およびCeroplastes grandis（カタカイガラムシ科のロウムシ 

類）の被害が知られる。S. molle はアリの害を受けるが，シロアリの被害は受 

けにくいといわれる。チリI二「1部では造林初年度にCabelio de Angel (Cuscuta 

属，ヒルガォ科のネナシカズラ類）による被害が発生する。人手による除去が 

最も有効とされる。 

文 献 

Carvalho, P.E.R. (1994) Esp6cies florestais Brasileiras. 639」一 35 pp., EMBRAPAー 

CNPF/SPI 

Carlowitz, P.G. (1991) Multipurpose trees and shrubs. 328 pp.,にRAF 

Filho, O .A.G.. & Y.P.C. P言sztor (1963) Fenologia e comportament em alfobre de 

esp6cies florestais e ornamentais. Silvicultura em Sao Paulo. 1 (2): 291-304 

Lorensi, Harri (1992)A rbores Brasileiras. 352+l6pp., Editora Piantarum LTDA 

Z98

病 虫害
両種 とも 07i,cidB陀ssαgαおよび 0.α可細川 (コウチュウ目カ ミキ リムシ料 フ

トカ ミキ リ亜ポ斗.)および Caro郷αs‘esg 撚れα薦 (カタカイガラムシ料のロウムシ

類) の被害が知られる。S.mo‘彰はアリの害を受けるが, シロアリの被害は受

けにくいといわれる。チリ中部では造林初年度に CabellodeAngel (Czfscz‘加

属, ヒルガオ科のネナシカズラ類) による被害が発生する。人手による除去が

最も有効とされる。

文 献
Carvalho,P.E ‐R. (1994) Especies florestais Brasilciras.639 十 35pp EMBRAPA-

CNPF/SPI

Car.owitz,P.G.(1991) Mu ーtipurpose trees and Shrubs,328pp リーCRAF

Filho,0.A.G., & Y.P.C.Pasztor(1963)Fenologia e comportalmlent em alfobre de

especics norestaiseornamentais.Silvicultura cm SaoPaulo. 1 (2) : 291‐304

Lorenzi,1larri(1992)Arbores Brasileiras ‐352 十 16pp.,EditoraP1antarum LTDA
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28．力ポック（Kapok) 

学名：Ceiba pentandra (L.) Gaertn. 

パンヤ科（キワタ科） 

石塚 和裕 

カポックは西アフリカでは最も大きい樹木であり，熱帯アフリカでは最も早 

く成長し， しかも巨大な木としてよく知られている。 アジア，アフリカ，南ア 

メリカでは繊維を利用する綿毛栽培の目的から植栽が進んでおり，品種として 

も多様である。英名には上記の他Ceiba, Silk Cotton Tree等がある。 

本種は南アメリカもしくは巾央アフリカ原産と考えられている。東南アジア 

原産とされた時期もあったが，これらは10世紀頃アフリカから持ち込まれた 

らしい。本来， 熱帯の乾季のある地帯もしくは降雨林地帯で，平均気温24-' 

26C，降水量1,000-'5,700 mm ，強風に見舞われることのない地域に生育する。 

標高1,200m 程度の高地にも生育できるが，600m以下の低地のほうが成長は 

よい。陽樹で光を強く要求するため，土手,解放地，放棄された農地，森林の 

巾のギャップや2次林など人為影響の強いところに生育する。しかし根張りが 

強すぎて構造物を壊すおそれもある6 

セイバ属には10種が含まれるが， いずれも南アメリカ産である。パンヤ科 

(Born bacaceae） にはアフリカ原産の世界巨樹の1つとして知られるバオバブ 

ノキ（Baobab, Adansonia dなitata第I巻参照），さく（瑚）果にできる繊維を 

綿として利用するアフリカアカキワタ（Bombax, Bonzbax buon叩ozense) ，ア 

ローヌ （Cotton Tree, Rhodognaphalon brev記U功a）や南アジア原産のパンヤ 

（ポルトガル語起源，赤木綿樹，B. inalabaricum）などがある。カポックとはマ 

レー語で縮れた毛玉のことを言い，貿易品としてキワタの総称である。 なお英 

名のカポック （Kapok) はB costa加mをさすこともある。最も軽い樹木とし 

て知られる南米のバルサ（Ochroma 属）や果物の王様と言われるドリアン 

(Durio属） などもこの科に属する。 

形 態 

樹高40-'60m に及ぶ落葉性の樹木で，胸高直径が3m 近くに及ぶ。樹幹は通 

直。枝や若い幹にはたくさんの木質円錐形の皮刺が出て，まもなく落ちる。枝 
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28. カポ ック (Kapok)

学 名 :企 めα Pg“,如 ?岡川 (L,)Gaertn

パンヤ科 (キワタ科)

石塚 和裕

カポックは西アフリカでは最も大きい樹木であり, 熱帯アフリカでは最も早

く成長し, しかも巨大な木としてよく知られている。アジア, アフリカ, 南ア

メリカでは繊維を利用する綿毛栽培の目的から植栽が進んでおり,品種として

も多様である。英名には上記の他 Ceiba,SilkCottonTree 等がある。

本種は南アメリカもしくは中央アフリカ原産と考えられている。東南アジア

原産とされた時期もあったが, これらは 10世紀頃アフリカから持ち込まれた

らしい。 本来, 熱帯の乾季のある地帯もしくは降雨林地帯で, 平均気温 24~

26qC,降水量 1,000~5,700mm, 強風に見舞われることのない地域に生育する。

標高 1,200m 程度の高地にも生育できるが,600m 以下の低地のほうが成長は

よい。陽樹で光を強く要求するため, 土手, 解放地, 放棄された農地, 森林の

rhのギャップや 2次林など人為影響の強いところに生育する。しかし根張りが

強すぎて構造物を壊すおそれもある。

セイバ属には 10種が含まれるが, いずれも南アメリカ産である。パンヤ科

(Bombacaceae) にはアフリカ原産の世界巨樹の 1つとして知られるバオバブ

ノキ (Baobab,A 血筋嫌わ d宅"αね第 1巻参照), さく (燐)果にできる繊維を

綿 として利用するアフリカアカキワタ (Bombax,Bomb αx 卿のzopozの7sg), ア

ロー ヌ (C otton Tree, 尺加 dog 脇 Pれαわ'zor削ごc2‘spe) や南 ア ジア原 産 の パ ンヤ

(ポルトガル語起源,赤木綿樹,β.mαα卿γimm) などがある。カポックとはマ

レー語で縮れた毛玉のことを言い, 貿易品としてキワタの総称である。なお英

名のカポック (Kapok) はβ.cos如か獅 2.をさす こともある。最 も軽い樹木 とし

て知られる南米のバルサ (ocたmm α属) や果物の王様と言われるドリアン

(D僻め属) などもこの科に属する。

形 態

樹高 40~60m に及ぶ落葉性の樹木で,胸高直径が 3m 近くに及ぶ。樹幹は通

直。枝や若い幹にはたくさんの木質円錐形の皮刺が出て, まもなく落ちる。枝
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は幹にほぼ直角に輪生し（普通3本），樹冠の薄い広がりのある特徴的な樹形を 

形成する。外樹皮は平滑で，若木では緑色であるが，成木になると剥がれて灰 

色を帯びた褐色となる。さらに老木となると，高くて厚い板根を形成する。赤 

緑色を帯びた樹液を浸山させる特徴も持っ。葉は6-'9枚の小葉をもっ掌状複 

葉で，8-23cm の細い葉柄を持ち，互生する。小葉は皮針形で，長さは8-'20 

cm，巾は2-4.5 cm,全縁ないし上部は小鋸歯状で，巣実が成熟時に落葉する。 

開 花 

花は淡黄色を帯びた白色で，4cm内外，腋生の房状花序をなす。5枚の花弁 

は倒卵形，長さ・巾とも3'-4 cm,基部で結合している。開花時期は地域に 

よって著しく異なる。タイでは乾季の始まる11-42月であるが，ジャワでは5 

月，メキシコでは 1-'3月，中米，西アフリカでは12-'2月である。交配には 

鳥やコウモリが必要という報告がある一方， ミツバチの利用で結果数が2倍に 

なったという報告もある。果実が熟するまでに2-3か月か、る。 

果実と種子 

果実は長円，楕円，紡錘形で両端が尖り，革質のさく果で，長さ10-45 cm 

内外，直径5-'8cm，枝に下垂して5つの子房をもつ。品種によっては長さ30 

-37cmにおよぶものがある。 成熟するとさく果の裂開によって綿毛を出す。 

種子には綿毛状の繊維が密生しているが，叩くと容易にはずれる。種子は黒色， 

球形で小さく（4'-'-6mm), 1 個のさく果に100- 150 の種子が含まれている。種 

子は7,000'-'-'45,000 粒ノkgで，1本の木からlkg は得られる。綿は白から灰色， 

絹の光沢があり,織維の長さは2-'7cm である。綿の付いた軽い種子のため， 

自然では風で伝播される。 

育 苗 

繁殖は種子もしくは挿木による。種子の発芽に特別の処理法は要らないが, 

その代わりにI年以内に発芽力が失われる。種子は播種後12日ほどで発芽し， 

発芽率は50-85％であった。ポット育苗が基本であり，発芽後の生育は極めて 

良い。苗畑の育苗で8週後には苗丈23cm にも達し，植付けが可能となる。育 

苗期間は一般に2-8か月である。植付けの際に葉をすべて取り除くほうが活 

着が良くなる。育苗には種子によるほか萠芽を利用した挿木も可能であるが， 

　　　

は幹にほぼ直角に輪生し(普通 3本),樹冠の薄い広がりのある特徴的な樹形を

形成する。外樹皮は平滑で,若木では緑色であるが,成木になると剥がれて灰

色を帯びた褐色となる。さらに老木となると, 高くて厚い板根を形成する。赤

緑色を帯びた樹液を浸出させる特徴も持つ。葉は6~9 枚の小葉をもつ掌状複

葉で,8~23cm の細い柴柄を持ち, 互生する。小葉は皮針形で, 長さは 8~20

cm,rh は 2~4‐5cm, 金縁ないし上部は小鋸歯状で,果実が成熟時に落葉する。

開 花
花は淡黄色を帯びた白色で,4cm 内外,廠生の房状花序をなす。5枚の花弁

は倒卵形, 長さ ・中とも 3~4cm, 基部で結合 している。開花時期は地域に

よって著しく異なる。タイでは乾季の始まる 11~12 月であるが, ジャワでは 5

月 , メキシコでは 1~3 月 , 中米 , 西アフリカでは 12~2 月である。交配には

鳥やコウモリが必要という報告がある一方, ミツバチの利用で結果数が 2倍に

なったという報告もある。果実が熟するまでに 2~3 か月か る。

果実と種子

果実は長円, 楕円, 紡錘形で両端が尖り, 革質のさく果で, 長さ 10~15cm

内外, 直径 5~8cm, 枝に下垂して 5つの子房をもつ。品種によっては長さ 30

~37cm におよぶものがある。成熟するとさく果の裂胴によって綿毛を出す。

種子には綿毛状の繊維が密生しているが,叩くと容易にはずれる。種子は黒色,

球形で小さく (4~6mm),1 個のさく果に 100~150 の種子が含まれている。種

子は 7,000~45,000粒 /kg で,1 本の木から lkg は得られる。綿は白から灰色,

絹の光沢があり, 繊維の長さは 2~7cm である。綿の付いた軽い種子のため,

自然では風で伝播される。

育 苗
繁殖は種子もしくは挿木による。種子の発芽に特別の処理法は要らないが,

その代わりに 1年以内に発芽力が失われる。種子は播種後 12日ほどで発芽し,

発芽率は 50~85% であった。ポット育苗が基本であり,発芽後の生育は極めて

良い。苗畑の育苗で 8週後には苗丈 23cm にも達し, 植付けが可能となる。育

苗期間は一般に 2~8 か月である。植付けの際に葉をすべて取 り除くほうが活

着が良くなる。育苗には種子によるほか萌芽を利用した挿木も可能であるが,
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その後の生育を比較すると種子によるほうが活着の点で勝る。 

適 地 

生育期には＋分な降水が，果実が熟す季節には雨が少ないことが必要である 

ため，雨季・乾季が明瞭な，6か月以内の乾季がある熱帯地域に適する。土性に 

は特に選択はないが，中性から酸性（pH 4.7 -'-'6.9）の,排水の良好な，土層の厚 

い肥沃な土地が好まれる。 

植 栽 

植栽に関する情報は，木材生産よりも綿の生産のためのプランテーションか 

ら得られるものが多い。8 '-lOm 間隔で，5年後に樹高5nlが基準となる。他に 

は5.5 11l間隔の植栽で，6か月後に樹高成長1.2 m というデータもある。 

保 育 

陽樹であるため，植栽当初の被陰は好ましくない。 また山火事には耐性は全 

くないので，下刈は植栽当年のみならず，常に丁寧に行う必要がある。本種の 

葉は多くの家畜によって食害されるので，若木の間には造林地に家畜を入れて 

はならないo 

成 長 

3年後の活着率が82---94%，年間直径成長3.2cm， 同じく年間樹高成長1.6 

m であったという。光条件さえ良ければ年間成長2m も望める。その後の材積 

成長としては6-'8 m3/ha/yrが期待できる。植栽後5年くらいから開花と結実 

が見られ，種子や綿の収穫ができるようになる。 綿の生産としては6年生で1 

本当たり400果，9-' 10年の成木で普通600 (2.7 kg) -'900果を収穫でき,その 

後50年以上も生産可能である。綿としては果実重量の20％の収量がある。 

病虫害 

特に重要なものは報告されていないものの，異なる部位に対する虫害や腐朽 

病は報告されている。穿孔虫のうちカミキリムシ科では,南米において 

Adesmus borgmeiiri伽い生枝を食害）,Macrodontia cervicornis（大型種で木 

材害虫）,S記irasto7na brene（衰弱木加害）,Batocera rujomacula加（生立木加 

20/

その後の生育を比較すると種子によるほうが活着の点で勝る。

適 地

生育期には十分な降水が,果実が熟す季節には雨が少ないことが必要である

ため,雨季・乾季が明瞭な,6 か月以ーの乾季がある熱帯地域に適する。土性に

は特に選択はないが,中性から酸性 (PH4.7~6.9) の,排水の良好な,土層の厚

い肥沃な土地が好まれる。

植 栽
植栽に関する情報は, 木材生産よりも綿の生産のためのプランテーションか

ら得られるものが多い。8~1om 間隔で,5 年後に樹高 5m が基準となる。他に

は 5.5m 間隔の植栽で,6 か月後に樹高成長 1.2m というデータもある。

保 育
陽樹であるため,植栽当初の被陰は好ましくない。また山火事には耐性は全

くないので,下刈は植栽当年のみならず,常に丁寧に行う必要がある。本種の

葉は多くの家畜によって食害されるので,若木の間には造林地に家畜を入れて

はならない。

成 長
3年後の活着率が 82~94%, 年間直径成長 3.2cm, 同じく年間樹高成長 1.6

m であったという。光条件さえ良ければ年間成長 2m も望める。その後の材積

成長としては 6~8m3/ha/yr が期待できる。植栽後 5年くらいから開花と結実

が見られ, 種子や綿の収穫ができるようになる。綿の生産としては 6年生で 1

本当たり400果,9~10 年の成木で普通 600(2.7kg)~900 巣を収穫でき, その

後 50年以上も生産可能である。綿としては果実重量の 20% の収量がある。

病 虫害
特に重要なものは報告されていないものの,異なる部位に対する虫害や腐朽

病は報告されている。穿孔虫のうちカ ミキ リムシ科では, 南米において

Adgs'77,2岱 加 7gmg" “ (細い生枝を食害 ),M αがodo煽ぎαce切にor'2Zs(大型種で木

材害虫 ),Sごgi他諦の〃α bだれe( 衰弱木加害 ),βαわcem 報お 7'mcz‘Zα如 (生立木加
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害） が， アフリカではAncylonotus tribuん5（木材害虫）, Ba加cera ruforna-

cula既Monochamus scabiosus（生立木加害）などが知られている。食葉性昆 

虫（Bucculatrix arcas,Diaprepes abbreviatus) による被害や，種子の害虫 

(Dysdercus andreae, a bimacu彪tis,Mudaガαvariabilis) ，樹皮を輪状に食害 

する昆虫unaleptos t亭asciata, Pzranaleptes reticula加）等が見られる。その 

他，生枝加害のAlcidodos leeuwoniiや苗畑害虫のNisotra 声yanaが知られて 

いる。材としては，材腐朽菌（Corticium 属, Ramularia 属，Fomes 属）によ 

る被害も多い。 また本種は，カカオの枝こぶ病ウイルスの二次寄主となる。 

用 途 

材は一般に淡黄色または白色で心材・辺材の区別がない6 通直であるが多孔 

質で,極めて軽く弱い。物理的強度が低く，加工には耐えるが，耐久性はない。 

乾燥時に変色，反りなどの問題がある。パルプや軽軟な材を必要とするものに 

向いている。 

綿すなわちカポックとしてはパソヤよりも上質とされる。繊維が円筒形で極 

めて薄い壁を持ち，非常に軽く，湿気に対して不透過性のため，極端に浮力が 

ある。枕，クッション，救命胴衣などに利用される。種子から油脂を採取した 

り，葉や樹皮はさらに薬用となる。また被陰樹や飼料の目的で植えられること 

もある。 

文 献 

Chinea-Rivera, J.D, (1990) Ceiba pentandra (L.) Gaertn. ITF Tropical Silvics Series 

No. 29, 4pp. 
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害 ) が , アフ リカでは Aれcy‘o'20z“s 煽り錫卿s( 木材害虫 ), β餌ocgm γ幼 o“2の

c2ば似α,Mom 碗αm2‘sscの Zos“s( 生立木加害 ) などが知 られている。食葉性昆

虫 @" α“如かZxαrms,D 如か婆Pes αわか'謬りZ錫“s) によ る被 害 や , 種子 の害虫

(Dysde 允“sαフ2d惚α8,D.bim αc“ね応 ,M 挑加γわ 伽γね崩伽 ), 樹皮を輪状に食害

する昆虫 (Aれ餌eP彰““如総ねzα,Pαm7mZe 鋭βs〆勘定2‘』"畝) 等が見 られる。その

他, 生枝加害の Akidodes 解捌 wg'211や苗畑害虫の刃isozm声むmm が知られて

いる。材 としては, 材腐朽菌 (Com α・‘催 属 , 尺αm2‘ねγ和属 ,Romes 属 ) によ

る被害も多い。また本種は, カカオの枝こぶ病ウイルスの二次寄主となる。

用 途
材は一般に淡黄色または白色で心材・辺材の区別がない。通直であるが多孔

質で,極めて軽く弱い。物理的強度が低く,加工には耐えるが,耐久性はない。

乾燥時に変色,反りなどの問題がある。パルプや軽軟な材を必要とするものに

向いている。

綿すなわちカポックとしてはパンヤよりも上質とされる。繊維が円筒形で極

めて薄い壁を持ち,非常に軽く, 湿気に対して不透過性のため,極端に浮力が

ある。枕, クッション, 救命胴衣などに利用される。種子から油脂を採取した

り,葉や樹皮はさらに薬用となる。また被陰樹や飼料の目的で植えられること

もあ る。 ,

文 献
CMnea-RiVera,J.D.(1990)ce 云わα pgm の zdm(L.)Gaertn ‐1TFTrOPicaISiIVicsSeries

No ‐29,4pp.
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29． エリマ（Erima) 

学名：Octomeks sumatrana Miq. 

ダティスカ科（テトラメレス科） 

佐藤 明 

サバ，サラワクやフィリピンなどでビヌアン，パプアニューギニアではェリ 

マなどと呼ばれている本種は，巨大な板根を持つ極く陽性の常緑性広葉樹であ 

る。樹高は普通40-50m とされるが,地域によってかなりの差がある（Pancel 

1993)。ボルネオでは樹高70 m ,直径3m,バプアニューギニアでは高さ50 m , 

太さ2m に達するという報告もあり，低地熱帯雨林において最上層を形成する 

樹木の1つである。フィリピンでは樹高25 m ，直径100 cm とする報告があり， 

その生育地では比較的大きな部類に属するものの，ボルネオの値に比べて半分 

以下とかなり小さい。 いずれにしても，それぞれの地域の森林の中では，混生 

する他樹種に比較して極めて早い成長を示す，個体サイズの大きな樹種といえ 

るo 

本種は，材の比重が0.27-0.47 と軽いため，重い材を輸送する際の浮きとし 

て用いられたり，丸木舟として使われる。 また，繊維が長いのでチップやパル 

プ用として利用される可能性を持っている。そのほかに箱用材，マッチの箱や 

軸の材，合板の芯板・裏板，コンクリート枠材や指物用材としても用いられる。 

材は製材・加工ともにしやすく，乾燥性は良好で,薬剤の辺材部の注入も容易 

であるが，耐久性は甚だ小さい。シロアリによる害も受けやすいとされている。 

しかしながら，成長速度が極めて早いため，パプアニューギニアなどでは，造 

林樹種の1つに取り上げられ，植栽が行われている。 

分 布 

本種は，スマトラからボルネオ， フィリピン，パプアニューギニアを経てソ 

ロモン群島までの，赤道を挟んだ南北10。の範囲に広く分布している（図29. 

1)。本種の生育地は，年降水量2,000 -5,000 mm で，乾季の長さは最長1か月 

以内の多雨地帯にあり，年平均気温は24-'30C，最暖月および最寒月の平均気 

温は24-30Cおよび20'-'26℃の範囲にある地域である。 また標高は, サラワ 

クで800 m まで分布するなど一部の例外的な地域を除くと，多くは500 rn まで 

29. エ リマ (Erima)

学 名 :oc‘om α es szmzαかの 2α Miq

ダティス力料 (テトラメレス科)

佐藤 明

サバ , サラワクやフィリピンなどで ビヌアン, パプアニューギニアではエ リ

マなどと呼ばれている本種は,IJ大な板根を持つ極く陽性の常緑性広葉樹であ

る。樹高は普通 40~50m とされるが,地域によってかなりの差がある (Pancel

l993)。ボルネオでは樹高 70m, 直径 3m, パプアニューギニアでは高さ 50m,

太さ2m に達するという報告もあり,低地熱帯雨林において最上層を形成する

樹木の 1つである。フィリピンでは樹高 25m, 直径 ioocm とする報告があり,

その生育地では比較的大きな部類に属するものの, ボルネオの値に比べて半分

以下とかなり小さい。いずれにしても, それぞれの地域の森林の中では, 混生

する他樹種に比較して極めて早い成長を示す,個体サイズの大きな樹種といえ

る。

本種は, 材の比重が 0.27~0.47と軽いため, 重い材を輸送する際の浮きとし

て用いられたり, 丸木舟として使われる。また, 繊維が良いのでチップやパル

プ用として利用される可能性を持っている。そのほかに箱用材, マッチの箱や

軸の材,合板の;蕊板・裏板,コンクリート枠材や指物用材としても用いられる。

材は製材・加工ともにしやすく,乾燥性は良好で,薬剤の辺材部の注入も容易

であるが,耐久性は甚だ小さい。シロアリによる害も受けやすいとされている。

しかしながら, 成長速度が極めて早いため, パプアニューギニアなどでは, 造

林樹種の 1つに取り上げられ, 植栽が行われている。

分 布
本種は, スマ トラか らボルネオ, フィリピン, パプアニューギニアを経て ソ

ロモン群島までの, 赤道を挟んだ南北 100の範囲に広 く分布 している (図 29.

1)。本種の生育地は, 年降水量 2,000~5,00omm で, 乾季の長さは最長 1か月

以内の多雨地帯にあり,年平均気温は24~30℃,最暖月および最寒月の平均気

温は 24~30 ℃および 20~26qC の範囲にある地域である。また標高は, サラワ

クで 800m まで分布するなど一部の例外的な地域を除くと,多くは 500m まで
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図29. 1 エリマの天然分布域 

の低地あるいは丘陵地を中心に生育している。 

開花・結実 

雌雄異株である。単性の花は下垂の穂状花序で，10'-'60 cm の長さを持っ。 

雄ずいは8 mm 前後で,長さlmm にも満たない雌ずいよりも長く，その授粉 

はコウモリによって行われるとされるものの，屈は某によるとの説もあり定かで 

ないo 結実した種子は風によって散布されるものと思われる。樹齢7'-'l0年か 

ら開花，結実が始まると推測されている。サバ，サラワクでは11月から4月に 

かけて開花し，結実する。 

種子の取扱い 

種子は,中央部がやや厚く，長さ0.8 mm と極めて小さい。種子の粒数はkg 

当たり4,O00,000 とする文献（Pancel 1993） もあるが，g当たり20,000 粒とい 

う記録もあるほど細かい。採取後，発芽率は急激に低下するため，直ちに播種 

する必要がある。発芽促進のための前処理等は特に要しない。なお,発芽率に 

関する情報はない。 

果実は枝の先端に着くため，樹上での採取は危険であり，困難である。従っ 

て採取の簡便法として,伐採現場で伐採木から採取することが多い。伐倒木か 

らは，果実を穂状のまま採取し，それを屋内で敷物の上に置き，風乾させる。 

乾燥とともに種子は果実から出てくるが，非常に小さいので，風などで飛ばさ 

れないよう注意を要する。パプアニューギニアでは，年2回，種子の採取が可 

能といわれているb 
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図 29.1 エリマの天然分布域

の低地あるいは丘陵地を中心に生育している。

開花・結実

雌雄異株である。単性の花は下垂の穂状花序で,10~60cm の長さを持つ。

雄ずいは 8mm 前後で, 長さ lmm にも満たない雌ずいよりも長く, その授粉

はコウモリによって行われるとされるものの, 風媒によるとの説もあり定かで

ない。結実した種子は風によって散布されるものと思われる。樹齢 7~10 年か

ら開花,結実が始まると推測されている。サバ,サラワクでは 11月から 4月に

かけて開花し, 結実する。

種子の取扱い

種子は, 中央部がやや厚く,長さ 0,8mm と極めて小さい。種子の粒数は kg

当たり4,000,000とする文献 (Pancel l993) もあるが,g 当たり 20,000粒とい

う記録もあるほど細かい。採取後,発芽率は急激に低下するため, 直ちに播種

する必要がある。発芽促進のための前処理等は特に要しない。なお,発芽率に

関する情報はない。

果実は枝の先端に着くため, 樹上での採取は危険であり, 困難である。従っ

て採取の簡便法として,伐採現場で伐採木から採取することが多い。伐倒木か

らは, 果実を穂状のまま採取し, それを屋内で敷物の上に置き, 風乾させる。

乾燥とともに種子は果実から出てくるが,非常に小さいので,風などで飛ばさ

れないよう注意を要する。パプアニューギニアでは, 年 2回, 種子の採取が可

能といわれている。
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育 苗 

種子が小さいので，通常は播種箱に播き付ける。種子だけでは均一な播種が 

難しいので，殺菌した細土か微砂を3，種子を1の割合で混ぜ，平らにした床表 

面に，満遍なく振りかけるように播く。 こうした方法では，特に覆土は要しな 

い。播き付け後の潅水は，種子が水に浮いて偏らないよう十分注意しながら噴 

霧器で行う。播種後1週間から10日で発芽を開始する。潅水は，土の表面の乾 

き具合から判断し，適宜行う。発芽後2週間程度でlcm ほどの高さになるが， 

このころ,稚苗をポットに移植する。ポットは，サイズが6cmX15cm または 

8cm X 20cm のポリエチレンノぐッグである。 ポットの用土は，バプアニューギ 

ニアでは埴質系の養分に富んだ林内の表層土が用いられている。 

ポットに移植した苗木は，十分に潅水した後，風通しのよいグリーンハウス 

の中で約2週間育て、から，ポット育苗床に移して山出しまで育成する。グ 

リーンハウスでの潅水は，1日2-3回行う。育苗床に移したポット苗木は，移 

動直後2-3週間は，寒冷紗などで直射日光をさけるよう，日覆いを設ける必要 

がある。この時期には，苗木が乾燥しないようほぼ毎日潅水する。同時に，雨 

滴などの影響を受けないような配慮が必要である。 

苗木には，一部，山弓は苗が用いられる。山引き苗には，苗高10cm以下の 

ものを採取する。効率的に，山引き苗を利用する場合は，母樹を選び，結実時 

期をみながらその周囲を整地し，天然更新を促す。天然下種によって発芽した 

稚苗が2 cm ほどの大きさになったとき，それを掘り取りポットに移植する。 

手際よく行えば，枯死率は低い。 しかし，苗高が4-5cm と大きくなると，移 

植の活着率は30-'40％に低下する。養苗期間は，地域的な差はあるが，2'-4 か 

月とされる。 

植 栽 

ポット苗は，苗高が20-25cm に達すれば山出し可能となる。山出し時期が 

近くなったら，苗木が徒長気味にならないよう，十分に光を与えておく必要が 

ある。苗木が伸び過ぎた場合は，根元から10cm ほどの所で切断して山出しす 

る方が，その後の生育状態からも望ましい。 

植栽にあたっては，火入れ地拵え法が一般的である。植え付けは,ポット苗 

をポットの形状を崩さないように抜き取り，植え穴に植える。植え付け時期は 

雨季が良い。植栽間隔は，材の用途にもよるが，4mX4m , 5mX5m , 6mX6 
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育 苗
種子が小さいので,通常は播種箱に播き付ける。種子だけでは均一な播種が

難 しいので,殺菌した細土か徴砂を 3,種子を 1の割合で混ぜ,平らにした床表

面に, 満遍なく振りかけるように播く。こうした方法では, 特に覆土は要しな

い。播き付け後の潅水は, 種子が水に浮いて偏らないよう i一分注意しながら噴

霧器で行う。播種後 1週間から10日で発芽を!網姶する。潅水は,土の表面の乾

き具合から判断し,適宜行う。発芽後 2週間程度で lcm ほどの高さになるが,

このころ, 稚菌をポットに移植する。ポットは, サイズが 6cm ×15cm または

8cm ×20cm のポ リエチ レンバ ッグである。 ポットの用土は, パプアニューギ

ニアでは埴質系の養分に富んだ林内の表層土が用いられている。

ポットに移植した苗木は, 十分に潅水した後, 風通しのよいグリーンハウス

のrllで約 2週間育て〉から, ポット育苗床に移して山出しまで育成する。グ

リーンハウスでの潅水は,1 日 2~3 回行う。育苗床に移したポット苗木は,移

動直後 2~3 週間は,寒冷紗などで直射日光をさけるよう,日覆いを設ける必要

がある。この時期には, 苗木が乾燥しないようほぼ毎日潅水する。同時に, 雨

滴などの影響を受けないような配慮が必要である。

苗木には, 一部, 山引き苗が用いられる。山引き苗には, 苗高 1ocm 以下の

ものを採取する。効率的に, 山引き菌を利用する場合は, 母樹を選び,結実時

期をみながらその周囲を整地し,天然更新を促す。天然下種によって発芽した

稚苗が 2cm ほどの大きさになったとき, それを掘り取りポットに移植する。

手際よく行えば, 枯死率は低い。しかし, 苗高が 4~5cm と大きくなると, 移

植の活着率は 30~40% に低下する。養苗期間は,地域的な差はあるが,2~4 か

月とされる。

植 栽
ポット苗は, 苗高が 20~25cm に達すれば山出し可能となる。山出し時期が

近くなったら, 苗木が徒長気味にならないよう,十分に光を与えておく必要が

ある。苗木が仲び過ぎた場合は,根元から1ocm ほどの所で切断して山出しす

る方が, その後の生育状態からも望ましい。

植栽にあたっては, 火入れ地栴え法が一般的である。植え付けは, ポット苗

をポットの形状を崩さないように抜き取り,植え穴に植える。植え付け時期は

雨季が良い。植栽間隔は, 材の用途 にもよるが ,4m ×4m,5m ×5m,6m ×6
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m などがあり，一般用材生産にはha当たり350'-400本ほどの密度（5mX5m 

や5mX6m の植栽間隔）が適当とされる。 

保 育 

植栽後は，下刈り，つる切り作業が重要で，その適否が，植栽林分の成林を 

左右する。本種の場合，特に棺端付近の組織が軟らかいので，雑草木による傷 

害を受けやすい。 このため，現地の雑草木の繁茂状況を見ながら，早目に下刈 

りを実行することが大切である。植栽木と雑草木の伸びにもよるが，通常は, 

植栽1年目に4回, 2年目には3回，3年目2回，4年目1回の下刈りが実施さ 

れる。なお,パプアニューギニアでは，これらよりも実施回数は少なく，3年目 

より雑草木の除去は不要とされている。樹冠の閉鎖とともに自然に落枝するの 

で，枝打ちは必要ない。 

間伐については，樹高成長が早く，樹冠の広がりが大きいため,植栽間隔に 

よっては，-4, 5二年生で形質の悪い個体および被害木を中心に行う。その後も， 

必要に応じて，植栽後10年および15年目位に20％前後の間伐を行う。 

適 地 

本種は，沖積土壌，特に河川両岸の自然堤防上などに一斉林を作ることが知 

られているほかに，肥沃な砕けやすい土壌で水はけの良い立地にも多くの個体 

が成立している。また，この樹種は，きびしい乾燥には弱いとされているが， 

伐採跡地や各種の攪乱が生じた個所に多くの稚樹が天然更新し，自然間引きに 

より個体数を減じながら林分を形成してゆく。 このため，本種の適地は，通年 

雨のある地域で，光条件の良い，肥沃な水はけの良い立地ということができるo 

成 長 

本種は，極陽性の樹種で成長も極めて早い。パプアニューギニアでの立地条 

件の良好な林分の樹高及び胸高直径の成長経過を表29, 1に示す。生育条件の 

良い所では，植栽後5年前後で樹高は20 m に達する。 

Pancel (1993）によれぱ 材積成長量は25'-'--'40mツha・yrとされ，成長の旺 

盛な4, 5年生時には,成長の良いカメレレ①ucalyp加s deg1up加）よりもはる 

かに大きい。パプアニューギニアにおける試験調査での最大の年材積成長量 

は，ha当たり100m3にも達している。ここでの10 箇所の調査林分の8年生の 
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m などがあり,一般用材生産には ha 当たり 350~400 本ほどの密度 (5m ×5m

や 5m ×6m の植栽間隔) が適当とされる。

保 育
植栽後は, 下刈り, っる切り作業が重要で, その適否が, 植栽林分の成林を

左右する。本種の場合,特に梢端付近の組織が軟らかいので,雑草木による傷

害を受けやすい。このため,現地の雑草水の繁茂状況を見ながら,早目に下刈

りを実行することが大切である。植栽木と雑草木の伸びにもよるが,通常は,

植栽 1年目に 4回,2 年目には3回,3 年目 2回,4 年目 1回の下刈りが実施さ

れる。なお,パプアニューギニアでは, これらよりも実施回数は少なく,3 年目

より雑草木の除去は不要とされている。樹冠の閉鎖とともに自然に落枝するの

で, 枝打ちは必要ない。

間伐については, 樹高成長が早く, 樹冠の広がりが大きいため, 植栽間隔に

よっては,4,5 年生で形質の悪い個体および被害水を中心に行う。その後も,

必要に応じて,植栽後 10年および 15年目位に20%前後の間伐を行う。

適 地

本種は,声キー積土壌,特に河川両岸の自然堤防上などに一斉林を作ることが知

られているほかに,肥沃な砕けやすい土壌で水はけの良い立地にも多くの個体

が成立している。また, この樹種は, きびしい乾燥には弱いとされているが,

伐採跡地や各種の撹乱が生じた個所に多くの稚樹が天然更新し, 自然間引きに

より個体数を減じながら林分を形成してゆく。このため,本種の適地は,通年

雨のある地域で,光条件の良い,肥沃な水はけの良い立地ということができる。

成 長
本種は,極陽性の樹種で成長も極めて早い。パプアニューギニアでの立地条

件の良好な林分の樹高及び胸高直径の成長経過を表 29.1に示す。生育条件の

良い所では, 植栽後 5年前後で樹高は 20m に達する。

Pancel(1993) によれば, 材積成長量 は 25~40m3/ha.yr とされ , 成長の旺

盛な 4,5 年生時には,成長の良いカメレレ (E解α加野"sd 増ねゆ畝)よりもはる

かに大きい。パプアニューギニアにおける試験調査での最大の年材積成長量

は,ha 当たり loom3 にも達 している。ここでの 10箇所の調査林分の 8年生の
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表29.1 平均樹高及び平均胸高直径の成長経過 

林齢（年） 5 6 8 10 13 

樹高 (m) 19.6 21.6 26.9 29.2 37.3 

i11(1. (cm) 25.3 26.8 31.1 32.8 37.7 

表29.2 パプアニューギニアにおける植裁樹種の収穫期の収穫量の推定 

樹 種 (1タ椎DBH(cm) (静繁事瀞警響静 主な用途 
エ リ マ 

カ メ レ レ 

ターミナリア 

チ ー ク 

15 

20-25 

20 

25-30 

80-85 

70-75 

70-75 

65-70 

40-50 

50-60 

400-500 300-400 製材・合板 

300-500 300-400 同上＋パルプ 

400-500 300-400 製材・合板 

400 300 同上＋パルプ 
0

。
 

にリ 

4
 

立木蓄積量は,最低で134 m3/ha，最高で379 m3/haと大きな幅があり，平均 

では241 m3/ha であった。 ここで最高の立木蓄積量を示した表29. 1 の林分で 

は，13年生で635 m3/ha の蓄積があり，立地条件を考慮して植栽すれば，こう 

した成長も十分可能と考えられる（森1992a, b)e 

しかしながら，本種は直径が80cm を越すと心材部に目廻りや心腐れが見ら 

れることから，胸高直径90cm以内が利用上の限界と考えられている。 このた 

め，表29.2 に示すようにパプアニューギニアでは，輪伐期を15年としている。 

しかし，表29.1の成長経過から推定して，15年生で平均胸高直径が80cmを 

越すのは難しいと思われる。立地条件にもよるが,本種における輪伐期は20年 

前後に設定されるのが現実的であろう。 

病虫害 

成長の早い本種は，病害虫に侵されやすい。パプアニューギニアにおいては， 

Nectrie1la による潰瘍病の被害が知られている。また，ハムシ科の 

Rあゆαγ沼coriacea が，乾季に食草がなくなると，本種の葉脈のみを残して葉身 

を食べ尽くすことがある。ただし，これによって枯死することはない。 

文 献 

Campbell-Gasis, E.J.F. (1995) Datiscaceae. 209-212, Edited by Soepadmo, E. and 

Wong. KM. Tree flora of Sabab and Sarawak, vol. 1. 513 pp., FRIM, Kuala 
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表 29.1 平均横高及び平均胸高直径の成長経過

林齢 (年)5 6 8 10 13

桂村高 (nrl) 19・6 21・6 26・9 29・2 37・3

直径 (Cm) 25・3 26・8 31・1 32・8 37・7

表 29.2 パプアニューギニアにおける植栽樹種の収穫期の収穫量の推定

樹 種 輪伐期 推定DBH 推定H 立木蓄積縦素材収穫量 主な用途
(年 ) (cm) (m) (唯{/ha) (m:;/ha)

エ リ マ 15 80‐85 40‐50 400-500 300‐400 製材 ・合板

カ メ レ レ 20‐25 70‐75 50‐60 300‐500 300400 同上 十パルプ

ター ミナ リア 20 70-75 50 400‐500 300‐400 製材 ・合板

チ ー ク 25-30 65‐70 40 400 300 同上 十パ ルプ

立木蓄積量は, 最低で 134m3/ha, 最高で 379m3/ha と大きな幅があり, 平均

では 241 m3/ha であった。ここで最高の立木蓄積量を示した表 29.1の林分で

は,13 年生で 635m3/ha の蓄積があり, 立地条件を考慮して植栽すれば, こう

した成長も十分可能と考えられる (森 1992a,b) 。

しかしながら,本種は直径が 80cm を越すと心材部に目廻りや心腐れが見ら

れることから, 胸高直径 9ocm 以内が利用上の限界と考えられている。このた

め ,表 29.2 に示すようにパプアニューギニアでは,輪伐期を 15年 としている。

しかし, 表 29.1の成長経過から推定して,15 年生で平均胸高直径が 80cm を

越すのは難しいと思われる。立地条件にもよるが,本種における輪伐期は20年

前後に設定されるのが現実的であろう。

病 虫害
成長の早い本種は,病害虫に侵されやすい。パプアニューギニアにおいては,

M8cz 彰“αによ る潰 腹病 の被 害 が知 られ て い る。また, ハ ム シ科 の

只燭めα“αcoγiαc卿 が,乾季に食草がなくなると,本種の葉脈のみを残して葉身

を食べ尽くすことがある。ただし, これによって枯死することはない。

文 献
Campbell ‐Gasis, E.J.F. (1995)Datiscaceae.209 ‐212,Edited by Soepadmo, E. and

VVong, 1く.M.Tree nora of sabah and sarawak,vol ・1,513pp ・,FR1 呈し4 Kua1a
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30． 力メレレ（Kamerere) 

学名：Eucalypんs deg1upta Bi. 

フトモモ科 

樋口 国雄 

カメレレは湿潤熱帯の低地に分布する数少ないユーカリの1種で，先駆樹種 

である。英名はデグラプタ（Deglupta), パプアニューギニア （以下PNG）で 

はカメレレ（Kamerere) またはカマレレ（Kamarere) ，インドネシアではレー 

ダ（Leda)，フィリピンではバグラス（Bagras) と呼ばれている。deglupta は 

皮をむくことを意味している。直径は200 cm，樹高は60-75m に達する大型 

の樹木である。樹皮は平滑であるが，季節によって剥げ落ち，長い溝をつくる。 

貿易上の名前としてはカマレレまたはミンダナオガム（Mindanao gum）が使 

われている。本種は陽樹であり，排水の良い砂質土壌を好むので，河岸沿いに 

よく生育し,農耕跡地や荒廃地にも生育する。1970~1980年代にかけて各地で 

造林されたが，昆虫の害や材の腐朽にともなう劣化のために，現在では PNG 

以外ではあまり造林されていない。優れた蜜源樹木で,PNGでは1年を通じて 

蜂蜜の生産が可能である。 

天然分布 

オーストラリアには分布せず，赤道の北まで分布する唯一のユーカリであ 

る。 ニューギニア， ニュープリテン，ニューアイルランド，セラム， マヌス, 

スラウェシの各島，マルク諸島, ミンダナオ島に分布する。特にニュープリテ 

ン島に多く，PNG本島のオープンベイ，ワイドベイ，ステッティンベイなどに 

純林を形成していると言われている。 フィリピンではミンダナオ島に限られ 

る。 スラウェシでは西部に多く生育する。 

開花・結実 

比較的幼齢期からよく開花・結実するといわれ，ソロモン諸島では植栽1年 

目から多量に花が咲き，種子を実らせるという。年巾開花・結実しているとこ 

ろでは，種子はいつでも手に入るが，PNGでは2月を中心に11月から5月が 

採取適期とされる。 フィリピン・ミンダナオの天然林では普通7月～8月に開 
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. カメ レレ (Kamerere)

学名 :E“cαZ卵棚sdgg‘“髭αBI.

フトモモ科

樋口 国雄

カメレレは湿潤熱帯の低地に分布する数少ないユーカリの 1種で, 先駆機種

ある。英名はデグラプタ (Deglupta), パプアニューギニア (以下 PNG) で

カ メ レ レ (Kamerere) また は カ マ レ レ (Kamarere), イ ン ドネ シアで は し -

(Leda), フィリピンではバ グラス (Bagras) と呼ばれている。deglupta は

むくことを意味している。ー直径は 200cm, 樹高は 60~75m に達する大型

樹木である。樹皮は平滑であるが,季節によって剥げ落ち,長い溝をつくる。

‐上の名前としてはカマレレまたはミンダナオガム (Mindanao gum) が使

ている。本種は陽樹であり, 排水の良い砂質土壌を好むので, 河岸沿いに

く生育し,農耕跡地や荒廃地にも生育する。1970~1980 年代にかけて各地で

木されたが,昆虫の害や材の腐朽にともなう劣化のために,現在では PNG

トではあまり造林されていない。優れた蜜源樹木で,PNG では 1年を通じて

{の生産が可能である。

然分布
オーストラリアには分布せず, 赤道の北まで分布する唯一のユーカリであ

。 ニ ュー ギ ニ ア , ニ ュー ブ リテ ン, ニ ュー ア イ ル ラ ン ド, セ ラム , マ ヌ ス ,

ラウェシの各島 , マルク諸島 , ミンダナオ島に分布す る。特にニューブ リテ

島に多 く,PNG 本島のオープンベイ, ワイ ドベイ , ステッティンベイなどに

林を形成 していると言われている。フィリピンではミンダナオ島に限られ

o スラウェシでは西部に多く生育する。

花・結実

比較的幼齢期からよく開花・結実するといわれ, ソロモン諸島では植栽 14-{

から多量に花が咲き,種子を実らせるという。年中開花・結実しているとこ

では, 種子はいつでも手に人るが,PNG では 2月を中心に 11月から 5月が

適期とされる。 フィリピン・ミンダナオの天然林では普通 7月~8 月に開
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花，11月～12月に採取されるが，採種園では1 -2 か月早いという。 

種子の採取と取扱い 

成熟した瑚果（さや）を，安全ロープ, とめ金付き靴，高枝ハサミ等を用い, 

木に登って採取する（Chaplin 1993)。採取したさやは天日に2-3日間当て, 

軽く揉むと種子が落ちるっ0,3mm目くらいのフルイを通すと種子のみが落下 

する0 種子の収率は約2％で，精選された種子は15,000-- 18,000 粒ノg (12,000 

粒ノg, 23,000 粒ノg とする資料もある）, 7,000 粒lcc とされる。種子はポリェチ 

レン袋かガラス瓶に入れ,密封して0'-5℃に貯蔵すれば数年間はよく発芽す 

る。 

発 芽 

発芽は， 10.-'-'l5cm ほどの深さのプラスチック製か木製の発芽床を用いて行 

う。 床の底にはよく洗浄した小砂利をlcm 程度敷き詰め， その上に清浄な砂 

質壊土を入れる。カメレレの種子は大変に小さいので，均質に，あまり厚く播 

かないことが重要である。 あまり密に播きすぎると根腐れをおこしやすい。種 

子1に対し2 の砂を混ぜて，発芽床にできるだけ均一に播く。大体，1cm2当た 

り5個の種子を播くのが適当である。播きつけた床は上屋の下におき，乾燥し 

ないようにガラスか半透明の覆いをかけることもある。灌水はミストで行う 

か，床ごと水につけて吸水させる。水が多すぎると根腐れを起こしやすい。2-' 

10 日で発芽するので，覆いをかけた場合には適時に取り外す必要がある。 

移植と手入れ 

小苗は大変に痛みやすいので，本葉が2-'-'3枚，丈が2-'3cm の高さになっ 

た時に径6cm >( 20cm のポリポットに植え替える。ポットの培地表面にはフル 

イにかけた良質の砂を入れておく0 この後すぐにポットは遮光率70％の覆い 

の下におき，強い日射や雨滴の害を防ぐ。10'-'14 日後に遮光率を50％にし，4 

週間後には20％にする。植え替え後10-'12週間後までに覆いは撤去する。 

ポットに植えた苗には十分に潅水を行わなければならない。苗が適当な大きさ 

になったら潅水は少なくする。施肥は1, 6, 10 週間目に行う。根切りは苗丈が 

15cm ほどになった時に行う。2週間目に潅水を控えることは苗を固くするの 

に役立つ。苗は3~4 か月鳳20cmから30cm の高さになれぱ山出し可能であ 

　　　

花,11 月~12 月に採取されるが, 採種園では 1~2 か月早いという。

種子の採取と取扱い

成熟した燐果 (さや) を,安全ロープ, とめ金付き靴,高枝ハサミ等を用い,

木に登って採取する (Chaplin l993)。採取したさやは天日に 2~3 日間当て,

軽く探むと種子が落ちる。0,3mm 目くらいのフルイを通すと種子のみが落下

する。種子の収率は約 2% で, 精選された種子は 15,000~18,000粒 /g(12,000

粒 /g,23,000 粒 /g とする資料もある),7,000粒/ccとされる。種子はポリエチ

レン袋かガラス瓶に入れ,密封して 0~がCに貯蔵すれば数年間はよく発芽す

る。

発 芽
発芽は,10~15cm ほどの深さのプラスチック製か木製の発芽床を用いて行

う。床の底にはよく洗浄した小砂利を lcm 程度敷き詰め, その上に清浄な砂

質壌土を入れる。カメレレの種子は大変に小さいので, 均質に, あまり厚く播

かないことが重要である。あまり密に播きすぎると根腐れをおこしやすい。種

子 1に対し 2の砂を混ぜて,発芽床にできるだけ均一に播く。大体,lcm2 当た

り5個の種子を播くのが適当である。播きつけた床は上屋の下におき,乾燥し

ないようにガラスか半透明の覆いをかけることもある。潅水はミストで行う

か,床ごと水につけて吸水させる。水が多すぎると根腐れを起こしやすい。2~

10日で発芽するので,覆いをかけた場合には適時に取り外す必要がある。

移植と手入れ
小苗は大変に痛みやすいので, 本葉が 2~3 枚, 丈が 2~3cm の高さになっ

た時に径 6cm ×20cm のポリポットに植え替える。ポットの培地表面にはフル

イにかけた良質の砂を入れておく。この後すぐにポットは遮光率 70% の覆い

の下におき, 強い日射や雨滴の害を防ぐ。10~14 日後に遮光率を 50% にし,4

週間後には 20% にする。植え替え後 10~12 週間後までに覆いは撤去する。

ポットに植えた苗には十分に潅水を行わなければならない。苗が適当な大きさ

になったら潅水は少なくする。施肥は 1,6,10 週間目に行う。根切りは苗丈が

15cm ほどになった時に行う。2週間目に潅水を控えることは苗を固くするの

に役立つ。苗は 3~4 か月目,20cm から30cm の高さになれば山出し可能であ
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る。大被害は見られないが，Pataeta carbo (Lepidoptera, Noctuidae）や，他 

の毛虫も見られる。 しかし駆除は容易である。また根腐れは大被害をもたらす 

こともあるので殺菌剤の定期的予防散布は必要である。 

無性繁殖 

コスタリカ，ケニア，カメルーン，英国において試験的な挿木が報告されて 

いる。日本ではカメレレとE. camaldulensis，同じくLeucaana leucocephala 

のプロトプラストの融合が報告されている（立道他, 1986),. 

適地・植栽 

火山岩性の沢沿いの水はけの良いところがよく，土壌は礫，砂，微砂，砂質 

壌土が良い。 

カメレレは先駆樹種であり,陽樹なので潔癖な地拵えが必要である。植栽間 

隔はソロモン諸島では10mX3m (333 本ノha), 5mX3m (667本ノh司，4mX 

3m (833本ノha) (Chaplin 1993), PNGでは用材生産を目的として4.5mX4.5 

m ,パルプ生産を目的として3.5mX3.5m 田00本ノha）で行われている。維草 

とツルの繁茂が著しいが（5mX3m）と“mX3m）では植栽後3-4年までで 

ツルを抑制できる。 またカメレレの萌芽は弱く，萌芽更新は難しい。 

ソロモン諸島では林地に牛を導入する混牧林方式のアグロフォレストリーが 

行われたが，牛による枝の落下・樹皮の剥離等により材に腐朽菌が侵入し，収 

量が低下した（Chaplin, 1993),. 

保 育 

潔癖な下刈は最初の6か月間，林冠が閉鎖するまで必要である，ツルは効果 

的な抑制が困難なので数年は定期的なツル切りが必要とされる。 

意識的な枝打ちは行われておらず，普通には自然落枝を待っている。間伐に 

は様々な方式がある。すなわちPNG において，4mX4m (625 本ノha）の植栽 

では，4年生（除伐）, 10年生，18年生でそれぞれ260, 170, 120 本ノha に間伐, 

25年で主伐する方法が提案（坂ロ1984）されたり，同じく用材林で4.5mX4.5 

m (500本ノha）の植栽間隔で，10年生で250本ノha, 15年生で100本ノha に間 

伐，20年生で主伐する方法が報告されている（浅川1982)。パルプ材生産の場 

合は間伐は行われていない。 

　　　

る。大被害 は見 られないが ,Pataeta carbo(Lepidoptera, Noctuidae) や , 他

の毛虫も見られる。しかし駆除は容易である。また根腐れは大被害をもたらす

こともあるので殺菌剤の定期的予防散布は必要である。

無性繁殖
コスタリカ, ケニア, カメルーン, 英国において試験的な挿木が報告されて

い る。 日本 で は カ メ レ レと β.c のれ.α雌雄 e'7sis, 同 じ く LB “m 鑓 α‘〃“cocep ね〆α

のプロトプラストの融合が報告されている (立道他,1986) 。

適地・植栽

火山岩性の沢沿いの水はけの良いところがよく, 土壌は際, 砂, 微砂, 砂質

壌土が良い。

カメレレは先駆樹種であり,陽樹なので潔癖な地惰えが必要である。植栽間

隔はソロモン諸島では 1om ×3m(333 本/ha),5m ×3m(667 本/ha),4m ×

3m(833 本/ha)(Chaplin l993),PNG では用材生産を目的として 4,5m ×4.5

m, パルプ生産を目的として 3.5m ×3.5m(800 本/ha) で行われている。雑草

とツルの繁茂が著しいが (5m ×3m) と (4m ×3m) では植栽後 3~4 年までで

ツルを抑制できる。またカメレレの萌芽は弱く, 萌芽更新は難しい。

ソロモン諸島では林地に牛を導入する混牧林方式のアグロフォレストリーが

行われたが,牛による枝の落下・樹皮の剥離等により材に腐朽菌が侵入し,収

量が低下 した (Chaplin,1993) 。

保 育
潔癖な下刈は最初の6か月間,林冠が閉鎖するまで必要である, ツルは効果

的な抑制が困難なので数年は定期的なツル切りが必要とされる。

意識的な枝打ちは行われておらず,普通には自然落枝を待っている。間伐に

は様々な方式がある。すなわち PNG において,4m ×4m(625 本/ha) の植栽

では,4 年生 (除伐),10 年生,18 年生でそれぞれ 260,170,120 本 /ha に間伐,

25年で主伐する方法が提案 (坂口 1984) されたり, 同じく用材林で 4.5m ×4.5

m(500 本 /ha) の植栽間隔で,10 年生で 250本/ha,15 年生で 100本/ha に間

伐,20 年生で主伐する方法が報告されている (浅川 1982)。パルプ材生産の場

合は間伐は行われていない。
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成長と収穫 

成長に関しては，ニューブリテン島のケラバットで，年成長量のピークは10 

~12年生，約30 ma/haノ年という調査例があり（浅川1982)，また坂口（1984) 

も多くの事例を紹介している。 ここでは，これまであまり紹介されていないコ 

スタリカの事例を示す。この事例では，樹高と胸高直径の間に図30.1, 30.2 の 

ような関係が認められている （Salazar, 1988)。材積式に関しても報告は多い 

（西川ほか1996）が, ここではソロモン諸島での例を示すにhaplin, 1993),, 
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成長と収穫
成長に関 しては, ニューブ リテン島のケラバ ットで, 年成長量の ピークは 10

~12 年生,約 30m3/ha/ 年という調査例があり (浅川 1982), また坂口 (1984)

も多くの事例を紹介している。ここでは, これまであまり紹介されていないコ

スタリカの事例を示す。この事例では,櫛高と胸高直径の間に図 30.1,30.2 の

ような関係が認められている (Salazar,1988)。材積式に関しても報告は多い

(西川ほか 1996) が, ここではソロモン諸島での例を示す (Chaplin,1993) 。
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図 30.1 コスタリカにおける平均樹高の変化
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図 30,2 コスタリカにおける平均胸高直径の変化
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材積式 

1次変数 

皮付材積＝-0.34713 +0.01288 D 十0.001078 D2 

2 次変数 

皮付材積＝一0.10236 + 0,000023 D2 + 0.000493 DR + 0.000021 D21-1 

ただし，D＝胸高直径（cm), H ＝樹高（rn) 

地位指数式 

lnDHT = 5.2049 + bi/AO'4 

ただし，ln：自然対数，A＝林齢，DHT＝優勢木の樹高，bi＝定数 

なお,定数blの値は，5年生の地位指数16, 20, 24, 28, 32で，各々-4.63, 

-4.21, -3.86, -3.56, -3.31である。 

ソロモン諸島では，10- 12年生で30cm以上の胸高直径と30 m 以上の樹高 

が可能であると報告されている0 同じく7年輪伐期ではha当たり300mSを期 

待されている。別の例では，7年生でha当たり667本，優勢木の樹高30 m ，平 

均胸高直径22.5 cm，胸高断面積合計ha当たり264m2,末口径10cm の収穫 

を300m3と予測している（Mulholland et al. 1987)。平均連年生長量は5年で 

最大に達するが，カメレレが萌芽更新が出来ないことを考えて輪伐期は7年に 

すべきであるとの報告（Chaplin 1993）もある。 

病虫害 

Bigger (1988）は，カメレレの材と木に関する65種の害虫を報告している。 

シンクイムシAmbiypetta cocophaga は植栽後6-8 か月の頂芽の枯死の原因 

となる。 この幼虫と成虫は芽に宿った後に頂芽の枯死，立枯れの原因となる。 

0xymagis horniは，幼虫の時に生立木に多くの穴を開ける。被害はカメレレの 

全世代にわたって発生するが，植栽時の被害が最も大きい。幼虫も大きな害を 

与え，6- 18 か月のカメレレに宿る。防除は薬剤による方法が考えられるが，経 

済的には現実的ではない。他の害虫としては，内樹皮を穿孔するAgrilus SP. 

（ナガタマムシのi種）が報告されており, フィリピンで植栽されたPNGの系 

統に深刻な被害を与え，その植栽は中止された。Hasleria bougainviliciの幼虫 

はソロモン諸島では最も重要な害虫で，生立木に被害を与える。Agrilus 

mlolepta の幼虫は若いューカリの樹皮下に穴を開ける。その他の穿孔虫被害 

も報告されている。 カメレレは腐朽菌による害を受けやすい。 
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材積式
1次変数
皮下}材積 =-0.34713 十0.01288D+0.001078D2

2次変数
皮付材積 =-QI0236 十0.000023D2+0,000493DH 十0.000021 D2H

ただし,D= 胸高直径 (cm),H= 樹高 (m)

地位指数式
lnD げ r=5 ‐2049 十 bi/Aoi

ただし,ln: 自然対数, △=林齢,DHT= 優勢木の樹高,bi 二定数

なお, 定数 biの値 は,5 年生の地位指数 16,20,24,28,32 で , 各々 -4.63,

-4.21,-3.86,-3,56,-3,31 で あ る 。

ソロモン諸島では,10~12 年生で 30cm 以上の胸高直径と 30m 以上の樹高

が可能であると報告されている。同じく7年輪伐期では ha 当たり 300m3 を期

待されている。別の例では,7 年生で ha当たり667本,優勢木の樹高 30m, 平

均胸高直径 22.5cm, 胸高断面積合計 ha当たり 26.4m2, 大口径 1ocm の収穫

を 300 m 3と予測している (Mulhollandg ‘〆.1987)。平均連年生長量は 5年で

最大に達するが, カメレレが萌芽更新が出来ないことを考えて輪伐期は7年に

すべきであるとの報告 (Chaplin l993) もある。

病虫害
Bigger(1988) は, カメレレの材と木に関する 65種の害虫を報告している。

シンクイムシA“の怨めe誌αcocop′?αgαは植栽後 6~8 か月の頂芽の枯死の原因

となる。この幼虫と成虫は芽に宿った後に頂芽の枯死, 立枯れの原因となる。

0紗mαgis加“ziは,幼虫の時に生立水に多くの穴を開ける。被害はカメレレの

全世代にわたって発生するが,植栽時の被害が最も大きい。幼虫も大きな害を

与え,6~18 か月のカメレレに宿る。防除は薬斉liによる方法が考えられるが,経

済的には現実的ではない。他の害虫としては, 内樹皮を穿孔するAg作Z“ssp.

(ナガタマムシの 1種) が報告されており, フィリピンで植栽された PNG の系

統に深刻な被害を与え,その植栽は中止された。嵐αs霧γZQDO"gのれ“≠‘‘例の幼虫

はソロモン諸島では最 も重要な害虫で, 生立木に被害を与える。AgだZ婚

姻‘o彰弱αの幼虫は若いユーカリの樹皮下に穴を開ける。その他の穿孔虫被害

も報告されている。カメレレは腐朽繭による害を受けやすい。
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31． テレティコルニスユーカリ（Forest red gum) 

学名：Eucalyptus leretたornis Sm. 

フトモモ科 

森貞 和仁 

ユーカリ類は世界中で1,300万ha以上造林されており，世界の人工林面積 

の15％を占めている。 とくにE grandis, E. camalduルns楓E terelicornis,E 

globulus の 4 種が地球的規模で最も重要な種とされている （Eldridge et al. 

1993)。 また，半砂漠，乾燥熱帯などの乾燥地造林にはE camaldulens叔E 

tereticorn臨 E. mkro坑eca, E . citriodora が適している（FA0 1974)。 

ここで紹介するE tereticornおは，E canaaldulensis に材質や成長特性がよ 

く似ており,後者とともに早くから，世界各国で造林されている。原産地以外 

では，19世紀後半からパキスタン，エチオピア，ジンバブェ，フィリピン，ウ 

ガンダ，インド等に導入されている。とくにインドではMysore gum, Mysore 

hybrid, またはEucalyptus hybrid として知られており，400,000 ha以上の造 

林地がある （Eldridge et al. 1993)。 

本種は通常，樹高20-50m にまで成長する中・高木である。 樹皮は不規則 

にはがれやすく，幹上部は平滑になり，白色，灰色ないしは，青っぽい斑紋が 

みられる。しかしながら，基部では暗灰色から黒色の枯死した樹皮がしっかり 

ついている。初生葉は最初，3~6 対の対生であるが，その後互生になる。葉柄 

があり，広皮針形から卵形または長円形である。成木葉は対生で，葉柄があり， 

狭皮針形である。形態的にもE canza記ulensis によく似ているが，幼葉や花芽 

の形態で区別される （図31. 1)。Etereticornis の花芽は細長く,E 

camaldulensお のは丸いことが両種の識別点とされているが，中間形が多い。 

天然分布 

オーストラリア東南岸のヴィクトリア州からパプアニューギニア南部にかけ 

て，気候的にはAf（熱帯雨林）,Aw（熱帯サバンナ）,Cf（温帯多雨）と広範 

囲である。標高分布も海岸線から1,000m と幅がある。天然分布域の年間降水 

量は500-'l,OOOmm, 4-8か月の乾季があり，年平均気温が17-27℃，最低気 

温が-6C以上である。肥沃な沖積地,砂質・礫質な台地に出現する（Eldridge 

　　　

31. テ レテ ィコルニ スユー カ リ (Forest red gum)

学 名 :E “cα収め籾 s‘の傷 icom.issm,

フトモモ科

森貞 和仁

ユーカリ類は世界中で 1,300万 ha以上造林されており, 世界の人工林面積

の 15% を 占 め て い る。 と くに Eg ナロフ2dis,E.cm' 娘は 2‘卿 zsis,E. 解 せ寛corフヱis,E.

g‘o加‘2‘sの 4種が地球的規模で最も重要な種とされている (E1dridge ezα‘.

1993)。 また, 半砂漠 , 乾燥熱帯などの乾燥地造林 には互 cの“餌霞‘‘8'zsis,E.

彰だ夏cor'zis,β.“2た祁放 gm, 丑.c誌γおdom が適 して い る (FAO I974) 。

ここで紹介する E 解氾‘lcomis は, β.cの'zα嬢 "膨れsisに材質や成長特性がよ

く似ており,後者とともに早くから,世界各-司で造林されている。原産地以外

では,19 世紀後半か らパキスタン, エチオピア, ジンバブエ, フィリピン, ウ

ガ ンダ, イ ンド等に導入されている。とくにイ ンドでは Mysoregum, Mysore

hybrid, または E解α馨り顔s hybrid として知られており,400,ooo ha以上の造

林地がある (E1dridgeaid.1993) 。

本種は通常, 樹高 20~50m にまで成長する中・高木である。樹皮は不規則

にはがれやすく, 幹上部は平滑になり, ロ色, 灰色ないしは, 青っぽい斑紋が

みられる。 しかしながら, 基部では1贋灰色から黒色の枯死した樹皮がしっかり

ついている。初年葉は最初,3~6 対の対生であるが, その後互生になる。葉柄

があり,広皮針形から卵形または長円形である。成木葉は対生で,葉柄があり,

狭皮針形である。形態的にも亙 cのれ〆吻誇れ,sおるこよく似ているが,幼葉や花芽

の形態 で 区別 され る (図 31.1)。E. 解惚Zicomis の花芽 は細 長 く,E

mm α姑"‘@'2s鳶のは丸いことが両種の識別点とされているが, 中間形が多い。

天然分布
オーストラリア東南岸のヴィクトリア州からパプアニューギニア南部にかけ

て,気候的にはAf(熱帯雨林),Aw( 熱帯サバンナ),Cf( 温帯多雨) と広範

囲である。標高分布も海岸線から1,00omと幅がある。天然分布域の年間降水

量は 500~1,00omm,4~8 か月の乾季があり,年平均気温が 17~27 ℃,最低気

温が -6qC 以上である。肥沃なき11積地,砂質・隣質な台地に出現する (E1dridge
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図3Ll Etereticornis（左）とE cama1dn1e,?sis（右）の形態的特徴 

(Costermans 1981) 

et al. 1993)。 

造林適地 

本種は乾季のある夏雨地帯に適しており，耐乾性はE camaldlルnsis より 

わずかに弱い。造林上望ましい年降水量は800- 1,500mm とされているが，こ 

れより寡雨（550mnlノ年：ジンバブェ）でも多雨（3,500mmノ年：バングラデッ 

シュ）でも成林しており，造林可能な範囲は非常に広い。土壌条件への適応範 

囲は広く,塩類土壌でも植栽可能であるが，ー般には土層が深く，水はけのよ 

い土壌での成長がよいとされている。 

品 種 

本種には，各地で固有の変種，雑種などが知られている。その典型はインド 

の‘'Mysore gum”であるが，そのほかマダガスカル由来とされる‘'12 ABL", 

ザンビア由来の“C,’といった変種が，西アフリカ，中国南部で広く植林されて 

いる。現在，オーストラリアの試験研究機関で組織的な選抜育種が行われてい 
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図 31,I E,ze'勘 icoγ〃is( 左 ) と Ec の伽 腹7‘卿 'sis( 右 ) の形態的特徴

(CosLem ・ansl981)

造林適地
本種は乾季のある夏雨地帯に適 しており, 耐乾性はβ.cαmα嬢2‘‘e'zsisより

わずかに弱い。造林上望ましい年降水量は 800~1,500mm とされているが, こ

れより寡雨 (550mm ハド:ジンバブエ)でも多雨 (3,500mm/ 年 :バングラデッ

シュ) でも成林しており,造林可能な範囲は非常に広い。土壌条件への適応範

囲は広く, 塩類土壌でも植栽可能であるが, 一般には土層が深く, 水はけのよ

い土壌での成長がよいとされている。

品 種
本種には, 各地で固有の変種, 雑種などが知られている。その典型はインド

の “Mysore gum “であるが , そのほかマダガスカル由来 とされる "12AB ピ ,

ザンビア由来の“ご といった変種が,西アフリカ,中国南部で広く植林されて

いる。現在, オーストラリアの試験研究機関で組織的な選抜育種が行われてい
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る0 

育 苗 

種子の入手は原産地オーストラリアをはじめ，世界各地で可能である。各地 

で行われた産地試験の結果，オーストラリアのクインズランド北部由来のもの 

が全般的に成長がよい。 

種子は90,000-4,000,000 粒ノkg で，発芽率は55'-' 100%。 とくに発芽処理は 

必要ない （Cartowitz 1991)。 苗木の育て方についてはE camalduルnsおと同 

様と考えられるので，本シリーズの第1巻カマルドウレンシスユーカリ（pp. 

202-'204）を参照されたい0 

種子の播きつけには播付け床を用いるのが通常であるが，ポットに直播きす 

る方法もあるので,以下にその手順を紹介する（Weber 1986)。 

1． カップに水を少量（深さ3.5mnl程度）用意する。 

2． 針（または木串）を水に浸して，先端部（3mm以内）を湿らせる。 

3， 湿らせた先端部を種子をいれた容器に突っ込み，種子を付着させる。 

針を45度の角度でポットの土に差し込んで（10mm 以内），種子を埋め 

込む。 

5. 発芽苗が25-'50 mm くらいになったら，ポットに移植する。 

この方法では，苗移植後のポットの灌水にはミストスプレーを使う必要があ 

るが，それができない場合は，地i五iをポット高の3/4程度掘り下げ，水漏れし 

ないようにプラスチックシートを敷いたうえに，ポットを並べた後，水を入れ 

てポットの底から給水する。 

4. 

地拵え 

本種をはじめとする乾燥地域での造林では，湿潤地域での造林より集約的か 

つ十分な地拵えが必要である。乾燥地域における地拵えの留意点は以下のとお 

りである （FA0 1974) 

1. 草や前生樹をできるだけ完全に除去する0 

2． 土壌ができるだけ多くの雨水を吸収できる状態にし，表土の流出を最小 

限に抑える。 

3． 植栽木の根が十分に張れるように，堅い土層がある場合には破砕する。 

4． 火災の危険がある地域では，防火帯の設定など予防的環境をつくる。 
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育 苗
種子の入手は原産地オーストラリアをはじめ, 世界各地で可能である。各地

で行われた産地試験の結果, オーストラリアのクインズランド北部由来のもの

が全般的に成長がよい。

種子は 90,000~4,000,000粒/kg で, 発芽率は 55~100% 。とくに発芽処理は

必要ない (Carlowitz l991)。 苗木の育て方 については E.cm'mZd" ‘87zsisと同

様 と考 え られ るので , 本 シ リーズの第 1巻 力マル ドゥレンシスユーカ リ (pp.

202~204) を参照されたい。

種子の播きつけには播付け床を用いるのが通常であるが, ポットに直播きす

る方法もあるので, 以下にその手順を紹介する (Weber l986)。

1. カップに水を少量 (深さ 3.5mm 程度) 用意する。

2. 針 (または木串) を水に浸して, 先端i部 (3mm 以内) を湿らせる。

3, 湿らせた先端部を種子をいれた容器に突っ込み, 種子を付着させる。

4. 針を 45度の角度でポットの土に差し込んで (1omm 以内),種子を埋め

込む。

5. 発芽苗が 25~50mm くらいになった ら, ポッ トに移植する。

この方法では, 苗移植後のポットの潅水にはミストスプレーを使う必要があ

るが, それができない場合は, 地面をポット高の 3/4程度掘り下げ, 水漏れし

ないようにプラスチックシートを敷いたうえに, ポットを並べた後, 水を入れ

てポットの底から給水する。

地祷 え
本種をはじめとする乾燥地域での造林では,湿潤地域での造林より集約的か

つ十分な地栴えが必要である。乾燥地域における地揃えの留意点は以下のとお

りである (FAO I974)。

1. 草や前生樹をできるだけ完全に除去する。

2. 土壌ができるだけ多くの雨水を吸収できる状態にし,表土の流出を最小

限に抑える。

3. 植栽木の根が十分に張れるように, 堅い土層がある場合には破砕する。

4. 火災の危険がある地域では, 防火帯の設定など予防的環境をつくる。
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事業規模の造林では， トラクタ等の機械を利用して地排えしており，経験的 

には30cm 程度表土を耕耘している。小規模の場合は,人力による等高線畝や 

階段工作業も有効である。植え付け時に苗の周辺に水が集まるように畝をつく 

ることもある。 

植 栽 

植栽密度は造林目的によって異なる。インドの半乾燥地を対象に作成された 

Sharma (1978）の収穫表によると，植栽密度が高いと樹高が低くなっている。 

したがって，植栽密度は目的によって変える必要がある。中国での試験では， 

植栽時に40 cm X 40 cm X 40 cm の植穴に，焼土4kgと肥料120g (N:P:K = 

15 : 15 : 12） を施用している。焼土は雑草の種子を殺すという意味でも有効で 

ある。またタイでの試験では，深さ・幅とも25cm の植え穴に肥料50g (N:P 

:K =15 : 15: 15）を植え付けiか月後に施している（Boland 1989)。熱帯サバ 

ンナでは植栽後5年間程度は除草が必要とされている。ユーカリについては施 

肥効果が認められているので，施肥は初期成長を促進する意味で有効であろ 

う。 

成長量 

成長は立地条件によって異なるが，インド半乾燥地のMysore gumでは2.3 

-40 m3/ha (Chaturverdi 1973)，アフリカ湿潤熱帯の12 ABLでは12- 14 

m3/ha（砂質土壌）ないし，20 '22 m3/ha（埴質土壌）(FA0 1974）の連年成 

長が報告されている。 インドでは本種について，6年生時の平均樹高を地位指 

数とした地位区分ごとに収穫表が作成されており， その区分は地位I : 24- 18 

m , II : 18-42m, III : 12-'6m となっている（図31.2)。また，地位によって， 

6-9年の更新（収穫）年が設定されている “grarwala 1990)。 

病虫害 

本種を造林する上で問題となる病虫害は少ない。ーインドではCorticium 

sa勿zon icolor （赤衣病菌）による病害が問題になっているほか,腐朽を起こす 

Ganoderma luc記juni 菌，土 壌病害 を 起 こ す Cylindrocルdiurn 

quinqueseptaturn 菌が報告されている。ツル植物Merrernia, 昆虫の 

A mbleypelta coc叩haga （ソロモン諸島）, ゾウムシ類Gonゆterus scutellatus, 
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事業規模の造林では, トラクタ等の機械を利用して地揃えしており,経験的

には30cm 程度表土を耕転している。小規模の場合は,人力による等高線畝や

階段工作業も有効である。植え付け時に苗の周辺に水が集まるように畝をつく

ることもある。

植 栽 .

植栽密度は造林目的によって異なる。インドの半乾燥地を対象に作成された

Sharma(1978) の収穫表によると,植栽密度が高いと樹高が低くなっている。

したがって, 植栽密度は目的によって変える必要があ.る。中国での試験では,

植栽時に 40cm ×40cm ×40cm の植穴に,焼土 4kg と肥料 120g(N:P:K=

15:15:12) を施用している。焼土は雑草の種子を殺すという意味でも有効で

ある。またタイでの試験では,深さ・幅とも 25cm の植え穴に肥料 50g(N:P

:K=15:15:15) を植え付け 1か月後に施している (Boland l989)。熱帯サバ

ンナでは植栽後 5年間程度は除草が必要とされている。ユーカリについては施

肥効果が認められているので,施肥は初期成長を促進する意味で有効であろ

　　

成長量

成長は立地条件によって異なるが, インド半乾燥地の Mysore gum では 2.3

~40 m3/ha (Chaturverdi l973), アフ リカ湿潤熱帯 の 12ABL では 12~14

m3/ha( 砂質土壌) ないし,20~22m3/ha( 埴質土壌)(FAO I974) の連年成

長が報告されている。インドでは本種について,6 年生時の平均樹高を地位指

数とした地位区分ごとに収穫表が作成されており, その区分は地位 1:24~18

m,n:18~12m,m:12~6m とな って い る (図 31.2) 。ま た , 地 位 に よ って ,

6~9 年の更新 (収穫) 年が設定されている (Agrarwala l990)。

病虫害
本種を造林する上で問題 となる病虫害は少ない。インドでは Co?てicZ2‘m

sα卿zoれZcozoγ (赤衣病菌) による病害が問題になっているほか, 腐朽を起こす

Gαれodeγm α ‘健蔵粥m 菌 , 土 壌 病 害 を 起 こ す Cyはれd oc匁の "m.

q塀れ孝雄 sゅ云のm れ 菌 が 報 告 さ れ て い る。 ツ ル 植 物 Meγ陀'“≧α, 昆 虫 の

Am 閉めのe誌α cocoのれαgzz( ソロモ ン諸島 ), ゾウムシ類 Goれめ彫れ‘ssczは〆超す“&
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図31. 2 E ル1ぞticornis の地位指数曲線（Sharma 1978) 

MyCoゆhaerella molルriana（南アフリカ），ケラ（コンゴ）などの害が報告され 

ている（Hillis & Brown 1984)。カミキリムシで被害の大きいものとしては 

Phoracan坑a Se1flゆuncla彪 が著名である。 この種はオーストラリア区が原産 

であるホスト （Eiにalyptus spp.）の移動に伴い，分布を広げている。 現在は 

ニュージーランド，アフリカ，中・南アメリカ,地中海沿岸地域にまで生息し 

ている (Duffy 1953, 1957, 1960, 1963, 1968, 1980)。 
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叱rycospたαeだ"α伽ozze“のm( 南アフリカ),ケラ (コンゴ)などの害が報告され

ている (Hillis& Brown l984)。カミキリムシで被害の大きいものとしては

Pれomc α煽れαsの“め“れαのαが著名である。 この種 はオース トラ リア区が原産

であるホスト (E“餌如めzlzsspp.) の移動に伴い, 分布を広げている。現在は

一ュージーラン ド, アフリカ, 中 ・南アメ リカ, 地中海沿岸地域にまで生息 し

ている (Du 廿y l953,1957,1960,1963,1968,1980) 。
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32． モモタマナ属（Terminalia) 

学名 Terpninalia spp. 

シクンシ科 

桜井 尚武・斉藤 昌宏 

モモタマナ属はほとんどの熱帯地域に広く分布している。 250 種以上がアフ 

リカから東南アジア，太平洋諸島の熱帯およびその周辺に分布するとされてい 

る。パプアニューギニア（PNG）では27 種が知られる。これらのうち数種類が 

用材，薬用，食用などに利用される。また，街路樹,庭園樹としても多く植栽 

される。樹皮や果実，材など各部にタンニンを含むものが多く，タンニン原料 

や染料，医薬用としても重用される。木材用として実績のあるものには，熱帯 

アフリカのTivorensお と T superba, 早生樹種のT brass iiほか数種があ 

る 

この属は一般に輪生して水平に伸びる枝と，枝先に集まって輪生して展開さ 

れる卵形の大きな葉が，特異な目立っ樹形を形成する。属名のTerm inalia は 

ラテン語でendを意味するterminus に由来し，葉が枝の先端部に集巾して付 

くこの属の植物の特徴を表現している。 

ここでは，情報の得られたTbrassii,zivorensis, T supeiカα，T Catappa 

を説明し，他についても断片的なメモを紹介する。 

z brassli Exell 

PNGではBrown terminalia,ソロモン諸島ではDafo，ブーゲンビル島では 

Homba などと呼ばれている。 葉は互生あるいはやや対生状で，他の種のよう 

に枝先に集合せず小枝上に適当な間隔でつく。大きさは10 -15 cm X 3-6 cm 

で，葉先に向かって細くなり尖って終わる。この形はターミナリアのl中では特 

異なものである（図32.D。枝先の葉腋に7-l4cm ほどの穂状花序を付ける。 

果実は9--'14mmX5---llmm の大きさで，発達した翼を両側に持ち，成熟する 

と黄金色になる。枝はしなやかだが丈夫で，他の木の枝なら折れてしまうよう 

な強風下でも被害が少ない。 

本種はPNGを中心とした南太平洋地域で盛んに造林され，産業用として重 

要な地位にある。用途は軽構造用，内装用,ベニヤ，パルプなどである。接地 

32. モモタマナ属 (Terminalia)

学 名 :7 1emzZ'm# α spp.

シクンシ科

桜井 尚武・斉藤 昌宏

モモタマナ属はほとんどの熱帯地域に広く分布している。 250種以上がアフ

リカから東南アジア,太平洋諸島の熱帯およびその周辺に分布するとされてい

る。パプアニューギニア (PNG) では 27種が知られる。これらのうち数種類が

用材, 薬用, 食用などに利用される。また, 街路樹, 庭園樹としても多く植栽

される。樹皮や果実, 材など各部にタンニンを含むものが多く, タンニン原料

や染料, 医薬用としても重用される。木材用として実績のあるものには, 熱帯

アフ リカの T 初O'勘 z,sisと Z s"姥γ卿 , 早生樹種の 71bmss “ほか数種 があ

る。

この属は一般に輪生して水平に伸びる枝と, 枝先に集まって輪生して展開さ

れる卵形の大きな葉が, 特異な目立っ樹形を形成する。属名の TB“欄“〆血 は

ラテン語で end を意味する terminus に由来し, 葉が枝の先端部に集中して付

くこの属の植物の特徴を表現している。

ここでは, 情報の得 られた 毎αssii,71 れo陀筋肉 7l s“郷γ卿 ,71c α加PPQ

を説明し, 他についても断片的なメモを紹介する。

z brαsSIZ ExelI

PNG で は Brown terminalia, ソ ロモ ン諸 島 で は Dafo, ブーゲ ン ピル島 で は

Homba などと呼ばれている。葉は互生あるいはやや対生状で, 他の種のよう

に枝先に集合せず小枝上に適当な間隔でつく。大きさは 10~15cm ×3~6cm

で, 葉先に向かって細くなり尖って終わる。この形はターミナリアの中では特

異なものである (図 32.1)。枝先の葉順に 7~14cm ほどの穂状花序を付ける。

果実は 9~14mm ×5~1lmm の大きさで,発達した翼を両側に持ち,成熟する

と黄金色になる。枝はしなやかだが丈夫で,他の木の枝なら折れてしまうよう

な強風下でも被害が少ない。

本種はPNG を中心とした南太平洋地域で盛んに造林され,産業用として重

要な地位にある。用途は軽構造用, 内装用, ベニヤ, バルブなどである。接地
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図羽‘l Ti2rminal加 brassU の葉，花，果実 
(Coode 1969) 

や風雨への暴露に弱く， ピンホールも受けやすい。 

分 布 

ニューブリテン島，ブーゲンピル島,西部・中部のソロモン諸島，ニューア 

イルランド島北東部などの比較的せまい地域に分布する。淡水湿地や河川域の 

沖積平地に生育し，直径2m，樹高40 m 以上にも達する高木である。板根と支 

柱根があり，湿地に適応していることを示している。これらの地域の乾季は1 

か月程度もなく，年降水量は2,000'-5,000 mm と多い。生育域は海抜0-500m 

の範囲にわたる。 

開花・結実・種子 

結実は不規則で不作年がある。PNGでは12-3月に開花し，5'-lO月に結実 
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図 32.1 劣のソなあ履"α Dmssまずの葉 , マヒ, 果実

(Coode l969)

や風雨への暴露に弱く, ピンホールも受けやすい。

分 布
ニューブ リテン島 , ブーゲ ンビル島 , 西部 ・中部の ソロモ ン諸島 , ニューア

イルランド島北東部などの比較的せまい地域に分布する。淡水湿地や河川域の

沖積平地に生育し,直径 2m, 樹高 40m 以上にも達する高木である。板根と支

柱根があり, 湿地に適応 していることを示している。 これらの地域の乾季は 1

か月程度もなく,年降水量は 2,000~5,00omm と多い。生育域は海抜 0~500m

の範囲にわたる。

開花 ・結実・種子

結実は不規則で不作年がある。PNG では 12~3 月に開花し,5~10 月に結実
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する。種子は非常に小さく，翼が付いた果実で70,000'- 100,000粒ノkg 程度であ 

る（グラビア78)。採取後は比較的早く発芽率が低下するという。 したがって， 

取播きするのがよい。 

育 苗 

発芽率30'---40%。 24時間の流水処理で発芽が促進される。PNGにおける伊 

藤ら（1993）の発芽試験では，流水処理後で30-38％だった。なお，同時に行 

われたT coml,厄nala の同じく流水処理後の発芽率は48'-62％と高かった0 

発芽率が高い場合は，ポットに直播しても良いが，それ程良くない場合は，砂 

と焼土を混合した播種床を作ると良い。播種したものの発芽までの期間は25 

日程度である。発芽後2-3日程度でまだ翼が付いている内にポットに移植す 

る。ポットは熱帯地域で普通に使われているサイズのプラスチック袋でよく， 

下方に適当な水抜き穴をあけて使う。ポットの土が乾かぬように 1日に2-3 

回の濯水を行うのがよい（グラビア76, 78)。 

天然林下の前年生の実生を採取し，その日の中にポットに植え付けて，造林 

材料とすることもできる。小さい山弓は苗は,所定の大きさになるまで普通の 

苗と同様に養成する。ごく幼齢時には直射日光を避けるための日覆い処理が必 

要であるが，本葉が出て伸長し始めたら日覆いを外し陽光が充分に当たるよう 

にすると丈夫な苗が出来る。造林環境条件に順化させるため，直射条件下で濯 

水を減らすハードニング作業を行うのは他の樹種と同様である。 

適 地 

適潤で物理的構造がよい土壌の場所が適地であるが，年中水に浸かるような 

所でもよく生育する。分布地同様降水量の豊富な低地がよい。 

植栽と保育 

苗木の育成と植栽後の成長が早いため，植樹による人工造林が簡単である。 

山出し苗には苗高15-'20 cm以上になったものを用いる。植え付け後の成長は 

早く，成林時には枝を水平に広く張るので，植栽間隔は広くとる。植栽本数は， 

植栽間隔が4mX4mならha当たり667本だし，4mX6rnなら417本であるa 

広い生育空間が必要なこの種のような場合は，ライン・プランティングも有効 

である。 ラインの伐開幅は植生の高さ程度は必要である。伐開に際しては， ト 
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する。種子は非常に小さく,翼が付いた果実で 70,000~100,000粒 /kg 程度であ

る (グラビア 78)。採取後は比較的早く発芽率が低下するという。したがって,

取播きするのがよい。

育 苗
発芽率 30~40% 。 24時間の流水処理で発芽が促進される。PNG における伊

藤ら (1993)の発芽試験では,流水処理後で 30~38% だった。なお, 同時に行

われた 7t cの'ゆね“似αの同じく流水処理後の発芽率は 48~62% と高かった。

発芽率が高い場合は, ポットに直播しても良いが, それ程良くない場合は, 砂

と焼土を混合した播種床を作ると良い。播種したものの発芽までの期間は25

日程度である。発芽後 2~3 日程度でまだ翼が付いている内にポットに移植す

る。ポットは熱帯地域で普通に使われているサイズのプラスチック袋でよく,

下方に適当な水抜き穴をあげて使う。ポットの土が乾かぬように 1日に 2~3

回の潜水を行うのがよい (グラビア 76,78) 。

天然林下の前年生の実生を採取し, その日の中にポットに植え付けて, 造林

材料とすることもできる。小さい山引き苗は, 所定の大きさになるまで普通の

苗と同様に養成する。ごく幼齢時には直射 u光を避けるための日覆い処理が必

要であるが,本葉が出て伸長し始めたら日覆いを外し陽光が充分に当たるよう

にすると丈夫な苗が出来る。造林環境条件に順化させるため,直射条件下で瀧

水を減らすハードニング作業を行うのは他の樹種と同様である。

適 地

適潤で物理的構造がよい土壌の場所が適地であるが,年中水に浸かるような

所でもよく生育する。分布地同様降水量の豊富な低地がよい。

植栽と保育

苗木の育成と植栽後の成長が早いため,植樹による人工造林が簡単である。

山出し苗には苗高 15~20cm 以上になったものを用いる。植え付け後の成長は

早く,成林時には枝を水平に広く張るので,植栽間隔は広くとる。植栽本数は,

植栽間隔が 4m ×4m なら ha当たり667本だし,4m ×6m なら417本である。

広い生育空間が必要なこの種のような場合は, ライン・プランティングも有効

である。ラインの{文開幅は植生の高さ程度は必要である。伐開に際しては, ト
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ンネル状にならないように，上方を観察しながら行う。また伐開幅が余り狭い 

と，その後の周囲の植生の成長で矢張りトンネル状になってしまう。植え付け 

てから2, 3か月後に活着状況を調べ，枯死苗が多ければ補植する。補植は第1 

回目の下刈り後に行えば作業がしやすい。 

林内が明るくなるとつる植物が旺盛に繁茂する場合がある。つるを切断する 

とかえって沢山の芽を発生させることになる場合がある。そのような時は，植 

栽木に巻き付いているつるの絡みを解いて,反対側に投げてやるほうが有効な 

場合がある。どちらにしろ，良好な林地を造るためにつるの除去が重要なので， 

注意を怠ってはいけない（グラビア77)~ 

成 長 

ソロモン諸島の造林地の植え付け後10 か月目で，樹高2.4m, 2年生で樹高 

7-13m,直径10- 14 cm， ニュージョージア島の4年生造林地で樹高10-12 

m ，直径16-20 cm という記録がある。原（1977）の報告にあるUNDPとPNG 

政府の調査になる同国Keravat 地区の造林地におけるT brassilとEucalyp-

tus deglupta の成長は表32. 1のようである。日商岩井株式会社は1975年より 

ニューブリテン島で早生樹種の造林を開始し,本種についても1983年から植 

栽を始めている。同社の調査データから幾っかを示すと表32. 2のようである 

（森1992)~ 

表32.1 PNGのKeravatの造林地におけるT. brassiiとEucalyptus deg1I,uta の 
成長比較（原，1977) 

林 齢 
樹 高（m) 胸高直径(cm) 

T. bras誠i Edegi加加 z bra.ssii E degiputa 

3 13.6 15.0 15.6 15.1 

4 17.9 18.8 19.3 20.4 

5 21,8 22.2 21.9 24.8 

6 25,6 25.6 24.2 27.8 

7 28.7 28.7 26.2 30.2 

8 31.7 31.7 27.9 32.5 

9 別.2 34.2 29.2 34 .6 

10 36.5 36.5 30,4 36.4 
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表32.2 ニューブリテン島のT brassiiの成長（森1995) 

林齢 

12 

12 

12 

10 

樹 高（m) 胸高直径（cm） 本数（ha当たり） 

32.9 (37.7) 27.1 (36.5) 308 

32.4 (35.8) 26.1 (32.6) 588 

32.3 (34.3) 27.6 (33.2) 418 

37.7 (40.1) 29.5 (35.4) 356 

34.4 (34.4) 34.4 (36.2) 140 

24.9 (25.9) 23.7 (27.7) 480 

25.6 (26.1) 27.5 (30.9) 276 

24.2 (24.2) 20.7 (25.0) 404 

22.3 (22.6) 24.9 (27.2) 212 

0
 
6
 
6

【り
 

1
 

5 

※括弧内の数字は上位100本の値体のみを集計した値 

更 新 

本種は天然更新が可能である。豊作年に強度の間伐（材積率で50％以上）を 

行い，林床植生と地表堆積物の除去を行い，種子の落下とそれに続く稚樹の発 

生を待つという一般的な方法や，豊作年を確認してから樹高幅程度の帯状伐採 

を行って更新面を作り，地床植生除去ノ掻き起こしなどの処理を行う方法で，競 

合植生の繁茂がそれ程多くない場合は天然更新が可能と思われるが,実行され 

た報告は見当たらない。 

病虫害 

カメレレ（Eucalyptus deglupta）の樹下植栽木に，ボクトウガ科のZeuzera 

coffaa という幹の穿孔虫による被害例がある。Conopれ chrysophans は造林 

木の材を食害する。食葉性昆虫にRoeselia i如zifera やScopelodes venosa な 

どがいる。xゆ/20坑eata SP，は小枝を食害する。 

T. ivorensis A . Chev. 

ナイジェリアではIdigbo, コートジボアールではFramire, ガーナでは 

Emeri, カメルーンではLidia などと呼ばれており．取引上ではBlack A ねra 

と呼ばれる。 

大きなものは樹高45 m ，直径150 cm を越える高木で，真っ直ぐな幹を持ち， 

とくにその下部には溝状のひだを生ずる。板根は顕著でない。成熟木は，同属 

の他種の多くと同様に平たい樹冠を広げる。枝は階枝状に横へ張り出す。自然 

表 32.2 ニューブ リテン鳥の T 断凋態iの成長 (森 1995)

林齢 樹 高(m) 胸高直径(cm) 本数(ha当たり)

308

588

418

356

140

480

276

404

212

※括弧内の数字は上位 100本の個体のみを集計した値

更 新

本種は天然更新が可能である。豊作年に強度の間伐 (材積率で 50%以上)を

行い,林床植生と地表堆積物の除去を行い,種子の落下とそれに続く稚樹の発
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を行って更新面を作り,地床植生除去/掻き起こしなどの処理を行う方法で,競

合植生の繁茂がそれ程多くない場合は天然更新が可能と思われるが,実行され

た報告は見当たらない。

病 虫害
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ナ イ ジ ェ リア で は ldigbo, コ ー トジ ボ ア ー ル で は Framire, ガ ー ナ で は

Emeri, カメルー ンでは Lidia などと呼ばれており, 取引上では B1ack Afara

と呼ばれる。

大きなものは樹高 45m, 直径 150cm を越える高木で,真っ直ぐな幹を持ち,

とくにその下部には溝状のひだを生ずる。板根は顕著でない。成熟木は, 同属

の他種の多くと同様に平たい樹冠を広げる。枝は階枝状に横へ張り山す。□然
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図32.2 2旬'ininalた ivorensis の葉(A),花(A, B),果実（C) 

Copied from Bois For. Trop, 1, 1947, p. 49, with permission of the director 
general, Centre Technique Forestier Tropical, Nogent-sur-Marne, France 

落枝が容易である。葉は6-'13cmX3--6cm で倒卵形，葉柄に向かって細くな 

る（図32.2)。葉柄に腺がないことがT superba との区別点である。区別点は 

他にも, 7'. superba の強大な板根と薄茶色の幹に対して，本種の灰色か黒色の 

板根の目立たない幹と小さな葉群を持つなどがある。枝の先端に数本の花穂が 

集中的に互生してつく。 目立たない小さな両性花が花穂の中程から先の方につ 

く。果実は6-lOcm X 1.5'-'-'2cm と長楕円形で，両脇に発達した翼を持つ。熟 

すと赤褐色で木質となる。時にはゾウムシ類の脱出口がある0 丈夫な主根があ 

るが，根金体は大きく広がる浅い根系を持つ。 

分 布 

西アフリカのギニアからシエラレオーネ， リベリア， コートジボアール， 

ガーナプナイジェリアを経てカメルーンに至る熱帯雨林から季節林にわたっ 

て，様々な地域的変異を生じつつ分布する。次に述べるT superba とかなりの 
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図 32.2 Te′m 粥α"α ZUO庖 2sisの葉 (A), 花 (A,B), 果実 (C)

Copied [rom BoisFor.Trop.1,1947,p.49,with permission of thedirector

general, Centre Technique Forestier Tropical,Nogent ‐sur-Marne,France

落枝が容易である。葉は 6~13cm ×3~6cm で倒卵形,葉柄に向かって細くな

る (図 32.2)。葉柄に腺がないことが T.s“P8mq との区別点である。区別点は

他にも,7 1s鋼DB効αの強大な板根と薄茶色の幹に対 して, 水種の灰色か黒色の

板根の目立たない幹と小さな葉群を持つなどがある。枝の先端に数本の花穂が

集中的に互生してつく。目立たない小さな両性花が花穂の中程から先の方につ

く。果実は 6~locm xl.5~2cm と長楕円形で, 両脇に発達した翼を持つ。熟

すと赤褐色で木質となる。時にはゾウムシ類の脱出口がある。丈夫な主根があ

るが, 根全体は大きく広がる浅い根系を持つ。

分 布
西 ア フ リカ の ギ ニ ア か ら シ ェ ラ レオ ー ネ , リベ リア , コ ー トジ ボ ア ー ル ,

ガーナ, ナイジェリアを経てカメルーンに至る熱帯雨林から季節林にわたっ

て,様々な地域的変異を生じつつ分布する。次に述べる 71szゆ勿卿 とかなりの
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Reproduced by courtesy of Centre Technique 
Forestier Tropical, Nogen t-su r-Marne, France 

部分で分布が重なるが，分布域はより狭く量も少ない（図32.3)。自然分布地域 

の気候条件は乾季が0~2 か月と短く，年雨量1,300'---3,000 mm，海抜高O--700 

m である。カメルーンでは標高1,200m の地にも生育するa 低地の気温は20℃ 

~33℃である0 本種は2次林に多いが，落葉樹林では攪乱の少ない林分にもみ 

られる。 

開花・結実 

開花や結実の時期は地域により異なる。葉が旺盛に茂っている時に開花す 

る。 シエラレオーネとリベリアおよびコートジボアールでは4月から6月，ナ 

イジェリアでは4月から8月頃まで,ガーナでは雨季の7月，8月である。結実 

は普通は葉の落ちた2月から3月で，さびがかった茶色の実が長期間ぶら下が 

る。 シエラレオーネでは 2月から4月頃まで成熟種子が得られる。ガーナで 

は12月から1月にかけて集められる。ナイジェリアでは，1月から3月であ 

り,落ち始めの種子は，前年の落ち残りか未熟種子の場合があるので注意が必 

要という。 

人工植栽した場合の開花・結実期は，ナイジェリアでは6年程度で見られ 

る。畑に播いたその種子は14-'40 日かけて発芽し，発芽率は27％だったとい 

う。シエラレオーネでは10年生の植林地で開花した。数年後に活力ある種子が 
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部分で分布が重なるが,分布域はより狭く量も少ない (図 32.3)。自然分布地域

の気候条件は乾季が 0~2 か月と短く,年雨量 1,300~3,00omm, 海抜高 0~700

m である。カメルーンでは標高 1,200m の地にも生育する。低地の気温は 20℃

~33oC である。本種は 2次林に多いが,落葉樹林では鷹乱の少ない林分にもみ

られる。

開花・結実

開花や結実の時期は地域により異なる。葉が旺盛に茂っている時に開花す

る。 シェラレオーネとリベ リアおよびコー トジボアールでは 4月か ら 6月 , ナ

イジェリアでは 4月から8月頃まで,ガーナでは雨季の 7月,8 月である。結実

は普通は葉の落ちた2月から3月で, さびがかった茶色の実が長期間ぶら下が

る。 シェラレオーネでは 2月から4月項まで成熟種子が得られる。 ガーナで

は 12月から 1月にかけて集められる。ナイジェリアでは,1 月から 3月であ

り,落ち始めの種子は,前年の落ち残りか未熟種子の場合があるので注意が必

要という。

人工植栽 した場合の開花・結実期は, ナイジェリアでは 6年程度で見られ

る。畑に播いたその種子は 14~40 日かけて発芽し, 発芽率は 27% だったとい

う。シェラレオーネでは 10年生の植林地で開花した。数年後に活力ある種子が
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取れたが，結実年は不規則だったという。 

種子の取り扱い 

1 kg当たりの種子数は5,500-7,300 粒程度である。落ちた種子を拾うのが普 

通だが，母樹下の地面を奇麗に掃き清ぬておくと効率的である。種子は良質の 

母樹からのものを選ぶのは勿論である。種子は樹上にあるうちでも落ちてから 

でも食害される。しかし，食害の程度の低い種子や新鮮なものを得るためには 

枝を切るなどする必要がある。種子は室温下で3 -.-,4か月はさしたる発芽力の 

低下なしで保存できる。ナイジェリアでは，ポリェチレン袋に詰めて遮光のた 

めブリキ缶に入れ，5C---5℃の温度で保存する。これで約1年の保存が可能 

であるという。種子に穴の開いているものはゾウムシ類の食害を受けたものな 

ので除去する。 

育 苗 

子葉は地上に出る。沢山のひげ根のついたしっかりした直根を出す6－子葉は 

天然林下では数か月残るが，苗畑では6週間程度で落ちる。苗木の段階でT 

S・uperba と区別するのは，種皮が残っていないと難しい。 

裸苗での植栽では活着が難しいので，ポット苗を養成する。ポット苗では山 

出しサイズになるのに3か月半ほどかかる。苗床やポット用土には，透水性の 

よい肥沃な，その地域の森林表層土が良い。細かい川砂に過燐酸塩と家畜など 

の骨粉を混ぜたものも良い材料である。 

Jones & Kudler (1968）およびJones (1969）は，10か月のうち9か月を 

プ リキ缶に密封して6℃の冷蔵庫で保存した種子を用いて，水浸と乾燥を播種 

7日前から交互に行った処理の効果を調べた。それによると，12時間光が当た 

る条件下では，苗床で土で覆った場合より発芽率が高く，発生までの時間も短 

かったという。 このような効果は，一般に好光性の種子に良く見られる。種子 

の外側を覆う繊維質部分の除去効果も調べられたが，これは影響が認められな 

かっ た。 

播種は雨の降り始ぬる頃がよい。ナイジェリアでは3月が成績がよい。 これ 

は，取播きということになるからだろう。ガーナでは翌年5-'G月までには根切 

りが終わっているように8-'-9月に播種している。 

播種床は筋播きだったり畝を作ったり，平床でバラマキしたりと，様々な方 
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母樹からのものを選ぶのは勿論である。種子は樹上にあるうちでも落ちてから

でも食害される。しかし,食害の程度の低い種子や新鮮なものを得るためには

枝を切るなどする必要がある。種子は室温下で 3~4 か月はさしたる発芽フjの

低下なしで保存できる。ナイジェリアでは, ポリエチレン袋に詰めて遮光のた

めブリキ缶に入れ,5 qC~- がC の温度で保存する。これで約 1年の保存が可能

であるという。種子に穴の開いているものはゾウムシ類の食害を受けたものな

ので除去する。

育 苗
子葉は地上に出る。沢山のひげ根のついたしっかりした直根を出す。子葉は

天然林下では数か月残るが,苗畑では6週間程度で落ちる。苗木の段階で

s“鰹効αと区別するのは, 種皮が残っていないと難しい。

裸苗での植栽では活着が難しいので, ポット苗を養成する。ポット苗では山

出しサイズになるのに 3か月半ほどかかる。苗床やポット用土には, 透水性の

よい肥沃な, その地域の森林表層土が良い。細かい川砂に過燐酸塩と家畜など

の骨粉を混ぜたものも良い材料である。

Jones & Kudler (1968)および Jones(1969) は,10 か月のうち 9か月を

ブリキ缶に密封して 60Cの冷蔵庫で保存した種子を用いて, 水浸と乾燥を播種

7 日前から交互に行った処理の効果を調べた。それによると,12 時間光が当た

る条件下では,苗床で土で覆った場合より発芽率が高く,発生までの時間も短

かったという。このような効果は, 一般に好光性の種子に良く見られる。種子

の外側を覆う繊維質部分の除去効果も調べられたが, これは影響が認められな

かった。

播種は雨の降り始める頃がよい。ナイジェリアでは 3月が成績がよい。これ

は,取播きということになるからだろう。ガーナでは翌年 5~6 月までには根切

りが終わっているように 8~9 月に播種している。

播種床は筋播きだったり畝を作ったり, 平床でバラマキしたりと, 様々な方
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法が採用されているが，注意すべきは土の被覆は薄くすること，灌水を充分に 

適宜施すことである。 また，種子は健全なものを用いる。 

播種してから2 -'4 週後， あるいは7週後までに発芽する。 発芽率も条件に 

よって異なるが，25-'50％程度である。滅菌処理をした土壌での発芽のほうが 

よいという報告もある。苗畑試験で,播種前にジベレリンを施用して無処理の 

ものよりも大きな苗を得たものの， 2 か月後には変わらない大きさになってい 

たという報告もある。 

メバェが揃うまでは被陰があったほうがよいが，発芽後は不要である。子葉 

が展開したらすぐに全光条件下に移植する。移植時には充分な潅水をするが， 

曇天下で作業するほうがよい。苗木の間隔は枝張りの様子を見ながら行うが， 

30cm X 30cm 程度が目安だろう。 

適 地 

年間降水量が1,200mm以上で，乾季の少ない気象条件が望ましい。 とりわ 

け幼齢時には乾燥は禁物であり，植栽後数週間乾燥が続くと簡単に枯れてしま 

う恐れがある。大きくなった個体は，落葉することで乾季を凌ぐことが出来る。 

標高は1,200m以下が望ましく， 低地が最もよい。ウガンダの標高1,500m付 

近での造林試験結果では,成長が良くないという結果が得られている。土壌条 

件は水はけの良い粘土質あるいは砂質壌土が良いようである。火山灰に被覆さ 

れた立地も良い。湿潤な滞水地や浅い土壌，堅い土壌，乾燥した砂地,草原な 

どは避けた方がよい。浸水条件に感受性ではあるが，短期間の冠水には耐えら 

れる。しかし，冠水が多い谷沿いは良い立地ではない。 

植 栽 

スタンプ苗（根株苗）では根の発達した50-100cm 位の大きさのものがよ 

い。根元の直径がlcm にもならないようなものはスタンプ苗としては適当で 

ない。裸苗の場合は，根の発達した1-'2 m の大苗をつかう。植栽前に，蒸散を 

防ぐため，主軸頂部の芽とその周辺を残し，それ以外の葉を全部除去する。根 

系は無処理または軽く支根を切除するが，これを行っておくと取扱いが楽であ 

る。ポット苗はそれ以外の方法に比べて乾燥や植傷みが少ないので，特に苗木 

の扱いの点で有利である。それでも，乾燥には注意を払う必要がある。 いずれ 

の方法でも,植え穴は大きく掘り，丁寧に植えるとともに，植栽後は根の周り 

　　　　

法が採用されているが,注意すべきは土の被覆は薄くすること,漣水を充分に

適宜施すことである。また, 種子は健全なものを用いる。

播種してから 2~4 週後, あるいは 7週後までに発芽する。発芽率も条件に

よって異なるが,25~50% 程度である。滅菌処理をした土壌での発芽のほうが

よいという報告もある。苗畑試験で, 播種前にジベレリンを施用して無処理の

ものよりも大きな苗を得たものの,2 か月後には変わらない大きさになってい

たという報告もある。

メバエが揃うまでは被陰があったほうがよいが, 発芽後は不要である。子葉

が展開したらすぐに全光条件下に移植する。移植時には充分な潅水をするが,

曇天下で作業するほうがよい。苗木の間隔は枝張りの様子を見ながら行うが,

30cm ×30cm 程度が目安だろう。

適 地

年間降水量が 1,200mm 以上で, 乾季の少ない気象条件が望ましい。 とりわ

け幼齢勝るこは乾燥は禁物であり,植栽後数週間乾燥が続くと簡単に枯れてしま

う恐れがある。大きくなった個体は,落葉することで乾季を凌ぐことが出来る。

標高は 1,200m 以下が望ましく, 低地が最もよい。 ウガンダの標高 1,500m 付

近での造林試験結果では, 成長が良くないという結果が得られている。‐ヒ壌条

件は水はけの良い粘土質あるいは砂質壌土が良いようである。火山灰に被覆さ

れた立地も良い。湿潤な淵水地や浅い土壌, 堅い土壌, 乾燥した砂地, 草原な

どは避けた方がよい。浸水条件に感受性ではあるが,短期間の冠水には耐えら

れる。しかし, 冠水が多い谷沿いは良い立地ではない。

植 栽
スタンプ苗 (根株苗) では根の発達した 50~10ocm 位の大きさのものがよ

い。根元の直径が lcm にもならないようなものはスタンプ苗としては適当で

ない。裸苗の場合は,根の発達した 1~2m の大苗をつかう。植栽前に,蒸散を

防ぐため,主軸頂部の芽とその周辺を残し, それ以外の葉を全部除去する。根

系は無処理または軽く支根を切除するが, これを行っておくと取扱いが楽であ

る。ポット菌はそれ以外の方法に比べて乾燥や植傷みが少ないので, 特に苗木

の扱いの点で有利である。それでも, 乾燥には注意を払う必要がある。いずれ

の方法でも,植え穴は大きく掘り,丁寧に植えるとともに,植栽後は根の周り
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の地表をリターや草などで覆って土壌の乾燥を防ぐ。乾季・雨季がある場合 

は，降雨が土壌を充分に湿らせたことを確認してから植栽を始める。ナイジェ 

リアでは5月，ベニンでは6月が良い。植裁時に乾燥が続くと，シロアリの被 

害が大きくなる場合がある。 

保 育 

コートジボアールでタウンャ法による造林が試みられたが,植え付け後15'-

20年で成長は衰えるという結果が出ている。また，ガーナのプラアヌム保護林 

でも， タウンャ法で造成した本種の林が25年頃から枯れ始め，33年目には全 

滅してしまったという例がある。 これらの場合,立地条件が合わなかったとい 

う以外の理由は考えられていない。他の早生樹種同様，植栽した場合には寿命 

が短いのかもしれない。 

成長が早いので,特別の作業はないが，2年目位までは必要に応じて下刈り 

とつる切りが必要である。また，つる切りは6年位までは必要であろう。 この 

間に，二股に分岐した個体の株立ちを整理する。Ternl加al施の場合，主軸が損 

傷を受けた後，多数の主軸が旺盛に展開することがあるので，そのような暴れ 

木の整理や除去も大事な作業である。側枝の自然落枝は容易で，比較的早い時 

期から始まる。間伐についての情報はないが，日商岩井株式会社のニューブリ 

テン島のT brassiiの例（表32.2）が参考になる。期待した枝下高を確保した 

後は，水平に広がる樹冠が充分に広がれる空間を提供できるように，個体間の 

スペースを決める必要がある。 

成 長 

毎年2m程の樹高成長が，樹高が15 m 位になるまで続く。 ウガンダでは 

4.88 m の年間成長記録があり，好適地で2.1'--3m 伸びるのは珍しくない。 ま 

た，南太平洋のソロモン島では年間2.5-3.8 cm の直径成長が記録されている。 

ガーナでは4年で樹高18m，直径30cm, 13年目の造林地で樹高30.5m，直径 

40cm，という記録がある。 シエラレオーネのMoyamba の造林地では，10年 

目で樹高13.9- 16.5 m ，直径21.3-' 28 cmであった。ナイジェリア西部の 

Manu保護林で調べられた結果は表32. 3のとおりであった（MacGregor 

1934)。 T. ivorensis の区は年降水量が1,194mm, T superba 区の年雨量は 

1,143 mm であった。また，T superbαは18年生の当時，既に板根を形成して 
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の地表をリターや草などで覆って土壌の乾燥を防ぐ。乾季 ・雨季がある場合

は, 降雨が土壌を充分に湿らせたことを確認 してから植栽を始める。ナイジェ

リアでは 5月, ベニンでは 6月が良い。植栽時に乾燥が続くと, シロアリの被

害が大きくなる場合がある。

保 育
コー トジボアールでタウンャ法による造林が試みられたが,植え付け後 15~

20年で成長は衰えるという結果が出ている。また, ガーナのプラアヌム保護林

でも, タウンャ法で造成した本種の林が 25年頃から枯れ始め,33 年目には全

滅してしまったという例がある。これらの場合, 立地条件が合わなかったとい

う以外の埋FIIは,考えられていない。他の早生樹種同様,植栽した場合には寿命

が短いのかもしれない。

成長が早いので, 特別の作業はないが,2 年目位までは必要に応じて下刈り

とっる切りが必要である。また, っる切りは 6年位までは必要であろう。この

間に,二股に分岐した個体の株立ちを整理する。Tの′〃‘'2瞬ぎ"の場合,主軸が損

傷を受けた後, 多数の主軸が旺盛に展開することがあるので, そのような暴れ

木の整理や除去も人事な作業である。側枝の自然落枝は容易で,比較的早い時

期から始まる。間伐についての情報はないが, 日商岩井株式会社のニューブリ

テン島の 71 bmssZZの例 (表 32.2)が参考になる。期待した枝下高を確保した

後は,水平に広がる樹冠が充分に広がれる空間を提供できるように,個体間の

スペースを決める必要がある。

成 長
毎年 2m 程の樹高成長が, 樹高が 15m 位になるまで続 く。ウガンダでは

4,88m の年間成長記録があり, 好適地で 2.1~3m 伸びるのは珍 しくない。ま

た, 南太平洋のソロモン島では年間 2.5~3.8cm の直径成長が記録されている。

ガーナでは 4年で樹高 18m, 直径 30cm,13 年目の造林地で樹高 30.5m, 直径

40cm, という記録がある。 シェラレオーネの Moyamba の造林地では,10 年

目で樹 高 13.9~16.5m, 直径 21.3~28cm で あ った。ナ イ ジェ リア西部 の

Manu 保護林で調べ られた結果は表 32.3 のとお りであった (MacGregor

l934)。 71 初鯛ぼれsisの区 は年降水量が 1,194mm,7:s “Pe齢α区の年雨量 は

1,143mm であった。また,7 1s“Pemq は 18年生の当時, 既に板根を形成して
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表32.3 西ナイジェリアの調査区におけるターミナリア2種の諸量(MacGregor, 

1934) 

Tivorensis zsupe功a 

間伐後の本数（ha当たり） 487 309 

最大樹高（m) 15.5 22 

平均樹高（m) 14.6 21,5 

直径（cm) 

断面積合計（m2/ha) 8.0 9.4 

皮なし材積（m3/ha) 8 4.8 140 

皮つき材積（m3/ha) 91.8 154 

樹皮率（%) 8.25 10 

間伐された本数（ノha) 1,107 358 

平均樹高（m) 9.9 19.2 

平均直径（cm) 9.6 16.1 

断面積合計（m2/ha) 6.3 5.8 

皮っき材積（m3/ha) 37.9 90.8 

断面積合計（m2/ha) 14.2 15.2 

皮なし材積（m3/hめ 119.7 2昭 

皮っき材積（m3/ha) 129.6 245 

いたので，直径はT. superbaでは地上300 cm,Tivoransis は地上130 cm の 

位置を測ったという。林齢はT. ivoransおが6年，T. superba が18年である。 

更 新 

天然更新は，孔状部や放棄農耕地，道路沿いなどの光条件の良い所では概し 

て良好である。閉鎖林冠下では難しい。萌芽は比較的大きなものでもよく発生 

するが，萌芽を利用した作業法はない。 

病虫害 

この種に関係する昆虫は多いものの，深刻な病害虫は知られていない。広く 

種子を食害するものにNanop如as spp．がある。3 mm 程のゾウムシで樹上の 

種子に卵を産みつける。被害種子は表面にl mnl位の穴が開いているのでわか 

る。新芽を食害するのは助hacrotrypes sp．である。芯への被害を与えるものと 

して,ナイジェリアとガーナの高林ではTridesmodes ramiculata (thyri直d 

moth）という蛾が普通である。これは苗畑や植林地でシュートボーラーとして 

　　　

表 32.3 西 ナイジェ リアの調査区におけるター ミナ リア 2種の諸量 (MacGregor,

1934)

71Z 〃o形〃szs 71s2 ゆ erわα

間伐後の本数 (ha当たり) 487 309
最大樹高 (m) 15.5 22

平均樹高 (m) 14.6 21.5

直径 (cm) 16.1 22.2

断面積合計 (m2/ha) 8.0 9.4

皮なし材積 (m3/ha) 84.8 140

皮つき材積 (ma/ha) 91.8 154

樹皮率 (%) 8.25 10

間伐さオた本数 (/ha) 1,107 358
平均樹高 (m) 9‐9 19.2

平均直径 (cm) 9.6 16.1

断面積合計 (m2/ha) 6.3 5.8

皮つ き材積 (ma/h 37.9 90.8

断面積合計 (m2/ha) 14.2 15.2

皮なし材精 (m3/ha) 119.7 223

皮つき材積 (m3/ha) 129.6 245

いたので , 直径 は Z 秘めのろαでは地上 300cm,7 11第氾れ鋤s は地上 130cm の

位置を測ったという。林齢はヱ 力oテセれsisが 6年,7 1s“Pe物αが 18年である。

更 新

天然更新は,孔状部や放棄農耕地,道路沿いなどの光条件の良い所では概し

て良好である。閉鎖林冠下では難しい。萌芽は比較的大きなものでもよく発生

するが,萌芽を利用した作業法はない。

病 虫害
この種に関係する昆虫は多いものの,深刻な病害虫は知られていない。広く

種子を食害するものに間の2の力ygs spp.がある。3mm 程のゾウムシで樹上の

種子に卵を産みつける。被害種子は表面に lmm 位の穴が開いているのでわか

る。新芽を食害するのは SPれ解飾ご智ぬgssp.である。芯への被害を与えるものと

して , ナイジェ リアとガーナの高林では でγid鱒雛odesmmic 粥α如 (thyridid

moth) という蛾が普通である。これは苗畑や植林地でシュートボーラーとして
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加害する。主軸が食害されると，新しい主軸を複数発生させるため，フォーク 

状に分岐した個体となる。有機燐系農薬の塗布が有効である。穿孔虫では 

Apate monochamus がある。本種ばかりではないが,若い個体の幹に穴をあ 

け，これによって風などで折れやすくなる。材を食害するだけで産卵は行わな 

い。この種は西アフリカー帯に見られる。Zeuzera coffea も穿孔虫で，双子葉 

植物の多くを餌にする。Macro記γ,ms bellicosusを始め，多くのシロアリが苗 

畑の苗を加害する。これに対しては有機燐系の薬剤が有効だが，他に及ぼす危 

険が大きいので使用は控えたほうがよい。カミキリムシでは，生立木,衰弱木 

を加害するPlocaederus basalお，材を加害するStromatium barbatum が知ら 

れている。 

T. superba Engi. et Diels 

材の取り引き上ではlimba （ランバ） と呼ばれる。本種はT. ivorensお と共 

通する点が多い。本種はベニャ材として優良なので，木材市場で重視され，コ 

ンゴのマイョンべ地区では造林地が多いという。本項では, コンゴで行われた 

本種の造林例（ランバ法と呼ばれる）を基に紹介する。 

分布と適地 

西アフリカのギニア，シエラレオーネ，コートジボアール，ガーナ，ナイジェ 

リアを経てカメルーンに達する。 カメルーンではTivorensis より更に東の方 

に分布を広げている（図32.幻。明らかに陽樹で，幹は通直である。年間降水量 

は1.300-2,300 mm，雨季が7-8 か月は続く熱帯地域で，通気性の良い深い土 

壌が好適地である。 

育 苗 

コンゴの例では， 7月に種子を採取している。播種してから約2か月後（9 

月）に第2本葉が現れるが,その頃に50 cm X 50 cm の間隔で苗床へ移植する。 

播種後15か月たった頃に1-1.5m に台切りする。この後，約1か月育成して 

から造林地に植栽する。他の種と同様の手法でポット苗を作り，これを造林す 

るのは，本種についても有効だと思われる。 

　　　

加害する。主軸が食害されると, 新しい主軸を複数発生させるため, フォーク

状に分岐した個体となる。有機燐系農薬の塗布が有効である。穿孔虫では

AP 餌e“70'7ocねの'z〃s がある。本種 ばか りではないが , 若 い個体の幹に穴をあ

げ, これによって風などで折れやすくなる。材を食害するだけで産卵は行わな

い。この種は西アフリカ一帯に見られる。Z8zfzem c好危αも穿孔虫で, 双子葉

植物の多 くを餌にする。肌僻 ro棚γ'zes虎姫 cosz‘sを始め, 多 くの シロア リが苗

畑の菌を加害する。これに対しては有機鱗系の薬剤が有効だが,他に及ぼす危

険が大きいので使用は控えたほうがよい。カミキリムシでは, 生立木, 衰弱水

を加害する P‘ocαeden 岱ゐ鯛錫 Zs, 材を加害する Sおり''m“m'『bα兎αzzmzが知 ら

れている。

7t s“Perb α Engl.et Diels

材の取り引き上では limba( ランバ) と呼ばれる。本種は IDo驚れsisと共

通する点が多い。本種はベニヤ材として優良なので, 木材市場で重視され, コ

ンゴのマイヨンベ地区では造林地が多いという。本項では, コンゴで行われた

本種の造林例 (ランバ法と呼ばれる) を基に紹介する。

分布と適地
西 ア フ リカ の ギ ニ ア , シェ ラ レオ ー ネ , コー トジボ アー ル , ガ ーナ , ナ イ ジ ェ

リアを経てカメルーンに達する。 カメルーンでは 7コリoだれ綿s より更に束の方

に分布を広げている (図 32.3)。明らかに陽樹で,幹は通直である。年間降水量

は 1,300~2,300mm, 雨季が ?~8 か月は続く熱帯地域で,通気性の良い深い土

壌が好適地である。

育 苗
コンゴの例では,7 月に種子を採取 している。播種してから約 2か月後 (9

月) に第 2本葉が現れるが, その頃に 50cm ×50cm の間隔で苗床へ移植する。

播種後 15か月たった頃に 1~1.5m に台切りする。この後, 約 1か月育成 して

から造林地に植栽する。他の種と同様の手法でポット苗を作り, これを造林す

るのは, 本種についても有効だと思われる。
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植栽と保育 

コンゴでは雨季の終わりの3,-.-5 月の13 か月間に，直径が10-42 cm以下の 

小型の灌木やつる類等の下層植生を除去しておく。次いで，乾季の初めの5 -8 

月の間に直径30cm以下の立木を斧で伐倒する。乾季後期の8--9月に30cm 

以上の立木を斧で巻き枯らしたり，薬殺する。乾季の終わりにこれらの植生を 

焼却する。その後，焼け残った植生を伐開しながら整地し，6'-7 m ,あるいは 

12-44m 間隔に植栽する。後者は最終収穫本数に対応した距離である。この 

時，活着不良を考慮して1か所に2本ずつ植え，2本とも根着いたら下刈り時 

に整理伐する。植え穴は40 cm X 40 cm X 40 cm と比較的大きく掘る。初期の4 

年間は刈払いを年に3回，その後7年目までも年2' 3回行う。 

成 長 

7年目には樹高lOm以上に達するので保育は不要となる。表32.4 にコンゴ 

のランバ法で造成された15年生の造林地の成長結果を示す。 

病虫害 

穿孔虫として，生立木,衰弱木を加害するカミキリムシ科のPlocaederus 

vinci功ennおが知られている。 

モモタマナT. catappa L. 

インドではIndian almond，カンボジアではChambok barang, Prang，タ 

イではHockwang, ベトナムではBang，インドネシアではKeta pang, フィ 

リピンではTalisai などと呼ばれる。日本では， モモタマナのほか， コバテイ 

シ，シマボウなどと呼ばれる。 

光沢のある20-'30 cm の倒卵形全縁の大きな葉が多数，水平に突き出した枝 

先に集合し（図32.4)，落葉前に紅葉する。葉腋に10'-'lScm の長さの穂状花序 

表32.4 T. superba の成長（R. Catinot 1965 -1967) 

6mX6m 植え 12mX12m 植え： 

樹高成長a5年生） 1.4-1.8m 1.4---1.8m 

直径成長（15年生） 2.2cm 2.5-3.1cm 

材積成長（10年生，単木当たり） 0.3275m3 0.3300m3 

材積成長（10年生，ha当たり） 45 m3 20---25 m3 
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植栽と保育
コンゴでは雨季の終わりの 3~5 月の 3か月間に, 直径が 10~12cm 以下の

小型の潅木やっる類等の下層植生を除去しておく。次いで,乾季の初めの 5~8

月の間に直径 30cm 以下の立木を斧で伐倒する。乾季後期の 8~9 月に 30cm

以上の立木を斧で巻き枯らしたり,薬殺する。乾季の終わりにこれらの植生を

焼却する。その後, 焼け残った植生を伐開しながら整地 し,6~7m, あるいは

12~14m 間隔に植栽する。後者は最終収穫本数に対応した距離である。この

時, 活着不良を考慮して 1か所に 2本ずつ植え,2 本とも根着いたら下刈り時

に整理伐する。植え穴は 40cm ×40cm ×40cm と比較的大きく掘る。初期の 4

年間は刈払いを年に 3回, その後 7年目までも年 2~3 回行う。

成 長
7年目には樹高 1om 以上に達するので保育は不要となる。表 32.4にコンゴ

のランバ法で造成された 15年生の造林地の成長結果を示す。

病 虫害
穿孔虫として, 生立木, 衰弱木を加害するカ ミキリムシ科の PZ0c鯛御者渡

り“緩め蝋燭sが知られている。

モ モ タ マ ナ Z cα云αPP α L.

イ ン ドで は lndian almond, カ ンボ ジアで は Chambok barang,Prang, タ

イで は Hockwang, ベ トナ ムで は Bang, イ ン ドネ シアで は KeLapang, フ ィ

リピンでは Talisai などと呼ばれる。 日本では, モモタマナのほか , コバテイ

シ, シマボウなどと呼ばれる。

光沢のある 20~30cm の倒卵形全縁の大きな葉が多数 ,水平に突き出した枝

先に集合し (図 32.4),落葉前に紅葉する。葉膝に 10~15cm の長さの穂状花序

表 32.4 T,s〃加 齢αの成長 (R,Catinot l965~1967)

6m ×6m 植え 12m × i2m 植え

樹高成長 (15年生)
直径成長 (15年生)
材積成長 (10年生,単木当たり)
材積成長 (10年生,ha 当たり)

1.4~1.8m

2.2cm

0.3275ma

45m3

1.4~1.8m

2,5~3.lc1m

o.3300m3

20~25m3
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図32. 4 Terininalia catappa の葉，果実 
(Coode 1969) 

を形成（グラビア79）し，小花は白色またはクリーム色である。基部には雌花 

か両性花を,先端には雄花をつける。果実は扁平楕円形の石果で長さ3 _7 cm, 

幅3 '-'4cm で両側に稜がある。種子の核内には，アーモンドに似た風味のある 

仁があり,炒って食べられる。また，アーモンドオイルに似たオイルがとれる。 

材は構造材や造船に使われるが，曲がりがあるのが普通で，製材に難があるこ 

とが多い。全熱帯で，街路樹・庭園樹などとして植栽しており,海岸の近くで 

は防風林として使われる。わが国では，小笠原地域で防風林や街路樹に使われ， 

果実は食用にする。 

分 布 

直径lm，樹高35m 以上にもなる半落葉性の高木で，海岸に近い所に生育す 

るQ マレー半島，アンダマン諸島をはじめとする熱帯アジア，オーストラリア 

北部およびポリネシアなど各地に広く分布し，日本の沖縄や小笠原諸島にも分 

図 32.4 e“閥'm" αcqf幼少αの葉 , 果実

(Coode l969)

を形成 (グラビア 79) し,小花は白色またはクリーム色である。基部には雌花

か両性花を,先端には雄花をつける。果実は周平楕円形の石果で長さ 3~7cm,

幅 3~4cm で両側に稜がある。種子の核内には, アーモンドに似た風味のある

仁があり,妙 って食べ られる。また, アーモン ドオイルに似たオイルがとれる。

材は構造材や造船に使われるが, 曲がりがあるのが普通で,製材に難があるこ

とが多い。全熱帯で, 街路樹・庭園樹などとして植栽しており, 海岸の近くで

は防風林として使われる。わが国では,′j、笠原地域で防風林や街路樹に使われ,

果実は食用にする。

分 布
直径 lm, 樹高 35m 以上にもなる半落葉性の高木で,海岸に近い所に生育す

る。マ レー半島 , アンダマ ン諸島をはじめとす る熱帯アジア, オース トラリア

北部およびポリネシアなど各地に広く分布し, 日本の沖縄や小笠原諸島にも分
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布している。地下水位が充分高い所でなければ，年降水量は少なくとも1,000 

mm は必要である。低地の方が成長はよいが，標高300 m 位までは植えられて 

いる0 

開花・結実・種子 

小笠原地域では，場所によって異なるが，花期は4, 5月で新葉の展開に続 

く。果実が成熟するのは10, 11月である。ブラジルでは12-2月に開花し, 6 

~10月に結実する。種子は200粒ノkg程度で，風乾した後，常温保存が可能で 

ある。播種後30--40日で発芽する。 

病虫害 

穿孔虫として，生立木の枝を落とすカミキリムシ科のNiphonoclea capito が 

知られ，ホソガ科のA cro cercops属をはじめとして，多くの食葉性昆虫の加害 

が報告されている。 

T. calamansanai (Blanco) Rolfe 

社団法人南方造林協会がソロモン諸島コロンバンガラ島で試験造林を行って 

いる。その資料によると，6年で樹高13 m ，直径17 cm, 7.7年で樹高14 m ，直 

径22cm という記録がある。 同じ立地のT brassiiは11年で樹高25 m ，直径 

36cm であった0 

z chebula Retz. 

インドではMyrabolan, Gali nut， ミャンマーではChuglurn, タイでは 

Samor, カンボジアではSramar, Kheo nua taom，ベトナムではTieuxang, 

インドシナ全城ではChieu lieu-A1lなどと呼ばれている。 

落葉高木で，樹高30 m になる。タンニン原料として有名で，中国では薬用と 

して用いられ，日本にも伝わっている。 

インド，スリランカ， ミャンマーー帯に分布する。 T.aガuna（英名：Aりan 

Terminalia), T. bellirica（英名：Belliric Myrobalan）もほぼ同じ地域に分布 

し，東南アジア地域ではミロバランの代用として使われる。T bellirica の果実 

は食用になる。 
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布している。地下水位が充分高い所でなければ, 年降水量は少なくとも 1,00o

mm は必要である。低地の方が成長はよいが,標高 300m 位までは植えられて

い る。

開花・結実・種子

小笠原地域では, 場所によって異なるが, 花期は 4,5 月で新葉の展開に続

く。果実が成熟するのは 10,11 月である。ブラジルでは 12~2 月に開花し,6

~10 月に結実する。種子は 200粒/kg 程度で,風乾した後,常温保存が可能で

ある。播種後 30~40 uで発芽する。

病 虫害

穿孔虫として,生立木の枝を落とすカミキリムシ科の Nipたomc‘eq伽Pztoが

知られ, ホソガ科の Acmcg cops属をはじめとして, 多くの食葉性昆虫の加害

が報告されている。

7t c餌αm α〃細 れαZ(B1anco)Rolfe

社団法人南方造林協会がソロモン諸島コロンバンガラ島で試験造林を行って

いる。その資料によると,6 年で樹高 13m, 直径 17cm,7.7 年で湖高 14m, 直

径 22cm という記録がある。同じ立地の 71 bmssli は 11年で樹高 25m, 直径

36cm で あ った。

z c九ebzz1α Retz.

イ ン ドで は Myrabolan, Gall nut, ミャ ンマ ーで は Chuglu m , タイで は

Samor, カ ンボ ジアで は Sramar,Kheon ‐uataom, ベ トナ ムで は Tieuxang,

インドシナ全域では Chieu licu-AIIなどと呼ばれている。

落葉高木で,樹高 30m になる。タンニン原料として有名で,中国では薬用と

して用いられ, 日本にも伝わっている。

インド, ス リランカ, ミャンマー一帯に分布する。 71αワmzα (英名 :Arian

Terminalia), 71 bg‘‘Z'化α (英名 :BelliricMyrobalan) もほぼ同 じ地域に分布

し,東南アジア地域ではミロバランの代用として使われる。 be‘‘Zγたαの果実

は食用になる。
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多くの穿孔虫, 食葉性昆虫が知られている。その-1‐ーで, 生立木を加害するも

のとして, 日本のクワカ ミキ リに似た C8Zo郡の′msm 励磁 oγがある。
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33． 力ランパヤン（KaLampayan) 

学名：Anthocephalus ch軌C,昭お（Lamk.) A . Rich. ex Waip. 

アカネ科 

浅川 澄彦 

カランパヤン（Kelempayan, Kalampayan）は本種のマレーシア，インドネ 

シアにおける名前で，フィ リ ピンではカートアンバンカル（Kaatoan 

Bangkal), インドではカダム （Kadam) ，タイでは Katum nanlなど,アジ 

ア各国における普通名は40以上にものぼる。インドネシアではジャボム 

(Jabom) ともよばれている。文献によると，インドネシアでは1930年代に試 

植が始められたようであるが，フィリピンでは1960年代の後半，それまで雑木 

とされていた本種が,wonder tree, miracle tree として脚光を浴びることにな 

る。 その後まもなく注目を浴びることになるイピルイピル（ギンネム）がまだ 

騒がれていない時期で，そのような時代の要請を受けて早速に総説が出されて 

いる（北野1968)a 

学名についてはA. cadambaとする説もあるが，Flora of Java (1963-'68) 

では，A indicusとA cadambaを一括してA. chinensis としており，緒方 

(1976）は命名規約上A chinensis が優先するという理由でこれを採用してい 

るので，ここでもA.chinensis をとる。従ってA cadamba はシノニムになる 

が，このほかにNeolaniarcん記 cadamba もシノニムとされている。アカネ科に 

含める説と，この科からNaucleaceac を分けて，この科の1属とする説とあ 

る。本属には，インドマレー地域で2 (-3）種が記載されている。 

樹高は普通30m，直径は40-60 cm程度であるが，ときには樹高40 m ，直径 

im に達することもある落葉樹で，いわゆるガレリア林（拠水林）に見られる。 

樹幹は通直で，枝は細く横に伸び，カポック（Ceiba pentandra）またはエリマ 

(Octomeles surnatrana）にや、似ている。楕円形をした葉は対生し，一見，複 

葉と見えるように小枝に5-b0対の葉がっくのが特徴的である。花・果実と 

も，多数が直径4-5cm の球形に集まる （図33.1)o 種子はごく小さく，長さ 

0.63 mm ，径0.47 mm という記録があるa 果肉は食用になる。材は軽軟で，室内 

の仕上げ材料，マッチ軸木，包装用材，玩具，挽き物などに適している。合板 

用材としても優れているほか，パルプ・ファイバーボードにも適している。 
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33. カランパヤン (Kalampayan)

学 名 :Aタ2仇 ocep ね〆闘 魂 "28′2髭顕 Lamk.)A.Rich,ex Walp

アカネ科

浅川 澄彦

カ ラ ンパ ヤ ン (Kelcmpayan,Kalampayan) は本 種 の マ レー シア , イ ン ドネ

シ ア に お け る名 前 で , フ ィ リ ピ ンで は カ ー トア ンパ ンカ ル (KaaLoan

Bangkal), イ ンドではカダム (Kadam), タイでは Katum nam など, アジ

ア各国における普通名は 40以上にものぼる。インドネシアではジャボム

(Jabom) ともよばれている。文献によると, インドネシアでは 1930年代に試

植が始められたようであるが,フィリピンでは 1960年代の後半,それまで雑木

とされていた本種が ,wonder tree,miracletree として脚光を浴びることにな

る。その後まもなく注目を浴びることになるイピルイピル (ギンネム) がまだ

騒がれていない時期で, そのような時代の要請を受けて早速に総説が出されて

いる (北野 1968)。

学名については A,c αdの'ぬαとする説 もあるが ,F1ora of Java(1963~'68)

で は ,A. 鯛霞 c“s と A.cod α777わαを一 括 して A.c ね加ぼれszs と して お り, 緒 方

(1976) は命名規約上 A.c肩'焔ヵsisが優先するという理由でこれを採用してい

るの で , こ こで も A.c ′zi7787zsisを と る。従 って A.c αdの 7z卿 は シノニ ムに な る

が , このほかに Neo‘のれαだ厩αcαααm 卿 もシノニムとされている。アカネ科に

含める説と, この科からNaucleaceae を分けて, この科の 1属とする説とあ

る。本属には, インドマレー地域で 2(~3) 種が記載されている。

樹高は普通 30m, 直径は 40~60cm 程度であるが,ときには樹高 40m, 直径

lm に達することもある落葉樹で, いわゆるガレリア林 (拠水林) に見られる。

樹幹は通直で,枝は細く横に伸び, カポック (Ceめα膨れzの24m) またはエリマ

(odome ‘gss““mzm 〃α) にや 似ている。楕円形を した葉 は対生 し, 一見 , 複

葉と見えるように小枝に 5~10 対の葉がつくのが特徴的である。花 ・果実と

も, 多数が直径 4~5cm の球形に集まる (図 33,1)。種子はごく小さく, 長さ

0.63mm, 径 0.47mm という記録がある。果肉は食用になる。材は軽軟で,室内

の仕上げ材料, マッチ軸木, 包装用材, 玩具, 挽き物などに適している。合板

用材 として も優れているほか , パルプ ・ファイバーボー ドに も適 している。
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図33. 1 カランパヤン組，chinensis）の幼齢木（1),花序をつけた枝先（2), 
花（3),および果（実）序“)(PROSEA 5 (1), 1994) 

分 布 

天然分布は100 Sから30。 N にわたり，西はインドから，スリランカ，ネパー 

ル，ベトナム，中国の南部，マレー半島, フィリピン，インドネシアを経て， 

東はパプアニューギニア，オーストラリアにまで及んでいる。 なお，A. 

macTop加ilus はスラウェシ，モルッカ諸島に分布する。 

開花・結実 

2年半で開花したという事例も報告されているが，普通には 4-S年生で開 

花・結実しはじめ，結実しはじめると毎年よく結実するという。 インドでは5 

月～7月に開花，翌年1'--.2月に成熟して落下する。サバでは6月～9月に開花， 

12月～2月にかけて成熟し，北ボルネオでは4月～5月頃開花し，9月～10月 

頃に種子が熟するという報告がある。 また， フィリピンのルソン島中部では4 

月～6月に開花，9月から翌年の2月にかけて成熟，半島マレーシアでは同じ時 

期に開花して，7月には採取できるという報告もある。 タイの東部でも7月末 
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図 33.1 カランパヤ ン (A.c/;≠′ie′isis)の幼齢木 (1),花序をつ けた枝先 (2),

花 (3),および巣 (実)序 (4)(PROSEA 5(1),1994)

分 布
大然分布 は loos か ら 30oN にわたり, 西はイン ドか ら, スリランカ, ネパー

ル, ベ トナム, 中国の南部 , マ レー半島 , フィリピン, イン ドネシアを経て ,

束 はパ プ アニ ューギ ニ ア, オー ス トラ リアにまで及 んで い る。なお ,A.

ガmcmp 毎政‘s はスラウェシ, モル ッカ諸島に分布する。

開花・結実

2年半で開花したという事例も報告されているが,普通には 4~5 年生で開

花・結実しはじめ, 結実しはじめると毎年よく結実するという。インドでは 5

月~7 月に開花,翌年 1~2 月に成熟して落下する。サバでは 6月~9 月に開花,

12月~2 月にかけて成熟し, 北ボルネオでは 4月~5 月頃開花し,9 月~10 月

項に種子が熟するという報告がある。 また, フィリピンのルソン島中部では 4

月~6 月に開花,9 月から翌年の 2月にかけて成熟,半島マレーシアでは同じ時

期に開花して,7 月には採取できるという報告もある。タイの東部でも7月末



にほぼ成熟したとみられる果実が観察された。 

オレンジ色の花は丸い花托の周囲に多数密生して球形（直径4 -'5cifl）をな 

し，緑色を帯びた黄橙色を呈する。この球形のま、多少肥大して成熟した果実 

は，一種の偽果（pseudocarp) で，多数のさく果の集合体であり，黄褐色を呈 

する。外側は多肉質で，果托につく基部にケシ粒ほどの微細な種子が入ってい 

る。各さく果に入っている種子は45- 137粒という調査例があり，1果では2-' 

3万粒になる。i 果実は成熟すると落下するので，できるだけ早く拾い集める。 

種子の取扱い 

果実から種子を取り出す方法には2法ある～①陽光で乾燥したあと，堅い床 

面か角材などに球形の果実を叩きつけて種子を落とすか，果実を砕いて種子を 

振るい出す。②外側の多肉質の部分を粗い金網などに擦り付けて，微細な種子 

を含んだどろどろの状態とし，適当な容器に集めて，水を加えて手でよく揉み 

ほぐすと，種子は次第に果肉から離れて底に沈むから，布か細かい金網などで 

ふるい分け，室内で風乾したあと精選する。気乾の種子はlg当たり17,000粒， 

26,200 粒, または22,600-28,500 粒とする資料があるほか，1kg当たり260万 

粒，11当たり160万粒とする資料もあり,産地，系統，調製方法などでかなり 

の違いがありそうである。なお，100万粒の気乾種子が38-56gとする文献も 

ある。 種子は密閉して0~2℃におけば貯蔵可能で，1 --'2年は発芽力を保持す 

るという。発芽には光が必要で，赤色光，黄色光が効果がある。しかし,連続 

光下では発芽がわるい。種子は乾いた布の袋に入れて，風通しのよいところに 

吊しておくと，1年位は保存がきくという。 

育 苗 

種子が細かいので,あらかじめ細かい砂か砂質土とよく混ぜておき，清浄な 

砂質壌土を入れた木箱に，フルイを使って播きつける。木箱には雨が直接あた 

らないようにし， ミストで灌水するか，木箱ごと水に浸して吸水させる。播き 

つけ後数日，直射日光にあてると発芽を促進する効果があるが，乾燥しすぎな 

いように注意する必要がある。発芽は普通,播きつけてから3-,4週間，条件に 

よっては2か月以上かかることもある。発芽して間もなくのメバェは，立枯病 

菌に弱いので注意が必要である。発芽後1-'1.5 か月を経た時期にポットに移 

植，10-'14 日間多少の被陰下においた後，直射光下に移して育てる（グラビア 
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にほぼ成熟したとみられる果実が観察された。

オレンジ色の花は丸い花托の周囲に多数密生して球形 (直径 4~5cm) をな

し,緑色を帯びた黄橿色を呈する。この球形のま >多少肥大して成熟した果実

は,一種の偽果 (pseudocarp) で,多数のさく果の集合体であり,黄褐色を呈

する。外側は多肉質で, 果托につく基部にケシ粒ほどの微細な種子が入ってい

る。各さく巣に人っている種子は 45~137 粒という調査例があり,1 果では 2~

3方粒になる。果実は成熟すると落下するので, できるだけ早く拾い集める。

種子の取扱い

果実から種子を取り出す方法には2法ある。①陽光で乾燥したあと,堅い床

面か角材などに球形の果実を叩きつけて種子を落とすか,果実を砕いて種子を

振るい出す。②外側の多肉質の部分を粗い金網などに擦り付けて,微細な種子

を含んだどろどろの状態とし,適当な容器に集めて,水を加えて手でよく採み

ほぐすと,種子は次第に果肉から離れて底に沈むから,布か細かい金網などで

ふるい分け,室 - で風乾したあと精選する。気乾の種子は 1g 当たり 17,000粒 ,

26,200粒 , または 22,600~28,500粒とする資料があるほか,lkg 当たり 260万

粒,1‘当たり 160万粒とする資料もあり,産地,系統,調製方法などでかなり

の違いがありそうである。なお,100 万粒の気乾種子が 38~56g とする文献も

ある。種子は密閉して 0~2oC におけば貯蔵可能で,1~2 年は発芽力を保持す

るという。発芽には光が必要で, 赤色光, 黄色光が効果がある。しかし, 連続

光下では発芽がわるい。種子は乾いた布の袋に入れて, 風通しのよいところに

吊しておくと,1 年位は保存がきくという。

育 苗
種子が細かいので, あらかじめ細かい砂か砂質土とよく混ぜておき,清浄な

砂質壌土を入れた木箱に, フルイを使って播きつける。木箱には雨が直接あた

らないようにし, ミストで潅水するか, 木箱ごと水に浸して吸水させる。播き

つけ後数日,直射日光にあてると発芽を促進する効果があるが,乾燥しすぎな

いように注意する必要がある。発芽は普通,播きつけてから3~4 週間,条件に

よっては 2か月以上かかることもある。発芽して間もなくのメバエは, 立枯病

菌に弱いので注意が必要である。発芽後 1~1,5 か月を経た時期にポットに移

植,10~14 日間多少の被陰下においた後,直射光下に移して育てる (グラビア
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80)。 ポットはや、大型（直径10cm×深さ23cm）のほうがよいとする報告も 

ある。山出し苗の基準は苗高20-30 cm，発芽後3 か月でこのサィズに達する 

とするガイドラインと，30-45 cmを標準とする資料とがある。本種はスタン 

尤 挿木でも繁殖が可能である。 

植 栽 

植栽間隔はさまざまであるが，比較的枝張りが大きくなる性質があるので， 

土壌の良いところで1ま4rnX4mを標準とし,瘠せた土壊では適宜狭くするの 

がよさそうである。 L83mX1.83mで植栽後5年して3.66 mx 3.66 m まで4段 

階に抜き伐りし，9年生，14年生での成長を比較した試験によると，有意な差 

はなかったが,残存率は広くしたほうがよく，成長量は狭いほうがよい傾向が 

認められた。 インドネシアでは3mX1.5m, 3mX2rn が普通らしい0 

なお,本種が注目された特性の1つに萌芽性が強いことがあり，早くから萌 

芽更新の可能性が示唆されていたが，これについての具体的な報告は見あたら 

なかった0 下種更新の可能性については，天然下種と直播きが試みられている。 

前者については,結実時期に親木の周囲を刈り払い，地表面を軽く掻き起こし 

ておくと 3-.-4 か月で幼苗が発生するので,過密なところを間引きしたり，過 

疎な部分に補植するなどの手入れによって成林の見込みがある。後者について 

は，伐採跡地の地表面を掻き起こし，砂と種子を混ぜたものを坪播きすること 

により,天然下種の場合と同様に成林させる見込みはある（浅田1983)。 

成 長 

オランダ時代のインドネシアの文献をみると，1930年代にすでに早成樹種に 

加えられ，試植林の造成や各種の植栽試験が行ねれているが，残念ながらほと 

んどは原報にあたることができない。フィリピンの初期の事例では，9年生で 

胸高直径25.31cm (10.00 -'42.20cm)，樹高17.61m (9.53'-'26.70m), 15年生で 

胸高直径41.36cm (23.55' -60.00 cm)，樹高22;69 m (15.60-30.00 in）で，後者 

の場合，採材可能材積は0.939 m3としているが,他の事例と比べるととくに成 

長が良い例である（グラビア81, 82)。インドネシアでもギンネム,アカシア類 

などとの混植が試みられているが，フィリピンでも混植試験の結果が報告され 

ている。後者は単純林分での食葉性害虫の被害を軽減する目的でAibた加sp. 

と混植したもので，確かに虫害は単純林分より少なかったが，成長は混交した 

　　　

80)。ポットはや〉大型 (直径 1ocm ×深さ 23cm) のほうがよいとする報告も

ある。山出し苗の基準は苗高 20~30cm, 発芽後 3か月でこのサイズに達する

とするガイドラインと,30~45cm を標準とする資料とがある。本種はスタン

プ, 挿木でも繁殖が可能である。

植 栽
植栽間隔はさまざまであるが,比較的枝張りが大きくなる性質があるので,

土壌の良いところでは 4m ×4m を標準とし, 椿せた土壌では適宜狭くするの

がよさそ うである。 1.83m ×1.83m で植栽後 5年 して 3,66m ×3.66m まで 4段

階に抜き伐りし,9 年生,14 年生での成長を比較した試験によると,有意な差

はなかったが,残存率は広くしたほうがよく,成長量は狭いほうがよい傾向が

認め られた。イ ンドネシアでは 3m ×1.5m,3m ×2m が普通 らしい。

なお,本種が注目された特性の 1つに萌芽性が強いことがあり,早くから萌

芽更新の可能性が示唆されていたが, これについての具体的な報告は見あたら

なかった。下種更新の可能性については,天然下種と直播きが試みられている。

前者については,結実時期に親木の周囲を刈り払い,地表面を軽く掻き起こし

ておくと 3~4 か月で幼苗が発生するので,過密なところを間引きしたり,過

疎な部分に補植するなどの手入れによって成林の見込みがある。後者について

は,伐採跡地の地表面を掻き起こし,砂と種子を混ぜたものを坪播きすること

により,天然下種の場合と同様に成林させる見込みはある (浅田 1983)。

成 長
オランダ時代のインドネシアの文献をみると,1930 年代にすでに早成樹種に

加えられ,試植林の造成や各種の植栽試験が行われているが,残念ながらほと

んどは原報にあたることができない。 フィリピンの初期の事例では,9 年生で

胸高直径 25.31cm(10 ‐00~42.20cm), 樹高 17.61m(9.53~26.70m),15 年生で

胸高直径 41.36cm(23.55~60,0ocm), 樹高 22.69m(15,60~30.oom) で , 後者

の場合, 採材可能材積は 0.939m3としているが, 他の事例と比べるととくに成

長が良い例である (グラビア 81,82)。インドネシアでもギンネム,アカシア類

などとの混植が試みられているが, フィリピンでも混植試験の結果が報告され

ている。後者は単純林分での食葉性害虫の被害を軽減する目的で AZb庭如 sp.

と混植したもので,確かに虫害は単純林分より少なかったが,成長は混交した
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場合のほうが悪かった。2m ×2m の植栽で 5,5年生での成長は次のとおりで,

単純林分の蓄積は 172m3/ha, 平均年成長量は 31m3/ha であった。

別な事例では次のような成長資料も報告されている。

(dbh) (H) (v) (残存率)
Cm m m3 %

単純本木分 12・02 8・59 Q 188 36・60

混交林分 8.00 6・82 Q057 25,37

(本/ha) 唖 h)( 疑) ぷ乙 (M・̂)
Cm m m a

6年生 330 23.8〇 16.4〇 153.3〇 25.5〇

6年 1Oか月 5O5 18・75 15・95 139・25 2〇・39

1O年 7か月 37〇 25・52 16・96 ・68・85 15・96

これらの資料からも初期成長が速いことは理解できるが, サバでの調査例を

みると, 直径成長では MA1,CA1 とも 3~5 年にピークがあり, その後は増加

率が下がる。樹高成長も初めの 2,3 年が極端言;こ速く,植栽後 1年で平均 3m,

最も速く成長したものは 7か月で 8m に近かった。またこの報告では, 幹直径

に対してキ掛冠直径が大きいことも指摘している。ここで引用した報告を通して

みると, 成長には著しい幅があり, 他の早成樹種についても言えることである

が, 産地, 系統の比較試験の必要性が痛感される。収穫表はインドネシアとイ

ンドで試作的なものが刊行されているが, ここでは前者の抜粋を引用する (表

33.1) 。

また, フィリピンのルソン島中部で調べられた現存量の事例は表 33.2のと

おりである。

適 地

本種は年雨量 150mm~5,00omm の範囲で,厳しい乾季の有無に拘らず生育

できるが,最も良く成長するのは湿潤な熱帯・亜熱帯である。天然分布地域の

年平均気温は 20℃~30 ℃の範囲にある。

前述のように,本種はガレリア林やそれに続く川沿いの湿地に出現する先駆

的な樹種で, 他の遷移種と混生するだけでなく, そのようなサイトで優占する

フタバガキ科の樹種 とも混生する。 フィリピンでは,odo “ze‘essz〃フヱ磯m72αや
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414 33.1 Anthocephalus chinensis IMO* (M) (Suharlan el al. 1975) 

WA *iiiI/ha 
(m) 

J3 
NuArrill 
(cm) 

fft 
(m3/ha) 

RI ft 
44 M 

(re/ha) 

TA 
AM 

(re/ha) 

(I) 3 

6 

9 

12 

15 

18 

21 

1,300 

865 

650 
500 

400 

340 

300 

6.6 

9.4 

11.6 

13.4 

15.0 

16.2 

17.2 

7.6 
10.0 

12.2 

14.5 

16.7 

18.7 

20.5 

25 

34 

44 

53 

61 

69 

76 

2 

10 

17 

22 

25 

25 

24 

9.0 

7.7 

8.1 

8.7 

9.1 

9.4 

9.6 

(111) 3 

6 

9 

12 

15 

18 

21 

650 

415 

320 

250 

215 

190 

170 

11.4 

14.2 

16.7 

19.0 

20.8 

22.5 

23.7 

12.2 

16.2 
19.5 

23.2 

26.1 

28.7 

31.1 

44 

58 

72 

87 

101 

113 

124 

17 

24 

25 

23 

19 

17 

15 

20.3 
16.5 

15.3 

14.7 
13.9 

13.2 

12.6 

(V) 3 

6 

9 

12 

15 

18 

21 

390 

260 

190 

160 

140 

125 

115 

15.2 

19.2 

22.2 

24.8 

26.9 

28.6 

29.9 

17.0 

22.8 

28.8 

32.9 

36.8 

40.4 

43.1 

63 

88 

113 

134 

153 

170 

183 

25 

22 

17 

13 

10 

8 

7 

29.3 

22.5 

19.7 

17.6 

16.0 

14.7 

13.6 

X 33.2 Anthocephalus chinensis #5-104i42 Magi), 1989) 

3 +1 H I M 
cw- dbh *AM Mk ti`at MIA *A-M 

( /ha) (cm) (41) (t/ha) (t/ha) (t/ha) (t/ha) (111/m) (m3/ha) 

11 1,660 14.7 11 0.7 18.7 82 105 0.7 277 
13 1,440 16.9 12 4.6 22.4 93 119.6 4.8 312 

Pterospermum sp. izAlf I - 6 ‘-*.: .t 6 9 , tc Paraserianthes falcataria 

intt Z. -( F 04414 NWC 19 fljOi.E114D5144 4-1,TI, Z o

)1170tiZilllft1±, Rffigiiiho-Flue' a tpizAmA < , Arst 

Lb, 440,A \ z: biAlt, tvc , Albizia ILk ittitt 1754

OW- tt-C <VORMIltd 01MM:0g 41.-C to 
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表 33.I A 〃‘′iocゅ′ぞ〆・‘scたfiie′zsfs収穫表 (抜粋 )(Suharlan α‘",‘.1975)

地位 平均樹高 平 均 主林木 間 伐 年平均
林齢 本数/ha 胸高直径 材 横 材 積 成長量

(m) (cm) (m3/ha)(ml/ha)(m3/ha)

(1) 3 1,300 6.6 7.6 25 2 9.0

6 865 9.4 10.0 34 10 7.7

9 650 11.6 12.2 44 17 8.1

12 500 13.4 14.5 53 22 8.7

15 400 15.0 16.7 61 25 9.1

18 340 16.2 18.7 69 25 9.4

21 300 17.2 20.5 76 24 9 .6

(1]1) 3 650 11.4 12.2 44 17 20.3

6 415 14.2 16.2 58 24 16.5

9 320 16.7 19.5 72 25 15.3

12 250 19.0 23.2 87 23 14‐7

15 215 20,8 26.1lol l9 13‐9

18 190 22‐5 28.7 113 17 13‐2

21 170 23.7 31,1 124 15 12.6

(V) 3 390 15.2 17.0 63 25 29.3

6 260 19.2 22.8 88 22 22.5

9 190 22.2 28.8 113 17 19.7

12 160 24.8 32.9 134 13 17.6

15 140 26.9 36.8 153 10 16.0

18 125 28.6 40.4 170 8 14.7

21 115 29.9 43.1 183 7 13.6

表 33.2 A77"zocgp′iα叙s隣 i'卿聯 s林分の現存罰 (加茂 ほか 1989)

立木 平均 平均H 現 存 量
林齢 密度 dbh 葉量 技量 幹量 合計 葉面積 材積

(本/ha)(cm) (m)(t/ha)(t/ha)(t/ha)(L/ha)(m/m)(m3/ha)

11 1,660 14.7 11 0.7 18.7 82 105 0.7 277

13 1,440 16.9 12 4.6 22.4 93 119.6 4.8 312

P‘e7ospの“mm sp.に随伴す ることもあ り, また Pα氾 sの畝橋脚 s和‘cα卿だαと

も混生する。インドの亜熱帯湿潤林では 19種の混生種が報告されている。

川沿いの沖積土, 湿地に続く緩傾斜地の下部などで最も成長が良く,適度に

湿潤でしかも排水の良いところが適地とされており,A 坊Z21α類よりは強いが

乾燥には弱い樹種とされている。ごく若い雅樹は多少の被陰が必要とされてい
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るが，伐採跡地や林道沿い，林冠が壊され，地表が攪乱されたような場所によ 

く更新するいわゆるパイオニア樹種で，きわめて陽性な樹種である。 

病虫害 

孤立木の成長はきわめて優れているが，一斉林分をつくると食葉性害虫の被 

害を受けて成長が著しく遅れることがある。これまでに知られているのはゾウ 

ムシ(Metapocyrus spp，アhilicoptus sp.)，ハムシ（Phyんsina sp.), メイガの類 

である。穿孔虫としては，生立木，衰弱木を加害する大型のカミキリムシ 

Batocera numiton Acalolepta cerv訊a，および乾材加害のイエカミキリの仲間 

Stromatiunz barbα加mが知られている。病害としては前述の立枯病のほか，苗 

木,植栽木について線毛褐斑病が記載されている。 

文 献 

Backer, C.A. & Bakhuizen van den Brink, R .C. (1963-"68) Flora of Java. 3 volumes, 

Noordhoff, Groningen［北野(1968）による］ 

Duffy, E .A.J. (1968) A monograph of the immature stages of oriental timber beetles 

(Cerambycidae). 434 pp. British Mus. (Nat. Hist.) 

Soerianegara, I. & R .H.M.J. Lemmens, ed. (1994) Plant Resources of South-East Asia 

5 : Timber Trees (1) Major commercial timbers. PROSEA, Bogor, pp. I02~I08. 

浅川澄彦（I網3)ルit hocephalus chinensis熱帯林業No. 70:49-52 

浅田頼重（1983）南洋造林試験報告 農林出版KK，東京pp. 217-302 

加茂皓一・石塚森吉・大住克博（1989）早生樹種林とマッ林の生長解析 熱帯農業集報 

No. 65: 65-79 

北野至亮（1968）カランパヤン（1）熱帯林業No. 8 : 28-'38 

緒方 健(1976)熱帯樹の知識・カランノぐヤン 熱帯林業No. 39 : 34'35 
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るが,伐採跡地や林道沿い,林冠が壊され,地表が撹乱されたような場所によ

く更新するいわゆるパイオニア樹種で, きわめて陽性な樹種である。

病 虫害
孤立水の成長はきわめて優れているが,一斉林分をつくると食葉性害虫の被

害を受けて成長が著しく遅れることがある。これまでに知られているのはゾウ

ム シ (MB ねPoc ““sspp.P ぬ立たoかご関 sp.), ハ ム シ (弾びわs加α sp.), メイ ガ の類

である。穿孔虫としては, 生立木, 衰弱木を加害する大型のカミキ リムシ

βのocem “2の2ZZor,Ac のo‘gpfαcのりi'm, および乾材加害のイエカ ミキ リの仲間

Sおり?加数‘m 加増α"〃",が知られている。病害としては前述の立枯病のほか,苗

木,植栽木について線毛褐斑病が記載されている。

文 献
Backer, CA. & Bal<huizen van den Brink,R.C.(1963~'68)F1oraofJava.3Volumes,

Noordhoff,Groningen[ 北野 (1968) による]

Du 「ry,E.A.J.(1968)A monograph o「Lheimmaturestagesoforientaltimber beeもles

(cerambycidae).434PP.Briush Mus.(Nat.Hist.)

Soerianegara,1. & R.H.M.J.Lelmmlens,ed.(1994)P1antResourcesofSouth ‐East Asia

5 : Timber Trees (1) MajorcommerciaI Limbers.PROSEA,Bogor,pp.102~108.

浅川澄彦 (1983)A77 ‘′zocepん郷z‘sc/中形'zs鳶熱帯林業 No,70:49~52

浅m頼重 (1983)南洋造林試験報告 農林出版 KK, 東京 pp.217~302
加茂鰭一・石塚森吉・大住克博 (1989)早生樹種林とマッ林の生長解析 熱帯農業集報

No.65:65~79

北野至亮 (1968) カランパヤン (1)熱帯林業 No.8:28~38

緒方 健 (1976) 熱帯樹の知識 ・カランパヤン 熱帯林業 No.39:34~35
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31． メリナ（Gmelina) 

学名：Gmelina arborea L. 

クマツヅラ科 

石塚 森吉 

インド半島から東南アジアに自生する落葉性の高木で，高さ20-30m以上 

に達する。材は淡黄褐色，気乾比重は約0.52でやや軽軟，製材・加工は容易で 

ある。家具・建築材，単板にもされるが，造林目的としては薪炭・パルプ材生 

産が主である。初期成長が良いので造林樹種として早くから注目されたが，自 

生地では病虫害による被害が激しく，現在では主に西アフリ力や南米など本来 

自生しない地域で造林されている。Yemane, Candaharなども英名とされて 

いるが，それぞれミャンマー語，ヒンズー語起源である。なお，本文はGreaves 

(1981）による詳細なレビューに負うところが大きい。 

天然分布 

パキスタンからインド，バングラデシュ， ミャンマー， スリランカ， タイ， 

ラオス，カンボジア,ベトナム，中国南部に自生する。 マレーシア，フィリピ 

ンおよびアンダマンの島々については，自生説と導入説があるa 

乾性落葉樹林～適潤性落葉樹林に広く点生（グラビア85）し，ときに常緑樹 

林にも見られる。いわゆる先駆的な樹種で，他の天然林構成樹種と比較すると 

短命である。標高90-900 m に多いが， ヒマラヤやスリランカでは1,000m以 

上に及ぶ。東ヒマラヤ～バングラデシュ～ミャンマー北部の湿潤性混交林で最 

も生育がよい。湿潤な谷の沖積の肥沃な土壌を最も好み，サバンナでは樹形が 

低木性を帯びてくる。天然分布域の最低気温は一1-16℃以上，最高気温は38 

~48℃，年降水量は760-4,500 mm 以上と生育環境の幅は広い0 

開花・結実 

一般に自生地では，1月下旬から3.-....4月にかけて落葉する。4月頃，開葉と 

同時に開花するが，開花の時期は生育地や個体間，さらに同一花序の中でも 

様々である。核果は4~7 月頃に熟し（グラビア84)，落下後，果肉は直ちに腐 

敗する。先が尖った卵形の核は長さ1.5-'2,3 Cmで,通常2室（ときに1-3室） 
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34. メ リナ (Gmelina)

学名 Gme ‘≧?川 αγあのせα L.

クマツヅラ科

石塚 森吉

インド半島から東南アジアに自生する落葉性の高木で, 高さ 20~30m 以上

に達する。材は淡黄褐色, 気乾比重は約 0.52でやや軽軟,製材 ・加工は容易で

ある。家具・建築材, 単板にもされるが, 造林目的としては薪炭 ・パルプ材生

産が主である。初期成長が良いので造林樹種として早くから注目されたが, 白

生地では病虫害による被害が激しく,現在では主に西アフリカや南米など本来

自生 しない地域で造林されている。Yemane,Candahar なども英名とされて

いるが ,それぞれ ミャンマー語 , ヒンズー語起源である。なお ,本文 は Greaves

(1981) による詳細なレビューに負うところが大きい。

天然分布
パ キ ス タ ンか らイ ン ド, バ ング ラデ シ ュ , ミャ ンマ ー , ス リラ ンカ , タイ ,

ラオス, カンボジア, ベ トナム, 中国南部に自生す る。マ レーシア, フィリピ

ンおよびアンダマンの島々については, 自生説と導人説がある。

乾性落葉樹林~適潤性落葉樹林に広く点生 (グラビア85)し, ときに常緑樹

林にも見られる。いわゆる先駆的な樹種で, 他の天然林構成樹種と比較すると

短命である。標高 90~90om に多いが , ヒマラヤやス リランカでは 1,ooom 以

上に及ぶ。東ヒマラヤ~ バングラデシュ~ ミャンマー」ヒ部の湿潤性混交林で最

も生育がよい。湿潤な谷の沖積の肥沃な土壌を最も好み, サバンナでは樹形が

低木性を帯びてくる。天然分布域の最低気温は-1~16oC 以上, 最高気温は 38

~48qC, 年降水量は 760~4,500 mm 以上と生育環境の幅は広い。

開花・結実

一般に自生地では,1 月下旬から3~4 月にかけて落葉する。4月項, 開葉と

同時に開花するが,開花の時期は生育地や個体間, さらに同一花序の中でも

様々である。核果は 4~7 月頃に熟し (グラビア 84), 落下後, 果肉は直ちに腐

敗する。光が尖った卵形の核は長さ 1.5~2,3cm で,通常 2室 (ときに 1~3 室)
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に分かれ，それぞれに1つの種子が入っている。雨季，核果は落下してまもな 

く発芽する。 

人工造林の歴史 

本種は豊富な種子生産と活着の容易さ，さらに旺盛な初期成長と萌芽力のた 

め古くから造林樹種として注目され，バングラデシュではすでに1879年から 

造林された記録がある。しかし,バングラデシュをはじめ，インド，ミャンマー 

などの初期の造林地では， 植栽後 5-b0年間は良好な成長を示したものの， 

その後激しい病虫害を受けたために，結果的に単純林造成には適さないと見な 

されるようになった。 しかし，このような失敗例にもかかわらず，天然分布域 

外ではその後も造林の試みが続けられ, 1980年前後には少なくとも35か国に 

植栽され，うち8か国では大規模な造林が行われている。 

種子の採取と調製 

本種は若齢時から毎年のように着果する特徴をもっている。 フィリピンやブ 

ラジルでは3-5年生木からタネを採取した報告があるが，ナイジュリアでは7 

年生から健全な種子生産が始まったという。果実が熟す時期は，場所による差 

や個体差が大きい。 例えば，バングラデシュ・ミャンマー（4-6月）， インド 

(5-7月），フィリピン(5-9月），‘マレーシア（年中），ブラジル（11-2月）, 

ナイジェリア（2-4月）といった様子である0 

核果は比較的大きいので，自然に落下したものを収拾できる。新鮮なほうが 

発芽率が高い。貯蔵する場合は，果皮を水の中できれいに取り去り天日で干す。 

大量の場合は，皮むき機のようなもので果皮を取り除いて人工乾燥する。果皮 

を取り去った核を45℃で20時間乾燥すると，含水率が8- 10％に低下する。 

これを密閉容器に入れ，5℃で低温貯蔵することができる。このようにして2 

年間貯蔵した種子の発芽率は，10％前後低下するのみであるという。 

育 苗 

種子を一昼夜水浸して播きつけると一週間で発芽する。山手（1993） による 

と，種子の発芽割合は約74%,稚苗数は種子数の約1,2倍であったという。 

ポット苗の場合は箱播きして移植する方が能率的ではあるが，移植に敏感なの 

で注意を要する。 山山しは苗高15'-25 cm が良く，2 か月程で山出しができ 
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に分かれ, それぞれに 1つの種子が入っている。雨季, 核果は落下してまもな

く発芽する。

人工造林の歴史

本種は豊富な種子生産と活着の容易さ, さらに旺盛な初期成長と萌芽力のた

め古くから造林樹種として注目され, バングラデシュではすでに 1879年から

造林された記録がある。しか し,バ ングラデシュをはじめ, イ ンド, ミャンマー

などの初期の造林地では, 植栽後 5~10 年間は良好な成長を示したものの,

その後激しい病虫害を受けたために,結果的に単純林造成には適さないと見な

されるようになった。しかし, このような失敗例にもかかわらず, 天然分布域

外ではその後も造林の試みが続けられ,1980 年前後には少なくとも35か国に

植栽され, うち 8か国では大規模な造林が行われている。

種子の採取と調製

本種は若齢時から毎年のように着果する特徴をもっている。フィリピンやブ

ラジルでは 3~5 年生木からタネを採取した報告があるが,ナイジェリアでは 7

年生から健全な種子生産が始まったという。果実が熟す時期は,場所による差

や個体差が大 きい。例えば, バ ングラデシュ ・ミャンマー (4~6 月 ), イ ンド

(5~7 月 ), フィリピン (5~9 月 ), マ レーシア (年中 ), ブラジル (11~2 月 ),

ナイジェリア (2~4 月) といった様子である。

核果は比較的人きいので, 自然に落下したものを収拾できる。新鮮なほうが

発芽率が高い。貯蔵する場合は,果皮を水の中できれいに取り去り天日で干す。

大量の場合は,皮むき機のようなもので果皮を取り除いて人工乾燥する。果皮

を取り去った核を 45℃で 20時間乾燥すると, 含水率が 8~10% に低下する。

これを密閉容器に人れ,5 0Cで低温貯蔵することができる。このようにして 2

年間貯蔵した種子の発芽率は,10% 前後低下するのみであるという。

育 苗
種子を一昼夜水浸して播きつけると一週間で発芽する。山手 (1993) による

と, 種子の発芽割合は約 74%, 稚苗数は種子数の約 1.2倍であったという。

ポット苗の場合は箱播きして移植する方が能率的ではあるが,移植に敏感なの

で注意を要する。 山出しは苗高 15~25cm が良く,2 か月程で山出しができ
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る。スタンプ苗の場合は移植を避け,雨季に種子を苗床に90 個ノm2程度（30 

cm間隔の溝に播くと除草の際に便利である）播いて，発芽後間引きする。翌年 

の雨季のはじめ，山出しの際に掘り起こし,根部20cm，幹部5 cnlほど残して 

切断する。スタンプ苗には根元直径が2.55 cm以上のものを使用する。なお，本 

種は挿木も容易であるd 

かつては裸根苗も用いられたが，天候不順による植栽直後の乾燥に弱く,現 

在ではポット苗やズタンプ苗による植栽が一般的である。スタンプ苗は最も経 

済的で有効な方法で，湿度を保てば1週間は十分に保存できる。 

植 栽 

植栽にあたっては，雑草木との競争に弱いので丁寧な地拵えが必要である。 

木本類に被われた場所では全面火入れ地拵えが最も効果的であるが，それがで 

きないところでは頻繁な下刈りが必要になる（グラビア86)。チガヤが繁茂し 

た場所ではタウンャ方式で閉鎖するまで作物を植え，耕すことによってチガヤ 

の繁茂を防いだ例がある。 

植栽間隔は，小径の燃料材生産が目的ならば，1.2mX1.2m または1.8mX 

1,8m で十分であるが， より太い材を生産する場合には， さらに広い間隔が必 

要である。西アフリカのサバンナでは，2.5mX2.5m 間隔の植栽で雑草木の繁 

茂を抑える効果があるという。シエラレオーネの肥沃な土地の例では，3.5mX 

3.5m 植裁で良好に成林したが，4.5rnX4.5m では幹に欠陥が現れたという。 

間 伐 

成長が早いため植栽5年以内に最初の間伐を行うのが一般的であるが，短伐 

期のパルプ材生産が目的であれば間伐の必要はない。10年以上の回帰年でパル 

プ材と単板用材の生産を行ったブラジルの例では，植栽3, 5, 7年で間伐が行 

われた。Fox (1967）はシエラレオーネで行われた間伐の経験から，2.1 m >< 2.1 

m で植栽した場合には樹高6m で, 3.7mX3.7m で植栽した場合には樹高9m 

で最初の間伐を行うことを推奨している。 いずれも植栽後3.-..4年である。 ま 

た，樹高9m時で740本ノha, 15m時で125本ノhaを適当な本数密度としてい 

る。 
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る。 スタンプ苗の場合は移植を避け, 雨季に種子を苗床に 90個 /m2程度 (30

cm 間隔の満に播くと除草の際に便利である)播いて,発芽後間引きする。翌年

の雨季のはじめ,ー11出しの際に掘り起こし,根部 20cm, 幹部 5cm ほど残して

切断する。スタンプ苗には根元直径が 2,55cm 以上のものを使用する。なお,本

種は挿木も容易である。

かつては裸根苗も用いられたが,天候不順による植栽直後の乾燥に弱く,現

在ではポット苗やスタンプ苗による植栽が一般的である。スタンプ菌は最も経

済的で有効な方法で,湿度を保てば 1週間は十分に保存できる。

植 栽
植栽にあたっては,雑草木との競争に弱いので丁寧な地楕えが必要である。

木本類に被われた場所では全面火入れ地栴えが最も効果的であるが, それがで

きないところでは頻繁な下刈りが必要になる (グラビア86)。チガヤが繁茂し

た場所ではタウンャ方式で閉鎖するまで作物を植え, 耕すことによってチガヤ

の繁茂を防いだ例がある。

植栽間隔は, 小径の燃料材生産が目的ならば,1,2m ×1.2m または 1.8m ×

1.8m で-1-分であるが, より太い材を生産する場合には, さらに広い間隔が必

要である。西アフリカのサバンナでは,2,5m ×2.5m 間隔の植栽で雑草木の繁

茂を抑える効果があるという。シェラレオーネの肥沃な土地の例では,3.5mx

3.5m 植栽で良好に成林 したが,4.5m ×4.5m では幹に欠陥が現れたという。

間 伐
成長が早いため植栽 5年以内に最初の間伐を行うのが一般的であるが,短伐

期のパルプ材生産が目的であれば間伐の必要はない。10年以上の回帰年でパル

プ材と単板用材の生産を行ったブラジルの例では, 植栽 3,5,7 年で間伐が行

われた。Fox(1967) はシェラレオーネで行われた間伐の経験から,2.lm ×2.l

m で植栽した場合には樹高 6m で,3.7m ×3.7m で植栽した場合には樹高 9m

で最初の間伐を行うことを推奨している。 いずれも植栽後 3~4 年である。 ま

た, 樹高 9m 時で 740本 /ha,15m 時で 125本 /ha を適当な本数密度としてい

る 。
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9 22.5 239 21.5 154 17.7 100 14.0 65 10.5 40 
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成長と収量
材積表はインド (Sharma&Jain l977), マ レーシア (Sandrasegaran

l966),ナイジェリア (Greaves l978)などで作られているが,利用材積 (梢端

部や切り株を含まない) が用いられているので比較には多少注意を要する。

チークより痩せ地に耐えるが, 痩せた砂質土壌では成長が著しく落ちる。西

アフリカを例にとると, 年降水量 1,000~1,800mm の半湿潤熱帯林地;=;;で最も

成長が良いという。

成長量をみると, ナイジェリア (サバンナ地帯) の造林地 (回帰年 15年) の

平均年成長量 (MAI) では,4.4~32.om3/ha/yr と幅広い範囲を示している (表

34.1参照)。ブラジル (Jari)の造林地 (回帰年 10年 )の例では,平均年成長量

15~25m3/ha/yr である (Evans l992)。 しか し, マ レーシアでは 33,0(11 年

生)~59.5(4,5 年生)m3/ha/yr という報告があり,湿潤な地域ではこのように

かなり高い成長量を示すものと考えられる。フィリピンの比較的肥沃な立地に

おける調査例 (加茂ら 1989: グラビア 83) では, 林齢 10~13 年で年平均成長

量 (MAI)30~34m3/ha/yr であった (梢端部の材積を含む)。また, ナイジェ

リアの痩せた立地では肥沃な立地よりも早く連年成長量 (CAI) や平均年成長

量 (MAI) が最大に達するという (Greaves l981)。

更 新
皆伐による萌芽更新が一般に行われており,立地にあまり関わりなく更新が

期待できる。ナイジェリアでは, 回帰年 15年で末口直径 30cm, 長さ 3,5m の

表 34.1 ナイジェリアのサバンナ地域における収穫表 [Grcaves(1981) より抜粋]

地位 1 地位 2 地位 3 地位 4 地位 5
轡 樹高 材積 樹高 材横 樹高 材積 樹高 材積 樹高 材積

m m3/ha m m3/ha m m3/ha m m3/ha m m3/ha

3 7.5 8 6.5 6 5‐2 5 4.5 4 3.2 3

5 14‐0 61 12.0 44 10.0 31 8.0 22 6.0 15

7 20.5 147 17‐0 98 14.5 66 11.5 44 8.5 28

9 22 .5 239 21.5 154 17.7 100 1′1,0 65 10.5 40

11 29.0 326 24.7 207 20.5 131 16.0 83 12,0 50

13 32.0 403 27.0 252 22.5 157 17.5 98 12.7 59

15 34.0 471 29.0 291 23.5 180 18.5 111 13.3 66

24m ×5‐′lm 間隔で植栽された無間伐林分を対象。
直径5cm 以ドの梢端部と25cm の切り株を含まない皮なし材積。
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坑木を生産できるという。萌芽に適した切り株の高さは20cm で，萌芽後3'-'6 

か月で萌芽枝を株当たり3本に減らし，12か月で1本にする。株は最低2回の 

ローテーションを持続する。萌芽の発生は被陰下で弱まるといわれるが，マラ 

ウィでは 7-8本ノha の母樹と5年回帰の萌芽更新の組み合わせ，シエラレオ 

ーネでは25本ノhaの母樹に2年ごとの萌芽更新で成功したという（Fox 

1967)。 

病虫害 

深刻な病虫害のほとんどが天然分布域内の造林地で起こっており，虫害は病 

害よりも被害が大きく常習的である。ハムシの仲間である（】a1ope1a leayana は 

最も被害の大きい害虫で，インド北部～ミャンマーに分布する。幼虫・成虫と 

もに葉，芽，新梢を食べ，主軸を枯らしたり落葉させて，植栽木を矮形化また 

は枯死させる。 インドでは1年に約800 ha もの造林地が激害を受け放棄され 

たという。Acaん1pta cen,訊a はインド北部～ミャンマーノタイに分布し，主と 

してi-3年生の若い植栽木に被害を及ぼす。幼虫の食痕は大きな癌腫となり， 

激しいものは幹が折れるが，加齢とともに免疫となる。 その他，ゾウムシの仲 

間A Icidodes lud諺cator,グンバイムシの仲間Tingおbessoniなどが本種の重 

要害虫として知られる。なお，フィリピンやナイジェリアにおいても，食葉性 

害虫数種による苗畑や造林地の散発的な被害の報告があるq また，中南米では 

葉切りアリによる落葉被害があるが，いずれも枯死に至ることは稀である。 

病害は虫害ほど致命的なものは少ないが，インドではGnonzonia 属の病原菌 

により6年間で半径3 knl内の造林地が全滅した例が報告されている。褐斑， 

落葉から始まりやがて梢端枯れ～枯死へと至るという。 また，インドネシア， 

フィリピンでは，Pseuclocerm助ora gmeUnae による褐斑病が報告されている 

が，被害は主として乾季におこるため実害は少ないという。苗畑では500 倍の 

マンネプ剤を10日おきに3.-...4 回散布する 例、林1994)。また，ナイジェリア， 

シエラレオーネ，ガンビアでは，苗畑における根の病害が報告されている。 

文 献 

Fox, J.E.D. (1967) The growth and yield of Omelina arborea Roxb. (Yemane) in Sierra 

Leone. Commonwealth Forestry Review 46 (2): l38-144 

Greaves, A. (1978) A regional volume table for Gmelina arborea Roxb. C.F.I. Occa-

sional Papers, Commonwealth Forestry Institute, Univ. of Oxford, No. 3, 11 pp. 
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坑木を生産できるという。萌芽に適した切り株の高さは 20cm で,萌芽後 3~6

か月で萌芽枝を株当たり3本に減らし,12 か月で 1本にする。株は最低 2回の

ローテーションを持続する。萌芽の発生は被陰下で弱まるといわれるが, マフ

ウィでは 7~8 本/ha の母樹と 5年回帰の萌芽更新の組み合わせ, シェラレオ

ーネでは 25本 /ha の母樹に 2年 ごとの萌芽更新で成功 したという (Fox

l967)。

病 虫害
深刻な病虫害のほとんどが天然分布域内の造林地で起こっており,虫害は病

害よりも被害が大きく常習的である。ハムシの仲間である C扇opg卿 Zeqyα“αは

最も被害の大きい害虫で, インド北部~ ミャンマーに分布する。幼虫・成虫と

もに葉,芽,新梢を食べ,主軸を枯らしたり落葉させて,植栽木を綾形化また

は枯死させる。インドでは 1年に約 800haもの造林地が激害を受け放棄され

たという。Ac餌o‘ゅ粥 c雑踏 zαはイ ンド北部 ~ ミャンマー/タイに分布 し, 主 と

して 1~3 年生の若い植栽木に被害を及ぼす。幼虫の食痕は大きな癌腫となり,

激しいものは幹が折れるが, 加齢とともに免疫となる。その他, ゾウムシの仲

間 A‘cidodgs‘2雌節倣わ グンバイムシの仲間 TZ'2gis彰 ssの" などが本種の重

要害虫として知られる。なお, フィリピンやナイジェリアにおいても, 食葉性

害虫数種による苗畑や造林地の散発的な被害の報告がある。また, 中南米では

葉切りアリによる落葉被害があるが, いずれも枯死に至ることは稀である。

病害は虫害ほど致命的なものは少ないが, インドでは Gれomo'z幻属の病原菌

により6年間で半径 3km 内の造林地が全滅した例が報告されている。褐斑,

落葉から始まりやがて柏端枯れ~ 枯死へと至るという。また, インドネシア,

フィリピンでは,Psg “do惚冗ospo氾 鱒れ8疑れα8 による褐斑病が報告 されている

が, 被害は主として乾季におこるため実害は少ないという。苗畑では 500倍の

マンネブ剤を 10日おきに 3~4 回散布する (小林 1994)。また, ナイジェリア,

シェラレオーネ, ガンビアでは, 苗畑における根の病害が報告されている。
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35. 力エンボク（African tulip tree) 

学名：Spathodea campanulata Beauv. 

ノウゼンカズラ科 

酒井 正治 

カエンボク （火焔木）は，大きな釣鐘状の赤橙色の花が火焔のように梢頭に 

近い枝に群生するため，遠くからでも見つけることができる湿潤熱帯の成長の 

早い樹木である（グラビア87)。アフリカ西海岸から中央内陸部に自生し，その 

他の湿潤熱帯では被陰樹，庭園花木，街路樹として植栽されることが多く,材 

はほとんど利用されていない。花の形状からAfrican tulip tree, Tulipan 

Africano, Founぬin tree, Flame of the forestと呼ばれている（グラピ7 88)。 

アフリカで最も美しい花を咲かせる木の1つである。古くは18世紀に，アフリ 

カの海岸の岬で花を咲かせたカェンポクが，航海者によって記録されている。 

アフリカでは，2次林，落葉樹林，移行林,サバンナ林で普通に見られる。草地 

に最初に生える木の1つであり，ギャップや高木層の下に素早く進入してく 

る。 ザイールとウガンダでは優勢木として大規模な林分を形成する所もある 

が，せいぜい1世代までである。 

本種は通常20 m にまで達する常緑高木で，西アフリカの一部では30 m に達 

することもある0 プェルトリコでは35年生で樹高35 m ，胸高直径l,75m のカ 

エンボクが見つかっている。枝張りが大きく，被陰効果は大きい。葉は長さ20 

-'-P40cm，対生あるいは4片対生で，長さ約l0cnlの小葉4-9対からなる羽状 

複葉である。老木には板根が発達する。 

本種は陽樹で，数枚の大きい葉が展開し始めると急激に成長し，3, 4cm の 

実生苗が半年でlm に達する。プェルトリコでは，直径成長率は最高5cm/yr. 

年平均材積増加は20 m3/yrを上回る。切り株からの萌芽や挿木で簡単に繁殖 

可能である。 

分布，気候 

本種は，ガーナからアンゴラにかけてのアフリカの西海岸沿いと，そこから 

スーダン南部やウガンダまでの内陸部にかけて自生している（図35.1)。 

ンビア，コスタリカ，プェルトリコ，キューバ, ジャマイカ，スリランカなど 

コロ 

　　　

35. カエンボク (African tulip tree)

学 名 :SP α"2od 伽 cのねPの z"ね如 Beauv.

ノウゼンカズラ科

酒井 正治

カエンポク (火焔木) は,大きな釣鐘状の赤億色の花が火焔のように梢頭に

近い枝に群生するため,遠くからでも見つけることができる湿潤熱帯の成長の

早い樹木である (グラビア87)。アフリカ西海岸から中央内陸部に自生し,その

他の湿潤熱帯では被陰樹,庭園花木,街路樹として植栽されることが多く,材

はほ とん ど利用 されて いない。花 の形状 か ら African Lulip trce,Tulipan

Africano, FountainLree,F1ameoftheforest と呼 ばれ て い る (グ ラ ビア 88)。

アフリカで最も美しい花を咲かせる木の 1つである。古くは 18世紀に,アフリ

カの海岸の岬で花を咲かせたカエンポクが, 航海者によって記録されている。

アフリカでは,2 次林,落葉樹林,移行林,サバンナ林で普通に見られる。草地

に最初に生える木の 1つであり, ギャップや高木層の下に素早く進入 してく

る。ザイールとウガンダでは優勢木として大規模な林分を形成する所もある

が, せいぜい 1世代までである。

本種は通常 20m にまで達する常緑高木で,西アフリカの一部では 30m に達

することもある。プエルトリコでは 35年生で樹高 35m, 胸高直径 1,75m のカ

エンボクが見つかっている。枝張りが人きく,被陰効果は大きい。葉は長さ 20

~40cm, 対生あるいは 4片対生で,長さ約 1ocm の小葉 4~9 対からなる羽状

複葉である。老木には板根が発達する。

本種は陽樹で, 数枚の大きい葉が展開し始めると急激に成長し,3,4cm の

実生苗が半年で lm に達する。プエルトリコでは,直径成長率は最高 5cm/yr,

年平均材積増加は20m3/yrを上回る。切り株からの萌芽や挿木で簡単に繁殖

可能である。

分布, 気候

本種は, ガーナからアンゴラにかけてのアフリカの西海岸沿いと, そこから

スーダン南部やウガンダまでの内陸部にかけて白生している (図 35.1)。 コロ

ン ビア , コ ス タ リカ , プ エル トリコ , キ ューノぐ, ジ ャマ イ カ , ス リラ ンカな ど
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図35. 1 カエンボクの天然分布U.K. Francis (199の より］ 

の湿潤熱帯地域の全体にわたって，主に景観用として広く植栽されている。 

天然分布地域は,最寒月の平均温度が27C，最暖月の平均気温が30℃と非 

常に年較差が少ない。多少涼しい環境でも生育できるけれども,霜にはやられ 

やすい。たかだか1,000 mm の年平均降水量の地域でも生育できるが，L300 

mnlあるいはそれ以上あれば十分な成長が期待できる。 プェルトリコの例で 

は, 1,600 から2,000 mm の地域で最も成長がよい。落葉が起こるような1 -3 

か月間の乾季がある地域においても，降雨が年を通して均等に降る地域におい 

てもよく成長する。海岸から標高1,200m までの広い範囲で生育する。 

適 地 

本種は,肥沃で，深くて水はけのよいローム（壌土）で最もよく成長するが， 

土地要求度はそれほどでもない。例えば，土性はローミーサンド（埴質砂土） 

からクレイ（埴土）まで，pHは4.5 から8.0 まで,水はけについては少し悪い 

所から極めてよい所までと適応の幅が大きい。非常に侵食された場所でさえ生 

育する。斜面の傾斜は制限要因にはならないようである。しかしながら，樹形 

や成長率は生育が困難な場所では極端に悪くなる。強風によって大枝や幹の折 

損や倒伏が起こりやすい。 
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図 35.1 カエンポクの天然分布 [J.K Francis(1990) より]

の湿潤熱帯地域の全体にわたって,主に景観用として広く植栽されている。
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か月間の乾季がある地域においても,降雨が年を通して均等に降る地域におい

てもよく成長する。海岸から標高 1,200m までの広い範囲で生育する。

適 地

本種は,肥沃で,深くて水はけのよいローム (壌土)で最もよく成長するが,

土地要求度はそれほどでもない。例えば, 土性はローミーサンド (埴質砂土)

からクレイ (埴土) まで,PH は 4.5から8.0まで, 水はけについては少し悪い

所から極めてよい所までと適応の幅が大きい。非常に侵食された場所でさえ生

育する。斜面の傾斜は制限要因にはならないようである。しかしながら,樹形

や成長率は生育が困難な場所では極端に悪くなる。強風によって大枝や幹の折

損や倒伏が起こりやすい。
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開花・結実・種子 

オープンな場所で生育したカェンボクは，およそ5m の高さになると花を着 

け始めるプェルトリコの例もあるが，もっと大きくなってから開花するのが普 

通である。 西アフリカのナイジェリアでは 7'-- 12月にかけて開花するとされ 

るが，アフりカ南部では秋～冬，カリブ海では晩冬～初夏に開花する。 また， 

数には変動があるが,花を年中つける地域もある。 

花は径5--8cm，長さ約10cm，釣鐘状の形をし，総状花序を形成し，赤橙色 

の花を密生する。黄色の変種もゴールドコーストで報告されている。密生した 

花の集団から，長さ15-25cm の褐色の舟形のさや（莢）が1-4個形成され 

る。開花から5か月位で成熟し，裂開して種子を落とす。種子は薄く平らで, 

薄膜状の翼をもっているため，風で何lOOm も飛ぶことができる。濃褐色に 

なったさやをつみとり,風乾し，裂開したさやから種子を効率的にとることが 

できる。1 kgには約125,000 粒の種子が含まれている。 

育 苗 

数少ない育苗例によれば，発芽はたかだか2 日で始まり，発芽率は約38％で 

あった。発芽しかけた幼茎はもろいので，少量のピートか細かい砂以外は被せ 

るべきでないし，また強い雨にもさらしてはいけない。50％の被陰下で2か月 

育て，葉が展開し始めたら25％の被陰下に移植し，植栽できる苗丈（約35cm) 

になるのにさらに5か月を要した。 ただし，もう少し光を与えればこの期間を 

短縮できるであろう。なお栄養繁殖は，挿木あるいは根株の萌芽から容易に行 

える。直径8-lOcm，長さ60cm のよく木化した枝を挿穂とするのが発根が最 

もよく,発根率は88-91％で, きわめて健全な萌芽が得られた。 

天然更新 

落ちた種子は裸地や草地，雑木林で容易に更新する。急速な成長には十分な 

陽光が必要であるが，稚樹や幼齢木は，初期の2次林の林冠の下で数年は生き 

残ることができる。低密度林分（断面積合計5-40 m2/ha）や林内ギャップで 

は,数枚の大きい葉が展開し始めると急速に成長し，3, 4cmの稚樹は半年で1 

m に達する。 ベネズェラでは14か月で3nlに達した報告例がある。 十分な種 

子源に近い攪乱された場所には稚樹が密生するが，自然淘汰によって大量に枯 

死し，巧年生以上では1,000-3,000 本ノha が生き残る。たまに，純林を形成す 
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オープンな場所で生育したカエンポクは, およそ 5m の高さになると花を着

け始めるプエルトリコの例もあるが, もっと大きくなってから開花するのが普

通である。 西アフリカのナイジェリアでは 7~12 月にかけて開花するとされ

るが, アフリカ南部では秋~ 冬, カリブ海では晩冬~ 初夏に開花する。また,

数には変動があるが,花を年中つける地域もある。

花は径 5~8cm, 長さ約 1ocm, 釣鐘状の形をし,総状花序を形成し,赤燈色

の花を密生する。黄色の変種もゴールドコーストで報告されている。密生した

花の集団から, 長さ 15~25cm の褐色の舟形のさや (英) が 1~4 個形成され

る。開花から5か月位で成熟し,裂開して種子を落とす。種子は薄く平らで,

薄膜状の翼をもっているため, 風で何 loom も飛ぶことができる。濃褐色に

なったさやをつみとり, 風乾し, 裂開したさやから種子を効率的にとることが

できる。 lkg には約 125,000粒の種子が含まれている。

育 苗
数少ない育苗例によれば,発芽はたかだか 2日で始まり,発芽率は約 38% で

あった。発芽しかけた幼茎はもろいので, 少量のビートか細かい砂以外は被せ

るべきでないし, また強い雨にもさらしてはいけない。50% の被陰下で 2か月

育て,葉が展開し始めたら25% の被陰下に移植し,植栽できる苗丈 (約 35cm)

になるのにさらに 5か月を要した。ただし, もう少し光を与えればこの期間を

短縮できるであろう。なお栄養繁殖は,挿木あるいは根株の萌芽から容易に行

える。直径 8~1ocm, 長さ 60cm のよく木化した枝を挿穂とするのが発根が最

もよく, 発根率は 88~91% で, きわめて健全な萌芽が得られた。

天然更新
落ちた種子は裸地や草地,雑木林で容易に更新する。急速な成長には十分な

陽光が必要であるが,稚樹や幼齢木は,初期の 2次林の林冠の下で数年は生き

残ることができる。低密度林分 (断面積合計 5~1om2/ha) や林内ギャップで

は,数枚の大きい葉が展開し始めると急速に成長し,3,4cm の稚樹は半年で l

m に達する。ベネズエラでは 14か月で 3m に達した報告例がある。十分な種

子源に近い擾乱された場所には雅樹が密生するが, 自然淘汰によって大量に枯

死し,25 年生以上では 1,000~3,000本 /ha が生き残る。たまに, 純林を形成す
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ることがあるが，たいていは耐陰性の強い2次林樹種にとって代わられる。例 

えばプェルトリコでは，カェンボクの成熟林分は，優良材がとれるGuarea 

guidon加 によってしばしばとって代わられる。 

オープンな場所では盛んに更新するため，牧草地，多年生作物の耕作地，都 

市部の空き地などにおいてはしばしば厄介者扱いされる。繰り返される萌芽を 

抑えたり，木を殺すのに，ガードリング（巻枯らし） は有効な手段である， 

成 長 

本種の成長は著しいという情報以外は，成長に関する情報は世界的に少な 

い。プェルトリコにおける，土壊タイプの異なる，20-25年生の4天然更新林 

分の調査結果では，平均樹高が18---27m,平均胸高直径が34'--46 cm，断面積 

合計が41-74 m2/haの範囲であった（表35. 1)。直径成長率は最高で5cmノ 

yr,材積増加は20 m3/yrを上回るようにおもえる。もしもファイバーかチップ 

を生産するのであれば，2 m X 2 m の狭い植栽間隔で，6年のローテーション 

で，合理的な管理ができるかもしれない。 

病虫害 

ウガンダでは，程度は分からないが，2 種の鱗翅類昆虫（lepidopterous）と 

2 種のシロアリと1種の樹皮甲虫による被害が報告されている。プェルトリコ 

ではHomoptera, Lepidoptera, Hymenoptera, T hysanopteraの9種の昆虫 

が，深刻ではないが，種々の部分を食害すると報告されている。傷や枝の切り 

口から菌に感染し，根元腐れ，心腐れが起こりやすい。特に火事にあった20-' 

25年生以上の木で多い。 

さらに，病虫害ではないが，牧草地にはえる若木は，牛や野生の草食動物に 

表35. 1 20-25年生カェンボクの4 林分の概況（プェルトリコ〕 

にK. Francis (1990）より〕 

試験地 土 壌 胸高直径 
cm 

樹高 
m 

立木密度 
4致/ha 

Vega Baja インセプティソル 33.7土5.8 18.1士0.7 1846 

Guaynabo I ウルティソル 35.4土4.3 21.8士1.5 1432 

Guaynabo II インセプティソル 43.5士2.9 26.5士0.7 2769 

BaI・celoneta オキシソル 45.8土2,7 21.3±0.3 350* 

中：間伐を実行 

断面積合計 
m '/ha 
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ることがあるが, たいていは耐陰性の強い 2次林樹種にとって代わられる。例

えばプエル トリコでは, カエンポクの成熟林分は, 優良材がとれる Gzmだα

g頭ぬれ血によってしばしばとって代わられる。

オープンな場所では盛んに更新するため, 牧草地, 多年生作物の耕作地, 都

市部の空き地などにおいてはしばしば厄介者扱いされる。繰り返される萌芽を

抑えたり, 木を殺すのに, ガードリング (巻枯らし) は有効な手段である,

成 長

本種の成長は著しいという情報以外は,成長に関する情報は世界的に少な

い。プエルトリコにおける,土壌タイプの異なる,20~25 年生の 4天然更新林

分の調査結果では,平均樹高が 18~27m, 平均胸高直径が 34~46cm, 断面積

合計が 41~74m2/ha の範囲であった (表 35.1)。直径成長率は最高で 5cm/

yr,材積増加は 20m3/yr を上回るようにおもえる。もしもファイバーかチップ

を生産するのであれば,2m ×2m の狭い植栽間隔で,6 年のローテーション

で, 合理的な管堺ができるかもしれない。

病虫害
ウガンダでは, 程度は分からないが,2 種の鱗超類昆虫 (lepidopterous) と

2種のシロアリと 1種の樹皮甲虫による被害が報告されている。 プエルトリコ

で は H o m optera,Lepidoptera,Hymenoptera,Thysanoptera の 9 種 の 昆 虫

が, 深刻ではないが, 種々の部分を食害すると報告されている。傷や枝の切り

口から菌に感染し,根元腐れ,心腐れが起こりやすい。特に火事にあった 20~

25年生以上の木で多い。

さらに,病虫害ではないが,牧草地にはえる若木は,牛や野生の草食動物に

表 35.1 20~25 年生カエンポクの 4林分の概況 (プエルトリコ)
〔JK.Francis(1990) より〕

試験地 土 壌 胸高直径
cnl

樹高 立木密度 断面積合計
m 本数 /ha m2/ha

VegaBaja

Guaynabo I

Guaynabo lI

Barceloneta

インセプティソル

ウルティソル

イ ンセプティソル

オキシソル

33.7 士 5.8

35.4 ± 4.3

43.5 ± 2.9

45.8 ± 2,7

18.1 ± 0.7

21.8 ± 1.5

26.5 ± 0.7

21.3 ± 0.3

1846 51

1432 41

2769 74
350* 53

*:間伐を実行
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餌として葉を食べられる。道路や家屋の近くの木の大枝や幹は意外な折れや倒 

木を引き起こすため，腐りや空洞が見つかったら，すぐに木を取り除く必要が 

ある。 また，強い風でも折損しやすい。 

用 途 

本種は公園や庭園の景観や被陰にとって有用である。 フェンスの支柱として 

生け垣にも使われる。また，旺盛な成長力のために攪乱された土地を回復する 

のに有効であろう。 

材色は，クリームがかった白から黄褐色である。乾燥によって黄褐色あるい 

は明るい褐色に変色する0 材は軟らかくて軽く，加工しやすい。比重はガボン 

でO.30-'O.45 g/cm3，フィリピンで0.24-'O.27 g/cm3，プェルトリコで0.26gmノ 

cm3などの値が報告されている。かなり簡単に，鋸で切り，カンナをかけ，穴を 

あけることができる。これまで大量に使われることはなかったが，簡単な木工 

細工，木枠，セメント型枠に適している。 また，パーティクルボードやその他 

の複合ボードに利用可能である。ファイバー特性から，パルプの製造にも好都 

合であることが分かったが，白くするために大量の漂白剤が必要である。材は 

非常に燃えにくいため，薪には全く適さない。事実，アフリカでは炉の周りの 

ふいごなどの構造物に使われている。 

植物体の種々の部分は，アフりカの民間療法や魔法に使われてきた。例えば， 

動物を殺すために，果実の中央にある固い部分から毒をとりだしたと伝えられ 

ている。幹の組織にサポニンが含まれることも知られている。 
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No. 32. 5 pp. 

　　　

餌として葉を食べられる。道路や家屋の近くの木の大枝や幹は意外な折れや倒

木を引き起こすため,腐りや空洞が見つかったら, すぐに木を取り除く必要が

ある。また, 強い風でも折損しやすい。

用 途
本種は公園や庭園の景観や被陰にとって有用である。フェンスの支柱として

生け垣にも使われる。また, 旺盛な成長力のために撹乱された土地を回復する

のに有効であろう。

材色は, クリームがかった白から黄褐色である。乾燥によって黄褐色あるい

は明るい褐色に変色する。材は軟らかくて軽く, 加工しやすい。比重はガボン

で 0.30~0.45g/cm3, フ ィ リピ ンで 0.24~0.27g/cm3, プ エル トリコで 0.26gm/

cm3 などの値が報告されている。かなり簡単に,鋸で切り,カンナをかけ,穴を

あげることができる。これまで大量に使われることはなかったが, 簡単な木工

細工 , 木枠 , セメント型枠に適 している。また, パーティクルボー ドやその他

の複合ボードに利用可能である。ファイバー特性から, パルプの製造にも好都

合であることが分かったが, 白くするために大量の漂白剤が必要である。材は

非常に燃えにくいため, 薪には全く適さない。事実, アフリカでは炉の周りの

ふいごなどの構造物に使われている。

植物体の種々の部分は,アフリカの民間療法や魔法に使われてきた。例えば,

動物を殺すために,果実の中央にある固い部分から毒をとりだしたと伝えられ

ている。幹の組織にサポニンが含まれることも知られている。

文 献
Francis,J.K.(1990)SP α放 ode α cのれ,Pの躍如加 Beauv.ITF TropicaI SilvicsSeries

No.32,5PP.
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C, I 
(,klz It111111*8.1) 

(1) 

Acacial 104--118 

Acacia aneura 106, 108, 110, 114, 115, 

116 

A. argyrodendron 106, 108, 110, 116 

A. aulacocarpa 106, 108, 110, 112-114, 

115, 116 

A. auriculiformis 91, 107, 112 

A. bidwillii 106, 108, 109, 110, 116 

A. burrowii 106, 108, 110, 116 

A. cambagei 106, 108, 109, 110, 114, 116 

A. catechu 96 

A. cincinnata 106, 107, 108, 110, 113, 116 

A. crassicarpa 106, 107, 108, 110, 

112-114, 116 

A. cyclop 105 

A. falciformis 106, 108, 110, 116 

A. fasciculifera 106, 108, 110, 116 

A. harpophylla 106, 108, 109, 110, 114, 

115, 116 

A. holosericea 105, 113 

A. irrorata 106, 108, 111, 114, 116 

A. lebbeck 118 

A. leptocarpa 106, 108, 111, 116 

A. maidenii 106, 108, 111, 114, 115, 116 

A. mangifint 92, 107, 112 

A. mearnsii 104, 105, 106, 108, 109, 111, 

113-118 

A. melanoxylon 113 

A. monticola 105 

A. neriifolia 106, 108, 111, 116 

A. oraria 113 

A. pendula 106, 108, 111, 114, 115, 116 

A. pennatu la 9 

A. polystachya 106, 108, 111, 113, 116 

A. pruinocarpa 106, 108, 111, 116 

A. rothii 106, 108, 111, 113, 114, 116 

A. salicina 106, 108, 109, 111, 116 

A. saligna 113 

A. shirleyi 106, 108, 111, 116 

A. silvestris 106, 108, 111, 116 

A. simisii 105 

A. storeyi 113 

A. tephrina 106, 108, 111, 116 

A. torulosa 106, 108, 111, 114, 115, 116 

A. tumida 106, 108, 111, 113, 114, 116 

Adansonia digitata 199 

Adina cordifolia 96 

Agathis robusta 67-71 

A. robusta subsp. nesophila 67 

Agati grandijlora 170 

Ageratum houstonianUM 123 

A lbizia 11 132, 142, 165, 241, 243 

Albizia falcataria 15, 119, 144 

A. falcata 144 

A. julibrissin 132 

A. lebbeck 119-124 

A. saman 165 

A. procera 96 

Andira inennis 125-130, 138 

A. jamaicensis 125 

Anthocephalus chinensis 15, 237-243 

A. cadamba 237 

A. indicus 237 

Anthoshorea %O 90 

Araucaria 1r17 42-66 

Araucaria angustifolia 42, 43-52 

A. araucana 42, 43, 52-54 

A. balansea 43 

A. beccarii 43 

A. bernieri 43 

A. bidwillii 43, 54-'55 
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学 名 索 引
(太字は解説樹種頁)

(1)植 物
Acoc 餌属 104~118

Acqc ね α刀e“打Q I06,108,.lo,114,115,

116

A. α質gymdB 刀α7Iり7z 106,108,110,116

A. αz"αcocのりα 1〇6,1〇8,11 〇,112~114,

115,116

A. 似‘“c“‘がo“'zfs 91,107,112

A.0ldz “"" 106,108,109,110,116

A ・わ“γ〆ozりfZ 106,108,110,116

A ・cαmb αg“ 106,i08,109,110,114,116

A.co 云ec′粥 96

A.c"zc あれα卿 106,107,108,110,113,116

A.cmssic αγPα 106,107,i08,110,

112′YI14,116

A.cyc 幻や 105

4, 危に新o“〃Zs l06,108,110,116

A. た scic賜新e惚 106,108,110,116

A. ′zQ7POのカメ奴 106,108,109,110,114,

115,116

A. たo‘oserice α 105,113

A. かr○“復如 106,108,111,114,116

4. 加わりeC克 118

A. 定めむocの学閥 106,108,111,116

4.7′mid87 ・まま 106,108,111,114,115,116

A. “zαれgi似“z 92,107,112

4. “zeα“2sil l04,105,106,108,109,111,

113~118

A. “zg‘αれoヱγ‘○7ヱ 113

A ・m のヱ#co ね ・05

A.7 牌γZ新o疑α 106,108,111,116

　　　　　　　 　　　

4,Pe “〆“友 106,108,111,114,115,116

　　　　　　　　　　 　

A.Po かsi悶cれyα 106,108,111,113,116

A.Pr 覆れocのめα 106,108,111,116

A.γo‘hil l06,108,111,113,114,116

A.S α‘ZCZ力α 106,108,109,111,116

A.sd 腐れα 113

4.s た青‘eyご 106,108,111,116

A.S" “8Sね『応 106,108,111,116

A.s わ'7あまZ I05

A.sf の吃≧ツi l13

A. ‘@ID′zγわiα l06,108,111,116

A. ごor"‘osα 106,108,111,114,115,116

A.乙の刀ムメα 106,108,111,113,114,116

Ad のiso柳αα愈立α奴 199

Adi'iα,com がo疑α 96

Ag 復砿 is m わz‘sね 67′~71

A.rob 鱈s如 subsP ‐ァzgsoか zfね 67

A 郡z寡厚咽閉中粥o'暇 170

Ag 杉者口れ〃刀′zo役sfo,zfの z"ア力, 123

AZbf嬢α属 132,142,165,241,243

A の皮ね万餌cα奴だQ15,119,i44

A. 知‘cα如 144

A.ノ""わrissおz132

A. 霧ウわec庵 119′~124

A.s の〃の z165

A.proce 省口 96

A7zd"" わzgr,刀禽 125′Y130,138

A. 〆の ,2αたβ,才s言s 125

A “肋 ocg力カα粥 sc 崩 7z87zsfs 15,237~243

A.c α(ZQ粥わα 237

4.i' 扇ぎc“s 237

Anthoshorea 節 9O

Am “cα“α属 42~66

Amz ‘coriαの増 "sz新o‘前 42,43~52

A. α賃往復czz“α 42,43,52 ′Y54

A. わα‘の iseα 43

4. わ8CcαγiZ 43

4. わer月形燭 43

A ・わfdzり“霜害 43,54′Y55
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A. biramulata 43 

A. brasiliana 43 

A. columnalis 43 

A. cunninghamii 42, 55-61, 70 

A. excelsa 42, 65-66 

A. heterophylla 42, 65 

A. humboldtensis 43 

A. hunsteinii 42, 43, 61-64 

A. klinkii 42, 61 

A. muelleri 43 

A. rulei 43 

Archidendropsis M 144 

Arceuthobium occidentale 32 

Artocarpus e 75 

Artocarpus altilis 75-80 

A. chaplasha 97 

A. communis 76 

A. incisus 76 

Australes eire 2 

Bauhinia retusa 96 

Bidens biternata 123 

Bombacaceae f4 199 

Bombaxe 199 

Bombax buonopozense 199 

B. ceiba 97 

B. costalum 199 

B. malabaricum 199 

Bunya 42 

Bursera simaruba 182-186 

Caesalpinioideae mile 149 

Caribaea rd 7 

Cecropia schreberiana 138 

Ceibae 199 

Ceiba pentandra 199-202, 237 

Cercidiume 150 

Cercidium floridium. 149 

C. microphyllum 149 

Chaenomeles sinensis 159 

Chamaecyparise 40 

Chukrasia velutina 97 

Chusquea sp. 49 

Clerodendron viscosum 101 

Colymbea kti 42 

Cupressus M 34-41 

Cupressus arizonica 34 

C. benthamii 35, 40 

C. duclouxiana 34, 35 

C. funebris 36 

C. lambertiana 35 

C. lindleyi 34, 40 

C. lusitanica 34-40 

C. macrocarpa 34-40 

C. sinensis 34 

C. torulosa 34 

Cuscuta M 198 

Cyrilla racemiflora 138 

Dacrycarpus te 72 

Dacryodes excelsa 138 

Dalbergia 159 

Dalbergia cochinchinensis 159 

D. sissoo 96 

Diospyros ebenum 159 

Diploxylon 4fi« 19 

Dipterocarpus 1ffi 89 

Dryobalanoides ifi 86, 87, 88, 90, 91 

Dryobalanopse 86 

Durioe 199 

Enterolobiume 132, 165 

Enterolobium cyclocarpum 131-136 

E. cyclocarpum var. perota 131 

E. saman 132, 165 

E. schomburgii 131 

Eucalyptus e 219 

Eucalyptus camaldulensis 91, 211, 215, 

216, 217 

E. citriodora 215 

E. deglupta 15, 206, 209-214, 224, 225 

E. globulus 215 
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A. 鰯劣の“"加卿 43

A, わ者zzs"!の 2α 43

A.co ‘"'刀7zα‘fS 43

A,cm けばァ埋れのれ滋 42,55~61,70

A,e 〆cg鳶α 42,65~66

A. ′iezem 少々 y" α 42,65

A. 九綿“め o‘α彰"sis 43

A. れmiszei7z# 42,43,61 ′~64

A, た‘粥なiZ 42,61

A.7m ‘e“e“ 43

　　　　　　　 　　

A たmd 鋤α7Dpsis属 i44

Ar じ8""zooi “m occid の法αZe 32

Arfo 仰ゆ服 属 75

Arzoc のめ“s郷 #‘Zs 75~80

A,c 力α力ねsたα 97

A.c の嘱鎚綿7zis 76

A."zds"s 76

Australes 亜節 2

8α“れZ“ね名覆"Sα 96

βidg′zs鋭解r,zα『α 123

Bombacaceae 科 199

Bomb α%属 199

Bomb αズウ“の zo力Qze打sg l99

β.Ceib α 97

β.cos 如‘“m l99

β.?“αぬりαγた綿粥, 199

Bunya 節 42

β“れ沼れzzsゐ“超れzbα 182^v186

Caesalpinioideae 亜科 149

Caribaea 節 7

Cecro の超 sc九氾 OBデiQ打α 138

Cei加属 199

Ce めα Pe算ZQ2zd・〆α 199~202,237

Ceに紡ぎ紛れ属 150

Ce冗姻 Zimz方oばα粥伽 149

C,micro われγ"2" れ 149

Cho の zの刀8fes si“の郎鳶 159

Cれαm 解け夢αγis属 40

C′2“虚名z2郡αり郷て“おiα 97

Cれ"sq “fzα sp, 49

C!""○αのーα“リガジ禽cos綿m 10・

Colymbea 節 42

CIの牌 ssz‘s属 34~41

C綿p省eSs役sq だ2の zに濁 34

G わe7zf方の刀錦 35,40

C. α似cね zは Zの zα 34,35

C.声mzgbris 36

C.‘の刀bergfα“α 35

C.# “α‘eyZ 34,40

C.‘〃s立α'zicα 34′Y40

C.7 ねαcrocqrpo, 34~40

C.sZ7zgブzsZs 34

C.fo γ“‘osα 34

C"sczαα属 198

Cyrf‘加 地cg''}塀 om 138

Dαc7ycαゆ“s亜属 72

DQcryodgse ズcgなα 138

D彰膨7g縦属 159

DQ の ezg ね coc′zi,zc力おze,zsis 159

D.S1ssoo 96

D 幻 sカツros eoのzmァ2 159

　　　　　　　　　　　 　　

Dめむ卵鑑αゆ“s属 89

Dryobalanoides 節 86,87,88,90,9I

Dか obqね〃叩 s属 86

D僻ま○属 199

β7zZB〆o‘obi"'“,属 132,165

E れ彰 m‘o鏡 "m cycfoc αゆ“加 131~136

β.cycZoc のめ閉 ,z var.Pero 奴 131

E,s α榊α刀 132,165

鼠 sc力omb 似zgil 131

虚数 z初 D‘2‘s届 219

β“m 御膳 "sc の〃α焔“‘のzsis 91,211,215,

216,217

β,c" “odo惣 215

β.d昭r‘“Pね 15,206,209~214,224,225

β,gのり2‘如s 215
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E. grandis 215 

E. microtheca 215 

E. tereticornis 215-220 

Eusideroxylon malangai 81 

E. zwageri 81-85 

Eutacta 42 

Euterpe globosa 138 

Ficus religiosa 94 

Flemingia chappar 101 

Geoffroya inermis 125 

Gmelina arborea 244-249 

Guarea guidonia 138, 253 

Hopea Iffi 86-93 

Hopea irri 87 

Hopea acuminata 87 

H. altocollina 87 

H. andersonii 87 

H. basilanica 87 

H. beccariana 87, 91 

H. cagayanensis 87 

H. celebica 87 

H. cernua 87 

H. dasyrrhachis 87 

H. dryobalanoides 86, 87 

H. dyeri 87, 88 

H. ferrea 87, 88, 90 

H. ferruginea 87 

H. forbesii 87 

IL foxtvorthyi 87, 90 

H. glabrifolia 87 

H. glaucescens 87 

H. gregaria 87 

H. griffithii 87 

H. helferi 87, 90, 91 

H. iriana 87 

H. kelantanensis 87 

H. latifolia 87, 90 

H. malibato 87 

H. mengarawan 87, 90, 92 

IL 

H. 

H. 

H. 

H. 

H. 

H. 

IL 

H. 

IL 

IL 

H. 

H. 

H. 

H. 

H. 

H. 

H. 

H. 

H. 

montana 87 

myrtifolia 87, 88 

nervosa 87, 90, 91 

nutans 86, 87 

odorata 87, 89, 90, 91, 92 

papuana 87 

pachycarpa 86 

pedicellata 87 

pentanervia 87 

philippinensis 87 

pierrei 87, 88 

plagata 87, 90 

pubescens 87 

refdiformis 91 

sangal 87 

semicuneata 87 

subalata 89, 90 

sublanceolata 

treubii 87 

vesquei 87 

87 

Inga dulce 155 

I. fagifolia 137-142 

I. laurina 138 

I. vera 138, 140, 141 

Indigofera pulchella 101 

Intermedia 42 

Khaya Iffi 187-192 

Khaya anthotheca 187 

K. grandifoliola 187, 188 

K. ivorensis 187, 188 

K nyasica 188-192 

K. senegalensis 187-192 

Leguminosaef4 104, 143 

Leucaena leucocephala 211 

Lonchocarpus staudii 125 

Madhuca indica 96 

Magnolia splendens 138 

Mallotus philippensis 101 

Michelia champaca 97 
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E.gm アzαゐ 215

β.mic 打oz為ec江 215

8. 彰だ ;ZCOメアヱ鳶 215′Y220

β似s殻 8者り%ツ‘o7z m α‘の zgzzZ 81

β.れりαggri 81′Y85

Eutacta 節 42

三表‘tg′のeg ねわosα 138

ぞicz‘sr〆Zgiosα 94

野Zの'zi'ig!α c′mpp αγ 10I

Geoが劣oyαおze7つ刀ぉ 125

Gmg は?超 αγゎoだきα 244~249

G" α舵辺 gzddo,zf α 138,253

風物 eα属 86~93

Hopea 節 87

五ho力eααc琵ァ欄“αZα 87

11. 餌とoco‘‘≠'m 87

11.の zders の z“ 87

三Z.わα"‘の zicα 87

ZZ.わeccαγねァzα 87,91

11.cog 口ymz の zsfs 87

　　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　 　　

五【.dγyoわα‘の zo溺 es 86,87

そZ,dye γZ 87,88

互 角 rだα 87,88,90

互 た岩川gi'zeQ 87

丑.尤 rゎBSまま 87

互 角 %zりor鉱“ 87,90

互 gに房新o‘ね 87

上Z g毎 "cesc の 2s 87

　　　　　　　　　　 　　

月 gri姉【煽ぎ 87

互 たe折8rZ 87,90,91

ヱヱまずね?m 87

上Z. 昭々の“α7zの燈まs 87

互‘餌がo‘ね 87,9O

ZZ‐m α疑わαの 87

上Z‐mg,igq 貿om αァz 87,90,92

云Z 2ァの 7zzの 2α 87

且 myr‘新o"α 87,88

亙.'zgr〃osα 87,90,91

ヱヱ.フZzはの zs 86,87

ZZ.odo 〆○加 87,89,90,91,92

丑 .PQP" の 2α 87

亙 .P αc′z,ymゆα 86

亙.Pe姫鱒 "餌α 87

亙.P 桝耳の igr災α 87

互.P′“‘めP加伽 sis 87

亙 .P1eme! 87,88

丑 Pねgα加 87,90

　　　　　　　　　 　　

息 だ頻αがomz 鳶 91

　　　　　　　　　　 　　

1Z,s 切れに““eα如 87

三Z.s “わα加ね 89,90

三Z.s 綿災の zGBo如ごα 87

三Z.鉾8“わまま 87

　　　　　　　　　 　　

わ2gロメ“kg 155

Z 超 gがo寡α 137~142

　　　　　　　 　　　

上り8者α 138,140,141

力zd屯o兎 mp 〃‘c棚 "α 101

lntermedia 節 42

Kねαッα属 187~192

此方αyαのばれo功eoα 187

K.gm72 αがoZio‘α 187,188

五こ・まりoれ2′zsis 187,188

月こ.刀yαsicα 188′~192

あ【 sのzegα‘ez?zsis 187′Y192

Leguminosae 科 104,143

乙e"c α8,娘 解“cocePA 似α 211

Lのにれocαγp“ss 如"dZZ125

肋厄α′z"Cαま“αic復 96

ゐ仏αg7zo‘幻 sp毎ァ縦872s 138

叱郷鳶o‘"sP た"めPe“sis loI

Adicカメ辺 cたの刀力αCα 97
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Micropholis garcinifolia 138 

Mimosoideae 4144 104 

Mimosa dulce 155 

M. lebbeck 119 

M. sirissa 119 

Narenga porphyrocoma 101 

Naucleaceae Jfif4 237 

Neolanzarckia cadamba 237 

Nothofagus ffi 53 

Ochroma iffi 199 

Octomeles sumatrana 203208, 237 

Oocarpa rri 1, 2, 19 

Paraserianthes IX 144 

Paraserianthes falcataria 143-148, 242 

Parkinsonia aculeata 149--154 

Patula!IM 2, 19 

Pinus fili 2 

Pinus caribaea 2, 3, 4, 5, 6, 7-18, 25 

P. caribaea var. bahamensis 8, 11, 15 

P. caribaea var. caribaea 8, 11 

P. caribaea var. hondurensis 2, 9, 10, 11, 

14, 15 

P. elliottii 7, 15, 25 

P. greggii 20 

P. insignis 26 

P. kesiya 4, 12, 13, 15, 16, 25 

P. leiophylla 4, 20 

P. nzerkusii 5, 13, 15, 16, 25 

P. michoacana 20 

P. montezumae 20 

P. muricata 28 

P. oocarpa 1-6, 7, 10, 12, 13, 24, 26 

P. oocarpa var. manzanoi 1 

P. oocarpa var. microplzylla 1 

P. oocarpa var. ochoterenai 1, 10 

P. oocarpa var. trifoliata 1 

P. patula 2, 7, 12, 14, 15, 19-25, 26 

P. patula ssp. tecunumanii 19 

P. patula var. longepedunculata 19, 21 

P. pseudostrobus 4, 20 

P. radiata 2, 16, 24, 26-33 

P. radiata var. binata 28 

P. roxburghii 96 

P. rudis 20 

P. tecunumanii 1, 19 

P. teocote 20 

P. tropicalis 8 

Pistacia lentiscus 194 

Pithecellobium dulce 155-158 

Pithecellobium saman 165 

Pithecolobium saman 165 

Podocarpus 1-4 72-74 

Podocarpus imbricatus 72 

P. lambertii 72 

Potoxylon IN 81 

Prosopisffl 150 

Pterocarpus 159 

Pterocarpus angolensis 159, 161 

P. dalbergioides 159, 161 

P. draco 159 

P. erinaceus 161 

P. indicus 159-164 

P. macrompus 159, 160, 161 

P. nzarsupium 161 

P. osun 161 

P. papuanus 159 

P. santalinus 159, 161 

P. soyauxii 161 

P. wallichii 159 

P. zollingeri 159 

Pterospermum sp. 242 

Rhizophoraffl 88 

Rhodognaphalon brevicuspe 199 

Rubroshorea fiti 92 

Samanea rffi 132, 165 

Samanea saman 119, 132, 165-169 

Saraca indica 94 

Schinza wallichii 96, 97 
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M1 αopねo‘lsgiαだ粥がo‘ね

Mimosoideae 亜料 104

ル"“zosα直"ce155

138

入4 誇りoecた 119

A4.siriss α 119

M α陀 71gα Po ゆれyroco7,IQ IOI

Naucleaceae 亜科 237

入超o‘の,ZQたた加 Gααの,ぬα 237

Noごね αg{岱属 53

0効 m7〃α属 199

od の刀〆 gssz‘アアヱロ加の m203~208,237

00carpa 亜 節 1,2,19

井口・川 ser加川ねes 届 144

目Qmsgri の z‘′2es 超‘cm α“α 143~148,242

fゴロ7t海南 so刀ね αczdeqf α 149′~154

Patulai 拒節 2,19

Pinus 節 2

Pi7z2‘s cαγめ o8α 2,3,4,5,6,7^}18,25

cα"わαeα ▽ar.ウα九αァzze′zsis 8,11,15

F.c α" わαeα Var.c αrめαeα 8,1I

F CQγめα6rα Var./zo'id" 氾刀s三s 2,9,10,11,

14,15

8‘"α"Z 7,15,25

　　　　　　　 　　

　　　　　　　　 　　

P たes伊α 4,12,13,15,16,25

P ‘@ioぬれγ"α 4,20

F mer ね搭諺 5,13,15,16,25

P.7'7に′zoαcの zα 20

F “zの z‘e2" “mB 20

　 　　　　　　　 　　

P ooc α′Pq l~6,7,10,12,13,24,26

P ooc αゆα var.' 〃のにのめま I

F OOCαr力o va ?打た "oぬ′2y夏ロ I

F OOCQメカα va oc力ozgr@72αi l,1O

E ooc のめα var. 存折o‘縦奴 I

P P似“奴 2,7,12,14,15,19~25,26

R pの "如 SSP ‐ごec燭 r娼“の z# 19

E P鯛 ?‘′α var ‐‘oフ2gBPed のにはね如 119,21

F Dsg1“do郡・〆ob錠s 4,20

E 打zzαねね 2,16,24,26^Y33

要 rodiQ ね var. わおzα解 28

月 roエウ“rg力錦 96

E n‘〆Zs 20

R fgcz""‘“!427zまま 1,19

E rgoCola 20

　 　　　　　　　 　

Pi郡αciα‘のzzfsc"s l94

f)立方ecβ亮obiz′7ァz d銘にe 155^}158

Pf"zec畔幻かねmz sの刀α“ 165

PZこれβcoめ玩 "m sαm の z 165

自国 ocαゆ 2は届 72~74

Ro αocαゆ 2‘s "〃わγたαれ岱 72

　　　　　　　　　　 　　

月嬢o卸‘o“届 81

P〆osopis属 150

PZerocαゆ "s 届 159

P 彰〆ocαゆ 2‘s の zgo‘eァzsis 159,161

F dαのezgfoldαs 159,161

R d者zzco159

F erギアmce 没S 16・

R i'zdic“s 159′~164

F m αα ocα灯り2‘s159,160,161

R 7,概な綿P粥粥 161

F osmz161

F Pαか"のみ“s 159

F s解法αZ加賀s 159,161

F Soyo役ヱf1 161

F zひα"fcた“ 159

R zo‘‘≧?増eだ 159

せeros力8〆mm 刀 sP. 242

尺′i迄噂 jzo氾 属 88

尺たodozg?mPれ硯o7z bだりに“sPB I99

Rubroshorea 節 92

Sαmm 彫α属 132,165

sα“字のヱ8α sの“"フヱ ー19,132,165 ′Y169

sα名z2cq ゐzdにα 94

scカカ刀α zりααiC九ii 96,97
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Sch加US属 193, 194, 195 カリン属 161 

SChinUS latifolius 193, 194 カヤ属 187-492 

S. molle 193-498 カンラン科 138, 182 

Spolygamus 193, 194 キク科 123 

S. terebinthifolius 193, 195, 196, 197 キワタ科 199 

Serianthes属 144 クスノキ科 81 

Serotinae節 L19,26 クマツヅラ科 101, 244 

Sesbania formosa 170 クワ科 75,94,138 

5. grandifiora 170-174 シクンシ科 221 

Setaria郡auca 123 シナノキ科 138 

Shorea節 94 ジャケッイバラ亜科 149, 175, 179 

Shorea属 86, 89-92, 94 スギマキ亜属 72 

Shorea leprosula 90, 90 センダン科 138, 187 

S robusta 94-103 ダティスカ科 203 

Sparvifolia 91 テトラメレス科 203 

Sloanea berteriana 138 ナンョウスギ科 42, 67 

幼at/zodea cainpanulata 250'-254 ナンョウスギ属 42-66 

Swietenia属 187 ネムノキ亜科 104, 119, 131, 137, 143, 155, 

Swietenioideae Ifl科 187 165 

Syzygium cumini 97 ノウゼンカズラ科 250 

Tamarindus indica 175-481 バラ科 159 

Terminal加属 221-236 パーキンソニア属 149 

Term加al加aガuna 236 パンヤ科 199 

Tbellerica 236 ヒノキ科 34 

Tbrassii 221-'225, 230, 235 ヒノキ属 34 

Tcaルrnansanai 235 ヒルガオ科 198 

Tcatappa 221, 233-235 フタバガキ科 86, 90, 94, 163 

T. chebula 235 フトモモ科 209, 215 

Tivorensお 221, 225-232 ホペア属 86-93 

T. superba 221,225-228,231,232'--233 マキ科 72 

T to?nentosa 96 マキ属 72-74 

Upuna属 89 マッ科 1,7, 19,26 

Vatica属 90 マホガニー亜科 187 

Vit ex parviflora 163 マホガニー属 187 

アカテツ科 138 

アカネ科 237 143, 149, 155, 159, 165, 170, 171, 

イトスギ属 34-'41 173, 175 

イネ科 101, 123 マメ亜科 125, 159, 170 

ウルシ科 193, 194 モモタマナ属 221-236 

　　　

Scたま'z"s属 193,194,195 カ リン属 161

Sc脳 'z“s′α‘がo‘≧"s l93,194 カヤ属 187~192

s.フれo‘‘8 193~198 カンラン科 138,182

S.Po‘ygqm"s l93,194 キク科 123

S. 彰だ弱“肋新o互"s l93,195,196,197 キワタ科 199

Serf伽云izgs属 144 クスノキ科 81

Serotinae 節 1,19,26 クマツヅラ科 101,244

Sesbのzね危粉 zosα 170 クワ科 75,94,138

S.gm72 α扉 om 170~174 シクンシ料 221

S8超γね g卿"餌 123 シナノキ科 138

Sれo 如 節 94 ジャケッイバ ラ亜科 149,175,179

Shorea 属 86,89~92,94 スギマキ亜属 72

S加 形α‘呼知躍如 90,90 セ ンダン科 138,187

S.知卿 s娘 94~103 ダティスカ料 203

S.P 飾り折り"α 91 テ トラメ レス科 203

S‘oの-如 彰γ鷲riα72α 138 ナ ンヨウスギ科 42,67

SP餌′zodeo cのねPのz“ね如 250~254 ナンョウスギ届 42~66

Sw 海賊 ;奴属 187 ネムノキ亜科 104,119,131,137,143,155,

Swietenioidcae 亜料 187 165

S“ yg粥伽 c"mi'zl 97 ノウゼ ンカズラ科 250

αmαだれα“s 加療cα 175~181 バ ラ科 159

男ehmifi塀如届 221~236 パーキ ンソニア属 149

emzi?m" ααヴmzα 236 パ ンヤ科 199

71 08ZZのi倣 236 ヒノキ科 34

7t b用 ss# 221~225,230,235 ヒノキ属 34

7tc 郷の〃のzs加須 235 ヒルガオ科 198

71mZ のめQ 221,233~235 フタバガキ科 86,90,94,163

71魂効“卿 235 フ トモモ科 209,215

711〃o彫れsis 221,22 Y232 ホペア属 86~93

71s ゅ好卿 221,225~228,231,232~233 マキ科 72

71to“zg'z如sα 96 マキ属 72~74

びP"'殻属 89 マッ科 1,7,19,26

V瞬ぎ倣 属 90 マホガニー亜科 187

V寡欲 Pのひびか耽 163 マホガニー属 187

アカテッ科 138 マ メ科 94,101,104,119,125,131,137,

アカネ科 237 143,149,155,159,165,170,171,

イ トスギ属 34~41 173,175

イネ科 101,123 マメ亜科 125,159,170

ウルシ科 193,194 モモタマナ属 221~236
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-t• ìf31. 138 (2) h fffl (M .g1..;) 
Acalolepta cervina 243, 248 

Acrocercops TX 235 

Adelgidaeg 17 

Adesmus borgmeiiri 201 

Achryson surinamum 180 

Acizzia indica 123 

Acmaeodera stictipennis 102 

Acrocercops chrysoplitis 102 

Aeolesthes holosericea 102 

Aesiotes notabilis 60 

Agrilus calolepta 214 

Agrilus sp. 213 

Alcides (=A licidodes) bubo 172 

Alcidodes leeuwenii 202 

A. ludificator 248 

Ambeodontus tristis 40 

Amblypelta cocophagu 213, 218 

Ancita marginicollis 114 

Ancylonotus tribulus 202 

Analeptes trifasciata 202 

Antheraea paphia 102 

Apate monochamus 232 

Aphididae 17 

Aphis sp. nr. craccivora 123 

Aratinga sp. 127 

Araucarius brasiliensis 51 

A. ruehmi 51 

Ascotis selenaria imparata 102 

Asphondylia enterolibii 135 

Attaffi 17 

Barinae sp. 64 

Batocera rufomaculata 102, 123, 201, 202 

B. numitor 243 

Bostrychopsis parallela 164 

Bruchus sparsimaculatus 123 

Bucculatrix arcas 202 

Buprestidaef,4 17 

Callosobruchus JM 123 

　　　

ヤシ科 138 (2) 動 物 (昆虫を含む)
ACα‘oZeIP奴 ceかわ姻 243,248

Acmc の cops 属 235

Adelgidae 科 17

Ades7 瑠鉦′s bozg 刀28#“ 201

Ac カプツsの 2 s" ““の刀の刀 180

　　　　　　　　　　 　　　

Acm αの dems"ci ゆのz'zls l02

Ac た)ce元)oのsc 力かsoのZ"is l02

A8og 杉財力es ねo‘osg “ ceα 102

Aeslotesァzo解わ"鳶 60

Ag “如Scα‘○‘gp‘α 214

Agri‘"ssp. 213

A 肥前ごgsr=A ‘icidode ウ2のo 172

ALに頭odes′BB"2087多# 202

A.』"メ】りiCの oγ 248

Ambeodo,zz"s すれEszis 40

Amb 伊カメごα cocoのれαg1α 213,218

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

A “cγ衣),zoz“s zri慶ば似s 202

A“郷の Zesz“敵に !鱗α 202

Aれ“zgme α力αぬ脳α 102

Ap α『87刀o,ioc力の刀z‘s 232

AP 恒didae科 17

AP 脳 ssP.nr.cmcc 勿 om 123

Aメロ乙おzgα SP. 127

月“Qiにαγ忽 s bれ口siZie“sis 51

1.γ胃8′““Z 51

Asco‘Zsse‘8“αγi""刀Pαれロ如 102

Aspizo刀αy疑αe打鷲〆o‘ibil 135

Atta属 17

βα7172αβ sp. 64

βの oce者Qr “た 加 QC綿ね fα 102,123,201,202

β.7 z“?薙ぎのγ 243

βos辞γcたo力sispα省〆‘eね 164

βれ‘cた"ss 力αrsim αc粥似似s 123

β2にて'“/α"′% αrcαs 202

BuPrestidac 科 17

C彰Zoso毎 z‘cた似s属 123



263 

Calopela leayana 248 

Celosterna scabrator 102, 236 

Ceroplastes grandis 198 

Chi071 CiliCtUS 153 

Chrysoprasis nymphula 180 

C leogon us Jffi 129 

Coccoderus novempunctatus 180 

Cocotrypes integer 102 

Conifericoccus agathidis 71 

Conophthorus radiatae 33 

Conopia chrysophanes 225 

Coptopus aedificator 169 

Coptotermes acinaciformis 117 

C. elisae 60,64 

C. hyalopex 60, 64 

Coptoterus decoratus 61 

Corcyra cephalonia 180 

Crossotarsus lecontei 164 

Crypltothelea crameri 102 

Cryptostigma inquilina 140 

Cryptolennes brevis 185 

Curculionidae g 17 

Cyanocorax caeruleus 46 

C. chrisops 46 

Cydia araucariae 52 

Dendroctonus fron talis 16 

D. mexicanus 16 

D. valens 32 

Eriococcus coriaceus 114 

Ezipitheciali4 52, 74 

Eupterote undata 102 

Eurhychothrips ordinarius 172 

Euryclea cardinalis 85 

Euthyrrhinus meditabundus 71 

Ferrisia virgata 123 

Formicidae g 17 

Fulgorodes sartinaria 52 

Gemntha captiosella 102 

Gonipterus scutellatus 218 

Gonocephalus planatum 102 

Hasteria bougainvillei 214 

Heterobostrychus aequalis 164 

Holotrichia consanguinea 102 

Homoptera 11,:g 253 

Hoploceranzbyx spinicornis 92, 102 

Hylotrupes bajanus 17 

Hylurdectonus araucariae 60, 64 

Hymenoptera Ø 253 

Hypsipyla grandella 192 

H. robusta 191 

H. successaria 102 

Incisiter messnyderi 185 

Indarbela quadrinotata 169 

Indarbela sp. 158 

Ips auulsus 16 

I. calligraphus 16 

Diacavers furtivus 102 

Diaprepes abbreviatus 202 

D. bimaculatis 202 

Dichorocis leptalis 102 

1. confusus 32 

1. mexicanus 32 

I. plastographus 32 

Isoptera Ei 17 

Diotintana undata 61, 66 Lagocheirus araneiformis 185 

Dirphia araucariae 52 Lamoria adaptella 102 

Dorysthenes hiigeli 102 Laspeyresia araucariae 51 

Drosicha stebbingi 102 Lepidoptera n 17, 211, 253 

Dysdercus andreae 202 Liomys salvini 135 

Eburodacrys sexmaculata 180 

Elasmopalpus lignosellus 

Lophopoeum timbouvae 135, 180 

52 Lyctusffi 17, 79, 114, 185, 192 

CQ{oカメα彰αγのm248

Cre′osrgr刀α scαわれαZor l02,236

CBだ)かね"βsgァ「のzα郎 198

CれZの2α'に叙s153

Cた′ysopmsfs'zymp ′m 超 180

C‘eogo′ms 属 129

Coccodems 7贈りの,ZP"'に加加 s 180

Cocopyp αs f'ばege γ 102

Co〃がのにocα‘sqg 口放縦鳶 71

co 〃oぬ′?‘′・ひれ‘s m αiqiq8 33

coilo の中 c/“yso 力′m7ies 225

Co鋭 op〃s解 d琉 cqfor 169

Co 鋭 o彰 r“zesαci7mc 狛oγ脱ぎs l17

C‐郷おαez 60,64

c‐/り′〆 ope 工 60,64

cop の解“ぼ dgco打α虎雄 61

Co だymce の′2硯 o72超 180

cross αの s2ば "co7 ば" ・64

Cγツカ女o‘カメeα cれの刀eri l‐02

Crγ賜 os‘客“他 力鱒z‘Z‘≧?'α.140

CγypZo‘8芦川 gs か吃り声 185

Curculionidae 科 17

C)′α刀oco岩口工 cαβridez‘s 46

c・Cただsoめs 46

Cyd ねαmz‘cαれお8 52

D の 2α川αo'zz‘s おり“fα‘is 16

Z)‐“招尤たのヱz‘s 16

ヱ)‐ziα誇"s 32

　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

Z).鋭mq α‘ね云鳶 202

上)たたomcis 毎力α“ごs l02

上方OZZ川の郷 7‘7zdα加 61,66

DZγが}ねα打破fc口だα8 52

Dorys ‘/zのigs ね#gB は 102

D〆Dsfc""sie ウ鰯刀gi l02

D ツsde だ "s の zdreαe 202

βわzf〆○〆αc′γssg 工“m α“αぬ 180

βに s“20のα妙・z‘s‘堵“osg""s 52

βriococczfs coriαce〃s l14

政の立方ec中属 52,74

　　　　　　　　　　　　　 　　　

82‘'チリ cノzoごねγゆ so 〆di'mri 〃s 172

β "7yご‘eq cαなめ zα"s 85

Ez{"zyrr九加賀s mgdまね板閉山俗 71

房errごs煎りZ′耳α加 123

Formicidae 科 17

Fz‘匁 orodes sdrii?mr ‘" 52

Gehのz‘′zαcα郷‘ose‘解 102

Gwz 中 fer"ss α"@" αね‘s 218

Goァzocgの/iα‘"sP ‘mm ね‘m l02

品αs彰r煎りo"gαあり"毎f 214

月heze若obo “′)℃力認sqeq 役α"s 164

"【0‘orrごC/zZQ C07zsq"g" ≧'zeα 102

Homoptera 並科 253

鼠 oPZocgm7 〃by%sIPZ7iico “-Zs 92,102

"y 如かzごPes わけのzz′s 17

月ry‘?‘おzZeαの“俗 αれm にα力ねe 60,64

HymenopLera 日 253

"yめsめ災"g宕mid 昭超 192

". 劣り肋 f郡α, 191

月 .s"ccess ‘zrfα 102

方idsizer mes 瀞夢derf i85

云おくばαrわ〆αQzmdr ねzofαぬ 169

万zdαrウメα sp. 158

IPS α2"‘‘szfs 16

1m" 増川Pんzfs 16

【 co'zれ‘sz‘s 32

上“z,8先にの“‘s 32

1PZQszogm が7"s 32

1soptera 日 17

Lαgoc′z8ル"Sαれα解“も“'71S 185

Lα7刀or畝αααp解‘ね 102

Lqspgy 若杉" αα7徐zにαrね 8 51

Lepid 。pLera 目 17,2u,253

エノo′izys sαZUZ"ぎ 135

乙○カカoPoem 刀Jim あoz印αe 135,180

乙÷yα2‘s属 17,79,114,185,192
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Macrodontia cervicornis 201 

Macrotermes bellicosus 232 

Massicus venustus 92 

Menochilus sexmaculatus 123 

Metanastria ampla 102 

Metapocyrus ffi 243 

Metriona trivittata 164 

Microplophorus calverti 54 

Miliona isodoxa 60, 64 

Minthea rugicollis 164 

Monochamus scabiosus 202 

Mudaria variabilis 202 

Mussidia nigridenella 192 

Mycosphaerella molleriana 219 

Myrmelachista ambigua ramulorunz 

Nanophyes shoreae 92 

Nanophyes 232 

Nasutitermes costalis 185 

Niphonoclea capito 235 

Nisotra javana 202 

Noctuidae 211 

Oemida gahani 40 

Oncideres saga 198 

0. dejeani 198 

Onicideres TN 153 

Oryzomys utiaritensis 49 

Oxymagis horni 213 

Oxythrips agathidis 71 

Pammene thristis 102 

Paralipsa gularis 180 

Paranaleptes reticulata 202 

Parandra araucariae 54 

Pataeta carbo 211 

Phatypes sp. 115 

Philicoptus sp. 243 

Phoracantha semipunctata 219 

Phrasterothrips conducens 51 

Phylosina sp. 243 

Phytophthora palmivora 78 

Phytophthora sp. 79 

Pissodes radiatae 32 

Platypus )ffl 185 

Platypus lepidus 164 

Plocaederus basalis 232 

P. viridipennis 233 

Poecilometis gravis 117 

Polydesma umbricola 158 

Pseudococcus citri 140 

Psylla hyalina 123 

Rastrococcus iceryoides 123 

R. invadens 78 

Rhinyptia indica 102 

Rhynchotus rufescens 49 

140 Rhyparidcoriacea 207 

Roeselia lignifera 225 

Scopelodes venosa 225 

Serica assamensis 102 

Setomocpha rutella 60, 64 

Sinoxylon anale 164 

Sipalus hypocrita 164 

Sitophilus rugicollis 102 

Sphaerotrypes sp. 232 

Stator generalis 135 

Steirastonza marmoratum 52 

S. brene 201 

Stromatium barbatum 232, 243 

Subpandesma anysa 158 

Syllitus araucariae 61 

Teara contraria 114 

Tearia lunifer 114 

Tetranychidae 17 

Thysanoptera 89,253 

Tingis bessoni 248 

Toredaw 17 

Trichilogastaer maidenii 114 

Trabala vishnou 102 

Tracholena lipora 64 

Trachyderes sulcatus 153 

264

A名αc者od の 2夏α ceγ卵co万ばs 201

△41αc者ofgr“2es be‘‘Zcos2fs 232

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

八4ie刀oc′凋加 s seエフ刀αc"加数 s 123

凡名鑑の 2α秘“α arlrつLP1a l02

M 綿αPocyms 属 243

ル4ie‘“のm ‘r海綿解放 164

ル行ののめのめ′2or"s c可ひgrZi 54

ル"‘≠切腹 isoαo劣α 60,64

ル"'z豹 gαγ‘‘gico “fs 164

九4の iocあの刀似s scαわfos復s 202

ルず""α“αziα“α鋭‘is 202

肋無ssid加 増β“畝の解"α 192

崩「γcos汐左αのセ"α ?“o‘‘e71の 7α 219

肋砂““e銀 c顔 sぬ のれる忽 "α mm,2 ばom 加

川の 20P九γess 兎○舵超e 92

那の20ぬれyes 属 232

αs叱ごZZ診“72参s cos 殻師s 185

M めたo〃oc毎α cα鰹わ 235

NZSα劣α煎りのzα 202

Nたoα2αααβ 211

。87ワzZdαgαたのば 40

0,2cぎばの舵婚 sαg1α 198

0・ぬりeの綿 198

0'?た畝似せs属 153

0ァγzomys 綿ごぞαγ誌の2sis 49

0裏切万αgfs力o“z多 213

0エメ九γめsqg α放縦まs 71

井口加m 餅婚 流γiszZs l02

月な賓の ipsα g‐1綿ねγ1s 180

Pb劣の2餌eP詑窓〆8ZZG綿ね『α 202

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

ね云zzeね cα7‐わo 211

功αのめgs sp. 115

Pぬ,郡にoの無 ssP. 243

Pぬomcmz 肋α sの“め 2‘72c如如 219

P兎棚 s加川銃γゆ sco “汝‘cg“s 51

F功y‘os肋α sP. 243

上物“○ゆれ抗ひ省αPα‘mZU0m 78

140

P'2コメfoのれむjzom sP. 79

P′ssodes zzd畝ね e 32

Pぬ奴の服属 185

f,幽妙の2‘s彰の緩2fs 164

FZOCQede γ夏s oqs α為s 232

E ““dめのけばs 233

Ro8α‘omgzZs g名α〆s 117

わけdes,ァm m刀リパCOな 158

Fsgzdococ α‘s c" “ 140

Fsy‘ね′2yα“"α 123

尺osかococcz‘s Zcgrγoides 123

R. 力2むαdのzs 78

尺ため収め"α≠テzdicα 102

尺カタ,z靴 o‘"sm 声escβ72s 49

Rhyparidcoriacea207

尺oese寛α‘吃ヵ所勿ロ 225

sco の認 od es ziの 2osα 225

Seγにααssの〃の2sZs102

s例のァioc少んαず綿鷲麓α 60,64

sZれ○劣y‘のzの zα輝 164

sめα"sん匁のocri超 164

sizoの力"似sγz‘gico“is l02

sPノzαのり好yのes sP ‐ 232

S奴 Zor ge“8′ロ‘Zs 135

s‘8蕗zzszoテ724772α“晩.o若Qね‘“z 52

s, リメ8728 201

s≠mm α霧認m bαγわα卿“z 232,243

S7‘わめの 2dgs7,mq れysα 158

SyZZZZ・“s α!α〃czzだqg 61

718α名α co打加zzγぬ 114

　　　　　　　　　　　 　　　

Tetranychidae 科 17

Thysanoptera 目 89,253

7TれgisわgssのzZ 248

o陀dα属 17

71γicね"og αsiαer 粥乙α畝のzZi 114

7,αbαぬりZs′z?zo銘 102

71m物 o‘e'zα {めom 64

公賓zzメリ′α卿旨ssz‘たα加 s153
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Tridesmodes ramiculata 232 

Umbonia crassicornis 135, 158 

Vanapa oberthurii 60, 64 

Xiphotheata sp. 225 

Xyleborus lffl 185 

Xyleborus duplicatus 164 

X. SiMiliS 164 

Xyleutes ceramica 172 

Xyleutes sp. 118 

Xylothrips flavipes 164 

Xystrocera festiva 123, 148 

X. globosa 123,169 

Zeuzera coffeae 148, 225, 232 

ZonoPetala sp. 114 

77. 9/, 44 123 

)J9JJ4ii9.6.:/f;'.4 198 

4- 9 1, :44 40, 52, 61, 92, 180, 198, 

233, 235 

2t À ç Fi 135, 158 
p 4 40, 92, 122, 164 

s') 123 

198 
4 Jj" À -s/ f4 123 

41- 5,74 
À ªf4 40, 62, 92, 164 

9 2 iJ ® -Z 123 

-1- a ,9 El 158, 169 

g 123 

)/ 4! )3- ,Y tX=. IN 135 

9- )14- p 4 .1. •:/ 40, 92, 123, 164 

9- t' 4 À 92, 123, 164 

• •f4 74 

,N74-i/431. 52 
À « f:.31- 164,207 

7 .0.4 198 

i‘ -z 4- 52 

3/ 4 À ª4. 79,129, 192 

;tt 1- T) lz;} 225 

f4 235 

265‐

αesmodes mmlc 照破α 232 マダラメイガ 疎料 52

00〃′"crqssicomis 135,158 マメゾウムシ料 123

mp α ooer仇緒川 60,64 ミッギ リゾウムシ科 92

′2α′igqrα sp.225 メイガ料 52

8加川s 属 185 ヤガ科 78

eboms dゅ‘Zc餌 "s 164 半恕 日 (カメムシ目) 78

鱗地目(チョウ日)78.sf7〃!#s 164

′/似‘‘gs cのlq‘揃おα 172

y′β"ごBS sp. 118

‘oZj7γゆs月αひめes 164

煎 りcgm 座 s#〃α 123,148

.g′obos α 123,169

・z′zem coが g僻 148,225,232

〃opezo 超 sp‐ 114

ブラムシ料 123

タカイガラムシ科 198

ミキ リムシ料 40,52,61,92,180,198,

233,235

メムシ 日 135,158

クイムシ料 40,92,122,164

ジラミ科 123

ウチュウ ロ 198

ナカイガラムシ科 123

ャクガ料 52,74

ウムシ科 40,62,92,164

ンカクハジラミ料 123

ヨウ目 158,169

ントウムシ科 123

トゲポケットネズミ属 135

ガキクイムシ科 40,92,123,164

ガシンクイムシ料 92,123,164

ミシャク亜科 74

52

・ムシ科 164,207

トカミキリ亜科 198
ヒメハマキガ亜科 52

ヒラタキ クイムシ科 79,129,192

・ク トウガ科 225

、ソガ科 235
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(3) ffi

Acaulosporalffl 48 

Annillaria mellea 25, 32, 52, 64 

Boletus granulatus 57 

Botryodiplodia theobromae 61 

Cephaleuros virescens 79 

Cercospora artocarpi 79 

C. mimosae 158 

Colletotrichum dematium 158 

C. pithecellobii 158 

Cortkiunz Ni 202 

Corticium salmonicolor 118, 148, 218 

Corynebacterium sp. 192 

Corynelia brasiliensis 74 

Cylindrocladium quinqueseptatum 218 

Cylindrocladium sp. 52 

Diplodia pinea 25, 52 

Dothistroma pini 26, 32 

Fomesffl 202 

Fames lignosus 79 

Fusarium 1ffi 17, 23, 61, 63, 147 

Fusarium oxysporum 102 

F. perniciosum 135 

Canoderma lucidum 115, 123, 218 

Cigaspora IX 48 

Glomerella cingulata 79 

Glomus Jffl 48 

Gnomonia; 248 

Hendersonula agathi 71 

Heterobasidion annosum 25 

Hymenochaete rubiginosa 102 

irenopsis berggrenii 115 

Meliola brisbanensis 115 

Nectria ditissima 123 

Nectriellaffl 207 

Oidium IX 113 

Peridennium harknessii 32 

P. cerebroides 32 

Pestalotia ffl 61 

Phellinus caryophylli 102 

P. fastuosus 102 

P. noxius 61, 64 

Phellinus sp. 158 

Phyllostica ingae-dulcis 158 

P. pithecellobii 158 

Phymatotrichum omnivorum 115 

Pisolithus) 23 

Pisolithus arrhizus 13 

Pisolithus tinctorius 13 

Polyporus gilvus 123 

P. shoreae 102 

P. zonalis 79 

Pseudocercospora gmel inae 248 

Pythiumg 17, 23, 147 

Phytophthora IN 147 

Ramularia IN 202 

RaveneliarM 123 

Ravenelia lagerheimiana 135 

Rhizobium IX 112, 115, 140, 141, 179 

Rhizoctonia ffl 23, 147 

Rhizoctonia crocorum 61, 64 

R. solani 17, 123 

RhizoPogonffi 23 

Rosellinia bunodes 52 

Scirrhia pini 26 

Sclerotium Iffi 147 

Sclerotium rolfsii 61, 79 

Scutellosporaffl 48 

Sebacina alutacea 102 

Seiridium cardinale 40 

S. unicornis 40 

Telephora terrestris 13 

Thanatephorus cucumeris 17 

Tubercularia sp. 192 

Uleiella paradoxa 52 

Uromycladium tepPerianum 115, 147 

Uromyces digitatus 115 

Uredo articarpi 79 

266

(3)菌 類
Ac α.綿 ospom 属 48

Ar7}z鳶如γ鵡 川〆毎α 25,32,52,64

β。Zgね‘sg 若の 7"′"‘ーば 57

βozryodZP‘oぬα肋αoるめ“zα8 61

CBIP;娘.‘8"“os vかescのzs 79

CB だ ospor ααrzocαゆ i 79

C.''“7'2osq13 158

C。"βぬかまCぬ"'“ "の,iQ雲ね〃“ 158

C.メダzgcαぬわif 158

　　　　　　　　　 　　　

Corzfc赤叱“2 sαわ月o“fco‘or118,148,218

Co リリigbαdB 唾"“'sP, 192

Cory′ig疑αわms 鳶彰刀sis 74

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Cy# “α〆○α如dim′z sP. 52

上)≧力‘odね pおi@α 25,52

Do 鉱 .isfrom α DIフば 26,32

扉omgs 属 202

F~◇“zes‘Zg'zosz′s 79

万z‘sの散り'-,属 17,23,61,63,147

′市‘sαrZ“7′2.○菟yspor はアル 102

perフばcZos2mz ・35

Gα打Od のソアヱαぬに Zdzfア;z l15,123,218

C御口叩 om 届 48

G‘○“2の謬‘ZQ CZ,7g“ね‘α 79

G‘o''z"s属 48

G“◇'“のz郷属 248

月形′〆8なmm 超αgqi′zZ 71

月超霧中わαs細め“のけiosz‘m 25

互 ym 勿 20d2αeze 煎り増加 osα 102

′形フ20のsis bgzgg〆@′'" 115

粥蛇銘oね りγおりロフヱe,zsis l15

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

M解け彰"α届 207

0fdiz‘'〃属 113

Re “de “}z‘2"“.′2α・r先行ass誌 32

F cg形われ)鵡 eS 32

目BS加 Zoz粥届 61

218

Pile‘"7z‘‘s cαむりの′iy"i l02

P 危 s‘z‘osi‘s102

F “oxlz‘s 61,64

Pメ78"i7iz‘s sp ‐ 158

Pメzy"os"c α粥 gz78‐d"!cis 158

F p雲助ece‘めbil 158

F克明 ,殻‘○〃′C′mm,om,7 ばりひr"m, 115

Piso‘f‘′2z岱属 23

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

PZSO‘“′zz‘s “′zc考or叙 s 13

RひかpOr“sgまかz‘s 123

F,s/zo だα8 102

P zo〃"‘is 79

Fsgご′"oα だ oS汐o,復 g',zg“刀αe 248

Py放た‘'“属 17,23,147

弾 zy≠の′“加 川 属 147

Rqmz‘‘の超属 202

尺御 8'7外殻,届 123

R αジg刀〆ね 如 ge“ze“'z,1の zα 135

尺脳zo鐘z‘m 属 112,115,140,141,179

尺膚zocの'zね 属 23,147

R′z裟 oqo ′71α chocひれ‘m 61,64

尺.so ね 7zZ 17,123

尺克彦opogo'z属 23

Rose 鳶Z“′"bz"zod βs 52

Scirr′zね Pi72‘ 26

Sc‘g'留 無“7,属 147

Sc′@〆o鮫川z 70折siZ 61,79

S鎖すα‘‘ospom 属 48

seb αc′“" α′zααcaα 102

seか畝叙'′z cα若び力zα‘e 40

s," 刀zrco“zお 40

8輝か zom 鷲r′せ縞打s 13

772の三α彰め′?or"scz ‘cz‘“2erZs 17

riの eた "ね riα sP ・ 192

　　　　　　　　　　　　　　 　　

"m,'zydodZ2 ‘刀z ze力Per 粥死にク′z l15,147

び劣のれγcgS α‘g1ねれば 115
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Xanthomonasffi 192 

Xanlhomonas khayae 192 

4-3 - ))-- 1J.1 61,64 

3  -;1- 74 

267

X の粥ヱの〃o′ms 届 192 キコプタケ属 61,64

xq′“′io'm“αsたあの "e l92 コ リネ リア料 74
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I 
UK-17-afiCKtilfit0) 

(1) it it 
Acacia Martins 149 

acacia de aguijotes 149 

Acajou 187 

African mahoganies 187-192 

African mahogany 187 

African padauk 161 

African tulip tree 250-254 

Agathi 170 

Agati 170 

Agati sesbania 170-174 

aguaribay 193 

alba 46 

Almacigo 182 

Andaman padauk 161 

andaman redwood 161 

Angelin 125-130 

Angsana 159 

angustifolia 46 

Araucaria 42-66 

arbol de pan 75 

Arjan Terminalia 236 

aroeira salso 193 

aroeira vermelha 193 

arrete-boeuf 149 

aruera 193 

Australian acacias 

Australian kauri 

Bagras 209 

Baka 170 

Balau 94 

Bang 234 

Baobab 199 

barwood 161 

Batai 144 

belian 81 

Belliric Myrobalan 236 

Bhutan cypress 35 

Bishop pine 28 

Black Afara 225 

blue paloverde 149 

boonchi strena 149 

Borneo ironwood 81 

Brazilian Pine 43 

Breadfruit tree 75-80 

Breadnut tree 75-80 

Brown terminalia 221 

Burma padauk 161 

Bunya Pine 43, 54-55 

Bunya-bunya 43 

Cabbage angelin 125 

Cabello de Angel 198 

caiova 46 

Californian pepper tree 193 

Candahar 244 

Cara caro 131 

Caribbean pine 7-18 

Cedar-Goa 35 

Chambok barang 234 

Chieu lieu-All 235 

Chile Pine 43, 52-54 

Chuglum 235 

104-118 Chres 119 

67 cina-cina 149 

Cotton Tree 199 

Cypress 34-41 

Dau dua 170 

Deglupta 209 

Digger pine dwarf mistletoe 32 

dragon-flower tree 170 

Dry mahogany 187 

Earpod-tree 131 

2618

一 般 名 索 引
(太字は解説樹種頁)

(1) 植 物

Acacia △dartins 149

acaciadeaguiiotes149

Acajou187

Africanmahoganies 187^vl92

Africanmahogany 187

African padauk161

Africantulip tree 250^v254

Agatlu170

Agati170

Agati sesbania 170{}174

aguaribay193

alba 46

ハ.lmacigo182

Andam ーan padauk161

andam ーanredwood 161

Angelin 125^v130

Angsana159

angusti[olia 46

Araucaria 42^v66

arbol de pan 75

ArianTerminalia 236

aroeira salso193

aroeira venmelha 193

arrete ‐boeuf149

aruera193

Australianacacias l04^vl18

Australian kauri 67

Bagras209

Baka 170

Balau 94

Bang 234

Baobab l99

barwood 161

BaLai 144

belian 81

Bclliric Myrobalan236

Bhutancypress 35

Bishoppine 28

B1ackAfara 225

bluepaloverde 149

boonchi strena 149

Borneo ironwood 81

BrazilianPine 43

Breadfruit trcc 75′~80

BreadnuLtree 75′~80

Brownterminalia 221

Burmapadauk161

Bunya Pine43,54 ′~55

Bunya ‐bunya 43

Cabbage angeーin125

Cabello deAngel l98

caiova 46

Californian pcpper Lree l93

Candahar244

Caracaro 131

Caribbean pine 7~18

Cedar-Goa 35

Cham ーbok barang 234

Chieu lieu‐AI1 235

ChilePine 43,52′~54

Chuglum235

Ch「es119

cina ‐cina149

COLLon Trec199

Cypress 34~41

Dau dua170

DeglupLa209

Digger pinedwarf nlisL1cLoe 32

dragon- 冗ower tree 170

Drymahogany 187

Earpod-tree 131
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East African mahogany 187 

East Indian walnut 119-424 

elegans 46 

Emeri 225 

Erima 203-208 

espinillo 149 

espino 149 

Eucalyptus hybrid 215 

Falcataria 143-448 

for de rayo 149 

Forest red gum 215-220 

fountain tree 250 

Frame tree 250 

Framire 225 

Gagil 88 

Gall nut 235 

Genizero 131 

Giam 86-93 

Gmelina 244-249 

Guama 137-442 

Guamuchil 155 

Guanacaste 131-136 

Guayguai 170 

Guaymochil 155-458 

Gumbo limbo 182-186 

Hanson sessabani 149 

Heavy African mahogany 187 

Heavy hopea 86 

lIockwang 234 

Homba 221 

Hoop Pine 43, 55-61 

horse-bean 149 

Huanacaxtle 131 

Idigbo 225 

Indian almond 234 

indehiscens 46 

Jabom 237 

Jerusalem- thorn 149 

junco marino 149 

Kaatoan Bangkal 237 

Kadam 237 

Kalampayan 237-243 

Kamarere 209 

Kamerere 209 

Kapok 199-202 

Ka turn nam 237 

Katuru-murunga 170 

katurai 170 

Kayu machis 144 

Ke ban 170 

Kelempayan 237 

Ketapang 234 

Khago 119 

Kheo nua taom 235 

Klinki pine 61-64 

Kokko 119 

kulur 75 

Kuri'y 43 

Langil 119 

Lebbeck tree 119 

Leda 209 

Lidia 225 

Light. hopea 88 

Linggoa 159 

litre-molle 194 

Iluvia de oro 149 

madam naiz 149 

Madras thorn 155 

Manggachapui 88 

Manila tamarind 155-158 

Mara 119 

mataburro 149 

mbarkasoni 149 

Merawan 

Merremia 

mesquite 

86-93 

218 

150 

Mexican cypress 35 

Mexican weeping pine 19-25 
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EastAfrican mahogany 187

East hldian walnuL II9^v124

elegans 46

Emeri225

Erilnla 203【v208

espinillo 149

espino 149

βzにα如郷こ儒 hybrid 215

Falcataria 143^Y148

nor de rayo 149

Forestrcd gum 215′・}220

foullーain Lree250

Frame tree250

Framire225

Gagi1 88

GaーーnuL235

Genizero131

Giam 86′~93

Gmclina 244~249

Guama 137′~142

Guamuchil 155

Guanacaste 131′~136

Guayguai170

Guaymochil 155′~158

Gumbolimbo 182′~186

Hanson sessabani149

HeavyAfrican mlahogany 187

Heavyhopea 86

1lockwang 234

Homba221

HoopPine 43,55^ ‐61

horse ‐bean 149

HuanacaxL1e131

1digbo225

1ndianallnond 234

indehiscens 46

Jabom237

Jcrusalem ‐thorn 149

juncomarino149

Kaatoan Bangka1 237

Kadam 237

Kalampayan 237^v243

Kamarcre209

1くamlcl‐erc 209

1くaPok 199′Y202

Katum nam237

KaLuru-murunga170

katurai170

Kayu madhds144

Ke ban170

KelelnPayan237

KetaPang234

Khago119

Kheo nua taom235

Kーinki Pine 61{)64

1くokko119

kulur 75

Kurry 43

Langil119

Lebbecktree ll9

Leda209

Lidia225

1一ighLhopea 88

Linggoa 159

1iLre-molle194

1ーuvia de oro149

madam naiz149

M[adrasthorn 155

Manggachapui 88

Manila tamarind 155~158

Mara ll9

mataburro149

mbarkasoni 149

Merawan 86~93

ハイ1erremia218

mcsquite 150

M1exicancypress 35

M[exicanweeping pine l9^}25



270 

Mimosa ffi 49 

Mindanao gum 209 

molle 193, 194 

Moluccan sau 145 

Monkey pod 155 

Monkey Puzzle 43, 52 

Monkey's ear-ring 155 

Monkey pod 165 

Monterey cypress 35 

Monterey pine 26 

Mueller Araucaria 43 

Muninga 161 

Myrabolan 235 

Mysore gum 215 

Mysore hybrid 215 

Narra 159-164 

nigra 46 

Norfolk Island pine 43, 65-66 

Oocarpa pine 1-6 

ocote blanco 7 

Padauk 159 

palo de rayo 149 

palo verde 149 

paloverde 149 

panapen 75 

Parana Pine 43-52 

Prang 234 

Parkinsonia 149-454 

Pakupyu 170 

patula pine 19-25 

pauji 149 

Pea tree 170 

Pepper tree 193-198 

Pigeon pea 97 

pimiento 193 

Pinheiro-Do-Parana 43 

Pino Parana 43 

Pinonero 52 

pino caribaea de Honduras 7 

Pino chino 19 

pino colorado 7 

pino de la costa 7 

pino insigne 26 

pino macho 7 

Pino patula 19 

Piper berle 173 

PNG Rosewood 159 

Podocarp 72-74 

pois doux 137 

Pradoo 159 

Pradoq 159 

Pradu 159 

Queensland kauri 67-71 

Radiata pine 26-33 

Rain tree 165-169 

Red sandalwood 161 

retama 149 

Sakhu 94 

Sakwa 94 

Sal 94-403 

Saman 165 

Samor 235 

sancti josephi 46 

Sao 88 

sauce guajiro 149 

Segon laut 144 

Selangan 88 

semi alba 46 

Sena 159 

sessaban 149 

Shal 94 

Silk Cotton Tree 199 

Siris 119 

Siris tree 119 

Sirisa 119 

Sonokembang 159 

Spanish-broom 149 

Spanish-oak 137 

Mimosa 頚 49

PV1indanao gum209

mLolle l93,194

M[olu‐ccan sau 14‐5

M[onkey pod155

M[onkey Puzzlc 43,52

Monkey's ear ‐ring 155

Monkeypod 165

ハなonterey cyprcss 35

~lonterey pine 26

ハdueller Araucaria 43

~luninga161

ハ4yrabolan235

ハ4ysore gum 215

M[ysore hybrid 215

Narra 159′~164

nigra 46

Nor 【olk lslandpine 43,65′~66

00carpa pinc l′Y6

0cote blanco 7

Padauk159

palo de rayo149

palo verde 149

paloverde 149

PanaPen 75

Parana Pine 43′~52

Prang 234

Parkinsonia 149~154

Pakupyu170

patula pine l9′~25

pauji149

Pea tree 170

Peppertree l93′~198

Pigeonpea 97

pillliento l93

Pinheiro ‐Do ‐Parana 43

Pino Parana 43

Pinonero 52

plno caribaea dcHonduras 7

Pino chino l9

pinocolorado 7

pino dc la costa 7

pino insigne 26

pino rnacho 7

Pino paLula l9

Piper berーe173

PNGRosewood 159

Podoca1 ‐p 72^v74

pois doux137

Pradoo159

Pradoq159

Pradu159

Queensland kauri 67~71

Radiala pine 26^Y33

Rain trcc 165^Y169

Redsandalwood 161

retalna149

Sakhu 94

Sakwa 94

Sal 94~103

Sa 理Ian 165

Samor 235

sanctiiosePhi 46

Sao 88

Sauceguajiro149

Segon laut144

Selangan 88

semi alba 46

Sella159

sessaban149

Shal 94

SilkCotton Tree l99

Siris ll9

Siris tree ll9

Sirisa ll9

Sonokembang 159

Spanish ‐broom 149

Spanish ‐oak 137
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Sramar 235 7 7 t 7 t 711 -= -IR 187-192 

striata 46 7:// 77tss.,, 187 

sulfatillo 149 7 ii A/ 4 165-169 

sulfato 149 7 0 i) t 9 7 rt 42-66 

sukun 75 7 0 - 199 

Swamp pea 170 7 :/ s/ 125,-130 

swamp cork wood 170 4 Is A 421# 34-41, 69 

sweet-pea 137 e° A/4 E' it,  237 

Takhian-hin 86 4 s./ MUM 94 

Takhina-thong 88 ,9 9 / 81-85 

Talisai 234 s./ 35 

Tamarind 175-181 T. 203-208 

Tekik 119 71- - t 9 1-6, 26 

Terminalia 221-236 187 

Thing yan 86 t - h 7 ‘./ 237 

Tieuxang 235 t s % 4 250-254 

tulipan Africano 250 i Y.& 237 

Turi 170 t 4 7 199,-202, 237 

Ulin 81-85 t V l/ 209 

Vagai 119 t 1 V l.,  207, 209-214, 255 

Vahai 119 t.v- -7- - A 144 

Vegetable humming bird 170 t s./ 237-243 

vermilion wood 161 t 9 E'7 -7 sY 7,-18, 143 

vilayati babul 149 i .s./ 159 

vilayati kikar 149 if s./4- 9 182 

water tree 170 )1:./e- 771- 71-- *. 191 

White albizia 144 4:/ 155-158 

white dragon tree 170 4 s./ 7 173 

White mahogany 187 4'7 A 86 

Woman's tongue tree 119 -ts A 171, 237 

wonder-tree 149 4 7 F 67-71 

Yakal 86 4- - 4 42, 43, 45, 47, 5660, 

Yemane 244 61-64 

yellow palo-verde 149 p 1k 1 119, 135 

v 137-142 

7 t 7 74, 104 P'7 t --7'• 131-136 

7t7•Y 16 7 sY 143 

7 t 187 ❑ - h. - 139, 140, 141, 165 

779)37)14'73 7 199 -1-"./ 180 

Sra 虹Iar235

striata 46

sulfatillo149

sulfato149

sukun 75

Swamp pca 170

SWamp corkwood 170

sweet-pea 137

Takhian-hin 86

Takhina-thong 88

Talisai234

Talnarind 175′~181

Tekik119

Terminalia 22LY236

Thingyan 86

Tieuxang235

tulipanAfricano 250

Turi170

U1in 81~85

Vagai119

Vahai119

vegetablehumming bird 170

vermilionwood 161

vilayati babul149

viーayati kikar149

watertree 170

VVhite albizia144

whitedragon tree 170

Wrhite mーahogany 187

Wroman'stongue tree ll9

wonder ‐tree 149

Yaka1 86

Yem ーane244

yellow palo ‐verde 149

アカシア 74,104

アカマツ 16

アカジュ 187

アフリカアカキワタ 199

アフ リカマホガニー類 187~192

アンノぐウアアカジュ 187

アメ リカネムノキ 165~169

アロウカ リア類 42~66

ア ロ ー ヌ 199

アンゲ リン 125~130

イ トスギ類 34~41,69

イ ピルイ ピル 237

インド菩提樹 94
ウリン 81~85

ウ ンナ ン ヒノぐ 35

エ リマ 203~208

オ ー カ ルノぐマ ツ 1′V6,26

オオバアカジュ 187

カー トア ンノぐンカ ル 237

カエ ンポク 250′~254

カダム 237

カポック 199′~202,237

カマ レレ 209

カメ レレ 207,209′Y214,255

カユマチス 144

カ ラ ンノぐヤ ン 237′~243

カ リビアマツ 7~18,143

カリン 159

ガンポリンボ 182

ガンビアオオネズミ 191

キ ンキジュ 155~158

キ ンマ 173

ギアム 86

ギ ンネム 171,237

クインズ ランドカウ リ 67′~71

ク リ ンキ ーパ イ ン 42,43,45,47,56~60,

61′~64

クル ミ 119,135

グアマ 137′~142

グアナカステ 131′}136

ケシアマツ 143

コー ヒー 139,140,141,165

ココヤシ 180
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コクタン 159 

コショウ 173, 193 

コショウボク 193'- 198 

コバテイシ 234 

ネナシカズラ類 198 

コナラ類 32 

サール 94'- 103 

ササンドラアカジュ 187 

サンダルウッ ド 173 

シタン 159 

シダレイトスギ 36 

シマボウ 234 

ジャボム 237 

ジャワマキ 72 

シロゴチョウ 170- 174 

スギ 146, 147 

スラッシュマツ 7,70 

セスノぐニ．ア 173 

センゴンラウト 144 

ターミナリア 207 

タケ 49, 96 

タマリンド 168, 175'--181 

ダイズ 49 

チーク 165, 207 

チョウセンモダマ 175 

ツル植物 96, 218, 224 

チガヤ 83, 246 

チーク 95, 9, 99, 100, 247 

チリマツ 42, 43, 45, 46, 52-54 

デグラプタ 209 

テレティコルニスユーカリ 215- 220 

ドライマホガニ1 187 

ドリアン 199 

ナンョウギリ 146 

ナンョウスギ 42, 43, 45, 55-'61, 63, 64 

ネムノキ 131, 165 

ノーフォークマツ 42, 45, 60, 65'-66 

バオバブノキ 199 

バグラス 209 

バタイ 143 

ノぐルサ 199 

パーキンソニア 149- 154 

ノぐトウラマツ 19-25, 26 

パラナマツ 42, 43-52, 53, 58 

バニラ 173 

ノぐンノキ 75-80 

ノぐンヤ 199 

ビヌアン 203, 237 

ヒロハナンョウスギ 42, 43, 45, 54'-55, 60 

ヒノキ類 37, 146, 147 

ビャクダン 173 

ビルマネムノキ 119-'-- 124 

ファルカタリア 143-148 

フープノぐイン 70 

フタバガキ 89 

ブラジルマツ 43 

ブラジルマキ 72, 73 

ブレッドナッツ 75 

ブレッドフルーツ 75 

ホワイトアルビジア 144 

ホペア類 86-93 

ポドカルプ 72 

マカームコング 155 

マカームテート 155 

マホガニ- 187 

マッ { 5,7,12,13,15,25,69 

マンギウムアカシア 143 

マングローブ 163 

ミモザ 74 

ミンダナオガム 209 

メキシコイトスギ 26, 35 

メラワン 86 

メリナ 143, 244'---249 

モモタマナ類 221- 236 

モリシマアカシア 104, 113-117 

モルッカネム 119 

モルッカンソ- 144 

モントレーサイプレス 35 

222

コクタン 159 ノぐタイ 143

コショウ 173,193 バルサ 199

コ シ ョウ ボ ク 193~198 パ ー キ ン ソ ニ ア 149~154

コバ テ イ シ 234 ノぐトゥラ マ ツ 19~25,26

ネナシカズラ類 198 バ ラナマッ 42,43~52,53,58

コナ ラ類 32 バニラ 173

サ ー ル 94~103 ノぐンノ キ 75~80

ササ ンドラアカジュ 187 ノぐンヤ 199

サ ンダルウッ ド 173 ビヌア ン 203,237

シ タ ン i59 ヒ ロハ ナ ン ョ ウス ギ 42,43,45,54~55,60

シダレイ トスギ 36 ヒノキ類 37,146,147

シマボウ 234 ビャクダン 173

ジャボム 237 ビルマネ ムノキ 119~124

ジャワマキ 72 ファルカタ リア 143~148

シ ロ ゴチ ョウ 170~174 フー プノぐイ ン 70

スギ 146,147 フタバガキ 89

スラッシュマツ 7,70 ブラジルマツ 43

セスバニア 173 ブラジルマキ 72,73

セ ンゴンラウ ト 144 ブレッドナ ッツ 75

ター ミナ リア 207 ブレッ ドフルーツ 75

タケ 49,96 ホワイ トアル ビジア 144

タマ リン ド 168,175~181 ホペア類 86~93

ダイズ 49 ポドカルプ 72

チ ー ク 165,207 マ カ ー ム コ ング 155

チ ョウセ ンモ ダ マ 175 マ カ ー ム テ ー ト 155

ツル植物 96,218,224 マホガニー 187

チガヤ 83,246 マッ類 5,7,12,13,15,25,69

チーク 95,9,99,100,247 マ ンギ十ウムアカシア 143

チ リマ ツ 42,43,45,46,52~54 マ ン グ ロ ー ブ 163

デ十グラブ夕 209 ミモザ・ 74

テ レティコルニスユーカ リ 215~220 ミンダナオガム 209

ドライマホガニー 187 メキシコイ トスギ 26,35

ドリア ン 199 メラワン 86

ナ ンヨウギ リ 146 メ リナ 143,244~249

ナンョウスギ 42,43,45,55′~61,63,64 モモタマナ類 221~236

ネムノキ 131,165 モ リシマアカシア 104,113~117

ノ ー フ ォ ー クマ ツ 42,45,60,65~66 モ ル ツカ ネ ム 119

バオバブノキ 199 モル ッカ ンソー 144

バグラス 209 モ ン トレーサイプレス 35
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モントレーノぐイン 26 

ヤドリギ 32 

ユーカリ 143, 209, 215, 218 

ラジアータマツ 26- -33 

ラボウシ 175 

レーダ 209 

レインツリ- 119,132 

レッドメランティ- 92 

ワニグチモダマ 175 

赤木綿樹199 

沖天柏 35 

大花田青 170 

火焔木 250-'--254 

柏木 36 

花梨 159 

木田青170 

金亀樹155-158 

酸果樹175 

沙羅樹 94 

西洋ナシ 159 

白檀173 

朝鮮藻玉 175 

無憂樹 94 

羅望子 175 

ロ） 動 物（昆虫を含む） 

bush pig 6 

bark beetles 32 

Cocktoos 172 

cutworm 61 

hormiguilla 140 

kauri thrips 71 

kauri coccid 71 

Marine borers 17 

lepidopterous 253 

mealy bugs 61 

mengarawan 91 

mole crickets 6 1 

Monterey pine cone beetle 32 

snout beetle 62 

thyridid moth 232 

weevil 32 

white grubs 61 

アオサンジャク 46 

アオスジカミカリ 118 

アカバネシギダチョウ 49 

アグーチ類 46 

アザミウマ 71, 89, 172 

アブラムシ 17, 32, 140 

アメリカヤマアラシ類 46 

アリ 48 141, 178, 198 

イエカミキリ 243 

イセリヤカイガラムシ 118 

イナゴ 172 

イノシシ 135 

イモムシ 32 

オウム 68, 114, 127 

オポッサム 71 

カイガラムシ 71, 180 

カケス 46 

カブラヤガ 118 

カミキリムシ 16, 54, 66, 85, 118, 123, 135, 

148, 153, 185, 201, 219, 232, 

243 

モ ン トレーノぐイ ン 26

ヤドリギ 32

ユ ー カ リ 143,209,215,218

ラ ジ ア ー タ マ ツ 26~33

ラボウシ 175

レーダ 209

レイ ンツリー 119,132

レ ッ ドメ ラ ンテ ィ ー 92

ワニグチモダマ 175

赤木綿樹 199

沖天柏 35

大花田青 170
火焔木 250~254

柏木 36
花梨 159

木田青 170
金亀樹 155~158

酸果樹 175

沙羅樹 94
西洋ナシ 159

白檀 173

朝鮮藻玉 175

無憂樹 94
羅望子 175

(2) 動 物 (昆虫を含む)
bush pig 6

bark beetles 32

Cocktoos172

CuL、worm 61

horn・iguilla140

kauri Lhrips 71

kauri coccid 71

M【arine borers 17

1epidopterous253

mーealy bugs 61

mーengaraWan 9l

molecrickets 61

M【onterey pine conebeetle 32

snouL bceL1e 62

thyridid moLh232

Weevi1 32

whitegrubs 61

アオサ ンジャク 46

アオスジカミカリ 118

アカバネシギダチ ョウ 49

アグーチ類 46

ア ザヂミウマ 71,89,172

アブラムシ 17,32,140

アメリカヤマアラシ類 46

ア リ 48,141,178,198

イエカミキリ 243

イセリヤカイガラムシ 118

イナゴ 172

イノシシ 135

イモムシ 32

オウム 68,114,127

オポッサム 71

カイガラムシ 71,180

カケス 46

カブラヤガ 118

カ ミキ リムシ 16,54,66,85,118,123,135,

148,153,185,201,219,232,

243
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11' 17, 32, 51, 60, 64, 114, 117, 232 

l4 A' 16, 32, 81, 185 

39 118,172 

9 1- 9 t 148, 172 

E .1- ifE )4 )3 4'. 9 118 

E L 6 

9 9 t 9 236 )z a if* 118 

A 248 E•9 . -!)-f AY 17,185 

'T 9 61, 118, 219 E'oi)Kt Z49 71 

9 126, 139, 200 7 )- !, 4 A 81 

9 t 118 t 9 - 135 

-j- t •-5 61,180 7'2c :•/ 180 

)4 49 -74-it- -=-/ 4A''./ 191 

Jt•*.b. ,v 118 200 

-9- 3 f/ 118 if 118 

)k 84, 177 I A v 180 

t 84 1'f t 243 

187 fi t 172 

79 2, 17, 60, 63, 64, 79, 81, 

129, 135, 141, 153, 178, 

192, 198, 203, 232, 253 

114, 

180, 

117, 

185, 

-17 1- 9 A  71 

-V -7 7 f/ 84 

1- A 61 

- 1- ;rz - - 232 ,t -ft -91, -:/ 180 

s./ 4 A s:1 213 9 A 46,68 

t) 17, 32, 60, 64, 71, 92, 

172, 218, 232, 243, 248 

129, 135, w') -9- ‘./ •.s; 46 

❑ '7 la :4n 198 

135 9 7 - 59, 71 

17 

118 

4 , 17, 132, 151, 158, 173, 211, 

k5 132 

254 

7 t 9 118 

•)- 09 -74. 213 

# A 61 

*.X :Z 46, 61, 68, 129, 132, 135 

tail -ti-fg.t 102, 115, 123, 135 

;t 211 

OMR 46, 82, 191 

40, 71, 79, 92, 117, 123, 129, 253 

x. 128 

i• 4- 9 7 9 17 

IM-14:.,1 102, 114, 169, 202, 225, 236, 

243, 248 

17 4 A:/) 192 

iN -1- 114 7h4 158 

IN A 172, 243, 248 VTLELI, 32, 61, 71, 82, 92, 102, 114, 117, 

, \://4--A---,-f 118 
y_ . t h . Es- h A, 

59,61 

192 

129, 140, 158, 164, 172, 180, 184, 

225, 232, 236, 243 

fat 118, 172, 180 

itf,r4 46 AAR 46, 49, 139, 172, 184, 200 

Is 71 IT 151, 153 

224

ガ 17,32,51,60,64,114,117,232

キクイムシ 16,32,81,185

キチ ョウ 118,172

クワカミキリ 236

グンノぐイムシ 248

ケラ 61,118,219

コウモ リ 126,139,200

コウモ リガ 118

コナカイガラムシ 61,180

コメネズ ミ 49

コガネムシ 118

サ ビヒョウタンゾウムシ 118

サル 84,177

シカ 84

シラミ 187

シ ロ ア リ 2,17,60,63,64,79,81,114,117,

129,135,141,153,178,180,185,

192,198,203,232,253

シ ュ ー トポ ー ラー 232

シンクイムシ 213

ゾ ウ ム シ 17,32,60,64,71,92,129,135,

172,218,232,243,248

タ マノぐ工 135

タマムシ 17

チ ャノハマキ 118

ナガゴマフカミキリ 118

ナガタマムシ 213

ネキリムシ 61

ネズ ミ 46,61,68,129,132,135

ハ エ 128

ハキ リア リ 17

ハ ダ ニ 17

ハチ 114

ハムシ 172,243,248

ハ ンノキキ クイ 118

パ ウ ダ ー ・ポ ス ト ・ビー トル 192

バ ツ夕 59,61

パカ類 46

バ ンデ÷イ ク ー ト 71

ボク トウガ 148,172

ヒゲナガヒメカミキリ 118

ヒヒ 6

ヒメコガネ 118

ヒラタキクイムシ 17,185

ビロウ ドカ ミキ リ 71

フナクイムシ 81

ペ ッカ リー 135

マメゾウムシ 180

マホガニーシンクイムシ 191

ミツノぐチ 200

ミノガ 118

ミノムシ 180

メイガ 243

ヤガ 172

ヤ トウムシ 71

ヤマアラシ 84

ヨ トウムシ 61

ラックカイガラムシ 180

リス 46,68

ル リサ ンジャク 46

ロウムシ類 198

ワ ラ ビー 59,71

牛 17,132,151,158,173,211,254

馬 132

吸汁性害虫 102,115,123,135

毛虫 211

曜歯類 46,82,191

甲虫 40,71,79,92,117,123,129,253

食葉性害虫 102,114,169,202,225,236,

243,248

芯喰し当日(シンクィムシ)192

水牛 158

穿孔虫 32,61,71,82,92,102,114,117,

129,140,158,164,172,180,184,

225,232,236,243

線虫 118,172,180

鳥類 46,49,139,172,184,200

羊 151,153
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11* 6 

11111A 49, 184 

1.144- 33, 151, 153 

VON 132 

PAZOR 253 

(3) OA (141M 

coastal gall rust 32 

leaf-cast 71 

mal deguaba 140 

red band needle blight 32 

Western gall rust 32 

VA 1311 48 

▪ 4 1 n 1" 4 711111 25, 52 

7 4 V I` 1- ./48411M 115 

7 if All 135 

-77/ .1- 5/7 25,32 

VIAM 40, 135 

5 EA. z:-JA 113,180 

 •. StA 202 

aftW 64 

&MA 207 

M it 79 
mtA14 164,248 

1M1A 52 

,1A WI 23 

mg 117,180 

• 1;A 52 

MiE1 ri 13, 23, 48, 97 

< 0 -41M 118, 123 

Mc) 1:-Q 164 

fROrlifi0 180 

• 32, 135 

MUM 141, 157 

rY1N 32, 79, 115, 123, 135, 148 

ToD5CA 74 

• Ail 40 

ill.441X6(6 tt) 71, 79, 101, 102, 123, 

158, 185 

titgMtrpi 180 
4M51110,11 r 192 

1- fi 115, 180 

• 118,148, 218

• MA 26, 32

• 1 243 

　　　

豚 6 (3)菌類 (樹病名を含む)
"南乳類 49,184 coasLalgallrust 32

山羊 33, 151, 153 1eaf‐cast 71

有蹄類 132 mal deguaba 140

鱗麹類 253 redband ncedle blighL 32

VVestern gal ーrust 32

VA菌根菌 48
デ ィプロデ ィア病菌 25,52

フィマトトリクム根腐病 115

フザリウム菌 135

マツノネクチタケ 25,32

萎凋病 40,135

うどんこ病 113,180

枝こぶ病 202

黄化症 64

潰塀病 207

果実腐敗 79
褐斑病 164,248

褐変病 52

外生菌根菌 23
癌腫病 117,180

寄生菌 52
菌根菌 13,23,48,97

くものす病 118,123

黒やに病 164

頚部腐朽病 180
ころぎ病 32,135

根粒菌 141,157

さび病 32,79,115,123,135,148

子のう菌 74

真菌類 40
心材腐朽 (心腐れ )病 71,79,101,102,123,

158,185

樹皮寄生病 180

樹脂浸出性病害 192
すす病 115,180

赤衣病 118,148,218

赤斑葉枯病 26,32
線毛.褐班病 243



276 

titg 17, 61, 63, 64, 118, 140, 147, 243 

«-f-Am 79, 118, 158 

1114%q 40, 123, 192 

73, 139 
«&&1q 25, 52, 64, 118 

Magi 17, 32, 61, 79, 101, 102, 115, 135, 

211 

$144:(6)780 32, 123, 135 

61 

n-om 79 

Own 52 
11,35 t, 14 71 

SkttA 79 

1,1EAVIA (MAW 2,79 !80 
Ealli*Vi 118 

igRktiAti 129 

riA' igi 158 

ltii6ffl 148, 180, 202, 211, 214 

IN4104104 61,64 

立枯病 17,61,63,64,118,140,147,243

炭 そ病菌 79,118,158

胴枯病 40,123,192

内生菌根菌 73,139
ならたけ寿ぎ 25,52,64,118

機腐病 17,32,61,79,101,102,115,135,

211

根株 (′⑥ 腐病 32,123,135

白絹病 61

白藻病 79

白紋羽病 52
葉ふるい病 71

葉枯病 79

斑点性病害(斑点病)71,79,180
微粒菌核病 118
辺材変色菌 129
不完全菌 158
腐朽菌 148,180,202,211,214

南根腐病 61,64



277 

あ と が き 

「熱帯樹種の造林特性」第2巻を世に送ることができる運びとなりました。第 

1巻に引き続いて,森林総合研究所生物機能開発部長森徳典博士には格段の 

ご努力をいただきました。同博士を中心にご協力下さった編集委員，および執 

筆された25名の研究者各位には心から感謝いたします。 

掲載樹種は編集委員会で検討して決めましたが，一部の樹種についてはわが 

国にほとんど情報がないため，米国山林局所属の国際熱帯林業研究所が刊行し 

ている造林シリーズをほぽ全面的に参考にしました。このことは巻頭に英文で 

明記してありますが，ここに改めて記して，同研究所のご好意に感謝いたしま 

す。 

執筆者はいずれも育林・環境分野の研究者であるため，病害虫については不 

安がありましたので，編集委員の池田俊彌博士と，同氏のお取り計らいで，森 

林総合研究所森林生物部森林微生物科長金子繁博士，同部昆虫生態研究室長 

槇原寛氏に校閲を依頼しました。ご多忙のところを校閲の労をとって下さっ 

た3方には心からお礼を申し上げます。 

本書の構成・執筆要領についても編集委員会で検討して決めました。その取 

り決めに従って，項目や書式などをできるだけ統一するようにつとめたつもり 

ですが,樹種ごとに情報の内容が異なることなどから,必ずしも統一されてい 

ない部分もありますことをお断りします。 

以上，編集委員会を代表して，第2巻の刊行にまつわる事情を記しました。 

1997. 3. 1 浅川 
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